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じ
め
に

　
本
稿
で
分
析
対
象
と
し
て
紹
介
す
る
史
料
は
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
の
移
行
期
に

「
見
張
所
」
に
お
い
て
足
掛
け
五
ヵ
月
に
わ
た
り
作
成
さ
れ
た
、
五
二
七
二
件
・

八
四
一
八
人
強
の
通
行
に
関
す
る
複
数
点
数
の
記
録
で
あ
る

（
（
（

。
当
該
史
料
群
か
ら
は

当
時
の
旅
人
の
動
態
や
番
所
業
務
の
実
態
な
ど
の
ほ
か
、
移
行
期
特
有
の
問
題
や
東

京
の
町
方
経
営
そ
の
他
の
様
々
な
興
味
深
い
事
象
が
明
ら
か
に
な
る
。
以
下
に
そ
の

分
析
に
よ
っ
て
知
り
得
た
情
報
を
紹
介
し
て
ゆ
く
が
、
な
か
で
も
旅
人
に
関
す
る
か

つ
て
な
い
規
模
の
膨
大
な
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
「
旅
」
の
具
体
像
を
提
示
で
き
る
意
義

は
大
き
い
と
考
え
る
。
論
者
は
先
に
そ
の
二
日
分
の
通
行
記
録
の
分
析
を
発
表
し
て

い
る
が

（
（
（

、
今
回
は
残
さ
れ
た
全
記
録
の
分
析
と
紹
介
を
試
み
た
い
と
思
う
。

　
従
来
、
旅
に
関
し
て
は
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
戦
後
盛
ん
に
お
こ
な

わ
れ
た
構
造
把
握
の
問
題
と
し
て
の
制
度
史
研
究
か
ら
、
さ
ら
に
一
九
七
〇
年
代
の

国
家
史
的
視
点
に
も
と
づ
く
交
通
体
系
研
究
へ
と
研
究
が
進
展
す
る
な
か
で
、
そ
の

ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
一
九
五
〇
年
代
に
萌
芽
し
た
私
的
交
通
研
究
が
、
一
九
八
〇

年
代
に
具
体
的
・
実
証
的
個
別
の
問
題
へ
と
多
様
化
す
る
に
あ
た
り
、
本
格
的
に
研

究
が
始
め
ら
れ
た
分
野
で
あ
る
。
特
に
国
家
に
対
す
る
個
人
と
し
て
の
旅
人
に
注
目

し
、
そ
れ
ま
で
雑
史
料
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
紀
行
文
・
道
中
記
の
分
析

が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
は
画
期
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う

（
（
（

。
そ
の

結
果
と
し
て
、
旅
行
ル
ー
ト
の
比
定
、
年
代
の
推
移
に
と
も
な
う
旅
の
目
的
や
様
子

の
変
化
、
身
分
の
別
に
よ
る
旅
の
特
徴
、
道
中
の
費
用
ほ
か
の
実
態
、
女
性
旅
の
存

在
な
ど
多
く
の
す
ぐ
れ
た
成
果
が
次
々
と
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た

（
（
（

。

　
し
か
し
一
方
で
、
紀
行
文
や
道
中
記
は
個
人
が
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
旅
そ

の
も
の
の
意
義
や
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
分
析
対
象
と
し
て
限
界
が
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
幸
運
に
も
偶
然
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
そ
れ
ら

の
史
料
は
、
年
代
・
地
域
・
身
分
・
旅
の
目
的
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
筆
者
に
よ
る
も

の
で
、
限
ら
れ
た
事
例
だ
け
で
は
同
時
代
の
旅
の
全
体
像
、
そ
れ
に
対
す
る
記
録
さ

れ
た
旅
の
特
徴
や
位
置
付
け
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
旅
人
に
と
っ
て
自
明
の
事
象

は
記
録
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
移
動
距
離
や
目
的
の
関
係
そ
の
ほ
か
の
理

由
か
ら
全
て
の
旅
人
が
記
録
を
残
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
非
日
常
的
な
旅

の
記
念
と
し
て
の
記
録
か
ら
欠
落
し
て
し
ま
っ
た
部
分
に
、
あ
る
種
の
旅
の
普
遍
的

な
側
面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
個
人
の
自
由
意
志
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
史
料
に
限
界
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

何
ら
か
の
強
制
力
に
も
と
づ
き
統
一
的
に
情
報
収
集
を
し
て
作
成
さ
れ
た
資
料
の
分
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析
が
よ
り
有
効
と
な
る
。
か
つ
て
そ
の
試
み
と
し
て
、
幕
府
の
強
制
力
に
よ
っ
て
関

所
に
提
出
さ
れ
た
手
形
の
分
析
や

（
（
（

、
本
陣
休
泊
者
を
記
録
し
た
経
営
帳
簿
と
し
て
の

宿
帳
の
分
析
が
お
こ
な
わ
れ
た

（
（
（

。
し
か
し
、
前
者
は
大
半
が
女
性
・
鉄
砲
・
僧
な
ど

の
限
ら
れ
た
通
行
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
に
つ
い
て
も
休
泊
者
の
身
分
に
制

約
が
あ
り
、
旅
人
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
が
残
さ
れ
て
き
た
な
か
で
、
今
回
紹
介
す
る
史
料
は
地
域
・
期

間
が
限
定
さ
れ
る
も
の
の
、「
見
張
所
」
と
い
う
公
的
性
格
を
有
し
た
施
設
を
通
過

し
た
、
無
差
別
の
五
二
七
二
件
・
八
四
一
八
人
強
の
通
行
の
様
子
を
示
す
事
例
と
し

て
注
目
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
自
ら
記
録
を
残
さ
な
か
っ
た
旅
人
に
と
っ
て
の
あ

た
り
ま
え
の
旅
と
は
何
だ
っ
た
の
か
、
時
代
背
景
も
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
こ
の
史

料
の
記
録
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
察
し
た
い
。

　
な
お
、
本
文
お
よ
び
表
に
職
業
・
身
分
的
差
別
に
も
と
づ
く
名
称
が
み
ら
れ
る
が
、

差
別
の
史
実
を
認
識
し
、
差
別
と
差
別
意
識
の
根
絶
を
望
む
た
め
、
あ
え
て
そ
の
ま

ま
記
載
し
た
。
た
だ
し
、
小
字
名
と
人
名
の
並
記
に
よ
り
地
域
や
個
人
が
詳
し
く
特

定
で
き
る
場
合
は
伏
せ
字
に
し
た
。

❶
「
見
張
所
」の
機
能
と
位
置

　
当
該
史
料
に
み
る
「
見
張
所
」
の
性
格
に
つ
い
て
は
、【
表
（
】
の
各
冊
の
表
紙

部
分
の
表
記
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。ま
ず
、

「
往
還
旅
人
姓
名
取
調
帳
」「
往
来
旅
人
見
張
改
帳
」「
見
張
所
御
改
控
帳
」
と
い
う

表
題
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
通
過
者
の
姓
名
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
を
確
認
し

て
書
き
控
え
て
い
た
場
所
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
江
戸
時
代
以

来
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
ま
で
存
在
し
た
関
所
機
能
の
流
れ
を
く
む
役
割
を
果
た

し
た
施
設
で
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
理
解
し
や
す
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
関
所
と
大
き

く
異
な
る
点
と
し
て
、
や
は
り
他
の
多
く
の
表
紙
に
「
葛
飾
県
見
張
所
」
な
ど
と
記

述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幕
府
や
国
で
は
な
く
県
が
設
置
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
こ
で
「
御
用
」
す
な
わ
ち
改
め
を
お
こ
な
っ
た
の
は
派
遣
さ
れ
て
き
た
役
人
で
は

な
く
周
辺
の
村
か
ら
調
達
さ
れ
た
人
材
で
あ
っ
た
こ
と
、
改
め
の
内
容
は
女
性
や
特

定
身
分
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、
物
資
は
対
象
外
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

番
人
に
つ
い
て
は
表
題
に
作
成
者
と
し
て
九
村
の
名
が
交
代
で
記
さ
れ
、
な
か
に
は

「
番
」「
当
番
」
と
冠
し
て
い
る
村
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
村
が
順
番
に
勤
め
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
、
こ
の
見
張
所
が
設
置
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
も
、【
写
真
（
】
に
み
え
る

通
り
一
冊
の
表
紙
に
「
葛
飾
県
宦

（
マ
ヽ
（轄

所
鬼
越
村
見
張
所
御
改
帳
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

旧
下
総
国
葛
飾
郡
鬼
越
村
（
現
千
葉
県
市
川
市
）
内
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

さ
ら
に
当
該
史
料
が
伝
存
さ
れ
、同
村
の
名
主
職
を
勤
め
た
こ
と
も
あ
る
松
澤
家
が
、

日
光
道
中
付
属
水
戸
道
中
の
脇
道
で
成
田
道
と
も
呼
ば
れ
成
田
山
へ
の
参
詣
道
で
も

あ
っ
た
佐
倉
道
と
、
利
根
川
と
江
戸
川
を
結
ぶ
物
資
流
通
路
で
あ
っ
た
木
下
道
の
交

差
点
付
近
に
旧
在
し
た
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、「
見
張
所
」
は
交
通
の
要
所

で
あ
っ
た
こ
の
交
差
点
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る

（
（
（

。

　
こ
の
「
見
張
所
」
周
辺
地
域
で
は
そ
れ
以
前
に
「
見
張
所
」
が
設
置
さ
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た

（
（
（

。
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
十
一
月
に
関
東
取
締
出
役
の
指
示
で
、
組
合

村
々
取
締
の
た
め
に
組
合
村
が
費
用
を
負
担
し
適
当
な
場
所
に
「
見
張
番
所
」
を
設

置
し
て
手
先
道
案
内
を
昼
夜
詰
め
さ
せ
、
合
わ
せ
て
海
岸
・
川
沿
い
の
見
回
り
を
お

こ
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
見
張
番
所
は
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
七
月
十
八

日
に
一
旦
廃
止
さ
れ
、
改
め
て
関
東
取
締
出
役
が
巡
検
し
、
新
た
な
見
張
番
所
建
設

【写真1】　
松澤家文書Ｍ②25bより
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記録年月日 表紙年月日 表　題 作　成　者 出典史料目録番号
（ （明治三年十一月廿七日） 明治三午十一月廿七日　 見張帳 鬼越邑 松澤家文書Ｍ② （ａ
（ （明治参年霜月（（日） 明治参年霜月吉日 見張所御改扣帳 （北方村・高石神村） 松澤家文書Ｍ② （
（ （明治三年）十一月廿九日 明治三年午十一月廿九日 見張帳 小栗原村・中山村 松澤家文書 M ② （
（ （明治 （ 年十一月晦日） 十一月晦日 見張帳 二子村・若宮村 松澤家文書Ｍ② （9
（ （明治 （ 年十二月朔日） 十二月朔日 見張帳 本郷村 松澤家文書Ｍ② （（
（ （明治三年十二月二日） 明治三午歳十二月二日 見張帳 寺内邑・印内邑 松澤家文書Ｍ② （
（ （明治 （ 年）十二月三日 十二月三日 見張帳 山野村・古作村 松澤家文書Ｍ② （（
（ （明治三年十二月四日） 明治三午十二月四日 見張帳 鬼越邑 松澤家文書Ｍ② （ｂ
9 （明治参年）十二月五日 明治参年霜月吉日 見張所御改扣帳 （北方村・高石神村） 松澤家文書Ｍ② （
（0 （明治 （ 年 （（ 月（日） 明治三年午十一月廿九日 見張帳 小栗村・中山村 松澤家文書Ｍ②１
（（ （明治 （ 年）十二月七日 十一月晦日 見張帳 二子村・若宮村 松澤家文書Ｍ② （9
（（   （明治 （ 年）十二月八日 十二月朔日 見張帳 本郷村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年）正月十一日 明治四未年 御見張帳 葛飾縣支配所鬼越村　十二ヶ村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ ①（明治四年）正月十二日 明治四未年 御見張帳 葛飾縣支配所鬼越村　十二ヶ村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ ②（明治四年正月十二日） 明治四未正月十二日 見張所御改扣帳 高石神村・北方村 松澤家文書Ｍ② （a
（（ （明治四年正月十三日） 明治四未正月十三日 往還旅人姓名取調帳 当番小栗原村・中山村 松澤家文書Ｍ② （
（（ （明治 （ 年）正月十四日 葛飾縣御見張所 二子村・若宮村 松澤家文書Ｍ② （（a
（（ （明治 （ 年 （ 月（（日） 葛飾縣御見張所 本郷村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年正月十六日） 明治四年正月十六日 葛飾縣見張帳 印内村・寺内村 松澤家文書Ｍ② （
（9 （明治四年正月十七日） 明治四年正月十七日 葛飾縣見張帳 古作村・山野村 松澤家文書Ｍ② （
（0 （明治四年）正月十九日 明治四辛未年正月十八日 見張御改帳 葛飾縣管轄所高石神村・北方村 松澤家文書Ｍ② （b
（（ （明治四年正月）廿日 明治四未正月十三日 往還旅人姓名取調帳 当番小栗原村・中山村 松澤家文書Ｍ② （
（（ （明治四年）正月廿一日 明治四辛未年正月廿一日 葛飾縣宦

（マヽ）

轄所　鬼越村見張所御改帳 二子邨・若宮村 松澤家文書Ｍ② （（b
（（ （明治 （ 年）正月廿二日 葛飾縣御見張所 本郷村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年）正月廿三日 明治四年正月十六日 葛飾縣見張帳 印内村・寺内村 松澤家文書Ｍ② （
（（ （明治四年）正月廿四日 明治四年正月十七日 葛飾縣見張帳 古作村・山野村 松澤家文書Ｍ② （
（（ （明治四年）正月廿五日 明治四未年 御見張帳 葛飾縣支配所鬼越村　十二ヶ村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ ①（明治四年）正月廿六日 明治四未年 御見張帳 葛飾縣支配所鬼越村　十二ヶ村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ ②（明治四年正月）廿六日 明治四辛未年正月十八日 見張御改帳　 高石神村・北方村 松澤家文書Ｍ② （b
（（ （明治四年）正月廿七日 明治四未正月十三日 往還旅人姓名取調帳 当番小栗原村・中山村 松澤家文書Ｍ② （
（9 （明治四年正月廿八日） 明治四年正月廿八日 葛飾縣見張帳 若宮邑・二子邑 松澤家文書Ｍ② 9
（0 （明治四年正月廿九日） 未正月廿九日 葛飾縣見張所 本郷村 松澤家文書Ｍ② （0a
（（ （明治四年正月晦日） 未正月晦日 葛飾縣見張所 寺内・印内村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年二月朔日） 明治四年二月朔日 葛飾縣見張帳 山野村・古作村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年）二月二日 明治四未年 御見張帳 葛飾縣支配所鬼越村　十二ヶ村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年）二月三日 未ノ二月三日 葛飾縣見張帳 高石神村・千足村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年二月四日） 未二月四日 葛飾縣見張帳 中山村・小栗原村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年）二月五日 明治四年二月五日 葛飾縣見張帳 二子・若宮村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年二月六日） 未二月六日 葛飾縣見張帳 本郷村 松澤家文書Ｍ② （0b
（（ （明治四年）二月七日 未正月晦日 葛飾縣見張所 寺内・印内村 松澤家文書Ｍ② （（
（9 （明治四年二月（日） 明治四年二月朔日 葛飾縣見張帳 山野村・古作村 松澤家文書Ｍ② （（
（0 （明治四年二月九日） 明治四未二月九日 葛飾縣管轄所御用見張所改扣帳 鬼越村番 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年）二月十日 未ノ二月三日 葛飾縣見張帳 高石神村・千足村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年二月（（日） 未二月四日 葛飾縣見張帳 中山村・小栗原村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治 （ 年 （ 月（（日） 明治四年二月五日 葛飾縣見張帳 二子・若宮村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年二月（（日） 未二月六日 葛飾縣見張帳 本郷村 松澤家文書Ｍ② （0b
（（ （明治四年）二月十四日 未正月晦日　 葛飾縣見張所 寺内・印内村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年）二月十五日 明治四年二月朔日 葛飾縣見張帳 山野村・古作村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年）未二月十六日 明治四未二月九日 葛飾縣管轄所御用見張所改扣帳 鬼越村番 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年二月十七日） 明治四年辛未二月十七日 葛飾縣見張帳 北方村・高石神村 松澤家文書Ｍ② （（
（9 （明治四年二月十八日） 明治四年辛未二月十八日 往来旅人性名取調帳 小栗原村・中山村 松澤家文書Ｍ② （（
（0 （明治 （ 年 （ 月（9日以前） 葛飾縣管轄所見張所御改帳 二子邨・若宮村 松澤家文書Ｍ② （（a
（（ （明治四年）二月十九日 明治四年辛未二月十九日 葛飾縣管轄所見張帳 （二子村・若宮村） 松澤家文書Ｍ② （（b
（（ （明治四年二月廿日） 明治四年未二月廿日 往来旅人見張改帳 本郷邑 松澤家文書Ｍ② （9
（（ （明治四年二月（（か（（日）明治四年辛未二月 往来旅人性名取調帳　 寺内村・印内村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年二月廿二日） 明治四年未二月廿二日　 見張帳 古作村・山野村 松澤家文書Ｍ② （0
（（ （明治 （ 年 （ 月（（日） 葛飾縣管轄所見張帳 鬼越村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年）二月廿四日 明治四年辛未二月十七日 葛飾縣見張帳 北方村・高石神村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年二月）廿五日 明治四年辛未二月十八日 往来旅人性名取調帳 小栗原村・中山村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年）二月廿六日 明治四年辛未二月十九 葛飾縣管轄所見張 （二子村・若宮村） 松澤家文書Ｍ② （（b
（9 （明治 （ 年 （ 月（（日） 明治四年未二月廿日 往来旅人見張改帳 本郷邑 松澤家文書Ｍ② （9
（0 （明治四年）二月廿九日 明治四年未二月廿二日 見張帳 古作村・山野村 松澤家文書Ｍ② （0
（（ （明治 （ 年）二月晦日 葛飾縣管轄所見張帳 鬼越村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年）三月朔日 明治四年辛未二月十七日 葛飾縣見張帳 北方村・高石神村 松澤家文書Ｍ② （（
（（ （明治四年）三月二日 明治四年辛未二月十八日 往来旅人性名取調帳 小栗原村・中山村 松澤家文書Ｍ② （（

注）（，松澤家文書Ｍ②「見張帳」全 （9 件 （（ 冊（『市川市資料目録第一集』市川歴史博物館，（9（（ 年）より作成した
　  （，表記は史料の原表記によった
　  （，（　）は推定を示す
　  （，（　）内の漢数字は表紙表記からの推定を示す
　  （，アラビア数字は，二冊合綴・綴の前後関係・改頁・書体の変化・月日の後記と （ 日周期の村の組合せからの論者の推定を示す

【表1】　「見張帳」一覧
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地
を
指
定
し
た
。
そ
の
際
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
見
張
所
所
在

地
は
、
下
総
国
葛
飾
郡
の
八
幡
町
・
市
川
村
・
下
妙
典
村
（
上
記
は
い
ず
れ

も
現
千
葉
県
市
川
市
）・
鎌
ヶ
谷
村
（
現
千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
）
で
、
同
本
行

徳
村
で
は
見
張
所
は
設
置
せ
ず
に
明
六
ツ
半
（
午
前
五
時
頃
）
に
交
代
す
る

見
回
り
番
を
出
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

（
9
（

。
設
置
場
所
の
選
定
理
由
と
し
て
、

八
幡
町
は｢

佐
倉
往
還
継
所｣

、
市
川
村
は
「
佐
倉
往
還
渡
舟
場
」
で
あ
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
は
特
に
明
記
は
な
い
が
本
行
徳
村
は
江

戸
へ
の
長
渡
船
の
発
着
場
が
あ
り
、
下
妙
典
村
は
「
重
キ
関
所
」
の
市
川
関

所
を
通
ら
ず
に
船
橋
宿
へ
通
じ
る
成
田
道
上
の
本
行
徳
村
の
次
の
町
場
で
あ

り
、
本
行
徳
村
に
設
置
し
な
か
っ
た
の
で
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
鎌
ケ

谷
村
は
佐
倉
道
と
木
下
道
が
分
岐
し
た
後
の
最
初
の
継
場
で
、
い
ず
れ
も
鬼

越
村
同
様
交
通
の
要
所
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
時
の
見
張
所
の
運
営
費
用

の
記
録
が
あ
る
が
、
蝋
燭
・
油
・
薪
・
茶
代
が
あ
げ
ら
れ
、
紙
・
墨
・
筆
の

記
録
が
な
い
こ
と
か
ら
、
主
に
番
人
の
詰
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
高
く
、
今
回
紹
介
す
る
明
治
期
の
見
張
所
で
は
通
行
人
に
関
す
る
記
録

が
主
要
な
業
務
だ
っ
た
点
と
は
大
き
く
性
格
が
異
な
っ
て
い
た

（
（1
（

。

　
そ
の
後
上
記
見
張
所
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
た
ど
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、

明
治
三
年
十
一
月
の
年
記
が
あ
る
史
料
か
ら
八
幡
町
・
市
川
村
・
下
妙
典
村

の
い
ず
れ
に
も
見
張
所
が
あ
り
、
特
に
市
川
に
は
「
新
見
張
所
」
が
設
け
ら

れ
十
月
十
六
日
か
ら
稼
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（
（（
（

。
そ
し
て
こ
の
際
の
支

出
項
目
の
な
か
に
紙
代
が
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
今
回
紹
介
す
る
史
料
が

同
月
か
ら
記
録
が
始
ま
っ
て
お
り
、
鬼
越
村
の
見
張
所
の
業
務
が
記
録
中
心

で
あ
っ
た
こ
と
と
符
合
す
る
。
た
だ
し
こ
の
三
見
張
所
の
諸
入
用
は
「
郡
内

割
」（
葛
飾
郡
カ
）
で
諸
村
が
負
担
し
て
お
り
、
鬼
越
村
の
見
張
所
が
近
隣

九
村
で
運
営
さ
れ
て
い
た
点
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
市
川
村
の
新
見

張
所
は
「
領
中
持
」（
江
戸
期
以
来
の
行
徳
領
カ

（
（1
（

）
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
時
期
の
見
張
所
は
設
置
・
運
営
主
体
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
様
子
が
う

［鬼越村見張所周辺図］
 注）（　）は地域の通称を示す。
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か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
っ
て
も
明
治
三
年
の
見
張
所
が
万
延
元

年
・
文
久
元
年
の
見
張
所
を
引
き
継
い
だ
も
の
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
少
な
く
と

も
設
置
主
体
は
関
東
取
締
出
役
を
元
締
め
て
い
た
幕
府
か
ら
変
わ
り
、
鬼
越
村
の
見

張
所
は
葛
飾
県
が
設
置
主
体
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
残
さ
れ
て
い
る
数
少
な
い
葛
飾
県
発
行
文
書
の
な
か
に
見
張
所
設
置
を
命

じ
た
文
言
は
確
認
で
き
な
い
。

　
幕
末
か
ら
明
治
期
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
見
張
番
所
に
つ
い
て
は
渡
邊
和
敏
氏
に

よ
る
先
行
研
究
が
あ
る

（
（1
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
安
政
の
開
港
以
降
、
幕
府
が
従
来
の
関
所

と
は
別
に
各
地
に
必
要
に
応
じ
て
関
門
や
見
張
番
所
を
設
置
し
た
が
、
安
政
元
年

（
一
八
五
四
）
の
下
田
、
安
政
六
年
の
横
浜
と
そ
の
周
辺
、
翌
年
の
東
海
道
筋
と
多

摩
川
・
相
模
川
・
鶴
見
川
の
渡
船
場
、
文
久
元
（
一
八
六
一
）
～
三
年
の
江
戸
四
宿
、

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
青
山
道
出
入
口
の
渋
谷
宮
益
町
以
外
に
設
置
さ
れ
た
関

門
・
見
張
番
所
と
そ
の
特
色
は
不
明
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期

の
見
張
番
所
に
つ
い
て
は
、
他
に
設
置
の
事
例
が
あ
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
も
の
の

史
料
が
未
発
掘
の
状
態
に
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
史
料
発
掘
を
お
こ
な
っ
て
研
究
を
深

化
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
以
降
新
た
な
史

料
を
提
示
し
た
主
な
成
果
は
み
ら
れ
な
い
。

　
渡
邊
氏
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
幕
末
～
明
治
の
見
張
番
所
設
置
の
動
き

と
当
該
地
域
の
見
張
所
設
置
の
動
向
を
対
比
す
る
と
、
ま
ず
見
張
所
設
置
に
つ
い
て

は
、
文
久
元
年
に
江
戸
近
郊
の
治
安
対
策
と
し
て
幕
府
が
江
戸
市
中
各
出
入
口
の
見

張
番
所
設
置
を
計
画
す
る
が
、
農
村
側
の
反
対
運
動
で
中
止
さ
れ
た
経
緯
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、当
該
地
域
で
は
既
に
同
じ
目
的
で
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）

に
見
張
所
が
設
置
さ
れ
、
な
お
か
つ
農
民
が
反
対
し
た
は
ず
の
文
久
元
年
に
関
東
取

締
出
役
の
指
示
を
受
け
入
れ
て
見
張
所
の
再
設
置
さ
え
お
こ
な
っ
て
い
る
。
次
に
見

張
所
撤
廃
時
期
に
つ
い
て
も
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
二
・
三
を
除
き
見
張
番

所
は
撤
廃
さ
れ
、
関
門
は
維
新
政
府
に
引
き
継
が
れ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
当
該
地

域
で
は
後
述
す
る
よ
う
に
明
治
三
年
に
設
置
さ
れ
た
見
張
所
す
ら
あ
り
、
四
年
ま
で

そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
み
て
も
当
該
史
料
の
分
析
と
紹
介

は
新
た
な
事
例
と
し
て
意
義
あ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

❷
「
見
張
帳
」の
概
要

　
松
澤
家
文
書
の
見
張
所
記
録
は
目
録
で
は
二
九
件
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は

そ
の
う
ち
五
件
（
目
録
番
号
（
・
（
・
（0
・
（（
・
（（
）
が
二
冊
を
合
綴
し
て
お
り
、

全
三
四
冊
を
数
え
る
。
形
態
は
全
て
横
帳
で
、
法
量
は
約
一
二
、五
㎝
×
三
四
、五
㎝

の
史
料
で
あ
る
。【
表
（
】
に
み
ら
れ
る
通
り
そ
の
表
題
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「
見
張
帳
」
の
文
言
が
入
っ
て
い
る
点
数
が
最
も
多
い
た
め
、
便
宜
上
以
下
は
「
見

張
帳
」
と
呼
称
を
統
一
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
、
表
紙
の
記
述
を
み
て
ゆ
く
と
【
写
真
（
】
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
記
録
さ

れ
て
い
る
の
は
年
月
日
・
表
題
・
記
録
者
と
し
て
の
村
名
の
三
点
で
あ
る
。
表
題
が

無
い
も
の
は
存
在
せ
ず
、
こ
の
記
述
か
ら
見
張
所
の
設
置
主
体
や
位
置
・
機
能
が
推

測
で
き
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
年
月
日
表
記
は
様
々
で
あ
り
、
全
く

の
未
記
載
が
四
点
、
月
日
の
記
載
が
な
い
も
の
が
二
点
、
日
付
の
記
載
が
な
い
も
の

が
二
点
あ
る
。
ま
た
、
村
名
表
記
に
つ
い
て
は
二
点
が
な
い
。
表
記
は
一
村
の
場
合

と
二
村
並
記
の
場
合
が
あ
り
、
一
村
表
記
は
本
郷
村
か
鬼
越
村
に
限
ら
れ
、
そ
の
他

は
必
ず
北
方
・
高
石
神
、
小
栗
原
・
中
山
、
二
子
・
若
宮
、
寺
内
・
印
内
、
山
野
・

古
作
の
組
み
合
わ
せ
で
二
村
並
記
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
村
の
村
高
を
み
て
ゆ

く
と
、
一
村
単
独
で
記
述
さ
れ
て
い
る
本
郷
村
・
鬼
越
村
は
村
高
の
高
い
方
か
ら

一
・
二
の
村
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。こ
れ
ら
の
わ
か
っ
て
い
る
情
報
を
カ
レ
ン
ダ
ー

形
式
に
仕
立
て
て
書
き
込
ん
で
ゆ
く
と
、
九
村
が
先
の
七
組
に
分
か
れ
て
七
日
毎
に

順
番
で
記
録
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
く
。
つ
ま
り
、
毎
日
交
代
で
七
組
毎
に

見
張
所
へ
詰
め
、
通
過
す
る
旅
人
を
「
見
張
帳
」
に
記
録
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

ち
な
み
に
前
項
で
触
れ
た
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
本
行
徳
村
で
の
不
寝
の
見
張

番
も
、
周
辺
二
二
村
が
二
村
一
組
一
一
日
交
代
で
順
番
に
勤
め
て
い
た

（
（1
（

。

　
次
に
合
わ
せ
て
二
丁
以
降
の
記
述
に
つ
い
て
み
る
と
、【
写
真
（
】
の
よ
う
に
多
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く
の
場
合
書
き
は
じ
め
に
月
日
の
記
録
が
あ
り
、
一
点
を
除
い
て
そ
の
書
き
は
じ
め

の
月
日
は
表
紙
の
記
載
と
合
致
し
て
い
る

（
（1
（

。
ま
た
、
し
ば
ら
く
丁
を
繰
っ
て
ゆ
く
と

改
頁
さ
れ
、
筆
跡
が
変
わ
り
、【
写
真
（
】
の
通
り
別
の
月
日
表
記
が
記
さ
れ
て
い

た
り
、
そ
こ
に
付
箋
が
添
付
さ
れ
て
い
る
冊
も
あ
る
。
こ
の
同
じ
冊
に
書
か
れ
た
月

日
記
載
も
二
例
を
除
き
七
日
お
き
の
日
付
に
な
っ
て
い
る

（
（1
（

。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

「
見
張
帳
」
は
当
番
の
村
が
七
日
毎
に
め
ぐ
っ
て
く
る
当
番
日
の
旅
人
の
記
録
を
同

じ
冊
子
に
何
回
分
か
ま
と
め
て
記
入
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
の
法
則

に
よ
っ
て
、
表
紙
に
年
月
日
の
記
載
が
な
い
冊
や
記
録
部
分
の
年
お
よ
び
書
き
は
じ

め
に
月
日
記
載
が
な
い
場
合
も
そ
の
年
月
日
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ

う
に
し
て
村
名
と
年
月
日
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
統
計
を
取
り
直
し
て
み
る
と
、
明

治
三
年
十
一
月
二
十
七
日
～
同
四
年
三
月
二
日
の
ほ

ぼ
毎
日
の
旅
人
の
通
過
状
況
を
示
す
史
料
で
あ
る
こ

と
が
判
明
す
る
。
た
だ
し
、
明
治
三
年
十
二
月
九
日

～
同
四
年
一
月
十
日
の
記
録
は
完
全
に
欠
落
し
て
お

り
、
理
由
は
不
明
だ
が
こ
の
間
に
当
番
の
順
番
が
変

更
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
特
定
の
一
日
に
当

て
は
め
ら
れ
な
い
記
録
が
二
日
分
あ
る
が
、
そ
の
う

ち
の
一
点
は
二
月
二
十
一
か
二
十
八
日
の
記
録
で
、

も
う
一
点
は
合
綴
の
他
の
一
冊
の
月
日
記
載
の
二
月

十
九
日
よ
り
前
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
さ

ら
に
、
例
外
と
し
て
、
明
治
四
年
正
月
十
一
・
十
二

日
と
同
月
二
十
五
・
二
十
六
日
の
二
回
、
鬼
越
村
が

二
日
続
け
て
当
番
を
担
当
し
、
か
つ
一
月
十
二
日
・

同
二
十
六
日
は
本
来
北
方
・
高
石
神
村
の
組
が
担
当

す
る
日
で
あ
る
が
鬼
越
村
も
別
に
帳
面
を
仕
立
て
て

見
張
を
お
こ
な
っ
て
い
る

（
（1
（

。
こ
れ
ら
の
例
外
は
あ
る

程
度
理
由
が
推
測
で
き
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
後
述
し
た
い
。

　
二
丁
以
降
か
ら
み
ら
れ
る
旅
人
の
情
報
の
記
載
状
況
は
【
写
真
（
・
（
】
の
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
①
旅
人
の
起
点
の
地
名
、
②
支
配
名
主
や
家
主
な
ど
旅
人
の
居
所

を
証
明
で
き
る
人
物
名
、
③
旅
人
の
肩
書
、
④
旅
人
の
名
前
、
⑤
旅
人
の
目
的
地
名

や
訪
問
先
、
⑥
参
詣
・
商
用
な
ど
の
通
行
理
由
、
⑦
行
き
か
帰
り
か
の
別
、
⑧
同
行

者
の
名
、
⑨
同
行
者
の
肩
書
、
⑩
同
行
者
の
人
数
が
順
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
地
名
・

人
名
は
誤
字
の
ほ
か
当
て
字
の
数
が
大
変
多
い
。
旅
人
の
肩
書
に
つ
い
て
は
、
最
も

多
い
の
が
百
姓
で
、
こ
れ
に
つ
ぐ
の
は
東
京
の
店
子
で
あ
る
。
旧
武
士
の
通
行
で
は

行
き
先
や
通
行
理
由
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い

て
特
に
追
求
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
代
わ
り
通
行
証
明
で
あ【写真4】　松澤家文書M②3より

【写真3】　松澤家文書M②5bより

【写真2】　松澤家文書M②5bより
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る
「
印
鑑
」
を
提
示
し
た
り
、
印
紋
の
な
い
「
名
刺
」
を
提
出
し
て
い
た
ら
し
く
、

印
鑑
提
示
の
際
に
は
そ
の
こ
と
を
見
張
帳
に
明
記
し
、
名
刺
が
提
出
さ
れ
た
際
に
は

こ
れ
を
受
け
取
っ
て
【
写
真
（
】
の
通
り
記
録
日
の
末
尾
に
貼
付
し
て
い
た
。
名
刺

を
提
出
し
て
い
た
の
は
旧
武
士
だ
け
で
な
く
、
神
主
・
僧
侶
・
公
家
・
県
役
人
・
医

師
・
問
屋
・
町
用
掛
・
塾
生
と
い
っ
た
特
定
の
身
分
や
役
職
に
就
い
て
い
た
人
々
で

あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
情
報
す
べ
て
を
日
次
に
分
け
て
一
覧
に
し
た
も
の
が
末
尾
の
【
鬼
越
村

見
張
所
見
張
帳
記
載
内
容
一
覧
表
】
で
あ
り
、
以
下
こ
の
内
容
を
俯
瞰
し
て
分
析
し

た
結
果
判
明
し
た
事
項
に
つ
い
て
述
べ
て
ゆ
く
。

❸
「
見
張
帳
」に
み
る
旅
の
実
像

（
1
）見
張
所
の
通
行
件
数
と
旅
人
の
行
動
範
囲

　「
見
張
帳
」
全
冊
に
み
る
通
行
件
数
を
移
動
区
間
毎
に
日
次
に
集
計
し
た
も
の
が

【
表
（
】
で
あ
る
。
ま
ず
、
通
行
件
数
に
つ
い
て
分
析
す
る
と
、
総
計
五
二
七
二
件
、

記
録
日
数
全
六
三
日
、
一
日
平
均
約
八
四
件
と
な
る
。
日
毎
の
通
行
件
数
の
傾
向
に

つ
い
て
み
る
と
、
一
〇
〇
件
強
の
多
い
日
と
五
〇
～
九
九
件
の
日
が
混
在
す
る
が
、

特
に
法
則
性
は
見
出
せ
な
い
。五
〇
件
未
満
の
少
な
い
日
は
十
二
月
八
日
の
三
八
件
、

三
月
二
日
の
二
九
件
、
二
月
十
九
日
以
前
の
一
三
件
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
特
に
理

由
は
考
え
ら
れ
な
い
。
逆
に
一
月
十
二
日
は
突
出
し
て
多
く
、
平
均
値
の
約
三
倍
の

二
四
〇
件
を
数
え
る
。
こ
の
日
の
通
行
で
は
寺
社
参
詣
の
通
行
が
一
〇
三
件
で
通
行

の
四
三
％
を
占
め
て
お
り
、こ
れ
が
通
行
増
の
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

後
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
参
詣
の
な
か
で
も
特
に
成
田
山
新
勝
寺
、
正
中
山
法
華
経

寺
・
東
京
金
毘
羅
社
を
訪
れ
る
通
行
が
多
く
、
一
月
十
二
日
は
そ
の
い
ず
れ
の
寺
社

へ
の
参
詣
も
各
々
最
多
件
数
を
記
録
し
た
日
に
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
先
に

述
べ
た
通
り
見
張
所
で
は
通
常
の
北
方
・
高
石
神
村
組
の
当
番
に
鬼
越
村
が
加
勢
し

た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
一
月
二
十
六
日
の
鬼
越
村
の
加
勢
理
由
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
。

　
次
に
旅
人
の
行
動
範
囲
に
つ
い
て
分
析
す
る
と
、
佐
倉
道
と
木
下
道
の
交
差
点
で

あ
る
旧
下
総
国
葛
飾
郡
鬼
越
村
を
通
過
す
る
旅
人
は
、
ほ
と
ん
ど
が
旧
関
八
州
内
で

移
動
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の
数
は
四
四
五
九
件
に
の
ぼ
り
、
な
か
で

も
連
日
最
も
多
か
っ
た
の
が
東
京
と
旧
下
総
国
間
の
移
動
で
一
七
八
二
件
、
全
通
行

件
数
の
三
四
％
を
占
め
て
い
た
。
以
下
、
下
総
―
武
蔵
八
八
六
件
・
一
七
％
、
上
総

―
東
京
七
七
二
件
・
一
五
％
、
常
陸
―
東
京
四
四
六
件
・
八
％
と
続
い
て
い
る
。
こ

の
結
果
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
参
詣
の
様
子
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
て
お

り
、
東
京
・
武
蔵
か
ら
の
下
総
成
田
山
・
正
中
山
へ
の
参
詣
と
、
下
総
・
常
陸
か
ら

の
東
京
金
毘
羅
社
・
武
蔵
三
峯
神
社
へ
の
参
詣
が
互
い
に
入
れ
か
わ
る
よ
う
な
か
た

ち
で
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
旧
国
別
の
傾
向
は
、
下

総
と
の
往
返
が
三
二
四
二
件
、
以
下
、
東
京
三
二
〇
九
件
、
武
蔵
一
一
一
七
件
、
上

総
一
〇
九
九
件
、
常
陸
五
九
八
件
、
下
野
七
一
件
、
上
野
六
五
件
、
安
房
四
四
件
の

順
に
な
る
。
な
お
、
磐
城
・
岩
代
と
下
総
（
計
七
件
）・
東
京
（
計
二
件
）
の
往
返

も
旧
関
八
州
地
域
内
の
通
行
の
延
長
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
越
後
・
越
中
と
の
通
行
が
多
い
点
が
注
目
で
き
る
。

越
後
と
の
通
行
に
つ
い
て
は
、
上
総
（
三
九
件
）・
下
総
（
二
五
件
）・
東
京
（
四
件
）・

武
蔵
（
一
件
）
の
順
に
多
く
、
上
総
・
下
総
と
の
往
返
の
際
に
は
そ
の
主
な
通
行
理

由
に「
酒
造
渡
世
」「
酒
屋
稼
」と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
越
後
杜
氏
が
農
閑
期
に
上
総
・

下
総
方
面
で
酒
造
の
出
稼
ぎ
を
お
こ
な
っ
て
い
た
様
子
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
越
中

と
の
通
行
に
つ
い
て
は
、
上
総
（
七
件
）・
下
総
（
五
件
）・
東
京
（
五
件
）・
常
陸
（
一

件
）
の
順
で
、
薬
・
小
間
物
の
売
用
渡
世
が
目
立
つ
。
前
者
は
一
般
に
「
越
中
の
薬

売
り
」
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
新
川
郡
か
ら
、
後
者
は
鋳
物
で
著
名
な
射
水
郡
か
ら

の
通
行
に
ほ
ぼ
集
約
さ
れ
る
。
そ
の
他
通
行
数
は
少
な
い
が
、
集
計
を
す
る
こ
と
に

よ
り
越
中
の
事
例
同
様
行
商
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
い
た
地
域
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
近
江
商
人
の
本
拠
地
日
野
町
か
ら
上
総
へ
（
一
件
）、
同
じ
く
伊
勢
商
人
の

本
拠
地
か
ら
下
総
（
三
件
）・
上
総
（
一
件
）・
常
陸
（
一
件
）
へ
、
藍
で
名
高
い
阿
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波
商
人
の
本
拠
地
か
ら
下
総
（
一
件
）・
上
総
へ
（
一
件
）
と
目
的
地
不
明
通
行
が

一
件
。
こ
れ
ら
の
著
名
な
行
商
地
域
と
の
通
行
の
ほ
か
、
諏
訪
・
伊
那
両
郡
を
は
じ

め
と
す
る
信
濃
か
ら
下
総
（
一
二
件
）・
常
陸
（
二
件
）・
安
房
（
一
件
）
へ
鋸
・
薬

売
用
な
ど
の
通
行
、
甲
斐
都
留
郡
か
ら
下
総
（
八
件
）・
上
総
（
六
件
）・
常
陸
（
一

件
）
へ
売
用
な
ど
の
通
行
、
越
中
と
接
し
て
位
置
す
る
加
賀
か
ら
も
上
総
（
二
件
）・

下
総
（
一
件
）・
常
陸
（
一
件
）・
東
京
（
一
件
）
へ
商
用
で
通
行
し
て
い
る
事
例
が

み
ら
れ
、
地
方
都
市
間
の
日
常
的
な
商
取
引
慣
行
を
示
す
デ
ー
タ
と
し
て
注
目
で
き

る
。

　
こ
の
ほ
か
、下
総
と
の
往
返
で
は
伊
豆
六
件
、大
坂
五
件
、駿
河
・
遠
江
四
件
、陸
前
・

羽
前
・
三
河
三
件
、「
奥
州
」・
羽
後
・
備
前
・
肥
後
二
件
、
京
都
・
陸
奥
・
尾
張
・

紀
伊
・
讃
岐
・
豊
前
一
件
、
上
総
と
の
往
返
で
は
駿
河
三
件
、
遠
江
二
件
、
紀
伊
・

和
泉
・
讃
岐
・
筑
後
・
伊
豆
一
件
、
常
陸
と
の
往
返
で
は
駿
河
・
讃
岐
二
件
、「
四
国
」・

備
中
一
件
、
東
京
と
の
往
返
で
は
陸
前
三
件
、
和
泉
・
陸
奥
・
陸
中
一
件
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
複
数
国
を
回
国
す
る
場
合
も
あ
り
、
全
体
で
二
三
件
み
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
約
三
ヶ
月
の
間
に
鬼
越
村
に
は
実
に
様
々
な
地
域
の
旅
人
が
出
入

り
し
た
の
で
あ
る
。

（
2
）同
行
者
数
か
ら
み
た
旅
の
傾
向

　
こ
こ
ま
で
の
通
行
数
の
記
述
を
「
件
」
と
し
て
き
た
の
は
同
行
者
が
あ
る
た
め

で
、
通
行
の
総
人
数
は
こ
の
同
行
者
数
を
加
算
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
見
張
帳
」

に
お
け
る
同
行
者
の
表
記
は
、
人
数
を
書
い
た
場
合
、
名
前
を
連
記
し
た
場
合
、
別

に
立
項
し
て
い
る
が
前
後
し
て
連
記
さ
れ
目
的
地
が
同
じ
こ
と
か
ら
同
行
者
と
み
な

せ
る
場
合
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
の
数
を
同
行
者
数
毎
に
目
的
別
に
集
計
し

た
結
果
が
【
表
（
】
で
あ
る
。
こ
の
各
人
数
に
合
計
件
数
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
る
と
、

八
四
一
八
人
＋
α
と
い
う
通
行
者
総
数
が
は
じ
め
て
導
き
出
さ
れ
る
。
完
全
な
実
数

で
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
十
二
月
六
日
の
記
録
の
な
か
に
供
の
人
数
を
明
記

し
て
い
な
い
通
行
が
一
件
あ
る
た
め
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
一
〇
人
は
変
わ
ら
な
い
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、【
表
（
】
や
【
鬼
越
村
見
張
所
見
張
帳
記
載
内
容
一
覧
表
】

と
総
件
数
が
五
件
異
な
る
の
は
、
同
一
起
点
か
同
一
目
的
地
の
二
件
並
記
を
同
行
と

考
え
た
通
行
が
五
組
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
同
行
者
数
の
傾
向
を
み
る
と
、
全
体
的
に
は
一
人
旅
が
圧
倒
的
に
多
く
、

全
体
の
六
六
％
を
占
め
、
以
下
二
人
・
二
一
％
、
三
人
・
七
％
、
四
人
・
二
％
、
五

人
と
六
人
は
と
も
に
一
％
と
、
人
数
が
少
な
い
順
に
続
く
。
こ
れ
を
、
目
的
と
の
関

係
で
み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
目
的
表
記
の
な
い
一
人
旅
で
、
同
二
人
旅
が
こ
れ
に

続
く
が
、
目
的
明
記
の
通
行
で
は
、
参
詣
の
一
人
旅
が
最
も
多
く
一
一
％
、
こ
れ
に

同
目
的
の
二
人
旅
、
三
人
旅
が
続
い
て
い
る
。
一
般
に
参
詣
は
集
団
旅
行
の
印
象
が

強
い
が
、
実
際
に
は
一
人
な
い
し
二
人
の
少
人
数
で
行
動
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
様

子
が
わ
か
る
。

　
し
か
し
、
逆
に
大
人
数
で
の
旅
の
理
由
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
も
ま
た
参
詣
に

よ
る
通
行
が
多
い
。
四
人
・
五
人
の
集
団
通
行
は
参
詣
・
商
用
・
貢
納
・
そ
の
他
通

行
い
ず
れ
も
ま
ん
べ
ん
な
く
み
ら
れ
る
が
、
六
人
以
上
で
は
参
詣
と
特
殊
な
目
的
に

よ
る
通
行
に
限
定
さ
れ
て
く
る
。
最
も
多
人
数
の
通
行
は「
ご
ま
講
」の
三
二
人（
一

月
十
一
日
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
続
き
二
〇
人
代
の
通
行
が
四
件
、
う
ち
参
詣
関
係

が
三
件
（
二
月
八
日
・
二
五
人
、
一
月
十
七
日
・
二
三
人
、
二
月
十
八
日
二
一
人
）、

残
り
の
一
件
（
二
月
十
七
日
・
二
三
人
）
は
通
行
理
由
が
不
明
で
あ
る
。
一
〇
人
代

に
つ
い
て
も
、
越
後
杜
氏
が
上
総
の
酒
屋
か
ら
国
許
へ
集
団
帰
国
し
た
一
〇
人
の
通

行
（
一
月
二
十
一
日
）
の
ほ
か
、
九
件
中
七
件
（
一
月
二
十
五
日
・
一
七
人
、
一
月

十
二
日
と
二
月
四
日
・
一
二
人
、
一
月
二
十
四
日
と
二
月
二
十
四
日
・
一
一
人
、
一

月
十
七
日
と
二
月
十
一
日
・
一
〇
人
、
残
り
二
件
は
一
月
十
六
日
と
二
月
二
十
九
日

の
理
由
不
明
通
行
で
と
も
に
一
〇
人
）
が
参
詣
通
行
で
、
う
ち
三
件
（
一
月
十
七

日
、
二
月
十
一
日
、
二
月
二
十
四
日
）
は
講
中
の
通
行
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
以
下
四
人
以
上
九
人
以
下
の
団
体
通
行
件
数
に
つ
い
て
は
数
が
多
い
の
で
取

り
上
げ
な
い
が
、
各
同
行
人
数
と
も
参
詣
理
由
に
よ
る
団
体
行
動
が
多
い
。
こ
れ
ら

の
点
が
「
参
詣
旅
行
は
団
体
行
動
が
多
い
」
と
考
え
ら
れ
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
た
だ
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し
、
参
詣
通
行
の
う
ち
一
〇
人
以
上
の
団
体
行
動
に
つ
い
て
言
え
ば
、
下
総
か
ら
武

蔵
堀
之
内
妙
法
寺
へ
参
詣
し
た
一
例
以
外
は
す
べ
て
成
田
山
新
勝
寺
へ
の
参
詣
で
あ

り
、
う
ち
一
例
の
み
が
上
野
か
ら
、
残
る
八
例
は
い
ず
れ
も
武
蔵
か
ら
の
参
詣
で
あ

る
。
成
田
山
へ
の
通
行
は
下
総
や
東
京
か
ら
の
参
詣
も
多
い
の
だ
が
、
こ
ち
ら
は
少

人
数
で
の
参
詣
と
な
り
、
ど
う
や
ら
同
行
人
数
は
目
的
地
へ
の
距
離
に
比
例
す
る
傾

向
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。

　
こ
の
ほ
か
団
体
行
動
が
目
立
つ
の
は
、
先
に
も
あ
げ
た
が
越
後
杜
氏
の
通
行
で
あ

る
。
集
団
で
の
出
稼
ぎ
の
実
態
を
反
映
し
、
一
〇
人
の
上
総
か
ら
の
帰
国
の
例
以
外

で
は
、
多
い
方
か
ら
七
人
・
一
件
（
一
月
二
十
二
日
・
目
的
不
明
）、
六
人
・
一
件
（
一

月
二
十
八
日
・
上
総
酒
屋
か
ら
帰
国
）、
四
人
・
一
件
（
二
月
二
十
一
か
二
十
八
日
・

上
総
酒
屋
か
ら
帰
国
）
が
あ
り
、
三
人
の
通
行
で
は
上
総
の
酒
屋
と
の
往
返
が
四
件

（
十
一
月
二
十
九
日
、
一
月
十
五
日
、
二
月
九
日
、
二
月
二
十
六
日
）、
下
総
の
酒

屋
と
の
往
返
が
一
件
（
一
月
二
十
八
日
）、
二
人
の
通
行
で
は
上
総
の
酒
屋
と
の
往

返
が
一
件
（
二
月
六
日
）、
下
総
の
酒
屋
と
の
往
返
が
二
件
（
一
月
十
三
日
、
一
月

十
四
日
）
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
杜
氏
か
否
か
の
記
述
は
な
い
が
、
越
後
と
上
総

の
往
返
で
は
、
六
人
・
一
件
（
一
月
二
十
四
日
）、
五
人
・
二
件
（
一
月
二
十
八
日
、

同
三
十
日
）
の
団
体
通
行
が
あ
っ
た
。

　
一
方
、大
人
数
で
は
な
い
が
複
数
人
数
の
同
行
事
例
が
確
認
で
き
る
通
行
が
あ
り
、

大
き
く
は
①
供
立
て
に
よ
る
通
行
、
②
団
体
行
動
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
で

は
ⓐ
旧
武
士
、
ⓑ
役
人
、
ⓒ
寺
社
関
係
者
、
ⓓ
特
殊
技
能
者
の
通
行
を
、
②
で
は
ⓔ

既
に
述
べ
た
寺
社
参
詣
、
ⓕ
越
後
杜
氏
に
み
ら
れ
る
職
能
者
の
団
体
移
動
、
ⓖ
旧
武

士
・
役
所
へ
の
訪
問
の
各
通
行
が
指
摘
で
き
る
。

　
ⓐ
で
最
も
同
行
者
が
多
か
っ
た
の
は
旧
水
戸
藩
士
が
九
人
連
れ
立
っ
て
通
行
し
た

事
例
で
あ
り
（
一
月
十
二
日
、
二
月
五
日
）、
以
下
五
人
連
れ
が
熊
本
藩
関
係
者
が

下
総
国
中
山
法
華
経
寺
へ
参
詣
し
た
一
件
（
一
月
二
十
六
日
）、
三
人
連
れ
が
淀
藩
・

一
件
（
一
月
十
二
日
）、
水
戸
藩
・
一
件
（
一
月
二
十
七
日
）、
伊
那
藩
・
一
件
（
一

月
二
十
日
）
で
、
二
人
連
れ
が
最
も
多
く
、
淀
藩
・
一
件
（
一
月
二
十
日
）、
新
庄

藩
・
一
件
（
十
一
月
二
十
七
日
）、
斗
南
藩
・
一
件
（
十
一
月
三
十
日
）、
一
ツ
橋
藩
・

一
件
（
同
上
）、
水
戸
藩
・
一
件
（
一
月
二
十
五
日
）、
加
知
山
藩
・
一
件
（
十
二
月

三
日
）、
曽
我
野
藩
・
一
件
（
一
月
十
三
日
）、
松
尾
藩
・
一
件
（
二
月
三
日
）、
本

庄
藩
・
二
件
（
十
二
月
一
日
、
一
月
二
十
日
）、
高
岡
藩
・
二
件
（
十
二
月
二
日
、

二
月
二
十
五
日
）、
静
岡
藩
・
三
件
（
十
一
月
二
十
八
日
、
一
月
二
十
四
日
、
二
月

十
二
日
）
と
な
っ
て
い
る
。
ⓑ
で
は
、
東
京
府
属
の
通
行
が
五
人
同
行
で
最
多
事
例

と
な
っ
て
お
り
（
一
月
十
七
日
）、
以
下
三
人
・
四
件
（
十
二
月
七
日
・
宮
谷
県
役
所
、

一
月
二
十
日
・
両
国
尾
上
町
町
用
掛
り
、
二
月
七
日
・
葛
飾
縣
勧
農
方
、
同
八
日
・

民
部
省
馬
喰
）、
二
人
・
七
件
（
東
京
府
貫
属
・
三
件
、
宮
谷
県
・
二
件
、
若
森
県
・

一
件
、
土
御
門
田
原
役
所
・
一
件
）
と
な
っ
て
い
る
。
ⓒ
で
は
、
上
総
東
金
町
世
尊

寺
の
僧
が
東
京
愛
宕
新
福
寺
へ
向
か
っ
た
通
行
（
二
月
二
十
二
日
）
が
同
行
人
数
最

多
の
事
例
で
五
人
、
以
下
三
人
・
一
件
（
一
月
十
七
日
・
佐
倉
新
町
正
園
寺
）、
二
人
・

一
〇
件
（
香
取
神
社
の
み
二
件
、
以
下
一
件
は
秩
父
清
林
寺
・
増
上
寺
・
本
城
寺
・

下
総
六
所
神
社
・
鹿
島
神
社
・
伊
勢
神
宮
・
東
正
寺
・
ほ
か
不
明
一
件
）
と
な
っ
て

い
る
。
ⓓ
の
件
数
は
多
く
は
な
い
が
い
ず
れ
も
二
人
連
れ
で
、
検
校
（
一
月
二
十
一

日
）・
勾
当
（
十
二
月
二
日
）、
太
夫
（
十
二
月
五
日
）
の
事
例
が
あ
る
。
ⓖ
に
つ
い

て
は
【
表
（
】
に
み
え
る
貢
納
を
は
じ
め
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
が
旧
領
主
邸
を
訪

ね
る
通
行
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
旧
武
家
を
訪
問
し
た
事
例
は
五
人
・
一
件
、
四
人
・

一
件
、
三
人
・
八
件
、
二
人
・
三
二
件
、
県
な
ど
の
役
所
を
訪
問
し
た
事
例
は
、
民

部
省
へ
四
人
で
訪
問
し
た
一
件
（
一
月
二
十
九
日
）、
藤
沢
宿
役
所
・
宮
谷
県
役
所

を
そ
れ
ぞ
れ
三
人
で
訪
問
し
た
通
行
（
と
も
に
一
月
十
二
日
）、
二
人
連
れ
で
は
宮

谷
県
役
所
へ
三
件
（
一
月
二
十
二
日
、
二
月
三
日
、
同
七
日
）、
太
政
官
へ
一
件
（
一

月
二
十
九
日
）、民
部
省
へ
一
件
（
二
月
九
日
）、加
村
（
葛
飾
県
）
役
所
へ
一
件
（
二

月
三
十
日
）
が
あ
っ
た
。
な
お
、
商
用
通
行
で
も
小
人
数
で
の
通
行
事
例
が
よ
く
み

ら
れ
る
が
、
供
立
と
同
行
が
混
在
し
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
詳
し
く
は
述
べ
な
い
。

　
ま
た
、
同
行
者
が
あ
る
通
行
を
集
計
す
る
と
、
開
拓
・
開
墾
関
係
者
の
通
行
が
多

い
こ
と
に
気
付
く
。
時
代
背
景
を
よ
く
あ
ら
わ
し
た
現
象
と
し
て
注
目
で
き
、
こ
れ
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通行範囲 （（/（（ （（/（（ （（/（9 （（/（0 （（/（ （（/（ （（/（ （（/（ （（/（ （（/（ （（/（ （（/（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（9 （/（0 （/（（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（9 （/（0 （/（ （/（
下総－東京 （ （（ （（ （（ （（ （（ （0 （（ （（ （（ （（ （（ （（ （9 （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （9 （（ （9 （（ （（
下総－武蔵 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（ （ （ （（ （（ （（ （ （（ （（ （（ （（ （（ 9 （（ （（ （（ （9 （9 （（ （（ （（ （（ （（
下総－相模 （ （ （ （ （ （ （ （ （
下総－下総 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （
下総－上総 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （
下総－安房
下総－常陸 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （
下総－上野 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （
下総－下野 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （
下総－その他 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （
下総－不明 （ （（ （ （ （ （（ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （
上総－東京 （ （9 （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ 9 （ （（ （ （0 （ （ （（ （ （（ （ （ （（ （0 （（ （（ （（ （（ 9 （（ （（ （（
上総－武蔵 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （
上総－相模
上総－上野 （ （ （ （
上総－下野 （ （ （ （ （
上総－その他 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （
上総－不明 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （
安房－東京 （ （ （ （ （ （ （ （
安房－武蔵 （
安房－相模
安房－上野
安房－下野
安房－その他
安房－不明 （ （ （
常陸－東京 （ （ （（ 9 9 （ （0 （（ （（ （（ （（ （ （ （（ 9 （ （ （0 9 （ （（ （0 （ （ 9 （ （（ （ （ （ （ （ （
常陸－武蔵 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （
常陸－相模 （
常陸－上野 （ （ （ （
常陸－下野
常陸－その他 （ （ （ （ （
常陸－不明 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （
相模－上野
相模－下野
相模－その他
相模－不明 （ （ （ （
上野－東京 （ （
上野－その他 （
上野－不明 （ （
下野－東京 （ （ （ （ （ （ （ （
下野－その他
下野－不明 （ （ （ （
東京－その他 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （
東京－不明 9 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ 9 （ （ （ （ （ 9 （ （ （ （ （ （ （ （
武蔵－その他 （ （ （ （ （
武蔵－不明 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （
その他 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （
不明 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （

合計件数 （（ （00 （0（ （（ （（ （（（ （0（ （0（ 99 （0（ （（ （（ （（ （（0 （（ 9（ （0 （（ （0（ （（ （（（ 9（ （（ 9（ （0（ （09 （（ （（ （09 （9 9（ （9 （0（
％ （.0 （.9 （.0 （.（ （.（ （.（ （.0 （.0 （.9 （.9 （.（ 0.（ （.（ （.（ （.（ （.（ 0.9 （.（ （.0 （.0 （.（ （.（ （.（ （.（ （.9 （.（ （.（ （.（ （.（ （.（ （.（ （.（ （.0 
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注）（，松澤家文書Ｍ②「見張帳」全 （9 件 （（ 冊（『市川市資料目録第一集』市川歴史博物館，（9（（ 年）より作成した
　  （，横軸最上段の日付は （（～（（月は明治 （ 年，（月～ （月は明治 （ 年である
　  （，（/（（・（（ は （ 冊の記載を合算した
　  （，縦軸の％の欄は全体件数（（（（（ 件）に対する日計件数の比率を，横軸の％の欄は全体件数（（（（（ 件）に対する通行範囲の合計件数の比率を示し，小数点以下第二位を四捨五入した

通行範囲 （/（ （/（ （/（ （/（ （/（ （/（ （/9 （/（0 （/（（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（9 前 （/（9 （/（0 （/（（ヵ（（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（（ （/（9 （/（0 （/（ （/（ 合計 ％
下総－東京 （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （9 （（ （（ （（ （（ （（ （（ （ （（ （（ （（ （9 （（ （（ （（ （ （（ （ （（ （（ （（ （（（（ （（.（ 
下総－武蔵 （（ （9 （9 （（ （（ （（ （（ 9 （（ （（ 9 （（ （（ （（ （（ （0 （ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ 9 （（ （ （（ （0 （ （（（ （（.（ 
下総－相模 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（ 0.（ 
下総－下総 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（（ （.（ 
下総－上総 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （9 0.9 
下総－安房 （ （ （ （ 0.（ 
下総－常陸 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（ 0.（ 
下総－上野 （ （ （ （ （ （ （ （（ 0.（ 
下総－下野 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（ （.0 
下総－その他 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （0（ （.0 
下総－不明 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（0 （.（ 
上総－東京 （ （（ 9 （（ （（ （（ （（ （（ （（ 9 （（ （（ （ （（ （（ （（ （ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （ （ 9 （ （ （（ （ （（（ （（.（ 
上総－武蔵 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（（ （.（ 
上総－相模 （ （ 0.0 
上総－上野 （ （ （ （ （ （ （ （ （（ 0.（ 
上総－下野 （ （ （ （ （ （ （（ 0.（ 
上総－その他 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（ （.（ 
上総－不明 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（ （.（ 
安房－東京 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（ 0.（ 
安房－武蔵 （ （ （ （ （ 0.（ 
安房－相模 0 0.0 
安房－上野 （ （ 0.0 
安房－下野 0 0.0 
安房－その他 （ （ 0.0 
安房－不明 （ （ （ （ 0.（ 
常陸－東京 （ （ （0 （0 （ （0 （ （ （ （ （ （（ （ （ （ （ （ 9 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（（ （.（ 
常陸－武蔵 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（ （.0 
常陸－相模 （ 0.0 
常陸－上野 （ （ 0.（ 
常陸－下野 0 0.0 
常陸－その他 （ （ （ （ （ （ （ （（ 0.（ 
常陸－不明 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（ （.0 
相模－上野 0 0.0 
相模－下野 0 0.0 
相模－その他 0 0.0 
相模－不明 （ （ 0.（ 
上野－東京 （ （ （ （ （ 0.（ 
上野－その他 （ （ 0.0 
上野－不明 （ （ （ （ （ 0.（ 
下野－東京 （ （ （ （（ 0.（ 
下野－その他 （ （ 0.0 
下野－不明 （ （ 0.（ 
東京－その他 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（ 0.（ 
東京－不明 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（（ （.（ 
武蔵－その他 （ 0.（ 
武蔵－不明 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（ （.0 
その他 （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （ （（ （.（ 
不明 （ （ （ （ （ （ （ （（ 0.（ 

合計件数 （0（ （（ 99 99 （（ （（9 （（9 90 （9 （（ （（ （（ （（ （（ （（ 9（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （（ （9 （（（（ （00.0 
％ （.0 （.（ （.9 （.9 （.（ （.（ （.（ （.（ （.（ （.（ （.（ （.（ （.（ （.（ （.（ （.（ 0.（ （.（ （.（ （.（ （.（ （.（ （.（ （.（ 0.（ （.（ （.0 （.（ （.（ 0.（ （00.0 
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注）（，松澤家文書Ｍ②「見張帳」全 （9 件 （（ 冊（『市川市資料目録第一集』市川歴史博物館，（9（（ 年）より作成した
　  （，通行目的は「見張帳」に表記されているもの，目的地名から明らかに判断できるものを対象とした
　  （，通行目的｢その他」の欄は，目的が明記されてはいるが｢参詣」「商用」｢貢納」には当てはまらない場合を示す
　  （，％の欄は合計件数（（（（（ 件）に対する比率を示し，小数点以下を四捨五入した
　  （，合計件数が【表 （】や【鬼越村見張所見張帳記載内容一覧表】と異なるのは，同一起点か同一目的地の （ 件並記を同行とみなした
　　　通行が （ 組あることによる（（（/（ NO（9・90，（（/（ NO（（・（（，（/（（ ① NO（・（，（/（（ NO（0・（（，（/（（ ② NO（9（・（9（）
　  （，同行人数 （（ 人以上の内訳は以下の通り
　　　参詣：（（ 人 （ 件，（（ 人 （ 件，（（ 人 （ 件，（（ 人 （ 件，（（ 人 （ 件，（（ 人 （ 件
　　　不明：（（ 人 （ 件，（（ 人 （ 件，（（ 人１件，人数不明 （ 件
　　（，％は小数点以下を四捨五入した

【表３】　「見張帳」にみえる通行目的別同行者数内訳

通行目的 参　詣 商　用 貢　納 その他 不　明 合　計 総人数
旅行人数 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 人

（ （（（ （（ 90 （ （（ 0 （ 0 （（9（ （（ （（9（ （（ （（9（ 
（ （（（ （ （（ （ （ 0 （ 0 （90 （（ （（（（ （（ （（（（ 
（ （9（ （ （（ 0 （ 0 （ 0 （（（ （ （（（ （ （0（（ 
（ （9 （ （ 0 （ 0 （ 0 （（ （ （（（ （ （（（ 
（ （（ （ （ 0 （（ 0 （（ （ （（0 
（ （（ （ （ 0 （（ （ （（（ 
（ （（ 0 （ 0 （ 0 （（ 0 （（9 
（ （ 0 （ 0 （（ 0 （（ 
9 （ 0 （ 0 （ 0 （（ 

（0 （ 0 （ 0 （ 0 （0 
（（ 人以上 （ 0 （ 0 （（ 0 （99＋

合計 （（（（ （（ （（（ （ （（ （ （（ 0 （（09 （0 （（（（ （00 （（（（+

に
は
開
墾
会
社
の
重
役
が
供
立
を
し
た
通
行
と
技
術
者
の
集
団
移
動
の
両
方
が
あ
っ

た
。
人
数
が
多
い
も
の
か
ら
示
す
と
、
霞
ヶ
浦
の
掘
割
人
足
が
五
人
で
東
京
か
ら
現

地
へ
向
か
っ
た
通
行
（
十
二
月
四
日
）、東
京
開
墾
会
社
社
員
の
通
行
（
一
月
十
五
日
）

と
東
京
の
建
具
屋
が
上
総
の
建
具
屋
を
訪
ね
た
通
行
（
二
月
三
日
）
が
同
行
三
人
、

以
下
二
人
通
行
で
は
下
総
牧
開
墾
関
係
六
件
（
十
一
月
二
十
八
、
同
二
十
九
日
、
同

三
十
日
、
十
二
月
三
日
、
一
月
十
一
日
、
二
月
十
日
）、
普
請
場
な
ど
を
訪
ね
る
大

工
・
土
方
・
鳶
・
屋
根
屋
が
七
件
（
十
二
月
一
日
、
同
五
日
・
二
件
、
同
七
日
、
一

月
十
四
日
、
二
月
二
十
五
日
、
三
月
一
日
）
で
あ
っ
た
。

（
3
）旅
の
目
的
と
旅
人
の
身
分

　
　
　

　
　
　
①
目
的
記
載
の
あ
る
通
行
―
参
詣
―

　
❸
（
2
）
で
【
表
（
】
を
も
と
に
述
べ
た
通
り
、
目
的
が
表
記
さ
れ
た
通
行
で
は

参
詣
が
一
三
五
六
件
と
全
体
の
二
六
％
に
あ
た
り
最
も
多
か
っ
た
。
総
人
数
に
つ

い
て
は
同
行
者
数
に
各
件
数
を
乗
じ
て
合
計
す
る
と
三
〇
二
八
人
と
な
り
全
体
の

三
六
％
に
あ
た
る
。
こ
の
同
行
者
の
傾
向
に
つ
い
て
も
先
に
検
討
し
た
の
で
、
こ
こ

で
は
参
詣
地
の
内
訳
と
参
詣
者
の
起
点
お
よ
び
数
量
的
傾
向
を
指
摘
し
た
い
。

　【
表
（
】
は
二
件
以
上
通
行
が
あ
っ
た
参
詣
地
に
つ
い
て
、
参
詣
地
別
に
記
録
日

毎
に
件
数
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
下
総
国
成
田
山
新
勝
寺
へ

の
参
詣
が
圧
倒
的
に
多
く
全
体
の
七
一
％
を
占
め
、
こ
れ
に
同
じ
く
下
総
国
正
中
山

法
華
経
寺
七
％
、
東
京
金
毘
羅
社
六
％
、
武
蔵
国
三
峯
神
社
二
％
と
続
き
、
以
下
は

全
て
一
％
以
下
の
通
行
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
上
位
四
寺
社
に
つ
い
て
は
一
日
の
参

詣
者
が
多
い
た
め
、
別
に
参
詣
者
の
起
点
の
内
訳
を
示
し
た
も
の
が
【
表
（
】
で
、

下
総
国
船
橋
大
神
宮
と
武
蔵
国
堀
之
内
妙
法
寺
を
加
え
、
参
詣
者
の
起
点
を
検
討
し

て
み
る
。
成
田
新
勝
寺
へ
は
武
蔵
か
ら
の
参
詣
が
六
四
％
、
東
京
か
ら
二
四
％
で
合

計
す
る
と
九
割
弱
を
占
め
、
中
山
法
華
経
寺
へ
は
東
京
か
ら
四
四
％
、
武
蔵
か
ら

二
一
％
で
合
計
六
五
％
に
達
し
、
船
橋
大
神
宮
へ
も
武
蔵
か
ら
三
九
％
、
東
京
か
ら
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一
七
％
で
合
計
五
六
％
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
見
張
所
を
挟
ん
で
反
対
方
向
に
位
置

す
る
東
京
金
毘
羅
社
へ
は
下
総
か
ら
七
三
％
、
上
総
か
ら
七
％
、
常
陸
か
ら
一
九
％

で
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
に
達
す
る
。
同
様
に
三
峯
神
社
に
つ
い
て
み
て
も
下
総
と
常
陸
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
四
四
％
、
上
総
か
ら
一
三
％
で
一
〇
〇
％
に
達
し
、
掘
之
内
妙
法
寺
へ

も
下
総
か
ら
五
八
％
、
上
総
か
ら
三
三
％
、
常
陸
か
ら
八
％
で
ほ
ぼ
合
計
一
〇
〇
％

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
東
京
金
毘
羅
社
へ
は
東
京
の
住
人
も
参
詣
し
て
い
た
は
ず
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
地
域
別
の
互
い
へ
の
志
向
性
は
見
張
所
が
あ
っ
た
立
地
に
よ
っ
て
み

ら
れ
る
現
象
と
言
え
る
。
成
田
道
の
途
上
で
、
す
ぐ
近
く
に
日
蓮
宗
大
本
山
の
正
中

山
法
華
経
寺
が
あ
る
鬼
越
村
で
は
、
時
に
団
体
を
編
成
し
て
大
挙
し
て
西
か
ら
や
っ

て
く
る
成
田
新
勝
寺
・
中
山
法
華
経
寺
へ
の
参
詣
者
と
、
そ
の
一
〇
人
に
一
人
の
割

合
で
東
か
ら
東
京
金
毘
羅
社
・
三
峯
神
社
へ
向
か
う
参
詣
者
が
交
差
す
る
光
景
を
目

の
当
た
り
に
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
参
詣
で
は
比
較
的
近
い
起
点
か
ら
の
通
行
が
大
方
を
占
め
て
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
稀
に
遠
方
か
ら
の
参
詣
も
あ
り
、
奥
羽
・
東
海
方
面
か
ら
の

参
詣
が
何
例
か
み
ら
れ
た
ほ
か
、
成
田
新
勝
寺
へ
豊
前
か
ら
、
中
山
法
華
経
寺
へ
肥

後
・
備
前
・
大
坂
・
京
都
か
ら
の
参
詣
も
あ
り
、
特
に
全
国
の
宗
門
寺
院
を
訪
問
す

る
信
者
が
多
か
っ
た
日
蓮
宗
の
信
仰
形
態
と
の
か
か
わ
り
が
あ
る
と
み
ら
れ
る

（
（1
（

。
逆

に
見
張
所
近
隣
か
ら
遠
方
へ
の
参
詣
は
、
讃
岐
金
比
羅
社
へ
四
件
（
常
陸
三
・
上
総

一
）、
伊
勢
神
宮
へ
二
件
（
常
陸
・
下
総
各
一
）、
で
、
極
わ
ず
か
で
あ
る
。
幕
末
に

伊
勢
参
り
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
一
般
的
な
解
釈
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み

る
な
ら
ば
、
そ
う
遠
く
は
な
い
明
治
三
～
四
年
の
動
き
と
し
て
は
意
外
な
結
果
で
あ

る
。
さ
ら
に
複
数
の
寺
社
を
回
っ
た
事
例
も
四
件（
一
月
十
二
日
東
京
か
ら
諸
国
へ
、

同
二
十
五
日
下
総
か
ら
諸
寺
へ
、
二
月
十
七
日
成
田
新
勝
寺
と
柴
山
仁
王
尊
へ
、
同

二
十
五
日
成
田
山
と
筑
波
山
へ
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
通
行
数
上
位
四
寺
社
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
先
に
❸
（
1
）
で
い
ず
れ
も
一

月
十
二
日
に
最
多
参
詣
件
数
を
記
録
し
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
の
確
た
る
理

由
は
不
明
だ
が
、
東
京
金
毘
羅
社
へ
の
参
詣
に
つ
い
て
は
岩
淵
令
治
氏
に
よ
る
先
行

研
究
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
こ
こ
で
東
京
金
毘
羅
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
丸
亀
藩

の
江
戸
上
屋
敷
（
現
港
区
虎
ノ
門
）
に
勧
請
さ
れ
て
い
た
社
で
、
毎
月
十
日
が
一
般

へ
の
開
帳
日
と
し
て
開
放
さ
れ
、
そ
の
日
に
は
人
々
が
群
参
し
た
と
言
う

（
（1
（

。【
表
（
】

の
金
比
羅
社
へ
の
参
詣
を
み
る
と
、
確
か
に
一
月
・
二
月
の
十
日
前
後
五
日
間
に
ほ

ぼ
通
行
が
集
中
し
て
い
る
。一
月
十
二
日
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
期
間
に
あ
た
っ
て
お
り
、

最
多
の
三
四
件
を
記
録
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
般
に
寺
社
参
詣
は
農
閑
期
の
冬
に
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
が
、
❷
で
述
べ
た
通
り
通
行
者
の
肩
書
で
は
「
百
姓
」
が
最
も
多
い
と
い
う
こ
と

も
参
詣
が
通
行
目
的
で
占
め
る
割
合
が
大
き
い
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
農
業
で
は
重
要
な
雨
乞
い
の
た
め
の
大
山
参
詣
は
一
件
（
二
月
十
一
日
）

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
伊
勢
神
宮
参
詣
・
讃
岐
金
比
羅
社
参
詣
の
数
が
少
な
い
こ
と

と
合
わ
せ
て
そ
の
理
由
の
解
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
②
目
的
記
載
の
あ
る
通
行
―
商
用
―

　【
表
（
】に
よ
れ
ば
、目
的
記
載
の
あ
る
通
行
の
う
ち
商
用
通
行
は
全
体
の
三
％
で
、

参
詣
通
行
と
比
較
し
て
少
数
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　「
見
張
帳
」
の
記
載
で
は
「
売
用
」「
商
」「
渡
世
」
と
い
っ
た
用
語
が
混
在
し
て

い
る
ほ
か
、「
問
屋
」「
商
人
」「
渡
世
人
」
と
い
っ
た
肩
書
で
判
断
で
き
る
場
合
も

あ
り
、
ま
た
「
仕
入
」「
買
用
」
と
い
う
商
用
と
私
用
の
区
別
が
判
然
と
し
な
い
通

行
が
あ
る
。

　
通
行
内
容
で
は
、
先
に
❸
（
1
）
で
ふ
れ
た
、
遠
方
で
は
越
後
（
一
月
十
九
日
、

二
月
九
日
）、
越
中
新
川
郡
（
一
月
二
十
三
日
、
二
月
一
日
、
同
二
日
）・
同
射
水
郡

（
十
二
月
二
日
、
同
四
日
、
一
月
二
十
日
、
二
月
四
日
、
同
二
十
二
日
）、
近
江
日
野

町
（
十
一
月
二
十
九
日
、一
月
十
二
日
）、阿
波
（
十
一
月
二
十
九
日
、二
月
十
六
日
）、

信
濃
諏
訪
郡
（
十
二
月
五
日
、
二
月
八
日
）・
同
伊
那
郡
（
一
月
二
十
五
日
）、
甲
斐

都
留
郡
（
二
月
二
日
、
同
六
日
、
同
二
十
二
日
、
同
二
十
七
日
・
二
件
）、
加
賀
（
二

月
六
日
、
同
十
日
、
同
二
十
七
日
）
の
商
人
が
行
商
で
往
来
し
て
い
た
。
扱
っ
て
い
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武蔵
西新井大師

讃岐
金比羅社

常陸
大杉神社

下総
真間手児奈

東京
浅草観音

武蔵
川崎大師

東京
谷中天王寺

常陸
筑波山寺 伊勢神宮 その他

参詣総件数 ％ 通行総件数
件数 起点 件数 起点 件数 起点 件数 起点 件数 起点 件数 起点 件数 起点 件数 起点 件数 起点 件数

（ （ （.（ （（
（ （.0 （00

（ （0 9.（ （0（
（ （.（ （（

（ （0 （（.0 （（
（ （ （.9 （（（

（ 常陸 （ （.（ （0（
（ （ （.（ （0（
（ （ （.0 99

（ （.9 （0（
（ （.（ （（
0 0.0 （（

（（ （（.（ （（
（ 上総 （ 下総 （ （0（ （（.9 （（0

（（ （（.（ （（
（ 常陸 （ （（ （（.（ 9（

（（ （（.0 （0
（ （0 （9.（ （（
（ （（ （（.（ （0（

（（ （（.（ （（
（ 下総 （ （（ （（.（ （（（

（ 上総 （ （9 （（.9 9（
（ （（ （（.（ （（
（ （（ （（.9 9（
（ （（ （（.（ （0（
（ （（ （（.9 （09
（ （9 （（.（ （（

（（ （（.（ （（
（ 常陸 （ （（ （（.（ （09

（ 下総 （ 上野 （ （（ （（.9 （9
（ 東京 （ （（ （（.（ 9（

（（ （（.（ （9
（ 上野 （ （（ （（.（ （0（

（ （（ （（.（ （0（
（ （（ （（.9 （（
（ （（ （（.（ 99

（ 常陸 （ （（ （（.（ 99
（（ （0.（ （（

（ （（ （（.（ （（9
（ 下総 （ （（ （9.（ （（9

（ 常陸 （ 下総 （ （（ （（.（ 90
（ （（ （（.（ （9

（ 上総 （（ （（.9 （（
（ 常陸 （（ （（.（ （（

（（ （9.（ （（
（ （（ （（.9 （（
（ （（ （9.（ （（
（ （（ （（.（ （（

（ 東京 （ （（ （9.（ 9（
（ （（.（ （（

（ 東京 （ （（ （9.（ （（
（ 安房 （ （（ （（.0 （（

（ （（ （（.9 （（
（ （（ （0.（ （（

（ 上総 （ （（ （0.9 （（
（ 安房 （（ （0.（ （（

（ 上野 （ （（ （（.（ （（
（ 常陸 （（ （（.（ （（

（（ （（.（ （（
（（ （9.（ （（

（ 常陸 （ （（ （（.（ （（
（（ （9.0 （（
（ （.9 （9

（ （ （ （ （ （ （ （ （ （0 （（（（ （（.（ （（（（
0.（ 0.（ 0.（ 0.（ 0.（ 0.（ 0.（ 0.（ 0.（ （.（ （00.0 
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【表4】　「見張帳」にみえる参詣地別通行一覧

参詣地 下総成田
新勝寺

下総中山
法華経寺

東京
金毘羅社

武蔵
三峯神社

下総
船橋大神宮

武蔵
掘之内妙法寺

下総
駒木諏訪社

常陸
鹿島大社

下総
南金杉滝不動

上総
柴山仁王尊

東京
王子稲荷

下総
葛飾八幡宮

下総
千足妙正神

記録月日 件数 件数 件数 件数 件数 起点 件数 起点 件数 起点 件数 起点 件数 起点 件数 起点 件数 起点 件数 起点 件数 起点
（（/（（ （
（（/（（ （ （ （ 下総
（（/（9 （ （ （ 武蔵
（（/（0 （ （ （ 武蔵
（（/（ （ （ （ 東京
（（/（ （ （ （ 武蔵
（（/（ （ （ 上総
（（/（ （ （
（（/（ （ （
（（/（ （ （
（（/（ （ （
（（/（
（/（（ （ （ （（
（/（（ （（ 9 （（ （ （ 上総 （ 下総
（/（（ （0 （ （（
（/（（ （（ （ （
（/（（ （ （ （ （ 下総
（/（（ （（ （ （ 下総
（/（（ （（ （ （ 東京 （ 下総
（/（9 （（ 0 （
（/（0 （（ （
（/（（ （（ （
（/（（ （（ （ （ 東京 （ 遠江
（/（（ （（ （ （ 武蔵 （ 上総
（/（（ （（ （ （ 武蔵
（/（（ （（ （ （ 武蔵 （ 東京 （ 下総
（/（（ （（ （ （ 東京
（/（（ （（ （ （ （ 下総
（/（（ （（ （ （ 下総 （ 東京・武蔵 （
（/（9 （0 （ （ （ 上総
（/（0 （0 （ （ 下総 （ 東京
（/（ （9 （ （ 武蔵 （ 東京
（/（ （（ （ （ 上野
（/（ （0 （ （
（/（ （0 （ （ 武蔵
（/（ （（ （ （ 東京
（/（ （9 （
（/（ （（ （
（/（ （9 （ （ （ 武蔵
（/9 （（ （ （ （ （ 武蔵・常陸 （ 下総
（/（0 （（ （ （ （ 下総 （ 下総 （ 下総
（/（（ （（ （ （ （ （ 武蔵 （ 下総
（/（（ （9 （ （ 上総 （ 上総
（/（（ （ （ （ （ 東京
（/（（ （0 （ （ （ 東京
（/（（ （（ （ （ （ 上総
（/（（ （（ （ （ 武蔵 （ 常陸 （ 上総
（/（（ （（ （ （ （ 下総 （ 上総 （ 甲斐
（/（（ （（ （ （ （ （ 下総

（/（9 前 （ （
（/（9 （（ （ 東京
（/（0 （（ （

（/（（ か （（ （（ （ （
（/（（ （（ （ 下総 （ 上総
（/（（ （9 （ （ （ 上野
（/（（ （（ （ 東京 （ 上総
（/（（ （（ （ （ 下総 （ 下総 （ 上総 （ 東京
（/（（ （0
（/（（ （（
（/（9 （（
（/（0 （（ （ （
（/（ 9 （ （ 東京
（/（ （
合計 9（（ （0（ （（ （（ （（ （（ （0 （0 （ （ （ （ （
％ （（.（ （.（ （.（ （.（ （.（ 0.9 0.（ 0.（ 0.（ 0.（ 0.（ 0.（ 0.（ 

注）（，松澤家文書Ｍ②「見張帳」全 （9 件 （（ 冊（『市川市資料目録第一集』市川歴史博物館，（9（（ 年）より作成した
　  （，縦軸左行の日付は （（～（（ 月は明治 （ 年，（ 月～ （ 月は明治 （ 年である
　  （，（/（（・（（ は （ 冊の記載を合算した
　  （，横軸の％の欄は日計総計件数に対する参詣日計件数の比率を，縦軸の％の欄は参詣合計件数（（（（（ 件）に対する
　　　各参詣地合計件数の比率を示し，小数点以下第二位を四捨五入した
　  （，本表は別項記載は別件として処理したため【表３】と合計件数が異なっている　 
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下　総　中　山　法　華　経　寺 東　京　金　比　羅　社 武　蔵　三　峯　神　社
東京 武蔵 下総 常陸 上野 下野 相模 その他 下総 上総 常陸 その他 下総 上総 常陸

（ （
（ （

（ （
（ （
（

（
（

岩代・羽前
（

（ （（ （ （
（ （ （ 大坂・不明 （（ （ 9 磐城 （
（ （ （ （ （

（ （ （
（ （ （

（ （ 備前
（ （ （

（
（
（
（
（ 大坂
（
（ （
（ 肥後
（ （ （ （
（ （

（ （
（ （
（ （
（

（ 伊豆 （
（ （

（ （
（ （

（
不明 （ （

（ （ （ （
（ 肥後 （

京都 （ （ （
（
（ （ （

（ （
（ （ （

（
（ （ （ （

（ （ （ （ （
（

（
（ 羽後 （

（ 羽後 （

（

（ （
（

（（ （（ （ （ （ （ （ （（ （（ （ （（ （ （（ （ （（
（0（ （（ （（

（（.（ （0.（ （.9 （.0 （.0 （.9 （.0 （（.9 （（.（ （.（ （9.（ （.（ （（.（ （（.（ （（.（ 

注）（，松澤家文書Ｍ②「見張帳」全 （9 件 （（ 冊（『市川市資料目録第一集』市川歴史博物館，（9（（ 年）より作成した
　  （，縦軸左行の日付は （（～（（ 月は明治 （ 年，（ 月～ （ 月は明治 （ 年である
　  （，（/（（・（（ は （ 冊の記載を合算した
　  （，％の欄は各参詣地合計件数に対する起点別小計の比率を示し，小数点以下第二位を四捨五入した 
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注）（，松澤家文書Ｍ②「見張帳」全 （9 件 （（ 冊（『市川市資料目録第一集』市川歴史博物館，（9（（ 年）より作成した
　  （，縦軸左行の日付は （（～（（ 月は明治 （ 年，（ 月～ （ 月は明治 （ 年である
　  （，（/（（・（（ は （ 冊の記載を合算した
　  （，％の欄は各参詣地合計件数に対する起点別小計の比率を示し，小数点以下第二位を四捨五入した 

【表5】　成田新勝寺・中山法華経寺・東京金比羅社・武蔵三峯神社への参詣件数の起点別内訳
参詣地 下　総　成　田　新　勝　寺

記録月日/ 起点 東京 武蔵 下総 上総 安房 常陸 上野 下野 相模 甲斐 信濃 その他
（（/（（ （
（（/（（ （
（（/（9 （ （ （ 不明
（（/（0 （
（（/（ （ （
（（/（ （ （
（（/（ （ （ （
（（/（ （
（（/（ （
（（/（ （ （
（（/（ （ （
（（/（
（/（（ （ （
（/（（ （（ （（ （ （ （ （ （ （ 不明
（/（（ （ （
（/（（ （ （（ （
（/（（ （ （
（/（（ （ （（ （ （
（/（（ （ （（ （ （ （ 遠江
（/（9 （ （ （ （
（/（0 （ （（ （ 越後
（/（（ （ （（ （ （ （
（/（（ （ （ （ （
（/（（ （ （（ （
（/（（ （0 （（ （
（/（（ （ （（ （ 不明
（/（（ （ （（ （ （ 羽後
（/（（ （ （（ （
（/（（ （ （0 （ （
（/（9 （ （（ （ （
（/（0 （ （（ （
（/（ （ （（ 羽前
（/（ （ （（ （ （ （
（/（ （ （（
（/（ （ （（ （ 不明
（/（ （ （（ （
（/（ （ （（ 陸前
（/（ （ （（ （
（/（ （ （（ （ 遠江
（/9 （ （（ （
（/（0 （ （ （ 伊勢
（/（（ （ 9 （ （ 陸前
（/（（ （ （（ （
（/（（ （ （ （ 伊豆
（/（（ （ （（ （ （
（/（（ （ （ （ （ （
（/（（ （ （（ （ （
（/（（ （ （（ （ （
（/（（ （ （（ （

（/（9 前 （
（/（9 （ （（ （
（/（0 （ （（ （ （

（/（（ か （（ （ （（ （ （
（/（（ （ （（
（/（（ （ （（ （ （ 駿河・豊前・不明
（/（（ （ （0 （ （ （ （
（/（（ （ （（ （ 三河
（/（（ （ （ （
（/（（ （0 （（ （ （ （
（/（9 （ （ （
（/（0 （ （ （ 陸奥
（/（ （ （
（/（ （
合計 （（9 （（0 （9 （ （ （ （0 （（ （ （ （0 （（

参詣地計 9（（
％ （（.（ （（.（ （.0 0.（ 0.（ 0.（ （.（ （.（ 0.（ 0.（ （.0 （.9 
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た
品
物
は
売
薬
が
五
件
で
最
も
多
く
、
そ
の
ほ
か
各
一
件
ず
つ
舂
屋
・
小
間
物
・
鉄

物
・
鋸
商
い
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
比
較
的
近
隣
か
ら
の
行
商
も
あ
っ
た
。
そ
の
起
点
に
は
東
京
竹
町
（
十
二

月
二
日
）・
岩
附
町
（
二
月
十
一
日
）・
深
川
（
三
月
二
日
）、
武
蔵
千
住
宿
（
十
一

月
二
十
九
日
）・
同
八
王
子
宿
と
そ
の
在
（
十
二
月
六
日
、
同
七
日
）・
同
羽
生
村
（
一

月
二
十
三
日
）、
上
野
木
崎
宿
（
二
月
九
日
）・
下
総
下
小
橋
村
（
二
月
十
六
日
）
が

み
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
諸
国
へ
と
向
か
っ
た
通
行
は
二
件
、
目
的
地
を
「
諸
方
」
と
し

て
い
る
通
行
が
一
件
、「
所
々
」
が
二
件
で
、
諸
方
・
所
々
は
何
ヵ
所
か
を
回
っ
て

売
り
歩
く
と
い
う
意
味
に
も
解
釈
で
き
る
。
こ
れ
ら
以
外
は
「
上
総
・
安
房
」「
安

房
・
上
総
辺
」「
佐
原
辺
」「
船
橋
よ
り
先
々
」
と
、
あ
る
程
度
行
商
地
域
を
限
定
し

た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
東
京
・
大
坂
・
京
都
な
ど
の
大
都
市
を
市
場
と
し
て
志
向

し
な
い
行
商
に
お
い
て
も
、全
国
的
に
販
路
を
展
開
し
た
著
名
な
「
近
江
商
人
」「
伊

勢
商
人
」「
富
山
の
薬
売
り
」
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
定
地
域
内
の
売
り
歩
き
が
存

在
し
た
こ
と
は
江
戸
時
代
以
来
の
地
廻
り
経
済
の
末
端
の
姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　
同
じ
よ
う
に
一
定
地
域
内
の
日
常
的
な
商
取
引
関
係
を
示
す
通
行
に
出
張
販
売
が

あ
っ
た
。
販
売
地
が
特
定
さ
れ
る
点
が
行
商
と
は
異
な
る
。
そ
の
主
な
起
点
は
東
京

本
所
・
深
川
・
日
本
橋
小
網
町
三
丁
目
・
日
本
橋
西
河
岸
・
神
田
・
浅
草
・
下
谷
・

湯
島
、
相
模
小
田
原
、
武
蔵
横
浜
・
八
王
子
、
下
総
開
墾
地
初
富
・
木
下
河
岸
・
八

日
市
場
、
上
総
東
金
、
常
陸
龍
ヶ
崎
、
上
野
高
崎
な
ど
、
東
京
の
商
業
地
や
、
近
郊

の
宿
・
町
に
あ
る
程
度
限
定
さ
れ
て
い
た
。
一
方

　
扱
っ
て
い
た
内
容
は
、
や
は
り

薬
が
三
件
で
最
も
多
い
ほ
か
、
一
般
的
な
油
・
建
具
・
古
着
・
砂
糖
・
俵
・
種
に
、

下
総
の
松
・
馬
、
武
蔵
の
石
灰
と
い
っ
た
通
行
者
が
所
属
す
る
地
域
の
名
産
品
が
売

り
歩
か
れ
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
行
商
以
外
の
商
用
通
行
の
目
的
地
に
つ
い
て
も
地
域
が
絞
ら
れ
て
い
た
傾

向
が
う
か
が
え
る
。
例
え
ば
加
賀
石
川
郡
か
ら
の
行
商
は
上
総
九
十
九
里
に
（
二
月

六
日
、
同
十
日
）、
甲
斐
都
留
郡
か
ら
は
五
件
（
二
月
二
日
、
同
六
日
、
同
二
十
二
日
、

同
二
十
七
日
・
二
件
）
中
四
件
が
上
総
方
面
に
限
ら
れ
て
い
た
。
目
的
地
と
し
て
最

も
多
い
の
は
下
総
船
橋
へ
の
一
二
件
で
あ
っ
た
。
船
橋
は
江
戸
時
代
に
は
日
光
道
中

付
属
脇
道
の
水
戸
道
中
の
さ
ら
に
枝
道
で
あ
る
佐
倉
道
上
の
宿
駅
で
、
当
宿
か
ら
東

は
勘
定
奉
行
支
配
下
に
置
か
れ
た
が
、
江
戸
か
ら
の
距
離
の
問
題
も
あ
り
、
宿
泊
地

と
し
て
栄
え
、
ま
た
南
は
海
に
接
し
漁
師
町
を
抱
え
、
二
ヵ
町
で
月
に
二
・
三
回
大

規
模
な
市
が
開
か
れ
る
、
江
戸
近
郊
の
商
業
地
だ
っ
た

（
11
（

。
そ
こ
で
の
商
売
を
目
的
と

し
て
東
京
下
谷
か
ら
通
行
が
あ
っ
た
（
一
月
二
十
四
日
、
二
月
八
日
、
同
三
十
日
）

ほ
か
、遠
く
は
越
後
か
ら
一
件
（
二
月
九
日
）、以
下
武
蔵
横
浜
（
十
一
月
二
十
七
日
）、

下
総
の
各
村
（
十
二
月
七
日
、
二
月
十
六
日
、
同
二
十
一
日
か
二
十
八
日
）、
東
京

小
網
町
三
丁
目
（
一
月
十
二
日
）、
東
京
湯
島
（
二
月
八
日
）、
東
京
和
泉
町
（
二
月

九
日
）、
東
京
銀
座
（
二
月
二
十
二
日
）
か
ら
と
、
比
較
的
近
隣
か
ら
の
通
行
が
多

く
あ
っ
た
。
以
下
水
運
の
要
地
下
総
佐
原
へ
は
東
京
や
武
蔵
の
村
か
ら
三
件
（
十
二

月
六
日
・
二
件
、
二
月
六
日
）、
開
港
地
武
蔵
横
浜
へ
は
下
総
や
上
総
の
村
か
ら
二

件
（
二
月
五
日
、
同
二
十
六
日
）
あ
っ
た
。

　「
仕
入
」
に
つ
い
て
は
全
一
三
件
で
、
遠
く
越
中
か
ら
の
事
例
が
一
件
（
十
二
月

八
日
）、
ほ
か
は
上
総
・
下
総
・
常
陸
か
ら
、
麻
布
を
は
じ
め
と
し
た
品
物
を
す
べ

て
東
京
へ
仕
入
れ
に
行
っ
て
い
る
（
十
一
月
二
十
八
日
・
二
件
、
同
三
十
日
・
一
件
、

十
二
月
四
日
・
一
件
、
一
月
十
二
日
・
一
件
、
同
十
四
日
・
三
件
）。

　「
買
用
」
は
全
九
件
で
、
薬
の
購
入
が
最
も
多
く
、
東
京
で
の
購
入
が
一
件
（
二

月
十
七
日
）
と
下
総
の
村
で
の
購
入
が
二
件
（
二
月
二
十
三
日
、
三
月
一
日
）
で
、

ほ
か
は
東
京
・
武
蔵
の
宿
村
・
下
総
の
村
・
上
総
の
村
か
ら
各
地
へ
出
か
け
て
、
下

総
鬼
越
村
の
名
産
の
切
干
（
二
月
七
日
）、下
総
八
幡
宿
の
名
産
の
梨
（
二
月
八
日
）、

武
蔵
越
谷
宿
の
ひ
な
（
二
月
七
日
）・
武
蔵
千
住
宿
の
畳
（
二
月
十
日
）・
東
京
滝
野

川
の
種
を
購
入
（
二
月
十
日
）
し
て
い
る
。
な
お
、
購
入
品
が
不
明
な
目
的
地
に
は

売
用
で
も
目
的
地
に
あ
が
っ
て
い
た
佐
原
が
あ
る
（
一
月
二
十
七
日
）
ほ
か
、下
総
・

安
房
を
廻
っ
て
買
物
を
し
て
い
る
事
例
（
二
月
十
四
日
）
も
あ
る
。
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③
目
的
記
載
の
あ
る
通
行
―
貢
納
―

　「
納
」「
御
用
」
な
ど
と
示
さ
れ
た
貢
納
通
行
に
つ
い
て
も
【
表
（
】
に
よ
れ
ば
全

体
の
一
％
に
し
か
満
た
な
い
が
、
名
主
や
庄
屋
と
い
っ
た
村
役
人
が
通
行
し
た
事
例

は
一
一
件
と
少
な
く
な
く
、
複
数
人
数
同
行
が
一
一
件
、
最
多
同
行
人
数
は
四
人
で

二
件
あ
り
、
百
姓
身
分
に
よ
る
公
用
通
行
の
様
子
を
示
す
事
例
と
し
て
注
目
で
き
よ

う
。
し
か
し
一
方
で
【
表
（
】
に
よ
れ
ば
同
行
者
が
な
い
場
合
が
最
も
多
い
と
い
う

結
果
も
出
て
お
り
、
年
貢
輸
送
体
制
の
確
認
は
課
題
で
あ
る
。

　
年
貢
納
入
と
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
東
京
浅
草
代
地
の
蔵
前
に
あ
っ
て
「
御

荷
納
」
と
呼
ば
れ
た
笠
倉
屋
伝
吉
へ
の
通
行
一
一
件
（
二
月
九
日
に
「
御
荷
納
」

と
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
十
二
月
二
日
、
同
五
日
・
二
件
、
一
月
十
六
日
、
一
月

二
十
一
日
、
同
二
十
五
日
、
同
二
十
六
日
、
二
月
九
日
、
同
十
日
、
同
十
二
日
）、「
東

京
大
倉
（
御
蔵
）」
の
安
田
竹
彦
を
訪
問
し
た
通
行
一
件
（
二
月
三
十
日
）、
村
役
人

が
「
浅
草
御
蔵
前
」
へ
行
っ
た
と
だ
け
記
録
さ
れ
た
通
行
二
件
（
一
月
十
二
日
、
二

月
二
十
五
日
）、
単
に
「
浅
草
御
蔵
」「
東
亰
御
蔵
」
へ
行
っ
た
通
行
三
件
（
十
一

月
二
十
八
日
、
一
月
二
十
一
日
、
二
月
十
八
日
）
も
含
め
、
全
三
三
件
中
一
件
が

「
川
魚
御
用
」（
二
月
三
日
）、
さ
ら
に
一
件
が
民
部
省
の
「
御
用
」（
一
月
十
九
日
）

に
と
も
な
う
通
行
で
あ
っ
た
ほ
か
は
全
て
年
貢
米
納
入
に
と
も
な
う
通
行
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
ほ
か
に
、「
御
蔵
前
」
と
記
さ
れ
た
松
本
屋
（
二
月

二
十
二
日
）
と
、
名
主
が
訪
問
し
た
浅
草
柳
橋
の
松
本
屋
幸
助
へ
の
通
行
（
二
月
五

日
、
同
十
二
日
）
が
あ
り
、
両
者
が
一
致
す
る
か
は
不
明
だ
が
、
こ
の
三
件
と
他
の

松
本
屋
幸
助
へ
の
通
行
合
計
九
件
は
貢
納
通
行
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
貢
納
通
行
の
行
き
先
は
最
終
的
に
は
浅
草
御
蔵
だ
が
、
笠
倉
屋
が
下
総
匝
瑳
郡
・

相
馬
郡
・
海
上
郡
・
香
取
郡
、
上
総
長
柄
郡
、
常
陸
河
内
郡
の
貢
納
を
、
安
田
が
上

総
の
貢
納
を
、
そ
し
て
恐
ら
く
松
本
屋
が
下
総
香
取
郡
と
常
陸
鹿
島
郡
・
新
治
郡
・

河
内
郡
か
ら
の
貢
納
を
、
そ
れ
ぞ
れ
蔵
元
と
し
て
仲
介
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え

る
。

　
　
　
④
目
的
記
載
の
あ
る
通
行
―
そ
の
他
―

　
参
詣
・
商
用
・
貢
納
以
外
に
も
目
的
を
記
し
た
通
行
が
二
一
件
あ
る
が
、「
要
用
」

と
具
体
的
な
表
記
を
避
け
た
り
（
一
月
十
四
日
・
二
件
）、
意
味
が
不
明
な
場
合
も

あ
る
。
親
類
を
訪
問
し
た
り
捜
索
し
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
「
尋
」
と
記
し

た
通
行
が
四
件
ま
と
ま
っ
て
あ
る
（
一
月
十
二
日
・
二
件
、
同
十
三
日
・
一
件
、
一

月
二
十
八
日
）
ほ
か
、「
横
浜
見
物
」
が
三
件
あ
り
、
常
陸
溝
口
村
・
下
総
神
々
廻
村
・

同
椎
名
内
村
か
ら
の
通
行
で
あ
っ
た（
一
月
十
二
日
、同
十
七
日
、同
二
十
五
日
）。「
見

張
所
」
を
設
置
す
る
よ
う
な
社
会
情
勢
の
な
か
で
、
個
人
的
な
娯
楽
の
た
め
の
通
行

理
由
を
公
言
し
て
い
た
と
い
う
点
で
注
目
で
き
よ
う
。

　
　
　
⑤
開
発
・
開
墾
者
の
通
行

　
上
述
の
①
～
④
に
み
ら
れ
た
通
行
の
ほ
か
に
目
的
が
明
記
さ
れ
た
通
行
と
し
て
常

陸
へ
の
「
掘
割
」「
堀
切
」
と
記
述
さ
れ
た
通
行
が
一
三
件
あ
っ
た
。
こ
れ
は
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）
に
着
工
さ
れ
同
四
年
七
月
に
一
応
の
完
成
を
み
た
、
常
陸
国
鹿

島
郡
の
北
浦
と
鹿
島
灘
を
結
ん
だ
居
切
堀
開
削

（
1（
（

に
関
す
る
通
行
で
あ
っ
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
通
行
理
由
が
明
記
さ
れ
て
い
な
く
て
も
「
居
切
役
所
」
へ

の
通
行
と
記
述
さ
れ
て
い
れ
ば
そ
の
目
的
は
明
確
に
な
る
。

　
ま
ず
、
目
的
に
「
掘
割
」「
堀
切
」
と
明
記
さ
れ
た
通
行
は
一
例
（
十
二
月
四
日
）

を
除
き
全
て
常
陸
も
し
く
は「
霞
場
沼（
北
浦
カ
）」へ
の
通
行
が
確
認
で
き
る（
十
一

月
三
十
日
、
十
二
月
一
日
・
三
件
、
同
三
日
・
二
件
、
同
六
日
、
一
月
十
七
日
、
同

二
十
日
、
同
二
十
六
日
、
同
三
十
日
）。
こ
れ
に
「
居
切
役
所
」
へ
の
通
行
が
明
記

さ
れ
て
い
る
一
件
（
一
月
十
二
日
）
と
、
居
切
村
か
ら
東
京
府
の
役
人
が
「
東
京
役

所
」
へ
向
か
っ
た
通
行
一
件
（
一
月
十
七
日
）
の
、
合
計
一
五
件
が
関
連
通
行
で
あ

る
。
通
行
者
の
起
点
の
内
訳
は
、武
蔵
鳩
ヶ
谷
宿
か
ら
の
一
件
以
外
は
全
て
東
京
で
、

東
京
府
の
役
人
一
人
、
下
谷
の
元
御
先
手
組
屋
敷
の
者
一
人
、
本
材
木
町
の
土
方
一

人
、
そ
れ
以
外
は
本
材
木
町
二
件
・
山
下
町
・
表
番
町
・
神
田
三
河
町
・
神
田
小
柳
町
・

神
田
松
枝
町
二
件
・
本
所
相
生
町
・
本
所
亀
沢
町
・
芝
浦
賀
町
（
？
）・
福
田
町
（
？
）
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の
家
主
や
店
子
で
あ
っ
た
。
資
金
や
物
資
調
達
の
た
め
に
「
居
切
役
所
」
へ
向
か
っ

た
商
人
と
思
わ
れ
る
「
大
坂
屋
」
と
、
土
方
と
い
う
技
術
者
以
外
は
、「
元
御
先
手

組
内
」
と
い
う
文
言
や
表
番
町
の
居
住
者
で
あ
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
旧
幕
臣
達

の
出
稼
ぎ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
明
治
初
年
か
ら
こ
の
時
期
に
か
け
て
東
京
近
郊
で
は
盛
ん
に
開
発
・
開
拓
事
業
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
主
に
徳
川
幕
府
崩
壊
と
徳
川
宗
家
の
移
封
に
と
も
な

う
旧
武
士
の
生
業
確
保
を
目
的
と
し
て
推
進
さ
れ
た
。
居
切
堀
掘
割
の
ほ
か
に
も
、

大
量
に
発
生
し
た
旧
旗
本
・
御
家
人
ら
東
京
窮
民
救
済
策
と
し
て
の
下
総
牧
の
開
発
、

徳
川
宗
家
の
玉
突
き
移
封
で
房
総
方
面
に
入
っ
た
旧
大
名
に
よ
る
原
野
の
開
拓
な
ど

が
そ
れ
で
あ
る
。
東
海
・
東
京
と
常
総
房
州
の
間
に
位
置
す
る
鬼
越
村
の
見
張
所
で

は
、
そ
の
間
を
往
来
す
る
人
々
の
通
行
が
目
立
つ
。
こ
れ
ら
の
開
発
は
こ
の
時
期
特

有
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な
う
通
行
は
普
遍
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
参
詣
や
商

用
通
行
と
は
異
な
る
性
格
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
通
行
目

的
が
明
記
さ
れ
た
居
切
堀
の
掘
割
と
合
わ
せ
て
、
房
総
方
面
の
開
発
関
係
に
と
も
な

う
通
行
の
様
子
を
ま
と
め
て
紹
介
し
た
い
。

　
下
総
牧
開
墾
関
係
の
通
行
は
、
い
ず
れ
も
「
開
墾
」
な
ど
の
目
的
は
明
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
目
的
地
に
「
開
墾
場
」
と
記
さ
れ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
新
た
な
開
墾

地
名
や
通
行
者
の
肩
書
に
関
連
名
が
あ
っ
た
り
、
開
墾
関
係
者
と
し
て
知
ら
れ
た
氏

名
自
体
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
関
係
通
行
と
判
断
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
下
総
牧
の
開
墾
は
明
治
二
年
か
ら
着
手
さ
れ
た
東
京
窮
民
救
済
事
業
の
ひ
と
つ

で
、
国
の
後
援
を
得
な
が
ら
民
間
で
会
社
を
設
立
す
る
経
営
体
制
が
と
ら
れ
た

（
11
（

。
同

年
三
月
に
東
京
府
に
開
墾
役
所
が
開
設
さ
れ
、
五
月
に
開
墾
局
の
設
置
、
開
墾
会
社

の
設
立
、
十
月
以
降
東
京
の
「
授
産
場
」
に
集
め
ら
れ
た
窮
民
の
開
墾
地
へ
の
移
住

が
開
始
さ
れ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
農
舎
取
建
の
普
請
掛
役
人
、
杣
・
木
挽
・
大
工

な
ど
の
職
人
が
相
次
い
で
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
開
墾
場
は
一
三
の
村
に
分
け
ら
れ
た

が
、
そ
の
う
ち
「
見
張
帳
」
で
は
一
番
初
富
村
（
現
千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市
域
）・
二
番

二
和
村
（
現
千
葉
県
船
橋
市
域
）・
三
番
三
咲
村
（
同
上
）、
四
番
豊
四
季
村
（
現
千

葉
県
柏
市
域
）、
八
番
八
街
村
（
現
千
葉
県
八
街
市
域
）
に
関
す
る
通
行
が
確
認
で

き
る
。
し
か
し
、
農
作
業
に
慣
れ
な
い
旧
武
士
達
に
よ
る
開
墾
地
経
営
は
す
ぐ
に
行

き
詰
ま
り
、
同
年
十
一
月
に
は
早
く
も
開
墾
地
か
ら
の
脱
走
者
が
相
次
ぎ
、
禁
止
令

が
出
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。さ
ら
に
明
治
三
年
七
～
九
月
に
は
大
風
被
害
を
受
け
、

十
一
～
十
二
月
に
は
農
舎
修
復
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
四
年
七
月

に
国
の
開
墾
局
は
廃
止
、
五
年
五
月
に
は
開
墾
会
社
解
散
と
い
う
末
路
を
辿
っ
た

（
11
（

。

明
治
三
年
十
一
月
～
明
治
四
年
三
月
の
「
見
張
帳
」
作
成
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
大
風

被
害
を
受
け
た
後
の
復
旧
期
に
あ
た
る
。
し
か
し
同
時
に
米
の
貸
与
減
額

（
11
（

に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
事
業
終
息
へ
向
け
て
始
動
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

　「
見
張
帳
」
に
み
る
通
行
で
は
、
初
富
関
係
が
十
一
件
（
十
一
月
二
十
七
日
、
同

二
十
八
日
、
同
二
十
九
日
・
三
件
、
十
二
月
二
日
・
二
件
、
同
五
日
、
一
月
十
一
日
、

同
十
二
日
、
二
月
三
十
日
）、
二
和
関
係
は
七
件
（
十
一
月
二
十
九
日
・
二
件
、
一

月
十
二
日
、
同
二
十
四
日
、
同
二
十
六
日
、
二
月
二
日
、
同
二
月
二
十
三
日
）
う
ち

一
件
は
八
街
へ
向
か
っ
た
通
行
で
、
三
咲
関
係
は
一
五
件
（
同
二
十
九
日
・
二
件
、

十
二
月
二
日
・
二
件
、
同
四
日
、
同
六
日
、
一
月
十
一
日
、
同
二
十
日
、
同
二
十
二

日
、
同
二
十
九
日
、
二
月
三
日
、
同
九
日
、
同
十
六
日
、
同
十
九
日
、
同
二
十
三
日
）

で
最
も
多
く
、
豊
四
季
関
係
は
一
件
（
一
月
十
二
日
）、
八
街
関
係
は
二
和
か
ら
の

通
行
を
含
む
五
件
（
十
一
月
二
十
九
日
、
十
二
月
一
日
・
二
件
、
二
月
二
十
三
日
、

同
二
十
七
日
）、村
名
は
特
定
せ
ず
「
開
墾
場
」
と
記
さ
れ
た
通
行
は
一
一
件
（
十
二

月
三
日
、
同
六
日
、
一
月
十
二
日
・
二
件
、
同
十
七
日
、
同
二
十
三
日
・
二
件
、
同

二
十
四
日
、
同
二
十
六
日
、
同
二
十
七
日
、
二
月
八
日
）、
そ
の
他
関
連
と
考
え
ら

れ
る
通
行
が
六
件
あ
っ
た
（
一
月
十
三
日
・
同
十
四
日
、
同
二
十
八
日
、
二
月
八
日
、

同
十
七
日
、
同
二
十
二
日
）。
豊
四
季
へ
の
通
行
と
「
開
墾
場
」
へ
の
通
行
二
件
が

武
蔵
か
ら
の
通
行
で
あ
っ
た
ほ
か
は
東
京
と
の
往
復
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
通
行
者
で
は
、第
一
に
職
人
関
係
通
行
が
あ
り
、初
富（「
鎌
ヶ
谷
開
墾
場
」と
表
記
）

へ
東
京
本
材
木
町
の
鍛
冶
屋
が
（
十
一
月
二
十
八
日
）、
三
咲
へ
は
東
京
深
川
森
下

町
の
大
工
が
通
行
し
、
特
に
会
所
へ
向
か
う
こ
と
が
申
告
さ
れ
て
お
り
（
一
月
二
十
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日
）、
目
的
地
の
村
名
は
不
明
だ
が
「
開
墾
場
」
へ
は
東
京
神
田
大
和
町
の
大
工
と

浅
草
新
堀
の
大
工
が
通
行
し
て
い
る
（
十
二
月
三
日
、
二
月
八
日
）。
反
対
に
開
墾

地
か
ら
東
京
の
職
人
を
訪
問
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
、
二
和
か
ら
東
京
下
谷
三

ノ
輪
の
大
工
と
神
田
三
河
町
の
木
工
屋
へ
向
け
て
通
行
し
て
い
る
（
十
一
月
二
十
九

日
）。
こ
れ
ら
の
通
行
は
、
個
人
で
は
な
く
「
会
所
」
を
訪
問
し
て
い
る
事
例
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
先
に
述
べ
た
大
風
後
の
復
興
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測

で
き
る
。

　

　
他
方
、
開
墾
局
役
人
や
開
墾
会
社
関
係
者
の
通
行
も
目
立
つ
。
役
人
の
通
行
で

は
、
起
点
は
不
明
だ
が
「
開
墾
局
添
実
川
正
九
郎
」
が
東
京
と
往
復
を
し
（
二
月
三

日
）、開
墾
局
関
係
者
の
常
陸
の
藤
田
鍵
蔵
が
下
総
行
徳
の
宮
崎
へ
行
っ
て
い
る
（
一

月
二
十
四
日
）。
会
社
関
係
者
の
通
行
で
は
、
複
数
存
在
し
た
頭
取
ら
が
活
発
に
往

復
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
、
九
番
九
美
上
村
の
開
発
請
負
人
と
な
っ
た
黒
野
太

兵
衛
は
自
身
が
通
行
し
（
一
月
十
三
日
）、
同
じ
く
九
美
上
と
十
三
番
十
余
三
村
の

開
発
請
負
人
と
な
っ
た
中
沢
彦
吉
の
手
代
庄
司
庄
吉
が
東
京
油
座
へ
向
か
い
（
二
月

八
日
）、
榎
本
六
兵
衛
の
使
八
十
吉
が
神
田
和
泉
町
か
ら
十
番
十
倉
村
の
窮
民
世
話

役
で
榎
本
の
代
理
を
務
め
た
福
田
半
兵
衛
を
訪
ね
（
二
月
十
七
日
）、
二
和
・
三
咲
・

八
街
の
開
発
請
負
人
と
な
っ
た
西
村
七
右
衛
門
の
東
京
深
川
邸
を
八
街
開
発
請
負
人

の
西
村
郡
司
（
源
次
郎
・
郡
次
郎
と
表
記
）
手
代
西
村
仙
蔵
が
三
咲
と
の
間
で
往
復

し
て
い
る
（
二
月
十
六
日
、
同
二
十
三
日
）。
や
は
り｢

開
墾
会
社
頭
取｣

の
肩
書

を
持
つ「
大
隆
安
吉
」（
二
月
二
十
二
日
）の
素
性
は
現
在
の
と
こ
ろ
判
然
と
し
な
い
。

ほ
か
に
、「
三
咲
開
墾
会
社
」
の
肩
書
の
小
倉
喜
右
衛
門
（
一
月
二
十
九
日
）
や
、「
印

鑑
」
持
参
の
「
開
墾
社
中
」
の
肩
書
を
持
つ
浅
井
金
三
郎
（
一
月
二
十
八
日
）、「
東

京
開
墾
会
社
」
の
肩
書
の
森
岡
平
右
衛
門
の
通
行
（
一
月
十
五
日
）
が
あ
っ
た
。
こ

こ
に
み
ら
れ
る
会
社
役
員
達
の
通
行
は
、
復
旧
の
た
め
か
、
事
業
終
息
へ
向
け
て
の

手
続
き
に
と
も
な
う
も
の
か
、
意
味
深
い
通
行
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、
特
筆
す
べ
き
通
行
と
し
て
は
、
授
産
所
の
あ
っ
た
東
京
築
地
に
下
屋
敷
が

あ
っ
た
一
ツ
橋
藩
関
係
者
が
八
街
へ（
十
二
月
一
日
）、同
様
に
尾
張
藩
関
係
者
が「
開

墾
場
」
へ
向
か
っ
た
（
一
月
二
十
六
日
）
通
行
、
武
蔵
川
越
か
ら
の
飛
脚
便
（
十
二

月
六
日
）、「
開
墾
場
惣
鎮
守
吉
見
皇
大
神
宮
」
神
主
の
通
行
（
一
月
十
七
日
、
同

二
十
四
日
）
が
あ
っ
た
。

　
新
藩
入
封
に
と
も
な
う
開
発
で
は
、
明
治
元
年
の
鶴
舞
藩
と
、
翌
年
の
菊
間
藩
に

よ
る
開
発
関
係
の
通
行
が
み
ら
れ
る
。
前
者
は
旧
浜
松
藩
、
後
者
は
旧
沼
津
藩
が
、

徳
川
家
達
の
駿
府
移
封
・
府
中
藩
成
立
に
よ
り
上
総
へ
移
封
さ
れ
て
成
立
し
た
藩
で
、

い
ず
れ
も
藩
庁
や
藩
士
の
居
住
区
を
新
設
す
る
た
め
に
原
野
を
開
発
し
な
く
て
は
な

ら
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
移
封
に
と
も
な
う
収
益
減
を
補
う
た
め
、
畑
地
の
開

墾
や
桑
畑
の
整
備
と
養
蚕
な
ど
の
殖
産
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
上
総
能
満
村
の
原
野

は
そ
の
際
に
菊
間
藩
が
開
墾
し
た
土
地
で
あ
る

（
11
（

。
上
総
菊
間
村
の
普
請
に
関
す
る
通

行
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
事
例
は
、神
田
三
河
町
の
鳶
が
通
行
し
た
一
件（
十
二

月
七
日
）
だ
が
、
鶴
舞
村
・
菊
間
村
・
能
満
村
と
の
往
来
は
度
々
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、「
銚
子
普
請
場
」
へ
武
蔵
足
立
郡
堀
之
内
村
か
ら
（
十
二
月
五
日
）、「
佐

倉
新
田
開
墾
場
」
へ
東
京
本
郷
か
ら
（
二
月
二
日
）、
下
総
「
酒
々
井
新
開
場
」
へ

武
蔵
入
間
郡
下
赤
坂
村
か
ら
（
二
月
二
十
三
日
）
そ
れ
ぞ
れ
通
行
が
あ
っ
た
。

　
以
上
の
開
拓
関
係
通
行
は
全
八
一
件
で
あ
っ
た
。

　
　
　
⑥
技
術
者
関
係
の
通
行

　
前
項
で
、開
拓
関
係
で
は
職
人
の
通
行
が
多
く
み
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、様
々

な
目
的
で
職
人
を
は
じ
め
と
す
る
技
術
者
関
連
の
通
行
が
み
ら
れ
た
。
越
後
杜
氏
は

「
見
張
帳
」
に
記
録
さ
れ
た
通
行
者
の
な
か
で
、
移
動
距
離
・
通
行
件
数
・
同
行
者

数
い
ず
れ
も
最
多
で
あ
っ
た
職
人
で
あ
る
が
、
❸
（
1
）
で
既
に
紹
介
し
た
た
め
、

こ
こ
で
は
そ
れ
以
外
の
職
人
の
通
行
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　
第
一
は
自
身
の
通
行
が
十
三
件
（
十
一
月
二
十
九
日
・
二
件
、
十
二
月
三
日
、
同

五
日
、
一
月
十
三
日
、
同
十
七
日
、
同
二
十
日
、
同
二
十
五
日
、
同
二
十
七
日
、
二

月
一
日
、
同
八
日
、
同
二
十
日
・
二
件
）、
訪
問
が
九
件
（
十
一
月
二
十
九
日
・
二
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件
、
十
二
月
五
日
、
一
月
二
十
一
日
、
二
月
二
日
・
二
件
、
同
三
日
、
同
二
十
五
日
、

三
月
一
日
）、
合
計
二
十
二
件
の
大
工
で
あ
る
。
所
在
地
の
内
訳
は
、
二
件
が
武
蔵
・

下
総
の
在
村
で
、
そ
れ
以
外
は
全
て
東
京
で
あ
る
。
開
墾
場
へ
向
か
っ
た
三
例
と
開

墾
場
か
ら
大
工
を
訪
問
し
た
一
例
の
ほ
か
、
下
総
香
取
郡
へ
出
稼
に
出
た
一
例
は
技

術
職
に
よ
る
通
行
だ
が
、
最
も
多
い
の
は
成
田
山
へ
の
参
詣
で
六
件
あ
っ
た
。

　
第
二
は
一
四
件
の
飛
脚
で
あ
る
（
十
一
月
二
十
七
日
、
同
二
十
九
日
、
十
二
月
四
、

同
六
日
、
同
七
日
・
二
件
、
同
八
日
、
二
月
一
日
、
同
二
日
、
同
五
日
、
同
六
日
・
二
件
、

同
九
日
、同
二
十
日
）。
藩
や
県
の
連
絡
や
、商
用
の
通
信
を
伝
達
し
て
い
た
よ
う
で
、

藩
で
は
鶴
舞
藩
や
下
総
に
分
領
を
持
っ
て
い
た
津
藩
の
在
所
と
東
京
屋
敷
間
の
連
絡

に
、
県
で
は
宮
谷
県
が
郡
代
を
派
遣
し
て
い
る
東
京
馬
喰
町
の
出
張
役
所
と
の
連
絡

に
利
用
し
、
開
拓
地
と
の
連
絡
に
も
利
用
さ
れ
た
。
商
用
で
は
横
浜
か
ら
派
遣
さ
れ

て
い
る
例
が
三
件
、
う
ち
二
件
は
船
橋
と
の
通
信
で
、
常
総
房
方
面
の
荷
を
陸
揚
げ

し
た
拠
点
で
あ
る
日
本
橋
小
網
町
行
徳
河
岸
へ
下
総
の
村
か
ら
伝
達
さ
れ
た
一
例
も

あ
る
。

　
第
三
は
自
身
の
通
行
が
一
〇
件
（
十
二
月
二
日
、
同
三
日
、
一
月
十
二
日
、
同

二
十
日
、
同
二
十
一
日
、
同
二
十
四
日
、
同
二
十
九
日
、
二
月
一
日
、
同
十
一
日
、

同
十
七
日
）、
訪
問
が
二
件
（
一
月
二
十
日
・
二
件
）、
合
計
一
二
件
の
医
師
で
あ
る
。

❷
で
述
べ
た
よ
う
に
旧
武
士
の
家
臣
で
あ
る
場
合
は
「
印
鑑
」
を
提
示
し
、
そ
う
で

は
な
い
場
合
で
も
氏
名
を
記
し
た
名
刺
状
の
も
の
を
持
参
し
て
提
出
す
る
、
目
的
を

表
記
し
な
い
特
殊
身
分
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
一
件
の
み
東
京
金
比
羅

社
へ
の
参
詣
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
ほ
か
二
件
が
目
的
地
の
表

記
か
ら
東
京
金
比
羅
社
・
川
崎
大
師
へ
の
参
詣
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
通
行
が
あ
る
。

ま
た
、
在
村
か
ら
東
京
の
本
所
・
室
町
と
い
っ
た
商
業
地
の
屋
号
が
あ
る
人
物
を
訪

問
し
て
い
る
通
行
が
二
件
あ
り
、
何
ら
か
の
商
用
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

な
お
こ
の
ほ
か
、
順
天
堂
の
創
始
者
で
佐
倉
藩
医
師
の
佐
藤
泰
然
と
思
わ
れ
る
「
佐

藤
大
博
士
」
が
下
総
佐
倉
元
町
か
ら
「
下
谷
新
屋
敷
」
へ
（
一
月
二
十
五
日
）、
旧

尾
張
藩
医
と
思
わ
れ
る
「
藤
浪
殿
」
の
身
内
の
門
人
が
西
京
か
ら
通
行
し
て
き
て
い

る
（
二
月
十
二
日
）。

　
第
四
は
自
身
の
通
行
が
四
件
（
十
一
月
三
十
日
、
十
二
月
七
日
、
一
月
十
四
日
、

同
十
九
日
）、
訪
問
が
五
件
（
十
一
月
二
十
八
日
、
二
月
五
日
、
同
十
七
日
、
同

二
十
三
日
、
同
二
十
五
日
）、
合
計
九
件
の
屋
根
屋
で
あ
る
。
所
在
地
の
内
訳
は
、

東
京
が
六
件
と
最
も
多
い
が
、
逆
に
下
総
中
山
村
・
下
総
佐
倉
新
町
の
屋
根
屋
を
東

京
か
ら
訪
問
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
武
蔵
府
中
宿
か
ら
上
総
へ
出

稼
ぎ
で
通
行
し
て
い
る
例
も
一
件
あ
る
。
東
京
本
所
か
ら
上
総
松
尾
藩
知
事
太
田
氏

を
訪
問
し
て
い
る
事
例
が
一
件
あ
る
が
、
松
尾
藩
は
明
治
四
年
正
月
に
上
総
国
武
射

郡
柴
山
村
の
仮
藩
庁
か
ら
新
た
に
開
発
さ
れ
た
同
郡
松
尾
村
へ
藩
庁
を
移
し
た
ば
か

り
で
、前
年
の
十
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
そ
の
普
請
に
か
か
わ
る
通
行
と
考
え
ら
れ
る
。

　
鳶
（
十
二
月
七
日
、
一
月
十
九
日
、
同
二
十
七
日
、
二
月
三
日
、
同
二
十
五
日
）・

鍛
冶
屋
（
十
一
月
二
十
八
日
、
同
三
十
日
・
二
件
、
十
二
月
六
日
、
一
月
三
十
日
）・

左
官
（
十
一
月
二
十
七
日
、十
二
月
四
日
、一
月
十
五
日
、同
二
十
日
、同
二
十
八
日
）

は
、
い
ず
れ
も
自
身
通
行
・
訪
問
合
計
五
件
の
通
行
が
み
ら
れ
る
。
所
在
地
の
内
訳

は
、
鳶
に
つ
い
て
は
三
件
が
東
京
、
ほ
か
安
房
正
木
村
・
下
総
船
橋
宿
、
鍛
冶
屋
は

四
件
が
東
京
、
ほ
か
武
蔵
越
谷
宿
、
左
官
は
二
件
が
東
京
、
ほ
か
下
総
千
葉
村
・
武

蔵
横
浜
・
武
蔵
千
住
宿
と
な
っ
て
い
る
。
❸
（
3
）
⑤
で
み
た
よ
う
に
鳶
・
鍛
冶
屋

に
そ
れ
ぞ
れ
開
発
に
関
す
る
通
行
を
一
件
確
認
で
き
る
が
、
鍛
冶
屋
と
左
官
で
同
数

の
各
一
件
ず
つ
下
総
法
華
経
寺
と
新
勝
寺
へ
の
参
詣
通
行
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
船

橋
・
銚
子
・
横
浜
・
千
葉
と
い
っ
た
地
方
の
商
業
都
市
へ
の
通
行
も
、
技
術
交
流
も

し
く
は
商
用
で
往
来
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

　
桶
屋
（
十
一
月
二
十
八
日
、
一
月
十
三
日
、
二
月
二
十
五
日
）・
土
方
（
十
一
月

三
十
日
、
一
月
三
十
日
、
二
月
八
日
）
は
い
ず
れ
も
自
身
通
行
・
訪
問
合
計
三
件
の

通
行
が
み
ら
れ
、
桶
屋
に
つ
い
て
は
全
て
が
訪
問
で
あ
る
。
所
在
地
の
内
訳
は
、
各

一
件
ず
つ
が
東
京
で
、
ほ
か
は
在
村
者
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
桶
屋
へ
の
通
行
は

東
京
や
龍
ヶ
崎
と
い
っ
た
都
市
か
ら
の
桶
の
購
入
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

土
方
で
は
一
件
は
❸
（
3
）
⑤
で
述
べ
た
通
り
居
切
堀
の
開
削
関
係
通
行
で
、
さ
ら
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に
一
件
は
新
勝
寺
へ
の
参
詣
で
あ
っ
た
。

　
木
挽
（
十
一
月
三
十
日
、
一
月
十
四
日
）・
塗
師
（
十
二
月
七
日
、
一
月
十
二
日
）

は
二
件
だ
が
、
木
挽
の
一
件
は
下
総
の
在
村
の
木
挽
が
東
京
の
木
挽
を
訪
ね
た
通
行

で
あ
る
。
所
在
地
の
内
訳
は
、
木
挽
は
東
京
が
二
件
と
下
総
の
在
村
が
一
件
、
塗
師

は
二
件
と
も
東
京
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
件
は
東
京
か
ら
下
総
・
常
陸
へ
出
向
く
通
行
、

一
件
は
下
総
の
在
村
か
ら
東
京
の
職
人
を
訪
問
す
る
通
行
と
な
っ
て
い
る
。

　
上
述
の
ほ
か
に
一
件
ず
つ
の
様
々
な
技
術
者
に
関
す
る
通
行
も
あ
っ
た
。
木
工

屋
（
十
一
月
二
十
九
日
）
は
開
墾
地
か
ら
訪
問
を
受
け
た
事
例
で
あ
っ
た
こ
と
は

❸
（
3
）
⑤
で
述
べ
た
。
同
じ
よ
う
に
東
京
の
職
人
を
地
方
か
ら
訪
ね
た
通
行
は
細

物
師
一
件
（
一
月
二
十
四
日
）、
逆
に
東
京
か
ら
地
方
の
職
人
を
訪
ね
た
通
行
に
は
、

下
総
布
佐
の
大
仏
師
（
一
月
二
十
一
日
）・
下
総
佐
原
の
仏
師
（
二
月
十
八
日
）・
下

総
千
葉
の
経
師
屋
（
二
月
十
二
日
）
の
三
件
、
越
中
射
水
郡
の
鏡
研
は
上
総
へ
出
稼

ぎ
に
行
っ
た
と
み
ら
れ
（
二
月
十
七
日
）、東
京
浅
草
の
画
師
の
目
的
地
は
不
明
（
一

月
二
十
九
日
）、
東
京
の
壁
屋
は
下
総
船
橋
の
畳
屋
を
訪
ね
て
い
る
（
二
月
九
日
）。

逆
に
同
業
者
を
訪
ね
た
事
例
は
四
件
あ
り
、
先
に
述
べ
た
木
挽
以
外
、
下
総
高
岡
の

染
屋
が
東
京
の
染
屋
へ
（
一
月
十
二
日
）、
東
京
の
建
具
屋
が
上
総
八
幡
町
の
建
具

屋
へ
（
二
月
三
日
）、
加
賀
の
石
屋
が
下
総
船
橋
宿
の
石
屋
を
訪
ね
た
こ
と
も
あ
っ

た
（
一
月
二
十
八
日
）。

　
以
上
の
技
術
者
関
連
通
行
を
概
観
す
る
と
、
杜
氏
を
含
め
全
八
五
件
で
、
そ
の
所

在
地
の
傾
向
か
ら
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
職
種
は
東
京
に
集
住
し
、
屋
根
屋
・
桶
屋
・

土
方
の
よ
う
な
地
域
に
密
着
し
た
職
種
の
あ
り
か
た
と
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
実

証
で
き
る
。
越
後
杜
氏
以
外
の
遠
距
離
通
行
は
加
賀
の
石
屋
・
越
中
の
鏡
研
の
事
例

以
外
は
み
ら
れ
ず
、
東
京
と
常
総
房
州
内
の
範
囲
程
度
で
発
注
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
通
行
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
技
術
交
流
と
し
て
の
同
業
者
間
の
通
行
も
若
干
み
ら

れ
た
。
越
後
杜
氏
以
外
で
最
も
多
く
み
ら
れ
た
大
工
と
左
官
・
土
方
に
つ
い
て
は
、

現
代
で
は
冬
季
が
繁
忙
期
だ
が
、
参
詣
通
行
が
多
く
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
農
業
従
事

者
と
同
じ
行
動
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
で
き
る
。

　
　
　
⑦
宗
教
者
の
通
行

　
❸
（
3
）
①
で
述
べ
た
よ
う
に
、｢

見
張
帳｣

の
記
載
に
は
寺
社
参
詣
目
的
の
通

行
が
多
く
み
ら
れ
た
が
、
寺
社
関
係
者
自
身
の
通
行
も
一
一
五
件
あ
っ
た
。
明
治
元

年
（
一
八
六
八
）
に
神
仏
分
離
令
が
発
令
さ
れ
、
同
四
年
に
神
官
世
襲
廃
止
が
布
告

さ
れ
、
神
社
社
格
の
制
定
と
矮
陋
神
祠
の
破
却
が
命
じ
ら
れ
、
大
小
神
社
氏
子
取
調

規
則
が
制
定
さ
れ
る
と
い
っ
た
、
仏
教
・
神
道
界
の
受
難
期
と
言
え
る
時
期
の
、
関

係
者
の
通
行
状
況
と
し
て
興
味
深
い
。

　
ま
ず
、
寺
院
関
係
者
の
通
行
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
体
で
七
一
件
の
通
行
が
あ
っ

た
。
他
寺
へ
の
訪
問
が
三
三
件
と
多
く
（
十
一
月
二
八
日
・
二
件
、
十
二
月
二
日
、

同
三
日
・
二
件
、
同
五
日
・
二
件
、
同
六
日
・
四
件
、
同
七
日
・
二
件
、
一
月
十
二

日
、
同
十
六
日
・
二
件
、
同
十
七
日
・
二
件
、
同
十
九
日
、
同
二
十
九
日
、
二
月
三

日
、
同
六
日
、
同
八
日
、
同
十
日
、
同
十
四
日
・
二
件
、
同
十
七
日
、
同
十
八
日
、

同
二
十
二
日
、
同
二
十
五
日
、
同
二
十
六
日
、
同
二
七
日
・
二
件
）、
寺
院
間
で
連

絡
を
密
に
取
り
合
っ
て
い
た
様
子
が
推
察
で
き
る
。

　
他
寺
社
へ
の
訪
問
で
も
個
人
的
な
娯
楽
目
的
で
あ
る
こ
と
が
明
確
な
参
詣
も
ま
た

一
〇
例
確
認
で
き
る
（
十
一
月
二
十
七
日
、一
月
十
九
日
、同
二
十
日
、同
二
十
三
日
、

同
二
十
四
日
、
同
二
十
五
日
、
同
三
十
日
、
二
月
十
日
、
同
十
四
日
、
同
二
十
日
）。

う
ち
一
件
は
法
華
経
寺
へ
、
も
う
一
件
は
下
総
柏
木
村
の
寺
院
へ
参
詣
し
、
残
り
は

全
て
新
勝
寺
へ
の
参
詣
だ
っ
た
。
ま
た
、
善
光
寺
の
使
が
成
田
山
へ
参
詣
し
た
通
行

と
ほ
か
一
件
以
外
は
全
て
通
行
者
名
が
院
号
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
隠
居
後
の
娯
楽

の
要
素
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

　
こ
の
ほ
か
四
件
（
十
一
月
三
十
日
、
十
二
月
一
日
、
一
月
二
十
二
日
・
二
件
）
は

名
刺
の
提
出
で
目
的
地
が
わ
か
ら
な
い
が
、
別
の
四
件
が
役
所
や
藩
邸
へ
向
か
い

（
十
一
月
二
十
八
日
・
曽
我
野
藩
屋
敷
へ
、一
月
二
十
四
日
・
安
房
田
中
役
所
（
？
）
へ
、

同
二
十
九
日
・
水
戸
藩
上
屋
敷
へ
、
二
月
十
三
日
・
流
山
葛
飾
県
役
所
へ
）、
下
総

船
橋
（
十
一
月
二
十
八
日
、
一
月
二
十
一
日
）・
東
京
小
網
町
（
十
二
月
三
日
）・
東
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京
霊
岸
島
（
二
月
八
日
）・
武
蔵
横
浜
（
二
月
十
八
日
）・
そ
の
他
（
十
二
月
四
日
・

米
屋
へ
・
二
件
、
三
月
二
日
・
塩
屋
へ
）
へ
商
用
で
出
か
け
て
い
た
様
子
も
う
か
が

わ
れ
る
（
ほ
か
に
十
一
月
二
十
八
日
・
二
件
、
十
二
月
四
日
、
同
五
日
、
同
七
日
、

一
月
十
七
日
、
同
二
十
六
日
、
同
二
十
八
日
、
二
月
五
日
・
二
件
、
同
二
十
九
日
、

三
月
二
日
の
寺
院
関
係
者
通
行
あ
り
）。

　
神
社
関
係
者
の
通
行
は
全
体
で
四
一
件
と
寺
院
に
比
べ
て
半
数
近
く
少
な
い
。
内

訳
は
、
常
陸
鹿
島
神
宮
が
五
件
（
十
二
月
二
日
、
一
月
十
五
日
、
同
二
十
四
日
、
同

二
十
八
日
、
同
三
十
日
）、
三
件
が
相
模
大
山
阿
夫
里
神
社
（
十
二
月
二
日
、
一
月

二
十
二
日
、二
月
三
十
日
）・
伊
勢
神
宮
（
一
月
二
十
日
、二
月
八
日
、同
二
十
三
日
）、

二
件
が
下
総
香
取
神
社
（
十
一
月
二
十
九
日
、
十
二
月
二
日
）・
武
蔵
金
町
香
取
神

社（
一
月
二
十
一
日
、同
二
十
三
日
）・
下
総
六
所
神
社（
十
二
月
二
日
、一
月
二
十
日
）・

近
江
多
賀
大
社
（
十
二
月
三
日
・
二
件
）・
下
総
開
墾
場
総
鎮
守
吉
見
皇
太
神
宮
（
一

月
十
七
日
、
同
二
十
四
日
）、
一
件
が
下
総
船
橋
大
神
宮
（
十
一
月
二
十
九
日
）・
甲

斐
富
士
御
嶽
神
社
（
一
月
十
一
日
）・
近
江
三
島
明
神
（
一
月
十
二
日
）・
伊
豆
三
島

神
社
（
二
月
八
日
）
ほ
か
常
陸
（
十
一
月
二
十
八
日
、一
月
二
十
四
日
）・
上
総
（
十
一

月
二
十
八
日
、
二
月
十
八
日
）・
下
総
（
十
二
月
二
日
、
一
月
十
三
日
、
同
十
六
日
、

二
月
五
日
）・
磐
城
（
二
月
五
日
）・
武
蔵
（
二
月
八
日
）・
不
明
（
一
月
二
十
三
日
、

同
二
十
五
日
）
の
一
二
社
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
七
件
は
名
刺
の
提
出
で
目
的
地
は
不
明
、
伊
豆
三
島
神
社
と
伊
勢

神
宮
の
二
件
も
印
鑑
持
参
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
目
的
地
を
特
定
せ
ず
に
札
配
り
を

す
る
通
行
が
武
蔵
上
木
下
川
村
の
鹿
島
様
（
不
明
の
一
月
二
十
五
日
の
件
）
と
伊
豆

三
島
神
社
の
二
件
あ
り
、
同
業
者
を
訪
問
す
る
下
総
吉
見
皇
太
神
宮
の
通
行
、
目
的

地
は
不
明
な
が
ら
他
寺
社
を
参
詣
し
た
常
陸
鹿
島
神
社
の
家
来
の
通
行
が
あ
り
、
や

は
り
公
私
双
方
の
通
行
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
羽
黒
山
の
修
験
者
の
通
行
が
三
件
あ
り
（
二
月
五
日
、
同
十
三
日
、

同
二
十
日
）、
う
ち
二
件
が
上
総
へ
の
通
行
だ
っ
た
。

　
　
　
⑧
宮
・
官
関
係
の
通
行

　
新
政
府
発
足
に
と
も
な
い
注
目
さ
れ
る
の
は
、
宮
家
・
公
家
と
省
庁
役
人
、
藩
に

代
わ
り
新
た
に
設
定
さ
れ
は
じ
め
た
行
政
区
と
し
て
の
県
の
役
人
関
係
の
通
行
で
あ

ろ
う
。

　
従
来
京
都
に
拠
点
が
あ
っ
た
宮
家
・
公
家
の
移
動
・
訪
問
は
、
下
総
に
位
置
す
る

鬼
越
村
の
見
張
所
で
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、
確
認
で
き
る
通

行
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
件
い
ず
れ
も
起
点
・
目
的
地
と
も
に
不
明
だ
が
有
栖
川
宮

の
家
司
の
通
行
が
あ
っ
た
（
一
月
二
十
日
、
同
二
十
五
日
）。
表
記
に
「
兵
部
卿
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
関
係
の
通
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
親
王
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
四
月
に
兵
部
卿
と
な
り
海
陸
軍
の
創
設
に

尽
力
し
、
翌
年
七
月
に
福
岡
藩
知
事
と
な
る
ま
で
軍
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
推

測
で
き
る

（
11
（

。
一
方
、
か
つ
て
の
下
総
牧
の
一
部
で
現
在
習
志
野
と
呼
ば
れ
る
原
野
に

は
明
治
五
年
前
後
に
陸
軍
演
習
場
が
設
置
さ
れ
て
お
り

（
11
（

、
そ
の
関
連
通
行
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
青
蓮
院
宮
家
（
十
二
月
二
日
）・
青
蓮
院
門
跡
の
粟

田
御
殿
か
ら
の
通
行
（
一
月
十
二
日
）、高
松
宮
家
（
十
二
月
一
日
）・
綾
小
路
家
（
一

月
十
三
日
）
の
通
行
、
土
御
門
家
か
ら
下
総
千
葉
郡
瀧
台
新
田
へ
の
通
行
（
一
月

十
七
日
）、
徳
大
寺
家
（
二
月
二
十
二
日
）
へ
下
総
埴
生
郡
立
台
村
か
ら
の
通
行
が

あ
り
、
合
計
七
件
で
あ
っ
た
。

　
省
庁
・
県
関
係
の
役
人
の
通
行
は
四
一
件
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
省
庁
・
県
役
所

を
訪
問
す
る
通
行
も
、先
に
❸（
3
）③
で
述
べ
た
貢
納
通
行
以
外
に
三
九
件
あ
っ
た
。

　
省
庁
関
係
者
自
身
の
通
行
で
み
ら
れ
る
の
は
「
開
拓
権
大
主
典
」（
十
二
月
二
日
）、

「
民
部
省
」（
一
月
十
二
日
、
二
月
十
九
日
以
前
）・「
民
部
省
地
理
大
令
史
」（
二
月

十
日
）、「
宮
内
省
用
達
」（
一
月
十
二
日
、
同
十
七
日
）、「
権
大
舎
人
」（
一
月
十
二

日
）、「
刑
部
省
」（
一
月
二
十
日
・
宮
谷
県
へ
）、「
神
祇
官
史
生
方
」（
一
月
二
十
一

日
・「
八
幡
宿
」
へ
）、「
大
蔵
省
史
生
」（
一
月
二
十
六
日
・
鹿
島
大
神
宮
へ
）、「
兵

部
省
」（
二
月
五
日
「
兵
賦
所
」
と
表
記
）・「
兵
部
省
馬
喰
」（
二
月
八
日
・
陸
中
黒

岩
か
ら
東
京
馬
喰
町
へ
の
通
行
）・｢

兵
部
省
内｣

（
二
月
二
十
七
日
・
麻
生
藩
へ
）・「
兵
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部
省
糾
問
司
弟
」（
二
月
二
十
二
日
）
で
、
こ
の
う
ち
印
鑑
を
持
参
し
た
者
が
民
部

省
関
係
二
名
、
兵
部
省
関
係
一
名
、
名
刺
を
持
参
し
た
者
が
「
開
拓
権
大
主
典
」
一

名
で
、
こ
れ
ら
の
目
的
地
は
わ
か
ら
な
い
。
目
的
地
が
判
明
す
る
通
行
で
は
、
宮
谷

県
・
麻
生
藩
、
あ
る
い
は
神
祇
官
が
下
総
か
上
総
か
は
不
明
な
が
ら
い
ず
れ
に
し
て

も
著
名
な
八
幡
社
が
あ
る
八
幡
宿
へ
向
か
っ
た
と
い
う
職
務
上
の
通
行
で
あ
っ
た
こ

と
を
想
起
さ
せ
る
目
的
地
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
一
方
、
鹿
島
神
宮
へ
の
個
人
的
な
参

詣
と
思
わ
れ
る
通
行
の
際
に
も
肩
書
が
申
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
続
い
て
府
・
県
関
係
の
役
人
自
身
の
通
行
で
は
「
福
島
県
捕
亡
」（
十
一
月

二
十
九
日
・
相
馬
屋
敷
へ
、
十
二
月
二
日
）、「
東
京
府
貫
属
」（
十
一
月
三
十
日
、

十
二
月
四
日
、
一
月
二
十
九
日
・
銚
子
へ
、
二
月
十
七
日
・
上
総
八
幡
宿
へ
、
同

二
十
二
日
）・「
東
京
付
（
府
）
属
」（
一
月
十
七
日
・
常
陸
居
切
村
へ
）・｢

東
京
府

支
配｣

（
二
月
二
十
一
か
二
十
八
日
）・「
東
京
府
付
」（
三
月
一
日
・
下
総
新
堀
村
へ
）、

「
宮
谷
県
知
事
内
」（
十
二
月
一
日
、
一
月
二
十
日
、
同
二
十
六
日
・
仙
石
鉄
次
郎
へ
）・

「
宮
谷
県
」（
十
二
月
四
日
、
一
月
二
十
三
日
・
東
京
か
ら
県
庁
へ
、
同
二
十
四
日
・

東
京
役
所
へ
）・「
宮
谷
県
」
家
来
（
一
月
二
十
五
日
）・「
宮
谷
県
飛
脚
」（
二
月
一

日
・
出
張
役
所
へ
、
同
五
日
・
東
京
馬
喰
町
軍
代
役
所
へ
）、「
小
菅
県
大
属
」（
一

月
十
二
日
）・｢

小
菅
県｣

（
一
月
十
七
日
）、｢

鶴
舞
県｣
（
一
月
二
十
五
日
・
下
谷
広

徳
寺
へ
）、｢

岩
鼻
県｣

（
二
月
一
日
）、「
葛
飾
県
勧
農
方
」（
二
月
七
日
、
同
二
十
四

日
）
が
み
ら
れ
、
東
京
府
関
係
役
人
が
最
も
多
く
、
次
い
で
宮
谷
県
関
係
者
が
多
く

通
行
し
て
い
る
。
印
鑑
持
参
者
は
「
岩
鼻
県
」
役
人
一
名
、
名
刺
持
参
者
は
「
福
島

県
捕
亡
」
一
名
で
、
目
的
地
の
表
記
か
ら
は
、
廃
藩
置
県
直
後
の
福
島
県
と
相
馬
藩

の
関
係
や
、
東
京
府
と
常
陸
居
切
堀
開
削
事
業
と
の
関
係
、
新
支
配
者
で
あ
る
宮
谷

県
が
旧
支
配
者
の
旗
本
仙
石
氏
邸
を
訪
問
し
た
り
、
藩
庁
と
東
京
の
出
張
役
所
を
往

復
す
る
役
人
の
動
向
が
う
か
が
え
る
。

　
一
方
、省
庁
関
係
者
を
訪
問
す
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
、「
大
政
官
」（
一
月
二
十
九
日
・

下
総
滑
川
村
か
ら
）、「
神
祇
宮
内
」（
一
月
十
一
日
・
下
総
大
森
村
か
ら
）、「
民
部

省
」（
一
月
十
九
日
と
同
二
十
九
日
と
二
月
九
日
・
下
総
赤
井
村
か
ら
、
同
二
十
一

日
・
常
陸
神
宮
寺
村
か
ら
）、「
兵
部
省
」（
二
月
十
七
日
・
上
総
上
谷
村
か
ら
）、「
長

州
屋
敷
跡
官
蔵
」（
一
月
十
九
日
・
上
総
関
村
か
ら
）
へ
の
訪
問
で
、
通
行
目
的
は

い
ず
れ
も
わ
か
ら
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
、
府
・
県
関
係
者
を
訪
問
す
る
ケ
ー
ス
は
多
く
、「
葛
飾
県
」
一
〇

件
（
役
所
が
あ
っ
た
「
加
村
」
訪
問
も
こ
れ
に
加
え
る
、
十
二
月
三
日
、
同
四
日
、

一
月
二
十
四
日
、
同
二
十
六
日
、
二
月
十
三
日
、
同
二
十
五
日
、
同
二
十
六
日
、
同

三
十
日
・
二
件
、
三
月
一
日
）、「
宮
谷
県
」
九
件
（
十
二
月
二
日
・「
東
京
馬
喰
町
」

の
「
出
張
役
所
」
か
ら
判
断
、
同
七
日
・
二
件
、
一
月
十
一
日
、
同
二
十
二
日
、
同

二
十
八
日
、
二
月
七
日
・
二
件
、
同
九
日
）、「
小
菅
県
」
四
件
（
十
二
月
七
日
、
一

月
二
十
九
日
、
二
月
十
二
日
、
三
月
一
日
）、「
浦
和
県
」
二
件
（
二
月
十
八
日
と
同

二
十
二
日
・
常
陸
龍
ヶ
崎
町
か
ら
）、「
若
森
県
大
属
」
一
件
（
現
茨
城
県
域
、
二
月

十
二
日
・
上
総
白
幡
村
）、「
品
川
県
」
一
件
（
三
月
一
日
・
上
総
田
代
村
か
ら
）
が

あ
り
、
浦
和
・
若
森
・
品
川
以
外
は
支
配
地
域
の
村
か
ら
の
訪
問
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
以
上
の
ほ
か
に
、
東
京
京
橋
の
旧
幕
府
持
ち
の
「
白
魚
役
所
」
と
上
総
山
崎
村
間

の
通
行
（
二
月
九
日
）、東
京
深
川
の｢

江
戸
会
所｣

と
上
総
平
田
村
間
の
通
行
（
十
二

月
二
日
）、
東
京
本
所
一
ツ
目
の
「
水
戸
う
な
ぎ
会
所
」
と
常
陸
手
栗
村
間
の
通
行

（
十
二
月
七
日
）、
同
じ
く
本
所
一
ツ
目
の
「
御
石
場
会
所
」
と
常
陸
太
田
村
間
の
通

行
（
二
月
十
二
日
）、東
京
深
川
の
「
御
立
用
会
所
」
と
下
総
佐
倉
新
町
間
の
通
行
（
一

月
二
十
二
日
）、
東
京
西
久
保
の
「
糸
会
所
」
と
下
総
畑
谷
村
源
太
河
岸
間
の
通
行

（
二
月
十
三
日
）、東
京
「
御
舟
役
所
」
と
上
総
神
代
村
間
の
通
行
（
二
月
二
十
六
日
）、

下
総
千
葉
の
「
御
刀
蔵
」
へ
の
通
行
（
一
月
二
十
六
日
）
と
い
っ
た
旧
幕
府
時
代
か

ら
の
役
所
と
在
地
間
の
通
行
が
み
ら
れ
る
の
も
、
維
新
か
ら
間
も
な
い
こ
の
時
期
特

有
の
状
況
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
訪
問
に
つ
い
て
は
貢
納
通
行
同
様
に
単
身
が
二
一
件
で
最
も
多
く
、
以
下

二
人
九
件
、
三
人
二
件
、
四
人
一
件
で
、
う
ち
村
役
人
の
単
身
通
行
か
も
し
く
は
付

添
っ
た
事
例
は
七
件
あ
っ
た
。
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⑨
旧
武
士
関
係
の
通
行

　
新
政
府
発
足
に
よ
っ
て
進
退
を
迫
ら
れ
た
旧
武
士
の
動
向
も
ま
た
こ
の
時
期
に
注

目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
版
籍
奉
還
に
よ
っ
て
旧
藩
主
は
藩
知
事
と
な
り
、
旧
旗

本
は
一
部
徳
川
宗
家
に
従
い
静
岡
藩
の
吏
員
と
な
っ
た
が
、
そ
の
他
の
大
方
は
職
を

失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、｢

見
張
帳｣

に
み
え
る
武
士
の
通
行
は
、
大

き
く
旧
藩
関
係
者
と
旧
旗
本
関
係
者
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
藩
関
係
は
、
関

八
州
内
で
は
東
京
一
藩
（
一
ツ
橋
）、
下
総
九
藩
（
佐
倉
、
淀
・
分
領
、
津
・
分

領
、
小
見
川
、
結
城
、
高
岡
、
曽
我
野
、
生
実
、
古
河
）、
上
総
九
藩
（
一
宮
、
飯

野
、
久
留
里
、
大
多
喜
、
大
網
、
桜
井
、
鶴
舞
、
松
尾
、
菊
間
）、
安
房
二
藩
（
花

房
、
加
知
山
）、
常
陸
四
藩
（
水
戸
、
麻
生
、
笠
間
、
松
川
）、
武
蔵
一
藩
（
岩
槻
）、

上
野
三
藩
（
高
崎
、
前
橋
、
安
中
）、
下
野
三
藩
（
宇
都
宮
、
壬
生
、
吹
上
）、
こ
れ

に
駿
河
一
藩
（
静
岡
）、
三
河
二
藩
（
西
尾
、
豊
橋
）、
尾
張
一
藩
（
尾
張
）、
信
濃

三
藩
（
伊
那
、
高
嶋
、
上
田
）、
越
中
一
藩
（
富
山
）、
越
後
二
藩
（
村
松
、
与
板
）、

加
賀
一
藩
（
金
沢
）、岩
代
一
藩
（
二
本
松
）、羽
前
一
藩
（
大
泉
）、羽
後
一
藩
（
本
庄
）、

陸
奥
四
藩
（
三
春
、弘
前
、黒
石
、斗
南
）、伊
勢
一
藩
（
神
戸
）、大
和
二
藩
（
小
泉
、

櫛
羅
）、和
泉
（
吉
見
）、近
江
一
藩
（
朝
日
山
）、播
磨
一
藩
（
姫
路
）、備
前
一
藩
（
岡

山
）、土
佐
一
藩
（
高
知
）、筑
前
一
藩
（
福
岡
）、筑
後
一
藩
（
三
池
）、豊
前
一
藩
（
中

津
）、
肥
前
一
藩
（
平
戸
）、
肥
後
一
藩
（
熊
本
）
が
加
わ
り
、
合
計
三
〇
国
六
一
藩

に
不
明
四
藩
の
通
行
が
あ
っ
た

（
11
（

。

　
通
行
が
多
か
っ
た
順
で
は
、
佐
倉
藩
一
五
件
、
静
岡
藩
一
四
件
、
淀
藩
一
三
件
、

水
戸
藩
一
一
件
、
岩
槻
藩
九
件
で
、
こ
れ
ら
の
藩
の
通
行
が
多
か
っ
た
理
由
を
考
え

る
と
、
佐
倉
藩
は
見
張
所
か
ら
最
も
近
く
佐
倉
道
は
日
常
的
に
利
用
し
て
い
た
通
路

で
あ
っ
た
こ
と
、
本
拠
地
が
山
城
の
淀
藩
は
下
総
に
旧
分
領
が
あ
り
そ
の
陣
屋
が
見

張
所
へ
通
じ
る
木
下
道
沿
の
下
総
印
旛
郡
大
森
村
に
あ
っ
た
こ
と
、
水
戸
藩
は
水
戸

道
と
も
通
じ
る
佐
倉
道
や
木
下
道
を
時
折
江
戸
藩
邸
と
の
往
復
で
利
用
し
て
い
た
こ

と
（
11
（

、岩
槻
藩
は
上
総
に
旧
領
地
を
持
っ
て
い
た
（
一
月
二
十
一
日
記
載
の
小
沢
又
村
、

二
月
二
十
一
日
記
載
の
勝
浦
村
な
ど
）
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
げ
ら
れ
る
。
静
岡
藩
に

つ
い
て
は
次
に
考
察
す
る
旧
旗
本
通
行
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
る
。

　
目
的
が
判
明
す
る
通
行
の
ほ
と
ん
ど
が
支
配
地
と
東
京
の
知
事
邸
と
の
往
復
で
あ

る
が
、
な
か
に
は
下
総
成
田
新
勝
寺
（
一
月
二
十
一
日
・
上
田
藩
、
同
三
十
日
・
黒

石
藩
、
二
月
二
十
三
日
・
水
戸
藩
と
中
津
藩
）・
下
総
中
山
法
華
経
寺
（
一
月
十
六
日
・

岡
山
藩
、
同
二
十
六
日
と
二
月
十
日
・
熊
本
藩
）・
常
陸
鹿
嶋
神
宮
（
二
月
二
十
三

日
・
前
橋
藩
）・
下
総
船
橋
大
神
宮
（
二
月
九
日
・
古
河
藩
）
へ
の
参
詣
も
み
ら
れ
る
。

肥
後
熊
本
藩
か
ら
二
名
が
日
蓮
宗
の
大
本
山
法
華
経
寺
に
参
詣
し
て
い
る
の
は
、
旧

藩
祖
加
藤
清
正
が
熱
烈
な
信
徒
で
あ
っ
た

（
11
（

こ
と
に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
さ

ら
に
窮
民
授
産
所
所
在
地
の
東
京
築
地
に
下
屋
敷
が
あ
っ
た
一
ツ
橋
藩
と
尾
張
藩
関

係
者
が
下
総
開
墾
場
へ
赴
い
て
い
た
こ
と
は
先
に
❸
（
3
）
⑤
で
述
べ
た
通
り
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
注
目
で
き
る
の
は
、
藩
の
領
地
と
は
関
係
の
な
い
場
所
が
目
的
地
に

記
さ
れ
て
い
る
通
行
で
あ
る
。
前
橋
藩
の
上
総
九
十
九
里
へ
の
通
行
（
二
月
二
十
三

日
）で
は
目
的
地
に｢

筒
屋｣

と
表
記
さ
れ
て
お
り
、商
用
で
赴
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
旧
旗
本
関
係
で
は
、
東
京
和
泉
橋
外
山
本
惣
吉
家
来
が
旧
領
地
下
総
大
根
村
へ
向

か
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
（
二
月
七
日
）
て
い
る

（
1（
（

。
ま
た
、
家
来
が
常
陸
新
田
村
へ

行
っ
た
東
京
駿
河
台
鈴
木
町
の
石
野
豊
太
郎
は
常
陸
に
領
地
を
持
っ
て
い
た
鈴
木
町

の
旧
旗
本
石
野
弥
五
郎
の
子
孫
で
（
一
月
二
十
八
日
）、「
内
」
が
上
総
高
主
村
（
？
）

へ
行
っ
た
東
京
小
石
川
御
門
外
の
青
木
寅
之
助
は
上
総
に
領
地
を
持
っ
て
い
た
小
石

川
御
門
外
の
旧
旗
本
青
木
義
比
の
子
孫
（
二
月
二
十
四
日
）
と
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
、
先
に
触
れ
た
静
岡
藩
の
身
分
と
し
て
通
行
し
た
二
名
が
旧
旗
本
で

あ
り
、
荒
尾
篤
十
郎
は
下
総
貝
塚
村
へ
（
二
月
十
二
日
）、
大
久
保
平
重
郎
は
常
陸

塙
村
へ
（
二
月
三
十
日
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
領
地
へ
自
身
が
通
行
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
領
地
を
返
還
し
た
後
も
旧
旗
本
と
旧
領
地
と
の
関
係
が
続
い
て
い
た
様
子
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
残
る
一
件
で
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
幕
府
組
合
銃
隊
改
役
の
職
が
廃
止

さ
れ
御
役
御
免
と
な
っ
た
秋
元
一
学
の
家
来
が
佐
原
へ
通
行
し
て
い
る
（
二
月
十
八
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日
）
が
、
旧
領
地
は
遠
江
で
あ
っ
た
た
め
、
商
用
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、「
元
大
番
組
」
の
吉
岡
茂
人
が
家
来
と
二
人
で
東
京
下
谷
か
ら
下
総
深

町
へ
出
か
け
て
い
る
が
（
一
月
二
十
日
）、「
深
町
」
と
は
見
張
所
の
あ
る
鬼
越
村
に

隣
接
し
木
下
道
に
沿
っ
た
地
域
一
体
の
俗
称
で
、
江
戸
時
代
か
ら
醤
油
や
薪
炭
商
店

が
立
ち
並
ぶ
町
場
で
あ
り

（
11
（

、
や
は
り
商
用
通
行
の
可
能
性
が
高
い
。

　
結
果
、
旧
武
家
の
通
行
は
、
旧
藩
関
係
一
八
四
件
と
旧
旗
本
関
係
四
件
、
合
計

一
八
八
件
だ
っ
た
。

　
反
対
に
旧
武
家
を
訪
問
し
た
通
行
は
旧
武
家
の
通
行
の
七
六
％
に
あ
た
る
。
こ
ち

ら
も
旧
藩
関
係
と
旧
旗
本
関
係
に
分
け
て
み
る
と
、
旧
武
家
の
通
行
と
は
異
な
り
旧

藩
関
係
は
関
八
州
内
の
移
動
が
大
半
で
、
し
か
も
目
的
が
わ
か
る
通
行
の
大
方
は
旧

領
地
民
が
版
籍
奉
還
に
よ
っ
て
知
事
と
な
っ
た
旧
領
主
の
東
京
藩
邸
を
往
復
し
た
通

行
で
あ
っ
た
。
国
別
の
内
訳
と
し
て
は
、
下
総
九
藩
（
佐
倉
、
淀
・
分
領
、
津
・
分

領
、
小
見
川
、
結
城
、
高
岡
、
曽
我
野
、
生
実
、
古
河
）
は
旧
武
家
関
係
通
行
者
の

所
属
藩
と
全
く
同
じ
で
、
上
総
九
藩
（
久
留
里
、
大
多
喜
、
大
網
、
桜
井
、
鶴
舞
、

松
尾
、
菊
間
、
相
良
、
鶴
牧
）
で
は
数
値
上
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
相
良
・
鶴
牧
が

入
れ
替
わ
り
で
入
り
、
以
下
の
国
か
ら
の
通
行
で
は
様
相
は
幾
分
変
わ
っ
て
、
安
房

一
藩
（
館
山
）、
常
陸
二
藩
（
水
戸
、
土
浦
）、
上
野
三
藩
（
前
橋
、
安
中
、
吉
井
）、

関
八
州
以
外
の
藩
で
は
、
磐
城
一
藩
（
中
村
藩
）、
三
河
二
藩
（
西
尾
、
西
端
）、
陸

奥
一
藩
（
弘
前
）、
蝦
夷
一
藩
（
松
前
）、
紀
伊
一
藩
（
紀
州
）、
大
和
一
藩
（
郡
山
）、

阿
波
一
藩
（
徳
島
）
の
合
計
一
二
国
三
二
藩
へ
の
通
行
が
あ
っ
た
。

　
通
行
件
数
が
多
い
順
に
あ
げ
る
と
、
や
は
り
佐
倉
藩
が
最
も
多
く
一
二
件
で
、
次

い
で
高
岡
藩
が
一
〇
件
で
あ
っ
た

（
11
（

。
な
お
、
藩
名
が
表
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ

る
が
、
通
行
者
の
起
点
地
名
や
目
的
地
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
屋
敷
地
名
、
時
に

官
途
・
受
領
名
が
付
さ
れ
て
い
る
屋
敷
主
名
を
照
合
す
る
と
藩
名
が
判
明
し
、
そ
れ

が
旧
領
主
邸
へ
の
訪
問
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
目
的
が
判
明
し
な
い
通
行
も
多
い
が
、
そ
れ
ら
は
大
き
く
二
種
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
、
一
方
は
東
京
か
ら
藩
の
陣
屋
・
役
所
へ
の
訪
問
、
他
方
は
旧
領
地
で
は
な
い

関
八
州
内
の
各
村
か
ら
東
京
藩
邸
や
在
所
役
所
へ
の
通
行
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て

は
、
菊
間
藩
五
件
、
鶴
舞
藩
二
件
、
松
尾
藩
二
件
、
曽
我
野
藩
一
件
、
桜
井
藩
一
件
、

高
岡
藩
三
件
、
安
中
藩
二
件
、
水
戸
藩
一
件
、
淀
藩
一
件
と
い
う
内
訳
で
、
明
治
以

降
に
立
藩
し
た
藩
に
多
い
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。
特
に
菊
間
藩
で
は
三
河
町
の
鳶

が
御
普
請
に
向
か
い
、
松
尾
藩
で
は
紺
屋
町
の
左
官
が
上
総
屋
敷
へ
通
行
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
新
藩
設
立
に
と
も
な
う
東
京
か
ら
の
職
人
・
商
人
ら
が
通
行
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
古
河
・
鶴
牧
・
大
網
・
土
浦
・
弘
前
・
松
前
・
紀
州
・

郡
山
・
徳
島
各
藩
で
は
通
行
の
全
て
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
そ
の
ほ
か
高
岡
藩
二
件
、

結
城
藩
一
件
、
鶴
舞
藩
三
件
、
久
留
里
藩
一
件
、
松
尾
藩
三
件
、
前
橋
藩
一
件
の
通

行
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
。
傾
向
と
し
て
は
遠
隔
地
の
旧
藩
に
う
か
が
わ
れ
る
が
、
そ

の
目
的
を
推
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
旧
旗
本
へ
の
通
行
で
は
、
上
総
・
下
総
・
常
陸
の
各
村
か
ら
東
京
邸
を
訪
れ
て
い

る
。
そ
し
て
藩
へ
の
通
行
同
様
、
通
行
者
の
起
点
地
名
や
目
的
地
と
し
て
あ
げ
ら
れ

て
い
る
屋
敷
地
名
、
時
に
官
途
・
受
領
名
が
付
さ
れ
て
い
る
屋
敷
主
名
を
照
合
す
る

と
、
概
ね
そ
れ
が
旧
領
主
で
あ
っ
た
旧
旗
本
邸
へ
の
訪
問
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
内
訳
は
、
大
沢
甚
之
丞
へ
の
通
行
が
三
件
（
十
二
月
一
日
、
一
月
二
十
三
日
、

同
二
十
九
日
）
で
最
も
多
く
、
斎
藤
次
郎
左
衛
門
〈
斎
藤
左
源
太
子
孫
カ
〉（
一
月

十
二
日
・
二
件
）・
横
山
左
内
（
一
月
二
十
三
日
、
二
月
二
十
日
）・
仙
石
鉄
次
郎

〈
二
月
二
十
七
日
の
表
記
は
「
次
兵
衛
」
で
あ
る
が
、『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
で
は
起

点
の
磯
ヶ
谷
村
の
領
主
は
「
鉄
次
郎
」
と
な
っ
て
い
る
〉（
一
月
二
十
七
日
、
二
月

二
十
七
日
）
へ
二
件
、
ほ
か
は
全
て
一
件
で
、
伏
見
善
治
郎
（
十
二
月
六
日
）、
佐

野
與
八
郎
（
十
二
月
六
日
）、
松
浦
亥
三
郎
〈
表
記
は
伊
三
郎
〉（
一
月
十
六
日
）、

池
田
新
之
丞
〈
池
田
松
之
助
関
係
者
カ
〉（
二
月
一
日
）、
植
村
千
之
助
〈
表
記
は
専

之
助
、
植
村
権
六
関
係
カ
〉（
二
月
二
日
）、
川
勝
新
太
郎
（
二
月
十
一
日
）、
揖
斐

与
右
衛
門
（
二
月
十
二
日
）、
板
倉
小
次
郎
（
一
月
十
五
日
）、
永
井
兼
之
助
（
二
月

十
八
日
）、
山
本
小
膳
（
二
月
二
十
日
）、
久
世
氏
（
一
月
二
十
日
）、
半
井
氏
〈
代
々
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幕
府
典
薬
頭
〉（
一
月
十
七
日
）、渡
辺
氏
〈
外
記
〉（
二
月
二
十
四
日
）、牧
野
氏
（
二

月
二
十
二
日
）、遠
山
氏
〈
金
四
郎
子
孫
〉（
三
月
一
日
）、伊
沢
氏
〈
力
之
助
〉（
十
二

月
五
日
）、
井
上
筑
後
守
〈
鍵
次
郎
〉（
十
二
月
六
日
）
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
先
述
し

た
西
端
藩
の
知
事
本
多
氏
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
年
ま
で
旗
本
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
以
前
か
ら
の
領
地
で
あ
っ
た
下
総
津
富
浦
村
よ
り
の
通
行
で
あ
っ
た
。

　
旧
領
地
以
外
か
ら
の
訪
問
は
少
な
い
が
、
斎
藤
氏
の
う
ち
の
一
件
、
板
倉
・
半
井
・

久
世
・
山
本
・
牧
野
・
横
山
（
二
件
）
各
氏
の
全
通
行
が
領
主
関
係
に
な
い
通
行
で

あ
り
、
や
は
り
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　
な
お
、
旧
武
家
へ
の
通
行
で
は
あ
る
が
、
当
該
武
家
が
誰
で
あ
る
か
不
明
な
通
行

も
一
七
件
あ
っ
た

（
11
（

。

　
結
果
、
旧
武
家
へ
の
通
行
は
、
旧
藩
関
係
九
九
件
・
旧
旗
本
関
係
二
七
件
・
不
明

一
七
件
、
合
計
一
四
三
件
だ
っ
た
。

　
以
上
の
旧
領
主
訪
問
が
多
か
っ
た
旧
武
家
へ
の
通
行
は
貢
納
と
同
様
の
性
格
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
複
数
人
数
を
と
も
な
っ
た
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
は

　
❸

（
2
）
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
全
一
四
三
件
中
単
独
通
行
が
一
〇
一
件
で
七
一
％

を
占
め
る
が
、
名
主
や
庄
屋
と
い
っ
た
村
役
人
が
通
行
し
た
事
例
は
一
七
件
み
ら
れ

る
。
ま
た
、
女
性
を
伴
っ
た
通
行
も
三
件
（
水
戸
藩
・
二
月
十
三
日
、
紀
州
藩
・
一

月
二
十
六
日
、郡
山
藩
・
二
月
二
日
）
確
認
で
き
る
が
、目
的
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
上
述
の
旧
武
家
関
係
者
の
通
行
と
旧
武
家
を
訪
問
す
る
通
行
の
双
方
を
概
観
す
る

と
、
明
治
に
新
設
さ
れ
た
藩
関
係
の
通
行
が
目
立
っ
て
お
り
、
❸
（
3
）
⑤
で
み
た

開
拓
関
係
通
行
の
事
例
と
合
わ
せ
、
移
行
期
の
街
道
情
勢
を
反
映
し
た
実
態
と
し
て

興
味
深
い
。
特
に
徳
川
宗
家
の
駿
河
府
中
藩
設
立
（
明
治
二
年
に
静
岡
藩
と
改
称
）

に
と
も
な
い
駿
河
か
ら
上
総
・
安
房
へ
移
封
さ
れ
、
新
境
地
を
開
拓
し
て
藩
庁
な
ど

を
新
た
に
建
設
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
藩
を
中
心
に
、
東
京
邸
と
藩
の
在
所
を

往
来
し
て
連
絡
を
密
に
と
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
職
人
や
飛
脚
の
通
行

も
多
く
は
そ
れ
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。「
見
張
帳
」
で
み
ら
れ
る
通
行
と
し

て
は
、
沼
津
藩
か
ら
の
移
封
に
よ
る
新
た
な
菊
間
藩
、
同
様
に
掛
川
藩
か
ら
の
柴
山

藩
（
明
治
三
年
十
月
藩
庁
を
移
し
松
尾
藩
と
な
る
）、
浜
松
藩
か
ら
の
鶴
舞
藩
、
小

島
藩
か
ら
の
桜
井
藩
、
遠
江
相
良
藩
か
ら
の
小
久
保
相
良
藩
、
横
須
賀
藩
か
ら
の
花

房
藩
関
係
が
該
当
す
る
。
戊
辰
戦
争
に
よ
り
長
く
謹
慎
を
強
い
ら
れ
た
会
津
藩
が
明

治
三
年
（
一
八
七
〇
）
一
月
に
陸
奥
国
に
新
た
に
建
設
し
た
斗
南
藩
も
こ
れ
に
準
じ

る
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
慶
応
二
年
に
下
野
高
徳
か
ら
移
っ
た
ば
か
り
の
上
総
曽

我
野
藩
の
通
行
や
、
明
治
二
年
に
国
内
で
先
駆
け
て
廃
藩
し
岩
鼻
県
に
組
み
込
ま
れ

た
旧
上
野
吉
井
藩
領
民
が
旧
領
主
松
平
鉄
丸
を
訪
ね
た
通
行
（
二
月
十
三
日
）、
明

治
三
年
に
近
江
朝
日
山
藩
へ
移
さ
れ
た
旧
山
形
藩
関
係
者
が
通
過
す
る
は
ず
の
な
い

見
張
所
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
旧
領
地
山
形
と
東
京
の
往
復
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
通
行（
二
月
二
日
）な
ど
は
、当
時
の
政
治
状
況
を
生
々
し
く
伝
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
旧
吉
井
藩
の
ほ
か
、
静
岡
藩
所
属
の
旧
旗
本
や
そ
の
他
の
旧
旗
本
関
係
通

行
に
顕
著
に
み
ら
れ
た
旧
領
地
間
と
の
通
行
も
、
領
有
時
代
の
残
務
が
継
続
し
て
い

た
か
、
も
し
く
は
金
銭
貸
借
な
ど
の
関
係
が
実
際
に
は
解
消
で
き
な
か
っ
た
の
か
、

移
行
期
の
実
態
と
し
て
注
目
で
き
る
。

　
　
　
⑩
そ
の
他
の
通
行

　
①
～
⑨
以
外
に
も
少
数
で
は
あ
る
が
目
的
や
身
分
が
確
認
で
き
る
通
行
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
。
力
士
関
係
三
件
（
十
一
月
二
十
八
日
、
同
三
十
日
、
一
月
十
二
日
）

は
、
二
件
が
東
京
本
所
の
横
綱
境
川
浪
右
衛
門
へ
の
上
総
成
東
と
の
往
復
通
行
で
、

一
件
は
詳
細
が
不
明
な｢

明
ヶ
嶽
浪
五
郎｣

が
供
を
五
人
も
従
え
た
通
行
で
あ
っ
た
。

目
的
地
も
目
的
も
不
明
な
「
会
社
」
が
二
件
（
十
二
月
二
日
・
浅
草
開
業
社
、
二
月

十
九
日
・
及
幼
会
社
）
で
、「
門
人
」
二
件
の
詳
細
は
不
明
だ
が
（
二
月
十
二
日
、

同
二
十
七
日
）、
本
所
四
ツ
目
に
あ
っ
た
「
田
口
塾
」
生
の
通
行
二
件
は
上
総
片
貝

村
と
の
往
復
で
あ
っ
た
（
一
月
十
二
日
、
同
二
十
四
日
）。
検
校
・
勾
当
関
係
の
通

行
が
各
一
件
あ
り
、
辻
番
人
・
番
人
・
導
引
も
各
一
件
あ
っ
た
が
、
浅
草
弾
左
衛
門

関
係
通
行
が
二
五
件
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
吉
原
一
一
件
・
新
島
原
三
件
・
神
楽
坂
一

件
・
元
柳
町
二
件
・
浅
草
柳
橋
一
八
件
と
い
う
よ
う
に
、
遊
郭
地
と
の
行
き
来
の
様
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子
を
示
す
通
行
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。

（
4
）目
的
不
明
通
行
の
推
定
目
的

　
　
　

　
　
　
①
人
名
・
屋
号
の
分
析

　❸
（
3
）
で
縷
々
述
べ
て
き
た
目
的
や
通
行
者
の
身
分
が
確
認
で
き
る
通
行
は
、

実
際
に
は
「
見
張
帳
」
記
載
の
全
体
の
約
四
五
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
で
は
そ
れ

以
外
の
約
五
五
％
の
通
行
は
何
を
目
的
と
し
て
い
た
の
か
。
そ
の
不
明
な
部
分
を

担
っ
て
い
た
の
は
東
京
の
町
人
で
あ
る
家
主
や
店
子
と
、
地
方
の
農
村
の
百
姓
や
地

方
都
市
の
町
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
残
り
の
判
断
材
料
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
通

行
人
や
目
的
地
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
人
名
と
、
地
名
で
あ
る
。

　
人
名
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
特
に
目
的
地
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
名
で
は
、
い

く
つ
か
の
名
前
が
何
度
か
出
て
く
る
こ
と
に
気
付
く
。
い
ず
れ
も
東
京
で
、
箱
崎
町

二
丁
目
龍
ヶ
崎
屋
勘
兵
衛
三
五
件
、
小
網
町
三
丁
目
布
川
屋
庄
左
衛
門
一
七
件
、
小

網
町
仲
町
（
史
料
で
は
中
町
と
表
記
）
上
総
屋
太
助
一
二
軒
、
小
網
町
三
丁
目
行
徳

河
岸
八
幡
屋
長
右
衛
門
九
件
、
箱
崎
町
二
丁
目
佐
原
屋
政
左
衛
門
六
件
、
小
網
町
三

丁
目
東
屋
庄
左
衛
門
・
馬
喰
町
一
丁
目
下
総
屋
文
左
衛
門
・
堀
江
町
四
丁
目
上
総
屋

太
兵
衛
各
五
件
、
箱
崎
町
佐
原
屋
政
兵
衛
四
件
、
小
網
町
上
総
屋
太
吉
・
箱
崎
町
佐

原
屋
庄
兵
衛
各
三
件
が
み
ら
れ
る
。

　
そ
こ
へ
向
か
っ
た
通
行
人
を
み
る
と
興
味
深
い
傾
向
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

龍
ヶ
崎
屋
へ
は
常
陸
河
内
郡
龍
ヶ
崎
町
か
ら
の
通
行
が
一
七
件
で
同
じ
常
陸
河
内
郡

か
ら
の
通
行
が
五
件
、
布
川
屋
へ
は
下
総
相
馬
郡
布
川
村
か
ら
一
二
件
と
同
布
佐
村

か
ら
四
件
、
上
総
屋
太
助
へ
は
上
総
か
ら
の
通
行
が
九
件
、
八
幡
屋
へ
は
下
総
相
馬

郡
の
布
川
・
布
佐
村
と
下
総
印
旛
郡
大
森
村
と
い
っ
た
木
下
道
沿
い
の
主
要
な
町
場

か
ら
が
六
件
、佐
原
屋
へ
は
全
て
が
下
総
香
取
郡
佐
原
か
ら
の
通
行
と
い
う
ふ
う
に
、

あ
る
程
度
通
行
者
の
起
点
が
特
定
の
地
域
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し

て
そ
の
接
点
を
示
し
て
い
る
の
が
屋
号
で
あ
る
。

　
龍
ヶ
崎
屋
・
布
川
屋
・
佐
原
屋
・
上
総
屋
は
そ
の
特
定
地
域
が
ど
こ
で
あ
る
の
か

を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、「
八
幡
屋
」
は
「
見
張
所
」
に
隣
接
し
た
木
下
・
佐
倉
道
共

通
の
宿
駅
八
幡
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
よ
っ
て
木
下
道
沿
い
の
町
場
か
ら
来

訪
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
龍
ヶ
崎
屋
に
代
表
さ
れ
る
頻

出
名
は
東
京
に
お
け
る
地
方
か
ら
の
商
品
輸
送
・
商
取
引
の
拠
点
と
な
っ
た
問
屋
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
年
代
の
資
料
で
あ
る
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
「
東

京
市
中
各
種
問
屋
・
組
合
・
仲
買
人
書
上
帳

（
11
（

」
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
名
を
照
合
す

る
と
、
龍
ヶ
崎
屋
・
布
川
屋
は
「
奥
川
船
積
問
屋
」、
上
総
屋
は
い
ず
れ
も
「
舂
米
屋
」

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、屋
号
が
あ
る
程
度
通
行
の
目
安
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

次
に
屋
号
の
検
討
を
し
た
い
。
通
行
者
本
人
に
屋
号
が
あ
る
の
は
四
三
五
件
、
一
日

平
均
約
七
件
、
こ
れ
に
対
し
て
目
的
地
に
屋
号
が
あ
る
の
は
一
五
五
六
件
、
一
日
平

均
約
二
五
件
で
通
行
者
の
約
三
，五
倍
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
二
月
十
九
日
の
み
屋

号
が
あ
る
通
行
者
数
が
屋
号
が
あ
る
目
的
地
数
を
上
回
る
が
、
そ
の
ほ
か
は
全
て
屋

号
が
あ
る
目
的
地
数
が
屋
号
が
あ
る
通
行
者
数
を
上
回
っ
て
い
る
。

　「
見
張
帳
」
№
１
に
収
録
さ
れ
て
い
る
十
一
月
二
十
九
日
と
十
二
月
六
日
の
通
行

記
録
を
合
わ
せ
て
み
る
と
、
通
行
者
に
屋
号
が
あ
る
三
五
件
か
ら
、
商
用
以
外
の
目

的
が
明
確
な
通
行
で
あ
る
参
詣
三
件
を
除
き
、
目
的
地
に
屋
号
が
あ
る
八
一
件
を
加

え
た
、
全
件
一
一
三
件
で
は
、
出
身
地
を
示
す
地
名
と
生
業
や
商
品
名
を
あ
ら
わ
し

た
も
の
が
多
い
こ
と
に
気
付
く
。
地
名
で
は
、「
伊
勢
屋
」「
近
江
屋
」「
堺
屋
」「
越

後
」「
三
河
」
な
ど
商
業
や
行
商
人
の
本
拠
地
と
し
て
著
名
な
地
名
を
冠
し
た
屋
号

が
あ
る
。
ま
た
、
本
項
の
冒
頭
で
述
べ
た
こ
と
と
関
連
し
、
龍
ヶ
崎
の
柳
屋
が
東
京

の
「
龍
ヶ
崎
屋
」
へ
、布
川
村
か
ら
東
京
の
「
布
川
屋
」
へ
、市
原
か
ら
東
京
の
「
市

原
楼
」
へ
そ
れ
ぞ
れ
通
行
し
て
い
る
事
例
か
ら
、
屋
号
が
示
す
出
身
地
＝
起
点
と
東

京
の
拠
点
と
な
っ
た
問
屋
も
し
く
は
出
店
の
間
を
通
行
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
生
業
を
あ
ら
わ
す
屋
号
で
は
木
工
屋
・
仕
立
屋
・
鍛
冶
屋
・
床
屋
が
、
商
品
を

あ
ら
わ
す
屋
号
は
鉄
屋
・
鍋
屋
・
魚
屋
・
米
屋
・
油
屋
・
紙
屋
・
紺
屋
・
瓦
屋
・
扇
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屋
・
足
袋
屋
・
材
木
屋
・
石
屋
・
松
葉
屋
が
あ
っ
た
。

　
屋
号
が
直
接
通
行
者
や
目
的
地
に
上
げ
ら
れ
た
人
物
の
当
時
の
出
身
地
や
生
業
を

あ
ら
わ
し
て
い
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
農
村
部
で
み
ら
れ
る

世
襲
名
や
屋
敷
の
所
在
地
を
あ
ら
わ
す
屋
号
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
、
商
業
と
何
ら

か
の
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
屋
号
が
多
く
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
通
行
の
多

く
が
商
業
活
動
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
の
よ
う
な
屋

号
の
曖
昧
な
部
分
を
補
う
の
が
地
名
で
あ
る
。

　
　
　
②
起
点
・
目
的
地
名
の
分
析

　
前
項
①
で
ま
ず
考
察
し
た
目
的
地
に
複
数
回
数
記
録
さ
れ
て
い
る
人
名
に
つ
い
て

そ
の
所
属
地
名
を
み
る
と
、
小
網
町
・
箱
崎
町
・
馬
喰
町
・
堀
江
町
い
ず
れ
も
東
京

日
本
橋
地
区
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
な
か
で
も
小
網
町
・
箱
崎
町

は
常
総
房
方
面
か
ら
の
舟
運
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
栄
え
た
河
岸
場
で
、
問
屋
が
立

ち
並
ぶ
卸
売
の
商
業
地
区
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
屋
号
に
関
し
て
も
十
一
月
二
十
九
日

の
通
行
を
例
に
み
る
と
、
通
行
者
に
屋
号
が
あ
る
事
例
で
は
、
そ
の
所
属
で
あ
る
起

点
が
東
京
、
宿
場
町
の
下
野
真
間
宿
・
武
蔵
浦
和
宿
・
武
蔵
千
住
宿
・
下
総
酒
々
井

村
・
下
総
千
葉
町
、
水
運
の
拠
点
の
下
総
佐
原
村
・
下
総
銚
子
地
区
・
上
総
木
更
津

村
、
門
前
町
の
常
陸
阿
波
村
、
陣
屋
が
あ
る
在
郷
町
の
常
陸
龍
ヶ
崎
町
、
九
十
九
里

の
漁
村
の
上
総
南
今
泉
村
で
、
い
ず
れ
も
商
業
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
町
村
と
考
え

ら
れ
る
。
う
ち
通
行
目
的
が
明
ら
か
な
の
は
真
間
宿
・
浦
和
宿
か
ら
の
参
詣
二
件
と

千
住
宿
の
売
薬
渡
世
一
件
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
以
外
の
目
的
不
明
通
行
に
つ
い
て
も

右
の
理
由
か
ら
商
用
通
行
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

起
点
・
目
的
地
の
地
名
は
、
屋
号
が
示
す
通
行
目
的
の
判
断
材
料
と
し
て
の
不
備
を

補
完
し
、
通
行
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
有
効
な
手
段
と
な
る
。

　
そ
こ
で
記
録
さ
れ
た
起
点
・
目
的
地
の
地
名
自
体
を
分
析
し
て
み
る
と
、
ま
ず
起

点
に
つ
い
て
は
、「
見
張
所
」
以
西
の
地
域
で
は
東
京
の
町
名
が
多
く
み
ら
れ
る
。

個
別
の
町
名
で
は
浅
草
橋
場
町
が
一
五
件
、
以
下
小
網
町
三
丁
目
一
三
件
、
浅
草
山

谷
町
一
一
件
、
浅
草
聖
天
町
・
深
川
六
間
堀
一
〇
件
、
小
舟
町
九
件
、
馬
喰
町
・
深

川
海
辺
大
工
町
・
浅
草
三
間
町
八
件
、
深
川
仲
町
七
件
、
大
伝
馬
町
・
小
伝
馬
町
・

米
沢
町
・
本
所
相
生
町
・
本
所
茅
場
町
・
浅
草
瓦
町
・
浅
草
駒
形
町
と
続
く
。
ま
た
、

範
囲
を
拡
大
す
る
と
、
浅
草
・
日
本
橋
・
深
川
・
本
所
・
神
田
・
下
谷
の
各
地
区
が

多
く
、
武
蔵
千
住
宿
（
本
宿
・
新
宿
・
掃
部
宿
・
小
塚
原
町
・
中
村
町
）
が
六
〇
件
、

武
蔵
横
浜
地
区
が
一
八
件
と
そ
れ
に
次
い
で
い
る
。
こ
れ
ら
東
京
と
武
蔵
の
起
点
に

対
す
る
目
的
地
の
傾
向
を
み
る
と
、
浅
草
橋
場
町
の
一
五
件
中
一
〇
件
が
成
田
参
詣

へ
の
通
行
で
あ
っ
た
こ
と
に
顕
著
な
よ
う
に
、
浅
草
・
下
谷
・
千
住
各
地
区
か
ら
の

通
行
は
成
田
参
詣
者
の
割
合
が
高
い
（
千
住
宿
か
ら
の
通
行
は
六
〇
件
中
四
二
件
が

成
田
新
勝
寺
へ
、
二
件
が
中
山
法
華
経
寺
へ
、
そ
の
他
一
件
も
千
葉
の
寺
院
へ
の
参

詣
）。
一
方
、
小
網
町
三
丁
目
か
ら
の
通
行
者
の
目
的
地
は
、
宿
場
町
の
下
総
船
橋
・

上
総
八
幡
宿
、
水
運
の
拠
点
で
あ
っ
た
下
総
小
見
川
村
・
上
総
木
更
津
村
・
常
陸
江

戸
崎
村
・
下
総
銚
子
地
区
と
い
っ
た
在
郷
町
が
大
方
を
占
め
て
い
る
。
同
じ
日
本
橋

地
区
お
よ
び
神
田
・
深
川
・
本
所
地
区
で
も
参
詣
通
行
の
数
は
一
・
二
件
程
度
と
少

な
い
。

　「
見
張
所
」
以
東
か
ら
の
通
行
の
起
点
と
し
て
多
く
み
ら
れ
る
の
は
、
下
総
国
で

は
布
川
村
六
三
件
、
佐
原
村
五
九
件
、
木
下
河
岸
三
〇
件
、
安
食
村
二
六
件
、
佐
倉

町
二
五
件
、
布
鎌
新
田
二
四
件
、
布
佐
村
一
九
件
、
八
日
市
場
村
・
印
旛
郡
小
林
村

一
四
件
（
印
旛
沼
周
辺
に
新
田
あ
り
）、
千
葉
町
一
二
件
、
臼
井
宿
一
一
件
、
大
森

宿
一
〇
件
、
多
古
村
・
大
多
喜
町
・
竜
腹
寺
村
七
件
、
押
砂
新
田
（
布
鎌
村
の
う

ち
）・
神
崎
村
・
検
見
川
村
・
曽
我
野
村
六
件
、
上
総
国
で
は
茂
原
村
二
七
件
、
東

金
町
二
六
件
、
一
ツ
松
村
一
三
件
、
片
貝
村
・
長
南
宿
一
一
件
、
木
更
津
村
一
〇
件
、

一
之
宮
（
本
郷
村
の
通
称
）
九
件
、鶴
舞
（
開
拓
地
で
明
治
五
年
よ
り
村
立
）
八
件
、

成
東
村
七
件
、
姉
ヶ
崎
村
六
件
、
常
陸
国
で
は
龍
ヶ
崎
町
六
四
件
、
大
徳
村
二
三
件
、

江
戸
崎
村
一
八
件
、
潮
来
村
一
一
件
、
銚
子
地
区
か
ら
一
〇
四
件
で
あ
る
。
や
は
り

宿
駅
、
旧
城
下
町
や
陣
屋
地
、
門
前
町
、
水
運
の
拠
点
な
ど
の
在
郷
町
や
有
数
の
漁

村
、
大
規
模
な
新
田
村
が
目
立
ち
、
そ
こ
か
ら
移
動
し
た
人
が
多
か
っ
た
こ
と
を
意
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味
す
る
。
目
的
で
は
、
東
京
金
比
羅
社
・
同
浅
草
観
音
・
同
谷
中
天
王
寺
・
同
王
子

稲
荷
・
武
蔵
堀
之
内
妙
法
寺
・
同
三
峯
神
社
・
同
西
新
井
大
師
・
同
川
崎
大
師
・
伊

勢
神
宮
へ
の
参
詣
が
龍
ヶ
崎
町
か
ら
六
件
、
安
食
村
か
ら
五
件
、
布
鎌
新
田
村
・
大

徳
村
・
銚
子
地
区
か
ら
各
二
件
、
佐
原
村
・
八
日
市
場
村
・
小
林
村
・
竜
腹
寺
村
・

押
砂
村
・
臼
井
宿
・
一
之
宮
・
茂
原
村
・
多
古
村
か
ら
各
一
件
、
浅
草
御
蔵
な
ど
へ

の
貢
納
が
片
貝
村
・
銚
子
高
田
村
・
布
佐
村
か
ら
各
一
件
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の

目
的
不
明
通
行
の
大
方
は
東
京
の
各
町
を
目
指
し
通
行
し
て
い
た
。

　
次
に
目
的
地
名
に
つ
い
て
「
見
張
所
」
以
西
を
み
る
と
、
東
京
が
一
五
三
八
件

を
占
め
圧
倒
的
に
多
く
、
な
か
で
も
日
本
橋
地
区
が
六
七
一
件
で
群
を
抜
い
て
い

る
。
先
に
ふ
れ
た
小
網
町
三
丁
目
が
一
五
四
件
、
同
じ
小
網
町
の
一
・
二
丁
目
合
計

が
一
四
四
件
、
以
下
馬
喰
町
一
一
八
件
、
箱
崎
町
六
六
件
、
横
山
町
二
四
件
、
小
舟

町
一
六
件
、
本
町
・
江
戸
橋
一
二
件
、
小
伝
馬
町
・
本
石
町
九
件
、
堀
留
八
件
、
室

町
・
大
門
通
六
件
。
次
い
で
一
七
六
件
の
浅
草
地
区
で
は
下
谷
・
柳
橋
一
八
件
、
御

蔵
前
一
四
件
、
代
地
・
茅
町
九
件
、
田
原
町
八
件
、
三
筋
町
六
件
。
一
五
〇
件
の
本

所
地
区
で
は
二
ツ
目
一
三
件
、
柳
原
町
・
領
国
一
一
件
、
四
ツ
目
一
〇
件
、
菊
川
町
・

相
生
町
七
件
、
五
ツ
目
・
石
原
町
六
件
。
一
〇
二
件
の
神
田
地
区
で
は
小
川
町
一
〇

件
、
佐
久
間
町
九
件
、
小
柳
町
八
件
、
須
田
町
六
件
。
八
八
件
の
深
川
地
区
で
は
森

下
町
九
件
、
海
辺
大
工
町
六
件
。
六
六
件
の
霊
岸
島
で
は
四
日
市
町
四
四
件
。
こ
れ

に
武
蔵
横
浜
地
区
が
五
七
件
、
千
住
地
区
が
二
四
件
、
越
谷
宿
が
九
件
と
続
く
。
小

網
町
・
箱
崎
町
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
通
り
東
京
に
お
け
る
常
総
方
面
か
ら
の
物

資
水
運
の
拠
点
で
、
浅
草
御
蔵
前
は
貢
納
通
行
の
目
的
地
、
本
所
四
ツ
目
に
は
常
総

方
面
か
ら
の
蔬
菜
類
を
扱
う
青
物
市
場
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
町
は
「
見
張
所
」
以

東
か
ら
の
通
行
者
の
受
け
入
れ
先
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
た
め
常
総
方
面
か

ら
の
拠
点
地
の
数
値
が
高
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
「
見
張
所
」
以
東
の
頻
出
す
る
目
的
地
名
を
み
る
。
右
記
と
は
逆
に
東

京
・
武
蔵
方
面
か
ら
の
通
行
者
の
受
け
入
れ
先
と
考
え
ら
れ
、
成
田
・
中
山
な
ど
の

参
詣
地
以
外
で
は
、
下
総
船
橋
宿
が
圧
倒
的
に
多
く
一
二
九
件
で
あ
っ
た
。
以
下
、

下
総
銚
子
地
区
九
五
件
、
下
総
佐
原
四
〇
件
、
下
総
木
下
河
岸
三
〇
件
、
下
総
佐
倉

町
二
七
件
、
下
総
布
佐
村
二
一
件
（
ほ
か
に
起
点
国
名
不
記
の
八
件
あ
り
）、
上
総

八
幡
宿
一
七
件
、
上
総
東
金
町
一
六
件
、
下
総
千
葉
町
・
常
陸
龍
ヶ
崎
町
各
一
五
件
、

下
総
松
戸
宿
・
上
総
一
宮
各
一
四
件
、
下
総
行
徳
河
岸
・
上
総
九
十
九
里
地
区
・
常

陸
鹿
島
（
宮
中
村
）
各
一
二
件
、
上
総
大
多
喜
町
・
上
総
茂
原
村
各
一
一
件
、
下
総

浜
野
宿
一
〇
件
、
下
総
海
神
村
・
上
総
大
網
宿
・
上
総
菊
間
村
各
九
件
、
下
総
曽
我

野
村
・
上
総
一
ツ
松
村
各
八
件
、
上
総
勝
浦
村
七
件
、
上
総
木
更
津
村
・
下
総
鎌
ヶ

谷
宿
各
六
件
と
な
っ
て
い
る
。
先
述
の
「
見
張
所
」
以
東
の
通
行
者
起
点
同
様
、
い

ず
れ
も
宿
駅
、
旧
城
下
町
や
陣
屋
地
、
門
前
町
、
水
運
の
拠
点
な
ど
の
在
郷
町
や
有

数
の
漁
場
で
あ
っ
た
が
、
若
干
の
傾
向
と
し
て
こ
ち
ら
の
方
が
商
業
地
と
し
て
の
規

模
が
小
さ
い
村
町
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

　
こ
の
数
値
の
上
位
地
の
通
行
者
の
起
点
傾
向
を
み
る
と
、
船
橋
へ
は
東
京
の
浅
草

地
区
か
ら
が
最
も
多
く
一
二
件
で
、
下
谷
か
ら
も
五
件
あ
り
、
以
下
、
本
所
地
区

一
〇
件
、
日
本
橋
地
区
七
件
、
深
川
・
神
田
各
地
区
か
ら
六
件
ず
つ
、
葛
西
の
村
か

ら
五
件
、
横
浜
か
ら
四
件
、
ま
た
下
総
の
村
か
ら
一
二
件
、
武
蔵
の
村
か
ら
八
件
の

訪
問
も
あ
り
、
遠
く
は
越
後
・
越
中
・
加
賀
か
ら
も
来
訪
が
あ
っ
た
。
船
橋
宿
に
つ

い
て
は
❸
（
3
）
②
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
築
造

さ
れ
た
同
宿
意
富
比
神
社
（
通
称
船
橋
大
神
宮
）
の
石
垣
に
は
、
江
戸
の
人
と
と
も

に
多
く
の
横
浜
の
人
が
寄
附
を
し
て
お
り

（
11
（

、
東
京
浅
草
や
横
浜
か
ら
の
通
行
が
あ
っ

た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
銚
子
地
区
へ
は
日
本
橋
各
町
か
ら
の
通
行
が
一
七
件
、

以
下
、
深
川
地
区
九
件
、
本
所
・
浅
草
各
地
区
か
ら
六
件
、
佐
原
へ
は
深
川
地
区
か

ら
七
件
で
、ほ
か
の
町
村
へ
は
各
地
か
ら
の
訪
問
が
分
散
し
た
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
、「
見
張
所
」
を
境
に
そ
の
以
西
・
以
東
に
分
け
て
起
点
地
名
と
目
的
地
名

を
分
析
し
た
が
、
い
ず
れ
か
ら
も
目
的
不
明
通
行
の
多
く
が
商
業
通
行
で
あ
っ
た
可

能
性
が
結
果
と
し
て
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　
か
つ
て
旅
の
研
究
は
国
家
構
造
論
を
否
定
す
る
指
標
と
し
て
進
め
ら
れ
た
が
、
そ

れ
ら
は
主
に
非
日
常
の
行
為
と
し
て
記
録
に
残
さ
れ
た
旅
の
遊
山
の
側
面
に
限
定
し

た
議
論
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
遊
山
を
含
め
た
私
用
・
公
用
・
商
用
、

長
距
離
・
短
距
離
の
移
動
の
多
く
は
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
の
変
革
期
に
お
い
て
も
、

政
治
体
制
に
規
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、む
し
ろ
旧
体
制
を
ひ
き
ず
っ
た
か
た
ち
で
、

日
常
的
な
農
事
暦
や
商
業
活
動
と
い
っ
た
生
活
習
慣
、
社
会
構
造
に
も
と
づ
い
て
営

ま
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
む
し
ろ
自
ら
記
録
を
残
さ
な
か
っ
た
移
動
に
よ
り
顕
著

に
み
ら
れ
る
。
こ
こ
ま
で
の
「
見
張
帳
」
の
分
析
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
結
果
の
な
か

に
は
、
傾
向
と
し
て
既
に
述
べ
ら
れ
て
き
た
事
項
も
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
そ

れ
を
実
態
と
し
て
提
示
で
き
る
情
報
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
当
該
史
料
の
価
値
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
新
た
に
提
示
で
き
た
事
実
も
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
明
治
三
～
四
年
に
見
張
所
で
み
た
実
際
の
通
行
の
様
子
を
あ
る
程
度
復

元
で
き
る
こ
と
も
当
該
史
料
の
優
れ
た
点
で
あ
ろ
う
。
記
録
日
六
三
日
、
通
行
件
数

五
二
七
二
件
、
通
行
人
数
八
四
一
八
人
強
で
、
一
日
平
均
約
八
四
件
、
一
三
四
人
の

通
行
が
あ
っ
た
。
目
的
が
明
記
さ
れ
た
通
行
の
う
ち
最
も
多
か
っ
た
参
詣
は
全
体
と

し
て
一
三
五
七
件
、
三
〇
二
八
人
で
、
一
日
平
均
二
一
件
、
四
八
人
、
な
か
で
も
成

田
山
新
勝
寺
へ
の
参
詣
は
全
九
六
五
件
で
一
日
平
均
一
五
件
だ
っ
た
。
こ
の
ほ
と
ん

ど
が
百
姓
身
分
で
あ
っ
た
が
、
他
の
身
分
の
一
日
平
均
の
通
行
は
、
全
一
一
五
件
の

宗
教
者
が
平
均
約
一
，八
件
、
全
七
件
の
旧
宮
家
・
公
家
は
平
均
〇
，一
件
、
全
三
九

件
の
官
吏
は
平
均
〇
，六
件
、
全
六
五
件
の
技
術
者
は
平
均
一
件
、
全
一
八
九
件
の

旧
武
家
は
計
二
二
六
人
・
平
均
三
件
・
四
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
以
外
の
過

半
数
に
お
よ
ぶ
目
的
不
明
通
行
の
多
く
は
商
用
通
行
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と

も
判
明
し
た
。
よ
っ
て
、
今
後
は
そ
れ
ら
の
商
用
通
行
の
解
明
が
旅
の
新
た
な
側
面

を
提
示
す
る
鍵
と
も
な
ろ
う
。
見
張
所
が
設
置
さ
れ
た
場
所
に
よ
っ
て
通
行
に
偏
り

が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
鬼
越
村
の
見
張
所
は
中
山
法
華
経
寺
に
近
く
成
田
新
勝

寺
へ
向
か
う
道
の
途
中
に
あ
る
た
め
必
然
的
に
そ
こ
へ
の
通
行
者
が
多
く
、
他
の
社

寺
へ
の
通
行
者
は
少
な
い
。
維
新
翌
年
に
開
発
が
開
始
さ
れ
た
下
総
牧
も
間
近
で
、

そ
の
た
め
に
関
係
者
の
通
行
も
多
く
み
ら
れ
る
。
脇
往
還
の
交
通
量
は
五
街
道
に
比

べ
格
段
に
少
な
い
。
し
か
し
、
狭
い
画
面
に
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
錦
絵
で
は
な
い
、

こ
れ
が
通
行
の
実
態
な
の
で
あ
る
。

　
一
方
、「
見
張
帳
」
の
表
記
は
誤
り
が
多
い
。
当
て
字
の
多
さ
に
は
驚
く
ば
か
り

だ
が
、
こ
れ
は
通
行
者
の
口
頭
に
よ
る
申
告
を
そ
の
ま
ま
記
録
し
て
い
た
可
能
性
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
。
当
て
字
は
記
録
の
判
断
に
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
が
、
逆
に

当
時
の
地
名
の
読
み
方
を
伝
え
る
と
い
う
効
果
が
あ
り
、
例
え
ば
常
陸
国
新
治
郡
は

「
し
ん
じ
ぐ
ん
」「
に
い
は
り
ぐ
ん
」
両
方
の
読
み
が
通
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
（
11
（

。
反
対
に
、
稀
な
こ
と
だ
が
形
象
が
類
似
し
た
誤
表
記
が
あ
り

（
11
（

、
そ
れ
は
通
行
者

が
掲
示
も
し
く
は
提
出
し
た
も
の
を
み
て
記
録
し
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。ま
た
、

旧
武
家
の
通
行
記
録
に
多
い
事
例
と
し
て
、【
写
真
（
】
の
よ
う
に
そ
こ
だ
け
前
後

と
筆
跡
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
通
行
者
自
身
に
直
に
記
入
さ
せ
た
こ

と
を
想
起
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
近
隣
地
域
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
郡
名
を
間
違
え
て
い

る
場
合
も
あ
り
、
記
録
者
が
見
張
所
付
九
村
の
居
住
者
で
は
な
く
雇
い
番
人
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
を
抱
か
せ
る

（
11
（

。
こ
れ
ら
の
実
態
を
踏
ま
え
る
と
、
従
来

指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
見
張
所
設
置
に
よ
る
治
安
維
持
効
果
は
、
実
際
に
は
地
元

で
期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
合
わ
せ
て
、
史
料
が
作
成
さ
れ
た
時
期
を
反
映
し
て
、
少
数
な
が
ら
近
世
か
ら
近

代
へ
の
移
行
期
の
問
題
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。
神
仏
分
離
令
の
発
令
に
始
ま
る
宗

教
制
度
の
変
革
期
の
寺
社
関
係
者
の
通
行
や
、
領
地
を
失
っ
た
直
後
の
大
名
や
旗
本

と
旧
領
地
と
の
間
の
往
来
が
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
、
武
家
身
分
を
失
っ
た
「
窮
民
」

に
よ
る
常
総
開
発
で
は
「
授
産
所
」
以
外
の
東
京
の
住
人
や
職
人
・
宗
教
者
が
頻
繁

に
往
来
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
加
え
て
、「
見
張
帳
」
の
分
析
に
よ
っ
て
通
行
以
外
の
東
京
の
町
方
経
営
な
ど
の

社
会
構
造
を
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
❸
（
4
）
②
の
通
行
に
か
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か
わ
る
地
名
の
分
析
で
は
、「
見
張
所
」
以
東
の
通
行
者
自
身
が
活
発
に
移
動
し
た

起
点
地
名
と
、
東
京
の
町
か
ら
訪
問
し
た
「
見
張
所
」
以
東
の
目
的
地
名
は
必
ず
し

も
重
な
っ
て
は
い
な
い
こ
と
か
ら
、
互
い
に
往
来
す
る
取
引
形
態
で
は
な
か
っ
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
重
な
っ
て
い
る
佐
原
・
佐
倉
・
布
佐
・
千
葉
・
大
多

喜
・
曽
我
野
・
茂
原
・
東
金
・
木
更
津
・
一
之
宮
・
龍
ヶ
崎
・
一
ツ
松
村
・
銚
子
地

区
は
、
逆
に
出
入
が
同
等
程
度
あ
る
町
村
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
点
は
地
方
の
都

市
の
一
つ
の
要
素
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
陸
奥
国
・
出
羽
国
改
変
に
よ
る｢

陸
中｣

「
陸

前
」「
磐
城
」「
岩
代
」「
羽
前
」「
羽
後
」
表
記
に
加
え
、
明
治
二
年
前
後
に
は
旧
武

家
屋
敷
地
公
収
に
よ
る
東
京
の
町
編
改
革
や
地
方
の
旧
城
下
・
陣
屋
地
の
改
編
が
あ

り
、
新
た
に
誕
生
し
た
町
が
多
か
っ
た
が
、「
見
張
帳
」
で
は
「
東
亰
」
を
は
じ
め

と
す
る
そ
れ
ら
の
新
町
名
を
随
所
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
正
式
に
町

が
起
立
す
る
以
前
か
ら
既
に
新
町
名
が
通
用
さ
れ
て
い
た
実
態
も
う
か
が
わ
れ

（
11
（

、「
平

成
の
大
合
併
」
な
ら
ぬ
人
々
の
混
乱
の
状
況
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
で
は
、
ほ
か
の
見
張
所
で
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
実
は
❶
で
紹
介
し
た
下
妙
典
村

の
見
張
所
で
作
成
さ
れ
た
「
見
張
帳
」
が
一
点
残
さ
れ
て
い
る

（
1（
（

。
通
行
全
五
六
件
の

記
録
の
た
め
鬼
越
村
の
見
張
所
並
の
分
析
は
困
難
で
あ
る
が
、
可
能
な
限
り
比
較
を

試
み
た
い
。
ま
ず
、
記
録
日
が
不
明
だ
が
、
記
録
中
の
月
日
表
記
に
よ
っ
て
明
治
三

年
十
二
月
九
～
十
五
日
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は

ち
ょ
う
ど
鬼
越
村
の
「
見
張
帳
」
の
記
録
が
欠
落
し
て
い
る
期
間
に
あ
た
る
。【
写

【写真5】　松澤家文書M②27より

【写真6③】　岩田家文書 M4より 表記の様子

【写真6②】
岩田家文書 M4より 裏表紙

【写真6①】
岩田家文書 M4より 表紙
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（
（
）　
市
立
市
川
歴
史
博
物
館
『
市
内
所
蔵
史
料
目
録
』
一
（
一
九
八
四
年
）
掲
載
の
松
澤
家
文
書

Ｍ
②
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
～
（9
史
料
を
言
う
。

（
（
）　
拙
稿
（
講
演
録
）「
人
は
何
故
旅
す
る
の
か
―
明
治
三
年
の
通
行
者
記
録
か
ら
―
」（『
鎌
ヶ

谷
市
史
研
究
』
二
一
、二
〇
〇
八
年
）。

（
（
）　
拙
稿
「
近
世
・
近
代
移
行
期
の
陸
上
交
通
史
―
研
究
動
向
と
庶
民
資
料
に
み
る
課
題
」（『
交

通
史
研
究
』
五
六
、二
〇
〇
五
年
）。

（
（
）　
主
に
渡
邊
和
敏
・
山
本
光
正
・
前
田
淑
・
柴
桂
子
・
櫻
井
邦
夫
各
氏
に
よ
る
一
連
の
成
果
が

あ
げ
ら
れ
る
。

（
（
）　『
金
町
松
戸
関
所
関
係
文
書
』（
葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
、
一
九
九
三
年
）、『
関
所
手

形
』（
新
居
関
所
資
料
館
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
。

（
（
）　
佐
藤
宏
之
「
四
日
市
宿
清
水
本
陣
休
泊
帳
の
概
要
と
分
析
」（
大
石
学
編
『
東
海
道
四
日
市

宿
本
陣
の
基
礎
的
研
究
』
岩
田
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
。

（
（
）　
前
掲
（
（
）
に
同
じ
。

（
（
）　
前
掲
（
（
）
に
同
じ
。

（
9
）　
前
掲
（
（
）
拙
稿
で
は
鎌
ケ
谷
村
の
見
張
所
の
設
置
は
確
認
で
き
な
い
と
し
て
い
た
が
、
後

日『
船
橋
市
史
史
料
編
』四
下（
船
橋
市
、一
九
九
五
年
）五
〇
号
史
料
の
文
久
弐
戌
年
四
月「
見

張
所
諸
入
用
取
調
書
上
帳
控
」
に
よ
り
文
久
元
年
六
月
十
五
日
～
翌
年
四
月
二
十
六
日
に
そ
の

設
置
が
確
認
で
き
、
や
は
り
諸
経
費
に
は
紙
・
墨
・
筆
代
は
書
き
上
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

（
（0
）　
後
日
文
久
二
年
に
船
橋
宿
に
も
「
見
張
所
」
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
同
所

で
は
紙
・
墨
・
筆
代
が
費
用
と
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
（
前
掲
（
9
）『
船
橋
市
史
史
料
編
』

四
下
二
六
号
史
料
の
文
久
二
戌
年
三
月
吉
日
「（
船
橋
宿
）
見
張
所
仕
法
帳
」、
同
二
七
号
史
料

の
文
久
二
戌
年
三
月
吉
日
「（
船
橋
宿
）
見
張
所
諸
入
用
割
合
帳
」）、
明
治
三
年
見
張
所
と
の

連
続
性
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
（（
）　「
郡
内
割
見
張
所
入
用
当
座
内
割
帳
」「
夜
回
リ
人
足
一
件
并
見
張
所
諸
入
用
割
合
帳
」（
前

掲
（
（
）
市
立
市
川
歴
史
博
物
館
『
市
内
所
蔵
史
料
目
録
』
一
、
岩
田
家
文
書
Ｂ
（9
・
（0
）。

（
（（
）　
安
政
三
辰
年
十
月
十
四
日
「
行
徳
領
三
拾
三
ケ
村
役
人
名
前
書
控
」（『
市
川
市
史
』
六
上
の

三
六
号
史
料
、
市
川
市
、
一
九
七
二
年
）。

（
（（
）　「
幕
末
に
お
け
る
江
戸
周
辺
の
関
門
」（『
法
政
史
論
』
三
、一
九
七
六
年
）。

（
（（
）　
酉
八
月
四
日
「
本
行
徳
村
見
張
番
日
割
」（
前
掲
（
（（
）
岩
田
家
文
書
Ｂ
（（
）。

註

真
（
】
の
通
り
形
状
・
法
量
は
鬼
越
村
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
横
丁
形
式
で
あ
る
。

決
定
的
に
異
な
る
の
は
、
裏
表
紙
の
記
載
に
み
え
る
よ
う
に
、
鬼
越
村
の
見
張
所
が

葛
飾
県
管
轄
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
下
妙
典
村
の
見
張
所
は
小
菅
県
管
轄
で
あ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
見
張
所
設
置
が
葛
飾
県
に
限
ら
れ
た
政
策
で
は
な

か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
し
、
葛
飾
県
の
場
合
と
同
様
に
小
菅
県
が
見
張
所

設
置
を
指
示
し
た
文
書
も
み
つ
か
っ
て
は
い
な
い
。

　
こ
の
内
容
を
末
尾
の
【
下
妙
典
村
見
張
所
見
張
帳
記
載
内
容
一
覧
表
】
に
よ
っ
て

み
る
と
、
通
行
者
の
行
動
範
囲
に
つ
い
て
は
目
的
地
名
の
記
録
が
少
な
く
、
記
録
の

あ
る
一
一
件
に
関
し
て
み
れ
ば
東
京
と
上
総
・
下
総
間
の
通
行
に
な
っ
て
い
る
。
同

行
者
数
で
は
東
京
霊
岸
島
堀
町
・
下
総
船
橋
猟
師
町
間
を
二
二
人
の
集
団
で
通
行
し

て
い
る
事
例
が
一
件
あ
る
が
、
そ
の
目
的
は
不
明
で
あ
る
。
通
行
内
容
に
つ
い
て
み

る
と
、
目
的
が
明
記
さ
れ
て
い
る
通
行
は
上
総
長
南
宿
か
ら
東
京
小
網
町
上
総
屋
太

助
へ
売
用
で
通
行
し
た
一
件
の
み
で
あ
る
が
、
上
総
屋
太
助
は
鬼
越
村
の
見
張
所
で

も
確
認
で
き
た
東
京
小
網
町
仲
町
の
舂
米
屋
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
鬼
越
村
の
見

張
所
で
み
ら
れ
た
上
総
屋
太
助
へ
の
通
行
も
「
売
用
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
定
す
る
。

身
分
構
成
で
は
、
百
姓
と
明
記
さ
れ
て
い
る
通
行
者
が
一
一
件
、
日
本
橋
小
田
原
町

の
納
豆
屋
、
日
本
橋
小
網
町
の
飛
脚
、
常
陸
の
神
主
、
武
蔵
堀
之
内
村
の
僧
、
そ
れ

に
旧
武
家
の
人
吉
藩
（
肥
後
）・
金
沢
藩
（
加
賀
）・
菊
間
藩
（
上
総
）・
柴
山
藩
（
上
総
、

明
治
四
年
一
月
に
松
尾
藩
に
改
称
）
の
関
係
者
の
通
行
が
あ
っ
た
。
起
点
・
目
的
地

名
に
み
え
る
特
徴
は
船
橋
が
頻
出
し
て
い
る
こ
と
で
、
七
件
が
確
認
で
き
る
。
た
だ

し
、
鬼
越
・
下
妙
典
両
村
か
ら
船
橋
宿
へ
の
距
離
は
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
、
理
由
は
不

明
で
あ
る
。

　
記
録
時
期
が
同
じ
で
距
離
も
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
二
施
設
の
比
較
の
結
果
は
右

の
通
り
で
あ
っ
た
。
通
行
の
大
概
の
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
が
、
両
者
を
つ
き
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
「
見
張
所
」
が
県
レ
ベ
ル
よ
り
上
の
意
志
を
受
け
て
統
一
的
に
設

置
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
や
、「
上
総
屋
」
の
通
行
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う

に
不
明
通
行
の
目
的
が
確
定
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、「
見
張
所
」
の
設
置
位

置
の
違
い
に
よ
り
起
点
・
目
的
地
に
変
化
が
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
な
ど
の
成
果
が

あ
っ
た
。
今
後
さ
ら
に
他
の
見
張
所
に
関
す
る
史
料
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。
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（
（（
）　
前
掲
（
（
）
松
澤
家
文
書
Ｍ
②
５
の
合
綴
の
う
ち
の
一
冊
で
便
宜
上
ｂ
と
し
た
冊
は
、
表
紙

が
明
治
四
年
正
月
十
八
日
と
な
っ
て
い
る
が
、
書
き
は
じ
め
の
月
日
は
正
月
十
九
日
で
あ
る
。

（
（（
）　
前
掲
（
（
）
松
澤
家
文
書
Ｍ
②
（（
は
鬼
越
村
が
当
番
の
記
録
で
あ
る
が
、
正
月
十
一
日
の
次

に
翌
十
二
日
、
さ
ら
に
同
月
二
十
五
日
の
次
に
翌
二
十
六
日
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）　
前
掲
（
（（
）
に
同
じ
。

（
（（
）　
拙
稿
「
中
山
村
法
華
経
寺
門
前
助
兵
衛
の
慶
応
元
年
身
延
道
中
記
」（『
市
立
市
川
歴
史
博
物

館
年
報
』
一
八
、二
〇
〇
一
年
）
に
お
い
て
、
法
華
経
寺
門
前
の
日
蓮
宗
信
者
が
総
本
山
身
延

山
久
遠
寺
へ
の
道
中
多
く
の
日
蓮
宗
寺
院
を
参
拝
し
て
い
た
様
子
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
（9
）　｢
武
家
屋
敷
の
神
仏
公
開
と
都
市
社
会｣

『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
〇
三
号

（
二
〇
〇
三
年
）。

（
（0
）　『
船
橋
市
史
前
篇
』（
船
橋
市
役
所
、一
九
五
九
年
）
三
三
三
頁
で
は
、明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

に
相
模
藤
沢
宿
の
医
師
小
川
泰
堂
が
訪
れ
た
際
の
紀
行
文
「
観
海
漫
録
」
に
「
市
場
に
て
い
と

賑
は
し
」
と
記
し
て
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）　『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

　
茨
城
県
』（
一
九
八
三
年
、
角
川
書
店
）「
い
ぎ
り
む
ら
」「
い
ぎ

り
ぼ
り
」
の
項
。

（
（（
）　
北
原
糸
子
「
明
治
初
期
窮
民
授
産
史
―
都
市
窮
民
対
策
の
展
開
―
」（『
三
井
文
庫
論
叢
』

九
、一
九
七
五
年
）、
同｢

明
治
初
年
東
京
府
に
お
け
る
窮
民
授
産
」（
和
歌
森
太
郎
先
生
還
暦

記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
『
明
治
国
家
の
展
開
と
民
衆
生
活
』
一
九
七
五
年
、
弘
文
堂
）、
同

『
都
市
と
貧
困
の
社
会
史
』
一
九
九
五
年
、
吉
川
弘
文
館
）、
天
下
井
恵
「
開
墾
局
仮
役
所
及
び

初
富
会
社
（
授
産
方
）」（『
鎌
ヶ
谷
市
史
研
究
』
三
、一
九
八
九
年
）、
同
「
下
総
牧
開
墾
を
め

ぐ
る
人
物
像
」（
同
上
一
四
、二
〇
〇
一
年
）。

（
（（
）　『
鎌
ヶ
谷
市
史
』
資
料
編
近
現
代
一
（
一
九
九
五
年
、
鎌
ヶ
谷
市
）
三
〇
五
・
三
〇
六
・
三
一

〇
・
三
一
五
・
三
二
五
・
三
二
七
・
三
四
六
号
史
料
。

（
（（
）　
天
下
井
恵
「
初
富
開
墾
人
友
七
の
生
涯
」（『
鎌
ヶ
谷
市
史
研
究
』
一
〇
、一
九
九
六
年
）。

（
（（
）　『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

　
千
葉
県
』（
一
九
八
四
年
、角
川
書
店
）「
の
う
ま
ん
む
ら｣

の
項
。

（
（（
）　『
国
史
大
辞
典
』
九
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）「
た
る
ひ
と
し
ん
の
う
」
の
項
。

（
（（
）　『
習
志
野
市
史
』
一
（
習
志
野
市
役
所
、
一
九
九
五
年
）
七
四
〇
～
七
四
三
頁
。

（
（（
）　
通
行
の
多
か
っ
た
順
に
、佐
倉
藩
（
十
一
月
二
十
七
日
、
十
二
月
四
日
、
一
月
十
二
日
、
同

十
三
日
、
同
十
九
日
、
同
二
十
五
日
、
同
二
十
六
日
、
二
月
二
日
、
同
五
日
、
同
七
日
、
同
八

日
、
同
十
七
日
、
同
二
十
六
日
、
同
二
十
七
日
、
同
三
十
日
）、
静
岡
藩
（
十
一
月
二
十
八
日
、

同
二
十
九
日
、
十
二
月
二
日
・
三
件
、
一
月
十
一
日
、
同
二
十
日
、
同
三
十
日
、
二
月
三
日
、

同
八
日
、
同
十
一
日
、
同
十
二
日
、
同
二
十
七
日
、
同
三
十
日
）、
淀
藩
（
十
一
月
二
十
七

日
、
同
二
十
八
日
、
十
二
月
四
日
・
二
件
、
同
五
日
、
一
月
十
二
日
、
同
二
十
日
・
三
件
、
同

二
十
二
日
、
同
二
十
四
日
、
同
二
月
四
日
、
三
月
）、
水
戸
藩
（
十
二
月
二
日
、
一
月
十
二
日
、

同
二
十
五
日
・
二
件
、
同
二
十
七
日
、
二
月
五
日
、
同
六
日
、
同
八
日
・
二
件
、
同
二
十
三
日
、

同
二
十
七
日
）、
岩
槻
藩
（
一
月
十
二
日
、
同
二
十
一
日
、
同
二
十
八
日
、
二
月
二
日
、
同
八

日
・
二
件
、
同
十
九
日
以
前
、
同
二
十
一
か
二
十
八
日
、
同
二
十
四
日
）、
松
尾
藩
（
十
二
月

三
日
、
一
月
二
十
二
日
、
同
二
十
五
日
、
二
月
二
日
、
同
三
日
、
同
五
日
、
二
月
二
十
三
日
）、

高
岡
藩
（
十
二
月
二
日
、
同
五
日
、
一
月
十
七
日
、
同
二
十
四
日
、
二
月
十
四
日
、
同
二
十
五

日
）、
菊
間
藩
（
十
一
月
二
十
九
日
、
一
月
十
四
日
・
二
件
、
同
二
十
四
日
、
同
二
十
五
日
、

二
月
十
六
日
）、
曽
我
野
藩
（
十
二
月
二
日
、
一
月
十
二
日
、
同
十
三
日
、
同
十
五
日
、
二
月

二
日
）、
小
見
川
藩
（
十
一
月
二
十
八
日
、
同
二
十
九
日
、
十
二
月
一
日
・
二
件
、
二
月
三
日
）、

麻
生
藩
（
十
一
月
二
十
七
日
、
十
二
月
二
日
、
一
月
十
一
日
、
二
月
五
日
、
同
九
日
）、
前
橋

藩
（
一
月
二
十
四
日
、同
二
十
五
日
、二
月
八
日
、同
二
十
三
日
、三
月
二
日
）、結
城
藩
（
十
一

月
二
十
九
日
、
十
二
月
二
日
、
一
月
十
七
日
、
二
月
二
十
三
日
）、
花
房
藩
（
十
一
月
二
十
九

日
、
十
二
月
二
日
、
二
月
二
日
、
同
五
日
）、
斗
南
藩
（
十
一
月
二
十
九
日
、
同
三
十
日
・
二
件
、

十
二
月
四
日
）、
大
網
藩
（
十
一
月
三
十
日
、
二
月
二
十
一
か
二
十
八
日
、
同
二
十
七
日
）、
鶴

舞
藩
（
一
月
十
五
日
、
同
二
十
八
日
、
二
月
六
日
）、
桜
井
藩
（
一
月
二
十
日
、
二
月
十
八
日
、

同
二
十
二
日
）、
高
崎
藩
（
十
一
月
三
十
日
、
十
二
月
二
日
、
二
月
二
十
四
日
）、
尾
張
藩
（
一

月
十
二
日
、
同
二
十
六
日
、
二
月
九
日
）、
生
実
藩
（
一
月
十
六
日
、
二
月
十
九
日
）、
加
知
山

藩
（
十
二
月
三
日
・
二
件
）、
三
春
藩
（
十
一
月
二
十
八
日
、
十
二
月
一
日
）、
村
松
藩
（
十
二

月
三
日
、
一
月
十
一
日
）、
福
岡
藩
（
一
月
二
十
五
日
、
二
月
二
十
日
）、
岡
山
藩
（
一
月
十
六

日
、
二
月
二
十
七
日
）、
姫
路
藩
（
一
月
二
十
日
、
同
二
十
二
日
）、
吉
見
藩
（
二
月
二
日
、
同

二
十
五
日
）、
小
泉
藩
（
一
月
二
十
八
日
、
同
二
十
九
日
）、
熊
本
藩
（
一
月
二
十
六
日
、
二
月

十
日
）、
本
庄
藩
（
十
二
月
一
日
、
二
月
十
日
）、
津
藩
（
二
月
九
日
）、
古
河
藩
（
二
月
九
日
）、

一
宮
藩
（
十
二
月
二
日
）、
飯
野
藩
（
一
月
二
十
四
日
）、
久
留
里
藩
（
一
月
二
十
七
日
）、
大

多
喜
藩
（
二
月
九
日
）、笠
間
藩
（
十
二
月
一
日
）、安
中
藩
（
二
月
二
十
七
日
）、壬
生
藩
（
十
二

月
三
日
）、
宇
都
宮
藩
（
一
月
二
十
九
日
）、
二
本
松
藩
（
二
月
八
日
）、
金
沢
藩
（
二
月
十
日
）、

西
尾
藩
（
一
月
二
十
五
日
）、
伊
那
藩
（
一
月
二
十
日
）、
高
島
藩
（
一
月
二
十
六
日
）、
上
田

藩
（
一
月
二
十
一
日
）、
富
山
藩
（
二
月
十
六
日
）、
与
板
藩
（
二
月
二
十
三
日
）、
大
泉
藩
（
二

月
一
日
）、弘
前
藩
（
二
月
二
十
三
日
）、黒
石
藩
（
二
月
三
十
日
）、一
ツ
橋
藩
（
十
二
月
一
日
）、

平
戸
藩
（
一
月
十
二
日
）、神
戸
藩
（
二
月
八
日
）、櫛
羅
藩
（
一
月
二
十
九
日
）、朝
日
山
藩
（
二

月
二
日
）、
高
知
藩
（
十
二
月
二
日
）、
三
池
藩
（
十
二
月
五
日
）、
中
津
藩
（
二
月
二
十
三
日
）、

不
明
四
藩
各
一
件
（
一
月
十
七
日
、
二
月
十
日
・
二
件
、
同
二
十
二
日
）。

（
（9
）　『
木
下
街
道
展
』（
一
九
九
九
年
、
市
立
市
川
歴
史
博
物
館
）
一
一
頁
。

（
（0
）　『
国
史
大
辞
典
』
三
（
一
九
八
三
年
、
吉
川
弘
文
館
）「
か
と
う
き
よ
ま
さ
」
の
項
。

（
（（
）　
以
下
、
旗
本
の
各
情
報
に
つ
い
て
は
、『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
の
各
村
の
項
、
小
川
恭

一
編
『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』（
一
九
九
七
～
一
九
九
八
年
、
東
洋
書
林
）、
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
を
参
照
し
た
。

（
（（
）　
前
掲
（
（9
）『
木
下
街
道
展
』
一
六
頁
。

（
（（
）　
通
行
の
多
か
っ
た
順
に
、佐
倉
藩
（
一
月
二
十
八
日
、
同
三
十
日
、
十
二
月
七
日
・
二
件
、

一
月
十
一
日
、
同
十
二
日
、
同
二
十
一
日
、
二
月
三
日
、
同
八
日
、
同
十
五
日
、
同
十
七
日
、
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同
二
十
七
日
）、
高
岡
藩
（
十
二
月
三
日
・
二
件
、
一
月
十
七
日
・
二
件
、
同
二
十
六
日
・
二

件
、
二
月
十
日
、
同
十
一
日
、
同
十
八
日
、
同
十
九
日
）、
淀
藩
（
十
二
月
二
日
、
一
月
十
七
日
、

二
十
九
日
、
二
月
一
日
、
同
二
日
・
二
件
、
同
四
日
、
同
二
十
二
日
）、
菊
間
藩
（
十
二
月
四
日
、

同
七
日
、
一
月
十
九
日
、
同
二
十
四
日
、
二
月
四
日
、
同
八
日
、
同
十
日
）、
松
尾
藩
（
十
一

月
三
十
日
、
一
月
二
十
八
日
、
二
月
三
日
、
同
七
日
、
同
九
日
、
同
十
七
日
、
同
二
十
六
日
）、

鶴
舞
藩
（
十
二
月
五
日
、
一
月
二
十
三
日
、
二
月
十
一
日
、
同
二
十
三
日
、
同
二
十
四
日
）、

津
藩
（
十
二
月
七
日
・
二
件
、
一
月
十
三
日
、
二
月
一
日
）、
結
城
藩
（
一
月
二
十
三
日
、
二

月
六
日
、
同
二
十
一
か
二
十
八
日
、
同
二
十
三
日
）、
大
多
喜
藩
（
二
月
四
日
、
同
二
十
四
日
、

三
月
一
日
、
同
二
日
）、
曽
我
野
藩
（
十
一
月
二
十
八
日
、
二
月
二
十
三
日
、
同
二
十
四
日
）、

生
実
藩
（
一
月
十
四
日
、
同
三
十
日
、
二
月
二
十
二
日
）、
古
河
藩
（
一
月
十
二
日
、
二
月

十
三
日
、
同
十
六
日
）、
松
前
藩
（
十
二
月
五
日
、
同
七
日
、
二
月
十
一
日
）、
郡
山
藩
（
二
月

一
日
、
同
二
日
、
同
九
日
）、
鶴
牧
藩
（
二
月
十
五
日
、
三
月
一
日
）、
久
留
里
藩
（
一
月
十
九

日
、
二
月
三
十
日
）、
前
橋
藩
（
十
二
月
二
日
、
二
月
九
日
）、
安
中
藩
（
一
月
二
十
日
、
二

月
十
九
日
以
前
）、
水
戸
藩
（
一
月
二
十
九
日
、
二
月
十
三
日
）、
小
見
川
藩
・（
一
月
二
十
八

日
）、
桜
井
藩
（
十
二
月
一
日
）、
中
村
藩
（
十
一
月
二
十
九
日
）、
西
端
藩
（
一
月
二
十
三
日
）、

相
良
藩
（
一
月
十
二
日
）、
大
網
藩
（
一
月
二
十
八
日
）、
館
山
藩
（
二
月
七
日
）、
旧
吉
井
藩

（〈
明
治
二
年
に
岩
鼻
県
と
な
る
〉
二
月
十
三
日
）、
土
浦
藩
（
一
月
三
十
日
）、
西
尾
藩
（
二
月

二
十
五
日
）、弘
前
藩
（
二
月
三
日
）、紀
州
藩
（
一
月
二
十
六
日
）、徳
島
藩
（
二
月
二
十
二
日
）。

な
お
、
津
藩
は
淀
藩
同
様
下
総
に
分
領
を
有
し
て
い
た
藩
で
あ
っ
た
。

（
（（
）　「
田
辺
常
陸
守
」
へ
（
一
月
十
九
日
）、
東
京
牛
天
神
下
土
塚
弥
平
次
屋
敷
へ
（
二
月
九
日
）、

小
川
町
土
井
屋
敷
へ
（
二
月
九
日
）、「
松
平
信
濃
守
」
へ
（
二
月
二
十
一
か
二
十
八
日
）、
広

尾
町
堀
内
屋
敷
へ
（
二
月
五
日
）、
安
藤
屋
敷
へ
（
三
月
一
日
）、
一
番
町
榊
原
屋
敷
へ
（
二
月

十
三
日
）、
駿
河
台
鈴
木
町
内
等
屋
敷
へ
（
二
月
二
十
二
日
）、
牛
込
御
門
内
横
瀬
屋
敷
へ
（
二

月
二
十
四
日
）、
赤
坂
壇
正
屋
敷
へ
（
二
月
七
日
、
同
八
日
）、
於
玉
池
下
総
守
屋
敷
へ
（
二
月

十
六
日
）、
本
飯
田
町
屋
敷
へ
（
一
月
三
十
日
）、
越
前
御
屋
敷
へ
（
十
二
月
二
日
）、
日
比
谷

御
門
御
屋
敷
へ
（
十
二
月
四
日
）、
下
総
久
々
田
村
御
役
所
へ
（
十
一
月
二
十
九
日
）、
下
総
奈

土
村
御
役
所
へ
（
二
月
二
十
二
日
）
の
通
行
。

（
（（
）　
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
（
古
典
籍
・
大
隈
関
係
文
書
・
請
求
記
号
イ（（a（0（（
。
な
お
、

こ
の
史
料
は
同
図
書
館
古
典
関
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）　
前
掲
（
（0
）『
船
橋
市
史
前
篇
』
二
七
六
頁
。

（
（（
）　「
見
張
帳
」
二
月
十
九
日
以
前
№
（0
で
は
「
シ
ン
ジ
ュ
郡
」、
二
月
二
十
六
日
№
（（0
で
は
「
贄

張
郡
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
（（
）　「
見
張
帳
」一
月
十
六
日
№
（（
・
（（
で
は「
銚
子
」と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を「
鍋
子
」と
表
記
し
、

同
二
月
二
十
六
日
№
9（
で
は
「
並
木
」
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
「
行
木
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
（9
）　
東
京
元
柳
町
（
十
一
月
二
十
九
日
、
三
月
二
日
）・
四
ツ
谷
南
寺
町
（
二
月
十
六
日
）・
神
田

和
泉
町
（
二
月
二
十
六
日
・
泉
町
と
表
記
）・
小
網
仲
町
（
二
月
二
十
七
日
）、上
総
鶴
舞
村
（
十
二

月
三
日
）
は
い
ず
れ
も
明
治
五
年
か
ら
、
上
総
海
士
有
木
村
（
二
月
十
八
日
）
は
明
治
七
年
か

ら
の
正
式
呼
称
だ
っ
た
が
、
既
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
逆
に
、
隅
田
村
の
古
称
「
須
田
村
」（
二

月
十
四
日
）
を
は
じ
め
東
京
「
千
代
田
町
」
の
明
治
二
年
以
前
の
古
称
「
龍
閑
町
」
を
使
用
し

た
り
（
二
月
二
十
三
日
）、明
治
二
～
五
年
は
「
本
所
」
を
冠
し
な
い
は
ず
の
小
梅
村
に
「
本
所
」

を
冠
し
て
い
る
（
二
月
三
十
日
）
な
ど
も
み
ら
れ
る
。

（
（0
）　
鬼
越
・
若
宮
ほ
か
十
八
ヵ
村
で
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
江
戸
京
橋
・
同
馬
喰
町
の

人
夫
斡
旋
業
者
に
依
頼
し
て
江
戸
・
讃
岐
国
・
武
蔵
国
・
信
濃
国
の
出
身
者
を
雇
い
、
幕
府
の

兵
賦
人
足
徴
用
を
凌
い
だ
経
緯
が
あ
る
（
前
掲
（
（（
）『
市
川
市
史
』
六
上
の
三
〇
二
号
史
料
）。

（
（（
）　
明
治
三
年
庚
午
極
月
日
「
旅
人
取
調
帖

　
小
菅
県
見
張
所
下
妙
典
村
」（
前
掲
（
（（
）
岩
田

家
文
書
Ｍ
（
）。

【
付
記
】　
本
稿
の
執
筆
な
ら
び
に
表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
故
松
澤
マ
サ
氏
、
松
澤
季
子
氏
、
岩

田
福
太
郎
氏
、
社
団
法
人
千
葉
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
鎌
田
行
平
氏
、
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
小
川

力
也
氏
、
同
千
葉
恵
菜
氏
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
岩
淵
令
治
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ

に
記
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
市
川
市
立
市
川
歴
史
博
物
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
）

（
二
〇
〇
九
年
五
月
八
日
受
付
、
二
〇
〇
九
年
九
月
二
五
日
審
査
終
了
）
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人役職 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（ａ （ 千住 武蔵国足立郡 利法院 成田 下総国 行
（ａ （ 上総国武佐郡川崎村 武射郡 甚左衛門
（ａ （ 寒河村 （下総国千葉郡）寒川村 勝五郎
（ａ （ 上総国武佐郡川崎村 武射郡 弥市郎
（ａ （ 下総国曽瑳郡宮川村 匝瑳郡 梶原源七 上下四人
（ａ （ 上総国市原郡
（ａ （ 上総国武佐郡津部村 武射郡津辺村 藤兵衛
（ａ （ 大和田村 （下総か上総か不明） 金五郎
（ａ 9 下総国葛飾郡築平府村 葛飾郡築平府村？ 黒左衛門
（ａ （0 東京 相模屋利兵衛
（ａ （（ 東京州鴨原町 巣鴨 萬兵衛 藤次郎店
（ａ （（ 上総木浚津村 （木更津村） 勘次郎 打元
（ａ （（ 東京本所草庭町 （茅場町） 林蔵
（ａ （（ 房州平塚村大山寺領 三之丞
（ａ （（ 東京日本橋すき屋町 数寄屋町
（ａ （（ 上総片海町 片貝村 与七
（ａ （（ 千葉郡寒河村 下総国，寒川村 亀太郎
（ａ （（ 千葉郡野田村 下総国 又左衛門
（ａ （9 （下総国に分領） 中村芳次郎様 淀藩
（ａ （0 中山道板橋 武蔵国 杭本芳五郎 成田 下総国 参詣
（ａ （（ 下総多古村 清次郎 横浜 武蔵国 帰
（ａ （（ 上総国市原郡のふまん村 能満村 文蔵 百姓 亀戸天社之近所忠太郎 武蔵国 行
（ａ （（ （下総国に藩庁） 下藤内長大夫殿 佐倉藩 東京浅草□内記囲内助七方 行
（ａ （（ 東京浅草新町内記囲内 佐兵衛 臼井上町文蔵 下総国印旛郡 行
（ａ （（ 東京下神田旅籠町壱丁目十七番地所 安五郎 中川長左衛門店 上総国東金町 通行
（ａ （（ 東京本郷金物町十四番地所 清吉 竹田萬左衛門店 上総国千葉村左官金五郎 下総国（国名間違い） 行
（ａ （（ 常陸国龍ヶ崎在八代村 河内郡 宗助 百姓 横浜梅原松五郎方 武蔵国 行
（ａ （（ 越ヶ谷在小林村 武蔵国埼玉郡 平八 百姓 八日市場 （下総国） 行帰り
（ａ （9 東京新橋加賀町八番地所 鈴木桿三郎・喜壱郎 山本辰次郎店 上総国観音之洲舩崎 上総国観音之洲舩崎？ 参詣行
（ａ （0 東京浅草福川町十番借地 清七
（ａ （（ 銚子荒野村 下総国 佐七 名主清左衛門（支配） 東京新石町舟屋勘平衛 行帰
（ａ （（ 上総山辺郡新行村 金谷真行村 五右衛門 百姓
（ａ （（ 熊白村 熊白村？ 大村五左衛門
（ａ （（ な方郡白里村 常陸国行方郡白里村？ 勘平衛
（ａ （（ な方郡天縣村 常陸国行方郡天掛村 高崎彦蔵
（ａ （（ な方郡た多村 常陸国行方郡た多村？ 喜右衛門 □主
（ａ （（ 本郷元町壱丁目 東京 石橋孝吉
（ａ （（ 東京神田中田町 東京神田中田町？ 中村屋林兵衛 家主勘右衛門店
（ａ （9 龍ヶ崎大徳村 常陸国河内郡 近藤市左衛門
（ａ （0 （常陸国に藩庁） 大久保作佐郎（ママ） しん上御家中（藩知事新庄氏） 上下弐人
（ａ （（ 東京加村 （下総国葛飾郡，国名間違い） 萬蔵
（ａ （（ 常陸鹿嶋中村 与右衛門
（ａ （（ 東京大馬町壱丁目 （日本橋大傳馬町） 伊勢屋清左衛門
（ａ （（ 初富村 下総国葛飾郡，（開墾地） 留吉
（ａ （（‐（ 布川村 （下総国） 音五郎 東京馬喰町下総屋文蔵
（ａ （（‐（ 布川村 （下総国） 清作 名主 東京馬喰町下総屋文蔵
（ａ （（‐（ 東京屏黒町 東京屏黒町？ 庄明太 家主
（ａ （（‐（ 東京屏黒町 東京屏黒町？ 伊八

●明治 （ 年 （（ 月 （（ 日

注）（，本表は全て松澤家文書Ｍ②（『市川市資料目録第一集』市川歴史博物館，（9（（ 年）より作成した
　  （，「史料番号」は目録掲載の史料番号を示し，「番号」はその史料番号の同じ冊の通し番号で，同行・同一人物は枝番とした
　  （，（　）は推定を示す
　  （，村名などが確認できない場合は「正しい表記｣欄に「？」を付した 
　  （，名刺を貼付してある際は「備考｣欄に（貼札）と表記した
　  （，（ 月 （（ 日の№ （（（ と （（0 の甲斐国都留郡小立村は幕府領 （ 給であるのに名主が異なるのは，枝村「茅ヶ崎」があったからと考えられる
　  （，本表には職業・身分的差別にもとづく名称がみられるが，差別の史実を認識し，差別と差別意識の根絶を望むため，あえてそのまま記載した。ただし，小字名と人名の並記により地域や個人が詳しく特定できる場合は伏せ字にした

【鬼越村見張所見張帳記載内容一覧表】
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人役職 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（ （ 下総国相馬郡飯根野村 羽根野村 弥右衛門・傳右衛門 百姓
（ （ 小石川お多ん寿町 東京小石川御箪笥町（上・中・下町あり）佐々木冨太郎
（ （ 千葉郡柏井村 下総国 新兵衛 百姓
（ （ 下総国幸崎在並木村 香取郡神崎在 兵右衛門・六右衛門 百姓
（ （ 葛西領上一色村 武蔵国葛飾郡 弥兵衛 百姓
（ （‐１ 越後国魚沼郡四日市村 廣吉 百姓
（ （‐（ 越後国魚沼郡四日市村 長右衛門 百姓代
（ （‐（ 越後国魚沼郡四日市村 助作 名主
（ （ 上総国周隼郡尾車村 上総国周淮郡尾車村 新七 百姓
（ （ 木下シ宿 下総国印旛郡（木下河岸） 六兵衛 百姓
（ 9 小網町三丁目 東京 高崎屋長右衛門
（ （0 上総国毛多郡坂戸市場村 望陀郡 八郎兵衛
（ （（ 東京下谷 下谷町 大遠寺（大恩寺） 戸田様屋敷 （曾我野藩知事邸）
（ （（ 美崎村 下総国葛飾郡三咲村（開墾地） 藤吉 百姓
（ （（ 下総国千葉郡御弓領 生実郷村 伊勢屋利右衛門
（ （（ 葛西領猿ヶ俣 武蔵国葛飾郡猿ヶ又村 庄五郎 百姓
（ （（ 相馬郡 下総国 鍋屋六兵衛 相野川傳次郎 （下総国葛飾郡相之川村）
（ （（ 連沼村 上総国武射郡 彦太郎 百姓
（ （（ 上総国山部郡下谷村 山辺郡東良見村（下谷は枝郷） 源右衛門 百姓 本所中野橋酒井屋市蔵 東京
（ （（ 東京満奈板 俎河岸・俎橋 二里 尾沢妻 上総国平尾塚 上総国平尾塚？
（ （9 上総国山辺郡小西村 吉五郎 本所法遠 東京，（法縁）
（ （0 上総国山辺郡大方村 台方村 長右衛門 百姓 外壱人
（ （（ 上総国市原郡寺谷村 源六 百姓 京橋 東京
（ （（ 上総国長南 庄七 百姓 糀町十町目屋根屋亀吉 東京麹町
（ （（ 印葉郡中根村 下総国印旛郡 佐右衛門 百姓
（ （（ 常州河内郡歩行内村 梶内村 松井庄之助 中山 下総国 参詣
（ （（ 葛西領小岩田村 武蔵国葛飾郡 藤七 百姓
（ （（ 上総国無佐郡津部村 武射郡津辺村 庄兵衛 百姓 沖野郷 （武蔵国葛飾郡中ノ郷村）
（ （（ 上総国白里松ケ井村 武射郡松ヶ谷村 弥兵衛 百姓 東京四日市越後屋小兵衛 （霊岸島四日市町）
（ （（ 本所仲野郷原庭町 東京（茅場町） 伊勢屋甚左衛門 友五郎店 上総国松野郡桶屋吉五郎 上総国夷隅郡松野村
（ （9 常州奈免方郡牛堀村 行方郡 栄蔵 東京
（ （0 亀成村 下総国印旛郡亀成新田 長吉 百姓 東京小多原町東国屋 本小田原町
（ （（ 常陸国河内郡猿嶋町 猿島新田 茂手木廣侭 神主 友壱人
（ （（ ちやうし家沼村 下総国海上郡飯沼村 源六 百姓 東京北新堀伊勢や安兵衛
（ （（ 武州西玉郡粂原村 埼玉郡粂原村 周五郎 （（（月（0日№ （0より名主）佐倉御役所 下総国印旛郡，（支配佐倉藩知事役所）
（ （（ 下総国小見川村 香取郡 源左衛門 百姓
（ （（ 仲仙道熊谷宿 武蔵国，中山道，大里郡熊谷町 柳沢興市郎 外弐人
（ （（ 仲寿賀上総 上総国望陀郡長須賀村 神主
（ （（ 本石町四丁目 東京 大岡屋清吉 瀧ヶ崎 常陸国河内郡竜ヶ崎村
（ （（ 民部正泉幸太郎家来
（ （9 上総国半谷 上総国半谷？ 朝光寺 谷中本行寺 東京
（ （0 冨塚村 下総国印旛郡 川上次郎右衛門

●明治 （ 年 （（ 月 （（ 日

（ａ （（‐（ 上総国伊墨郡 夷隅郡 吉之助 名主
（ａ （（‐（ 上総国伊墨郡 夷隅郡 市蔵・吉蔵 百性
（ａ （（‐（ 常州鹿嶋郡尾未村 小見村 七右衛門 組頭
（ａ （（‐（ 常州鹿嶋郡尾未村 小見村 源左衛門 名主
（ａ （9 常州龍ヶ崎町 惣右衛門 東京箱崎龍ヶ崎屋勘兵衛 行
（ａ （0‐（ 相州武州（ママ）横浜相生町弐丁目 三倉屋利吉 家持 舟橋 下総国 賣物飛脚罷出
（ａ （0‐（ 相州武州（ママ）横浜相生町弐丁目 萬吉 下仕 舟橋 下総国 賣物飛脚罷出
（ａ （（ 東京旅籠丁壱丁目 大黒屋長吉 上総山部郡山形屋宗十郎 山辺郡 行
（ａ （（ 佐原村香取郡 下総国 孫四郎・金蔵 百姓 東京馬喰町庄内屋半兵衛 行
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（ （（ 東京仲町 （複数あり） 瀧古源屋長兵衛 外弐人
（ （（ 上総国伊住郡長者町 夷隅郡 市三郎 東京四日市住吉屋喜兵衛 （霊岸島四日市町）
（ （（ 本所四ツ目 東京 金八・忠兵衛 清吉店
（ （（ 下総国鹿嶋賀取郡大根村 香取郡大根村 孫左衛門 浅草御蔵 東京
（ （（ 飯入郡下長吉村 上総国埴生郡下永吉村 源内 組頭 外壱人
（ （（ 下総国海上郡谷木村 八木村 市左衛門 東京
（ （（ 上総国奈ケ良郡幸関村 長柄郡幸関村？ 徳次郎 赤坂屋敷 東京府赤坂
（ （（ 下総国八日市場村 匝瑳郡 八郎左衛門 小網町 東京
（ （9‐（ 東京柳原町 本所 清三郎 家主
（ （9‐（ 東京柳原町 本所 宇兵衛
（ （0 小見川 下総国香取郡小見川村 貞次郎 東京 仕込ニ参り
（ （（ 上総国飯部郡治引村 埴生郡地引村 幸蔵 馬喰町壱丁目飯入屋藤兵衛 東京
（ （（ 和泉新田 （下総国印旛郡） 清兵衛 堀之内 武蔵国，（妙法寺） 参詣
（ （（ 下総国賀取郡押津奈村 香取郡押砂村 源之丞 百姓 東京 返り
（ （（ （下総国に分領） 荒木熊太郎・房平六 淀藩 東京 外弐人
（ （（ 水戸礒浜大和郡 常陸国鹿嶋郡礒浜村 伊兵衛 外壱人
（ （（ 仲野木 （国名不明） 辰右衛門 外壱人
（ （（ 和泉新田 （下総国印旛郡） 清兵衛 堀之内 武蔵国，（妙法寺） 参詣
（ （（ 下総国賀取郡押綱村 香取郡押砂村 源之丞 東京 返り
（ （9 藤通り半 藤通り半？ 布足 友壱人
（ （0 常陸国河内郡大塚村 四郎兵衛 馬喰町四丁目大和屋嘉左衛門 東京
（ （（ 常陸国嶋郡江戸崎村 信太郡 半兵衛 小網町鍋屋冨五郎 東京
（ （（ 上総国長南 埴生郡長南宿 安兵衛 東京
（ （（ 越中和泉郡北陸□郡北屋城村 射水郡北八代村 茂八 馬喰町三町目梅屋治兵衛 東京
（ （（ 上総国武佐郡成戸村 武射郡成東村 平蔵 本所二ツ目境川並右衛門 東京　境川浪右衛門
（ （（ 湯島切通し 東京 源蔵 大穴村 下総国葛飾郡
（ （（ 小見川 下総国香取郡小見川村 井上松五郎 東京麻布上屋敷 （小見川藩知事邸）
（ （（ 下総国印葉郡吉岡村 印旛郡 藤助 百性 東京 外壱人
（ （（ 本所相生町弐丁目 東京 市兵衛 五兵衛店 大町村 下総国葛飾郡大町新田 外壱人
（ （9 千葉郡神保新田 下総国 伊左衛門
（ （0 清住町 東京清澄町 友次郎 安兵衛店 大木村平吉 上総国武射郡
（ （（ ちやうし高谷村 下総国海上郡荒野村 宇月庄蔵 友壱人
（ （（ ちやうし高谷村 下総国海上郡荒野村 孫兵衛 東京 仕入ニ参り
（ （（ 淀藩支配所印葉郡龍福村 下総国印旛郡竜腹寺村 半作 百姓
（ （（ 常陸国鹿嶋郡高濱村 吉兵衛 百姓 木下シ 下総国印旛郡（木下河岸）
（ （（ 常陸国下多郡宇幾嶋村 信太郡浮島村 清光寺
（ （（ 武州七分郡 秩父郡 清林寺 友壱人
（ （（ 下総国流山在 中山 下総国
（ （（ （駿河国に藩庁） 松平一角 志津岡半（静岡藩） 友壱人
（ （9 上総国八幡町 市原郡 多平次 百姓 東京霊願嶋寿美屋平七 霊岸島
（ （0 （磐城国に藩庁） 柳生善 三春藩
（ （（ 千住壱町目 武蔵国足立郡 平兵衛 百姓 下総国宮之木 千葉郡宮野木村
（ （（ 下総国法子花 葛飾郡東宝珠花村 官次郎 手鉄津 （東京鉄砲洲）
（ （（ 相津 （岩代国会津郡） 喜兵衛 東京長谷川町 外壱人
（ （（ 上総国成戸村 武佐郡成東村 貞作 東京金杉
（ （（ 越中伊水郡宇浪村 射水郡 伊勢吉 佐倉宇寿井 下総国印旛郡臼井村
（ （（ 千葉郡鍬橋村 下総国桑橋村 久左衛門 百姓 東京本所大岡屋 外壱人
（ （（ 上総国居住郡葛浦村 夷隅郡勝浦村 佐次右衛門 百姓 日本橋長濱町細中鉄五郎 東京
（ （（ 下総国鹿取郡佐原村 香取郡 瀧三郎 東京馬喰町三丁目福嶋屋仙之助
（ （9 上総国山邊郡小野村 常楽寺
（ 90 下総国倉佐郡八日市場村 匝瑳郡 忠蔵 百姓 東京小網町上総屋多助 外弐人
（ 9（ 上総国伊住郡仮家村 夷隅郡苅谷村 貞蔵 百姓 東京横山町森屋新兵衛
（ 9（ 江州日野藤岡 近江国蒲生郡日野宿 五兵衛 小網町三丁目河内屋彦助 東京
（ 9（‐（ 葛西領下小松村 武蔵国葛飾郡 新右衛門 百姓 村田勘平
（ 9（‐（ 葛西領下小松村 武蔵国葛飾郡 甚市郎 名主 村田勘平
（ 9（ 上総国伊住郡岩熊村 夷隅郡 六兵衛 百姓 東京新乗物町増田喜重郎
（ 9（‐（ 東京本所四ツ目 喜八 家主 成田山 下総国 参詣
（ 9（‐（ 東京本所四ツ目 吉蔵 成田山 下総国 参詣
（ 9（ 下総国飯部郡宝多村 埴生郡宝田村 太次右衛門 東京本所二丁目鰯屋五兵衛
（ 9（‐（ 東京本材木町弐丁目 傳兵衛 家主 鎌ケ谷開根場 下総国葛飾郡開墾場 返り
（ 9（‐（ 東京本材木町弐丁目 勘兵衛 鍛治屋 鎌ケ谷開根場 下総国葛飾郡開墾場 返り
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（ （ 下総国香取 小林祐吉 （香取神社）神官 供壱人
（ （ 武州入間郡宗岡村 伊三郎 外壱人
（ （ 武州足立郡大崎村 源八
（ （ 上総国羽布郡旅町 埴生郡旅町？ 市蔵 東京小網町上総屋太助 行
（ （ 野州鈴郡真間宿 都賀郡間々田町 亀屋久七 中山 下総国 参詣ニ往
（ （ 下総国印幡郡小林村 元蔵
（ （ 上総国市原郡海方村 海保村 武兵衛・喜右衛門
（ （ 下総国野々下村 葛飾郡 長蔵 中山 下総国 参詣ニ行
（ 9 （安房国長狭郡横渚村に藩庁） 瀧口保 花房藩 東京 行
（ （0 （下総国結城郡結城町に藩庁） 高科喜十郎 結城藩
（ （（ 銚子高谷村 下総国海上郡荒野村 金兵衛 東京 戻り
（ （（ 東京田町二丁目 （複数あり） 上総屋文助 上総国竹ヶ岡 天羽郡 戻り
（ （（‐（ 上総国無作郡 武謝郡 源右衛門 百性 戻り
（ （（‐（ 上総国無作郡 武謝郡 富蔵 百性，源右衛門忰 戻り
（ （（ 上総国羽布郡小澤村 埴生郡 佐助・忠治郎 東京小網町上総屋太助 行
（ （（ 下総国布河村 相馬郡布川村 久保田太文治 東京小網町三丁目布河屋庄左衛門 行
（ （（ 下総国羽布郡安食村 埴生郡安食村 佐左衛門 東京本所四ツ目 戻ル
（ （（ 下総国羽布郡三崎村西九番 葛飾郡三咲（開墾地） 源治郎
（ （（ 上総国市原郡農間村 能満村 文蔵 東京亀井戸 戻り
（ （9 初富村中井ノ十八ばん 下総国葛飾郡，（開墾地） 久蔵 東京 戻り
（ （0 東京神田鍛冶町西横町 政吉 大工 東京 戻ル
（ （（ 鹿島宮中 常陸国鹿嶋郡宮中村 周治郎 東京小網町伊勢屋治右衛門 戻り
（ （（ 東京四ツ谷菱屋横丁 源吉 天野保太郎使 下総宗佐郡江戸村名主庄左衛門 匝瑳郡江戸村？ 戻り
（ （（ 越後カリ羽郡織江村 苅羽郡折居村 仁五右衛門・久作・米蔵 百姓 上総国 酒造業より戻り
（ （（ 銚子高谷村 下総国海上郡荒野村 山中屋幸蔵 関宿北村藤蔵 下総国葛飾郡 戻り
（ （（ 江州日野町 近江国蒲生郡 善蔵・重吉 賣薬渡世
（ （（ 東京英町 神田花房町 権右衛門 家主清八地借 上総国八幡 通り 共壱人
（ （（ 神保三崎い弐番 下総国葛飾郡三咲（開墾地） 勘蔵 外壱人
（ （（ 上飯山満村中叶四 下総国千葉郡 源左衛門
（ （9 花嶋村 下総国千葉郡 七郎兵衛 横濱 武蔵国 行
（ （0 銚子高谷村 下総国海上郡荒野村 濱口儀兵衛 東京小網町二町目廣吉 戻り
（ （（ 武州駒郡半納村 高麗郡飯能村 三吉 百性 成田 下総国 参詣行
（ （（ 龍ヶ崎 常陸国河内郡龍ヶ崎村 喜兵衛・久兵衛
（ （（ 東京レイカン嶋塩町 霊岸島 大口重蔵 銚子 下総国海上郡 通ル
（ （（ 東京小石川 鈴木仁右衛門 家主 鹿嶋 常陸国鹿嶋郡 通ル
（ （（ 上総国山辺郡東金国 東金町 與右衛門 百性 東京人形町 行
（ （（ 舟橋 下総国葛飾郡 大神宮内森田長様使
（ （（‐（ 東京神田木地町 喜治郎 家主 上総国片カイ 山辺郡片貝村 戻り
（ （（‐（ 東京神田木地町 柳屋栄吉 上総国片カイ 山辺郡片貝村 戻り
（ （（ 上総国茂田郡横田村 望陀郡 善之丞 百性 東京コヅカ原新伊勢屋 武蔵国豊島郡千住宿南組 通り
（ （9 （上総国市原郡菊間村に藩庁） 木久間藩飛脚 通ル
（ （0 上総国長柄郡一之宮 清治郎・利八 浅草三軒町堺屋傳兵衛 東京三間町 行
（ （（ （駿河国に藩庁） 内藤楽雅 静岡藩士族内藤権九郎養父隠居 東京谷中本村百性茂左衛門地面内 行
（ （（ 上総国市原郡本郷村 久作 百性 東京青山窪町伊勢屋与兵衛 青山久保町 行
（ （（ 常州行方郡山田村 源兵衛 本所木久川町小川屋久八 東京本所菊川町 行
（ （（ 常州鹿嶋郡花王村 塙村 伊兵衛 本所柳原町中田屋勘三郎 東京 行
（ （（ 下総開コン八木又 印旛郡八街村（開墾地） 高橋良平 東京本郷本町武蔵屋久蔵方 本郷元町 行
（ （（ 下総国香取郡幸崎 神崎村 助右衛門・長右衛門 百性 東京本所佐賀町長州屋新兵衛方 行

●明治 （ 年 （（ 月 （9 日

（ 9（ 下総国相馬郡大房村 大野五平次 区農方
（ 99 佐原宿 下総国香取郡 油屋久右衛門 東京小網町三丁目木屋徳兵衛
（ （00 亀井戸 武蔵国葛飾郡 不門院 舩橋宿 下総国葛飾郡
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（ （（ 二羽村よ一ばん 下総国葛飾郡二和村（開墾地） 銀蔵 東京下谷三ノ王大工文五郎 三ノ輪町 行
（ （（ 竹袋村 下総国印旛郡 甚吉 東京小網町三丁目八幡屋 戻ル
（ （9 武州薩手宿 葛飾郡幸手宿 竹治郎 駒木参詣開墾より鎌ケ谷泊 下総国葛飾郡駒木村（諏訪神社）戻ル
（ （0 臼井□町 下総国印旛郡 庄右衛門（（/（ № （（より名主カ） 浅草新町囲内 東京 行
（ （（ 常州行方郡富田村 新左衛門 百性 東京嶋原中田屋元治郎 （新島原） 戻ル
（ （（ 東京本柳町 元柳町 山和屋粂治 金治郎地借 佐倉上町紙屋市右衛門 下総国印旛郡 参ル
（ （（ 東京芝金杉川横町 中村屋平右衛門 草加野明屋 （下総国千葉郡曽我野村） 戻ル 召使壱人
（ （（ 下総初富村西六一 葛飾郡，（開墾地） 倉吉 東京 松賣ニ参戻り
（ （（ 上総国山辺郡南今泉 米屋峯治 東京深川佐賀町楠見五左衛門 行
（ （（ 上総国茂田郡高水村 望陀郡 石井長兵衛 東京下なぎ町石井惣七 東京下なぎ町？ 行
（ （（ 上総国泉郡仕久間村 （市原郡菊間村） 儀兵衛 東京水戸町 （水道町） 行
（ （（ 下総国千葉郡甲手橋村 犢橋村 庄左衛門 東京水戸町 （水道町） 行
（ （9 下総国宗馬郡布河村 相馬郡布川村 八右衛門 東京小網町小川屋 戻ル
（ （0 常州行方郡行方村 東十 東京小田原町古ん屋庄五郎 戻ル
（ （（ 下総国印幡郡安食村 埴生郡（郡名間違い） 勘兵衛・七郎兵衛 東京馬喰町ツクイ屋 行
（ （（ 東京深川富岡門前中町 善兵衛 彦太郎店 舟橋新右衛門方 下総国葛飾郡 行
（ （（ 鹿嶋 常陸国鹿嶋郡宮中村 岡見尚久 神官 鴻之臺 下総国葛飾郡国府台村 行
（ （（ 下総布河村 相馬郡布川村 長九郎 東京小網町三丁目米勇 行
（ （（ 下総国香取郡津辺浦村 津富浦村 治兵衛・利右衛門 百性 東京深川森下町堺屋傳治郎 行
（ （（ 東京地方四番組小位村 東京小位村？ 文右衛門・治郎兵衛 成田 下総国 参詣ニ行
（ （（ 下総白里堀河村 匝瑳郡堀川小屋村 政治郎 百性 小岩村佐五右衛門 武蔵国葛飾郡，（上・中・下村あり） 行
（ （（ 下総香取郡名古屋村 茂左衛門 百性 東京アタコ下天徳寺 愛宕下 行
（ （9 東京浅草森田町 万蔵 清八店 舩橋市 下総国葛飾郡 行
（ （0 銚子象悟村 下総国海上郡象悟村？ 忠七・重介 東京小網町三丁目長嶋や兵右衛門 行
（ （（ 東京末廣町 （複数あり） 中山木又 飛脚 上総国無作郡小松村 武射郡 行
（ （（ 常州河内郡駒塚村 文蔵 千シ市 （武蔵国足立郡千住宿） 戻り
（ （（ 常州河内郡阿場村 阿波村 和泉屋佐兵衛 小網町三丁目ナベ屋富五郎 東京 行
（ （（ （磐城国） 山本康吉 福嶌縣捕亡 東京宗馬屋敷阿王路鉄之丞 （相馬中村藩邸） 参り戻り
（ （（ 酒々井 下総国印旛郡酒々井村 常州屋太兵衛 浅草三筋町廣川新太郎 東京 行
（ （（ 下総国千葉郡甲手橋村 犢橋村 清治郎 番人 小金 下総国葛飾郡小金町 参り戻り
（ （（ 東京深川西海辺大工町 嘉助 家持 海神油屋茂右衛門 下総国葛飾郡船橋海神村 行
（ （（ 野州阿宗郡古村 安蘇郡古江村 大嶌清三郎・金兵衛 百性 東京堀留大坂や傳兵衛 行
（ （9 四国阿王浅上郡山崎村 阿波国麻植郡 兼蔵 下総・上総辺 鉄物渡世
（ （0 上総国山辺郡間上村 真亀村 卯月七兵衛 東京四日市住吉や喜兵衛 （霊岸島四日市町） 行
（ （（ 下総国千葉郡天戸村 又右衛門 東京小網町二丁目嶌屋新助 行戻ル
（ （（ 下総国久々田村 千葉郡 吉野勘兵衛 同村御役所 （東京） 行
（ （（ 東京浅草但馬町 鉄五郎 家主伊助店，大工 下総佐原鉄や久右衛門 香取郡 行
（ （（ 下総国羽布郡辰ノ臺村 埴生郡竜臺村 治郎右衛門・元右衛門 百性 東京浅草福井町松屋伊兵衛 戻り
（ （（ 中舩道浦王宿 武蔵国，中山道，足立郡浦和宿 山口屋清三郎 成田 下総国 参詣ニ行
（ （（ （陸奥国に藩庁） 津村熊治 戸浪（斗南）藩 東京深川万年橋省部省添屋敷 行
（ （（ 常州大徳村 河内郡 市郎左衛門 東京 行戻り
（ （（ 上飯山満村 下総国千葉郡 換遊 柴又 武蔵国葛飾郡柴又村（題経寺） 参詣江行戻り
（ （9 千葉町 下総国千葉郡 大和屋万平 市川新田民蔵 下総国葛飾郡 戻り
（ 90 千住小塚原 武蔵国足立郡千住宿南組 松屋繁治郎 上総・房州 賣薬渡世
（ 9（ 武蔵国多満郡成木村 多摩郡成木村（上・下村あり） 辰五郎 百性 白里 上総国山辺郡 戻り
（ 9（ 上総国茂田郡木佐羅津村 望陀郡木更津村 山田屋清二郎 東京石町二丁目土屋 東京石町？ 行
（ 9（ 松虫□廣嶌村 松虫□廣嶌村？ 源七 成田山 下総国 参詣江行
（ 9（ 常州河内郡阿は村 阿波村 善蔵・六左衛門 東京橘町三丁目田中屋伊三郎 行
（ 9（ 常陸国龍ヶ嵜 河内郡 伊右衛門 百性 東京深川森下町大工伊三郎 行
（ 9（ 下総国佐原石之村 香取郡石納村 惣左衛門 葛西一之江 武蔵国葛飾郡一之江新田 行
（ 9（ 常州江戸嵜 信太郡 與右衛門・新助・市左衛門・平兵衛 東京小網町長嶌や兵右衛門 戻ル
（ 9（ 佐原 下総国香取郡 鉄屋久左衛門 浅草但馬町鉄五郎 東京浅草田島町 戻り
（ 99 大森 下総国印旛郡 仁三郎 三郎兵衛使 東京小川町外 神田 行
（ （00 （下総国香取郡小見川村に藩庁）儀七 小見川藩飛脚 東京芝永蔵 東京芝永蔵？ 行
（ （0（ 龍ヶ嵜 常陸国河内郡 柳屋松兵衛 東京箱嵜二丁目龍ヶ嵜屋勘兵衛 行
（ （0（ 上州神羅郡一之宮 甘楽郡一之宮町 安五郎・久蔵・房太郎 百性 成田 下総国 参詣ニ行
（ （0（ 二羽村れ三ばん 下総国葛飾郡二和村（開墾地） 銀治郎 神田三河町木工屋儀兵衛 東京 戻り
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（9 （ 東京浅草花川邊 花川戸 庄兵衛・武蔵屋利兵衛
（9 （ 下総国海上郡高田村 利兵衛 東京 返ル
（9 （ 常州日田郡石河村 信太郡石川村 小左衛門 東京 返ル
（9 （ 上総国山邊郡大網村 小高新兵衛 東京小傳馬町 行ク
（9 （ 升田藤左衛門
（9 （ 上総国羽武郡三ヶ谷村 埴生郡 仲蔵 組頭 東京小柳町三丁目伊勢や傳右衛門 神田 行ク
（9 （ 中仙道蕨宿 武蔵国 車屋清兵衛 下総寒川村岩佐仁右衛門 行ク
（9 （ 上総国望陀郡観音村 神納村 庄治 東京深川八幡町山田屋冨五郎方 行ク
（9 9 東宇木田村 （武蔵国葛飾郡宇喜田村）幸七・源蔵 民蔵組下 明正大明神 （下総国　妙正神） 参詣行
（9 （0 上総国山部郡大行村 （山辺郡大竹村） 仁右衛門・幸蔵 百姓 東京 行ク
（9 （（‐（ 東京牛込東片町 鍛冶屋豊蔵 成田 下総国 参詣へ返ル
（9 （（‐（ 東京牛込東片町 信太郎 鍛冶屋豊蔵弟 成田 下総国 参詣へ返ル
（9 （（ 上総国片違村 （山辺郡片貝村） 與惣右衛門 名主 御上納返ル
（9 （（ 東京浅草馬道 定吉 千僧院地内家主新蔵店太吉伜 銚子 下総国 帰ル
（9 （（ 浅草駒形町 東京 加賀や芳兵衛
（9 （（ 下総国豊田郡新伊好山村 豊田郡新伊好山村？ 太右衛門 上総国埴生郡坂本村吉太夫 行ク
（9 （（ 上総国望陀郡横田村 佐兵衛・彦左衛門 馬喰町四丁目杉戸屋幸太郎 東京 行ク
（9 （（ 和名ヶ谷村 下総国 喜兵衛 上総国市原郡大作村平左衛門 返ル
（9 （（‐（ 本所三ツ目 東京 近江屋新兵衛 舩橋 下総国 行ク
（9 （（‐（ 本所三ツ目 東京 弥兵衛 家主 舩橋 下総国 行ク
（9 （9 下総国佐倉在小保海村 印旛郡小保海村？ 勘蔵 木挽 神田材木町木挽長吉 東京 行ク
（9 （0 東京深川相川町 酒井屋弥助・与治右衛門・貞吉・吉五郎 銚子 下総国 破舩ニ付行ク
（9 （（ 下総国千葉郡柏井村 新兵衛 百姓 東京 帰ル
（9 （（‐（ 上総国武射郡木戸村 善兵衛 百姓 本所四ッ目松屋勘七 東京 行ク
（9 （（‐（ 上総国武射郡木戸村 吉蔵 善兵衛伜 本所四ッ目松屋勘七 東京 行ク
（9 （（ 木下し村 （下総国，木下河岸） 大作屋栄吉 両国溶硝や徳兵衛 東京 返ル
（9 （（ 千葉郡河崎村 下総国千葉郡河崎村？ 久左衛門 水戸町三丁目播摩屋又七 （水道町） 返ル
（9 （（ 松戸宿 下総国 源八 中山 下総国 参詣
（9 （（ 山崎惣吉 龍太夫手代
（9 （（ 武在村 （国名不明） 与兵衛 関ヶ嶋村 下総国 行ク
（9 （（ 香取 下総国 大保利使 亀沢町出張所 東京 返ル
（9 （9 上総国居住郡須和屋村 夷隅郡 孫左衛門 小網町上総や太助 東京 行ク
（9 （0 武州入間郡小用村 松本安太郎 芝山 上総国 商帰ル
（9 （（ 下総国印幡郡萩原村 新右衛門 名主 御上納返ル
（9 （（ 下総国印幡郡惣ぶけ新田 惣深新田 源兵衛 名主 御上納返ル
（9 （（ 下総国久々田村 権右衛門・小左衛門 上州 商行ク
（9 （（ 武州埼玉郡三ツ俣村 三俣村 米三郎・与右衛門 中山 下総国 参詣之者
（9 （（ 西深川西部大工町 東京西海辺大工町 嘉助 家持 銚子 下総国 行ク
（9 （（ 下総国印幡郡岩戸村 芳右衛門 室町大津屋 東京 行ク
（9 （（ 下総国登戸村 作右衛門 真木炭渡世人 おたまが池灰屋市兵衛方 東京神田於玉ヶ池 行ク
（9 （（ 千住在嶋根村 武蔵国 勇治郎 百姓 正中山 下総国 参詣之者
（9 （9 上総国市原郡五井村 治七 神田連雀町伊勢や方 東京 行
（9 （0 （上野国に藩庁） 石井政吉 高崎藩 銚子 下総国 通行
（9 （（ 羽生郡アジキ村 下総国埴生郡安食村 太兵衛 小網弐丁目形や仁兵衛方 東京 行
（9 （（ 木おろし村 （下総国，木下河岸） 虫七 神田平永町萬や惣八方 東京 行ク
（9 （（ 横濱吉田町 武蔵国 庄兵衛 舩橋宿 下総国 行ク
（9 （（ 東京大坂町 （新大坂町） 半次郎地借 下総国佐原町与ろ須や与左衛門 行ク
（9 （（ 銚子村 下総国 鞠や常治郎 小網町伊世や新兵衛方 東京 行ク
（9 （（ 大木次村 （国名不明） 利惣治 浅草三筋町豊崎常次郎 東京 行ク
（9 （（ 木下し村 （下総国，木下河岸） 深間屋孫七 百性 東京 仕入参ル
（9 （（ 江戸崎村 常陸国 松兵衛 東京 仕入参ル
（9 （9 佐原村 下総国 音五郎・嘉兵衛 百姓 東京箱崎佐原や庄兵衛 帰ル
（9 （0 上総国埴生郡坂本村 治作 通新石町松岡重蔵 東京 行
（9 （（ 東京浅草石濱町 伊賀や竹次郎 東京 帰ル
（9 （（ 常州河内郡板橋村 儀三郎 名主 東京 帰ル
（9 （（ 東京本所二ッ目花町 さつてや忠七 返ル
（9 （（ 銚子村 下総国 紺屋寅吉・源之助 小網町三丁目長嶋や兵右衛門 東京 返ル
（9 （（ 常州イタコ村 潮来村 伊助 両国虎橋町友吉 東京領国虎橋町？ 行ク

●明治 （ 年 （（ 月 （0 日
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（9 （（ 本所衣類町 東京衣類町？ 家根や吉五郎 太田様 上総国，（松尾藩知事） 帰ル
（9 （（ 千葉郡返田村 下総国遍田村 栄助 通新石町鞍屋永助方 東京 行ク
（9 （（ 相馬郡押附新田 下総国相馬郡押付新田村 栄右衛門・半十郎・喜右衛門 本所相生町壱丁目伊勢や喜兵衛 東京 出立候
（9 （9 坂本町弐丁目 東京 伊十郎 半助店 佐原村岩附屋十右衛門 下総国 返ル
（9 （0 布川村 （下総国） 市蔵 行徳村鳥屋舟吉 下総国 返ル
（9 （（ 東京本材木町七町目 岩右衛門 土方 鹿嶋 常陸国，（居切村） 掘割江行ク
（9 （（ 常州江戸崎 与兵衛 百姓 小網町三丁目長嶋や兵右衛門 東京 行ク
（9 （（ 銚子村 下総国 長塚久兵衛 小網町三丁目長嶋や兵右衛門 東京 行ク
（9 （（ 常州河内郡長竿村 長棹村 新三郎・三左衛門・慶治・茂兵衛・又左衛門 小網町弐丁目伊セヤ久七方 東京 返ル
（9 （（ 相サ郡加まかず村 下総国匝瑳郡鎌数村 小右衛門 馬喰町壱丁目若村屋新兵衛 東京 行ク
（9 （（ 太田村 （国名不明） 利兵衛 馬喰町壱丁目若村屋新兵衛 東京 行ク
（9 （（ 常州鹿嶋郡田野邊村 細田重左衛門 深川吉野五作 東京 行ク
（9 （（ 上総国居住郡勝浦 夷隅郡勝浦村 六郎兵衛 松嶋町イセヤ藤兵衛方 東京 行
（9 （9 常州河内郡高渕村 宮本茂七 小網町三丁目三浦や藤兵衛 東京 返
（9 （0 武州埼玉郡東粂原村 周五郎 名主 佐倉役所 下総国，（支配佐倉藩知事）返ル
（9 （（ 田中米三郎・藤森庄三郎 東京府貫属
（9 （（ 上総国武射郡鳴戸村 平蔵 本所二ッ目境川浪右衛門 東京 返ル
（9 （（ 宇都宮小傳馬町 下野国 時蔵 ソカノ 下総国曽我野村 返ル
（9 （（ （上総国に藩庁） 一色直記 大網藩 （貼札），晦日
（9 （（ 中居村 常陸国 照明院 （貼札），晦日
（9 （（ （陸奥国に藩庁） 椚渕十郎 斗南藩両商 （貼札），晦日
（9 （（ （陸奥国に藩庁） 岩井勘七 斗南藩商 （貼札），晦日

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （ 上総国山部郡田中村 山辺郡 権兵衛 百性 東京龍啓橋大澤甚之丞 隆慶橋，（大澤甚之丞は（/（（№（0・同（9№（（

にも記録あり，大沢氏は旧旗本田中村領主）
行 共壱人

（（ （ 上総国二羽郡綿田村 二羽郡綿田村？ 惣兵衛 百性 大里ノ藤左衛門 行
（（ （ 本所相生町五丁目 東京 文次郎 家主 常州 （居切村） 掘割
（（ （ 常州行方郡牛堀村 勇助 上総ノ大坂屋與惣左衛門 出
（（ （ 下総国印幡郡物木村 長二郎 百性 相生丁四丁目松屋傳兵衛 東京 出
（（ （ 下総国羽布郡伊野岡村 埴生郡飯岡村 儀助 百性 箱崎二丁目龍ヶ崎屋勘兵衛 東京 行
（（ （ 常州河内郡大徳村 久次郎 百性 本所松坂丁四丁目松屋長兵衛 東京 出
（（ （ 常州藤蔵河岸 青木屋常八 浅草三間町家主藤兵衛 東京 出
（（ 9 上総国伊祇郡勝浦町 夷隅郡 長四郎 百性 東京横山町壱丁目丸屋嘉兵衛 出
（（ （0 上総国市原郡姉ヶ崎村 嘉七 百性 東京箱崎壱丁目金兵衛 行
（（ （（ 東京千住五丁目 武蔵国（国名間違い） 嘉兵衛 百性 中山 下総国 行
（（ （（‐（ （羽後国に藩庁） 幸嶋庄兵衛 本荘藩馬医師
（（ （（‐（ （羽後国に藩庁） 勝蔵 本庄藩幸嶋庄兵衛伜
（（ （（ 東京新猿屋丁ノ 浅草 小村安二郎 瀧之不動 下総国 参詣帰り
（（ （（ 野州安惣郡佐野丁 麻生郡 松兵衛 下総国濱之村嘉兵衛 千葉郡 行
（（ （（ 武州足立郡川内宿 （川口宿） 又四郎 上総高野村釜や七郎左衛門 行
（（ （（ 東京団子坂 亀太夫 嶋太夫門人
（（ （（ 武州埼玉郡喜曽根村 木曽根村 権四郎・茂左衛門 成田 下総国 参詣
（（ （（‐（ 東京浅草正天町 聖天町 長戸屋栄蔵 下総八幡丁庄兵衛 留り
（（ （（‐（ 東京浅草正天町 聖天町 菊次郎 長戸屋栄蔵友人 下総八幡丁庄兵衛 留り
（（ （9 東京亀戸村 松戸金次郎 成田 下総国 参詣
（（ （0 （常陸国に藩庁） 笠間藩 佐倉 下総国 通り
（（ （（ 上総国山邊郡小野村 九兵衛・幸右衛門 麻布捗津寺 東京麻布捗津寺？ 行
（（ （（ 武州葛飾郡由川村 吉川村 藤五郎 舩橋 下総国 行
（（ （（‐（ 西京六角 山そ以直二郎 水戸・東京 常陸国・東京 戻り
（（ （（‐（ 西京六角 善二郎 手代 水戸・東京 常陸国・東京 戻り
（（ （（ 下総国千葉郡嶋田村 利左衛門 中山 下総国 参詣
（（ （（ 下野佐野間角村 安蘇郡馬角村 文吉 舩橋山和や 行
（（ （（ 武州家中村 藤左衛門

●明治 （ 年 （（ 月 （ 日
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3
月 （（ （（ 常州河内郡大塚村 四郎兵衛 馬喰丁四丁目 東京 通り

（（ （（ 築地肥前橋 東京，（備前橋） 荒井源吾 壱ツ橋藩
（築地屋敷と築地開墾局が関係カ）

か以こんやちま多 下総国八街 行，長谷ニ入 （築地旧備前藩邸は開
墾局邸だった）

（（ （9 千葉郡古手橋 下総国犢橋村 重兵衛 百性 加村松戸屋幸太郎 下総国 行
（（ （0 東京阿べかハ丁 浅草阿部川町 三蔵 紙屋九兵衛代 上総幸田村長五郎 行
（（ （（ 東京か□□まち三丁目谷町 尾張屋幸三郎 上総押比村安右衛門 夷隅郡押日村 行
（（ （（ 下総安食 庄三郎・嘉左衛門 中山 下総国 参詣
（（ （（ 切ヶ谷村 切ヶ谷村？ 仁左衛門 舩橋豆腐屋 下総国 行
（（ （（ 讃州箕之郡阿ハ嶋 讃岐国三野郡粟島村 岩壱・宇三郎・治五郎
（（ （（ 大坂寺町 河内国 鎌倉屋伊與津・清三郎・寅吉 木下村 下総国，（木下河岸） 戻
（（ （（ 東京西之窪己丁 西久保（巴町） 鉄五郎 家主 成田 下総国 参詣
（（ （（ 下総千葉郡畑村 長兵衛 当縣 小菅県

（武蔵国葛飾郡小菅村に県庁）
通行

（（ （（ 下総佐倉藩（支配所）下高谷村 新右衛門 東京箱崎津之国や文左衛門 （紀伊国屋）
（（ （9 （下総国） 高岡源四郎 小見川藩 帰国
（（ （0 下総国印幡郡 治右衛門 木また廣才 帰国
（（ （（ 下総国銚子高谷村 荒野村 藤八 東京小網丁四郎兵衛 日本橋 行
（（ （（ 房州長砂郡小原村 長狭郡 才二 東京四日市上総屋善九郎 （霊岸島四日市町） 返り
（（ （（ 上総長柄郡山根村 孫二郎 横濱 武蔵国 通り
（（ （（ 上総長柄郡 源二 木挽丁西尾 東京 行
（（ （（ 千葉郡検見川 庄右衛門 八幡丁八幡宮 下総国 参詣通り
（（ （（ 下総小見川 亀鶴屋源右衛門 小網町大坂屋 東京 戻り
（（ （（ 下総香取郡 勘右衛門 東京本所 通り
（（ （（ 布川村 （下総国） 源二郎 百性 東京 通り
（（ （9 讃州丸亀安路嶋 淡路島 徳太郎 銚子 下総国 出
（（ （0 下総佐倉角来村 富蔵 浅草新取越 東京，（新鳥越） 行
（（ （（ 常州志奈郡初崎村 信太郡初崎村？ 徳兵衛 八兵衛召仕 相生町油や清蔵 東京 行
（（ （（ 東京東松下町 神田 伊勢や和助 布佐傳左衛門 （下総国） 行
（（ （（ 下総国神々廻村 常右衛門 百姓 東京両国横網町伊兵衛 本所 行
（（ （（ 武州砂邑 佐兵衛 百姓 欠塚村重三郎 欠塚村？ 行
（（ （（ 深川油堀 東京 山形屋源七 常州鹿嶋小倉や伴右衛門 行
（（ （（ 上総長柄郡国府村 大七 東京糀町五丁目友吉 行 供壱人
（（ （（ 東京青山久保町 与兵衛 上総市原郡本郷村久佐（作カ） 行 供壱人
（（ （（ 武州玉郡田畑村 多摩郡 八十八 東京深川西町家主茂七店文蔵 行
（（ （9 東京照ヶ崎 照ヶ崎？ 勘蔵 下サ矢田村兵右衛門 行
（（ （0 下谷金杉壱丁目 東京 新之助・喜三郎 家主 柳澤まき八又□□ 下総国印幡郡八街村（開墾地）
（（ （（ 八又驛里 下総国八街村（開墾地）長次郎・長吉 神田田丁吉五郎 東京神田多町 行
（（ （（ 上総国山邊郡 土貴助左衛門 浅草廣小路松坂屋松五郎 東京 返ル
（（ （（ 本所四ツ目北松代町三町目 東京 伊勢屋文蔵 成田山 下総国 参詣参り
（（ （（ 上総茂田郡木皿津村 望陀郡木更津村 富長京八 東京江戸橋木更津會所 （桜井藩） 行
（（ （（ 上総国山邊郡大棚村 澤右衛門 横濱石川 武蔵国　石川町 行
（（ （（ 下総安食村 元右衛門・吉右衛門 小網丁三町目形や仁兵衛 東京 行
（（ （（ 東京本材木町七町目二十五番地 鹿嶋 常陸国，（居切村） 堀割戻り
（（ （（ 野州小金井宿 三郎太郎 名主 佐倉 下総国 以年賣始メ戻り
（（ （9 東京免三河町三町目拾五番地 （三河町） 吉五郎 鹿嶋 常陸国，（居切村） 堀王り戻り
（（ （0 新橋竹町 東京 升屋平兵衛 本郷村覚右衛門宅 下総国 参里
（（ （（ 上総茂田郡 望陀郡 根本屋勝五郎 湯嶋天神家主庄兵衛 東京 行
（（ （（ 上総国茂田郡 望陀郡 志水屋岩吉 江戸橋石綿屋政吉 東京 行
（（ （（ 下谷三味線堀 東京 村尾新要 建来 建来？ 行
（（ （（ 中仙道下笹目村 武蔵国，中山道 新太郎 百性 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 近江賀茂郡 要助 篠岡五兵衛手代
（（ （（ 東京紵田町 千代田町 位田佐助 下総金堀苅田清一郎 行
（（ （（ 常陸国河内郡椎柄村 稗柄村 市右衛門 百性 行徳河岸長嶋屋 東京，（小網町三丁目） 出
（（ （（ 下総国香取郡佐原村 藤七 東京小舩町二丁目木国徳次郎 行
（（ （9 （磐城国に藩庁） 柳生直江 三春藩 （貼札），朔日
（（ （0 （下総国に藩庁） 下井省三 小見川藩 （貼札），朔日
（（ （（ 原屯 高松家内 （貼札）
（（ （（ 宮谷県（上総国に県庁）高萩喜一郎 柴山宮谷権知事内 （貼札）
（（ （（‐（ （武蔵国に藩庁） 桑島庄兵衛 本庄藩馬医師 （貼札）
（（ （（‐（ （武蔵国に藩庁） 勝蔵 本庄藩桑島庄兵衛伜 （貼札）
（（ （（ 下総国相馬郡羽中村 浄土真宗応順寺 （貼札）
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（ （ 下総国印幡郡北方村 印旛郡北方村？ 勘兵衛・七兵衛 百姓 東京馬喰町津久井屋 出立
（ （ 下総国印幡郡龍福寺村 竜腹寺村 平作 百姓 東京小川町淀屋敷 神田淀藩（支配知事）屋敷 出立
（ （ 下総国木下し （印旛郡木下河岸） 炭屋万次郎 東京小網町三丁目八幡屋長左衛門 出
（ （ 上総国長良郡力丸村 長柄郡 勘七 百姓 東京八丁堀高平源易方 行
（ （ 上総国長良郡南吉田村 長柄郡 元右衛門・菊次郎 百姓 東京室町弐丁目小田原屋佐七 行
（ （ 下サ国木下し加田蒔村 （香取郡片巻村） 甚兵衛 東京本所壱ツ目上総屋 出
（ （ 中仙道浦和村 武蔵国，中山道 加七 百姓 鹿嶋中村与右衛門 常陸国鹿島郡 行
（ （ 銚子高谷村 下総国海上郡荒野村 岡田屋源吉 東京小網町長嶋屋幸左衛門 行
（ 9 東京今川橋千代田町 下総屋平次郎 佐原谷波田村 下総国香取郡谷波田村？ 入騫助行
（ （0 武州葛飾郡二郷半領宮野村 葛飾郡宮野村？ 長次郎 成田 下総国 参詣戻り 外壱人
（ （（ 下総国相馬郡福木村 伊右衛門 百姓 東京浅草三軒町俵屋 三間町 戻り
（ （（ 常州河内郡俎板村 生板村 惣五郎 百姓 東京赤坂溜池前橋木村治兵衛 （（/（（№（（（の記録に木村治平

とあり）
出

（ （（ 下総国香取郡推砂村 押砂村 七郎右衛門 百姓 東京本所弐ツ目福井弥二郎 行
（ （（ 中仙道鎌倉町壱丁目 中山道，鎌倉町？ 美濃屋宇兵衛 成田 下総国 参詣戻り
（ （（ 東京堀留弐丁目 小林銀次郎 銚子天満屋平三郎 下総国海上郡 行 供壱人
（ （（ 上総国山部郡福田村 山辺郡福俵村 與助 百姓 東京小網町弐丁目井桐屋新平衛 行
（ （（ 小金初富兜八兵衛支配 下総国葛飾郡，（開墾地） 萬助 東京本所二ツ目拾間町直次郎 行
（ （（ 武州葛飾郡幸手村 文次郎・亀次郎・

松蔵・伊吉・秀蔵
舩橋大神宮 下総国葛飾郡 参詣行

（ （9 佐倉新町 下総国印旛郡 紅月 松戸 下総国葛飾郡 行
（ （0 上総国市原郡相川村 市平・久次郎・金次 百姓 東京箱崎町上総屋政吉 行
（ （（ 上総国羽布郡小産村 （埴生郡小生田村） 喜平衛・孫左衛門 百姓 東京浅草旅籠町大口屋平蔵 行
（ （（ 上総国羽布郡小産村 （埴生郡小生田村） 遠江・藤七 百姓 東京前橋御屋敷 （前橋藩邸） 行
（ （（ 武州多満郡黒澤村 多摩郡 源蔵 百姓 下サ千葉郡平川村重左衛門 行
（ （（‐（ 上総国山部郡青村 山辺郡 萬左衛門 名主 東京本舩町挽麦屋九兵衛 行
（ （（‐（ 上総国山部郡青村 山辺郡 吉左衛門・三郎兵衛・

甚兵衛・長左衛門
東京本舩町挽麦屋九兵衛 行

（ （（ 上総国山部郡白里不動田村 （山辺郡不動堂村） 茂兵衛
（ （（ 初富村 下総国葛飾郡，（開墾地） 卯之助 東京下谷高徳寺 行
（ （（ 上総国長良郡中里村 長柄郡 又兵衛・惣兵衛 東京馬喰町出張役所 （宮谷県の出張役所） 行
（ （（ 下サ国濱之村 千葉郡 勘兵衛 東京筑地飯田町伊勢屋善兵衛 築地飯田町？ 行
（ （9 上総国羽布郡山崎村 （長柄郡内の飛地） 三郎兵衛 百姓 品川乳崎佐々屋善兵衛 東京品川乳崎？ 行
（ （0 常州飛騨郡浮嶋村 信太郡 五郎左衛門 東京深川和倉町喜兵衛 戻り
（ （（ 下総国佐原村 香取郡 久兵衛 東京神田川伊勢屋三右衛門
（ （（ 東京深川常盤町 中村屋松蔵 下サ千葉村紺屋久兵衛 千葉郡 行
（ （（ 常州河内郡伊佐布村 伊佐部村 弥兵衛 東京高輪海辺大工町芋屋源三郎 芝 行
（ （（ 上総国市原郡平田村 吉平 東京深川江戸會所 行
（ （（ 東京本所横川町 瓦屋松平 稲毛村瓦屋 下総国千葉郡 行
（ （（ 検見川村 下総国千葉郡 源右衛門 東京連雀町萬屋浦吉 行
（ （（ 下総国井野岡村 埴生郡飯岡村 大川應助 東京箱崎龍ヶ崎屋勘兵衛 行
（ （（ 下総国千葉郡高津村 才次 東京坂本町弐丁目升屋秀八 行
（ （9 下総国相馬郡春海村 茂右衛門 千住三丁目富田屋半右衛門 武蔵国足立郡 行
（ （0 出羽山形在柏村 羽前国柏村？ 要蔵 下総国大和田村与兵衛 葛飾郡 行 （ここから筆跡が変わる）
（ （（ 東上総山部郡松村 （山辺郡松之郷村） 彦三郎 東京本舩町天満屋徳兵衛 行
（ （（ 本所石原町九番地所 東京 伊勢屋甚蔵 舟橋横宿丁子屋次郎吉 下総国葛飾郡 行
（ （（ 上総国山部郡清名高谷村 山辺郡清名幸谷村 大原祭蔵 葛西大戸村大黒屋林蔵 武蔵国葛飾郡 行
（ （（ （下総国香取郡に藩庁） 白瀬内井 高岡藩 東京橋場助三郎 浅草 行 供壱人
（ （（ 東京本所小梅町 （本所は冠さない） 佐兵衛 家主 大綿屋利兵衛 行
（ （（ 東京日本橋 釘店山形屋惣八 成田 下総国 参詣戻り
（ （（‐（ 下谷萬年町壱町目 東京 茂兵衛 家主 水戸伊原木郡城ケ中金次郎 常陸国茨城郡 行
（ （（‐（ 下谷萬年町壱町目 東京 育次郎 水戸伊原木郡城ケ中金次郎 常陸国茨城郡 行
（ （（ 東京浅草 服部弥平太・鈴木利七郎・

小林十之進
開業社

（ （9 東京中之郷竹町 幸吉 諸国 賣用渡世
（ （0 下サ實籾村 下総国千葉郡 重郎兵衛 百姓 曽谷清兵衛 下総国葛飾郡曽谷村
（ （（ 武州伊藤谷村 足立郡 権平衛 百姓 舟橋若松屋 下総国葛飾郡 行
（ （（ 上総国和泉郡小濱村 周淮郡 吉右衛門 東京松川町濱松屋松五郎 行
（ （（ 下総国布佐村 千助 東京小網町布川屋 行

●明治 （ 年 （（ 月 （ 日
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3
月 （ （（ 下総国萱田村 千葉郡 三右衛門 東京浅草俵町森仁助 田原町 行

（ （（ 東京新和泉町 利三郎 道具屋渡世喜三郎
（ （（ 上総国長良郡関村 長柄郡 吉兵衛 東京三十軒堀今津屋栄助 三十間堀 賣用渡世，行
（ （（ 武州玉郡大宮前新田 多摩郡 中山 下総国 参詣行
（ （（ 下総国千葉郡原村 孫右衛門 賣用渡世
（ （9 東京本所松倉町四十四番地所 萬助 賣用渡世
（ （0 加賀領大境村 越中国射水郡大堺村 丈助 賣用渡世
（ （（ 下総国印幡郡深間新田 印旛郡布鎌村 善八郎・喜兵衛 宮崎勾當 東京三筋町 浅草 行
（ （（ 武州入間郡所澤村 小兵衛次・房五郎 成田 下総国 参詣戻り
（ （（ 下総国鎌勝村 匝瑳郡鎌数村 庄兵衛 東京浅草代地笠倉屋傳吉 行
（ （（ 東京深川元町 音五郎 下サ横地石戸六右衛門 下サ横地？ 行
（ （（ 下総国流山 市蔵 商用渡世
（ （（ 上総国伊津美郡伊原村 夷隅郡伊原村？ 新右衛門 市川村上総屋市五郎 下総国葛飾郡 行
（ （（ 常州江戸崎 与兵衛 百姓 東京小網町三丁目長嶋屋 行
（ （（ 上総国無佐郡印幡村 （武射郡稲葉村） 惣左衛門 東京吉原京町弐丁目政兵衛 出立
（ （9 下総国佐原村 四郎左衛門 上市場政兵衛 （上総国長柄郡） 出立
（ （0 佐倉在大桜村 下総国印旛郡大佐倉村 宝至院 通
（ （（‐（ 上総国山部郡東金町 山辺郡 水野甚左衛門 百姓 東京本所石原町 罷越
（ （（‐（ 上総国山部郡東金町 山辺郡 水野甚左衛門弟鉄三郎 百姓 東京本所石原町 罷越
（ （（ 上総国山部郡四天木邨 山辺郡 名升源太郎 百性 東京本所石原町 罷越
（ （（ 下総国羽布郡足駄村 埴生郡芦田村 六左衛門 百性 東京本所柳原 行，出立
（ （（‐（ 上総国市原郡押沼村 久左衛門 組頭 東京馬喰町美農屋五郎兵衛 行
（ （（‐（ 上総国市原郡押沼村 忠蔵 百性 東京馬喰町美農屋五郎兵衛 行
（ （（ 下総国佐倉賀須折村 印旛郡賀須折村？ 仁左衛門 百性 松戸宿権左衛門 下総国葛飾郡 行 友壱人
（ （（ 常州川内郡長峯村 河内郡 半兵衛 百性 相州横濱 武蔵国久良岐郡（国名間違い）行
（ （（ 東京霊岸嶋 石屋半兵衛 銚子 下総国海上郡 行
（ （（ 下総国佐原村 源四郎・庄左衛門 百性 東京横山町壱町目吉野屋傳兵衛 行
（ （9 下総国印幡郡坂戸村 西福寺隠居 奥戸新田千年寺 武蔵国葛飾郡 行
（ （0 常州行方郡玉造村 忠七 百性 東京本所柳原谷口屋甚吉 出立
（ （（ 下総国羽布郡土室村 埴生郡 善次郎 東京小網町三丁目伊勢屋惣兵衛 出
（ （（ 武州玉郡廣瀬村 多摩郡 幸七 通
（ （（ 下総国小見川在原地新田 下総国小見川在原地新田？ 孫三郎 東京越前御屋敷 行
（ （（ 上総国長柄郡一宮か納支配 牧野亘 （一宮藩，藩主加納氏）
（ （（ 野州佐の□□天明宿 □右衛門 東京本所五目萬屋富蔵 五ツ目 行
（ （（ 河内郡大田村 常陸国太田村 長右衛門 東京本所花町幸手屋忠七 行
（ （（ 下総国相馬郡宮和田 市左衛門 高谷村吉右衛門 下総国葛飾郡高谷村 行
（ （（ 下総国印幡郡酒々井村 甚兵衛 東京きし橋御門藤崎林之助 雉子橋 出立
（ （9 三崎ほ五番 下総国葛飾郡三咲（開墾地）千蔵 東京三河町松五郎 行
（ 90 三崎にご番 下総国葛飾郡三咲（開墾地）長吉 東京三河町松五郎 行
（ 9（‐（ 上総国東金町 大野傳兵衛 東京より 賣用向
（ 9（‐（ 上総国東金町 光吉・倉次郎 大野傳兵衛手代 東京より 賣用向
（ 9（ 宮谷縣支配所常州花嶌宮中 鹿島宮中 上原信庵 医師 （貼札）
（ 9（ 鈴木左四郎 青蓮院宮家来 （貼札）
（ 9（ （相模国） 和田岩大夫 相州大山禰宜 （貼札）
（ 9（ （駿河国に藩庁） 斉藤鑑一郎 静岡藩 （貼札）
（ 9（ 豊田左次郎 近藤力之助觸下 （貼札）
（ 9（ 下総国千葉郡検見川村 藤代市左衛門 名主 （貼札）
（ 9（ 上州 高橋達介　年四十八歳 高崎藩 （貼札）
（ 99 宮谷縣支配所常州河内郡臺ケ砂町 河内郡砂町 満寿や仁兵衛 東京箱崎臺ケ砂や勘兵衛方より 帰宅 （貼札）
（ （00‐（ （下総国千葉郡に藩庁） 村田 曽我野藩，小参事 （貼札）
（ （00‐（ （下総国千葉郡に藩庁） 宮田金次郎 曽我野藩 （貼札）
（ （0（ 小菅縣管轄所下総国葛飾郡須和田村 桑原光輝 府中総社六所大神神主 （貼札）
（ （0（ 下総香取郡山ノ邊村 山野辺村 香取孝慶 神主 （貼札）
（ （0（ 山本藤吉 福嶋縣捕亡 （貼札）
（ （0（ （常陸国鹿島郡） 岡見尚久 鹿嶋神官 （貼札）
（ （0（ （常陸国行方郡に藩庁） 三好権大参事 麻生藩 （貼札）
（ （0（ （安房国長狭郡に藩庁） 瀧口保 花房藩 （貼札）
（ （0（ （下総国香取郡） 小林祐吉 香取神官 （貼札），供壱人
（ （0（ （駿河国に藩庁） 内藤楽雅 静岡藩士族内藤権九郎養父隠居 （貼札）
（ （09 （下総国結城郡に藩庁） 高科喜十郎 結城藩 （貼札）
（ （（0 小仲井昌國 舩橋大神宮社家 （貼札）
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（ （（（ 佐倉 下総国印旛郡 兼松直蔵 （貼札）
（ （（（ 菅沼八郎 高知藩田中耕兵衛厄介 （貼札）
（ （（（ 常陸国河内郡福田村 小泉成式 鎮守鹿島大神小泉成純男 （貼札）
（ （（（ （常陸国に藩庁） 吉田廣右衛門 水戸藩 （貼札）
（ （（（ 木下河岸 下総国印旛郡 七郎 問屋 （貼札）
（ （（（ 湯澤義路 磯健部内 （貼札）
（ （（（ 藤田宇兵衛 開拓権大主典 （貼札）
（ （（（ （駿河国に藩庁） 山田耕 静岡藩 （貼札）

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （ 常州河内郡安波村 阿波村 伊兵衛 東京小網町伊勢屋傳兵衛 行
（（ （ 越中国伊吹郡間嶋村 越中国伊吹郡間嶋村？ 甚左衛門・甚兵衛 東京小網町三丁目甚兵衛 行
（（ （ 上総国伊吹郡小山津村 夷隅郡小谷松村 重左衛門 百姓 東京堀之内 武蔵国，（妙法寺） 参詣行
（（ （ 下総国千葉郡中野村 長左衛門 百姓 下総国野々下岩次郎 野々下村 行
（（ （ 下総国香取郡猿山村 源五左衛門 百姓 東海道神奈川宿近江屋清兵衛 武蔵国 行
（（ （ 上総国市原郡分目村 栄太郎 東京箱崎町大和屋善蔵 行
（（ （ 下総国香取郡小中村 浄明寺 東京小網町三丁目大和屋 行
（（ （ 東京三河嶌 太郎左衛門 百姓 畑村与兵衛 （下総国千葉郡） 行
（（ 9 下総国相馬郡安食村 埴生郡（郡名間違い） 慶助・初助・太兵衛・太次郎 東京小網町三丁目大和屋 行
（（ （0 下総国相馬郡布佐村 要蔵 百姓 東京小網町大和屋 行
（（ （（ 下総国相馬郡相川村 忠兵衛 百姓 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 常州鹿嶋郡高谷村 治郎右衛門 東京日本橋小松屋松兵衛 行
（（ （（ 下総国鹿嶋郡津之宮村 久保太郎八 東京日本橋西河岸伊勢屋徳兵衛 行
（（ （（ 東京築地小田原町弐丁目 松屋喜三郎・久次郎・直吉 下サ木下し新太郎 （木下河岸） 行
（（ （（ 東京向嶋新田 伊三郎 百姓 舟橋 下総国 行
（（ （（ 上総国横田村 次兵衛 百姓 東京江戸橋政吉 行
（（ （（ 上総国木久津村 木久津村？ 建具屋音次郎 東京留屋太助 （鍋屋） 行
（（ （（ 下サ香取郡小婦毛村 小浮村 治左衛門 百姓 東京日比屋御門与倉屋敷 日比谷，与倉屋敷？

（支配高岡藩知事邸カ）
行

（（ （9 野州河内郡古賀新田 古河新田 千蔵 百姓 東京小網町三丁目笠問屋 行
（（ （0 上総国中河原郡茂原村 長柄郡 太吉 百姓 東京浅草花川戸万屋鉄二郎 行
（（ （（ 上総国本伊村 本伊村？ 佐太郎 百姓 東京浅草山谷堀与兵衛 行
（（ （（ 常州河内郡小谷村 佐三右衛門 百姓 東京幸御門湯屋友蔵 行
（（ （（ 下総国銚子荒野村 海上郡 平野屋庄右衛門・傳五郎 百姓 東京小網町三丁目笠日屋 行
（（ （（ 下総国印幡郡吉田村 治郎左衛門 東京小網町三丁目大坂屋儀兵衛 行
（（ （（ 武州葛西領小松村 権九郎 百姓 下サ舟橋江戸屋栄蔵 行
（（ （（ 下総国香取郡小見村 江戸屋清七 東京小網町三丁目大坂屋与惣左衛門 行
（（ （（ 下総国香取郡小苅村 香取郡小苅村？ 治左衛門 百姓 東京日比谷御門与倉屋敷 与倉屋敷？（高岡藩知事邸） 行
（（ （（ 東京本所中之郷原町 （中之郷原庭町） 甚左衛門 上総国東金村松兵衛 行
（（ （9 上総国東金町山部村 多十郎 下サ吉橋村儀次郎 行 供壱人
（（ （0 野州石河郡宗理村 （越後国石川郡双里村，国名間違い） 藤左衛門 百姓 下サ舟橋壱丁目小松屋伊兵衛 行
（（ （（ 上総国伊水郡舩次村 伊水郡舩次村？ 林左衛門 百姓 武州横濱新町万屋多兵衛 行
（（ （（ 東京中橋和泉町 神田 源屋重蔵 上総国庄料寺忠三郎 （夷隅郡正立寺村） 戻り
（（ （（ 常州鹿嶋郡上村 伊三郎 百姓 東京佐賀町駿河屋金次郎 深川 行
（（ （（ 下総国白里疎噌瑳郡堀河村 匝瑳郡堀川小屋村 政次郎 葛西立石佐五左衛門 武蔵国 行
（（ （（ 常州河内郡龍ヶ崎村 藤兵衛・吉兵衛 東京箱崎丁弐丁目龍ヶ崎屋勘兵衛 行
（（ （（ 東京千住五丁目 武蔵国（国名間違い） 板垣七太郎 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 下総国流山 清助 加須か屋召仕 舟橋宮下由五郎 下総国 行
（（ （（ 東京白金村 栄蔵 光善寺召仕 与倉村大福寺 下総国印旛郡十倉村 行
（（ （9 東京大和町 神田 大工嘉吉・銀五郎 小金開墾場内巻七位 下総国 戻り
（（ （0 （東京） 宮内弘造　年頃四十才位 東京東学校十番局
（（ （（‐（ 下総国布川村 石川誠作 組頭 東京小網町三丁目布川屋庄左衛門 行
（（ （（‐（ 下総国布川村 孫八 百姓 東京小網町三丁目布川屋庄左衛門 行
（（ （（ 下総国相馬郡布川村 小川東秀 医師 東京本所三丁目河内屋太左衛門 行

●明治 （ 年 （（ 月 （ 日
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月 （（ （（ 下総国千葉郡板橋村 重兵衛 百姓 下サ加村役所 行

（（ （（ 上総国和泉郡六間町 夷隅郡 安兵衛・岩吉 東京永代林屋定吉 深川 行
（（ （（ 東京深川海辺大工町 九右衛門 下サ鎌ヶ谷七郎兵衛 行
（（ （（ 上総国山部郡松戸村 山辺郡 松次郎 百姓 東京小舟町村田伊兵衛 行
（（ （（ 常州河内郡大徳村 小左衛門・嘉左衛門 百姓 東京小網町源屋庄左衛門 行
（（ （（ （上総国武射郡に藩庁） 山田勝郎　年頃三十才位 芝山藩
（（ （9 （下野国都賀郡に藩庁） 長山清　年頃四十才位 壬生藩
（（ （0 （越後国蒲原郡に藩庁） 根津安次郎 村松藩
（（ （（ （安房国に藩庁） 根津直樹 加知山藩 （（（と同行カ）
（（ （（ （安房国に藩庁） 福頼鍈次郎 加知山藩 （（（と同行カ）
（（ （（ 上総国山辺郡東金村 朝倉与平 東京田所町多田屋半兵衛 行
（（ （（ 下総国布佐村 佐兵衛 百姓 東京小網町三町目八幡屋長左衛門 行
（（ （（ 上州大浦郡因幡村 大浦郡？ 栄蔵 百姓 鶴間桐木勝五郎 （上総国市原郡鶴舞） 行
（（ （（ 銚子海上郡本所村 下総国　本城村 大坂屋清左衛門 東京新堀柏屋半七 戻り
（（ （（ 下総国香取郡小見川村 高寺政吉 東京小網町大坂屋与惣兵衛 行
（（ （（ 上総国流良郡一松村 長柄郡 五左衛門 百姓 東京本極町衆屋熊次郎 （本石町） 行
（（ （9 上総国白里今泉村 太兵衛・初郎兵衛・市兵衛 百姓 東京常賀嶋伊勢屋吉兵衛 （霊岸島） 行
（（ （0 上総国山部郡作太村 半兵衛・弥市 東京長濱町佃屋藤吉 行
（（ （（ 東京芝浦賀町 岩村久太郎 常州堀切場 行
（（ （（ 銚子本所町 下総国　本城村 近江屋藤次郎 東京小網町三町目長嶋屋兵右衛門 行
（（ （（ 武州父婦郡小賀野村 秩父郡小鹿野（上・下村あり） 横田伊平 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 下総国木下し （木下河岸） 勘右衛門・重兵衛 東京堀留和泉屋小三郎 行
（（ （（ 常州河内郡龍ヶ崎村 重左衛門・又三郎 百姓 東京箱崎町龍ヶ崎屋勘兵衛 行
（（ （（ 下総国印幡郡布川村 相馬郡 六左衛門・喜兵衛治・清兵衛 東京小網町深川屋庄左衛門 行
（（ （（ 下総国印幡郡布佐村 相馬郡 作次郎 百姓 東京小網町深川屋庄左衛門 行
（（ （（ 下総国佐原村 善兵衛・重吉 東京箱崎町深川屋庄左衛門 行
（（ （9 武州埼玉郡木曽根村 権次郎・茂左衛門 成田 下総国 参詣戻り
（（ （0 下総国羽布郡安食村 埴生郡 照徳寺 東京浅草無道院 戻り
（（ （（ 下総国羽布郡安曽村 埴生郡麻生村 良助 百姓 東京本所福田屋由蔵 戻り
（（ （（ 東京築地隆慶橋 小倉源六 上州市原郡八田村 戻り
（（ （（ 下総国木下し村 （木下河岸） 板見屋利三郎 東京小網町龍ヶ崎屋勘兵衛 行
（（ （（ 下総国印幡郡五井村 久左衛門 百姓 東京浅草三間町利兵衛 戻り
（（ （（ 備前宇前郡山形村 （和気郡南・北山方村） 清作 百姓 下総国舩尾儀兵衛 行
（（ （（ 上総国草苅村 市原郡 常吉 東京千住家主利兵衛 武蔵国（国名間違い） 行
（（ （（ 下総国千葉郡千葉村 五郎八 下サ松戸三河屋利兵衛 戻り
（（ （（ 下総国長良郡力丸村 長柄郡 甚六 東京八丁堀高井源益 戻り
（（ （9 （近江国） 西村数馬　年頃五十才位・

西村晋之助　四十才位
江州多賀社人

（（ （0 東京神田松枝町 松五郎 新七代 常州柏嶋郡 鹿嶋郡居切村
（（/（（ ①№ （（0の記録より）

堀切行

（（ （（ 上総国市原郡白塚村 民蔵・騫蔵・仁五郎・政五郎 東京高砂町魚屋亀吉 行
（（ （（ 上総国羽布郡岩川村 埴生郡 久三郎 東京神田川村屋常吉 戻り
（（ （（ 武州埼玉郡木戸村 岡田屋升蔵 白里塩升屋市左衛門 上総国 行
（（ （（ 下総国香取郡塚山村 長左衛門 東京浅草天川原萬屋留五郎 行
（（ （（ 上州市之宮神田郡 甘楽郡一ノ宮村 安五郎・久蔵 白里青之下忠兵衛 上総国 戻り
（（ （（ 下総国相馬郡小文間村 宇兵衛・新兵衛 百姓 東京本所五ツ目西村屋忠兵衛 行 供壱人
（（ （（ 下総国香取郡小苅村 香取郡小苅村？ 清吉 八幡町森下 （国名不明） 行
（（ （（ 下総国市原郡岩村 上総国（国名間違い） 傳吉 武州横濱石川村与吉 戻
（（ （9 上総国市原郡佐升村 佐升村？ 源五兵衛 東京千住掃部宿宇兵衛 武蔵国（国名間違い） 行 外五人
（（ 90 常州龍ヶ崎村 太兵衛・勇舩 讃州金比羅 参詣行
（（ 9（ 下総国相馬郡小文間村 七兵衛・兵右衛門・千太郎 東京本所相生町三丁目伊勢屋喜兵衛 行
（（ 9（ 下総国香取郡源太河岸 慶蔵・利助 東京馬喰町信濃屋与市 行
（（ 9（ 東京亀戸町 正木屋重次郎 成田 下総国 参詣戻り 召仕壱人
（（ 9（ 水戸中根村 常陸国 縫吉 楊枝渡世行
（（ 9（ 下総国香取郡西大須賀村 茂兵衛 東京箱崎町弐丁目龍ヶ崎屋勘兵衛 行
（（ 9（‐（ 下総国利根川村 藤吉 東京小網町弐丁目笠問屋 行
（（ 9（‐（ 下総国利根川村 善太郎 藤吉召仕 東京小網町弐丁目笠問屋 行
（（ 9（ 下総国相馬郡相嶌 相島新田 井上佐次兵衛 東京小網町三丁目笠問屋 行
（（ 9（ 上総国長良郡上地蔵村 長柄郡 三郎 東京駒形片町越中屋清五郎 浅草 戻り
（（ 99 東京神田大和町 炭屋新左衛門 賣用渡世
（（ （00 武州足立郡下戸田村 八郎兵衛 成田 下総国 参詣行
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（（ （0（ 常州河内郡長良村 久左衛門 東京小網町弐丁目久七 戻
（（ （0（ 下総国千葉郡高津村 才治 東京坂本弐丁目升屋秀八 行
（（ （0（ 下総国相馬郡大房村 五郎左衛門 東京小網町三町目深川屋 行

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（ｂ （（ 常州龍ヶ崎町 惣右衛門 東京箱崎町二丁目龍ヶ崎屋勘兵衛 行
（ｂ （（ 相州横浜相生町弐丁目 武蔵国（国名間違い） 三倉屋利吉 飛脚 舟橋惣兵衛方 下総国 飛脚行
（ｂ （（ 東京旅籠町壱丁目 大黒屋長吉 上総国山部郡山形屋宗十郎 山辺郡 行
（ｂ （（ 下総国香取郡佐原村 孫四郎・金蔵 東京馬喰町庄内屋半兵衛 行
（ｂ （（ 東京本所原庭町 （茅場町） 塩屋藤助 常州板古村佐原代三郎 潮来村 行
（ｂ （（ 常州川内郡太田村 長左衛門 東京本所幸手屋長七 戻り
（ｂ （9 下総国千葉郡大巌寺領 七郎兵衛 名主 葛飾縣御役所 （旧下総国葛飾郡加村） 行
（ｂ （0 常州河内郡大塚村 （上・下村あり） 石嶋茂兵衛 東京□屋弥左衛門 行
（ｂ （（ 東京深川南松戸町 ( 南松代町） 金太郎 家主 木下し小林屋元兵衛 下総国，（木下河岸） 行
（ｂ （（ 東京西仲町 浅草 湊屋梅吉 上総国菊間村藩 （菊間藩） 行
（ｂ （（ 東京芝切通し 音次郎 下サ香取小林屋主方 行
（ｂ （（ 下総国本所中之郷五丁目 東京（国名間違い） 久三郎 房州古谷村又兵衛 房州古谷村？ 行
（ｂ （（ 東京本郷五丁目 久四郎 木下し庄左衛門 下総国，（木下河岸） 行
（ｂ （（ 上総国市原郡平塚村 （白塚村） 久左衛門 東京麹町平川町三丁目清八 平河町 行
（ｂ （（ 東京三つ井 東京三つ井？ 喜左衛門 小見川内山吾兵衛 下総国香取郡飯沼村 行
（ｂ （（ 東京浅草観音寺中 一葉龍庄 佐倉新町弐番米屋利兵衛 下総国 行
（ｂ （9 （下総国に分領） 桜井多吉　年頃廿三才 淀藩 東京小川町出張所 神田 行
（ｂ （0 下総国迊瑳郡小柴村 （小篠村，上・下村あり） 利兵衛 東京堀江町四丁目上総屋長兵衛 行
（ｂ （（ 東京本郷五丁目 建具屋久次郎 房州森谷村又兵衛 房州森谷村？ 行
（ｂ （（ 上総国市原郡平塚村 久左衛門 百姓 東京麹町平川町三丁目清八 平河町 行
（ｂ （（ 東京三河町三丁目 湊屋忠兵衛 下サ佐原儀兵衛 行
（ｂ （（ 東京浅草観音寺 壱葉龍庄 佐倉新町米屋新兵衛 下総国印幡郡 行
（ｂ （（ 常州河内郡龍ヶ崎町 富蔵 百姓 東京箱崎町龍ヶ崎屋勘兵衛 行
（ｂ （（ 常陸国河内郡大徳村 金左衛門 東京神田小田間ヶ池泉屋喜兵衛 於玉ヶ池 行
（ｂ （（ 東京下谷坂松町 下谷坂松町？ 三升屋萬右衛門 銚子家沼海苔屋菊次郎 下総国香取郡飯沼村 行
（ｂ （（ 武州多間郡相澤村 多摩郡相沢村？ 直吉 百姓 上総国 賣用渡世行
（ｂ （9 下総国大郎村 下総国大郎村？ 治郎兵衛 東京芝原清兵衛 行
（ｂ （0 常州板古領辻村 行方郡 藤助 東京小石川春日町大黒屋 戻り
（ｂ （（ 下総国滑川在水懸村 埴生郡水掛村 忠兵衛 東京横山町壱丁目由屋文兵衛 行
（ｂ （（ 小菅縣五兵衛新田 （旧武蔵国葛飾郡） 勘左衛門 下サ舟橋若松 戻り
（ｂ （（ 小菅縣支配所伊藤谷村 （旧武蔵国足立郡） 喜助・権平 東京小網町三丁目笠問屋 行
（ｂ （（ 宮谷縣 （上総国山辺郡大網村に県庁）塙静 奴□引取戻り
（ｂ （（ 上総国国里牛込村 重平衛 東京小船町村田屋伊兵衛 小舟町 行
（ｂ （（ 上総国山部郡四天木村 庄左衛門・紋左衛門 百姓 東京四ヶ市升屋七兵衛 （霊岸島四日市町） 行
（ｂ （（ 越中国射水郡溜村 射水郡溜村？ 惣次郎・茂五郎 諸国 小間物渡世
（ｂ （（ 下総国葛飾郡金堀村 勘左衛門 下葛西小岩田村六兵衛 武蔵国葛飾郡 行
（ｂ （9 下総国千葉郡高津村 仁左衛門・治郎左衛門 百姓 下サ真間村 参詣行
（ｂ 90‐（ 下総国八日市場 由兵衛 東京
（ｂ 90‐（ 下総国八日市場 由兵衛忰幸吉 東京
（ｂ 9（ 下総国千葉郡検見川村 藤代市左衛門 名主 東京神田小柳町米屋庄助 行
（ｂ 9（ 下総国佐倉領稲木村 下総国佐倉領稲木村？ 善兵衛・紋兵衛 東京馬喰町三河屋喜兵衛 行
（ｂ 9（ 東京市ヶ谷本村町 藤山利左衛門 上総国山部郡押堀村孫山林兵衛 山辺郡 行
（ｂ 9（ 東京本所松倉町 助五郎・栄次郎 舟橋猟師町弐丁目亀吉 下総国葛飾郡 戻り
（ｂ 9（ 東京新白金町 炭屋源助 木下し舟宿 下総国印幡郡（木下河岸） 行
（ｂ 9（ 東京福田町 （東・西町あり） 吉五郎 霞場沼 常陸国，（北浦） 堀割戻り 外四人
（ｂ 9（ 東京本材木町 伊兵衛 家主 下サ鹿嶋禰宜 常陸（国名間違い） 行
（ｂ 9（ 武州板橋村上郡兵間村 板橋村上郡兵間村？ 金五郎 上サ白里蓮沼喜左衛門 武射郡蓮沼村 行
（ｂ 99 常州鹿嶋郡荏原村 鹿嶋郡荏原村？ 才兵衛 東京日比谷御門御屋敷 行
（ｂ （00 上州高崎軍間郡佐谷町 群馬郡佐谷村？ 車屋伊四郎 下サ佐川民兵衛 行
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3
月 （ｂ （0（ 上総国長良郡宮原村 長柄郡 宇兵衛 東京 賣用渡世行

（ｂ （0（ 上総国長良郡四手木村 山辺郡（郡名間違い） 伊左衛門・多兵衛・多左衛門 東京本船町伊勢屋孫吉 行
（ｂ （0（ 上総国長良郡一松村 一ツ松村 多治右衛門・金太郎 東京四ヶ市鎌倉屋半蔵 （霊岸島四日市町） 行
（ｂ （0（ 東京立花町弐丁目 日本橋橘町 平太郎・小川兼六 常州鎌田村小吉屋安兵衛 烟田村 行
（ｂ （0（ 東京浅草阿部川町 伊勢屋忠蔵 富ヶ谷村八兵衛 下総国印旛郡冨ヶ谷村 行
（ｂ （0（ 下総国古ヶ作村 下総国古ヶ作村？ 久次郎 鎌ヶ谷権七 下総国葛飾郡 行
（ｂ （0（ 東京山之宿町 浅草 瀧次郎 木下し楊枝作兵衛 下総国印旛郡（木下河岸） 行
（ｂ （0（ 下総国千葉郡柏井村 治良左衛門 東京馬喰町三嶋屋由兵衛 行 外四人
（ｂ （09 東京小柳町三丁目 神田 谷蔵 家主 （常陸国） 堀割御用向戻り
（ｂ （（0 東京濱松町四丁目 三河屋忠蔵・倉次郎 下サ銚子常陸屋徳三郎 海上郡 行
（ｂ （（（ 下総国香取郡宮原村 久左衛門 東京小田原町弐丁目柏屋清七 行
（ｂ （（（ 常州荏原郡角原村 常州荏原郡角原村？ 仁左衛門 下サ中山 参詣戻り
（ｂ （（（ 常陸国真郡権野村 常陸国真郡権野村？ 清三郎 下サ松戸村 葛飾郡 油屋渡世行
（ｂ （（（ 下総国浦辺村 印旛郡 弥左衛門 東京深川六間堀三州屋喜三郎 行
（ｂ （（（ 下総国千葉郡石原村 千葉郡石原村？ 甚左衛門 百姓 東京神田藤吉鶴取 行
（ｂ （（（ 東京浅草三間町 与惣右衛門 家主 上総国菊間村市原三郎兵衛 市原郡 行
（ｂ （（（ 下総国千葉郡金堀村 平左衛門 東京馬喰町三丁目伊勢屋喜兵衛 行
（ｂ （（（ 下総国香取郡布佐村 相馬郡（郡名間違い） 茂八 佐兵衛組下 東京神田木材町甚兵衛 材木町 行
（ｂ （（9 下総国香取郡坂蒔 香取郡坂蒔村？ 弥吉 東京小網町壱丁目布川屋 行
（ｂ （（0 下総国香取郡三嶋村 長左衛門 東京馬喰町一丁目下総屋文蔵 行
（ｂ （（（ 上総国市原郡古作村 市原郡古作村 五郎八 東京瀬戸物町大坂屋平助 行
（ｂ （（（ 上総国武射郡松ヶ枝村 松ヶ谷村 半十郎 東京四ヶ市升屋七郎兵衛 （霊岸島四日市町） 行
（ｂ （（（ （陸奥国三戸郡五戸村に藩庁）桐渕十郎　年頃二十四才位 斗南藩
（ｂ （（（ 下総国葛飾郡松戸宿 文次郎 百姓 下サ実籾松左衛門 千葉郡 行
（ｂ （（（ 東京浅草東仲町 四ツ目屋文吉 賣用渡世
（ｂ （（（ 東京浅草末廣町 （浅草は冠さない） 大田屋遠蔵・熊次郎 成田 下総国 参詣戻り
（ｂ （（（ 武州三嶌郡山谷村 （越後国，国名間違い） 文左衛門 東京神楽坂仁左衛門 行
（ｂ （（（ 下総国木下し村 （印幡郡木下河岸） 七兵衛 東京日本橋藤黒屋 行
（ｂ （（9 常州香取郡龍ヶ崎村 田中屋長兵衛 東京小網町笠日屋勘兵衛 行
（ｂ （（0 東京浅草俵若町 （猿若町） 伊勢屋和十郎 舟橋坂下喜兵衛 下総国葛飾郡 行
（ｂ （（（ 下総国小金大神保三咲村 葛飾郡，（大神保村内の開墾地）庄之助 東京本所四ツ目伊助 行
（ｂ （（（ 下総国佐倉□□村 新左衛門 東京弾左衛門屋敷 行
（ｂ （（（ 東京下谷金松下町 下谷金松下町？ 幸五郎・栄蔵 銚子通町勘蔵 下総国海上郡 行
（ｂ （（（ 上総国山辺郡大網村 茂右衛門 東京本所左官屋久次郎 行
（ｂ （（（ 常州鹿嶋郡鉾多村 鉾田村 善蔵・才治 百姓 東京雑司ヶ谷又市 戻り
（ｂ （（（ 下総国相馬郡布川村 東作 組頭 東京小網町三丁目笠日屋 行
（ｂ （（（ 下総国印旛郡木下し村 （印幡郡木下は河岸名） 大井屋栄次郎 東京両国壱丁目遠州屋 行
（ｂ （（（ 下総国葛飾郡木之崎村 木崎村 斧右衛門・六左衛門 舟橋大黒屋酒屋 下総国葛飾郡 行
（ｂ （（9 武州芝増上寺 衆化 武州篠ヶ崎新右衛門 武蔵国葛飾郡篠崎村（上・下村あり） 行 弐人，（武蔵国内通行？）
（ｂ （（0 下総国千葉郡曽我野村 弥左衛門・惣四郎 東京小金屋伊兵衛 行
（ｂ （（（ 堀川村 （国名不明） 久蔵 防□
（ｂ （（（ 下総国埴生郡土室村 定之助 武州千住小塚原村豊田屋弥兵衛 足立郡 行
（ｂ （（（ 東京豊嶋町 大川屋孫左衛門 武右衛門店 中山藤兵衛 （下総国葛飾郡） 行
（ｂ （（（ （下総国に分領） 松本幸次　年頃三十五才位 淀藩
（ｂ （（（ （東京） 藤森庄三郎・同米三郎 東京府貫属
（ｂ （（（ （下総国印旛郡） 佐々木連平　年頃七十才位 佐倉藩
（ｂ （（（ 下総国香取郡佐原村 岡野屋宇助・庄五郎 東京神田小柳町米屋栄吉 戻り
（ｂ （（（ 下総国埴生郡矢口村 新右衛門 東京横山町伊勢屋 戻り
（ｂ （（9 下総国香取郡滑川村 政吉 東京亀戸横渕奥傳 行
（ｂ （（0 下総国香取郡佐原村 熊吉 武州横濱弁天屋 行
（ｂ （（（ 上総国長良郡本王村 長柄郡本納村 与吉 東京 賣物仕入行
（ｂ （（（ 下総国香取郡佐原村 喜兵衛 東京深川多留屋清兵衛 行 外壱人
（ｂ （（（ 常州河内郡龍ヶ崎町 伊勢屋佐助 東京本所倉内伊勢屋喜兵衛 行
（ｂ （（（ 東京駒形 浅草 吉野屋清兵衛 上総国平之村仁左衛門 市原郡平野村 行
（ｂ （（（ 下総国香取郡龍ヶ崎町 甚左衛門 新宿積問屋兵左衛門 行 外壱人
（ｂ （（（ 東京新坂町 本所 倉蔵 下サ藤原江戸屋米蔵 （下総国葛飾郡藤原新田） 戻り
（ｂ （（（ 東京浅草 九郎八 弾左衛門 上総国久留里 行
（ｂ （（（ 下総国香取郡滑川村 直吉 東京浅草倉前 建具渡世行
（ｂ （（9 上総国市原郡平塚村 （白塚村） 栄蔵 百姓 東京築地越後屋久次郎 行
（ｂ （（0 下総国相馬郡取手村 香取屋茂七 舟橋村大和屋 下総国葛飾郡 戻り
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3
月 （ｂ （0（ 上総国長良郡宮原村 長柄郡 宇兵衛 東京 賣用渡世行

（ｂ （0（ 上総国長良郡四手木村 山辺郡（郡名間違い） 伊左衛門・多兵衛・多左衛門 東京本船町伊勢屋孫吉 行
（ｂ （0（ 上総国長良郡一松村 一ツ松村 多治右衛門・金太郎 東京四ヶ市鎌倉屋半蔵 （霊岸島四日市町） 行
（ｂ （0（ 東京立花町弐丁目 日本橋橘町 平太郎・小川兼六 常州鎌田村小吉屋安兵衛 烟田村 行
（ｂ （0（ 東京浅草阿部川町 伊勢屋忠蔵 富ヶ谷村八兵衛 下総国印旛郡冨ヶ谷村 行
（ｂ （0（ 下総国古ヶ作村 下総国古ヶ作村？ 久次郎 鎌ヶ谷権七 下総国葛飾郡 行
（ｂ （0（ 東京山之宿町 浅草 瀧次郎 木下し楊枝作兵衛 下総国印旛郡（木下河岸） 行
（ｂ （0（ 下総国千葉郡柏井村 治良左衛門 東京馬喰町三嶋屋由兵衛 行 外四人
（ｂ （09 東京小柳町三丁目 神田 谷蔵 家主 （常陸国） 堀割御用向戻り
（ｂ （（0 東京濱松町四丁目 三河屋忠蔵・倉次郎 下サ銚子常陸屋徳三郎 海上郡 行
（ｂ （（（ 下総国香取郡宮原村 久左衛門 東京小田原町弐丁目柏屋清七 行
（ｂ （（（ 常州荏原郡角原村 常州荏原郡角原村？ 仁左衛門 下サ中山 参詣戻り
（ｂ （（（ 常陸国真郡権野村 常陸国真郡権野村？ 清三郎 下サ松戸村 葛飾郡 油屋渡世行
（ｂ （（（ 下総国浦辺村 印旛郡 弥左衛門 東京深川六間堀三州屋喜三郎 行
（ｂ （（（ 下総国千葉郡石原村 千葉郡石原村？ 甚左衛門 百姓 東京神田藤吉鶴取 行
（ｂ （（（ 東京浅草三間町 与惣右衛門 家主 上総国菊間村市原三郎兵衛 市原郡 行
（ｂ （（（ 下総国千葉郡金堀村 平左衛門 東京馬喰町三丁目伊勢屋喜兵衛 行
（ｂ （（（ 下総国香取郡布佐村 相馬郡（郡名間違い） 茂八 佐兵衛組下 東京神田木材町甚兵衛 材木町 行
（ｂ （（9 下総国香取郡坂蒔 香取郡坂蒔村？ 弥吉 東京小網町壱丁目布川屋 行
（ｂ （（0 下総国香取郡三嶋村 長左衛門 東京馬喰町一丁目下総屋文蔵 行
（ｂ （（（ 上総国市原郡古作村 市原郡古作村 五郎八 東京瀬戸物町大坂屋平助 行
（ｂ （（（ 上総国武射郡松ヶ枝村 松ヶ谷村 半十郎 東京四ヶ市升屋七郎兵衛 （霊岸島四日市町） 行
（ｂ （（（ （陸奥国三戸郡五戸村に藩庁）桐渕十郎　年頃二十四才位 斗南藩
（ｂ （（（ 下総国葛飾郡松戸宿 文次郎 百姓 下サ実籾松左衛門 千葉郡 行
（ｂ （（（ 東京浅草東仲町 四ツ目屋文吉 賣用渡世
（ｂ （（（ 東京浅草末廣町 （浅草は冠さない） 大田屋遠蔵・熊次郎 成田 下総国 参詣戻り
（ｂ （（（ 武州三嶌郡山谷村 （越後国，国名間違い） 文左衛門 東京神楽坂仁左衛門 行
（ｂ （（（ 下総国木下し村 （印幡郡木下河岸） 七兵衛 東京日本橋藤黒屋 行
（ｂ （（9 常州香取郡龍ヶ崎村 田中屋長兵衛 東京小網町笠日屋勘兵衛 行
（ｂ （（0 東京浅草俵若町 （猿若町） 伊勢屋和十郎 舟橋坂下喜兵衛 下総国葛飾郡 行
（ｂ （（（ 下総国小金大神保三咲村 葛飾郡，（大神保村内の開墾地）庄之助 東京本所四ツ目伊助 行
（ｂ （（（ 下総国佐倉□□村 新左衛門 東京弾左衛門屋敷 行
（ｂ （（（ 東京下谷金松下町 下谷金松下町？ 幸五郎・栄蔵 銚子通町勘蔵 下総国海上郡 行
（ｂ （（（ 上総国山辺郡大網村 茂右衛門 東京本所左官屋久次郎 行
（ｂ （（（ 常州鹿嶋郡鉾多村 鉾田村 善蔵・才治 百姓 東京雑司ヶ谷又市 戻り
（ｂ （（（ 下総国相馬郡布川村 東作 組頭 東京小網町三丁目笠日屋 行
（ｂ （（（ 下総国印旛郡木下し村 （印幡郡木下は河岸名） 大井屋栄次郎 東京両国壱丁目遠州屋 行
（ｂ （（（ 下総国葛飾郡木之崎村 木崎村 斧右衛門・六左衛門 舟橋大黒屋酒屋 下総国葛飾郡 行
（ｂ （（9 武州芝増上寺 衆化 武州篠ヶ崎新右衛門 武蔵国葛飾郡篠崎村（上・下村あり） 行 弐人，（武蔵国内通行？）
（ｂ （（0 下総国千葉郡曽我野村 弥左衛門・惣四郎 東京小金屋伊兵衛 行
（ｂ （（（ 堀川村 （国名不明） 久蔵 防□
（ｂ （（（ 下総国埴生郡土室村 定之助 武州千住小塚原村豊田屋弥兵衛 足立郡 行
（ｂ （（（ 東京豊嶋町 大川屋孫左衛門 武右衛門店 中山藤兵衛 （下総国葛飾郡） 行
（ｂ （（（ （下総国に分領） 松本幸次　年頃三十五才位 淀藩
（ｂ （（（ （東京） 藤森庄三郎・同米三郎 東京府貫属
（ｂ （（（ （下総国印旛郡） 佐々木連平　年頃七十才位 佐倉藩
（ｂ （（（ 下総国香取郡佐原村 岡野屋宇助・庄五郎 東京神田小柳町米屋栄吉 戻り
（ｂ （（（ 下総国埴生郡矢口村 新右衛門 東京横山町伊勢屋 戻り
（ｂ （（9 下総国香取郡滑川村 政吉 東京亀戸横渕奥傳 行
（ｂ （（0 下総国香取郡佐原村 熊吉 武州横濱弁天屋 行
（ｂ （（（ 上総国長良郡本王村 長柄郡本納村 与吉 東京 賣物仕入行
（ｂ （（（ 下総国香取郡佐原村 喜兵衛 東京深川多留屋清兵衛 行 外壱人
（ｂ （（（ 常州河内郡龍ヶ崎町 伊勢屋佐助 東京本所倉内伊勢屋喜兵衛 行
（ｂ （（（ 東京駒形 浅草 吉野屋清兵衛 上総国平之村仁左衛門 市原郡平野村 行
（ｂ （（（ 下総国香取郡龍ヶ崎町 甚左衛門 新宿積問屋兵左衛門 行 外壱人
（ｂ （（（ 東京新坂町 本所 倉蔵 下サ藤原江戸屋米蔵 （下総国葛飾郡藤原新田） 戻り
（ｂ （（（ 東京浅草 九郎八 弾左衛門 上総国久留里 行
（ｂ （（（ 下総国香取郡滑川村 直吉 東京浅草倉前 建具渡世行
（ｂ （（9 上総国市原郡平塚村 （白塚村） 栄蔵 百姓 東京築地越後屋久次郎 行
（ｂ （（0 下総国相馬郡取手村 香取屋茂七 舟橋村大和屋 下総国葛飾郡 戻り
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（ （0（ 上総国山邊郡荒生村 弥助 東京萬町池田屋兼吉
（ （0（ 下総国香取郡苅毛村 実宗寺 東京音羽町長光寺 行
（ （0（ 下総国埴生郡田川村 平吉 東京箱嵜龍ヶ嵜屋勘兵衛 帰ル
（ （0（ 常州河内郡龍ヶ嵜村 又兵衛 東京箱嵜龍ヶ嵜屋勘兵衛 帰ル
（ （0（ 下総国香取郡西大塚村 西大須賀村 成間清左衛門 東京浅草大代地越前屋平兵衛方 浅草代地 帰ル
（ （0（ 浅草三軒町 東京浅草三間町 勇吉 代助店 舩橋 下総国葛飾郡 市へ行
（ （0（ 下総国海上郡銚子荒野村 伊兵衛・安兵衛 東京深川油堀湯浅屋与右衛門 帰ル
（ （0（ 越後国大根郡四日町村 魚沼郡 久四郎・徳蔵 本所松倉町越後屋辰蔵 東京 行
（ （09 常州志多郡江戸嵜村 信太郡 庄兵衛 東京行徳河岸岡嶌屋長右衛門 小網町三丁目 帰ル
（ （（0 上総国山邊郡東金町 長助 東京小網町弐丁目相模屋宇兵衛 行
（ （（（ 東京相生町弐丁目 寅蔵 大工 常州鹿嶌郡飯嶋村飯嶋豊治郎 行
（ （（（ 飯田丈左衛門 （高岡藩） 下総国高岡藩陣屋元 香取郡高岡村 帰ル
（ （（（ 上総国山邊郡臺方村 三左衛門・惣兵衛 東京小網町相模屋宇兵衛 行
（ （（（ 本所花町 東京 冨士屋伊兵衛 銚子観音前吉野屋 下総国海上郡 行
（ （（（ 武州葛西細田村 葛飾郡 初太郎 舟橋 下総国葛飾郡 市へ行
（ （（（ 上総国望陀郡参河村 三箇村 紅屋忠蔵 東京通塩町紅屋松二郎 行
（ （（（ 上サ埴生郡芝原村 忠右衛門 東京松本町上サ屋平蔵 芝 行
（ （（（ 下サ佐倉仲町 印旛郡 油屋三右衛門 本所表町家主忠兵衛 東京 行 供壱人
（ （（9 上総市原郡姉ヶ嵜 横田屋庄七 板橋近江屋弥三郎 武蔵国豊島郡 行
（ （（0 上総国市原郡吉沢村 清次 東京南槙町姉屋彦助 行
（ （（（ 東京両国元濱町 栄二郎・与八 家主源助店 下サ銚子相模屋清七 海上郡 帰ル
（ （（（ 下サ佐倉舩町 市平 東京小網町大坂屋惣左衛門 行
（ （（（ 常州鹿嶋郡奈良毛村 助之丞 東京吉岡町清水宗仙 本所 帰ル
（ （（（ 上サ武射郡 常福寺 平賀本土寺 下総国葛飾郡平賀村 行
（ （（（ 東京常盤町弐丁目 深川 上州屋儀兵衛 常州行方郡竹田村橋寿屋冨蔵 行
（ （（（ 上サ埴生郡長南 ふじ八・吉松・重平・栄蔵 東京小網町上総屋 行
（ （（（ 伊勢 新太夫 下サ小金町 葛飾郡 行 手代壱人
（ （（（ 下総国埴生郡安喰 鍵屋市兵衛 東京牛込松本喜兵衛 豊島郡 帰り
（ （（9 東京市ヶ谷 中山縫之丞使 常州新京場村高木弥惣右衛門 常州新京場村？ 行
（ （（0 東京深川 渡邊権三郎 岡田屋利兵衛 行
（ （（（ 下サ滑川 香取郡 喜兵衛・留吉 土方渡世 東京 帰り
（ （（（ 信州高嶌郡諏訪若宮新田 市右衛門 鋸賣渡世
（ （（（ 上総国長柄郡一ツ松 市郎兵衛 東京四日市伊勢屋半兵衛 （霊岸島四日市町） 行
（ （（（ 武州三河嶌村 豊島郡 権治郎・太郎右衛門 下サ畑村治郎兵衛 千葉郡 行
（ （（（ 上総国山邊郡荒生村 弥太郎・甚五右衛門 東京四日市伊せや太郎兵衛 （霊岸島四日市町） 行
（ （（（ 東京本石町壱丁目 久次郎 上サ狩野山長光院 周淮鹿野山宿 帰ル
（ （（（ 東京糀町八丁目 麹町 鈴木常吉 中山 下総国 参詣ニ行
（ （（（ 武州多摩郡八王子 忠兵衛 舩橋五日市 下総国葛飾郡 行
（ （（9 上総長柄郡木崎村 久左衛門 東京赤坂三河臺伊沢屋敷 （木崎村旧領主旗本伊沢力之助関係）行
（ （（0 （下総国に分領） 石川議作 淀藩 帰り
（ （（（ 上サ長柄郡大谷木村 又右衛門 東京牛込築紫 行
（ （（（ 下サ ふか満や孫七 東京 帰り
（ （（（ 東京深川森下町 信濃屋嘉七 当所深町 下総国葛飾郡高石神村・中山村 行
（ （（（ 赤坂築地臺 東京 飯田与十郎 上サ武射郡木戸村又兵衛 木戸臺村 帰り
（ （（（ 上総国長者町 夷隅郡 喜八 東京四日市住吉屋喜兵衛 （霊岸島四日市町） 行
（ （（（ 上総国上茂原村 長柄郡 作治 東京亀嶋上サや和助 行
（ （（（ 横濱吉田新田 武蔵国久良岐郡 十国屋良二郎 篭渡世賣用
（ （（（ 上総国武射郡蓮沼村 又兵衛・八郎兵衛・権兵衛・巳之助 百姓 東京四日市上総屋冨二郎 （霊岸島四日市町） 行
（ （（9 越前国苅羽郡 越後（国名間違い） 利吉 上サ奈良和 望陀郡奈良輪村 帰り
（ （（0 上総国長柄郡上市場村 長左衛門 東京神田佐久間町壱丁目金田屋和兵衛 帰り
（ （（（ 下総国相馬郡立木村 甚左衛門 横濱在北方村大工熊五郎 相模国久良岐郡 帰り
（ （（（ 下総国相馬郡押附新田 半兵衛 東京代地釜倉屋傳吉 帰り
（ （（（ 常州河内郡下根村 池内金左衛門・利左衛門 東京代地釜倉屋傳吉 帰り
（ （（（ （筑後国三池郡三池新町に藩庁）竹田弥三次 三池藩 上サ山邊郡小中村 行
（ （（（ 東京本郷元町 宗吉 成田山 下総国 参詣ニ行
（ （（（ 武州上目黒村 荏原郡 清水直常 下サ香取郡金井津村前田金重 金江津村 行
（ （（（ 上総国山邊郡四手木村 四天木村 久五郎・久左衛門 東京本舩町伊勢や弥吉 行
（ （（（ 上総国山邊郡片貝村 吉蔵 善兵衛忰 本所四ツ目松沢町壱丁目松屋勘七 東京本所北松代町 帰り

●明治 （ 年 （（ 月 （ 日
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3
月 （ （（9 下総国海上郡銚子荒野村 五郎左衛門・喜市 東京小網町長嶌屋兵右衛門 行

（ （（0 野州津賀郡栃木町 芋屋才助 下サ泉水 千葉郡泉水村 行，帰り
（ （（（ 下総国印幡郡中根村 喜太郎 小網町三丁目鍋屋留五郎 東京　富五郎 行
（ （（（ 常州河内郡十里河岸 長竿村 市郎左衛門 本所相生町壱丁目伊せや喜兵衛 東京 帰り
（ （（（ 上サ山邊郡小関村 仁右衛門 小舩町弐丁目三浦屋藤兵衛 東京小舟町 行
（ （（（ 東京深川相川町 境屋弥助 下サ銚子 海上郡 帰り
（ （（（ 上総長柄郡牛込村 庄九郎・藤七・八郎左衛門 百姓 東京四日市鎌倉屋九兵衛 （霊岸島四日市町） 行
（ （（（ 下総相馬郡中田木村 （中田切村） 喜兵衛 豆州田方郡柏井村又三郎 行
（ （（（ 上総国長柄郡一ツ松 権五郎・権右衛門 東京本舩町傳馬屋徳兵衛 行
（ （（（ 四ツ谷内藤新宿 武蔵国豊嶋郡 菊二郎・源二郎 良助店 上サ山邊郡松ノ郷村 松之郷村 帰ル 太郎兵衛同道
（ （（9 下サ千葉郡柏井村 新兵衛 東京浅草草利屋 帰ル
（ （（0 武州千住宿橋戸 足立郡 菊次郎 舩橋五日市岩蔵 下総国葛飾郡 帰り
（ （（（ 東京元飯田町 安蔵 武蔵屋常三店 初富村久右衛門 下総国葛飾郡，（開墾地） 行
（ （（（ 下サ印幡郡仲根村 中根村 要蔵 浅草多福弁天常陸屋伊助 東京 行
（ （（（ 下サ匝瑳郡八日市場 江戸屋嘉右衛門 東京市ケ谷田町大田屋甚助 行
（ （（（ 東京下谷金杉村 槙田茂兵衛 舩橋 下総国葛飾郡 帰り
（ （（（ 野州宇津宮新田町 下野国河内郡，（宇都宮城下） 藤吉・藤五郎 下サ銚子高安善兵衛 海上郡 行
（ （（（ 馬喰町弐丁目 東京 山城屋弥市 中山 下総国葛飾郡 参詣ニ行 外弐人
（ （（（ 上サ夷隅郡大野村 惣兵衛 百姓 東京下谷松前屋敷 （松前藩知事邸） 行
（ （（（ 武州足立郡堀ノ内村 勘太郎・直吉 下サ銚子普請場 海上郡 行
（ （（9 上総埴生郡長井村 平蔵 横濱成駒屋 武蔵国 帰り
（ （（0 上サ武射郡早舩村 忠左衛門・角右衛門・権太郎 香具渡世 馬喰町弐丁目 東京 行
（ （（（ 下サ埴生郡安喰村 儀助 小網町三丁目加田屋仁兵衛 東京 帰り
（ （（（ 武州池上 荏原郡池上村 本門寺 上サ小多喜 望陀郡小滝村 帰り
（ （（（ 武蔵国八王子 多摩郡 中村屋倉吉 賣用歩行
（ （（（ 浅草猿若町 東京 吉五郎 嵐利角内 下サ佐倉上町吉田四郎方 印旛郡 帰り
（ （（（ 常州河内郡大徳村 金左衛門 東京箱崎龍ヶ嵜屋勘兵衛 帰り
（ （（（ 常陸国仲郡平磯村 那珂郡 吉兵衛 馬喰町美濃屋 東京 出立帰り
（ （（（ 武州葛飾郡東小松川村 山田雪見 舩橋 下総国葛飾郡 行帰り
（ （（（ 武州深谷在東方村 幡羅郡 紺屋文之助 上サ七本村源六兵衛 夷隅郡 帰り
（ （（9 上州名和郡馬見塚村 那波郡 源二郎 伊上河内守屋敷 （上総国市原郡鶴舞藩知事井上氏邸）帰り
（ （90 東京小舩町弐丁目 小舟町 藤七・丹二郎 家主徳次郎召使 下サ銚子卯津喜元蔵 海上郡 行
（ （9（ 東京仲橋下槙町 音二郎 仙五郎地借 下サ銚子卯津喜元蔵 行
（ （9（ 下総国埴生郡安喰村 徳兵衛 小網町三丁目加田屋仁兵衛 東京 行
（ （9（ 下サ香取郡元三倉村 三倉村 幸右衛門 馬喰町井筒屋 東京 行
（ （9（ 上サ山邊郡東金町 七右衛門 小網町弐丁目相模屋宇兵衛 東京 帰り
（ （9（ 上総国夷隅郡卯原村 鵜原村 久蔵 横濱 武蔵国 帰り
（ （9（ 上サ埴生郡山崎村 三郎兵衛 品川洲崎佐野屋権二郎 （武蔵国） 行
（ （9（ 常州河内郡龍ヶ崎村 新六 東京箱崎勘兵衛 （龍ヶ崎屋） 行
（ （9（ 浅草元吉町 東京 嶌屋喜兵衛 下サ猪之岡平兵衛 （埴生郡飯岡村） 行
（ （99 東京三河町壱丁目 萬屋常吉 下サ佐原美濃屋久二郎 香取郡 帰り

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（ （0（ 下サ香取郡源清田村 下サ香取郡源清田村？ 弥兵衛 東京日本魚屋七兵衛 行 （ここから以下筆跡が異なる）
（ （0（ 上総国武サ郡小松村 武射郡 惣兵衛・傳兵衛・安兵衛 日本橋明石屋佐兵衛 東京 行
（ （0（ 常州鹿嶋郡伊切村 居切村 東京本芝弐丁目魚屋建助 行
（ （0（ 東京市ヶ谷鷹辺町 （鷹匠町） 小林惣兵衛 上野品之助家来 鹿嶋明石村米上六右衛門 常陸国 行 他扣等
（ （0（ 武州玉郡堀之内村 多摩郡 佐兵衛・倉吉・勘左衛門 下サ
（ （09 下サ千葉郡中ノ村 中野村 長左衛門 百性 野々下倉次郎 下総国葛飾郡野々下村 行
（ （（0 東京本飯田町舛 弥左衛門 銚子郷長次郎 下総国海上郡 行
（ （（（ 下サ羽武郡山口村 埴生郡 十左衛門 本所五ツ目西村忠次郎 東京 行
（ （（（ 上サ小田郡小羽根村 （望陀郡小曾根村） 金兵衛 東京高田馬場町佐野与八郎 永田馬場，

（佐野氏は小曾根村旧領主旧旗本）
行

（ （（（ 東京深川柳川町 忠左衛門 清五郎店 上サ市之宮新宿喜助 長柄郡本郷村（一之宮） 還り

●明治 （ 年 （（ 月 （ 日
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3
月 （ （（9 下総国海上郡銚子荒野村 五郎左衛門・喜市 東京小網町長嶌屋兵右衛門 行

（ （（0 野州津賀郡栃木町 芋屋才助 下サ泉水 千葉郡泉水村 行，帰り
（ （（（ 下総国印幡郡中根村 喜太郎 小網町三丁目鍋屋留五郎 東京　富五郎 行
（ （（（ 常州河内郡十里河岸 長竿村 市郎左衛門 本所相生町壱丁目伊せや喜兵衛 東京 帰り
（ （（（ 上サ山邊郡小関村 仁右衛門 小舩町弐丁目三浦屋藤兵衛 東京小舟町 行
（ （（（ 東京深川相川町 境屋弥助 下サ銚子 海上郡 帰り
（ （（（ 上総長柄郡牛込村 庄九郎・藤七・八郎左衛門 百姓 東京四日市鎌倉屋九兵衛 （霊岸島四日市町） 行
（ （（（ 下総相馬郡中田木村 （中田切村） 喜兵衛 豆州田方郡柏井村又三郎 行
（ （（（ 上総国長柄郡一ツ松 権五郎・権右衛門 東京本舩町傳馬屋徳兵衛 行
（ （（（ 四ツ谷内藤新宿 武蔵国豊嶋郡 菊二郎・源二郎 良助店 上サ山邊郡松ノ郷村 松之郷村 帰ル 太郎兵衛同道
（ （（9 下サ千葉郡柏井村 新兵衛 東京浅草草利屋 帰ル
（ （（0 武州千住宿橋戸 足立郡 菊次郎 舩橋五日市岩蔵 下総国葛飾郡 帰り
（ （（（ 東京元飯田町 安蔵 武蔵屋常三店 初富村久右衛門 下総国葛飾郡，（開墾地） 行
（ （（（ 下サ印幡郡仲根村 中根村 要蔵 浅草多福弁天常陸屋伊助 東京 行
（ （（（ 下サ匝瑳郡八日市場 江戸屋嘉右衛門 東京市ケ谷田町大田屋甚助 行
（ （（（ 東京下谷金杉村 槙田茂兵衛 舩橋 下総国葛飾郡 帰り
（ （（（ 野州宇津宮新田町 下野国河内郡，（宇都宮城下） 藤吉・藤五郎 下サ銚子高安善兵衛 海上郡 行
（ （（（ 馬喰町弐丁目 東京 山城屋弥市 中山 下総国葛飾郡 参詣ニ行 外弐人
（ （（（ 上サ夷隅郡大野村 惣兵衛 百姓 東京下谷松前屋敷 （松前藩知事邸） 行
（ （（（ 武州足立郡堀ノ内村 勘太郎・直吉 下サ銚子普請場 海上郡 行
（ （（9 上総埴生郡長井村 平蔵 横濱成駒屋 武蔵国 帰り
（ （（0 上サ武射郡早舩村 忠左衛門・角右衛門・権太郎 香具渡世 馬喰町弐丁目 東京 行
（ （（（ 下サ埴生郡安喰村 儀助 小網町三丁目加田屋仁兵衛 東京 帰り
（ （（（ 武州池上 荏原郡池上村 本門寺 上サ小多喜 望陀郡小滝村 帰り
（ （（（ 武蔵国八王子 多摩郡 中村屋倉吉 賣用歩行
（ （（（ 浅草猿若町 東京 吉五郎 嵐利角内 下サ佐倉上町吉田四郎方 印旛郡 帰り
（ （（（ 常州河内郡大徳村 金左衛門 東京箱崎龍ヶ嵜屋勘兵衛 帰り
（ （（（ 常陸国仲郡平磯村 那珂郡 吉兵衛 馬喰町美濃屋 東京 出立帰り
（ （（（ 武州葛飾郡東小松川村 山田雪見 舩橋 下総国葛飾郡 行帰り
（ （（（ 武州深谷在東方村 幡羅郡 紺屋文之助 上サ七本村源六兵衛 夷隅郡 帰り
（ （（9 上州名和郡馬見塚村 那波郡 源二郎 伊上河内守屋敷 （上総国市原郡鶴舞藩知事井上氏邸）帰り
（ （90 東京小舩町弐丁目 小舟町 藤七・丹二郎 家主徳次郎召使 下サ銚子卯津喜元蔵 海上郡 行
（ （9（ 東京仲橋下槙町 音二郎 仙五郎地借 下サ銚子卯津喜元蔵 行
（ （9（ 下総国埴生郡安喰村 徳兵衛 小網町三丁目加田屋仁兵衛 東京 行
（ （9（ 下サ香取郡元三倉村 三倉村 幸右衛門 馬喰町井筒屋 東京 行
（ （9（ 上サ山邊郡東金町 七右衛門 小網町弐丁目相模屋宇兵衛 東京 帰り
（ （9（ 上総国夷隅郡卯原村 鵜原村 久蔵 横濱 武蔵国 帰り
（ （9（ 上サ埴生郡山崎村 三郎兵衛 品川洲崎佐野屋権二郎 （武蔵国） 行
（ （9（ 常州河内郡龍ヶ崎村 新六 東京箱崎勘兵衛 （龍ヶ崎屋） 行
（ （9（ 浅草元吉町 東京 嶌屋喜兵衛 下サ猪之岡平兵衛 （埴生郡飯岡村） 行
（ （99 東京三河町壱丁目 萬屋常吉 下サ佐原美濃屋久二郎 香取郡 帰り

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（ （0（ 下サ香取郡源清田村 下サ香取郡源清田村？ 弥兵衛 東京日本魚屋七兵衛 行 （ここから以下筆跡が異なる）
（ （0（ 上総国武サ郡小松村 武射郡 惣兵衛・傳兵衛・安兵衛 日本橋明石屋佐兵衛 東京 行
（ （0（ 常州鹿嶋郡伊切村 居切村 東京本芝弐丁目魚屋建助 行
（ （0（ 東京市ヶ谷鷹辺町 （鷹匠町） 小林惣兵衛 上野品之助家来 鹿嶋明石村米上六右衛門 常陸国 行 他扣等
（ （0（ 武州玉郡堀之内村 多摩郡 佐兵衛・倉吉・勘左衛門 下サ
（ （09 下サ千葉郡中ノ村 中野村 長左衛門 百性 野々下倉次郎 下総国葛飾郡野々下村 行
（ （（0 東京本飯田町舛 弥左衛門 銚子郷長次郎 下総国海上郡 行
（ （（（ 下サ羽武郡山口村 埴生郡 十左衛門 本所五ツ目西村忠次郎 東京 行
（ （（（ 上サ小田郡小羽根村 （望陀郡小曾根村） 金兵衛 東京高田馬場町佐野与八郎 永田馬場，

（佐野氏は小曾根村旧領主旧旗本）
行

（ （（（ 東京深川柳川町 忠左衛門 清五郎店 上サ市之宮新宿喜助 長柄郡本郷村（一之宮） 還り

●明治 （ 年 （（ 月 （ 日
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（ （（（ 下総銚子飯高村 香取郡 猶江 東京小網町三丁目吉左衛門 還り 召遣弐人
（ （（（ 下野津賀郡賀毛宿 下野津賀郡賀毛宿？ 喜兵衛・権兵衛 銚子荒谷由屋文蔵 下総国海上郡荒野村 行
（ （（（ 武州八王子玉郡八王子在

壱分村
多摩郡壱分方村
（上・下村あり）

太右衛門・喜八 佐原辺 下総国香取郡 賣行 （ここから改頁されている）

（ （（（ 上サ長柄郡小林村 太兵衛 百性 東京本石町三丁目ふしミ屋十兵衛 行
（ （（（ 上サ市原郡相川村 弥十郎・徳次郎 東京神田小玉池市原楼 於玉ヶ池 行
（ （（9 武州荏原郡大江村 大井村 茂兵衛 銚子中嶌村仕立や善左衛門 下総国海上郡 行
（ （（0 上サ市原郡今津村 今津朝山村 作入 東京八町堀北嶋町伊勢や源七 行
（ （（（ 上サ山部郡真上村 山辺郡真亀村 新兵衛 東京四日市村田や文兵衛 （霊岸島四日市町） 行
（ （（（ 上サ長柄郡茂原村 清七 小網町三丁目越後屋喜兵衛 東京 行
（ （（（ 下サ相馬郡長仲村 長沖村 源助 東京□住町深川や熊吉 行
（ （（（ 常州鹿嶋郡松井村 常州鹿嶋郡松井村？ 源左衛門 本所長崎町房州や市兵衛 東京 行
（ （（（ 下サ海上郡高田村 源兵衛 深川油堀泉や忠兵衛 東京 行
（ （（（ 下サ香取郡小松村 新左衛門・仁左衛門 小川町 東京神田
（ （（（ 下サ河内郡仲嶋村 常陸国（国名間違い） 長兵衛 浅草安部川町甚兵衛 東京 行
（ （（（ 下サ葛飾郡野々下村 森田屋弥八 舟橋宿足袋や弥助 下総国葛飾郡 行
（ （（9 上サ望陀郡野里村 道之助 江戸橋石渡り藤吉 東京，（（/（（ №（（・同 （（or（（ №（（ 記録より政吉カ） 行
（ （（0 下サ馬加村 千葉郡 弥三郎 百性 東京小網町伊勢や傳兵衛 行
（ （（（ 下サ香取郡奈免川村 滑川村 瓦や菊治郎 東京 戻り
（ （（（ 上サ長柄郡一ツ松村 由治郎 百性 東京春木町材木や新三郎 本郷 行
（ （（（ 武州葛西領奥戸村 葛飾郡 泉念寺 坂戸村三郎兵衛 下総国印旛郡 行
（ （（（ 上サ市原郡鶴舞村 猪重郎 東京霊岸上サや久兵衛 霊岸島 行
（ （（（ 上サ長柄郡牛込村 吉右衛門・吉兵衛・八郎兵衛 東京四日市鎌倉や九兵衛 （霊岸島四日市町） 行
（ （（（ 上サ長柄郡北塚村 萬吉 下サ市川中や治郎右衛門 葛飾郡 行
（ （（（ 武州葛西領上小松村 葛飾郡 久三郎 二子村市郎右衛門 下総国葛飾郡 行
（ （（（ 上サ武者郡松ヶ井村 武射郡松谷村 利左衛門・文作 日本橋村田や与八 東京 行
（ （（9 上サ山部郡小関村 山辺郡 五兵衛 日本橋坂本町油や太右衛門 東京，（日本橋は冠さない） 行
（ （（0 上サ市原郡海方村 海保村 久蔵・林蔵 東京霊岸嶋し満や忠左衛門 行
（ （（（ 矢嶋土木太祐家来 弐人
（ （（（ 武州葛飾郡繰橋宿 栗橋宿 常薫寺 中山法花経寺 下総国 行
（ （（（ 常州河内郡太多村 太田村 惣兵衛・市兵衛 東京小網町三町目鍋屋冨五郎 行
（ （（（ 上サ長柄郡市之宮 （一之宮）本郷村 新六 東京本石町二丁目土佐や新兵衛 行
（ （（（ 下サ香取郡吉田村 甚兵衛 東京六番町表伏見善治郎様 表六番町，伏見善次郎

（伏見氏は旧旗本吉田村領主）
行

（ （（（ 下サ因藩郡木越呂し 印旛郡，木下河岸 伊丹屋与三郎 東京 戻り
（ （（（ 下サ香取郡谷中村 昌（西）福寺 東京茅場町薬師 茅場町 行
（ （（（ 下サ香取郡名粉屋村 名古屋村 七蔵・喜兵衛 東京市ヶ谷竹蔵 行
（ （（9 東京若松町 下田源七 上サ国内越村源左衛門 望陀郡打越村 行
（ （（0 東京日本橋 白木屋五兵衛 常州岩井町坂屋藤助 （下総国猿島郡岩井村） 戻り
（ （（（ 下サ香取郡佐原宿 源四郎 東京 戻り
（ （（（ 常州奈免方郡伊太粉村 行方郡潮来村 幸吉 東京深川森下町伊勢や半兵衛 出
（ （（（ 東京米沢町 倉吉 家主定右衛門店 布佐伊九や新左衛門 （下総国） 行
（ （（（ 開こん場二葉二ノ三番 下総国葛飾郡二和村 嘉八 小頭 東京日本橋西岸床や忠治郎 西河岸町 行
（ （（（ 上サ長柄郡曽利金村 剃金村 傳兵衛・甚左衛門・幸右衛門 百性 東京小舟町三丁目相田や伊兵衛 出
（ （（（ 東京本八丁堀弐丁目 惣助 大坂屋庄三郎内 舩橋万蔵 下総国葛飾郡 戻り
（ （（（ 下サ相馬郡布佐村 清兵衛・七郎治 小網町三丁目深川や庄左衛門 東京 出
（ （（（ 下サ相馬郡布川村 喜平治 小網町三丁目深川や庄左衛門 東京 出
（ （（9 上サ山部郡清名幸谷村 山辺郡 喜右衛門 浅草傘倉や傳吉 東京
（ （（0 上サ山部郡作田村 山辺郡 庄作 東京四ヶ日市住吉屋喜兵衛 （霊岸島四日市町） 出
（ （（（ 武州埼玉郡越ヶ谷村 鍛冶や太郎兵衛 舩橋中村や冨蔵 下総国葛飾郡 行
（ （（（ 東京牛込原町壱丁目 河津四郎兵衛 下サ香取郡松沢村 行
（ （（（ 下サ相馬郡布川村 亀屋七兵衛 横山町三丁目布川屋七郎兵衛 東京 出
（ （（（ 東京林町壱丁目 本所 熊吉 三崎會所 （下総国葛飾郡開墾地三咲） 行
（ （（（ 下サ因藩郡平塚村 印旛郡 半左衛門・十兵衛 東京小川町井上筑後守様 神田，（平塚村旧領主旗本の井上鍵次郎関係） 行
（ （（（ 東京駒込千駄木町 伊勢や清左衛門 下サ香取郡土木崎村清兵衛 鴇崎村 戻り
（ （（（ 相州大住郡今和泉村 今泉村 孫右衛門 成田 下総国 参詣戻り
（ （（（ 常州河内郡龍ヶ崎 松田庄三郎 東京大傳馬町壱丁テツ清左衛門 行
（ （（9 下サ因幡郡佐倉領太田村 印旛郡 和助 小舟町三丁目柏屋勘兵衛 東京 行
（ （（0 東京浅草材木町 いつみや安右衛門 銚子荒野村常州や徳三郎 下総国海上郡 戻り
（ （（（ 横濱堺町 武蔵国 長谷川源蔵 曽ヶ野村石屋庄七 下総国千葉郡曽我野村 戻り
（ （（（ 東京本芝町三丁目 魚や熊吉・久治郎 鹿嶋 常陸国鹿島郡 賣用戻り
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（9 （（ 東京木挽町五丁目 清右衛門 下総国野志り村 （海上郡野尻村） 行 供壱人
（9 （9 下野国足利郡足利村 吉蔵 成田 下総国 参詣ニ行
（9 （0 下総国相馬郡布川村 藤兵衛 東京宇ん平大工町水戸屋又兵衛 深川海辺大工町 返ル
（9 （（ 常州河内郡龍ヶ崎村 田中屋長右衛門・野村勝吉 東京箱崎弐丁目龍ヶ崎屋勘兵衛 返ル
（9 （（ 常州河内郡真名板村 生板村 秋山直右衛門 東京箱崎弐丁目龍ヶ崎屋勘兵衛 返ル
（9 （（ 下総国羽武郡安喰村 埴生郡安食村 茂右衛門・勘六 東京小網町形屋仁兵衛 返ル
（9 （（ 上総国藻原村 茂原村 吉兵衛・藤兵衛 東京れ以岸嶋 霊岸島 行
（9 （（ 東京堀留三丁目 政兵衛 平助代 下総国登戸村木村屋 返ル
（9 （（ 下総国相佐郡椿村 匝瑳郡 安蔵 東京両国大和田金八 行
（9 （（ 上総山部郡武射田村 山辺郡，

（武射田村は上・下村あり）
太平次・仙蔵 品川臺町信濃屋角三郎 東京 行

（9 （（ 上総国山辺郡東金町 宇兵衛 東京小石川壱丁目伏見屋重兵衛 行
（9 （9 上総国名柄郡高師村 長柄郡 善太郎 東京深川蛤町須原久三郎 行
（9 90 下総国千葉郡鷺沼村 地玄寺 東京阿たご下経照院 愛宕下 行
（9 9（ 下総国千葉郡久々田村 東善寺 東京阿たご下経照院 愛宕下 行

●明治 （ 年 （（ 月 （ 日

（ （（（ 東京鍛冶橋御門外 佐野屋松兵衛 佐原 下総国香取郡 賣用
（ （（（ 東京浅草山谷町 嶋屋喜助 右地所賣用
（ （（（ 上サ荏隅郡白木村 夷隅郡 幸七
（ （（（ 東京浅草堂前 浅草松葉町 廣嶋屋常吉
（ （（（ 下サ千葉郡三五村 坂尾村 孫右衛門 東京浅草傳法院 戻り
（ （（（ 東京下谷本先テ組屋鋪 忠兵衛 村上半之丞内 常州鹿嶋郡 （居切村） 掘割江行
（ （（9 武州川越 入間郡 廣吉 飛脚 開古ん場 （下総国）
（ （（0 武州葛飾郡平塚村 平須河村 新助 日暮村伊喜方より堀口太左衛門 下総国葛飾郡 行
（ （（（ 常州河内郡龍ヶ嵜町 伊勢や茂七 横濱鈴村屋傳兵衛 武蔵国 行
（ （（（ 東京大坂町 （新大坂町） 山田彦兵衛 半治郎地借 下サ佐原新町与倉屋与左衛門方 香取郡 戻り
（ （（（ 下総香取郡小検川村 小見川村 元八 東京元須町伊勢や政吉 東京元須町？ 行
（ （（（ 東京裏弐番町 前原文吉 下サ国野村 下サ国野村？ 戻り
（ （（（ 常州奈免方郡竹田村 （高田村） 文左衛門 本所柳原四丁目中西幸三郎内兼蔵 東京
（ （（（ 下サ香取郡小検川村 小見川村 油屋忠兵衛 東京本石町四丁目大黒屋三郎兵衛 行 外壱人
（ （（（ 下総因幡郡臼井村 印旛郡 實蔵院弟子 武州川越在井草村古ん浄院 比企郡
（ （（（ 常州鹿嶌郡大舩津村 明石太助 東京本所一ツ目上サや升太郎 行
（ （（9 東京深川南松代町 金太郎 家主 大森椎奈元兵衛 下総国印旛郡 戻り
（ （90 東京冨沢町 近江や与市 木越呂し鈴木屋 下総国印旛郡，（木下河岸） 帰り
（ （9（ 下総相馬郡立崎村 重左衛門 東京小傳馬町壱丁目下野や伊助 行
（ （9（ 東京浅草三軒町 三間町 与右衛門 久兵衛店 上サ菊間村市原三治郎 市原郡 帰り
（ （9（ 奥州伊立郡下郡村 岩代国伊達郡 松三郎・源吉 中山 下総国 参詣帰り 女壱人
（ （9（ 東京下谷池の端 大のや由兵衛
（ （9（ 武州埼玉郡小林村 関根宮内 社人 諸国 還り
（ （9（ 上総国山辺郡仲村 伊兵衛 東京三拾間堀□田川大縄 行
（ （9（ 上サ武佐郡小松村 武射郡 藤右衛門 三河や 帰り
（ （9（ 下サ埴生郡和田村 常治 東京神田鍛冶町伊勢や伊助 行
（ （99 出羽国生玉郡米沢村 羽前国置賜郡簗沢村

（米沢藩庁在所）
幸助 中山 下総国 参詣ニ行

（ （00 下サ銚子海上郡飯沼村 源六 東京北新堀伊勢や安兵衛 行
（ （0（ 東京浅草聖天町 橋屋太三郎・伊之助 成田 下総国 参詣帰り
（ （0（ 東京京橋大根岸 大根河岸 扇屋清治郎 佐原 下総国香取郡 戻り
（ （0（ 浅草三谷町 東京浅草山谷町 吉五郎 佐原西町山城屋金治郎 下総国香取郡 戻り
（ （0（ 下総千葉郡田辺田村 多部田村 源四郎・萬治郎 馬喰町四丁目松葉や喜十郎 東京 行
（ （0（ 下サ香取郡佐原村 村松屋儀兵衛 飯田町弐合半坂東二重郎様 東京
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（9 9（ 東京神田三河町壱丁目 栄吉 とび 上総国市原郡菊間御普請 （菊間藩役所地在所） 返り 外壱人
（9 9（ 東京浅草山ノ宿町 利兵衛 中山 下総国 参詣ニ行 下男三人
（9 9（ 上総国山部郡東金町 山辺郡 半兵衛 深川上坂町記国屋善助 東京上坂町？，紀伊国屋 行
（9 9（ 東京深川仲町 越後屋平助 下総千葉郡馬加村 返ル
（9 9（ 常州河内郡龍崎砂町 龍ヶ崎 以賀や清二郎 東京 返ル
（9 9（ 上総山部郡大網宿 山辺郡 冨田勘兵衛 東京宮作縣御役所 宮谷県役所 行 外弐人
（9 9（ 上総国伊住郡市ノヽ 村 夷隅郡市野々村 久左衛門 東京四ツ谷塩町壱丁目家主喜兵衛 行 外壱人
（9 99 下総国宇奈神郡高追村 海上郡高生村 忠兵衛 木下し 下総国，（木下河岸） 行
（9 （00 常州奈目形郡板子村 行方郡潮来村 幸七 東京 返り
（9 （0（ 下総国相馬郡野木崎村 七左衛門 舟橋 下総国 商ニ行
（9 （0（ 下総国羽武郡土室村 埴生郡 定吉 千住小ツケ原豊田屋弥兵衛 武蔵国　小塚原 行
（9 （0（ 下総国銚子 長五郎 東京神田須田町弐丁目大和屋勝五郎 行
（9 （0（ 下総国香取郡青馬村 清右衛門 東京小網町東屋庄左衛門 行 外壱人
（9 （0（ 上州青柳新町 森屋宗五郎 成田 下総国 参詣ニ行
（9 （0（ 常州河内郡手栗村 喜兵衛 東京本所壱ツ目水戸様宇奈ぎ會所 行
（9 （0（ 東京本銀町三町目 藤助 家主繁蔵代 下サ佐原 飛脚に行
（9 （0（ 上総奈柄郡濱宿村 長柄郡 三右衛門・利右衛門 東京本鮒町虎屋勝次郎 本舟町 行
（9 （09 上総国武射郡蓮沼村 弥右衛門・市郎兵衛・喜兵衛 東京四日市越中屋庄兵衛 （霊岸島四日市町） 行
（9 （（0 上総奈柄郡一ノ宮 長柄郡 清左衛門 東京四日市鎌倉屋新太郎 （霊岸島四日市町） 行
（9 （（（ 下総国寒川村 辰之助・宇三郎 虎屋孫七忰 東京小網町与惣左衛門 返り
（9 （（（ 東京神田宮本町 松兵衛 家主 下総佐倉御屋鋪 （佐倉藩知事邸） 返
（9 （（（ 上総国望田郡有住村 （望陀郡有吉村） 三右衛門・庄之助 東京堀井町駿河屋庄兵衛 （堀江町） 行
（9 （（（ 房州長佐郡濱沖村 長狭郡浜荻村 藤右衛門・吉助 東京小鮒町三町目松井吉右衛門 日本橋小舟町 行
（9 （（（ 東京深川下大嶋 橋屋亀吉 下総銚子在谷田村直四郎 行
（9 （（（ 下総国香取郡大嶋村 七右衛門 東京大工町常陸屋権四郎 行
（9 （（（ 下総国印幡郡木下村 七兵衛 東京浅草花川道三浦屋新兵衛方 花川戸 行
（9 （（（ 下総国印幡郡小林村 庄兵衛 東京神田松枝丁伊助方 行
（9 （（9 東京下谷龍千町 龍泉町 長国寺 上総国喜原新田庄五郎 行
（9 （（0 上総国奈柄郡一ツ松 長柄郡一ツ松村 庄左衛門・六郎右衛門・平兵衛・与平次・

太郎左衛門・藤右衛門・市左衛門
東京四日市越後屋喜兵衛 （霊岸島四日市町） 行

（9 （（（ 東京深川仲町 嘉右衛門 屋根職 常州玄田河岸武蔵屋久次郎 源太河岸 行
（9 （（（ 常州河内郡伊佐布村 伊佐部村 弥兵衛 東京深川運辺大工町帯屋源三郎 海辺大工町 返ル
（9 （（（ 東京小鮒町弐丁目 小舟町 □□屋熊太郎 鹿嶋清水勘三郎 行
（9 （（（ 東京神田鍋町 怒志屋鉄五郎 （塗師屋） 佐原・鹿嶋□申下駄 下総国・常陸国　下駄？ 行
（9 （（（ 武州豊嶋郡角羽津村 角筈村 政五郎 下総千葉郡宮崎村傳右衛門 行
（9 （（（ 東京本八町堀三丁目 本八丁堀 野神屋嘉右衛門 下総布佐寺田平六
（9 （（（ 房州安房郡廣瀬村 喜惣右衛門 名主 東京神須田町萬屋杢右衛門 神田 行
（9 （（（ 下総国香取郡名尽村 香取郡名尽村？ 長右衛門・半右衛門・傳左衛門・

嘉右衛門・脩蔵
東京神田小柳町三州屋與右衛門 返ル

（9 （（9 常州志だ郡井戸崎村 信太郡江戸崎村 中田屋新助 東京日本橋萬町大黒屋傳助 （日本橋は冠さない） 行
（9 （（0 下総国印幡郡保品村 傳兵衛 小菅縣御役所 武蔵国 行
（9 （（（ 上総国市原郡国住村 国住村？ 倉吉 東京本郷西片丁佐野屋和助 西片町 行
（9 （（（ 常州河内郡龍ヶ崎村 源兵衛 東京大門道村田惣助 行
（9 （（（ 常州河内郡龍ヶ崎村 長助 東京箱崎龍ヶ崎屋勘兵衛 行
（9 （（（ 武州八王子宿 利七・冨五郎 安房上総へん 商用
（9 （（（ 東京浅草橋場町 鉄五郎 家主源蔵店 舩橋宿津田屋 下総国 返ル
（9 （（（ 東京春日町 大黒屋長右衛門 常州冨田村惣重郎 返ル
（9 （（（ 下総国千葉郡作草邊村 作草部村 惣重郎 葛西芝又志がらき忠右衛門 武蔵国 行
（9 （（（ 下総国豊田郡石毛村 市左衛門・忠兵衛 横濱土方松五郎 武蔵国 行
（9 （（9 東京浅草花川道 花川戸 文蔵 下サ木下し村河内屋 （木下河岸） 返ル
（9 （（0 下総国香取郡株ら久村 鏑木村 金兵衛 東京本所一ツ目米屋長吉 行
（9 （（（ 下総国香取郡和泉村 傳蔵 東京浅草御蔵前 納ニ行
（9 （（（ 佐倉藩管轄所下総国千葉郡登戸村 幸助 名主 東京川口町鈴木屋幸助方 （霊岸島川口町） 通行仕候 （付箋による訂正）
（9 （（（ 上総国市原郡鶴ま以 鶴舞村 飛脚屋寅吉 東京永久御屋鋪 行
（9 （（（ 上総国伊住郡深谷村 夷隅郡 清右衛門 東京下谷七軒町松前様 （松前藩知事邸） 行
（9 （（（ 下総国香取郡高崎村 小木田健蔵 横濱肴屋源壱郎 武蔵国 返ル
（9 （（（ 下総国香取郡間賀内村 曲淵村 藤左衛門 丸之内東道様御屋鋪 東京（津藩主）藤堂様（支配知事）行
（9 （（（ 下総国香取郡村田村 吉兵衛 丸之内東道様御屋鋪 東京（津藩主）藤堂様（支配知事）行
（9 （（（ 上総国奈柄郡大谷木村 長柄郡 又右衛門 東京牛込 返ル
（9 （（9 下総国印幡郡深鎌新田 小兵衛・吉五郎 東京亀嶋町綿屋三右衛門 行
（9 （（0 下総国印幡郡小林村 元蔵 京橋南傳馬町松屋庄蔵 東京 行
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（（ （（ 下総国印幡郡佐倉田町 三右衛門 東京浅草新町武蔵屋 行
（（ （（ 駿河国志田郡遠戸村 志太郡遠戸村？ 弥左衛門 柴崎村勘次郎 （下総国） 行
（（ （（ 常州龍ヶ崎村 佐野屋善兵衛
（（ （（ 常州信太郡江戸崎村 幸治郎 東京八丁堀新兵衛 行
（（ （（ 常陸国信太郡志田村 彦兵衛 東京馬食町紀之国屋 馬喰町紀伊国屋 戻り
（（ （9 下総国埴生郡伊野岡村 飯岡村 佐吉 平兵衛使 本所相生町壱丁目上総屋 東京 戻り
（（ 90 下総国香取郡山倉村 七郎左衛門 東京 戻り者
（（ 9（ 下サ長柄郡奉免村 （上総国長柄郡法目村）善左衛門 東京小石川佐野屋 参り
（（ 9（ 下総国香取郡佐原村 太七 東京本郷達戸横町太助 本郷達戸横町？ 戻り
（（ 9（ 上総国望陀郡久保田村 惣右衛門 東京通り四丁目利兵衛 行
（（ 9（ 上総国市原郡矢場村 久太郎 東京京橋竹屋七兵衛 行
（（ 9（ 下総国山邊郡極楽村 新兵衛・房右衛門・権右衛門 東京 酒造願ニ参り候者
（（ 9（ 下総国埴生郡成田村 伊之介 東京浅草神田屋利兵衛 行
（（ 9（ 常州龍ヶ崎村 小泉安兵衛・平太郎・善兵衛 東京元濱町佐野屋長四郎 戻り
（（ 9（ 下総国相馬郡布川村 六右衛門 東京 戻り者
（（ 99 東京通油町 坂口吉右衛門召仕 さ原 下総国佐原 参候者 弐人
（（ （00 下総国佐倉領 金子屋文蔵使 東京浅草新町亀次郎 行
（（ （0（ 下総国小見川村 油屋忠兵衛 東京本国町四丁目大国屋三郎兵衛 本石町，（大黒屋） 戻り
（（ （0（ 下総国埴生郡佐倉領和田村 佐助 本所三ツ目萬屋常五郎 東京 行
（（ （0（ 上総国長柄郡一ッ松村 与五右衛門・武兵衛・新左衛門・七郎右衛門 百姓 東京江戸橋四ヶ市和泉屋市兵衛 （元四日市町） 行
（（ （0（ 東京両国研堀 永山峯吉 小柳常吉内 上サ岩崎村伊吉宅 行
（（ （0（ 下野国都賀郡鹿沼村 峯八 上サ方川村伊助太郎 上総国方川村？ 戻り
（（ （0（ 上総国埴生郡賀し木村 柏木村 清七 東京日本橋釘店 行
（（ （0（ 上総国埴生郡賀し木村 柏木村 兵吉・源五右衛門 東京日本橋釘店 行
（（ （0（ 越中射水郡泊村 惣治郎・弥五郎 東京 仕入者
（（ （09 下総国印幡郡中根村 喜太郎 東京小網町三丁目鍋屋富五郎 戻り
（（ （（0 上総国山邊郡椎木村 （四天木村） 傳右衛門・忠八 東京日本橋大橋助右衛門 行
（（ （（（ 下総国海上郡銚子村 長蔵 東京深川森下町柳屋 戻り
（（ （（（ 西荒浪村 上野国群馬郡西新波村 亀太郎・寅吉 常州高崎銚子 常陸国・上野国・下総国 参候者
（（ （（（ 下野国那須郡市ノ沢村 市野沢村 惣兵衛 東京本材木町寺本屋惣右衛門 行
（（ （（（ 下総国埴生郡畑ヶ田村 畑田村 忠兵衛 東京神田須田町弐丁目越後屋吉兵衛 行
（（ （（（ 武州埼玉郡常木村 金三郎
（（ （（（ 武州埼玉郡上間久里村 喜右衛門・久太郎・源次郎 東京本所相生町弐丁目いしや 行
（（ （（（ 上総国東金町 善兵衛 東京小網町弐丁目大坂屋茂兵衛 行 外とも壱人
（（ （（（ 淀藩支配所下総国相馬郡布川村 六右衛門
（（ （（9 下総国香取郡方間木村 片巻村 甚兵衛 勧農方 本所壱ッ目上総屋方 東京 行

●明治 （ 年 （（ 月 （ 日

（9 （（（ 岩木菊田郡植田村 磐城国菊多郡 斉次郎 上サ宮作縣大須賀様 行
（9 （（（ 下総国印幡郡中根村 与右衛門 東京小川町廣瀬辰五郎 神田 行
（9 （（（ 常州河内郡福田村 市左衛門 東京下谷長者町大端青国 返
（9 （（（ 上総国山邊郡豆作村 豆作村？ 馬三郎 東京石町伏見屋重兵衛 東京石町？ 行
（9 （（（ 上総国市原郡松崎村 忠八 東京浅草鹿嶋屋 返ル
（9 （（（ 東京本芝三丁目 三河屋亀吉 下サ本郷村新七 行
（9 （（（ 上総国伊住郡岩和田村 夷隅郡 甚之丞 深川岩浅屋 東京 行
（9 （（（ 武蔵国埼玉郡新川通村 要次郎 名主 下総佐倉御屋鋪 （支配佐倉藩知事屋敷） 行 外壱人
（9 （（9 仙臺名取郡岩沼町 陸前国 新助・吉郎次 東京馬喰町壱丁目列豆屋茂右衛門 行
（9 （（0 東京四ツ谷傳馬町三丁目 伊八・米吉 下サ布佐石屋兼吉 行
（9 （（（ 常州河内郡龍ヶ崎町 以勢や幸八 東京堀留山口や仁兵衛 行
（9 （（（ 常州河内郡竜ヶ崎町 縫之助 東京馬喰町壱丁目いせや七郎兵衛 行 外三人
（9 （（（ 下総国香取郡金絵図村 金江津村 仁兵衛 東京小網町三丁目鍋屋冨五郎 行
（9 （（（ 東京坂本上町 金次郎 家主傳蔵店 下総生実下総屋金蔵 戻り
（9 （（（ 下総海上郡銚子 勘四郎 東京日本橋伏見屋仙太郎 行
（9 （（（ 常州鹿嶋郡志崎村 （大・小村あり） 文四郎 東京深川 行 外壱人
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行者数など）
（（ （ 東京京橋竹岸 竹河岸 中西屋勝之助 家主 成田山 下総国 参詣
（（ （ 武州仁座郡大和田町 新座郡 吉左衛門 庄屋 成山田 下総国　成田山 参詣
（（ （ 武州葛飾郡須田 （隅田村の古称） 岩次郎 ごま講 外三拾壱人
（（ （‐（ 東京浅草橋場町 庄兵衛 名主 上総国市原郡菊間村七右衛門 帰り
（（ （‐（ 東京浅草橋場町 幸蔵 上総国市原郡菊間村七右衛門 帰り
（（ （ 銚子海上郡今宮村 下総国 弥惣次 小網町三丁目廣屋吉右衛門 東京 供壱人
（（ （ 東京新嶋原 林屋新兵衛・兼吉 常州牛堀須田次兵衛
（（ （ 常州河内郡阿ハ崎村 阿波崎村 惣右衛門・久兵衛 東京金比羅 参詣戻り
（（ （ 下総国香取郡佐原村 勇吉 東京金比羅 参詣戻り
（（ 9 下総国千葉郡小室村 安右衛門 東京金比羅 参詣戻り
（（ （0 （越後国蒲原郡に藩庁）村松繁八 村松藩
（（ （（ 下サ印幡郡上志津村 三郎兵衛・弥兵衛・権右衛門・

三右衛門
金比羅 （東京） 参詣戻り

（（ （（ 下総国印幡郡津辺村 都部村新田 五郎右衛門 金比羅 （東京） 参詣戻り
（（ （（ （駿河国に藩庁） 平野安蔵 志津岡藩（静岡藩） 上総国長良郡長渡村七右衛門 長柄郡七渡村 行
（（ （（‐（ 下総国海上郡高谷村 荒野村 清左衛門 名主 東京深川木場大和町上総屋儀兵衛 行
（（ （（‐（ 下総国海上郡高谷村 荒野村 岩吉 東京深川木場大和町上総屋儀兵衛 行
（（ （（ 下サ香取郡谷中村 甚左衛門・半左衛門 東京金比羅 参詣戻り
（（ （（ 甲府縣庁甲州都留郡上吉田村 佐藤安衛 冨士嶽神社祝
（（ （（ 下総国印幡郡仲根村 中根村 金左衛門 東京小網町三丁目嘉田屋仁兵衛 行
（（ （（ 東京浅草茅町 吉兵衛 湯結渡世
（（ （9 東京霊岸嶋北新川 宗之助 下サ鎌ヶ谷清田源内 行
（（ （0 下総国宗佐郡八日市場 匝瑳郡 五兵衛・六郎兵衛 百姓 東京金比羅 参詣戻り
（（ （（ 下総国佐原関戸 香取郡関戸村 又兵衛 東京金比羅 参詣戻り
（（ （（ 下総国香取郡三倉村 小左衛門・利左衛門 東京金比羅 参詣戻り
（（ （（‐（ 佐倉印幡郡戸神村 下総国 五郎左衛門 名主 東京日ヶ窪御上屋敷 麻布北日ヶ窪村

（佐倉藩支配知事の幕末上屋敷在所）
行

（（ （（‐（ 佐倉印幡郡戸神村 下総国 紋右衛門 東京日ヶ窪御上屋敷 麻布北日ヶ窪村
（佐倉藩支配知事の幕末上屋敷在所）

行

（（ （（ 東京牛天神下 弥兵衛・友五郎 東京屋敷 戻り
（（ （（‐（ 東京小傳馬町壱丁目 小嶋立蔵 下サ舟橋 行
（（ （（‐（ 東京小傳馬町壱丁目 又十郎 小嶋立蔵兄 下サ舟橋 行
（（ （（ 佐倉物井村 下総国 善三郎・茂右衛門・新八・

次郎兵衛
東京金比羅 参詣戻り

（（ （（ 下総国印幡郡村上村 治右衛門・清右衛門
（（ （（ 千葉郡八木ヶ谷村 下総国 八郎左衛門・茂右衛門 金比羅 （東京） 戻り
（（ （9 東京松倉町 本所 川口屋市兵衛 龍ヶ崎稲荷屋平七方 常陸国
（（ （0 流山在野々下村 下総国 重吉 百性 中山 下総国 参詣
（（ （（ 山邊郡東金在松野郷村 上総国松之郷村 太郎兵衛・権左衛門・藤左衛門・

作右衛門・弥五兵衛
東京松嶋町松屋茂左衛門 戻り

（（ （（ 下サ印幡郡惣篠 惣篠？ 三郎兵衛・儀左衛門・仁左衛門 金比羅 東京 戻り
（（ （（ 下サ相馬郡岡村 藤右衛門・太右衛門 金比羅 東京 戻り
（（ （（ 庄伯村 下総国正伯村 専蔵 金比羅 東京 戻り
（（ （（ 常州真壁郡下妻村 源兵衛・浅五郎・長次郎
（（ （（ 千葉郡八津村 下総国，谷津村 餅屋勘蔵 野田村 下総国 戻り
（（ （（ 常州河内郡宮渕村 幸八
（（ （（ 上総国市原郡五所村 三重郎 百性
（（ （9 本所大平町 東京 常次郎 家主佐五兵衛店 千葉在森新之助 下総国
（（ （0 東京田所町 簾屋七五郎 常州龍ヶ崎嶋嶌屋源重郎方
（（ （（ 常州生板村 河内郡 惣三郎 金比羅 （東京） 戻り

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日

（（ （（0 東京海芝橋坂本町壱丁目釜屋又兵衛 海芝橋？ 行
（（ （（（ 常州茨城郡鹿田村 喜之右衛門 東京浅草代地笠倉屋伊兵衛 行
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3
月 （（ （（ 下サ香取郡大須賀村 西大須賀村 治兵衛・嘉兵衛・五兵衛 金比羅 （東京） 戻り

（（ （（ （常陸国行方郡に藩庁）根本唯七 麻生藩 東京
（（ （（ 初富九拾七番 下総国，（開墾地） 半右衛門・岩右衛門 行徳新田六右衛門 下総国
（（ （（ 印幡郡中木戸新田 下総国 儀左衛門
（（ （（ 東京麻布六間町 小嶋直戸
（（ （（ 相馬郡中屋村 下総国，中谷村 勘右衛門・庄兵衛 当村（鬼越村）八兵衛方 下総国
（（ （（ 下総千葉郡河井村 川井村 弥七・惣五郎・伊之助 金比羅 （東京） 戻り
（（ （9 稲本 稲本？ 忠蔵 鳥屋商賣戻り
（（ （0 小金町 下総国 勘七 舟はし角久方 下総国船橋
（（ （（ 大森新田六間 下総国 政七 政吉伜 東京牛込御門内神祇官青柳権太夫内石橋鉄蔵 戻り
（（ （（ 三崎東四番 下総国，三咲（開墾地） 又蔵 東京神田三河町筑前屋松次郎 戻り
（（ （（ 上総山邊郡大網村 吉蔵 ･ 徳次郎 金比羅 （東京） 戻り
（（ （（ 下サ中木戸新田 作左衛門 ヨコハマ 武蔵国横浜 戻り
（（ （（ 山邊郡金谷村 上総国 長左衛門・源右衛門 浅草田町中嶋屋 東京 戻り
（（ （（ 東京両国小泉町 本所 東助 要助店
（（ （（ 印幡郡佐倉田町 下総国 亀早屋三左衛門 東京 戻り

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（ａ （ 武州和良宿 （蕨宿） 平八・清蔵 下サ成田 参詣戻り
（ａ （ 下総国羽布郡北羽取村 下総国埴生郡北羽鳥村 弥左衛門 東京金毘羅 参詣戻り
（ａ （ 武州□郡椿村 武蔵国椿村？ 助右衛門・喜兵衛 下サ成田 参詣江行
（ａ （ 下総国印幡郡小林村 源右衛門・重右衛門・喜左衛門・

宇右衛門
東京金毘羅 参詣戻り （（と同行カ）

（ａ （ 下総国香取郡小林村 惣右衛門 東京金毘羅 参詣戻り （（と同行カ）
（ａ （ 常州鹿嶋郡奥野山村 常陸国鹿嶋郡奥野谷村 庄左衛門 東京金毘羅 参詣戻り
（ａ （ 下総国鹿嶋郡溝口村 作右衛門・三郎左衛門・

市右衛門・清左衛門
東京金毘羅 参詣戻り

（ａ （ 武州阿多郡里村 武蔵国足立郡里村 茂七・幸右衛門 成田 下総国 参詣戻り
（ａ 9 下総国羽布郡大室村 埴生郡 長兵衛・源之丞 東京金毘羅 参詣戻り
（ａ （0 東京浅草羽芝町 東京府（浅草）橋場町 山田屋文右衛門 成田山 下総国 参詣江行
（ａ （（ 武州西葛西木根川 木下川村 仁右衛門・岩次郎・立次郎・与助 成田山 下総国 参詣江行
（ａ （（ 東京山下町 大坂屋仙蔵 常州井桐役所 鹿島郡居切村，

（掘割関係役所）
行

（ａ （（ 常州香取郡 （常陸国鹿島郡） 和泉屋佐兵衛 東京小網町鍋屋富五郎 行
（ａ （（ 大坂幸町四丁目 河内国 喜兵衛 中山 下総国 参詣江行
（ａ （（ 常州河内郡半馬村 常陸国河内郡半田村 利左衛門・嘉左衛門 東京金毘羅 参詣戻り
（ａ （（‐（ 神奈川支配所武州多摩郡落川村 朝倉良平 名主 成田 下総国 参詣江行
（ａ （（‐（ 神奈川支配所武州多摩郡落川村 太助 朝倉良平忰 成田 下総国 参詣江行
（ａ （（ （常陸国に藩庁） 木内新右衛門・中嶋新九郎・

岡本武造・二川茂介・中嶋久五郎
水戸藩 従者四人

（ａ （（ 下総相馬郡中谷村 勇次 東京徳右衛門町山田屋忠兵衛 本所 行
（ａ （9 下総羽布郡須賀村 埴生郡 常平 東京金毘羅 戻り
（ａ （0 常州瀧ヶ崎 富五郎 横山町 東京 朝（麻）布仕入
（ａ （（ 下総国葛飾郡傳兵衛新田 善左衛門 千足明正 下総国北方村妙正社 参詣行
（ａ （（ 上総国市原郡草苅村 市郎兵衛・善七・善右衛門・

与惣次
真間手子児 下総国葛飾郡国分村 参詣江行

（ａ （（ 下総香取郡小間津村 小松村 文三郎 東京駿河屋斉藤次郎左衛門 駿河台，斎藤（旧旗本）
（ａ （（ 武州産生間郡畑山村 武蔵国男衾郡畠山村 次兵衛 成田山 下総国 参詣ニ行
（ａ （（ 下総国羽布郡奥津村 埴生郡興津村 常左衛門・武左衛門 東京金毘羅 参詣戻り
（ａ （（‐（ 東京本所長岡町弐丁目 六左衛門 家主 □（小）金開發場 下総国 行
（ａ （（‐（ 東京本所長岡町弐丁目 金一郎 □（小）金開發場 下総国 行
（ａ （（ 栗田御殿 （京都） 堀本好之丞 栗田御殿

（青蓮院門跡）
（ａ （（ 常州河内郡龍ヶ崎 相澤清三郎 東京金毘羅 参詣戻り

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日①
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3
月 （（ （（ 下サ香取郡大須賀村 西大須賀村 治兵衛・嘉兵衛・五兵衛 金比羅 （東京） 戻り

（（ （（ （常陸国行方郡に藩庁）根本唯七 麻生藩 東京
（（ （（ 初富九拾七番 下総国，（開墾地） 半右衛門・岩右衛門 行徳新田六右衛門 下総国
（（ （（ 印幡郡中木戸新田 下総国 儀左衛門
（（ （（ 東京麻布六間町 小嶋直戸
（（ （（ 相馬郡中屋村 下総国，中谷村 勘右衛門・庄兵衛 当村（鬼越村）八兵衛方 下総国
（（ （（ 下総千葉郡河井村 川井村 弥七・惣五郎・伊之助 金比羅 （東京） 戻り
（（ （9 稲本 稲本？ 忠蔵 鳥屋商賣戻り
（（ （0 小金町 下総国 勘七 舟はし角久方 下総国船橋
（（ （（ 大森新田六間 下総国 政七 政吉伜 東京牛込御門内神祇官青柳権太夫内石橋鉄蔵 戻り
（（ （（ 三崎東四番 下総国，三咲（開墾地） 又蔵 東京神田三河町筑前屋松次郎 戻り
（（ （（ 上総山邊郡大網村 吉蔵 ･ 徳次郎 金比羅 （東京） 戻り
（（ （（ 下サ中木戸新田 作左衛門 ヨコハマ 武蔵国横浜 戻り
（（ （（ 山邊郡金谷村 上総国 長左衛門・源右衛門 浅草田町中嶋屋 東京 戻り
（（ （（ 東京両国小泉町 本所 東助 要助店
（（ （（ 印幡郡佐倉田町 下総国 亀早屋三左衛門 東京 戻り

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（ａ （ 武州和良宿 （蕨宿） 平八・清蔵 下サ成田 参詣戻り
（ａ （ 下総国羽布郡北羽取村 下総国埴生郡北羽鳥村 弥左衛門 東京金毘羅 参詣戻り
（ａ （ 武州□郡椿村 武蔵国椿村？ 助右衛門・喜兵衛 下サ成田 参詣江行
（ａ （ 下総国印幡郡小林村 源右衛門・重右衛門・喜左衛門・

宇右衛門
東京金毘羅 参詣戻り （（と同行カ）

（ａ （ 下総国香取郡小林村 惣右衛門 東京金毘羅 参詣戻り （（と同行カ）
（ａ （ 常州鹿嶋郡奥野山村 常陸国鹿嶋郡奥野谷村 庄左衛門 東京金毘羅 参詣戻り
（ａ （ 下総国鹿嶋郡溝口村 作右衛門・三郎左衛門・

市右衛門・清左衛門
東京金毘羅 参詣戻り

（ａ （ 武州阿多郡里村 武蔵国足立郡里村 茂七・幸右衛門 成田 下総国 参詣戻り
（ａ 9 下総国羽布郡大室村 埴生郡 長兵衛・源之丞 東京金毘羅 参詣戻り
（ａ （0 東京浅草羽芝町 東京府（浅草）橋場町 山田屋文右衛門 成田山 下総国 参詣江行
（ａ （（ 武州西葛西木根川 木下川村 仁右衛門・岩次郎・立次郎・与助 成田山 下総国 参詣江行
（ａ （（ 東京山下町 大坂屋仙蔵 常州井桐役所 鹿島郡居切村，

（掘割関係役所）
行

（ａ （（ 常州香取郡 （常陸国鹿島郡） 和泉屋佐兵衛 東京小網町鍋屋富五郎 行
（ａ （（ 大坂幸町四丁目 河内国 喜兵衛 中山 下総国 参詣江行
（ａ （（ 常州河内郡半馬村 常陸国河内郡半田村 利左衛門・嘉左衛門 東京金毘羅 参詣戻り
（ａ （（‐（ 神奈川支配所武州多摩郡落川村 朝倉良平 名主 成田 下総国 参詣江行
（ａ （（‐（ 神奈川支配所武州多摩郡落川村 太助 朝倉良平忰 成田 下総国 参詣江行
（ａ （（ （常陸国に藩庁） 木内新右衛門・中嶋新九郎・

岡本武造・二川茂介・中嶋久五郎
水戸藩 従者四人

（ａ （（ 下総相馬郡中谷村 勇次 東京徳右衛門町山田屋忠兵衛 本所 行
（ａ （9 下総羽布郡須賀村 埴生郡 常平 東京金毘羅 戻り
（ａ （0 常州瀧ヶ崎 富五郎 横山町 東京 朝（麻）布仕入
（ａ （（ 下総国葛飾郡傳兵衛新田 善左衛門 千足明正 下総国北方村妙正社 参詣行
（ａ （（ 上総国市原郡草苅村 市郎兵衛・善七・善右衛門・

与惣次
真間手子児 下総国葛飾郡国分村 参詣江行

（ａ （（ 下総香取郡小間津村 小松村 文三郎 東京駿河屋斉藤次郎左衛門 駿河台，斎藤（旧旗本）
（ａ （（ 武州産生間郡畑山村 武蔵国男衾郡畠山村 次兵衛 成田山 下総国 参詣ニ行
（ａ （（ 下総国羽布郡奥津村 埴生郡興津村 常左衛門・武左衛門 東京金毘羅 参詣戻り
（ａ （（‐（ 東京本所長岡町弐丁目 六左衛門 家主 □（小）金開發場 下総国 行
（ａ （（‐（ 東京本所長岡町弐丁目 金一郎 □（小）金開發場 下総国 行
（ａ （（ 栗田御殿 （京都） 堀本好之丞 栗田御殿

（青蓮院門跡）
（ａ （（ 常州河内郡龍ヶ崎 相澤清三郎 東京金毘羅 参詣戻り

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日①
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（ａ （9 東京羽芝町 浅草橋場町 兵助 伊舩座役所 成田山 下総国 参詣江行
（ａ （0‐（ 東京羽芝町五拾八番地所 浅草橋場町 安兵衛 家主
（ａ （0‐（ 東京羽芝町五拾八番地所 浅草橋場町 喜兵衛
（ａ （（ 下総国相馬郡戸頭村 寅吉 成田山 下総国 参詣江行
（ａ （（ 東京日□柱町 甚蔵・忠兵衛
（ａ （（ 東京本所小梅 （本所は冠さない） 源左衛門 中山 下総国 参詣江行
（ａ （（ （肥前国に藩庁） 思田稲太郎 第弐拾四番平戸藩 印鑑持参
（ａ （（‐（ 東京浅草聖天横町 金兵衛 家主
（ａ （（‐（ 東京浅草聖天横町 銀蔵
（ａ （（ 下総国印幡郡山田村 庄左衛門
（ａ （（‐（ 下総千葉郡稲毛村 善助 名主 東京金毘羅 参詣江戻り
（ａ （（‐（ 下総千葉郡稲毛村 代仁 善助忰 東京金毘羅 参詣江戻り
（ａ （（ 明ケ嶽浪五郎 相模 供五人
（ａ （9 上総国山辺郡松之郷村 四郎左衛門 東京金毘羅 参詣江戻り
（ａ （0 上総国市原郡草苅村 半七・権次郎・藤右衛門・半平 真間手児奈 下総国葛飾郡国分村 参詣江行
（ａ （（ 東京浅草福井町 栄次 家主與七店 成田山 下総国 参詣戻り
（ａ （（ 下総国印幡郡笠神村 平兵衛 東京馬喰町熊ケ屋忠平衛
（ａ （（ （下総国に藩庁） 成澤佐吉 曽我野藩 印鑑持参
（ａ （（ 東京長住町 浅草永住町 伊勢屋忠兵衛 中山 下総国 参詣江行
（ａ （（ 常州龍ヶ崎大徳村塩谷 升田忠平・次兵衛 金毘羅 （東京） 参詣戻り
（ａ （（‐（ 常陸国鍋子新田 傳市郎 名主 金毘羅 （東京） 参詣戻り
（ａ （（‐（ 常陸国鍋子新田 半重郎 金毘羅 （東京） 参詣戻り
（ａ （（ 常州河内郡根本村 九郎左衛門・利左衛門 金毘羅 （東京） 参詣戻り
（ａ （（ 上総国伊住郡澤邊村 夷隅郡沢辺村？ 八之丞・勝右衛門・平次郎 武州藤沢宿役所 行
（ａ （9 下総国相馬郡布川村 安右衛門 東京神田小柳町三丁目箸屋伊助 戻り
（ａ （0 下総国印幡郡龍福寺村 竜腹寺村 源兵衛 東京金毘羅 参詣戻り
（ａ （（ 東京旅籠町三町目 家主勘兵衛店 下サ稲毛村善八 戻り
（ａ （（ 下総千葉郡千葉寺村 次郎左衛門 東京金毘羅 参詣戻り
（ａ （（ 下総国香取郡継浦村 次浦村 長左衛門 東京南新堀塗彦吉 行
（ａ （（ 下総国印幡郡大森村 庄右衛門 葛西篠崎村新右衛門 武蔵国葛飾郡 行
（ａ （（ 常州河内郡古渡村 弥左衛門 東京深川森下町家主与兵衛店藤七 行
（ａ （（ 東京芝宇田川町 高崎屋銀次郎 下総尾見村代助 （香取郡小見村） 行
（ａ （（‐（ 上総国無佐郡神横次村 （武射郡上横地村） 六良 組頭 東京金毘羅 参詣戻り
（ａ （（‐（ 上総国無佐郡神横次村 （武射郡上横地村） 与左衛門・吉兵衛 東京金毘羅 参詣戻り
（ａ （（ 下総国香取郡香取村 仲助 東京金毘羅 参詣戻り
（ａ （9 上総国長者町 夷隅郡 喜八 東京浅草田町上総屋忠兵衛 行
（ａ （0 東京馬道 浅草 八五郎 家主平助店 下サ寒川村弥左衛門 行
（ａ （（ 下総国海上郡後草村 弥五兵衛・道右衛門 東京金毘羅 参詣戻り
（ａ （（ 武州葛飾郡仲平井村 中平井村 喜八 名主 下総山野村忠八 行
（ａ （（ 奥州岩城国石川郡堤村 磐城国 清八・勇次 東京金毘羅 戻り
（ａ （（ 常州河内郡根本村 松次・豊松 東京金毘羅 戻り
（ａ （（ 常州鹿嶋郡宮中 五郎兵衛・与平次・清七郎 東京宮谷縣役所 行
（ａ （（ 東京本所三丁目 （三ツ目） 太右衛門 家主栄吉店 鍋子賣用渡世行 供壱人
（ａ （（‐（ 下総国香取郡金江津村 善兵衛 名主 東京川崎大師が羅（河原） （武蔵国川崎大師） 参詣ニ行
（ａ （（‐（ 下総国香取郡金江津村 茂左衛門・安左衛門 東京川崎大師が羅（河原） （武蔵国川崎大師） 参詣ニ行
（ａ （（ 佐倉在仲川村 下総国印旛郡中川村 常右衛門 葛西二合半蓮沼源左衛門 武蔵国葛飾郡蓮沼村 行
（ａ （9 （東京） 飯野吉兵衛 宮内省用達
（ａ （0 獅之宿 獅之宿？ 本城寺 中山法花経寺 下総国 行 下男壱人
（ａ （（ 下総国香取郡香取村 次郎右衛門 百姓 東京□□□（ムシ）縄屋金蔵 行
（ａ （（ 上総国市原郡八幡宿 吉太郎 百姓 東京小網町行徳屋 （小網町三丁目） 行
（ａ （（ 東京小石川竹早町 栄吉 借地 鑑屋久七 行
（ａ （（ 東京芝田町六丁目 安山金助
（ａ （（ 常州鹿嶋郡宮中 日野屋佐七 東京油町弐丁目大黒屋吉右衛門 （通油町） 行 外弐人
（ａ （（ 下総国千葉郡飯田村 千葉郡飯田村？ 勘三郎 東京金毘羅 参詣戻り
（ａ （（ 東京深川海辺大工町弐丁目 松本屋勘兵衛・傳五郎 龍ヶ崎山田屋六左衛門 常陸国 行
（ａ （（ 上州宝郡伊宿村 上州宝郡伊宿村？ 栄蔵 下総国成田 参詣戻り 外拾壱人
（ａ （9 下総国羽部郡成木新田 埴生郡 宇兵衛 葛西木下川薬師 武蔵国葛飾郡木下川村 行
（ａ （0 郷州浅江郡白子町 近江国浅井郡白子町？ 石井金吾 美嶋明神 東京 行
（ａ （（ 下総国千葉郡天戸村 又右衛門 東京小網町弐丁目 行
（ａ （（ 下総国香取郡大倉村 源之丞 東京馬喰町壱丁目府師美屋喧行
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （（‐（ 印幡郡篠新田 下総国篠新田？ 真三郎 名主 金比羅 （東京） 戻り
（（ （（‐（ 印幡郡篠新田 下総国篠新田？ 青之助・忠右衛門 金比羅 （東京） 戻り
（（ （9‐（ 埴生郡大升村 下総国大生村 庄右衛門 名主 金比羅 （東京） 戻り
（（ （9‐（ 埴生郡大升村 下総国大生村 利兵衛・孫左衛門 金比羅 （東京） 戻り
（（ （0 上総市原郡皆吉村 庄次郎 東京二本榎高谷山 芝
（（ （（ 佐倉新町 下総国 播磨屋政吉 横濱 武蔵国 尋ものニ行

（ａ （（ 下総国佐々郡宮川村 匝瑳郡 武兵衛・源兵衛・太左衛門・
幸右衛門・傳兵衛

東京金毘羅 参詣戻り

（ａ （（ 常州香取郡宮中 庄三郎 東京馬喰町四丁目伊勢屋久三郎 行
（ａ （（ 東葛西領 武蔵国 伊之助 舩橋新田金子勝次郎 下総国 行
（ａ （（ 下総国寺内村 忠兵衛 東京神田小柳町壱丁目

長次郎店兼次郎　日住　六之助
（ａ （（ 武蔵国佐多羅郡免沼村 幡羅郡女沼村 源太郎 東京馬喰町弐丁目 行 外三人
（ａ （（ 上州堅村庄大浦郡西里村 上州大浦郡西里村？ 友次郎 成田 下総国 参詣江行
（ａ （9 下総国海上郡後草村 嘉平 東京金毘羅 参詣江戻り
（ａ 90‐（ 東京小日向水道町 次助 家主 下総小金開根場 開墾場 行
（ａ 90‐（ 東京小日向水道町 小三郎 下総小金開根場 開墾場 行
（ａ 9（ 下総国印幡郡佐倉見陸町 弥勒町 平次郎・半兵衛・民次郎・重蔵 東京馬喰町梅屋次兵衛 行
（ａ 9（ 東京竹川町 秀作 家主直吉店 下サ成田 参詣江行
（ａ 9（ 下総国相馬郡大房村 善左衛門 組頭 東京牛込馬場下町京屋七郎兵衛 行
（ａ 9（ 常州河内郡飯原村 （羽原村） 浅之助・市左衛門・市郎兵衛・

勝吉
東京金毘羅 戻り

（ａ 9（ 武州足立郡河口宿 油屋権次郎 下総成田 参詣江行
（ａ 9（ 下総国印幡郡大和村 久兵衛・儀兵衛 東京金毘羅 参詣戻り
（ａ 9（ 東京平澤町弐丁目 東京平澤町？ 石井清兵衛 成田 下総国 参詣ニ行
（ａ 9（ 上総国市原郡山倉村 與市・吉五郎 国分村藤右衛門 下総国 行
（ａ 99 上総国山辺郡片海村 下総国山辺郡片貝村 重兵衛 東京小鮒町池田屋惣吉 小舟町 行 外四人
（ａ （00 東京芝門前 市兵衛 寒川村丸屋庄兵衛 （下総国千葉郡） 立戻り
（ａ （0（ 下総国千葉郡魚間村 千葉郡魚間村？ 平八 千住布川明神 武蔵国足立郡 戻り
（ａ （0（ 下総国香取郡納戸村 奈土村 傳左衛門 東京駿河臺斉藤次郎左衛門 神田，斎藤（奈土村旧領主旗本）戻り
（ａ （0（ 上州緑野祢蔵谷村 緑野郡根小屋村 徳右衛門 百姓 成田山 下総国 参詣戻り
（ａ （0（ 東京石町岸 東京石町岸？ 忠次郎 上総国芝山 行
（ａ （0（ 下総国印幡郡臼井村 定五郎 東京浅草田町土手下五右衛門 戻り 供壱人
（ａ （0（ 廣瀬卓示・櫻井仲治・原田由己・

村上練三
淀藩 印鑑持参

（ａ （0（ （下総国に分領） 穂積彦蔵 佐倉藩 印鑑持参
（ａ （0（ 葛飾縣管轄所下総国印幡郡布鎌新田 鈴木文左衛門 東京金毘羅 参詣帰り
（ａ （09 稲葉美濃守支配所印幡郡小林村 淀藩支配所下総国 松田良斎 医師 東京金毘羅 参詣帰り
（ａ （（0 下総国相馬郡上柳戸村 彦右衛門 猫実村庄五郎宅 下総国葛飾郡 立戻り
（ａ （（（ 東京神田花房町 車屋権右衛門 上総国銭屋清次郎 立戻り
（ａ （（（ 下総国羽武郡上畑村 埴生郡上畑村？ 忠右衛門 東京湯島鈴木市平 立戻り
（ａ （（（ 常州河内郡太田村 市左衛門 東京小網町三丁目鍋屋富五郎宅 行
（ａ （（（ （尾張国に藩庁） 高橋秀三郎 名古屋藩 印鑑持参
（ａ （（（ 鈴木二郎 家従
（ａ （（（ 浅井 権大舎人 印鑑持参
（ａ （（（ （田口塾は東京本所四ツ目）長谷川天真 田口塾生 印鑑持参
（ａ （（（ （武蔵国） 藤澤 小菅県権大属 印鑑持参
（ａ （（9 武州扶持井領蒲原村 足立郡淵江領 平蔵・三四郎・又右衛門 成田 下総国 参詣戻り
（ａ （（0 常州志田郡江戸崎村 信太郡 庄兵衛 東京小網町三丁目長嶋屋兵蔵宅 行
（ａ （（（ 下総国千葉郡柏井村 長重郎 川崎大師 武蔵国 参詣戻り
（ａ （（（ 上総国伊住郡拾石村 夷隅郡実谷村 栄太郎 武州小前田村牛頭天王大師 榛沢郡 立戻り
（ａ （（（ 佐藤八次郎 印鑑持参

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日②
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（（ （（ 東京浅草瓦町 池田屋亀吉 成田 下総国 戻り
（（ （（ 武州足立郡与野町 与野村 野口屋富次郎・金太郎・

直次郎・孫八・栄次郎・多蔵
成田山 下総国 戻り

（（ （（ 木颪 下総国 源三郎 東京小網町木村又兵衛方
（（ （（‐（ 常州信多郡飯岡町 信太郡 惣右衛門 金比羅 （東京） 戻り
（（ （（‐（ 常州信多郡飯岡町 信太郡 安蔵 惣右衛門伜 金比羅 （東京） 戻り
（（ （（ 東京 藤吉 定飛脚會社芝谷佐右衛門内
（（ （（ 武州荏原郡六郷雑式 雑色村 喜左衛門・長右衛門 成田山 下総国 戻り
（（ （（ 武州多摩郡上井草村 豊次郎 成田山 下総国 戻り
（（ （9 下総印幡郡深間新田 布鎌 川嶋太兵衛 東京深川増田屋市五郎方
（（ （0 武州小岩村 喜兵衛
（（ （（ 下総成田村 半左衛門・新蔵 金比羅 （東京） 戻り
（（ （（‐（ 香取郡五合両村 下総国香取郡五郷内村 儀兵衛 名主 金比羅 （東京） 戻り
（（ （（‐（ 香取郡五合両村 下総国香取郡五郷内村 七右衛門・源兵衛・武右衛門・

甚右衛門・嘉兵衛
金比羅 （東京） 戻り

（（ （（ 武州渕江領北山谷村 北三谷村 七右衛門・庄右衛門 成田山 下総国 参詣返り
（（ （（ 武州あ多ち郡本郷村 足立郡 関助・周助・平助・運蔵・

庄之助
成田山 下総国 参詣戻り

（（ （（ 武州荏原郡大森村 喜三郎 成田山 下総国 参詣返り
（（ （（ 鹿嶋大町 常陸国 阿ふらや弥三郎 東京かしや平蔵
（（ （（ 木元要平 民部省 浅草田原町三丁目八百屋喜助 東京
（（ （（ 下総香取郡所久山村 （安久山村） 次兵衛・三右衛門 東京青山千臺院
（（ （9 野州匝左郡登土村 （下総国匝瑳郡登戸村） 市右衛門 賣用
（（ （0‐（ 武州足立郡大門宿 （日光御成道の宿駅） 勇左衛門 組頭 成田山 下総国 参詣戻り
（（ （0‐（ 武州足立郡大門宿 （日光御成道の宿駅） 庄之助 百性代 成田山 下総国 参詣戻り
（（ （（ 千住在栗原村 武蔵国 杢左衛門・八右衛門 成田山 下総国 戻り
（（ （（ 東京浅草町 清次郎・勘蔵 成田山 下総国 戻り
（（ （（ 中舩戸荏原宿 中舩戸荏原宿？ 由蔵 成田山 下総国 戻り 外三人
（（ （（ 武州埼玉郡水ふ河村 水深村 長吉・與市郎 成田山 下総国 戻り
（（ （（ 小菅縣支配所武州足立郡い登木や村 井戸木村 権平・久助 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 東京深川元町 青吉 家主和助店 上総国菊間村川口屋弥兵衛 行
（（ （（ 武州下小島村 （小島村） 兼吉 百性 成田山 下総国 行 外七人
（（ （（ 上総国望陀郡牛袋村 忠兵衛 神田元岩井町家主吉兵衛方 東京 行
（（ （9 相馬郡布川村 下総国 仁右衛門 東京亀嶋和田屋三右衛門 帰り
（（ 90 東京深川神明前 金屋浅吉・林蔵 本郷村源助方 （下総国）
（（ 9（ 浅草端場町 東京橋場町 源次郎 百性 成田山 下総国 参詣
（（ 9（ 下駒込村 武蔵国豊島郡 松五郎 百性 四番開墾場 下総国
（（ 9（ 下総高岡 駒吉 染屋重次郎伜 東京染屋 尋行
（（ 9（ 香取郡小見川 下総国 源右衛門 東京小網町大坂屋三左衛門 戻り
（（ 9（ 深川海邊新田 東京 才次郎 百性 北方村善六方 （下総国） 戻り
（（ 9（ 出羽村山郡曽利田村 羽前国反田村（上・下村あり） 惣七 佐倉藩 （下総国に藩庁，支配知事）行
（（ 9（ 東京小梅村 甚蔵 上総国市原郡勝間村直左衛門
（（ 9（‐（ 白里作田村 上総国 平之丞 名主 東京通塩町針屋実次郎方
（（ 9（‐（ 白里作田村 上総国 吉蔵 百性 東京通塩町針屋実次郎方
（（ 99 初富西ノ十一番一 下総国，（開墾地） 万吉
（（ （00 千住在小次屋村 武蔵国千住在小次屋村？ 岩次郎 成田 下総国 参詣行
（（ （0（ 佐原村 下総国 佐兵衛・清兵衛 東京箱崎政兵衛 戻り
（（ （0（ 常州鹿嶋郡鹿嶋村 喜市郎・伴右衛門 小網町三丁目伊勢屋次右衛門 東京 戻り
（（ （0（ 東京深川東仲町 惣九郎・喜四郎 家主七兵衛店 諸国 参詣
（（ （0（ 常州鹿嶋郡城手村 （知手村） 治郎右衛門 東京柳橋松本屋幸助 浅草 戻り
（（ （0（ 野州栃木在中形村 都賀郡仲方村 清右衛門 成田 下総国 参詣
（（ （0（ 千住在北三谷村 武蔵国北三谷村 治郎左衛門 成田 下総国 参詣
（（ （0（ 千住在元木村 武蔵国本木村 初治郎 中山 下総国 参詣
（（ （0（ 小菅縣五郎新田 武蔵国 孫兵衛 成田山 下総国 参詣
（（ （09 野州栃木町 儀兵衛 深町伊左衛門方 下総国高石神・中山村
（（ （（0 東京浅草三間町 清次郎 中山 下総国 参詣
（（ （（（ 上総武射郡木戸村 利八 鳩ヶ谷新左衛門方 武蔵国鳩ヶ谷宿
（（ （（（ 東京京橋銀座三丁目 國五郎 濱ノ村□伯師竹次郎方 （下総国千葉郡浜野村） 戻り
（（ （（（ 上総国夷隅郡松丸村 仁右衛門・金兵衛 東京土井御屋敷 （土浦藩知事邸）
（（ （（（‐（ 東京牛込横町 忠兵衛 名主 上総勝浦市郎兵衛 戻り
（（ （（（‐（ 東京牛込横町 庄兵衛・徳兵衛 上総勝浦市郎兵衛 戻り
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（（ （（（ 下総国布佐村 善之丞・七郎次 小網町三丁目布川屋庄左衛門方 東京
（（ （（（ 浅草芽町二丁目 東京 嘉兵衛 家主喜兵衛店 幸崎片岡方 （下総国香取郡神埼村） 外弐人
（（ （（（ 上総国長柄郡一ノ宮 新吉 堀之内 武蔵国，（妙法寺） 参詣戻り
（（ （（9 野州下高根沢 芳賀郡 傳之進 中山 下総国 参詣
（（ （（0 阿州阿波郡上木来村 上喜来村 三津蔵・和兵衛 東京橘町布袋屋吉兵衛方
（（ （（（ 千住在嶋根村 武蔵国足立郡 勇治郎・久左衛門・卯之助 中山 下総国 さんけい
（（ （（（ 上州大浦郡館林 邑楽郡 彦七・佐兵衛 成田 下総国 参詣
（（ （（（ 葛西東一ノ江 武蔵国 久兵衛・真吉 名主源右衛門組下　百性 脱走サマ （下総国船橋）
（（ （（（ 深川冨岡門前三十三番 東京 吉蔵 相馬郡辰崎村市左衛門方 下総国相馬郡立崎村
（（ （（（ 上総国埴生郡長南矢抜村 矢貫村 彦平 深川相川町讃岐屋万五郎方 東京
（（ （（（ 東京菓橋 （鍛冶橋） 友右衛門 土井様内 上総荻原村友右衛門 戻り
（（ （（（ 二輪村 下総国二和村（開墾地） 孫三郎 小頭 牛込高田下戸塚村甚左衛門方 東京
（（ （（（ 香取郡磯山村 下総国 治左衛門 三峯山 武蔵国 戻り 外弐人
（（ （（9 下サ埴生郡南羽取村 南羽鳥村 三平 東京湯嶋鈴木股右衛門 戻り
（（ （（0 東京八丁堀三第一 小平次 家主 中山 下総国 参詣
（（ （（（ 木颪宿 下総国，（木下河岸） 六兵衛 東京小舟町二丁目紀伊国屋徳次郎方 外壱人
（（ （（（ 常州真壁郡荒井村 新井村 作左衛門 東京下谷金杉千手院 戻り
（（ （（（ 信州高井郡次仮町 高井郡次仮町？ 幸助・礒太郎 成田 下総国 参詣
（（ （（（ 下総国匝瑳郡泉川村 与次右衛門 東京芝口一丁目小西弥兵衛 戻り
（（ （（（ 遠州相良者づ村 （榛原郡波津村：相良藩旧領地）徳左衛門 上総国大久保村田沼玄番様御屋敷 小久保村（相良藩庁在所）
（（ （（（ 上総埴生郡西古光村 西湖村 七郎 東京神田旭町大和屋栄吉方
（（ （（（ 東京八丁堀 亀蔵 下サ堀内村惣左衛門 堀ノ内村 戻り
（（ （（（ 上総国望陀郡木さら春村 木更津村 甚四郎 東京小網町三丁目樽屋藤助
（（ （（9 甲州八代郡山井村 八代郡山井村？ 勝平 成田山 下総国 参詣行
（（ （（0 下総国猿嶋郡布施木村 伏木村 大政院 上総国市原郡内田村大不堂寺 行
（（ （（（ 常州鹿嶋郡大舩津村 善右衛門 東京柳橋松本屋幸助 浅草 帰り
（（ （（（ 下総国香取郡村田村 善左衛門 東京浅草第六天前朝比屋善次郎
（（ （（（ 東京地方四番組 庄助・三右衛門 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 東京小網町三丁目 醤油屋長兵衛 舩橋山田屋久次郎 下総国 賣用
（（ （（（ 東京番町 栄蔵 成田 下総国 参詣 外弐人
（（ （（（ 東京小傳馬町壱丁目 小嶋屋多蔵 成田 下総国 参詣 外壱人
（（ （（（ 武州豊嶋郡小豆澤村 金次郎 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 東京田所町 万吉 彦之助店 舩橋在久々田村方 下総国
（（ （（9 銚子高谷村 下総国荒野村 傳蔵 東京深川相川町きの国屋 戻り
（（ （（0 香取郡上小川村 下総国 三左衛門 浅草天つ原万屋為治郎 東京浅草天つ原？ 戻り
（（ （（（ 信州埴科郡羽替村 埴科郡羽替村？ 長太郎 成田 下総国 参詣
（（ （（（ 千葉郡生實町 下総国 権蔵 千住在元木村喜右衛門 武蔵国足立郡本木村
（（ （（（ 香取郡森戸村 森戸村 九兵衛・清左衛門・新吉 馬喰町二丁目信濃屋与市 東京 戻り
（（ （（（ 上総国山邊郡東金町 七左衛門 小網町二丁目相模屋卯兵衛 東京 戻り
（（ （（（ 江州日野西大寺町 惣七 賣薬賣用
（（ （（（ 上総夷隅郡大多喜町 喜助 東京深川森下町清蔵方
（（ （（（ 鹿嶋郡平泉町 常陸国 治右衛門 庄屋 浅草御蔵 東京 戻り 外壱人
（（ （（（ 上総市原郡五井村 庄兵衛 東京堀留松本弥兵衛方
（（ （（9 東京若宮村 武蔵国葛飾郡（国名間違い） 清次郎・初五郎 成田 下総国 帰り
（（ （（0 常州鹿嶋郡柴崎村 芝崎村 新右衛門・和助 名主作之進組下 東京小田原町水屋与惣兵衛方 戻り
（（ （（（ 常州行方郡高岡村 堺屋忠八 東京神田河合新石町尾張屋六助 戻り
（（ （（（ 銚子伊賀稲町 下総国 長吉 ヨコハマ 武蔵国横浜 行
（（ （（（ 東京冨坂町 常陸屋茂七 常州行方郡並木村小沢佐兵衛方 （常州）より
（（ （（（ 常州鹿嶋郡水口村 溝口村 久蔵 東京・横浜 見物江行
（（ （（（ 下総国相馬郡布川村 利七 東京八丁堀亀嶋町三右衛門 （八丁堀は冠さない） 行
（（ （（（ 下総国香取郡押附村 （印幡郡押附新田） 真右衛門 東京馬喰町下総屋 行
（（ （（（ 下総国相馬郡太房 大房村 源左衛門 東京牛込馬場下町七郎右衛門
（（ （（（ 相州三浦郡浦賀村 善蔵・兼吉 成田 下総国 参詣江行 外四人
（（ （（9 上総国九十九里作田村 喜右衛門 武州草加村三右衛門 行
（（ （（0 東京浅草山谷町 宗助 下サ佐々川重兵衛 笹川村 行
（（ （（（ 鶴牧藩望陀郡岩井村 上総国 権左衛門 浅草三筋町藤波源次郎 東京 戻り
（（ （（（ 下総国海上郡伊王□村 伊王□村？ 清助 東京本八丁目家主長五郎店豊吉 （本八丁堀） 戻り
（（ （（（ 高田四ツ谷町 東京四ツ家町 安兵衛・卯之助 下総国和岸村傳兵衛 海上郡 行
（（ （（（ （武蔵国に藩庁） 鈴木伴次 岩槻藩 上サ 行
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（ （ 下総国印幡郡中根村 松左衛門 東京小網町三丁目鍋屋冨五郎 行
（ （ 下総国海上郡長井村 （上・下村あり） 清助 東京南八町堀家主吉五郎方 南八丁堀 行
（ （ 越後柏崎川出村 （門出村） 長太郎・乙松 下総国海山郡しいな内村酒屋長蔵方 下総国海上郡椎名内村 戻る
（ （ 上総国長柄郡こふり村 上総国長柄郡国府里村 長兵衛 東京神田大和町上総屋久兵衛 行
（ （ 常州河内郡龍ヶ崎 清二郎 東京金比羅 返り
（ （ 東京浅草長住町 （永住町） 甚蔵・冨兵衛・忠兵衛 中山 下総国 参詣戻り
（ （ 下総国はぶ郡安食村 埴生郡 勘助・音二郎・豊八 金比羅 （東京） 参詣戻り
（ （ 下総国印幡郡布鎌村 安二郎・武左衛門・市左衛門 金比羅 （東京） 参詣戻り
（ 9 葛西大戸村 武蔵国 金太郎 舩はし非人宿 下総国 尋物ニ参る
（ （0 常州信田郡土浦町 信太郡 八兵衛 馬喰町信濃屋与市 東京 戻り
（ （（ 東京小網町壱丁目 八十吉 九左衛門店 生實御城下桶屋金三郎方 下総国千葉郡 行
（ （（ 水戸鹿嶌郡埴生村 （常陸国） 佐助 小舟町弐丁目三河屋 東京 戻り
（ （（ 常州河内郡角崎新田 茂七・常吉 金比羅 （東京） 参詣帰り
（ （（ 武州はだら郡三ヶ重村 武蔵国幡羅郡三ヶ尻村 芳五郎・浅五郎・豊二郎・駒吉・丑五郎 成田 下総国 参詣
（ （（ 武州半澤郡本郷村 榛沢郡 源蔵・治兵衛 成田 下総国 戻り
（ （（ 上総国山部郡東金町 山辺郡 徳右衛門・七左衛門・清兵衛・治郎兵衛 小網町弐丁目左模屋宇兵衛方 東京 行
（ （（ 下総国印幡郡木下村 （木下河岸） 孫七 東京芝西ノ久保四辻米屋小兵衛方 行
（ （（ 武州足立郡嘉兵衛新田 林蔵・仲左衛門 成田 下総国 参詣
（ （9 東京小石川御箪笥町拾弐番地所 栄吉 舩ばし□屋忠七方 下総国 戻り
（ （0 上総国長柄郡六地蔵村 林三郎 東京駒込片町市左衛門 行
（ （（ 東京四ツ谷淀橋 渡邊善左衛門 成田 下総国 参詣 供壱人
（ （（ 上総国山田郡作田村 山辺郡 吉五郎 下サ関宿在中田村熊太郎方 行
（ （（ 田中耕吉 綾小路家 東京 戻り
（ （（ 東京千住掃部宿 武蔵国（国名間違い） 市郎左衛門 成田 下総国 参詣
（ （（ 下総国銚子海上郡飯沼村 源七 東京小網町三丁目長嶋屋 戻り
（ （（ 東京伊勢町河岸 仁左衛門 下サ銚子 行
（ （（ 東京深川柳川町 八名川町 重兵衛 家主 下サ佐原仙吉方 行
（ （（ 上総国市原郡八幡宿 茂三郎 金比羅 （東京） 参詣戻り
（ （9 東京深川瓦毛町 深川瓦毛町？ 静思萼 上サ東金町 行
（ （0 宮谷縣管轄所下総国香取郡かぶら木村 鏑木村 米山由兵衛・与兵衛 東京金比羅 戻り
（ （（ 下サ国香取郡桜田村 平吉 東京藤堂屋敷 （支配津藩知事邸） 行
（ （（ 下サ印幡郡佐倉簡門上岩橋村 杢左衛門 金比羅 （東京） 戻り
（ （（ 下総国印幡郡谷田村 七兵衛 横浜 武蔵国 戻り
（ （（ 常州河内郡源清田村 治兵衛・源兵衛・喜七 横浜 武蔵国 戻り
（ （（ （下総国印旛郡に藩庁） 近藤玄毫 佐倉藩 印鑑持参
（ （（‐（ （下総国千葉郡に藩庁） 佐藤 曽我野藩権大属 印鑑持参
（ （（‐（ （下総国千葉郡に藩庁） 村田 曽我野藩少参事 印鑑持参
（ （（ 下総国印幡郡山村無村 山梨村 東京神田鍛冶町弐丁目和泉屋藤兵衛 行
（ （（ 常州行方郡板古村 潮来村 七兵衛・由兵衛・宗蔵 東京日本橋栄屋嘉兵衛 行
（ （9 下サ国葛飾郡布鎌村 三郎兵衛・武右衛門 印内村者□ 下総国 参詣
（ （0 下総国埴生郡大室村 宮原言俊・佐左衛門・新右衛門 本所上総屋 東京 出ル
（ （（ 常陸国河内郡大徳村 房吉・清左衛門 東京金比羅 参詣戻り
（ （（ 上総国市原郡宇留井戸村 潤井戸村 久蔵・新太郎・兼吉 金比羅 （東京） 参詣戻り
（ （（ 下総国千葉郡□方村 （車方村） 茂八 平井村仲右衛門方 （武蔵国） 行
（ （（ 下総国千葉郡高柳村 庄左衛門 金比羅 （東京） 参詣戻り
（ （（ 下総国香取郡多古村 与左衛門 東京小網町弐丁目熊野屋文左衛門 戻り
（ （（ 千住宿壱丁目 武蔵国足立郡 鈴木屋弥吉・喜三郎・半兵衛 下サ 古着屋渡世
（ （（ 上総国武謝郡長倉村 与兵衛・久左衛門 東京両国 行
（ （（ 越後国織江村 音二郎・とり蔵 上総国 行
（ （9 常州河内郡大徳村 六左衛門・栄吉 東京金比羅 戻り
（ （0 武州玉郡所沢 入間郡 平吉 成田 下総国 参詣
（ （（ 武州埼玉郡越ヶ谷在長嶋村 与十治・文五郎 成田 下総国 参詣
（ （（ 東京神田須田町 三河屋吉蔵 成田 下総国 参詣
（ （（ 宮谷縣支配所下サ国海上郡横根村 善兵衛・儀兵衛 小網町三丁目加田屋仁兵衛 東京 戻り
（ （（ 千住河原町 武蔵国足立郡 与兵衛・久三郎・新蔵 成田 下総国 参詣戻り
（ （（ 上総国山部郡上谷村 山辺郡上谷新田 留吉 東京堀江町上総屋太兵衛 行
（ （（ 下総国香取郡多古村 清吉 東京馬喰町庄内屋半兵衛 行
（ （（ 常州河内郡馴馬村 太郎兵衛・作左衛門・彦左衛門 金比羅 （東京） 参詣戻り

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日
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月 （ （（ 下総国千葉郡大森村 常二郎 東京林町三丁目大和屋金二郎方 本所 行

（ （9 武州新座郡引又村 平八 中山 下総国 参詣
（ （0 黒野太兵衛

（開墾会社頭取，九美上の開墾請負人）
開発方

（ （（ 東京四ツ谷伊賀町 芳五郎・瀧三郎・銀治郎・源二郎 大工 成田 下総国 参詣
（ （（ 佐倉藩支配所下総国印幡郡中根村 石井政秀 神主
（ （（ 常州鹿嶋郡萩原村 加納屋久七 東京小網町三丁目東屋庄兵衛 行
（ （（ 上総国山部郡駒込村 山辺郡 長左衛門 川崎在 武蔵国 心願ニ付参詣

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ａ （ 常州筑波郡日河村 日川村 小兵衛 舩橋宿 下総国 帰り
（（ａ （ 武州埼玉郡七郎右衛門村 由兵衛・定右衛門・八右衛門 成田山 下総国 参詣帰り
（（ａ （ 上総周准郡大橋村 伊左衛門
（（ａ （ 東京浅草松山町 久蔵
（（ａ （ 東京本所三ツ目 新壱郎
（（ａ （ 上総国姉ヶ崎 市原郡 嘉藤源次
（（ａ （ 常州信田郡沼田村 信太郡 勘兵衛・弥右衛門
（（ａ （‐１ 東京本郷弐丁目 網屋新助 銚子 下総国 通ル
（（ａ （‐（ 東京本郷弐丁目 榮助・宇兵衛 網屋新助手代 銚子 下総国 通ル
（（ａ 9 武州引又 和泉屋平八 中山 下総国 参詣帰り
（（ａ （0 銚子栄沼村 下総国飯沼村 長五郎 東京 帰り （（（と同行カ）
（（ａ （（ 銚子栄沼村 下総国飯沼村 源兵衛・藤兵衛・半六・勘七 東京 （（0と同行カ）
（（ａ （（ 武州松山宿 嘉右衛門・嘉兵衛 成田 下総国 参詣
（（ａ （（ 上総国鶴牧 （鶴牧陣屋・椎津村） 山口金大郎 東京 罷通り
（（ａ （（ 上総国山邊郡中田村 長右衛門 百姓 東京 罷通り
（（ａ （（ 上総国市原郡山口村 榮蔵 百姓 東京 罷通り
（（ａ （（ 銚子今宮村 下総国 弥惣治 東京小網町廣屋吉右衛門 供壱人
（（ａ （（ 馬喰町四町目 東京 大坂屋治兵衛 年始廻り
（（ａ （（‐（ 上総国鶴舞支配所蔵持村 佐久間岩蔵
（（ａ （（‐（ 上総国鶴舞支配所蔵持村 新吉郎・幸治郎 佐久間岩蔵下
（（ａ （9 下総国印幡郡宇屋村 宇那谷村 太郎左衛門・五郎左衛門・茂右衛門 百姓 東京 帰り
（（ａ （0‐（ 武州埼玉郡上中條村 嶋田新助 名主
（（ａ （0‐（ 武州埼玉郡上中條村 重右衛門・長十郎・倉吉 百姓
（（ａ （（ 神田柳原代地 東京 瀧蔵 佐倉 下総国 戻り
（（ａ （（ 武州埼玉郡越巻村 太七 九十九里 上総国 帰り
（（ａ （（ 銚子高谷村 常陸国鹿嶋郡荒野村 相模屋惣七 女壱人
（（ａ （（ 武州川越在箕和田村 入間郡 亀太郎・孫七 百姓 成田 下総国 参詣
（（ａ （（ 武州千住在堀之内村 足立郡 乙次郎 百姓
（（ａ （（ 下総国香取郡佐原村 重四郎 東京 帰り
（（ａ （（ 常州河内郡 忠助 百姓 東京 帰り
（（ａ （（‐（ 上総国埴生郡小沢村 金平 名主 横山町三町目中村屋安兵衛方 東京 行
（（ａ （（‐（ 上総国埴生郡小沢村 留五郎・浅吉 百姓 横山町三町目中村屋安兵衛方 東京 行
（（ａ （9 下総国印幡郡布鎌押砂新田 安左衛門・徳左衛門・五右衛門・太兵衛 東京金比羅 帰り
（（ａ （0 下総国香取郡井戸山村 次郎左衛門 名主 東京 帰り
（（ａ （（ 神田紺屋町弐丁目 東京 藤吉
（（ａ （（ 上総国市原郡 中村薫 菊満藩（菊間藩）
（（ａ （（ 下総国香取郡おみ川 小見川村 源右衛門・利助 小網町大坂屋 東京 要用
（（ａ （（ 下総国千葉郡登戸村 甚蔵 百姓 東京鍛冶 神田 罷通り
（（ａ （（‐（ 下総国印幡郡松崎村 半兵衛
（（ａ （（‐（ 下総国印幡郡松崎村 源蔵 半兵衛次男
（（ａ （（ 武州足立郡草加宿九番地所 亀吉 成田山 下総国 参詣返り
（（ａ （（ 東京乙和九町目 音羽町 寿屋銀蔵
（（ａ （（ 下総国香取郡稲荷山村 源右衛門・三郎兵衛 百姓 東京金比羅 帰り
（（ａ （9 東京芝松本町 兼吉 家主善八店 佐倉永重三郎右衛門方 下総国 帰り

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日
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（（ａ （0 下総国香取郡東増崎村 松崎村 次郎兵衛 百姓 行徳 下総国 要用返り
（（ａ （（ 下総国相馬郡早尾村 仁兵衛 東京 返り
（（ａ （（ 下総国埴生郡薹生村 大生村 清兵衛・弥兵衛 東京金比羅 参詣返り
（（ａ （（ 常州シ田郡井戸崎村 信太郡江戸崎村 嘉助 本所四ツ目蕪屋惣六方 東京 返り
（（ａ （（ 野州佐野天明宿 安蘇郡，（例幣使道宿駅） 五郎兵衛・吉兵衛 百姓 成田 下総国 参詣返り 外六人
（（ａ （（ 東京小網町三丁目 大浦屋吉蔵 上総国本納中田屋平八 返り
（（ａ （（‐（ 東京八丁堀岡崎町 嘉兵衛 家主
（（ａ （（‐（ 東京八丁堀岡崎町 屋根屋岩吉
（（ａ （（ 常州河内郡安羽村 阿波村 佐次右衛門・五郎左衛門 東京金比羅 参詣帰り
（（ａ （（ 常州鹿嶋郡林村 仁平・五右衛門 馬喰町壱丁目下総屋文蔵 東京 返り
（（ａ （9 東京浅草塩傳町壱丁目 （聖天町） 増田屋嘉右衛門 伊勢屋庄吉 返り
（（ａ （0 下総国香取郡佐原村 柏屋庄吉・太郎八 東京箱崎佐原屋庄兵衛方 返り
（（ａ （（ 上総国武射郡飛め嶋村 姫嶋村 清左衛門 東京浅草西中町三河屋与兵衛 西仲町
（（ａ （（ 下総国相馬郡布川村 重左衛門 東京日本橋伊丹屋五郎兵衛方 戻り
（（ａ （（ 東京團子坂腰元町 腰本町 関太郎 小金原初富 下総国 行
（（ａ （（ 上総国市原郡大坪村 増蔵 東京銀座弐丁目石崎文蔵方 返ル
（（ａ （（ 常州鹿嶋郡田名木村 棚木村 新右衛門 東京本所立川酒井屋久兵衛 帰り
（（ａ （（ 下総国香取郡菅山村 須賀山村 和助 本所立川緑町藤丸庄兵衛方 東京 帰り
（（ａ （（ 下総国埴生郡大村 大村？ 慶蔵 金比羅 （東京） 参詣帰り
（（ａ （（ 武州豊嶋郡根利馬村 練馬村 庄左衛門 百姓 布佐六間鳥屋方 （下総国 ) 帰り
（（ａ （9‐（ 武州男衾郡冨田村 慶次 名主 成田 下総国 参詣罷返り
（（ａ （9‐（ 武州男衾郡冨田村 民次郎・次郎作・栄之助 成田 下総国 参詣罷返り
（（ａ （0 上総国望陀郡繁畑村 鴫畑村 陸右衛門 武州瀧川重左衛門方 罷返り
（（ａ （（ 下総国印幡郡小竹村 古竹村 久右衛門 横濱山田総次郎方 武蔵国 罷返り
（（ａ （（ 東京小網町三丁目 倉右衛門 廣屋吉右衛門使 銚子廣屋儀兵衛方 下総国 罷返り
（（ａ （（ 上総国市原郡糸比佐村 糸久村 源兵衛 千住家掃検宿紙屋三五郎方 武蔵国足立郡掃部宿 罷返ル
（（ａ （（ 下総国印幡郡布鎌新田 次右衛門・太右衛門 東京ぬり物町青木幸斉方 東京ぬり物町？ 返り
（（ａ （（ 下総国埴生郡田河村 平吉 東京横山町 仕入返り
（（ａ （（ 下総国香取郡金伊津村 金江津村 九左衛門 東京横山町壱丁目吉野屋文蔵方 仕入
（（ａ （（ 東京深川伊勢崎町 利吉 久兵衛店 成田 下総国 参詣帰り
（（ａ （（ 下総国相馬郡布川村 半四郎・源三郎 東京小網町布川屋庄左衛門方 罷返り
（（ａ （9 東京 元三郎 團（弾）左衛門支配 下総国生実村 罷返り
（（ａ （0 武州玉郡二ノ宮村 多摩郡 傳蔵・久二郎 成田 下総国 参詣返り
（（ａ （（ 下総国香取郡がふ崎本宿 神崎本宿 新右衛門・栄蔵・吉右衛門・平兵衛 名主甚兵衛組下 東京 仕入用事戻り
（（ａ （（ 東京小石川傳水院門前 （伝通院） 吉五郎 大工
（（ａ （（ 武州千住宿川原町 河原町 和泉屋吉五郎 成田 下総国 参詣帰り
（（ａ （（‐（ 芝三町目 東京 嘉兵衛 上総国木佐原津 木更津 返ル
（（ａ （（‐（ 芝三町目 東京 栄之助 嘉兵衛伜 上総国木佐原津 木更津 返ル
（（ａ （（ 下総国香取郡大倉村 源之丞 馬喰町壱丁目鎌倉湊 東京，（鎌倉河岸） 行
（（ａ （（ 東京れ以願嶋壱丁目 霊岸嶋 文太郎 忠兵衛店 和泉新田 （下総国印旛郡） 罷通り
（（ａ （（ （上総国） 藤山銀次郎 菊馬藩（菊間藩） 東京浜町屋敷 罷返ル
（（ａ （（ 遠州豊田郡欠津賀村 掛塚村 権次郎 銚子 下総国 罷通り
（（ａ （9 下総国香取郡 三右衛門 東京播町三町目長左衛門方 罷返ル
（（ａ （0 佐原宿 下総国 柏屋嘉兵衛 箱崎佐原屋 東京 罷返ル
（（ａ （（ 上総国山邊郡四天木村 市郎左衛門・藤治 東京日本橋伊勢屋店千蔵方 参詣返り
（（ａ （（ 武州葛飾郡寺嶋新田 栄左衛門 成田 下総国
（（ａ （（ 武州埼玉郡粕壁宿 森次郎 成田 下総国 罷帰り
（（ａ （（ 越後国蒲原郡新道村 蒲原郡新道村？ 栄吉・助之丞 佐倉 下総国 酒造渡世帰り
（（ａ （（ 下総国香取郡斧村 小野村 源右衛門 東京萱場町中村屋茂左衛門方 本所茅場町 帰り
（（ａ （（ 武州江荏原郡八幡塚村 佐次右衛門 成田 下総国 参詣者 外三人
（（ａ （（ 東京土飛坂町 （富坂町） 林蔵 藤蔵店 上総国大網升屋庄助方 帰り
（（ａ （（ 相州大隈郡落合村 大住郡 文蔵・与八 下総国生実屋敷 （支配生実藩知事邸） 帰り
（（ａ （9 下総国埴生郡鹿嶋村 定之助・新兵衛
（（ａ 90 武州玉郡箱根崎村 多摩郡 半三郎 成田 下総国 参詣帰り 外五人
（（ａ 9（ 常州信太郡志摩津村 嶋津村 清兵衛 伊勢 伊勢国 参宮罷通り者 外八人
（（ａ 9（ 東京芝金杉 金杉町 木挽粂治郎 生実大願寺 下総国　大巌寺　 罷通り
（（ａ 9（ 下総国千葉郡天戸村 又右衛門 百姓 東京 帰り
（（ａ 9（ 武州西葛西領寺嶋村 鉄五郎 成田 下総国 参詣帰り
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （ 東京三拾軒堀七丁目 三十間堀 兼次郎 嶋屋庄兵衛店 上総国長南在仙田村東金茂十郎 帰り
（（ （ 上総国恵隅郡市野々村 夷隅郡 小左衛門・傳右衛門 東京大久保傳蔵方 行
（（ （ 武州大師河原 仁右衛門 成田 下総国 参詣戻り
（（ （ 上総国武佐郡皿子村 武射郡小原子村 藤右衛門 東京 行
（（ （ 上総国市原郡麻生原村 幸吉 東京本八丁堀五丁目越中屋勘兵衛 帰り
（（ （ 上総国市原郡山倉村 与平・吉太郎 東京南本所荒井町 行
（（ （‐（ 常州信太郡高久村 七左衛門 酒々井山屋 下総国 行
（（ （‐（ 常州信太郡高久村 平吉 七左衛門ニ男 酒々井山屋 下総国 行
（（ （ 横濱吉田町 武蔵国 林屋惣吉 常州安藤すか屋半兵衛 行
（（ 9 （上総国） 矢澤大八 鶴間藩（鶴舞藩）
（（ （0 下総国香取郡小見川村 佐兵衛・久七 東京行徳河岸大坂屋与惣左衛門衛門 小網町三丁目 行
（（ （（ 下総香取郡本郷村 四郎兵衛・拾右衛門 小網町大坂屋 東京 行
（（ （（ 越後柏崎在板畑ケ村 苅羽郡板畑ヶ村？ 松蔵・弥藤次・寅吉 上総国小糸村酒屋 戻り
（（ （（ 千住在弥五郎新田 武蔵国 平次郎・金左衛門・仁左衛門 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 下総国相馬郡布川村 庄右衛門 東京小網町布川屋庄左衛門 行
（（ （（ 下総国千葉郡長作村 五郎兵衛 東京松長町越前屋 神田松永町 行
（（ （（ 下総国千葉郡畑村 石松 幸手宿大田屋由兵衛 武蔵国 行
（（ （（ 本所長岡町 東京 与四郎宇 宇兵衛店 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 下総国濱上郡成田村 海上郡 庄平・喜平 東京小網町上総屋 行
（（ （9 常州河内郡源仙田村 源清田村 喜兵衛 神田小柳町三丁目青物屋米助 東京 行
（（ （0 下総国埴生郡あしき村 安食村 庄右衛門 東京小網町形屋仁兵衛 行
（（ （（ 常州行形郡嶋崎村 行方郡 利兵衛次・利右衛門 東京鎌倉河岸木之崎屋 神田 帰り
（（ （（ 越後かり王郡松井村 苅羽郡 八百吉 大多喜す之内屋由蔵 上総国 帰り 外八人
（（ （（ 上総国和泉郡高谷村 夷隅郡 平吉・次郎助 東京大門通りきの国屋 行
（（ （（ 常州中野郡水戸藩支配所 那珂郡 平左衛門 東京堀留一丁目湊屋 行
（（ （（ 東京九番組北槙町七番 中山嘉七 借地
（（ （（ 下総国相馬郡布川村 清左衛門・善八 東京八丁堀亀嶋町和田屋 （八丁堀は冠さない） 行
（（ （（ 東京緑町三丁目 本所 みの屋重蔵 成田 下総国 行
（（ （（ 上総国恵隅郡榎沢村 夷隅郡 岩五郎 横濱左官松五郎方 武蔵国 行
（（ （9 下総国千葉郡高津村 八郎兵衛 八幡 （下総国葛飾郡八幡宿） 参詣行
（（ （0 下総国香取郡太べ村 田部村 仙助・文右衛門・新蔵 金比羅 （東京） 参詣戻り
（（ （（ 常州河内郡安波村 阿場村 助之丞
（（ （（ 常州河内郡岡西手村 岡飯出村 三郎左衛門
（（ （（ 東京相生町 治助 常太郎店
（（ （（ 武州足立郡川口在志ハす田村 十二月田村 久蔵 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 森岡平右衛門 東京開墾會社 外弐人
（（ （（ 下総国葛飾郡芝崎村 吉野役平 中山 下総国 参詣行
（（ （（ 東京糀町三間家 村田新翁 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 東京海邊大工町四拾七番組 深川 平五郎 家主与三郎店 下サ木下し八兵衛 （木下河岸） 行
（（ （9 東京地方三番組新堀村 勘左衛門・新八 成田 下総国 参詣行
（（ （0 常州河内郡十里河岸 市郎左衛門 東京相生町一丁目いせ屋喜兵衛 戻り
（（ （（‐（ 下総国銚子海上郡高谷村 荒野村 藤八 東京四ケ市須原太七 （霊岸島四日市町） 行
（（ （（ 下総国相馬郡布川村 治郎右衛門 東京相生町いせ屋喜兵衛 戻り
（（ （（‐（ 下サ国海上郡高谷村 荒野村 藤八 東京 行
（（ （（ 下総国香取郡金谷津村 金江津村 久左衛門 東京小網三丁目形屋仁兵衛 行
（（ （（‐（ 下総国埴生郡安食村 宗一郎 名主 東京 帰り
（（ （（‐（ 下総国埴生郡安食村 金右衛門・武右衛門・次兵衛・儀助 百姓 東京 帰り
（（ （（ 宮谷縣支配所下総国香取郡 嘉右衛門 庄屋治郎右衛門下 東京 行 外弐人
（（ （（ 上総国山部郡玉村 （山辺郡南玉村） 平左衛門 東京小網町相□屋宇兵衛 行
（（ （（ 相州相子郡上市村 愛甲郡 久二郎・源左衛門 中山 下総国 参詣行
（（ （（ 常州鹿嶋 吉川常彦 社家 東京堀田原板倉小次郎 浅草，（板倉小次郎は旧旗本） 行
（（ （9 鎌ケ谷村 下総国 清田源三郎 （貼札）
（（ （0 （下総国） 森下徳三 曾我野藩 （貼札）
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（ （ 相州高佐郡相原村 相州高座郡相原村 金次郎 下サ国千葉八兵衛 行
（ （ 下総国葛飾郡小金村 庄吉
（ （ 武州幡郡下小岩村 （葛飾郡下小岩村） 傳吉 成田 下総国 参詣戻り
（ （ 武州千住在小岩村 栄吉 成田 下総国 参詣江行
（ （ 武州足立郡行部村 足立郡行部村？ 熊次郎・長左衛門・

幸左衛門
成田 下総国 参詣江行

（ （ 武州足立千住宿 庄蔵 久七地借 成田 下総国 参詣江行
（ （ 下総国香取郡舟越村 四郎右衛門 東京浅草鳥越松浦伊三郎 松浦亥三郎（旧旗本船越村領主）戻り
（ （ 武州足立郡栗原村 杢右衛門・八右衛門 成田 下総国 参詣江行
（ 9 常州信太郡信野村 信太郡信野村？ 平兵衛 東京本所大川屋幸右衛門 行 供弐人
（ （0 東京深川六軒堀 六間堀 長五郎 下サ佐倉喜伊原屋 行
（ （（ 鍋子海上郡今宮村 下総国銚子 大江屋儀兵衛 東京日本橋金松町大江屋吉兵衛 金松町？ 行
（ （（ 下総国印幡神々廻村 喜兵衛 東京南傳馬町松屋庄蔵 行
（ （（ 下総国印幡郡木下し村 安兵衛 東京小網町弐丁目伊勢屋久七 戻り
（ （（ 上総国長狭郡一松村 源左衛門・五郎左衛門 葛西柴又帝釈尊 武蔵国 参詣江行
（ （（ 下総国惣佐郡伊野村 匝瑳郡（井戸野村） 甚五兵衛・金左衛門・

五郎左衛門
武州足立郡鳩ヶ谷宿河内屋左兵衛 行

（ （（ 東京小網町仲町 越前屋政吉 常州金村村山作兵衛 戻り
（ （（ 上総国山辺郡田中村 治右衛門 東京八丁堀羽斗屋幸三郎 行
（ （（ 紀州海間郡湊村 海部郡 角兵衛 下サ木下し尾張屋 （木下河岸） 行
（ （9 上総国武射郡岸毛村 （借毛本郷村） 又右衛門 東京四日市井筒屋治良左衛門 （霊岸島四日市町） 行
（ （0 東京葛飾郡受地村 武蔵国，請地村，（国名間違い）新助・三左衛門 成田 参詣江行
（ （（ 下総国猿嶋郡沓懸村 沓掛村 倉吉 下サ舟橋大神宮 参詣江行
（ （（ （備前国に藩庁） 要助 岡山藩家来 中山 下総国 参詣江行
（ （（ 武州足立郡下山谷村 （足立郡北三谷村） 七右衛門・庄右衛門 成田 下総国 参詣江行
（ （（ 武州足立郡千住瓦町 留吉・虎吉・与左衛門・

久左衛門
成田 下総国 参詣より戻り

（ （（ 東京日本橋舟町 小舟町 新蔵・長兵衛 鍋子田中醤油屋ニ而直江江 下総国銚子 行
（ （（ 上総国羽布郡野抜村 埴生郡矢貫村 傳八 東京新町南金六町駿澤甚蔵 芝口 行
（ （（ 武州多摩郡大日村 （犬目村） 梅吉・利三郎・久蔵 成田 下総国 参詣戻り
（ （（ 武州伊原郡北澤村 （荏原郡北沢村，上・下村あり） 岩吉・定吉・常次郎 成田 下総国 参詣戻り
（ （9 東京通塩町 松兵衛 （（月（（日№（（（より，「飛（鳶）や」）銚子今宮村尾張屋彦五郎 下総国 戻り
（ （0 常州信太郡松浦藩管轄所吉原村 西光寺 東京麻布龍音 龍音？ 行
（ （（ 東京下紺谷町三田 神田紺屋町 平助 成田 下総国 参詣戻り
（ （（ 越後国首城郡田麦村 頚城郡 作蔵 下サ東金八兵衛 戻り 外八人
（ （（ 常州板古村 潮来村 半之丞・安兵衛 東京小網町伊勢屋佐左衛門 行
（ （（ 武州足立郡本木間村 保木間村 半左衛門・権右衛門・

半右衛門
成田 下総国 参詣江行

（ （（ 東京浅草聖天横町 銀蔵 成田 下総国 参詣戻り
（ （（ 越後国借羽郡織江村 苅羽郡折居村 秀吉・熊吉 上総国長住町惣兵衛 上総国夷隅郡長者町 戻り
（ （（ 下総国海状郡高田村 海上郡 与右衛門 東京浅草大池笠倉屋傳吉 代地 行
（ （（ 常州行方郡山田村 平左衛門・与兵衛 東京本所長崎町房州屋金兵衛 戻り
（ （9 武州豊嶋郡王子村 伊三郎・政吉 成田 下総国 参詣江行
（ （0 常州河内郡藤蔵河岸 庄右衛門 東京常厳嶋米屋市兵衛 （霊岸島） 戻り
（ （（ 東京相生町四丁目 東京本所相生町 忠兵衛 成田 下総国 参詣江行
（ （（ 常州河内郡宇宿 牛久村 作左衛門・平八 東京本所相生町壱丁目伊勢屋久兵衛 行 供八人
（ （（ 東京築地柳原町 九兵衛 下サ小見川田尻村與兵衛 行
（ （（ 上州才郡今井村 佐位郡 平吉・庄八 成田 下総国 参詣江行
（ （（ 下総国印幡郡木下し村 佐吉 東京横山町弐丁目三河屋佐兵衛 戻り
（ （（ 東京御倉前旅籠町 浅草御蔵前 富五郎 成田 下総国 参詣より戻り 外三人
（ （（ 下総国葛飾郡瀬戸物町 瀬戸村 喜助 成田 下総国 参詣より戻り 外弐人
（ （（ （下総国千葉郡に藩庁） 早川圭三 生實藩
（ （9 武州葛飾郡蓮沼村 彦太郎・万蔵・岩松 成田 下総国 参詣より戻り
（ （0 常州河内郡大徳村 治郎兵衛・市平 東京駿河臺木村石三郎屋敷 神田 行
（ （（ 下総国千葉郡稲毛村 布施亥三郎 浅間大神神主 東京小川町門左衛門 神田 行
（ （（ 東京松嶋町 喜平治 家主藤吉店 下サ舟橋佐倉屋 行
（ （（ 下総国印幡郡臼井村 浅次郎・清次郎 東京小網町八右衛門 行
（ （（ 越後国借羽郡嶋井村 苅羽郡島井村？ 力蔵・常吉・勝吉 下サ佐倉越戸村権兵衛 印旛郡越戸村？ 戻り
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（ （ 甲州野城郡江澤宿 八代郡，江沢宿？ 松五郎 成田 下総国 参詣江行
（ （ 上総国長良郡野茂友村 長柄郡信友村 利右衛門 東京小網町八右衛門 行
（ （ 東京日本橋本松町 本松町？ 八郎右衛門 家主 上総国市原郡東京村八兵衛 市原郡東京村？ 行
（ （ 上総国市原郡野木村 野毛村 清次郎 東京馬喰町梅屋 行
（ （ 上総国羽斗郡長南宿 埴生郡羽計 安五郎 東京野中照持寺 谷中 行
（ （ 佐倉新町 下総国 庄蔵 正園寺 葛西番所町 武蔵国 行 外弐人
（ （ 下総国香取郡真川崎村 松崎村 甚右衛門 東京本郷春来町並木屋 春木町 行
（ （ 野州悪都郡戸那良村 安蘇郡戸奈良村 藤四郎・周助 成田 下総国 参詣戻り
（ 9 武州鳩ケ谷宿 市五郎 下サ鹿嶋中村種蔵 常陸国，（居切村） 掘割戻り
（ （0 下総国千葉郡生実新田 儀兵衛 東京三河町三丁目駿河屋 行
（ （（ 東京本郷向嶋浮池村 本郷向嶋浮池村？ 清助 成田 下総国 参詣戻り 供弐人
（ （（ 武州葛飾郡大戸村 新四郎・倉之助 成田 下総国 参詣江行
（ （（ 武州葛飾郡箒塚村 宝木塚村 太郎右衛門 成田 下総国 参詣江行
（ （（ 武州葛西二郷半領浮田村 傳蔵 成田 下総国 参詣江行 外四人
（ （（ 武州葛飾郡下小松村 喜兵衛治 外七人
（ （（ 遠州掛川土橋村 掛川土橋村？ 宗平 成田 下総国 参詣戻り
（ （（ 武州多摩郡大日村 多摩郡大日村？ 源三郎 成田 下総国 参詣戻り 外三人
（ （（ 野州足利郡田嶋村 平七・伊助 東京馬喰町梅屋 行
（ （9 上州鹿嶋郡花王河岸 常州（国名間違い） 清左衛門 東京小網町三丁目伊勢屋佐左衛門 行
（ （0 上州河内郡阿波村 常州（国名間違い）粟村 佐兵衛 東京小網町三丁目鍋屋富五郎 行
（ （（ 下総国木下し河岸 新吉 問屋七郎召仕 東京箱崎龍ヶ崎屋勘兵衛 行
（ （（ 武州葛飾郡二郷半領番所付村 要蔵 下総佐倉横町鎌倉屋 行
（ （（ 上総国望陀郡横田村 藤吉・伴七 東京石町大黒屋源兵衛 東京石町？ 行
（ （（ 越後国首城郡青麦村 頚城郡（田麦村） 佐太郎 上総国真壁郡八良右衛門 戻り
（ （（ 東京八丁堀中之橋 房州屋源蔵・安五郎 下サ濱之村 賣用戻り
（ （（ 東京万年町壱丁目 下谷 源藤 上総国市原郡君塚村池田忠栄 戻り
（ （（ 武州引郡田木村 比企郡 要蔵・儀八 下サ中山 参詣江行
（ （（‐（ （下総国香取郡に藩庁）鍔木文三郎 高岡藩
（ （9 下総国印幡郡物置村 物木村 長兵衛 東京小網町大坂屋儀左衛門 戻り

（ （（ 下総国香取郡清嶋村 清久嶋村 傳左衛門 東京佐久間町三丁目松野屋 神田 行
（ （（ 下総国羽斗郡安食村 埴生郡 太郎左衛門 東京小網町鍋子富五郎 （鍋屋） 行
（ （（ 佐倉田町 下総国 平兵衛・喜兵衛 東京何王町中村屋辰五郎 難波町 行
（ （（ 東京浅草山谷町 嶋屋喜助 鍋屋 賣用渡世
（ （9 東京四ツ谷大木戸 長兵衛 銚子飯沼村西殿傳平 下総国 行
（ （0 東京千住瓦町 武蔵国足立郡 伊兵衛 成田 下総国 行
（ （（‐（ 下総国香取郡御若内村 香取郡御若内村？ 斉藤儀兵衛 名主 東京小石川国楽寺 極楽寺 行
（ （（‐（ 下総国香取郡御若内村 香取郡御若内村？ 市左衛門 東京小石川国楽寺 極楽寺 行
（ （（ 武州足立郡越ヶ宿 武州足立郡越ヶ谷宿 市之助 名主 成田 下総国 参詣江行 外三人
（ （（ 葛飾縣八甫村 武蔵国葛飾郡 渡辺七左衛門 成田 下総国 参詣江行
（ （（ 相州三浦郡浦加村 （東・西村あり） 弁蔵 中山 下総国 参詣江行
（ （（ 東京両国米澤町 豊山 家主字兵衛店 中山 下総国 参詣江行
（ （（ 東京小網町三丁目 日本橋 太郎右衛門 銚子観音寺美濃屋平助 下総国 戻り
（ （（ 東京本所長崎町 由次郎 下総国藤原新田金右衛門 行
（ （（ 上総国山辺郡今泉村 又右衛門 東京小網町相模屋伊兵衛 戻り
（ （9 東京浅草山宿 山ノ宿町 伊勢屋文五郎 成田 下総国 参詣より戻り
（ （0 常州鹿嶋郡保古田村 鉾田村 熊太郎 東京小石川御門前本田 行
（ （（ 東京深川相川町 藤田定吉 中山 下総国 参詣江行
（ （（ 東京本所御竹蔵 新伊熊 上総国大網宿清左衛門 行
（ （（ 東京大傳馬町 久兵衛 下サ舟橋亀屋 行
（ （（ 下総国海上郡高田村 周蔵・定之助 東京深川油堀忠次郎 行
（ （（ 銚子海上郡荒谷村 下総国荒野村 金兵衛 下サ舟橋大神宮 参詣江行
（ （（ 常州河内郡三嶋村 河内郡三嶋村？ 蔵福院隠居 東京浅草傳水院 行

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日
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（ （ 甲州野城郡江澤宿 八代郡，江沢宿？ 松五郎 成田 下総国 参詣江行
（ （ 上総国長良郡野茂友村 長柄郡信友村 利右衛門 東京小網町八右衛門 行
（ （ 東京日本橋本松町 本松町？ 八郎右衛門 家主 上総国市原郡東京村八兵衛 市原郡東京村？ 行
（ （ 上総国市原郡野木村 野毛村 清次郎 東京馬喰町梅屋 行
（ （ 上総国羽斗郡長南宿 埴生郡羽計 安五郎 東京野中照持寺 谷中 行
（ （ 佐倉新町 下総国 庄蔵 正園寺 葛西番所町 武蔵国 行 外弐人
（ （ 下総国香取郡真川崎村 松崎村 甚右衛門 東京本郷春来町並木屋 春木町 行
（ （ 野州悪都郡戸那良村 安蘇郡戸奈良村 藤四郎・周助 成田 下総国 参詣戻り
（ 9 武州鳩ケ谷宿 市五郎 下サ鹿嶋中村種蔵 常陸国，（居切村） 掘割戻り
（ （0 下総国千葉郡生実新田 儀兵衛 東京三河町三丁目駿河屋 行
（ （（ 東京本郷向嶋浮池村 本郷向嶋浮池村？ 清助 成田 下総国 参詣戻り 供弐人
（ （（ 武州葛飾郡大戸村 新四郎・倉之助 成田 下総国 参詣江行
（ （（ 武州葛飾郡箒塚村 宝木塚村 太郎右衛門 成田 下総国 参詣江行
（ （（ 武州葛西二郷半領浮田村 傳蔵 成田 下総国 参詣江行 外四人
（ （（ 武州葛飾郡下小松村 喜兵衛治 外七人
（ （（ 遠州掛川土橋村 掛川土橋村？ 宗平 成田 下総国 参詣戻り
（ （（ 武州多摩郡大日村 多摩郡大日村？ 源三郎 成田 下総国 参詣戻り 外三人
（ （（ 野州足利郡田嶋村 平七・伊助 東京馬喰町梅屋 行
（ （9 上州鹿嶋郡花王河岸 常州（国名間違い） 清左衛門 東京小網町三丁目伊勢屋佐左衛門 行
（ （0 上州河内郡阿波村 常州（国名間違い）粟村 佐兵衛 東京小網町三丁目鍋屋富五郎 行
（ （（ 下総国木下し河岸 新吉 問屋七郎召仕 東京箱崎龍ヶ崎屋勘兵衛 行
（ （（ 武州葛飾郡二郷半領番所付村 要蔵 下総佐倉横町鎌倉屋 行
（ （（ 上総国望陀郡横田村 藤吉・伴七 東京石町大黒屋源兵衛 東京石町？ 行
（ （（ 越後国首城郡青麦村 頚城郡（田麦村） 佐太郎 上総国真壁郡八良右衛門 戻り
（ （（ 東京八丁堀中之橋 房州屋源蔵・安五郎 下サ濱之村 賣用戻り
（ （（ 東京万年町壱丁目 下谷 源藤 上総国市原郡君塚村池田忠栄 戻り
（ （（ 武州引郡田木村 比企郡 要蔵・儀八 下サ中山 参詣江行
（ （（‐（ （下総国香取郡に藩庁）鍔木文三郎 高岡藩
（ （9 下総国印幡郡物置村 物木村 長兵衛 東京小網町大坂屋儀左衛門 戻り

（ （（ 下総国香取郡清嶋村 清久嶋村 傳左衛門 東京佐久間町三丁目松野屋 神田 行
（ （（ 下総国羽斗郡安食村 埴生郡 太郎左衛門 東京小網町鍋子富五郎 （鍋屋） 行
（ （（ 佐倉田町 下総国 平兵衛・喜兵衛 東京何王町中村屋辰五郎 難波町 行
（ （（ 東京浅草山谷町 嶋屋喜助 鍋屋 賣用渡世
（ （9 東京四ツ谷大木戸 長兵衛 銚子飯沼村西殿傳平 下総国 行
（ （0 東京千住瓦町 武蔵国足立郡 伊兵衛 成田 下総国 行
（ （（‐（ 下総国香取郡御若内村 香取郡御若内村？ 斉藤儀兵衛 名主 東京小石川国楽寺 極楽寺 行
（ （（‐（ 下総国香取郡御若内村 香取郡御若内村？ 市左衛門 東京小石川国楽寺 極楽寺 行
（ （（ 武州足立郡越ヶ宿 武州足立郡越ヶ谷宿 市之助 名主 成田 下総国 参詣江行 外三人
（ （（ 葛飾縣八甫村 武蔵国葛飾郡 渡辺七左衛門 成田 下総国 参詣江行
（ （（ 相州三浦郡浦加村 （東・西村あり） 弁蔵 中山 下総国 参詣江行
（ （（ 東京両国米澤町 豊山 家主字兵衛店 中山 下総国 参詣江行
（ （（ 東京小網町三丁目 日本橋 太郎右衛門 銚子観音寺美濃屋平助 下総国 戻り
（ （（ 東京本所長崎町 由次郎 下総国藤原新田金右衛門 行
（ （（ 上総国山辺郡今泉村 又右衛門 東京小網町相模屋伊兵衛 戻り
（ （9 東京浅草山宿 山ノ宿町 伊勢屋文五郎 成田 下総国 参詣より戻り
（ （0 常州鹿嶋郡保古田村 鉾田村 熊太郎 東京小石川御門前本田 行
（ （（ 東京深川相川町 藤田定吉 中山 下総国 参詣江行
（ （（ 東京本所御竹蔵 新伊熊 上総国大網宿清左衛門 行
（ （（ 東京大傳馬町 久兵衛 下サ舟橋亀屋 行
（ （（ 下総国海上郡高田村 周蔵・定之助 東京深川油堀忠次郎 行
（ （（ 銚子海上郡荒谷村 下総国荒野村 金兵衛 下サ舟橋大神宮 参詣江行
（ （（ 常州河内郡三嶋村 河内郡三嶋村？ 蔵福院隠居 東京浅草傳水院 行
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（ （0 武州豊嶋郡千住宿古塚原村 足立郡（郡名間違い）
小塚原村

伊勢屋源六 下サ千葉郡鷺沼治源寺 行 外壱人

（ （（ 上総国泉郡三又村 夷隅郡三俣村 庄吉 東京住吉町裏河岸丸岡徳兵衛 深川 行
（ （（ 上州龍ヶ崎新町 常陸国（国名間違い） 四郎兵衛 東京小網町半兵衛 戻り
（ （（ 相州三浦郡古坪村 小坪村 音次郎 銚子舟方喜兵衛 下総国 行 外七人
（ （（ 武州葛飾郡亀高村 忠五郎 下サ平塚村治郎兵衛 行
（ （（ 下総国香取郡舟越村 惣右衛門 東京馬喰町福嶋屋 行
（ （（ 東京深川福住町 飯嶋喜左衛門 下サ千葉 参詣江行
（ （（ 東京京橋鍛治町 （南鍛冶町） 藤吉・卯之吉・勘助・

熊次郎・助蔵
家主 舟橋大神宮 下総国 行

（ （（ 菅谷慎二 下総開墾場惣鎮守吉見皇太神宮司菅谷興種内 （貼札）
（ （（‐（ （下総国香取郡に藩庁）鍔木文三郎 高岡藩 （貼札）
（ （9 雑司ケ谷被下地 東京 南場宗利 神職 （貼札）
（ （0 （下総国結城郡に藩庁）高科幸助 結城藩 （貼札）
（ （（ 武州葛飾郡赤沼村 市郎兵衛 成田 下総国 参詣江行 外弐人
（ （（ 下総国香取郡佐原村 政兵衛 東京箱崎佐原 戻り
（ （（ 東京下谷金杉 卯之吉 家主安兵衛店 上総国長良郡曽良村十兵衛 （長柄郡曽根新田） 戻り
（ （（ 武州足立郡油沼村 足立郡油沼村？ 永間院 成田 下総国 参詣江行 先廻講中廿三人
（ （（ 東京北新川 北新川？ 伊勢屋弥助 成田 下総国 参詣江行 外弐人
（ （（ 武州足立郡幸右衛門新田 （小右衛門新田） 勘五郎・弥七 成田 下総国 参詣江行 外弐人
（ （（ 下総国印幡郡神々廻村 庄左衛門・小右衛門 東京・横濱 東京・武蔵国 見物戻り
（ （（ 下総国印幡郡大森村 政助 東京牛込御門内神之宮 戻り
（ （9 野州氷山宿 野州氷山宿？ 廣蔵・忠次郎 成田 下総国 参詣江行
（ （0 下総国相馬郡布川村 惣左衛門・源八 東京亀嶋三右衛門方 亀島町 戻り
（ （（ 下総国印幡郡内倉田町 内黒田町 松之助 東京牛込水戸町野田屋吉兵衛 （水道町） 戻り
（ （（ 野州都加郡栃毛町 都賀郡栃木町 又兵衛・傳兵衛 中山 下総国 参詣江行
（ （（ 常州龍ヶ崎 嘉助 成田 下総国 参詣江行 供壱人
（ （（ 武州豊嶋郡千住宿 足立郡（郡名間違い） 藤次郎 東京佐久間町三丁目松野屋 神田 行
（ （（ 甲州駒郡身延山 巨摩郡 安通院 院代防 下サ銚子明福寺 行
（ （（ 下総国香取郡多賀村 香取郡多賀村？ 源治 東京小川町猿楽町長良井弥兵衛 神田，

（代々幕府典薬頭の旧旗本半井氏カ）
戻り

（ （（ 下総国香取郡舟越村 佐市・音次郎 堀之内 武蔵国，（妙法寺） 参詣江行 外八人
（ （（ 下総国海上郡銚子荒野村 藤八 東京八日市須原屋 （霊岸島四日市町） 戻り
（ （9 東京坂本町弐丁目 友吉 下サ銚子荒野幸兵衛 行 供壱人
（ （0 下総国羽布郡多川村 埴生郡田川村 三郎右衛門 東京弁慶橋染屋文蔵 行
（ （（ 常州河内郡藤蔵河岸 佐兵衛 東京箱崎町龍ヶ崎屋勘兵衛 行
（ （（ 武州飛木郡横田村 比企郡 利兵衛治・小四郎 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
（ （（ 東京下谷大門町 吉五郎 大工 成田 下総国 参詣江行
（ （（ 武州葛飾郡寺嶋村 幸助 成田 下総国 参詣戻り
（ （（ 下総国相馬郡北方村 新兵衛 東京深川久留井町八兵衛 深川久留井町？ 行
（ （（ 下総国印幡郡舟方方村 船形村 治左衛門 東京小川町因幡御屋敷 神田，（淀藩邸） 行
（ （（ 上総国長良郡一松村 長柄郡一ツ松村 利右衛門 東京駒米 駒込 参詣江行
（ （（ 東京吉田町 本所 礒兵衛・弥助 家主 下サ舟橋仲屋 戻り
（ （9 武州足立郡弥五郎新田 平次郎・金左衛門・

仁左衛門
成田 下総国 参詣戻り

（ （0 東京地蔵横町 白金台町 重平 下サ葛飾郡印内村長兵衛 戻り
（ （（ 常州河内郡古渡村 弥五左衛門 東京四ツ目西野屋 本所 戻り
（ （（ 武州足立郡川口宿 平七・平四郎 成田 下総国 参詣江行 外三人
（ （（ 東京六間堀 深川 七五郎 高岡御役屋 （下総国香取郡　高岡藩役所） 戻り
（ （（ 下総国香取郡佐原村 大和屋徳兵衛 東京伊勢町伊勢屋喜十良 戻り 外壱人
（ （（ 常州多賀郡大津村 由蔵 東京本所松井町金子屋彦助 行
（ （（ 上総国市原郡飯沼村 宗七郎・丑蔵 東京堀留松本屋 行
（ （（‐（ 東京小網町三丁目 高崎屋長右衛門 上総国木羅豆下村 木更津村 賣用ニ行 供壱人
（ （（ 上総国市原郡富留江戸村 潤井戸村 卯之助 東京木挽町五丁目上総屋金蔵 行
（ （9 下総国香取郡舟越村 甚五右衛門 東京三笠町仁平治 本所 行
（ （0 東京元嶋三丁目 玉屋久蔵 下サ銚子今宮村川嶋屋 戻り
（ （（ 下総国銚子松本村 吉五郎 東京横山町京屋又兵衛 行
（ （（ 中仙道桶川宿 武蔵国，中山道 茂右衛門・庄右衛門 成田 下総国 参詣戻り
（ （（ 下総国葛飾郡野田金杉村 周蔵 中山 下総国 参詣江行
（ （（ 下総国羽布郡北羽取村 埴生郡北羽鳥村 庄蔵・治郎吉 東京本町飯田勇斉 行
（ （（ 武州足立郡鳩ヶ谷在青木村 （上・下村あり） 四郎兵衛 成田 下総国 参詣戻り 外弐人



24
2

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告

第
15

5
集
　

20
10
年

3
月

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（ｂ （（（ 東京銀町四丁目 霊岸島 住吉屋吉兵衛 菊間邸敷 上総国市原郡菊間（藩知事邸） 戻り
（ｂ （（（ 越後国柏崎在角井出村 要蔵・重太郎 下総蕪木村六左衛門 鏑木村 立戻り
（ｂ （（（ 上州那波郡箱石村 那波郡 政吉 成田山 下総国 参詣戻り
（ｂ （（（ 武州埼玉郡越谷ノ在大竹村 与惣次 成田山 下総国 参詣戻り
（ｂ （（（ 下総銚子荒谷村 荒野村 吉兵衛屋岩吉 東京 戻り
（ｂ （（9 武州越ヶ宿 八右衛門・仁左衛門 成田 下総国 参詣行
（ｂ （（0 下総国葛飾郡野田町 金蔵 成田 下総国 参詣行
（ｂ （（（ 武州河越 川越
（ｂ （（（ 上総国山辺作田村 善兵衛・四郎右衛門 東京 戻り
（ｂ （（（ 越後国柏井在度合村 柏崎在苅羽郡 彦吉 東京 稼キ
（ｂ （（（ 東京南割キハ 本所 寅吉 南金杉 下総国葛飾郡 行
（ｂ （（（ 下総国香取郡嶋村 傳兵衛 東京小網町三丁目 帰り
（ｂ （（（ 上総国一ノ宮 渡邊三五郎 東京霊かん嶋小田原屋久助 霊岸島
（ｂ （（（ 房州平郡直村 平郡直村？ 弥兵衛 東京深川黒町大崎屋作次郎 黒江町 行
（ｂ （（（ 佐倉屋敷 （下総国） 善太郎 （佐倉藩） 葛西立石善四郎 武蔵国葛飾郡 戻り
（ｂ （（9 下総国香取郡矢高村 香取郡矢高村？ 金兵衛 東京浅草田辺常陸守
（ｂ （（0 上総国長柄郡関村 茂右衛門・重兵衛 東京麻布長州屋敷跡官蔵 行
（ｂ （（（ 下総国香取郡御見川村 小見川村 傳右衛門 東京小網町三丁目加納や 行
（ｂ （（（ 下総国海上郡花輪村 下総国海上郡塙村 新右衛門・亀吉 御上米納帰り
（ｂ （（（ 下総国相馬郡布川村 善八 東京永嶋 行
（ｂ （（（ 武州豊嶋郡根利間村 練馬村 庄左衛門 布佐六軒 （下総国） 行
（ｂ （（（ 下総国望陀郡伊津嶋村 上総国望陀郡伊豆嶋村 宗左衛門 名主 東京久留里藩屋敷 行
（ｂ （（（ 上総国 惣兵衛 大久保藩防官 東京本所弐ツ目 行
（ｂ （（（ 常州河内郡大徳村 市兵衛・次郎兵衛 東京 帰り
（ｂ （（（ 上総国山辺西之村 西野村 傳四郎 東京馬喰町一丁目熊ヶや忠兵衛 行
（ｂ （（9 下総国相馬郡布川村 半四郎 東京 帰り
（ｂ （（0 常州行方郡青沼村 源三郎 東京 御上米納帰り
（ｂ （（（ 武州足立郡大太村 足立郡大太村？ 源右衛門・市太郎 成田山 下総国 参詣行

（ （（ 上総国羽布郡長南宿 埴生郡 利兵衛 東京小網町三丁目上総屋太助 行
（ （（ 下総国香取郡仲村 香取郡仲村新田 日本寺 東京浅草本楽寺 行
（ （（‐（ 東京小網町三丁目 高崎屋長右衛門 上総国木皿豆村 木更津村 賣用ニ行 供壱人
（ （（ 常州鹿嶋郡鍛治山村 梶山村 善次郎 横濱野毛三平 武蔵国 戻り
（ （9‐（ 中仙道鴻之須 武蔵国中山道鴻巣宿 次郎兵衛 荒井店 成田 下総国 参詣江行
（ （9‐（ 中仙道鴻之須 武蔵国中山道鴻巣宿 文次郎 次郎兵衛忰 成田 下総国 参詣江行
（ 90 下総国羽布郡悪相村 埴生郡麻生村 治兵衛 東京馬喰町松崎屋萬吉 行
（ 9（ 武州煎間郡小八幡村 （入間郡小谷田村） 孫兵衛・八郎右衛門 下サ佐倉紙屋市右衛門 行
（ 9（ 吉川筑前・松浦五重子 土御門田原役所 下サ瀧臺新田孫兵衛 千葉郡滝台新田 行
（ 9（ 下総国印幡郡真川先村 松崎村 長左衛門 葛西舟堀法念寺 武蔵国　法然寺 戻り
（ 9（ 野州足立郡波鹿村 足利郡葉鹿村 仙五郎 成田 下総国 参詣戻り
（ 9（ 上州高崎町南町 仙太郎 下サ銚子 賣用江行
（ 9（ 居切村 常陸国 高須三左衛門 東京附属 東京役所 上下五人
（ 9（ 常州河内郡太田村 市左衛門 東京小網町三丁目鍋屋富五郎 行
（ 9（ 常州信太郡江戸崎村 勘四郎 東京小網町鍋屋倉蔵 行
（ 99 東京聖傳横丁 浅草聖天町 鶴屋清兵衛 成田 下総国 参詣江行 供壱人
（ （00 東京神田明神町 中屋庄七・又兵衛 成田 下総国 参詣江行
（ （0（ 上総国山邊郡福俵村 直次郎・市五郎 東京小川町井上宮内 神田，（支配高岡藩知事邸）
（ （0（ 槙横彦蔵 □倉藩 （貼札）
（ （0（ 佐藤八治郎 （貼札）
（ （0（ （武蔵国葛飾郡に県庁）藤澤権大属 小菅縣 （貼札）
（ （0（ 常州長竿村 長棹村 菊池蔵十郎 （貼札）
（ （0（ 小川東作 （貼札）
（ （0（ （東京） 飯野吉兵衛 宮内省用達 （貼札）
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（ｂ （（（ 越後国討城郡川田村 頚城郡 定吉 上総国大瀧 大多喜 行
（ｂ （（（ 越後国蒲原郡柿像村 蒲原郡柿像村？ 松太郎・末吉 上総国大瀧 大多喜 帰り
（ｂ （（（ 東京麻布四筋丁 麻布四筋町？ 新常院 成田山 下総国 参詣戻り
（ｂ （（（ 野州栃町 （栃木） 捨本屋源右衛門 東京糸切入村 東京糸切入村？
（ｂ （（（ 佐倉 下総国 助左衛門 海林寺内 東京深川法干寺 法干寺？ 行
（ｂ （（（ 下総国千葉郡赤井村 庄右衛門 東京民部省 （東京）江御用
（ｂ （（（ 下総国銚子海上郡 伊助 東京油町炭や平兵衛 （通油町） 行
（ｂ （（9 武州入間郡所澤村 兵左衛門・伊左衛門 成田山 下総国 参詣江行
（ｂ （（0 武州埼玉郡柳宮村 善蔵・紋右衛門・重蔵 成田山 下総国 参詣帰り
（ｂ （（（ 上総市原郡青柳村 繁右衛門 會津馬板村 （岩代国河沼郡駒板村） 帰り
（ｂ （（（ 下総国千葉郡畑村 石松 武州佐手在要芝村佐右衛門 葛飾郡幸手宿 戻り
（ｂ （（（ 東京浅草元取越 元鳥越 鉄五郎 鳶 舩橋壱丁目丸屋長助 下総国 行
（ｂ （（（ 常州信太郡信田村 信太村 平兵衛 東京菊川町八郎や七五郎 本所 帰り
（ｂ （（（ 下総国香郡金伊豆村 香取郡金江津村 五右衛門・利兵衛・助右衛門 三峯山 武蔵国 参詣ノ帰り
（ｂ （（（ 常州行方郡櫛挽村 串挽村 新兵衛 東京本所房州や金兵衛 行
（ｂ （（（ 下総国香取郡下小堀村 茂兵衛 東京浅草大地片倉や 代地 行
（ｂ （（（ 武州葛飾郡青戸村 倉之助・多郎右衛門 成田 下総国 参詣之帰り
（ｂ （（9 東京坂本上町 金次郎 傳蔵店 下総国生実村金次郎方 行
（ｂ （（0 武州比企郡平村 与八之助 百性与兵衛伜 成田山 下総国 参詣江行
（ｂ （（（ 常州河内郡瀧崎町 龍ヶ崎町 市兵衛 東京篠崎瀧崎や勘 [　] 浅草 行
（ｂ （（（ 下総国埴生郡成田村 茂助 柴又村瓦や安五郎 武蔵国葛飾郡 行
（ｂ （（（ 越州柏崎在清水谷村 越後国 弥作・彦七 上総国長尾村堀内市右衛門 長柄郡 行
（ｂ （（（ 上総国山辺郡無左右衛村 山辺郡無左右衛村？ 長右衛門 東京戸嶋町飾や方 神田豊島町 行
（ｂ （（（ 東京小石川戸崎町 金次郎 成田山 下総国 参詣帰り
（ｂ （（（ 武州府中玉郡 多摩郡府中宿 金太郎・金吉 屋根屋 上総国 稼キ
（ｂ （（（ 下総国印幡郡木下村 （木下河岸） 伊八・徳兵衛 東京西久保 戻り
（ｂ （（（ 武州新座郡上新倉村 彦太郎・三五郎・久太郎 成田山 下総国 参詣江行

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（ （（ 東京本郷西片町 加藤六兵衛・同弥吉 成田 下総国 参詣
（ （（ 東京本郷冨坂下 （桜井藩の上屋敷在所） 甚八 （桜井藩）家来 瀧脇丹後守 （上総国，桜井藩主） 行
（ （（ 信州須和郡乙事村 諏訪郡 宇右衛門 成田山 下総国 戻り
（ （（ 東京あじん丁川久田 安針町 嘉右衛門
（ （9 下総国海上郡しへな内 椎名内村 青吉・栄吉 か奈川與十治 武蔵国橘樹郡神奈川宿 行
（ （0 越後国柏崎新町 かヽ や源助 成田山 下総国 行
（ （（ 野州栃木大森村 弥三郎 百姓 上総国 行
（ （（ 東京雷門前 浅草 扇屋 下総大和田 行
（ （（ 野州宇津宮 近江屋松五郎 銚子 下総国 行
（ （（ 武州豊島郡千住宿小塚原 足立郡 藤治郎 成田山 下総国 戻り
（ （（ 房州安房郡青柳村 安房国安房郡青柳村？ 吉五郎 東京小日向 行
（ （（ 武州橘郡下菅尾村 橘樹郡下菅生村 安静 長安寺二男医術 柏井喜三郎 （下総国柏井村） 行
（ （（ 東京糀町 麹町 大崎甚治郎 成田山 下総国 戻り 外壱人
（ （（ 下総酒々井村 庄兵衛 百姓 繰橋村 武蔵国葛飾郡栗橋宿 行
（ （9 東京浅草 鶴屋清兵衛 成田山 下総国 戻り
（ （0 東千住 武蔵国足立郡 熊吉 左官職 成田山 下総国 行
（ （（ 東京舩町 （小舟町） 相模屋茂兵衛 房州 戻り
（ （（ 信州 上原直方 夷奈縣藩（伊那藩） 供弐人
（ （（ 葛西小松村 武蔵国葛飾郡 久三郎 成田山 下総国 参詣
（ （（ 東京神田湯島 勇助 家主 中山 下総国 参詣戻り
（ （（ 佐倉藩支配所野州塩谷郡針生 與五右衛門 名主
（ （（ 佐倉藩支配所野州塩谷郡大田村 太田村 善兵衛 名主
（ （（ 武州八王子四日場 （四ツ谷村） 小松常吉・同音三郎 舩橋 下総国 戻り
（ （（ 常州江戸崎村 嘉助 東京本所四ツ目 行
（ （9 上総九十九里長柄郡関村 八郎左衛門 東京八丁堀北島 行

●明治 （ 年 （ 月 （0 日
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月 （ 90 武州千住在元木村 本木村 長三郎・竹二郎 成田山 下総国 参詣行

（ 9（ 東京深川中森下町 中？ 川崎屋長兵衛 下総佐原 行
（ 9（ 上総山辺郡冨田村 （南・北村あり） 助右衛門 本所縁町山蔵方 東京 行
（ 9（ 下総千葉郡正伯新田 薬園台新田 弥右衛門 東京柳橋河内屋幸三郎 浅草 戻り
（ 9（ 下総国千葉郡黒砂村 半兵衛 久左衛門遣 芝又目医師 武蔵国葛飾郡柴又村
（ 9（ （下総国に分領） 浅生圓樹 淀藩高倉忠兵衛内 東京渋谷上屋敷 行 外供壱人
（ 9（ 東京浅草 大口屋久兵衛 家主 布佐石井源六 （下総国） 戻ル
（ 9（ 下総香取郡佐原村 糀屋藤二郎 東京杉森方田吉治郎方 行
（ 9（ 武州埼玉郡嘉須町 （粕壁宿） 岡田屋徳蔵 成田山 下総国 戻り 外壱人
（ 99 武州葛飾郡平沼村 政吉・孫蔵 成田山 下総国 戻り
（ （00‐（ 東京市中拾壱番組木挽町五丁目五番 塩崎亥三郎 地借
（ （00‐（ 東京市中拾壱番組木挽町五丁目五番 兼吉 塩崎亥三郎召使
（ （0（ 東京芝浜松町四丁目 友吉 上総屋平右衛門土方長吉内 木下し 下総国，（木下河岸） 行
（ （0（ 武州入間郡逆戸村 坂戸村 忠三郎・惣左衛門 成田山 下総国 行
（ （0（ 東京日本橋本材木町 （日本橋は冠さない） 勘兵衛 下総大田宿板倉陣屋 （安中藩陣屋） 行
（ （0（ 下総千葉郡犢手橋村 犢橋村 庄左衛門 真間山 下総国国分村 行
（ （0（ 東京堀留三丁目 日本橋 貞助 常州龍ヶ崎 行
（ （0（ 下総印幡郡小倉村 治助 本所松坂町弐丁目井筒屋市兵衛 東京 行
（ （0（ 下総印幡郡浦辺村 孫左衛門 本所松坂町弐丁目井筒屋市兵衛 東京 行
（ （0（ 東京八丁堀亀嶋町 （八丁堀は冠さない） 平吉 藤兵衛店 常州浅生 （行方郡麻生村） 行
（ （09 千住宿三丁目 武蔵国足立郡 佐兵衛・寅吉 成田山 下総国 行
（ （（0 東京地方三番組下谷金杉下丁 中山幸治郎・大野留治郎 成田山 下総国 行 外三人
（ （（（ 東京神田小柳町三十三番組二十番地所 金子伊兵衛 藤宮才三郎 行
（ （（（ 常州宮縁村 河内郡宮淵村 今治 東京人形町通り平屋新道 行
（ （（（ 下総千葉郡麦丸村 吉兵衛 小網町笠日や 東京 戻り
（ （（（ 東京西川岸町 三河屋富五郎 上総国長柄郡猿袋村 行
（ （（（ 上総国市原郡川在村 文吉 東京神田 行
（ （（（ 常州行方郡丑堀村 牛堀村 善吉 本所林町五丁目幸吉 東京 行
（ （（（ 東京柳町 神田 忠兵衛 彦兵衛店 成田山 下総国 行
（ （（（ 本所三ツ目 東京 上州屋與助 常州江戸崎 商用行
（ （（9 下総埴生郡北飛騨村 北辺田村 善治郎・藤十郎 東京馬喰丁升田屋萬吉 戻ル
（ （（0 武州埼玉郡越ヶ谷在東方村 新六・幸右衛門・吉左衛門 成田 下総国 参詣戻り
（ （（（ 下総印幡郡永金村 印幡郡永金村？ 傳左衛門 野島地蔵 武蔵国埼玉郡越ヶ谷宿 参詣 外弐人
（ （（（ 本所相生町壱町目 東京 市門清助 勘右衛門店 上総八幡 戻り
（ （（（ 東京橋場上郷筋 浅草 吉五郎 下総高岡 行
（ （（（ 上サ荏住郡下大瀧村 夷隅郡下太田喜村 文吉 東京小日向大日坂久世幸吉屋敷 （旧旗本久世氏カ） 戻り
（ （（（ 信州夷奈郡下市太村 伊那郡下市田村 鉄治郎 成田山 下総国 行
（ （（（‐（ 下総埴生郡大竹村 傳右衛門 名主 東京馬喰町 行
（ （（（‐（ 下総埴生郡大竹村 嘉兵衛 東京馬喰町 行
（ （（（ 下総長柄郡金田村 上総国長柄郡金田村（国名間違い）三治郎・忠兵衛 横浜野毛萬五郎 武蔵国 行
（ （（（ 常州川内郡古川林村 河内郡古河林村 □座屋大槻長五郎 深川富川町下総や米蔵 東京 行
（ （（9 越後国柏郡石黒村 苅羽郡 萬次・皆吉・徳之助 佐倉元町上やうげんじ 下総国 行
（ （（0 東京深川伊勢崎町 萬屋萬吉 下総木下し （木下河岸） 戻り
（ （（（ 下総印幡郡小林新田 善兵衛 本所花町三川屋庄兵衛 東京 戻り
（ （（（ 東京丑込二十木町 牛込二十騎町 夷良道順 清戸村米江源宅 下総国印旛郡 行
（ （（（ 下総印幡郡開発村 印幡郡開発村？ 甚蔵 東京 戻り
（ （（（ 下総海上郡高田村 清蔵・寅之助 深川油堀和泉や忠治郎 東京 戻ル
（ （（（ 東京飛坂町 （浅草富坂町） 道具屋米吉
（ （（（ 駿州静岡沼津村 五兵衛 百姓 上総八幡島津玄慶宅 行
（ （（（ 東京西ヶ原村 武蔵国豊嶋郡 柏屋角太郎・伊兵衛 成田山 下総国 参詣
（ （（（ 越中居水郡間島村 射水郡 甚兵衛・久七 上総 商戻り
（ （（9 常州浅生行方郡浅生村 麻生村 小松屋清一郎 上州田子郡松田村 上州田子郡松田村？ 行
（ （（0 （駿河国に藩庁） 森光之助 静岡藩
（ （（（ 常州鹿嶋郡折津村 下津村 重右衛門・周蔵 東京竹島町金子権兵衛 行
（ （（（ 下総香取郡並木村 長右衛門 伊勢 （伊勢国） 参詣
（ （（（ 下総国香取郡八重穂村 （八本村） 清作 百姓 小網町三丁目吾妻や長左衛門 東京，（東屋庄左衛門） 行
（ （（（ 東京深川森下町 藤蔵 大工 三崎會所 下総国三咲（開墾地）會所 行
（ （（（ 常州香嶋郡田野辺村 鹿島郡 忠三郎 東京柳橋松本や幸助宅 浅草 行 外壱人
（ （（（ 伊勢内宮 伊勢国 岡田□蔵
（ （（（ 武州葛飾郡八郎右衛門新田 常右衛門 柏井村治左衛門 （下総国） 行
（ （（（ 東京深川万年町 明石屋卯三郎 奈□川 行
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（ （（9‐（ 東京下谷 吉岡茂人 大番組 深町富田粂吉 （下総国葛飾郡） 行
（ （（9‐（ 東京下谷 金右衛門 吉岡茂人家来 深町富田粂吉 （下総国葛飾郡） 行
（ （（0 東京三軒町 浅草三間町 留吉・寅治郎・飛吉 新七店 成田山 下総国 参詣
（ （（（ 播州 （播磨国に藩庁） 大西中蔵 姫路藩 東京上屋敷 行
（ （（（ 東京本所原庭町 茅場町 建具屋富蔵 佐倉田町吉五郎宅 下総国 返ル
（ （（（ 下総千葉郡中野村 佐右衛門 百姓 東京馬喰町三丁目熊ヶ谷忠兵衛 行
（ （（（ 常州鹿嶋郡郡（ママ）猿田村 醤油屋喜右衛門 東京柳橋松本屋幸七 浅草 行
（ （（（ 下総千葉郡濱野村 松五郎 東京霊岸嶋吉左衛門方 行
（ （（（ 下総相馬郡南大山村 大山村 浅右衛門・傳右衛門 百姓 東京馬喰町二丁目菱麦屋善六宅 行 外四人
（ （（（ 東京駒込千駄木町 清左衛門 下総国香取郡時崎村名主治郎左衛門宅 鴇崎村 行
（ （（（ 東京冨澤町 治郎兵衛 中澤村清右衛門宅 下総国 行
（ （（9 東京市ヶ谷田町壱丁目 足立や政吉 中山 下総国 参詣
（ （（0 上総国居住郡大谷村 （夷隅郡大野村） 新左衛門 庄や 東京小網丁上総屋太吉 行
（ （（（ 常州河内郡不釜町府 布鎌町歩村 清蔵 小網丁鍋屋 東京 行
（ （（（ 信州 善七 善光寺使 成田山 下総国 参詣戻り
（ （（（ 東京小石川馬場 寅吉 刑部省勤松平□部 宮谷縣支配所松之江直右衛門 （県庁は上総国） 行
（ （（（ 常州川地郡俎板村 河内郡　生板村 長兵衛 荏学目医師
（ （（（ 東京表番町 粂治郎 廣澤斉輔内 伊切 （常陸国鹿島郡居切村） 掘割戻り
（ （（（ 駿州駿府郡数走村 駿東郡須走村 伊之助 銚子 下総国 戻り
（ （（（ 本所小梅 東京（本所は冠さない） 常七 舩橋 下総国 行
（ （（（ 下総犬岡村 下総犬岡村？ 治兵衛 東京横山町三丁目播磨や勘右衛門 行
（ （（9 武州仁田郡田島村 新座郡田嶋村 左兵衛・平六 成田山 下総国 行 外三人
（ （（0 武州葛飾郡仁造村 武蔵国葛飾郡仁蔵村 治助・源松 下総佐倉 戻り
（ （（（ 武州足立郡川口宿 萬五郎・文右衛門 成 （下総国　成田山） 参詣行 外弐人
（ （（（ 武州入間郡南端新田 武蔵国入間郡南畑新田 善兵衛・重治郎 成田 下総国 参詣行
（ （（（ 上総長柄郡藻原村 茂原村 平治郎 東京上田畑半三郎 武蔵国豊島郡田端村 行 （貼札）
（ （（（‐（ 東京東両国尾上町 本所 梅澤喜八 町用掛り （貼札）
（ （（（‐（ 東京東両国尾上町 本所 吉五郎 梅沢喜八伜 （貼札）
（ （（（‐（ 東京東両国尾上町 本所 常吉 梅沢喜八召仕 （貼札）
（ （（（ 門倉総之介 有栖川兵部郷宮内 （貼札）
（ （（（‐（ （羽後国に藩庁） 桑嶋庄兵衛 本庄藩馬醫師 （貼札）
（ （（（‐（ （羽後国に藩庁） 勝蔵 桑嶋庄兵衛伜 （貼札）
（ （（（ 上原直方 （貼札）
（ （（（ 東京本所小梅村 （本所は冠さない） 松本弥七郎 真成尊内 （貼札）
（ （（9 （三河国に藩庁） 佐久間帯刀 豊橋藩 （貼札）
（ （（0‐（ 葛飾縣支配所下総埴生郡飯岡村 大河平兵衛 （貼札）
（ （（0‐（ 葛飾縣支配所下総埴生郡飯岡村 壮兵衛 大河平兵衛召仕 （貼札）
（ （（（ 宮谷縣 （上総国に県庁） 千田正義 ･ 吉岡徳明 東京 （貼札）
（ （（（‐（ 小菅縣管轄所下総国葛飾郡須和田村 桑原光輝 鎮守六所大神神主 （貼札）
（ （（（‐（ 小菅縣管轄所下総国葛飾郡須和田村 三郎 桑原光輝伜 （貼札）
（ （（（ 東京亀嶋町三十壱番 横田保次郎 地借 召仕壱人，（貼札）
（ （（（ （下総国に分領） 高橋男也 淀藩 （貼札），（（（（と同行カ）
（ （（（ （下総国に分領） 内野半次郎 淀藩 （貼札），（（（（と同行カ）
（ （（（ 芝山宮谷縣 （上総国に県庁） 斉藤鬼一郎 権知事内 （貼札）

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ｂ 9（ 葛飾縣管轄所下総国印幡郡布鎌新田 鈴木三右衛門 東京金比羅 東京 参詣帰り （貼札）
（（ｂ 9（ 稲葉美濃守支配所印旛郡小林村 下総国，（淀藩分領） 松田良齊 医師 東京金比羅 東京 帰り （貼札）
（（ｂ 9（ 武州葛飾郡金町村 香山範英 香取大神神主 （貼札）
（（ｂ 9（ （尾張国に藩庁） 高橋秀三郎 名古屋藩 （貼札）
（（ｂ 99 東京瀬戸物町五番地所 明石ノケンギヤウ（検校）常州鹿嶋郡芝崎村ノ弥兵衛方 帰ル 外壱人
（（ｂ （00 常州行潟郡森戸村 行方郡 慶三郎 浦賀ノ太三郎方 相模国 行
（（ｂ （0（ 下総国相馬郡布川村 半蔵 深川六間堀大工幸助 東京 帰ル
（（ｂ （0（ 東京霊巌嶋 霊岸嶋 惣八 八木ケ谷村文吉方 下総国 行ク
（（ｂ （0（ 千住掃部宿 武蔵国 金右衛門 成田山 下総国 帰ル

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日
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月 （（ｂ （0（ 東京松嶋町 藤助 家主重兵衛店 下サ臼井村勘三郎 帰ル

（（ｂ （0（ 常州行形郡玉造村 行方郡 佐助 小網町三丁目大坂や与惣左衛門 東京 行ク
（（ｂ （0（ 下総国香取郡澤村 甚左衛門 伊勢町河岸ノ伊勢や堂喜重郎 東京 行ク
（（ｂ （0（ 常州信田郡嶋田村 信太郡 惣兵衛 小網町三町目鍋屋冨五郎方 東京 行ク
（（ｂ （0（ 武州足立郡千住宿弐丁目 庄五郎 成田山 下総国 参詣ニ行ク
（（ｂ （09 下総国香取郡村田邨 善左衛門 浅草第六天前武蔵や半次郎 東京 帰ル
（（ｂ （（0 武州足立郡十二月田村 惣二郎 成田山 下総国 行ク 外壱人
（（ｂ （（（ 野州足利郡小濱村 平兵衛 岩冨村嘉兵衛方 下総国 行ク
（（ｂ （（（ （武蔵国に藩庁） 次郎兵衛 岩附藩家来 上総国居住郡小沢俣村次郎兵衛方 夷隅郡小沢又村

（岩槻藩支配地）
行ク

（（ｂ （（（ 相州足柄郡蓮正寺村 権五郎・吉五郎 成田山 下総国 帰ル
（（ｂ （（（ （信濃国に藩庁） 河内孝平 上田藩 成田山 下総国 行ク
（（ｂ （（（ 下総国相馬郡佐原在岩崎村 孫蔵 名主善右衛門下 小石川赤子橋高橋文吉方 東京 行ク
（（ｂ （（（ 常州河内郡神宮寺村 源右衛門 民部省役所 東京 行ク
（（ｂ （（（ 上総国市原郡石神村 源右衛門 東京大傳馬町伊勢や半兵衛 行
（（ｂ （（（ 下総国香取郡佐王村 沢村 太兵衛 名主 横山町庄内屋半兵衛 東京 帰ル
（（ｂ （（9 東京浅草 藤助 妙徳院寺門　嘉七店 舩橋漁師町定吉方 下総国 行
（（ｂ （（0 下総木おろし村 （木下河岸） いたみや六兵衛 小舟町弐丁目きの国や藤次郎 東京　紀伊国屋 帰ル 外壱人
（（ｂ （（（ 常州鹿嶋郡以きす村 息栖村 慶之助 横濱本町五町目下総や清兵衛 武蔵国 帰ル
（（ｂ （（（ 東京本飯田町 福嶋や弥助 常州鹿嶋郡いきす村慶之助方 息栖村 行
（（ｂ （（（ 下総国開庄郡成田村 海上郡 権左衛門 常州龍ヶ崎村伊賀や重左衛門方 行ク
（（ｂ （（（ 武州横見郡久保田村 赤沢栄三郎 名主 下総国佐倉之御役所様 （支配佐倉藩知事） 通ル
（（ｂ （（（ 上総国市原郡相川村 藤十郎 東京馬喰町三丁目美濃屋五郎兵衛方 行ク
（（ｂ （（（ 東京京橋西本谷町 米や清六・新兵衛・岩二郎・庄兵衛 常州鹿嶋郡伊切村善兵衛 帰ル
（（ｂ （（（ 東京本白銀町弐丁目 本銀町 伊吉 家主 下総佐原村ノ近江屋仁右衛門 帰ル
（（ｂ （（（ 備中国小田郡横種村 （横谷村） 太三郎 常州旅宿所大森在別所村藤兵衛方 戻ル
（（ｂ （（9 上総国望田郡牛袋村 望陀郡 長吉・兼松・繁蔵 西新井ノ大師 武蔵国 参詣ニ行
（（ｂ （（0 東京六間堀 深川 喜三郎 成田山 下総国 参詣之帰ル（ママ）
（（ｂ （（（ 常州河内郡羽原村 善助 名主倉之助下　百姓 東京馬喰町壱町目三河屋 帰ル
（（ｂ （（（ 上サ市原郡藪村 源次郎 東京上野尾張屋久蔵方 行ク
（（ｂ （（（ 千住小塚原 武蔵国 逆井屋次郎吉 成田山 下総国 参詣ニ参り者
（（ｂ （（（ 武州足立郡嶋根村 亀吉・重左衛門 成田山 下総国 参詣之者 外弐人
（（ｂ （（（ 横濱斗部町 武蔵国　戸部町 周蔵 政五郎店 龍ヶ崎久保田喜右衛門方 常陸国 行ク
（（ｂ （（（ 下総国香取郡龍作村 （臼作村） 茂兵衛 東京深川ばちや由蔵方 帰ル
（（ｂ （（（ 下総国葛飾郡関宿江戸町 寅蔵・重五郎 小見川積問屋高橋方 下総国 行ク
（（ｂ （（（ 越中国居水郡泊村 射水郡 傳七・久八 上サ長柄郡茂原村本宿ノ加賀屋勘兵衛 旅宿ノ者
（（ｂ （（9 東京住吉町表河岸 深川 竹次郎 家主惣兵衛店 下サ布佐大仏師三次郎方 行ク
（（ｂ （（0 下サ印幡郡臼井臺町 浅次郎・清八 東京 帰ル
（（ｂ （（（ 下総国香取郡内山村 栄右衛門・八郎左衛門 東京谷中感応寺 行ク
（（ｂ （（（ 下総国布佐村 相馬郡 佐次郎 東京小網町三丁目布川屋庄左衛門方 行ク
（（ｂ （（（ 常州河内郡古渡村 常次郎 東京三河町四丁目慶喜屋彦兵衛方 行
（（ｂ （（（ 総州千葉郡吉橋村 下総国 久左衛門・平左衛門 武州上岡観音 比企郡岡郷，（上岡観音は

馬喰が信仰）
参詣帰ル

（（ｂ （（（ 東京赤坂壱次町 一ッ木町 越後屋三五郎 下サ相馬郡布佐村河内屋金右衛門 行ク
（（ｂ （（（ 東京巣鴨 福嶋善吉 成田山 下総国 帰ル
（（ｂ （（（ 東京本材木町壱町目 木村喜三郎 下サ銚子荒追村糀屋喜三郎方 海上郡新生村 行ク
（（ｂ （（（ 武州足立郡保喜間村 保木間村 権七・作左衛門・三左衛門・

長右衛門・四郎左衛門
成田 下総国 参詣ニ行ク

（（ｂ （（9 下サ相馬郡布佐村 周蔵・藤吉 名主又左衛門右組下 東京 帰ル
（（ｂ （（0 下総国相馬郡布川村 清吉 百姓 東京亀嶋町和田屋三右衛門 帰ル
（（ｂ （（（ 上総国望田郡戸国村 望陀郡 喜左衛門 東京平川町家主和助店松之助方 神田平河町 行
（（ｂ （（（ 下総国相馬郡布佐村 丈七・要蔵 浅草蔵前笠倉屋傳吉 東京 帰ル
（（ｂ （（（ 下総国香取郡西大須賀村 惣平 浅草茅町弐丁目虎屋伊兵衛 東京 帰ル
（（ｂ （（（ 千住在保喜間村 武蔵国，保木間村 与左衛門 名主 成田山 下総国 参詣ニ通ル 外三人
（（ｂ （（（ 東京浅草駒形町三番地 惣左衛門 成田山 下総国 参詣帰ル
（（ｂ （（（ 東京芝濱松町四丁目 上総や豊次郎 下サ木下し問屋 （木下河岸） 帰ル
（（ｂ （（（ 越後三嶋郡堀村 勘蔵 下サ佐原柳屋之酒造 帰ル
（（ｂ （（（ 下総国相馬郡布川村 七蔵 名主与一郎下 東京松嶋町亀賀屋弥兵衛方 行ク
（（ｂ （（9 越後国仮和郡折井村 苅羽郡 留吉・庄作・文吉 上総国長柄郡茂原宿酒や京右衛門 帰ル 外ニ七人
（（ｂ （（0 東京深川西町七番地所 鉄五郎・銀蔵 常州十六嶋三嶋村光明寺 下総国（国名間違い） 行ク
（（ｂ （（（ 武州大塚宿 比企郡 作右衛門・久左衛門・熊吉 成田山 下総国 参詣之者
（（ｂ （（（ 武州玉郡日野宿 清作・由太郎 成田山 下総国 帰ル
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（（ｂ （（（ 千住四丁目 武蔵国 紙屋伊助 成田山 下総国 参詣之者
（（ｂ （（（ 常州伊多古村 行方郡潮来村 常蔵 馬喰町山城屋文吉方 東京 行ク
（（ｂ （（（ 下サ千葉郡千葉町 庄七・作次郎 草加赤山又兵衛 武蔵国 帰ル
（（ｂ （（（ 下サ長沼村 埴生郡長沼村 忠助 日本橋ひもの町藤助方 東京檜物町 行ク
（（ｂ （（（ 下総国相馬郡木下シ村 木下村 伊八 東京西ノ久保萬や小兵衛方 西久保 行ク
（（ｂ （（（ 信州松本伊勢町 筑摩郡 貞助 東京神田亀井町三河や与助方 行ク
（（ｂ （（9 渡邉勇蔵 木澤神祇史生方 八幡宿 （下総国か上総国か不明）通ル
（（ｂ （（0 常州河内郡寺内村 七郎右衛門 百性 武州玉川邊龍泉寺 通ル
（（ｂ （（（ 東京八丁堀亀嶋 （八丁堀は冠さない） 長吉 家主和助店
（（ｂ （（（‐（ 武州足立郡両新田 足立郡両新田？ 喜市 名主 成田山 下総国 帰ル 外弐人
（（ｂ （（（‐（ 武州足立郡両新田 足立郡両新田？ 永吉 成田山 下総国 帰ル
（（ｂ （（（ 千住在小太井村 武蔵国足立郡小臺村 源右衛門 成田山 下総国 帰ル 外五人
（（ｂ （（（ 中山道蕨宿在横曾根村 武蔵国 □次郎 名主 成田山 下総国 参詣ニ行ク 外壱人
（（ｂ （（（ 東京本所表町 直次郎 成田山 下総国 参詣ニ行
（（ｂ （（（ 上総国武射郡鳴戸村 成東村 傳一 神田新橋ぶたや庄吉方 東京 行ク
（（ｂ （（（ 常州河内郡根本村 六左衛門 舩橋 下総国 行ク
（（ｂ （（（ 東京芝宇田川町 喜右衛門 小見川村大物所 下総国 帰ル
（（ｂ （（9 東京両国尾上町 本所 徳兵衛 善吉地借 銚子 下総国 帰ル
（（ｂ （（0 東京浅草三軒町 三間町 小泉屋嘉兵衛 検見川村源右衛門方 下総国 行ク
（（ｂ （（（ 下総国香取郡津之宮村 久保木太郎右衛門 浅草御蔵 東京 帰ル
（（ｂ （（（ 東京神田三河町三丁目 浅野金次郎 中山 下総国 参詣へ行ク 女壱人
（（ｂ （（（ 東京浅草吉野町 太郎右衛門・政右衛門 成田山 下総国 帰ル
（（ｂ （（（ 東京大門通り 清吉・利兵衛・三之助 成田山 下総国 行ク，茶湯構（講） 伴壱人
（（ｂ （（（ 横濱石崎町 武蔵国 八百屋三吉 舩橋 下総国 行ク，山廻り

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行者数など）
（（ （（ 下総国相馬郡布川村 伊勢屋庄蔵 東京 戻り
（（ （（ 越後蒲原郡角井村 金松・長太郎・午之助・音吉・参平・長吉・源蔵 酒造稼之者 越後 戻り
（（ （（ 下総国香取郡多古村 長左衛門 東京 戻り
（（ （（ 野州梁田郡野木宿 栄蔵 成田 下総国 参詣之者
（（ （（ 東京浅草三軒町 三間町 仁兵衛・清吉 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 遠州懸川在西方村 掛川 亀蔵 柴山 上総国 参詣戻り
（（ （（ 下総銚子新生村田町 田尻や鉄五郎 東京麻布六軒町木嶋屋直助方 （麻布は冠さない） 行
（（ （（ 勢州松坂飯高郡 幸兵衛・金五郎 九十九里 上総国 行
（（ （9 東京伊王町 浅草医王町 和助・巳之助 東京 戻り
（（ （0 下総国相馬郡布川村 音五郎 小網町三丁目布川屋 東京 行
（（ （（ 常州河内郡龍ヶ崎村 市兵衛 東京馬喰町四丁目勘右衛門方 戻り
（（ （（ 東京浅草橋場町 伊兵衛・茂右衛門・初五郎 成田 下総国 参詣之者
（（ （（ 東京京橋弐拾軒堀壱丁目 勘右衛門 北方村善兵衛 下総国 行
（（ （（ 甲州山梨子郡府中 山梨郡 奥野藤隠岐 安馬野佐治右衛門 帰り
（（ （（ 武州足利郡川口村 足立郡 八五郎・喜蔵・鈴太郎 成田 下総国 参詣之者
（（ （（ 東京浅草田町 両国屋太兵衛・源吉・源次郎 中山 下総国 参詣者
（（ （（ 武州二郷半領蓮村 二合半領 弥左衛門 三六町大江酒屋 下総国印旛郡佐倉弥勒町 行
（（ （（ 上総国長柄郡茂原村 七兵衛 東京錫ケ崎湊町平七 （芝湊町） 行
（（ （9 東京向嶋四番組 勘兵衛 藤右衛門組下 成田山 下総国 参詣者
（（ （0 上総国市原郡冨多村 （外部田村） 貞太郎・元三郎 名主 東京浅草茅町壱丁目足利屋源左衛門 行
（（ （（ 武州川口宿 市兵衛・文蔵 成田山 下総国 参詣之者
（（ （（ 常州龍ヶ崎町 市左衛門 東京箱崎龍ヶ崎（屋）勘兵衛 帰り
（（ （（ 越後柏崎在田家村 善三郎 野嶋地蔵尊 武蔵国（現越谷市） 参詣帰り 外弐人
（（ （（ 上総市原郡内田村 四郎兵衛 東京浅草門跡前遠国屋万右衛門
（（ （（ 下総国埴生郡伊野岡村 飯岡村 三郎左衛門 東京横山町三丁目但馬屋三右衛門 帰り
（（ （（ 武州入間郡野田村 寅吉 常州平方村才里 行
（（ （（ 武州足立郡千住在皿沼村 加々皿沼村 権左衛門 成田山 下総国 参詣之者 外弐人・壱人
（（ （（ 東京市ヶ谷町壱丁目 松川参蔵 木越路し下篇岸勘七 下総国，（木下河岸） 行

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日
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月 （（ （9 武州足立郡大谷田村 新蔵 成田 下総国 参詣之者 外五人

（（ （0 常州阿内郡深間町歩 河内郡布鎌町歩村 清蔵 東京亀嶋常州屋弥五郎 帰り
（（ （（ 下サ印幡郡臼井村 孫四郎 東京浅草黒舩町波治屋惣吉 帰り
（（ （（ 下総印幡郡佐倉新町 市兵衛 東京深川御立用會所 行
（（ （（ 上サ望陀郡神納村 新次郎 東京江戸橋米屋 帰り
（（ （（ 武州葛飾郡並塚村 勘蔵 見さ起役所 （下総国三咲〈開墾地〉役所）行
（（ （（ 東京本所相生町四丁目 右介 木下村江戸屋喜右衛門 下総国，（木下河岸） 戻り
（（ （（‐（ 常州河内郡大徳町歩 傳兵衛 東京宮崎縣役所 宮谷県 行
（（ （（‐（ 常州河内郡龍ヶ崎町歩 利右衛門 東京宮崎縣役所 宮谷県 行
（（ （（ 下総国相馬郡布川村 徳一郎 東京小網町三丁目布川屋庄兵衛 行
（（ （（‐（ （播磨国に藩庁） 大西伸蔵 姫路藩
（（ （9 東京深川婦行町 冬木町 宇兵衛 銚子平山宇兵衛方 下総国 行
（（ 90‐（ 上総国夷隅郡高谷村 平吉 東京大門通肥国屋半七 戻り
（（ 90‐（ 上総国夷隅郡新田村 清蔵・治兵衛 東京大門通肥国屋半七 戻り
（（ 9（ 下サ海上郡野尻村 源治郎・甚兵衛 東京浅草万屋溜次郎 帰り
（（ 9（ 常州行方郡竹田村 清助 横濱 武蔵国 帰り
（（ 9（ 下サ相馬郡布川村 六平 東京 帰り
（（ 9（ 武州葛飾郡伊よ田村 伊與田村 長右衛門 成田 下総国 参詣之者 外壱人
（（ 9（ 東京深川福寿み町 福住町 喜左衛門・文蔵 千葉神社 下総国 帰り
（（ 9（ 下サ海上郡銚子荒野村 藤八・清蔵 東京四ケ市須原角兵衛 （霊岸島四日市町） 戻り
（（ 9（‐（ （下総国に分領） 篠原源三 淀藩
（（ 9（ 越中新川郡大小村 惣吉・徳蔵・栄吉 常州鹿嶋郡田谷村忠左衛門 帰り
（（ 99 下サ印幡郡布鎌村 利惣次 東京塗物町幸才 塗物町？ 行
（（ （00 （上総国に藩庁） 木田善八 松尾御藩
（（ （0（ 下サ相馬郡布作村 布佐村 六兵衛
（（ （0（ 越後柏崎在打井村 徳右衛門 上サ尾瀧黒金や 大多喜 帰り
（（ （0（ 下サ香取郡大見川村 小見川村 太七・忠吉 東京御斗受稲り舩頭 東京御斗受稲り舩頭？ 帰り
（（ （0（ 下サ香取郡佐原村 吉兵衛 東京例賀茂 東京例賀茂？ 帰り
（（ （0（ 上州勢田郡奥沢村 林次郎 成田 下総国 参詣之者
（（ （0（ 上サ市原郡長藤村 市原郡長藤村？ 善右衛門・源之丞 東京佐衛着町弐丁目佐野屋幸助 神田佐柄木町 行
（（ （0（‐（ （京都） 岩崎斉水 仏光寺御門跡家来
（（ （0（ 下サ海上郡銚子村 清蔵 東京 参り候者
（（ （09 東京本八町堀弐丁目 本八丁堀 太兵衛・黄助・貞三郎 久治間庄兵衛代 白井宿紺屋 下総国 行
（（ （（0 下野河内郡同防町 河内郡同防町？ 八百屋喜兵衛 東京小網町伊勢や喜兵衛 行
（（ （（（‐（ 相州大山 岡田伊太夫
（（ （（（ 横濱元弁天 武蔵国 勝次郎 さし者や 舩橋宿海老屋 下総国 行
（（ （（（ 下サ相馬郡布川村 新兵衛 東京馬喰町四丁目勘右衛門 行
（（ （（（ 下サ香取郡新部村 忠兵衛 東京小網町塩屋吉右衛門 行
（（ （（（ 東京日本橋室町弐丁目 兼吉 又兵衛店 上サ長柄郡茂原村甚五郎 帰り
（（ （（（ 東京小網町三丁目高崎屋 清蔵 長右衛門使 上サ 年始参り
（（ （（（ 武州埼玉郡笹塚村 武右衛門 成田 下総国 参詣
（（ （0（‐（ （京都） 岩崎斉水 仏光（寺）御門跡家来 （貼札）
（（ 9（‐（ （下総国に分領） 篠原源三 淀藩 （貼札）
（（ （（（ 小池保蔵 下サ生実大巌寺内勅願所 （貼札）
（（ （（（‐（ 岡田伊太夫 相州大山 （貼札）
（（ （（‐（ （播磨国に藩庁） 大西仲蔵 姫路藩 （貼札）

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（ （（ 上総国夷隅郡借羽村 夷隅郡借羽村？ 萬屋石兵衛 東京馬喰町弐丁目熊谷屋忠兵衛 行 供壱人
（ （（ 野州河内郡石田村 忠兵衛 東京馬喰町弐丁目伊勢屋與兵衛 行 外弐人
（ （9 上総国鶴間宿 （上総国市原郡鶴舞） 緑屋源吉 東京橘町京屋忠兵衛 行
（ （0 上総国山辺郡新行村 金谷真行村 政右衛門・四郎兵衛・

市郎左衛門
東京小石川源之丞 （（/（9 №（（より

旧旗本金谷真行村領主大沢甚之丞カ）
行

（ （（ 上総国羽布郡八幡原村 埴生郡 市五郎 東京小網町弐丁目越後屋 行

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日
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（ （（ 東京深川六間堀 治郎吉 家主 上総国山辺郡多摩村松倉屋利三郎（南玉村） 行
（ （（ 上総国長柄郡茂原村 忠蔵 東京霊巌嶌岸屋金七 （霊岸嶋） 行
（ （（ 下総国香取郡須加山村 須賀山村 清左衛門 東京浅草天門原萬屋為次郎 浅草天門原？ 戻り
（ （（ 東京浅草山谷町 惣助 家主利兵衛店 下総国香取郡須和山村清左衛門 行
（ （（ 東京深川四拾番組伊勢崎町四番地所 万屋万吉 下総国銚子荒谷村湛三郎 荒野村 行
（ （（ 東京麻布 長兵衛 下総国鬼越村久兵衛 戻り
（ （（ 上総国茂原村 万吉 東京深川富川町塩屋吉兵衛 行
（ （9 下総国印幡郡布鎌村 藤右衛門・庄兵衛 東京馬喰町四丁目藤七 行
（ 90 上総国長柄郡市之宮村 （本郷村） 藤八・文蔵 東京大傳馬町綿屋惣兵衛 行
（ 9（ 下総国葛飾郡舟渡村 船戸村 権平 下総国伊□村泉屋由兵衛 戻り
（ 9（ 東京本所柳原町 久右衛門 成田 参詣江行
（ 9（ 下総国埴生郡宝田村 太左衛門 東京小傳馬町松池屋万吉 戻り
（ 9（ 武州煎間郡逆戸村 入間郡坂戸村 惣左衛門・忠兵衛 成田 参詣より戻り
（ 9（ 上総国武射郡松大村 武射郡松大村？ 四郎兵衛 東京日本橋澤村屋徳兵衛 行
（ 9（ 武州足立郡千住橋戸町 忠三郎・八郎治 成田 参詣江行
（ 9（ 東京本所中之郷町 利介 上総国長柄郡茂原村治郎兵衛 戻り
（ 9（ 上総国望陀郡木皿津村 木更津村 小三郎 東京江戸橋上総屋長兵衛 行
（ 99 東京常巌嶋銀町 霊岸島銀町 大黒屋清兵衛 上総国君津村下川半左衛門 行
（ （00 常州鹿嶋郡溝口村 傳右衛門 東京柳橋松本屋幸助 浅草 行
（ （0（ 東京 清吉 宮谷縣（旧上総国） 上総国宮谷縣 行
（ （0（ 武州埼玉郡羽入町 羽生村（上・下村あり） 平蔵 諸国賣用江行
（ （0（ 武州葛飾郡下小合村 源七・松太郎・重蔵 成田 参詣江行
（ （0（ 東京木挽町五丁目 塩崎吉兵衛 上総国鶴間村井上様 （市原郡鶴舞藩知事邸） 行
（ （0（ 武州葛飾郡亀井戸町 安兵衛 成田 参詣より戻り
（ （0（ 東京本舩町 佃屋小兵衛 成田 行
（ （0（ 下総国千葉郡検見川村 嘉兵衛 上州立林在大保川村清太郎 邑楽郡大保川村？
（ （0（ 上州才郡下植木村 佐位郡 和三郎・高作・相蔵 成田 参詣江行
（ （09 常州河内郡俎板村 生板村 庄兵衛 武州伊草銘丈 比企郡伊草村（女岳） 行
（ （（0 下総国香取郡津富浦村 丈右衛門 西端藩役所 （三河国に藩庁，

旧旗本の頃からの支配知事）
行

（ （（（ 下総国相馬郡小文間村 宇兵衛 東京本所五ツ目西村屋忠兵衛 行
（ （（（ 武州足立郡入谷村 治左衛門 成田 参詣江行
（ （（（ 上総国市原郡賀茂村 源兵衛・五郎三郎 東京本所石原片町横山佐内役所 （旧旗本，（/（0 №（0にも記述あり） 行
（ （（（ 武州葛飾郡堀桐村 堀切村 金五郎・伊三郎 成田 参詣戻り
（ （（（ 武州葛飾郡東浮田村 宇喜田村 吉右衛門・長右衛門・

弥七・長十郎
成田 参詣江行

（ （（（ 武州足立郡千住宿 忠兵衛・鉄五郎 成田 参詣江行 外五人
（ （（（ 越中国新川郡戸山 富山 清兵衛 薬賣用江行
（ （（（ 矢嶋欽吾 社務 印鑑持参
（ （（9 常州真壁郡吉間村 太平 本行徳遠州屋 下総国 行
（ （（0 下総国香取郡小見川村 藤助・定兵衛 東京小網町大坂屋与惣左衛門 戻り
（ （（（‐（ 大坂幸町五丁目 河内国 長兵衛 中山 参詣江行
（ （（（‐（ 大坂幸町五丁目 河内国 菊松 長兵衛忰 中山 参詣江行
（ （（（ 下総国印幡郡長殿村 源兵衛 東京湯嶋五丁目赤須屋平蔵 行 外壱人
（ （（（ 下総国佐原橋本町 庄蔵 東京箱崎佐原屋政左衛門 行
（ （（（ 下総国香取郡番野分村 香取郡番野分村？ 茂左衛門 東京小石川大黒屋長左衛門 行 供壱人
（ （（（ 東京本材木町三丁目 小林代助・与兵衛 成田 参詣戻り
（ （（（ 武州足立郡鹿濱村 真次郎・菊蔵 成田 参詣江行 外三人
（ （（（ 武州足立郡皿津村 足立郡皿津村？ 本山社（沙）弥栄照院 成田 参詣戻り 外弐人
（ （（（ 武州足立郡千住四丁目
（ （（9 下総国香取郡矢中村 谷中村 新左衛門 東京□内池 行
（ （（0 下総国香取郡長辺村 長部村 市太郎 東京松嶋町青舟屋栄三郎 行
（ （（（ 東京立花町三丁目 橘町 美之助 佐原紺屋 下総国 行
（ （（（ 東京富岡町 深川 吉蔵 下サ布鎌甚五兵衛 戻り
（ （（（ 東京四ツ谷塩町弐丁目 代助 成田 参詣江行
（ （（（ 常州河内郡宮□村 （宮渕村） 清吉 東京野中長七方 （谷中） 行
（ （（（ 東京南傳馬町三丁目 源次郎 開墾場所 （下総国） 行
（ （（（ 武州足立郡仲之村 中野村 伴右衛門・元右衛門 成田 参詣江行
（ （（（ 武州足立郡根利間村 練馬村 八右衛門 成田 参詣より戻り
（ （（（ 武州新座郡草下宿 草加宿 勝五郎 成田 参詣より戻り
（ （（9 東京葛飾郡小宝年村 東京葛飾郡小宝年村？ 惣五郎 成田 参詣より戻り 外弐人
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（ （0（ 武州葛飾郡中腹村 中原村 甚兵衛・治郎左衛門 成田 下総国 参詣江行 外弐人
（ （09 武州足立郡千住宿 久兵衛 成田 下総国 参詣江行 外五人
（ （（0 下総国葛飾郡美田村 葛飾郡美田村？ 治右衛門 成田 下総国 参詣戻り
（ （（（ 武州葛西領大戸村 伊三郎 成田 下総国 参詣江行 外五人
（ （（（ 上総国長柄郡本王村 本納村 徳兵衛・竹次郎 東京横山町弐丁目柏屋廣蔵 行
（ （（（ 上総国海上郡銚子清水町 六兵衛 東京裏茅場丁常州屋徳二郎 行
（ （（（ 武州葛飾郡上平井村 八左衛門 成田 下総国 参詣戻り
（ （（（ 武州葛飾郡松虫村 （葛飾郡松伏村） 石井宇右衛門 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
（ （（（ 東街通品川宿 東海道 幸右衛門 成田 下総国 参詣江行 外壱人
（ （（（ 下総国相馬郡森谷村 守谷村 庄吉 下サ舟橋八兵衛 行
（ （（（ 上総国茂原榎町 友吉 東京銀座佐渡屋金兵衛 行
（ （（9 武州足立郡横曽根村 横曾根村 権左衛門 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
（ （（0 武州葛飾郡上小松村 勘兵衛・新四郎 成田 下総国 参詣江行 外四人
（ （（（ 武州引郡小川村 比企郡 善蔵・惣兵衛 成田 下総国 参詣江行
（ （（（ 上総国武射郡富田村 利七 武州大塚村平蔵 行
（ （（（ 東京八丁目町左町 八丁目町左町？ 徳三郎 成田 下総国 参詣江行

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日

（ （（0 東京本所表町 吉兵衛・豊吉 成田 参詣より戻り
（ （（（ 東京浅草福川町 庄蔵 下サ舟橋大神宮 行
（ （（（ 下総国銚子海上郡荒美村 （荒野村） 伊助 東京曲町炭屋金兵衛 戻り
（ （（（ 東京牛込中御若八町 牛込中御若八町？ 熊ケ谷清市 下サ香取郡定町次郎左衛門 行
（ （（（ 東京浅草矢大神前 （浅草寺二天門が矢大神門と呼ばれた）文平 下サ舟橋亀屋 行
（ （（（ 武州足立郡嶋根村 亀吉 成田 参詣より戻り 供壱人
（ （（（ 下総国香取郡小見村 太右衛門 名主 東京浅草旅籠町最賀屋 行
（ （（（ 上総国山辺郡小中村 巌治 東京本所五ツ目結城藩御下屋敷 行
（ （（（ 東京下谷金杉下町 中山慶次郎 成田 参詣戻り 外四人
（ （（9 常州河内郡龍ヶ崎村 長右衛門 東京箱崎弐丁目龍ヶ崎屋長右衛門 行
（ （（0 上総国埴生郡長南村 彦兵衛 東京深川相川町萬五郎 戻り
（ （（（ 武州足立郡保木間村 喜左衛門・辰五郎・

重右衛門
成田 参詣戻り

（ （（（ 下総国千葉町 新兵衛・小左衛門 東京深川住吉町金助 行
（ （（（ 東京八丁堀仲町 甚兵衛 下サ鹿嶋 掘割戻り
（ （（（ 常州行方郡良宿村 両宿村 文左衛門 東京本所柳原松屋幸三郎 行
（ （（（ 下総国相馬郡中嵐風村 相馬郡中嵐風村？ 市右衛門 本行徳新宿 下総国 行
（ （（（ 常州行方郡徳嶋村 徳嶋新田 友十郎・忠五郎 東京小田原町鮮屋庄五郎 戻り
（ （（（ 上総国須曽郡中嶋村 周淮郡 角治 東京大門通り伊勢屋 行
（ （（（ 武州葛飾郡金町村 香山航英 神主
（ （（9 東京芝蔵庄寺 増上寺 善龍領 下サ立木院時寺 行
（ （（0 下総国香取郡萬蔵村 間倉村 五郎左衛門 東京小網町三丁目東屋庄左衛門 行 供三人
（ （（（ 武州布ケ谷在上野村 深谷 文兵衛 上総国武射郡源兵衛方 行
（ （（（ 武州足立郡千住宿弐丁目 小川屋喜三郎 開墾場所 （下総国） 行
（ （（（ 上総国市原郡川在村 文吉 東京神田龍閑町上総屋俣吉 戻り
（ （（（ 上州御浦郡立林 邑楽郡館林 定七 下サ舟橋佐戸屋 行
（ （（（ 下総国海上郡伊王加村 長井（上・下村あり）と訂正している 清助 東京本八丁堀三丁目家主長兵衛方 行
（ （（（ 上総国市原郡御厩村 大馬屋村 次郎吉・亀吉・千代松 下サ千足田神 参詣江行
（ （（（ 相州小田原新宿 田中屋甚蔵 賣薬渡世江行
（ （（（‐（ 銚子松本村 下総国海上郡 兵右衛門 名主 東京横山町三丁目京屋又兵衛 行
（ （（（‐（ 銚子松本村 下総国海上郡 吉五郎 小間物渡世 東京横山町三丁目京屋又兵衛 行
（ （（9 上総国市原郡小見川村 林蔵 東京小傳馬町亀屋勘七 行
（ （（0 越後国借羽郡柏崎在下形村 苅羽郡下方村 卯八 下サ八日市場八兵衛方 申居候 外弐人
（ （（（ 越後国借羽郡女谷村 苅羽郡 金七・甚吉・磯吉 上総国百里市之宮菅屋十郎右衛門 行
（ （（（ 東京小傳馬町壱丁目 常州屋勝蔵 下サ伊野岡金兵衛 飯岡村 戻り
（ （（（ 上総国山邊郡片替村 片貝村 傳次郎 東京本郷紺屋新助 行
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（ （（（ 上州 河内文治 前橋藩 常州俎板役所 生板村（前橋藩の陣屋在所）行
（ （（（ 常州河内郡福田村 惣佳 医師 東京室町弐丁目木屋久左衛門 行
（ （（（ 東京本所長倉町 永倉町 豊吉 成田 下総国 参詣江行
（ （（（ 東京寺嶋村 武蔵国葛飾郡（国名間違い）勘四郎 成田 下総国 参詣戻り
（ （（（ 下総国相馬郡布川村 新兵衛 東京馬喰町大和屋勘右衛門 戻り
（ （（9 東京本所元町 彦兵衛 下総国羽富郡多室村甚左衛門（埴生郡大室村） 行
（ （（0 東京池端仲町 野嶋富五郎・若松屋清兵衛・佐助 成田 下総国 参詣江行
（ （（（ 東京山谷町 浅草 要蔵 成田 下総国 参詣江行
（ （（（ 東京谷戸町 浅草今戸町 藤兵衛 成田 下総国 参詣江行
（ （（（ 東京浅草田町壱丁目 豊次郎 常州置嶋原新田田上勘兵衛 常州置嶋原新田？ 行
（ （（（ 武州足立郡千住宿 嘉吉・与七 成田 下総国 参詣江行
（ （（（ 常州河内郡寺内村 七郎右衛門 東京鉄砲町美濃屋善右衛門 行
（ （（（ 東京本郷弐丁目 倉田屋平兵衛 成田 下総国 参詣江行
（ （（（ 東京三拾間堀三丁目 源次郎 中山 下総国 参詣江行
（ （（（ 岩端立卿 （佐倉藩） 佐倉役所 下総国 印鑑持参行
（ （（9 新田左門 印鑑持参行
（ （（0 下総国印幡郡野田村 勘右衛門 東京両国柳橋常州屋次郎兵衛 浅草 行
（ （（（ 武州足立郡千住宿 浅右衛門 成田 下総国 参詣江行
（ （（（ 東京通り弐丁目 藤兵衛・傳次郎 成田 下総国 参詣江行 外弐人
（ （（（ 武州足立郡花亦村 花又村 林蔵・紋右衛門・辰五郎 成田 下総国 参詣江行
（ （（（ 下総国印幡郡泉村 和泉村 代助 東京上野寛善寺 行
（ （（（ 東京神田花房町 車屋権右衛門 上総国八幡町清次郎 戻り
（ （（（ 下総国香取郡布川村 相馬郡 安兵衛 東京佃町三丁目深川屋 深川 行
（ （（（ 武州足立郡元木村 本木村 長兵衛 成田 下総国 参詣江行
（ （（（ 武州足立郡久左衛門新田 孫四郎・孫兵衛 成田 下総国 参詣江行 外四人
（ （（9 東京浅草訪諏町 諏訪町 藤助 房州柏波村与右衛門 安房国柏波村？ 行
（ （（0 上州新田郡太田町 亀三郎 西海神六左衛門 下総国 行
（ （（（ 越後国三藤郡織江村 （苅羽郡折居村） 孫作・幸吉 下サ尾瀧町桜臺岸下屋若蔵 （上総大多喜） 戻り
（ （（（ 上総国夷隅小濱村 夷隅小濱村？ 直次郎・美之助 葛西小松川申屋方 武蔵国 行
（ （（（ （上総国山辺郡大網に県庁）武田定吉・大久保英五郎 宮谷縣 東京役所 出張
（ （（（ （下総国に分領） 杉本鍵蔵 淀藩
（ （（（ 上総国長柄一松村 長柄郡一ツ松村 喜兵衛治・茂兵衛 東京小田原町申屋 行
（ （（（ 下総国香取郡桜田村 久右衛門 東京本所越野屋庄蔵 行
（ （（（ 東京小舩町三丁目 小舟町 清助 下サ銚子荒野村武右衛門 行
（ （（（ 下総国海上郡足崎村 芦崎村 四郎右衛門 東京小網町三丁目形屋舩中 行
（ （（9 東京 青木重五郎 菊間藩 菊間 上総国 返
（ （（0 東京馬喰町弐丁目 八兵衛 下サ佐原毛成村富五郎 行
（ （（（ 武州追々木郡河嶋村 都筑郡川嶋村 友左衛門 上総国野□村武右衛門 戻り 供壱人
（ （（（ 武州足立郡二［　］田村 惣次郎 成田 下総国 参詣戻り
（ （（（ 武州入間郡所澤村 松五郎 成田 下総国 参詣江行
（ （（（‐（ （下総国千葉郡に藩庁） 随朝久郎 高岡藩 印鑑持参
（ （（（‐（ （下総国千葉郡に藩庁） 青野記高 高岡藩権少属 印鑑持参
（ （（（ 常州河内郡龍ヶ崎村 富蔵 東京箱崎壱丁目龍ヶ屋 （龍ヶ崎屋） 行
（ （（（ 下総国香取郡佐原村 清兵衛 東京下谷細物師具近 行
（ （（（ 下総国香取郡野津村 谷津村 甚左衛門 東京大傳馬町伊勢屋 行
（ （（（ 東京浅草端碁町 旅籠町 三次郎・金五郎 成田 下総国 参詣戻り
（ （（9 東京四ツ谷塩町 常吉 下サ二王宿開墾場所 二和（開墾地） 行
（ （（0 常州仲郡湊村 那珂郡 善吉 東京日本橋小田原町勘左衛門 （日本橋は冠さない） 行
（ （（（ 武州足立郡 澤沼与左衛門 成田 下総国 参詣戻り
（ （（（ 佐野武三郎 牧禄三郎而介（手飼） 下サ本郷村辻番者
（ （（（ 下総国香取郡氷村 郡村 次郎左衛門 東京浅草萬屋万次郎 戻り
（ （（（ 越後国借羽郡織江村 苅羽郡折居村 神太郎・利八 上総国尾□賀村掛左衛門 行 外四人
（ （（（ 上総国市原郡菊間村 五郎七 東京役所 （菊間藩役所） 行
（ （（（ 下総国埴生郡安食村 仁兵衛 東京浅草俵町伊勢屋 田原町 行
（ （（（ 下総国相馬郡布川村 音五郎 東京小網町三丁目布川屋 行
（ （（（ 下総国千葉郡大和田村 源蔵・三左衛門 東京馬喰町美濃屋 行
（ （（9 東京駒込追ケ 追分カ 森山龍徳 舟橋山田屋左兵衛 下総国 行
（ （（0 武州足立郡大矢田村 大谷田村 傳五郎・新蔵 成田 下総国 参詣戻り 外四人
（ （（（ 下総国千葉郡生實村 七郎兵衛 名主 葛飾縣役所 （下総国葛飾郡加村に県庁）行
（ （（（ 常州河内郡阿波村 伴兵衛・久兵衛 東京小網町伊勢屋 行
（ （（（ 下総国豊多郡三ツ街道村 豊田郡水街道村 久蔵 中山小三郎 行
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（（ （（（ 上総埴生郡岩那村 岩撫村 新平 東京浅草茅町松田太郎方
（（ （（（ 武州入間郡大板村 入間郡大板村？ 網五郎・留五郎 成田 下総国 参詣行
（（ （（（ 上総長柄郡山根村 三作 東京通四丁目宮嶋屋平助方
（（ （（（ 常州鹿嶋郡東下村 善兵衛 弥惣右衛門内 小網町壱丁目上州屋傳兵衛方 東京
（（ （（9 東京本舩町 越後屋新蔵 銚子田中直江方 下総国 戻り
（（ （（0 上総武射郡成東町 平蔵・貞之助 尾張屋弥兵衛内 四ツ谷塩町武蔵屋岩次郎方 東京
（（ （（（ 猿ケ俣村 武蔵国葛飾郡 半四郎・半五郎・

清左衛門
成田 下総国 参詣

（（ （（（ 上総夷隅郡茅村 （刈谷村） 新吉 横濱西端原木与申者方 武蔵国
（（ （（（ 東京神田新石町 良助 上総茂原小倉屋善六方 戻り
（（ （（（ 千住掃部宿 武蔵国足立郡 大野屋久兵衛 舩橋市 下総国 木調拍師文具先々
（（ （（（ 日光野口村 下野国都賀郡 真右衛門 舩橋邊 下総国 帰り
（（ （（（ 相馬郡布川村 下総国 徳一郎・作治郎 小網町三丁目布川屋庄左衛門 東京 戻り
（（ （（（ 上総埴生郡長南宿 五郎八・重平・喜三郎 小網町三丁目越後屋喜兵衛方 東京
（（ （（（ 上総夷隅郡岩和田村 吉兵衛 深川佐賀町湯浅屋与右衛門方 東京
（（ （（9 香取郡下尾野村 下総国下小野村 平兵衛・善右衛門 東京馬喰町井筒屋嘉七郎 戻り
（（ （90 東京四日市町 （霊岸島四日市町） 鈴木仙右衛門 成田 下総国 参詣戻り （付箋付）
（（ （9（ 東京通二丁目 和泉屋藤兵衛 成田 下総国 参詣戻り （付箋付）
（（ （9（ 南傳馬町壱丁目 東京 中嶋屋久兵衛 成田 下総国 参詣戻り
（（ （9（ 本町二丁目 東京 伊勢屋喜兵衛 成田 下総国 参詣戻り 外壱人
（（ （9（ 芝神明前 東京 小山清兵衛 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
（（ （9（ 佐倉在六ツ咲村 下総国六崎村 庄七・定八・勝右衛門 市川大坂屋友右衛門方 （下総国）
（（ （9（ 常州真壁郡下妻 平作 正中山 下総国，中山法華経寺 参詣
（（ （9（‐（ 上総夷隅郡勝浦村 米村弥左衛門 名主 深川上住町水戸屋治郎右衛門方 東京亀住町
（（ （9（‐（ 上総夷隅郡勝浦村 網屋善右衛門・

石井重右衛門
深川上住町水戸屋治郎右衛門方 東京亀住町

（（ （9（ 埴生郡押端村 下総国押畑村 源右衛門 東京万町遠州屋信彦方 戻り

（ （（（ 常州河内郡羽原村 利助 東京八丁目北嶋町信濃屋利助 八丁堀 行
（ （（（ 武州足立郡皿沼村 葛飾郡（郡名間違い） 矢太郎・長左衛門 成田 下総国 参詣戻り
（ （（（ 下総国香取郡東松崎村 松崎村 治兵衛 諸国迎人行
（ （（（ 下総国香取郡二十城村 （西代村） 弥惣吉・政次郎 武州高岡山 （高尾山薬王院） 参詣江行
（ （（（ 常州行方郡板古村 潮来村 幸七 武州高岡山 （高尾山薬王院） 参詣江行 外弐人
（ （（9 東京本所林町 遠州屋庄七 成田 下総国 参詣戻り 外壱人
（ （90 東京下谷金町 蒔田茂兵衛 舟橋 下総国 賣用江行
（ （9（ 菅谷慎二 吉見皇太神宮（下総国開墾場惣鎮守）神主
（ （9（ 常州鹿嶋 本川常彦 社中 東京浅草堀田原小次郎 行 供壱人
（ （9（ 武州埼玉郡向畑村 久右衛門 舟橋太神宮 下総国 参詣江行
（ （9（ 東京小石川蓮花寺境内 遠傳院 中山 下総国 参詣江行
（ （9（ 下総国香取郡押砂村 吉右衛門 葛西小松川麹屋 武蔵国 行
（ （9（ 武州足立郡保木間村 半右衛門 成田 下総国 参詣戻り 外拾人
（ （9（ 常州河内郡大徳村 太郎兵衛 東京亀井戸村中田屋 行
（ （9（ 常州 藤田鍵蔵 開墾局山内 下サ行徳宮崎 行
（ （99 常州鹿嶋 村田衆行 五位家来 詣
（ （00 武州足立郡千住橋戸町 八郎治・忠三郎 成田 下総国 参詣戻り
（ （0（ 下総国香取郡□□村 新左衛門 東京弾内記殿 浅草 行
（ （0（ （上総国周淮郡富津に藩庁）海津融益 飯野藩
（ （0（ 東京四ツ谷塩丁 藤八 佐原申屋文助 下総国 戻り
（ （0（ 武州加茂郡加納村 足立郡加納村 法心寺 房州田中御役所 行
（ （0（ 上総国山辺郡大網村 佐助 東京室町木屋伊助 戻り
（ （0（ 下総海上郡飯沼村 庄右衛門 東京小網町長嶋屋 行 供壱人
（ （0（ 常陸国河内郡福田村 小泉成純 神主 （貼札）
（ （0（ 上総国山辺郡片替村 片貝村 長谷川天真 田口塾生 （田口塾は東京本所四ツ目） （貼札）

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日
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（（ （99 西葛西小屋野村 武蔵国小谷野村 権兵衛・金左衛門 成田 下総国 参詣
（（ （00 東京岩井町 （祝田町） 吉兵衛 家主太兵衛店 銚子荒野東芝治左衛門方 下総国 戻り
（（ （0（ 東京山野宿町 浅草山ノ宿町 善右衛門 家主徳三郎店 成田 下総国 参詣
（（ （0（ 神田餌鳥屋屋敷 東京 三河屋勘兵衛 安喰酒屋政兵衛方 （下総か常陸か不明）
（（ （0（ 武州葛飾郡幸手仲町 留五郎 舩橋大神宮 下総国 参詣
（（ （0（ 久々田村 下総国千葉郡 勘右衛門 濱田村 濱田村？ 行
（（ （0（ 中山道足立郡元太村 武蔵国　本太村 浅治郎・彦太郎・与三郎・

平重郎・友治郎
成田 下総国 参詣戻り

（（ （0（ 東京三筋町 浅草 貞三郎 家主小兵衛店 上サ大多喜横町栄助方 戻り
（（ （0（ 武州足立郡小右衛門新田 戸右衛門 成田 下総国 参詣
（（ （0（ 草加宿二丁目 武蔵国 中嶋屋清兵衛 成田 下総国 参詣
（（ （09 平山清三郎 水戸藩 国元 常陸国 帰り 供壱人
（（ （（0 常州行方郡朝来町 （潮来村） 善六 深川高橋常陸屋権四郎 東京 戻り
（（ （（（ 西浮田村 西浮田村？ 善兵衛・初右衛門 飯岡村 （下総国） 戻り
（（ （（（ 越後柏崎在角井村 苅羽郡（比角村） 奥松・次郎吉 八日市場蛸屋四郎吉方 下総国匝瑳郡 （八日市場）より
（（ （（（ 神奈川宿 武蔵国 川口屋吉・次郎吉 銚子今宮川崎屋新八方 下総国
（（ （（（ 東京邸屋 宮原傳蔵 佐倉御藩 国元 下総国 行
（（ （（（ 井川孝作 水戸御藩 国元 常陸国
（（ （（（ 下総小金領酒井根村 葛飾郡 惣左衛門・惣治郎 諸寺 参詣
（（ （（（ 宮谷縣 （上総国に県庁） 喜三郎 加藤新平家来 宮谷縣 （上総国に県庁） 戻り
（（ （（（ 下総千葉郡宮崎村 勝蔵
（（ （（9 （上総国市原郡に藩庁） 丈助 喜久間御藩飛脚（菊間藩） 東京 戻り
（（ （（0 布佐村 （下総国） 権右衛門 東京赤坂一木越後屋三五郎方 外弐人
（（ （（（ 千住在花俣村 武蔵国足立郡花又村 清太郎・留治郎 成田 下総国 参詣
（（ （（（ 香取郡滑川宿 下総国 清蔵 東京小網町鍋屋清五郎方
（（ （（（ 馬橋在新作村 下総国葛飾郡 惣兵衛 舩橋安兵衛方 下総国 戻り
（（ （（（ 浅草花川戸町 東京 三国茂左衛門 鹿嶋 常陸国 参詣
（（ （（（ 佐原 下総国 勝蔵 名主彦右衛門組下 東京小石川□□橋高橋文吉 戻り
（（ （（（ 東京鍛治橋御門外南大工町 佐野屋松兵衛 佐原上田屋仁兵衛方 下総国 戻り
（（ （（（ 中仙道鴻ノ巣宿 武蔵国中山道 法養寺（法要寺） 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 中仙道浦和宿在□谷村 武蔵国中山道 留五郎 成田 下総国 参詣戻り 外壱人
（（ （（9 下総今上村 葛飾郡 甚五兵衛 八幡宮 （下総国） 護摩供
（（ （（0 常州行方郡押多村 常陸国行方郡押多村？ 与兵衛 東京小田原町一丁目上サ屋善三郎 戻り
（（ （（（ 千住在梅田村 武蔵国 長吉 名主庄次郎組下 成田 下総国 参詣 外拾六人
（（ （（（ 飯岡 下総国 作次郎 東京小田原町樋口勘四郎方 戻り
（（ （（（ 千住宿三丁目 武蔵国 庄蔵 上総屋太郎吉召仕 成田 下総国 参詣
（（ （（（ 千住在小治谷村 武蔵国 勘三郎 成田 下総国 参詣 外四人
（（ （（（ 千住在入谷村 武蔵国 治左衛門 成田 下総国 参詣
（（ （（（ 常州鹿嶋郡鉾田村 繁太郎 東京常盤町上総屋弥吉方 深川 戻り
（（ （（（ 常州河内郡古河林村 勘右衛門 深川富川町下総屋米蔵 東京 戻り
（（ （（（ 鈴子飯野村 上総国周淮郡 勘右衛門 東京大傳馬町二丁目大坂屋久蔵方
（（ （（9 千葉郡柏井村 下総国 治郎左衛門 東京馬喰町三鷹屋角兵衛方
（（ （（0 東京四ツ谷塩丁三丁目 佐野屋市兵衛 成田 下総国 参詣戻り 弟壱人
（（ （（（ 東京南傳馬町一町目 むさしや鉄治郎 上サ一ノ宮高原五郎兵衛方 戻り
（（ （（（ 相馬郡中谷村 下総国 倉田屋勇治 東京本所徳右衛門町山田屋忠兵衛方 外壱人
（（ （（（ 中相馬郡中兵間村 中相馬郡中兵間村？ 幸左衛門・弥五右衛門 行徳一町目橋屋粂五郎方 下総国
（（ （（（ 佐倉元町 下総国 楓屋市兵衛 東京下谷新屋敷佐藤大博士方 （佐藤は佐倉藩医佐藤泰然カ）
（（ （（（ 木颪河岸 下総国 伊丹屋六兵衛 八幡町八幡宮 （下総国）
（（ （（（ 信州伊那郡木ノ下村 六右衛門・与三右衛門 堀口徳助代 銚子 下総国 薬屋渡世
（（ （（（ 印幡郡深間新田 下総国布鎌 吉兵衛・平右衛門 名主源右衛門組下 東京林町二丁目上サ屋甚兵衛方 本所
（（ （（（ （三河国幡豆郡西尾に藩庁）奥田鉄蔵 西尾御藩 木颪 下総国，（木下河岸）
（（ （（9 葛飾郡駒木村 下総国 藤蔵 成田 下総国 参詣 外六人
（（ （（0 野田村 下総国 時田屋理右衛門 東京芝角屋町河岸酢屋定吉方
（（ （（（ 浅草金龍山下瓦町十九番 東京 吉兵衛 地守 成田 下総国 参詣
（（ （（（ （上総国に藩庁） 重兵衛 芝山藩（松尾藩） 東京黒丹町伊勢屋藤兵衛方 黒丹町？
（（ （（（ 鶴舞縣 （上総国に県庁） 山下長作 東京下谷廣徳寺
（（ （（（ 小菅縣支配所日賀村 小菅縣支配所日賀村？ 直次郎・助七・半重郎 成田 下総国 参詣
（（ （（（ 常州滑川宿牛堀 行方郡牛堀村 吉兵衛・源次郎 東京日本橋源次郎方
（（ （（（ 浅草馬道 東京 魚屋米次郎 千葉 下総国
（（ （（（ （上野国に藩庁） 川路文治郎 前橋御藩 東京邸
（（ （（（ 野州栃木在大森村 都賀郡 浅之助 上サ一松村万屋吉蔵方 長柄郡白里一ツ松村 戻り
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（ｂ （（9 東京地方四番組上木下川村 武蔵国葛飾郡 藤蔵 成田山 下総国 参詣江行 供壱人，（付箋付）
（ｂ （（0 下野都賀郡冨田村 六兵衛 百姓 佐倉都筑方 下総国 行
（ｂ （（（ 武州多麻郡廻田村 多摩郡 藤三郎・金兵衛 成田山 下総国 参詣江行
（ｂ （（（ 武州埼玉郡岩槻窪宿町 久保宿村 清蔵 百姓 佐倉 下総国 行帰り （付箋付）
（ｂ （（（ 東京内神田紺屋町三丁目 松屋栄二郎 成田山 下総国 参詣ニ行
（ｂ （（（ 常州河内郡大徳村 新吉・傳吉 百姓 東京帷子橋通り井上宮内少輔様 （高岡藩知事邸） 行
（ｂ （（（ 常州河内郡椎塚村 甚之丞 東京両国柳橋松本幸助 浅草 行
（ｂ （（（‐（ 常州河内郡龍ヶ崎下町 左兵衛 東京冨沢町佐野屋庄兵衛 行
（ｂ （（（‐（ 常州河内郡龍ヶ崎下町 亀三郎 左兵衛伜　 東京冨沢町佐野屋庄兵衛 行
（ｂ （（（ 地方四番組武州寺嶌村 葛飾郡寺島村 傳左衛門 百姓 成田山 下総国 参詣帰り
（ｂ （（（‐（ 武州埼玉郡八条領二丁目村 弐町目村 四郎左衛門 名主 海神村 下総国 行帰り
（ｂ （（（‐（ 武州埼玉郡八条領二丁目村 弐町目村 甚兵衛 百姓 海神村 下総国 行帰り
（ｂ （（9 武州足立郡千住宿 大塚清兵衛 成田山 下総国 参詣ニ行 外五人
（ｂ （90‐（ 上総国市原郡廿五里村 □毛栄三郎 名主 東京赤坂紀州様御屋敷 （和歌山藩邸） 帰り
（ｂ （90‐（ 上総国市原郡廿五里村 中 栄三郎女房 東京赤坂紀州様御屋敷 （和歌山藩邸） 帰り
（ｂ （9（ 東京六間堀町 深川 七五郎 高岡御陣屋 下総国香取郡，

（高岡藩陣屋）
行

（ｂ （9（‐（ 上総国武射郡成東町 尾張屋弥兵衛 東京四谷塩町武蔵屋岩二郎 帰り
（ｂ （9（‐（ 上総国武射郡成東町 真蔵 尾張屋弥兵衛召使 東京四谷塩町武蔵屋岩二郎 帰り 供壱人
（ｂ （9（ 上総国武射郡八田村 冨右衛門 百姓 東京日本橋 行
（ｂ （9（ 上総国長柄郡関村 津田藤右衛門・大谷惣兵衛・

斉藤清兵衛・板倉栄助
東京浅草納宿 納宿？ 行

（ｂ （9（ 東京本郷弐丁目 倉田屋平兵衛 成田山 下総国 参詣帰り
（ｂ （9（ 下総国埴生郡和田村 啓治 百姓 東京深町六間堀 深川 行
（ｂ （9（ 総州印幡郡大森宿 下総国 久左衛門 百姓 東京 行
（ｂ （9（ 総州相馬郡中鋲村 下総国　中峠村 弥五郎 行徳 下総国 帰り

（（ （（9 上総山邊郡真壁村 （真亀村） 七郎右衛門・八兵衛 東京四日市幸蔵方 （霊岸島四日市町）
（（ （（0 小網町三丁目 東京 弥助 久蔵店 下サ小見川釜平
（（ （（（ 東京田町壱丁目 鶴屋利右衛門 中山 下総国 参詣
（（ （（（ 中仙道蕨宿 武蔵国，中山道 三右衛門 中山 下総国 参詣戻り 外六人
（（ （（（ 角倉総之介 有栖川親王宮内 東京 戻り
（（ （（（ 安喰村 勘六 東京小網町加田屋仁兵衛方
（（ （（（ 香取郡鶴 下総国香取郡鶴？ 三郎左衛門 東京本所柳原万屋常吉方 戻り
（（ （（（ 深川仲町 東京 田中屋倉吉 小栗原石井源八方 （下総国葛飾郡）
（（ （（（ 東京地方壱番組 三久宗屋辰五郎 白根喜三郎地借 上サ辺 商賣向ニ而渡世之者
（（ （（（ 銚子飯沼村 下総国海上郡 源六 東京北新堀伊勢屋安兵衛方 戻り
（（ （（9 東京関口水道町 高橋伊三郎・林左衛門 中山 下総国 参詣
（（ （（0 武州新座郡下新倉村 治左衛門 成田 下総国 参詣 外弐人
（（ （（（ 上総市原郡内田村 留吉 東京鉄砲洲舩松町江の嶋屋利助方
（（ （（（ （筑前国に藩庁） 幸田勘助 黒田筑前守様御藩（筑前国福岡藩）

松岡勝之助門人
松戸宿より土浦迠 下総から常陸

（（ （（（ 武州豊嶋郡 田口常太郎 成田 下総国 参詣
（（ （（（ 宮谷縣支配所匝瑳郡兼勝村（下総国鎌数村） 金谷惣蔵 東京浅草代地笠倉屋傳吉方 戻り
（（ （（（ 相馬郡飯野村内小堀河岸 下総国（井野村） 惣右衛門・吉兵衛 菅野村太右衛門方 （下総国）
（（ （（（ 香取郡源太河岸 下総国 佐助 東京馬喰町信濃屋与市方 戻り
（（ （（（ 東京嶋原仲之仲 直七 中山 下総国 参詣
（（ （（（ 岡野新蔵 上木羽川餌屋寅次郎方 武蔵国葛飾郡上木下川村 鹿嶋様配札
（（ （（9 下総匝瑳郡宮川村 重左衛門・四郎右衛門
（（ （（0 香取郡深田村 下総国香取郡深田村？ 喜次松 大工 東京 出稼之者
（（ （（（ 二合半領須賀村 武蔵国葛飾郡 文蔵・与八 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 木颪河岸 下総国 三川勇次郎 東京箱崎町龍ヶ崎屋勘兵衛方
（（ （（（ 下総国海上郡椎名内村 米吉・春六 横濱 武蔵国 見物戻り

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日①
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（ｂ （99 武州葛飾郡大川戸村 助右衛門 百姓 成田山 下総国 参詣帰り 外三人
（ｂ （00 下総国香取郡猿山村 惣右衛門 百姓 東京蛤町 深川 行 外壱人
（ｂ （0（ 東京四谷塩町 大蔵屋常吉 下総二羽宿孫三郎 二和（開墾地） 帰り
（ｂ （0（ 東京佐久間町壱丁目 神田 利助 下総佐原辺 行
（ｂ （0（ 総州香取郡佐原村 下総国 仁兵衛 百姓 東京箱崎弐丁目佐原屋政兵衛 行
（ｂ （0（ 常州河内郡宮渕村 清吉 百姓 東京 帰り
（ｂ （0（ 武州足立郡伊興村 甚五郎 百姓 成田山 下総国 参詣江行 外五人
（ｂ （0（ 東京浅草今戸町 藤兵衛 成田山 下総国 帰り 外弐人
（ｂ （0（ 武州多麻郡平村 多摩郡 新蔵 下総生実 行
（ｂ （0（ 武州足立郡次郎左衛門新田 佐兵衛 百姓 成田山 下総国 参詣ニ行 外三人
（ｂ （09 武州足立郡浦和在本多村 本太村 助右衛門 成田山 下総国 参詣帰り 外五人
（ｂ （（0 東京神田松枝町 富士屋新七 常州鹿島郡居切村 帰り （（（/（ № （0に関連記録あり）
（ｂ （（（‐（ 信州伊奈郡下市田村 伊那郡 民蔵 名主 成田山 下総国 参詣帰り
（ｂ （（（‐（ 信州伊奈郡下高田村 伊那郡 鉄三郎 成田山 下総国 参詣帰り
（ｂ （（（ 下総国海上郡飯沼村 長二郎 東京箱崎弐丁目栃屋清助 行
（ｂ （（（ 武州足立郡千住河原 和泉屋長五郎 下総相馬郡相馬新田百姓喜兵衛 行 供壱人
（ｂ （（（ 武州新座郡濱崎村 重蔵 百姓 成田山 下総国 参詣ニ行
（ｂ （（（ 上総国山辺郡白幡村 治兵衛 東京本所弁天小路 行 外四人
（ｂ （（（ 下総国印幡郡浮釜新田 布鎌新田 小嶌少五郎 東京三拾間堀 帰り
（ｂ （（（ 常州行方郡潮来村 清兵衛 百姓 浅草吉野町 東京 帰り
（ｂ （（（ 東京日本橋本舩町 （日本橋は冠さない） 団治郎 常州鹿嶋郡 行
（ｂ （（9 下総国千葉郡宮崎村 勝蔵 百姓 東京神田須田町 帰り
（ｂ （（0 東京本所松井町 清吉 中山 下総国 参詣江行
（ｂ （（（ 下総国香取郡谷津村 甚左衛門 百姓 東京 帰り
（ｂ （（（ 東京横網 本所 辰巳屋政吉 下総国銚子 行
（ｂ （（（ 東京東松下町 神田 和助 地守 総州布佐村 下総国 行 供壱人
（ｂ （（（ （信濃国諏訪郡に藩庁） 加藤平八郎 高島藩
（ｂ （（（ 下総国香取郡牧野村 清左衛門 百姓 東京四番町 行 外壱人
（ｂ （（（ 総州香取郡蕪木村 下総国香取郡鏑木村 庄右衛門 百姓 東京 行帰り
（ｂ （（（ （東京） 大蔵省当史生 鹿嶋大神宮 常陸国 参詣帰り
（ｂ （（（ 東京元飯田町 福島屋弥助 成田山 下総国 参詣帰り
（ｂ （（9 下総国滑川宿 香取郡滑川村 清蔵 東京 帰り
（ｂ （（0 武州波多羅郡八戸村 幡羅郡，八戸村？ 常二郎 成田山 下総国 参詣ニ行
（ｂ （（（ 常州鹿嶋郡小宮作村 甚作 百姓 東京 帰り
（ｂ （（（ 常州鹿嶋郡長津村 鹿嶋郡長津村？ 喜兵衛 百姓 東京小石川 帰り
（ｂ （（（ 下総国香取郡小見川 佐助・定七・勘七 東京小網町三丁目 行
（ｂ （（（ 下総国千葉郡中野村 七右衛門 百姓 加村 下総国，（葛飾縣庁在所）行
（ｂ （（（ 常州河内郡古渡村 作右衛門 名主 東京浅草 行 外弐人
（ｂ （（（ 武州足立郡忠左衛門新田 足立郡忠左衛門新田？ 彦四郎 百姓 成田山 下総国 参詣ニ行帰り 外三人
（ｂ （（（ 上総国長柄郡茂原村 文右衛門 百姓 東京浅草観音横 行
（ｂ （（（ 東京武州荏原郡友井村 荏原郡友井村？ 鉄之助 百姓 成田山 下総国 参詣ニ行 外六人
（ｂ （（9 武州足立郡中野田村 銀治郎 百姓 成田山 下総国 参詣帰り
（ｂ （（0 奥州男鹿郡角脇村 陸前国牡鹿郡門脇村 勝五郎 百姓 成田山 下総国 参詣ニ行
（ｂ （（（ （肥後国に藩庁） 肥後藩 中山 下総国 参詣ニ行 五人
（ｂ （（（ 下総国埴生郡坂直村 下総国埴生郡酒直村 下総屋与右衛門・七左衛門 東京弁慶橋仲村屋文吉 行
（ｂ （（（ 下総国海上郡飯沼村 清助 百姓 東京神田三倉橋 行
（ｂ （（（ 常州行方郡清水村 兵治 百姓 東京深川大和町吉野屋五郎兵衛 行
（ｂ （（（ 東京佐久間町三丁目 神田 治兵衛 上総札萬應寺 万応寺？ 行
（ｂ （（（ （東京築地に下屋敷，築地開墾局と関係カ）廣瀬諏諏蔵 名古屋藩 開墾場 （下総国） 帰り
（ｂ （（（ 上総国山辺郡作田村 権次郎 百姓 東京室町三丁目名倉屋平兵衛 行帰り
（ｂ （（（‐（ 武州足立郡芝村 忠左衛門 名主 成田山 下総国 参詣ニ行 外四人
（ｂ （（（‐（ 武州足立郡芝村 源右衛門 百姓 成田山 下総国 参詣ニ行
（ｂ （（9 相州鎌倉郡腰越村 文蔵・直二郎 百姓 成田山 下総国 参詣ニ行
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（ （（（ 下総国海上郡赤塚村 平二郎・惣二郎 東京本町弐丁目 行帰り 供壱人
（ （（（‐（ 上総国長柄郡驚村 傳治 東京小網町 行
（ （（（‐（ 上総国長柄郡川島村 河嶋村 源右衛門・善左衛門 東京小網町 行
（ （（9 上総国長柄郡法目村 藤左衛門 東京小網町 行
（ （90 武州足立郡浦輪宿 浦和宿 小泉平兵衛・鈴木福太郎 成田山 下総国 戻り 外五人
（ （9（ 上総山辺郡司典記村 四天木村 周治郎 百姓 東京湊町壱丁目天野屋小助宅 霊岸島 行
（ （9（ 東京浅草山谷町 金蔵 茂兵衛店 上総□々間村源太左衛門宅 戻り
（ （9（ 宮谷縣支配所上総山辺郡池田村 利左衛門 東京浅草茅町笠倉屋傳吉 行
（ （9（ 柴山藩支配所上州武者郡本須賀村 上総国武射郡（国名間違い） 嘉平治 東京新場金澤屋重蔵 行
（ （9（ 宮谷縣支配所長柄郡小林村 上総国 喜三郎 百姓 東京浅草御馬庭川岸玉子屋太右衛門 行
（ （9（ 武州足立郡北山谷村 北三谷村 庄左衛門 成田山 下総国 参詣
（ （9（ 武州入間郡川越在中福村 米蔵 成田山 下総国 詣
（ （9（ 千住小塚原 武蔵国足立郡 要助 岩吉店 成田山 下総国 詣
（ （99 武州葛飾郡幸手宿 佐兵衛 成田山 下総国 詣 外壱人
（ （00 下総香取郡田子 多古村 才治 東京 帰り
（ （0（ 千住在鹿濱村 武蔵国足立郡 初五郎・常五郎 成田山 下総国 詣
（ （0（ 常州立林連雀町 上野国館林 栄治郎・弥兵衛 成田山 下総国 詣
（ （0（ 武州足立郡弥五郎新田 半兵衛・弥五右衛門 成田山 下総国 詣
（ （0（ 千住在元木村 武蔵国足立郡本木村 作左衛門・権左衛門 成田山 下総国 詣
（ （0（ （常陸国に藩庁） 米川治兵衛 水戸藩 供弐人
（ （0（ 常州行方郡居蛸村 潮来村 勇吉 浅草 東京 戻り 外弐人
（ （0（ 神田旅籠町壱丁目 東京 鈴木新兵衛 佐原 下総国 買用行 供壱人
（ （0（ 東京本所二ノ橋通り 岩村慶蔵 家主長五郎店 常州鹿嶋郡欠崎宗右衛門 帰
（ （09 香取郡堀ノ内村 下総国 五郎左衛門・太郎左衛門 三峯山 武蔵国 詣
（ （（0 相馬郡取手宿 下総国 政吉 東京 行
（ （（（ 浅草橋場町 東京 丈太郎・和三郎 成田山 下総国 詣
（ （（（ 浅草駒形三十三番地所 東京 弥兵衛・国太郎・豊吉 成田山 下総国 詣
（ （（（ 岩城国石川郡双里村 磐城国 忠五郎 松戸 下総国 行
（ （（（ 千住在元木村 武蔵国足立郡本木村 治郎左衛門 組頭 成田山 下総国 詣
（ （（（ 上総山邊郡片貝村 嘉兵衛 東京 行
（ （（（ 東京地方三番組下谷通新町 仁右衛門 成田山 下総国 詣
（ （（（ 東京深川黒中町油座 （黒江町） 清吉 □□や常吉代 上総九十九里 帰り

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行者数など）
（（ （（（ 東京下渋谷村 久左衛門・三治郎・喜太郎・銀治郎 成田 下総国 参詣
（（ （（（ 武州八王子 平七 成田 下総国 参詣
（（ （（（ 上総牛久村 市原郡 長次郎 東京神田柳原岩井町玉屋亀治郎方
（（ （（（ 上総国本郷村 惣七 東京青山久保町伊勢屋与兵衛方
（（ （（（ 千住宿三丁目 武蔵国 嘉吉・与七 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（9 武州二合半領樋ノ口村 葛飾郡樋口村 甚五郎 上総布田薬師 東金町，（薬師は目薬で有名） 参詣戻り
（（ （90 東京扇橋 深川 堺屋市兵衛 商賣戻り
（（ （9（ 上総山辺郡四天気村 四天木村 徳七・忠次郎 東京小網町岩田屋吉右衛門方
（（ （9（ 香取郡小野村 下総国 仁兵衛 東京 御蔵納戻り
（（ （9（ 下サ海上郡幾世村 忠左衛門 東京浅草代地笠倉屋傳吉方 戻り （（9（と同行カ）
（（ （9（ 海上郡干潟幾世村 下総国 安兵衛・傳左衛門・久蔵 東京浅草代地笠倉屋傳吉方 戻り （（9（と同行カ）
（（ （9（ 香取郡押砂村 下総国 吉右衛門 御番所 戻り
（（ （9（ 下総成田村 松兵衛 東京小網町三丁目大坂屋与三左衛門方 戻り
（（ （9（ 武州葛飾郡番匠面 番匠免村 又右衛門・忠吉 佐倉鎌倉屋庄兵衛方 下総国 戻り
（（ （9（ 宮谷縣 上総国 十五枚庄作 宮谷縣様内 東京溜池仙石鉄次郎方 赤坂，（仙石鉄次郎は溜池に屋敷と上総に旧領地が

あった旧旗本で，現支配者が訪問カ，（/（（ №（0（に次
兵衛とあり）

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日②

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日
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（ （（（ 武州幡羅郡飯塚村 黒澤郡太郎・大田源吉 成田山 下総国 詣 外弐人
（ （（9 浅草新片町五番地所 東京 由蔵 平蔵店 神崎江戸や （上総か下総か不明） 行
（ （（0 下総佐原上宿 大和屋亀吉 深川浄心寺 東京 行
（ （（（ 銚子新生村 下総国海上郡 藤蔵・文七・長五郎 百姓 東京 行 外壱人
（ （（（ 常州川内郡大徳村 河内郡 茂兵衛 南塗士町 東京南塗師町 行
（ （（（ 東京芝濱松町四丁目 鶴岡忠蔵 銚子高谷 下総国荒野村 行
（ （（（‐（ 東京大傳馬町壱丁目 川北平四郎 下総八日市場 行 外ニ供壱人
（ （（（‐（ 東京大傳馬町壱丁目 亀吉 川北平四郎召仕 下総八日市場 行
（ （（（ 駿河生子川 泉龍 御□寺弟子 仙臺石ノ脇 陸前国牡鹿郡石巻
（ （（（ 上総市原郡金剛寺村 金剛地村 三十郎 百姓 東京金杉三丁目小山庄助 行
（ （（（ 東京通塩町 飛や松兵衛 （鳶屋カ，（/（（ №（9にも記録あり 銚子 下総国 行
（ （（（ 東京小網町仲町 越前屋政吉 常州仏戸 常州仏戸？ 行
（ （（9 下総国香取郡窪村 （窪野谷村） 勘左衛門 庄屋 東京浅草笠倉屋 行
（ （（0‐（ 下総香取郡浅間村 香取郡浅間村？ 四郎兵衛 名主 東京浅草笠倉や傳吉 行
（ （（0‐（ 下総香取郡浅間村 香取郡浅間村？ 孫右衛門 東京浅草笠倉や傳吉 行
（ （（（ 入間郡川越鴫町 武蔵国 中屋栄吉 中山剃堂 下総国（祖師堂） 行
（ （（（ 上総市原郡鶴舞 油屋長五郎 東京霊岸嶋 行
（ （（（ 下総千葉郡曽ケ野村 曽我野村 栄吉 百姓 車□門通伊勢や藤兵衛 行
（ （（（ 上総久留里 利吉 （久留里藩）馬屋別當 東京屋敷 行
（ （（（ 越後仮輪郡梅崎新土村 苅羽郡 三四郎・兼蔵 千葉郡小泉 下総国 返ル
（ （（（ 武州玉郡上久之木田村 多摩郡上椚田村 幸三郎・谷蔵 成田山 下総国 詣
（ （（（ 東京本八丁堀三丁目 大坂屋利兵衛 舟橋升屋 下総国 行
（ （（（‐（ 東京糀町六丁目三番地所 麹町 久兵衛 支配人 舟橋 下総国 向行
（ （（（‐（ 東京糀町六丁目三番地所 麹町 辰五郎 舟橋 下総国 向行
（ （（9 常州筑波郡下込村 下小目村 忠治 二ノ江湯や 武蔵国葛飾郡二之江村 戻り
（ （（0 東京二十九番組 市五郎 小ノ寺昇兵衛支配 下総布佐村 行
（ （（（ 常州鹿嶋郡篇巻村 鹿嶋郡篇巻村？ 清助 東京馬喰丁三丁目丸屋 返ル
（ （（（‐（ 東京深川大隅 深川大住町 吉賀屋清蔵 常州馬駈村庄左衛門 信太郡馬掛村 行
（ （（（‐（ 東京深川佐賀丁 三井蔵倉蔵 常州馬駈村庄左衛門 信太郡馬掛村 行
（ （（（ 葛西芝又村 武蔵国葛飾郡柴又村 久右衛門 □木 行返り
（ （（（ 下総相馬田付村 立木村 源左衛門 東京馬喰下総や文蔵 行
（ （（（ 東京芝田町六丁目 喜三郎 家持久助召使 銚子観音前吉野や平助 下総国 行
（ （（（ 東京牛込赤城明神表町十六番地所 徳治郎 及川清治郎支配下 開墾場 （下総国） 行
（ （（（‐（ 東京石町四丁目 東京石町？ 長吉 大工 成田山 下総国 参詣ニ行
（ （（（‐（ 東京石町四丁目 東京石町？ 長蔵 飾屋 成田山 下総国 参詣ニ行
（ （（（‐（ 上州山田郡き里う宿 桐生新町 石井政平 上総八幡宿 行
（ （（（‐（ 上州山田郡き里う宿 桐生新町 幸三郎・喜七 石井政平召使 上総八幡宿 行
（ （（9 常州河内郡龍ヶ崎 傳兵衛 三峯山 武蔵国 参詣
（ （（0 新宿町 武蔵国葛飾郡 寅吉 成田山 下総国 参詣
（ （（（ 上州新田郡大田村 （太田町） 嘉助 上総大和田原 行
（ （（（ 下総埴生郡北部田村 北辺田村 彦兵衛 葛西奥ノ宮 武蔵国葛飾郡

（奥之宮・興野宮・興ノ宮村とも）
（ （（（ 東京浅草聖天町 善吉 家主儀八店 佐原 下総国 行
（ （（（ 川越街道引又村 武蔵国 虎五郎 成田 下総国 参詣行
（ （（（ 東京浅草八間町 浅草八軒町 勘太郎 家主勘蔵店 下サ本郷 行
（ （（（ 下総国香取郡西大須賀村 三郎右衛門 東京本町松兵衛 行
（ （（（ 下総国葛飾郡中里村 惣左衛門・忠左衛門 舟橋太神宮 下総国 参詣江行
（ （（（‐（ 武州足立郡青木村 足立郡青木村？ 太兵衛 名主 成田 下総国 参詣江行 外三人
（ （（（‐（ 武州足立郡青木村 足立郡青木村？ 傳次郎 成田 下総国 参詣江行
（ （（9 武州新田郡西堀村 新座郡 新左衛門 名主弥四郎支配 成田山 下総国 戻り 外壱人
（ （（0 越後仮輪郡柏崎町 苅羽郡 斧吉・梅蔵 名主六郎左衛門支配 上総九十九里関村 長柄郡 返ル
（ （（（ 常州河内郡龍ヶ崎村 又兵衛 東京 商用返り
（ （（（‐（ 東京桜田梶町 桜田鍛冶町 熊治郎 家主 中山 下総国 行
（ （（（‐（ 東京桜田梶町 桜田鍛冶町 治兵衛 店子 中山 下総国 行
（ （（（ 武州葛飾郡上口村 彦二郎・長ノ助 名主利左衛門組下　百姓 成田 下総国 参詣
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
9 （ （常陸国） 鹿嶋大宮司代鹿嶋新従五位
9 （ 東京鉄炮渕東添町拾七番居貸 鉄砲渕東添町？ 新治郎 戻り
9 （ 香取郡古ケ崎村 下総国，古ケ崎村？ 三郎右衛門 百姓 成田山 下総国 参詣戻り
9 （ 宮谷縣支配所下総国香取郡一之分目村 鈴木茂左衛門・

石橋金兵衛
東京 帰り

9 （ 武州 （武蔵国に藩庁） 萩原軍治郎 岩槻藩
9 （ 宮谷縣支配所下総国香取郡羽斗村 羽計村 野口勘右衛門 名主治郎左衛門組下百姓 東京 戻り
9 （ 上総国長柄郡茂原村 吉五郎 名主市左衛門組下 東京浅草東橋向中村勝蔵方 参り
9 （ 越後国久喰郡多麦村 頚城郡田麦村 卯吉・勝蔵・秀吉 名主七郎組下 下総国元塚村酒や高塚方 （塚本村） 稼之帰り
9 9 東京三田功運寺町 平右衛門 西谷金治郎代 上総国五井鮎や紋三郎方 戻り
9 （0 下総国葛飾郡古ケ宿 古河宿 山形や重吉 百姓 成田 下総国 参詣帰り 外弐人召使
9 （（ 越後国柏崎村 瀧吉・嘉平治・吉兵衛・

太作・政蔵
百姓 上総国一之宮 戻り

9 （（ 下総国濱野村 伊助 百姓 松戸 下総国 通り
9 （（ 深川仲町 東京 田中倉吉 菊間 上総国 帰り
9 （（ 武州入間郡古多村 入間郡古多村？ ［　］助・六郎右衛門・

多左衛門・七左衛門
百姓 成田 下総国 参詣戻り

9 （（‐（ 中仙道足立郡王らび宿 武蔵国，中山道，蕨宿 嘉兵衛 名主 成田山 下総国 参詣戻り
9 （（‐（ 中仙道足立郡王らび宿 武蔵国，中山道，蕨宿 甚兵衛 百姓 成田山 下総国 参詣戻り
9 （（‐（ 紀州有田郡みの村 箕島村 善左衛門 名主 上総国東金宿虎や藤兵衛方 戻り
9 （（‐（ 紀州有田郡みの村 箕島村 中や清五郎 瀬戸物商人 上総国東金宿虎や藤兵衛方 戻り
9 （（ 武州葛飾郡原村 甚左衛門 名主文右衛門組下 成田山 下総国 参詣ニ参
9 （（ 武州葛飾郡鎌倉新田村 十郎兵衛 組頭 成田山 下総国 参詣ニ参 外七人
9 （9 武州葛飾郡原村 助七 名主文右衛門組下 成田山 下総国 参詣参り
9 （0‐（ 東京下きね川 武蔵国葛飾郡下木下川村 佐五右衛門 名主 成田山 下総国 参詣参り
9 （0‐（ 東京下きね川 武蔵国葛飾郡下木下川村 仁兵衛・忠左衛門 成田山 下総国 参詣参り
9 （（ 上総国山部郡大網宿 山辺郡 吉兵衛 名主藤左衛門組下 東京本町三丁目嶋原や喜兵衛方 行
9 （（‐（ 武州足立郡浦らハ在大町村 浦和在大町村？ 茂右衛門 名主 上総国九十九里廣瀬村 山辺郡 戻り
9 （（‐（ 武州足立郡浦らハ在大町村 浦和在大町村？ 照松 上総国九十九里廣瀬村 山辺郡 戻り
9 （（ 淀藩支配所下総国生埴郡五人口村 埴生郡五人口村？ 天臺宗長見寺役僧浄教坊 東京 参
9 （（ （上総国市原郡に藩庁） 北村勝次郎 鶴舞藩 東京 帰国 （通行人部分貼紙）
9 （（‐（ 武州足立郡千住在小子村 足立郡小子村？ 七右衛門 名主 成田山 下総国 参詣戻り 外四人
9 （（‐（ 武州足立郡千住在小子村 足立郡小子村？ 甚三郎 成田山 下総国 参詣戻り
9 （（ 武州足立郡下仁倉村 足立郡下仁倉村？ 冨太郎 名主 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
9 （（‐（ 武州埼玉郡加須町 （粕壁宿） 佐右衛門 名主 中山 下総国 参詣ニ通り
9 （（‐（ 武州埼玉郡加須町 （粕壁宿） 嘉兵衛・利兵衛 中山 下総国 参詣ニ通り
9 （（ 東京本所四ッ目 市五郎 久吉店 成田 下総国 参詣戻り
9 （9 東京御門通り上町 （大門通） 東や八十吉 家主音兵衛店 舟ばし以勢や喜兵衛方 下総国 戻り
9 （0 東京四ツ谷御門外 新助 元柴田組浅野伴治郎召使 中山鬼母神 下総国 参詣戻り
9 （（‐（ 上総国山部郡古跡村 山辺郡小関村 廣治 名主 東京四日市須賀や熊治郎方 （霊岸島四日市町） 行
9 （（‐（ 上総国山部郡古跡村 山辺郡小関村 太郎左衛門 東京四日市須賀や熊治郎方 （霊岸島四日市町） 行
9 （（‐（ 東京本町三丁目 以勢や吉兵衛 上総国返之須浅野安兵衛方 上総国返之須？ 戻り
9 （（‐（ 東京本町三丁目 与七 以勢や吉兵衛伜 上総国返之須浅野安兵衛方 上総国返之須？ 戻り
9 （（‐（ 東京本町三丁目 米吉・伴治郎 以勢や吉兵衛召使 上総国返之須浅野安兵衛方 上総国返之須？ 戻り
9 （（ 上総国市菓郡植草村 山辺郡 栄蔵 百姓 東京十軒店高嶋や與助方 本石町 行
9 （（ 東京神田佐久間町壱丁目 喜三郎 家主又六 下総佐原下分ケ東や方 戻り
9 （（ 武州入間郡川越在油ろふ村 入間郡油ろふ村？ 治兵衛 牛皮買人 成田山 下総国 参詣ニ参
9 （（‐（ 東京東両国尾上町 本所 梅澤喜八 町用掛り 成田山 下総国 参詣戻り
9 （（‐（ 東京東両国尾上町 本所 吉五郎 梅澤喜八伜 成田山 下総国 参詣戻り
9 （（‐（ 東京東両国尾上町 本所 常吉 梅澤喜八召使 成田山 下総国 参詣戻り
9 （（‐（ 武州青戸村 治右衛門 名主 成田 下総国 参詣戻り
9 （（‐（ 武州青戸村 五郎左衛門 成田 下総国 参詣戻り
9 （（‐（ 武州千住在不硯寺村 普賢寺村 権九郎 名主 瀧山 下総国葛飾郡金杉村 参詣参り 外弐人
9 （（‐（ 武州千住在不硯寺村 普賢寺村 停八 瀧山 下総国葛飾郡金杉村 参詣参り
9 （9‐（ 下総龍ヶ崎在根本村 常陸国（国名間違い） 彦兵衛 名主 行徳 下総国 商用ニ戻り
9 （9‐（ 下総龍ヶ崎在根本村 常陸国（国名間違い） 治郎兵衛 行徳 下総国 商用ニ戻り
9 （0‐（ 下総国印旛郡加倉村 鹿黒村 吉右衛門 名主 馬橋萬満寺 下総国 参詣之戻り 外四人
9 （0‐（ 下総国印旛郡加倉村 鹿黒村 喜兵衛・勝右衛門 馬橋萬満寺 下総国 参詣之戻り

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日
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9 （（‐（ 武州埼玉郡岩槻宿 勝田九郎右衛門 名主 二子村音右衛門方 下総国 帰り
9 （（‐（ 武州埼玉郡岩槻宿 八百や長治郎・

豆腐や岩治郎
二子村音右衛門方 下総国 帰り

9 （（‐（ 武州東京豊嶋郡下村 金右衛門 名主 成田山 下総国 参詣ニ参り
9 （（‐（ 武州東京豊嶋郡下村 金之助 金右衛門伜 成田山 下総国 参詣ニ参り
9 （（ 東京日本橋大工町 源蔵 家主 橋や與吉方 行
9 （（‐（ 越後国頚城郡柏崎海谷村 頚城郡海谷村？ 徳兵衛 名主 上総国一之宮在宮成勘左衛門方 行
9 （（‐（ 越後国頚城郡柏崎海谷村 頚城郡海谷村？ 音松 上総国一之宮在宮成勘左衛門方 行
9 （（‐（ 賀州江沼郡海名美村 弓波村 岩右衛門 名主 東京馬喰町二丁目熊ケ谷や忠兵衛方 行
9 （（‐（ 賀州江沼郡海名美村 弓波村 彦右衛門 東京馬喰町二丁目熊ケ谷や忠兵衛方 行
9 （（‐（ 越後国蒲原郡岸村 （山岸村） 六郎兵衛 名主 上総国大坪村酒や文左衛門 市原郡 参稼キ国帰り 外三人
9 （（‐（ 越後国蒲原郡岸村 （山岸村） 熊吉・卯吉 上総国大坪村酒や文左衛門 市原郡 参稼キ国帰り
9 （（‐（ 賀州石河郡釼村 鶴来村 治三郎 名主 舩橋村石や方 下総国 行
9 （（‐（ 賀州石河郡釼村 鶴来村 六太郎 石や職人 舩橋村石や方 下総国 行
9 （（ 東京馬喰町弐丁目 八兵衛 家主清左衛門店 佐原在毛成村菊太郎 下総国香取郡 戻り
9 （9 東京本郷元町 政右衛門 家主栄吉店 上総国九十九里小松村茂右衛門方 武射郡 参り
9 （0 武州木根川地方四番組 葛飾郡木下川村 浅岡藤蔵 成田山 下総国 参詣戻り
9 （（‐（ 常州川内郡大徳村 河内郡 仙右衛門 名主 東京 戻り
9 （（‐（ 常州川内郡大徳村 河内郡 平右衛門 百姓 東京 戻り
9 （（‐（ 東京新坂町 本所 鉄蔵 家主 深川長崎町親類方 東京 尋行
9 （（‐（ 東京新坂町 本所 金太郎・孫四郎 深川長崎町親類方 東京 尋行
9 （（ 東京東紺や町拾七番組 紺屋町 田中鎌吉 左官職 上総国太田様御屋敷 （松尾藩知事邸） 参り
9 （（ 下総国香取郡流作村 （臼作村） 茂兵衛 名主平右衛門支配 東京蔵前由蔵 浅草 行
9 （（ 東京深川勝屋町 東京深川勝屋町？ 家主平蔵支配 成田 下総国 参詣江行 外五人
9 （（ 常州信太郡根尾村 根火村 名主吉兵衛支配 東京谷中天王寺 行 外弐人
9 （（ （大和国に藩庁） 青木蔵太 小泉藩
9 （（ 武州足立郡花又村 兵右衛門 名主青木粂蔵支配 成田 下総国 参詣戻り
9 （9 上総国山辺郡西野村 萬蔵・市太郎 名主源之丞支配 東京四日市三丁目勘兵衛 （霊岸島四日市町） 行
9 （0 下総国銚子海上郡荒野村 佐吉・政吉 名主清左衛門支配 東京小網町三丁目長嶋屋兵右衛門 行
9 （（ 上総国長柄郡一松村 治郎左衛門 名主平兵衛支配 東京四日市長嶋屋真吉 （霊岸島四日市町） 行
9 （（ 東京香取郡馬加村 下総国（国名間違い） 傳之丞 名主市兵衛支配 東京松嶋町亀屋左兵衛 行
9 （（ 下総国豊太郡大園木村 豊田郡 小三太 東京大網藩上屋敷 （明治 （ 年～支配の知事邸）行
9 （（ 下総国豊太郡大園木村 豊田郡 小三郎 東京大網藩上屋敷 （明治 （ 年～支配の知事邸）行
9 （（ 下総国香取郡南仲村 南中村 甚左衛門 名主布助支配 東京下谷屋頭寺 行
9 （（ 上州名房郡砂取村 那波郡連取村 喜平治 名主新蔵支配 成田 下総国 参詣戻り
9 （（ 武州足立郡栗原村 傳右衛門 名主新左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
9 （（ 武州倉毛郡横濱町 久良岐郡 国五郎・八吉 家主長吉支配 成田 下総国 参詣戻り
9 （9 武州足立郡鹿濱村 八十治・松五郎 名主左平支配 成田 下総国 参詣戻り 外四人
9 （0 武州足立郡伊行村 伊興村 茂与吉・岩五郎 名主彦左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
9 （（ 下総国千葉郡小野田村 太郎左衛門 東京真間 （下総国，国名間違い） 行
9 （（ 常州行方郡山田村 茂右衛門 東京小網町三丁目
9 （（ 東京油町 （通油町） 代助 下サ寿々木仙之助 行
9 （（ 下総国千葉郡高津新田 勘右衛門 名主太郎兵衛支配 真間 下総国 行
9 （（‐（ 東京芝濱松町四丁目 忠蔵 家持 銚子吉野屋 下総国 行
9 （（‐（ 東京芝濱松町四丁目 喜太郎 銚子吉野屋 下総国 行
9 （（ 浅井金三郎 開墾社中 印鑑持参
9 （（ 上総国山邊郡今泉村 半左衛門 名主源左衛門支配 東京日本橋平田長次郎 行 外壱人
9 （（ 上総国山邊郡片替村 片貝村 文三 名主惣左衛門支配 東京本舟町津久田屋久次郎 行
9 （9 東京麹町拾弐丁目 當間茂八郎 成田 下総国 参詣戻り
9 （0 東京下谷坂本町 大坂屋甚助 成田 下総国 参詣戻り 外五人
9 （（ 尾州改済郡四郎兵衛村 海西郡 藤蔵 名主吉右衛門支配 下サ鹿嶋村 下サ鹿嶋村？ 戻り
9 （（ 武州埼玉郡八丈村 八条村 吉平 名主文左衛門支配 上総国□清村返上院 行
9 （（ 東京四ツ谷傳馬町 市兵衛 家主岩五郎店 成田 下総国 参詣戻り
9 （（ 東京本飯田町 石太郎 家主庄蔵店 成田 下総国 参詣戻り
9 （（ 東京浅草山谷町 惣助・周助 家主利兵衛店 下サ須賀村重兵衛 埴生郡 行
9 （（ 下総国相馬郡上柳戸村 彦右衛門 名主源左衛門支配 猫実村庄五郎 下総国 戻り
9 （（ 上総国山邊郡清名高谷村 清名幸谷村 小左衛門 名主四郎右衛門支配 葛西大戸村大黒屋林蔵 武蔵国 行
9 （（ 下総国埴生郡安食村 庄左衛門・新右衛門 名主惣一郎支配 東京堀之内 武蔵国，（妙法寺） 参詣江行
9 （9 越後国仮羽郡石田村 苅羽郡（上岩田村） 浅吉 名主重左衛門支配 上総国市原郡内田村利兵衛 戻り 外弐人
9 90 武州足立郡北山谷村 北三谷村 庄蔵 名主市左衛門支配 成田 下総国 参詣江行
9 9（ 武州東葛飾郡中平井村 源右衛門 名主喜六支配 成田 下総国 参詣戻り 外壱人
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（0ａ （ 武州足立郡前之宿村 前野宿村 富三郎・金兵衛 成田山 下総国 戻り
（0ａ （‐（ 武州阿市郡勝戸村 （足立郡）勝戸村？ 伊豫衛門 名主 上総国武射郡富田村善兵衛 戻り
（0ａ （‐（ 武州阿市郡勝戸村 （足立郡）勝戸村？ 惣兵衛 上総国武射郡富田村善兵衛 戻り
（0ａ （ 上総国天羽郡金物村 （金谷村） 八兵衛 東京日本橋相模屋文次郎 戻り
（0ａ （ 常州鹿嶋郡津賀 村゙ 津賀村 文次兵衛・竹松 東京四津谷 四谷 始戻り
（0ａ （ 東京神田亀井丁 金蔵 文五郎店 海神作兵衛 下総国 参り
（0ａ （ 上総国長柄郡茂原村 庄三郎・多兵衛・

伊兵衛
東京霊巌嶋低屋伊兵衛 戻り

（0ａ （‐（ 下総国葛飾郡西金之江村 西金野井村 吉兵衛 名主 成田山 下総国 参詣
（0ａ （‐（ 下総国葛飾郡西金之江村 西金野井村 与三郎・清右衛門・

彦右衛門
成田山 下総国 参詣

（0ａ （‐（ 下総国水上郡飯沼村 海上郡 与十郎 名主 東京長嶋屋庄右衛門 小網町三丁目　兵右衛門 戻り 供壱人
（0ａ （‐（ 下総国水上郡飯沼村 海上郡 庄右衛門 東京長嶋屋庄右衛門 小網町三丁目　兵右衛門 戻り
（0ａ 9 野州津賀郡宮田村 都賀郡 国府国兵衛 成田山 下総国 参り
（0ａ （0 上総国市原郡 山の屋 金堂寺
（0ａ （（‐（ 下総国葛飾郡舟方村 舩形村 三右衛門 名主 成田山 下総国 参詣
（0ａ （（‐（ 下総国葛飾郡舟方村 舩形村 忠八・三蔵 成田山 下総国 参詣
（0ａ （（ 野州阿楚郡吉水村 安蘇郡 源兵衛 東金梅田丈七 上総国 参り （（（と同行カ）
（0ａ （（ 野州阿楚郡山方村 安蘇郡山形村 平兵衛 上総国梅田 参り （（（と同行カ）
（0ａ （（ 武州埼玉郡七左衛門村 峰右衛門・竹蔵 成田山 下総国 戻り
（0ａ （（‐（ 武州埼玉郡津賀村 須賀村 善太郎 名主 成田講中 下総国 戻り 外六人
（0ａ （（‐（ 武州埼玉郡津賀村 須賀村 竹松 成田講中 下総国 戻り
（0ａ （（‐（ 下総国印旛郡布釜村 布鎌村 源右衛門 名主 東京林丁二丁目上総国甚兵衛 本所 戻り 外七人
（0ａ （（‐（ 下総国印旛郡布釜村 布鎌村 吉兵衛 東京林丁二丁目上総国甚兵衛 本所 戻り
（0ａ （（‐（ 武州葛飾郡猪骨村 鹿骨村 源太郎 名主 成田山 下総国 参詣戻り
（0ａ （（‐（ 武州葛飾郡猪骨村 鹿骨村 太兵衛・菊次郎 成田山 下総国 参詣戻り
（0ａ （（ 東京深川森下丁六番地所 善之助 下総国佐原□和屋清兵衛 行
（0ａ （9‐（ 下総国鎌刈村 印旛郡 斉右衛門 名主 国府臺 下総国 戻り
（0ａ （9‐（ 下総国鎌刈村 印旛郡 金兵衛 国府臺 下総国 戻り
（0ａ （0‐（ 下総国香取郡奈木村 名木村 市兵衛 名主 東京八丁堀関口濱之助 （（/（ №（（（にも記録あり） 戻り
（0ａ （0‐（ 下総国香取郡奈木村 名木村 久右衛門 東京八丁堀関口濱之助 （（/（ №（（（にも記録あり） 戻り
（0ａ （（ 常州志能郡松山村 信太郡 七兵衛 東京本丁三丁目早野屋傳兵衛 戻り
（0ａ （（ 上総国山邊郡栗生村 粟生村 与十郎 東京馬食丁松屋治兵衛 馬喰町 戻り

9 9（ 東京常巌嶋湊町弐丁目 霊岸島 長右衛門 家主庄太郎支配 成田 下総国 参詣戻り
9 9（ 武州立花郡下小中村 橘樹郡下小田中村 源井 名主治右衛門支配医師 成田 下総国 参詣戻り
9 9（ 下総国印幡郡六咲村 六崎村 重兵衛 名主清兵衛支配 東京外神田倉澤町・木挽町枝郷 東京外神田倉澤町・

木挽町枝郷？
行 外壱人

9 9（ 武州埼玉郡左渡村 埼玉郡左渡村？ 市平 名主定吉支配 淀見川村権左衛門 淀見川村？ 行
9 9（ 武州埼玉郡本木村 足立郡（郡名間違い） 作右衛門・権左衛門 名主新八支配 淀見川村権左衛門 淀見川村？ 行
9 9（ 武州埼玉郡鹿濱村 足立郡（郡名間違い） 元十郎・常五郎 名主元十郎支配 成田 下総国 参詣戻り
9 9（ 武州埼玉郡千住宿 足立郡（郡名間違い） 辰五郎・清兵衛 名主又左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り 外四人
9 99 武州埼玉郡 吉三郎・権左衛門 名主治郎左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
9 （00 下総国印幡郡送方村 印旛郡送方村？ 定吉 名主善兵衛支配 東京入間町福井屋 東京入間町？ 行
9 （0（ 東京駿河臺鈴町 神田（鈴木町） 金蔵 石野豊太郎

（旧旗本石野弥五郎の子孫カ）家来
常州行方郡新田村藤蔵 行

9 （0（ 上総国埴生郡仲善寺村 中善寺村 林蔵 名主孫左衛門支配 東京三田大江屋周蔵 行
9 （0（ 武州足立郡中福村 足立郡中福村？ 宇八・利吉 名主権左衛門支配 金杉御瀧山 下総国葛飾郡 参詣戻り
9 （0（ 東京小網町三丁目 上総屋弥助 下サ小見川釜屋平兵衛 戻り
9 （0（ 常州鹿嶋郡戸木崎村 鹿嶋郡戸木崎村？ 良助 名主市右衛門支配 東京本所木口屋善八 行 外弐人
9 （0（ 東京浅草新片町 申蔵 家主平蔵店 瀧不動山 下総国葛飾郡金杉村 行
9 （0（ 常州河内郡捨里河岸 五左衛門 名主利三郎支配 武州横濱太田町鎌屋八兵衛 行
9 （0（ 上総国山辺郡柳橋村 源八 名主清兵衛支配 東京宮谷縣御役所 行
9 （09 下総国千葉郡邊田村 源六 武州横濱高砂町下総屋源八 行

●明治 （ 年 （ 月 （9 日
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（0ａ （（ 武州八丈領四丈村 埼玉郡四条村 蔵助 成田 下総国 参詣戻り 外三人
（0ａ （（ 東京上吉丁三丁目 浅草神吉町 儀兵衛 舩ばし 下総国 市戻り
（0ａ （（ 武州埼玉郡賀ぞ丁 賀ぞ丁？ 嘉兵衛・議兵衛 中山 下総国 参詣戻り
（0ａ （（ 東京六間堀 深川 七五郎 家主忠蔵店 下総成田 参詣戻り
（0ａ （（ 上総国埴生郡佐つぼ村 佐坪村 宗次郎 東京六間堀森下丁 深川 返り
（0ａ （（ 野州土崎郡岩ぶち村 野州土崎郡岩ぶち村？田山常三郎 成田 下総国 参詣戻り 供壱人
（0ａ （9 東京本丁原庭町 本所茅場町 庄右衛門 成田 下総国 参詣戻り
（0ａ （0‐（ 下総印幡郡神々廻村 市郎右衛門 名主 東京橘丁白木屋茂兵衛 返り
（0ａ （0‐（ 下総印幡郡神々廻村 藤右衛門 東京橘丁白木屋茂兵衛 返り
（0ａ （（ 下総国印幡郡布釜新田 布鎌新田 利惣治 東京神田田丁 多町 返り
（0ａ （（ 武州古末郡笹井村 高麗郡篠井村 才一郎 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
（0ａ （（ 本丁四ツ目 東京本所 権兵衛・吉蔵 成田 下総国 戻り 外五人
（0ａ （（ 下総香取郡佐原村 太兵衛 成田より東京 下総国・東京 戻り 外弐人
（0ａ （（‐（ 下総国海上郡今宝村 今宮村 与一郎 名主 東京大傳馬丁一丁目大馬屋 行
（0ａ （（‐（ 下総国海上郡今宝村 今宮村 忠治郎 東京大傳馬丁一丁目大馬屋 行
（0ａ （（ 上州縄郡東 那波郡東？ 儀八 大杉（大杉神社） 常陸国稲敷郡 参詣通り 外三人
（0ａ （（ 下総国相馬郡泉村 六右衛門 小網丁三丁目布川屋庄左衛門 東京 戻り
（0ａ （（ 下総国香取郡小見川村 伊兵衛 東京 御年賣始戻り 外壱人
（0ａ （9 下総国香取郡滑川村 源兵衛・利兵衛 東京大政官 太政官 通り
（0ａ （0 下総葛飾郡竹ケ花村 傳四郎 成田 下総国 戻り 供壱人
（0ａ （（ 下総千葉郡曽我野村 庄七 伊勢屋吉三郎 行
（0ａ （（ 上総国山邊郡新業村 金谷真行村 又右衛門・治右衛門 東京小石川大澤甚之丞 （旧旗本金谷真行村領主，（（/（№（・（/（（ №

（0にも記録あり）
行

（0ａ （（ 常州板土 常州板土？ 与金寺 東京小石川水戸屋敷 （水戸藩邸） 行
（0ａ （（ 上総国山邊郡大瀧村 大多喜村 龍蔵 東京馬食丁伊勢屋 馬喰町 行 外壱人
（0ａ （（‐（ 武州足立郡ゑん網村 円安弥村 友三郎 名主 成田 下総国 参り 外三人
（0ａ （（‐（ 武州足立郡ゑん網村 円安弥村 三郎右衛門 成田 下総国 参り
（0ａ （（ 上総国長柄郡牛込村 長五郎 東京四日市鎌倉や （霊岸島四日市町） 行 外三人
（0ａ （（‐（ 上総国山邊郡片替村 片貝村 惣兵衛 名主 東京本所弐丁目網屋 行
（0ａ （（‐（ 上総国山邊郡片替村 片貝村 傳左衛門 東京本所弐丁目網屋 行
（0ａ （（ 越後蒲原郡長岡村 越後蒲原郡長岡村？ 栄助 名主 東京山下丁長兵衛 行
（0ａ （9 上総左田防新田丁 上総左田防新田丁？ 忠兵衛 鹿嶋 常陸国 参詣行 （上総から常陸の行程での通過不明）
（0ａ （0‐（ 上総国山邊郡四天木村 弥右衛門 名主 東京舟丁伊勢屋弥七 舟町？ 行
（0ａ （0‐（ 上総国山邊郡四天木村 伊左衛門 東京舟丁伊勢屋弥七 舟町？ 行
（0ａ （（‐（ 高岡藩支配所猿山村 下総国香取郡 重右衛門 名主
（0ａ （（‐（ 高岡藩支配所猿山村 下総国香取郡 嘉助 組下
（0ａ （（‐（ 淀藩管轄所下総国香取郡高倉村 仁右衛門 名主 東京山谷ノ上屋敷 浅草，（淀藩知事屋敷） 行 外弐人
（0ａ （（‐（ 淀藩管轄所下総国香取郡高倉村 庄左衛門 東京山谷ノ上屋敷 浅草，（淀藩知事屋敷） 行
（0ａ （（ （大和国に藩庁） 高橋文禮 櫛羅（新庄）藩医師
（0ａ （（ 三咲 下総国，（開墾地） 小倉嘉右衛門 開墾會社小者
（0ａ （（ 深川蛤丁 東京 松田屋秀蔵
（0ａ （（ 浅草金龍山下瓦丁 東京 浅井応翠 画師
（0ａ （（ 小菅縣支配所下総国葛飾郡市川村 田上治郎左衛門・

宮崎勘左衛門
（0ａ （（‐（ 下総国海上郡本城村 太郎 名主 東京浅草 行 女壱人
（0ａ （（‐（ 下総国海上郡本城村 儀平 百姓 東京浅草 行
（0ａ （9 菅谷幸太郎 中山殿西川六位家来
（0ａ （0 小山田醒吉
（0ａ （（ （大和国に藩庁） 青木蔵太 小泉藩
（0ａ （（ 東京浅草山谷丁 嘉助 佐原鹿嶋屋治兵衛 下総国 行
（0ａ （（ 武州足立郡保木間村 金平・孫右衛門 名主与左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（0ａ （（‐（ 下総印幡郡大森村 良兵衛 名主 東京本所三笠丁質屋長兵衛 行
（0ａ （（‐（ 下総印幡郡大森村 茂兵衛 東京本所三笠丁質屋長兵衛 行
（0ａ （（ 千住五郎兵衛新田 武蔵国 金子在助・伊左衛門 成田 下総国 参詣戻り 外壱人
（0ａ （（‐（ 下総国印幡郡吉岡村 清左衛門 名主 成田 下総国 参詣行 外壱人
（0ａ （（‐（ 下総国印幡郡吉岡村 八郎兵衛 成田 下総国 参詣行
（0ａ （（‐（ 常州鹿嶋郡中村 権右衛門 名主 東京柳橋武蔵や幸助 浅草 行
（0ａ （（‐（ 常州鹿嶋郡中村 田助・宮之助 東京柳橋武蔵や幸助 浅草 行
（0ａ （（ 下総馬相郡布川村 相馬郡 長九郎・仙吉 東京小網丁三丁目八幡屋 行
（0ａ （9 下総千葉郡稲毛村 要蔵 小菅縣役所 （武蔵国） 行
（0ａ （0‐（ 武州足立郡花又むら 権四郎 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （‐（ 下総国埴生郡安食村 惣一郎 名主 堀之内 武蔵国，（妙法寺） 参詣戻り 外壱人
（（ （‐（ 下総国埴生郡安食村 新右衛門 堀之内 武蔵国，（妙法寺） 参詣戻り
（（ （‐（ 越州仮間郡石ごろ村 （越後国苅羽郡石黒村） 田奈ケ邊 名主 下総国佐倉在直谷村米屋新七 行 外壱人
（（ （‐（ 越州仮間郡石ごろ村 （越後国苅羽郡石黒村） 惣助 下総国佐倉在直谷村米屋新七 行
（（ （ 武州中仙道わらび在林村 中山道，足立郡蕨宿在，林村？ 新吉 成田 下総国 参詣戻り 外壱人
（（ （‐（ 上総国埴生郡山室村 埴生郡山室村？ 金兵衛 名主 東京石□町四丁目土方平七 戻り
（（ （‐（ 上総国埴生郡山室村 埴生郡山室村？ 惣左衛門 東京石□町四丁目土方平七 戻り
（（ （‐（ 武州入間郡赤尾村 源右衛門 名主 成田 下総国 参詣行
（（ （‐（ 武州入間郡赤尾村 新兵衛 成田 下総国 参詣行
（（ （ 東京神田三河丁弐丁目 越中屋勇助 上総国網在仏嶋吉兵衛 山辺郡大網村 行
（（ （‐（ 東京白金ノ三町目 町小太郎 家主 上総国一之宮金や平助 行
（（ （‐（ 東京白金ノ三町目 新八 上総国一之宮金や平助 行
（（ （‐（ 深川六間堀 東京 直次郎 家主 上総東金嶋の屋善兵衛 戻り
（（ （‐（ 深川六間堀 東京 藤助 上総東金嶋の屋善兵衛 戻り
（（ 9 上総国山邊郡小西村 庄左衛門・清三郎 東京糀丁二丁目野口幸太郎 麹町 行 外壱人
（（ （0‐（ 武州多摩郡栄満寺村 今寺村 治郎右衛門 名主 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
（（ （0‐（ 武州多摩郡栄満寺村 今寺村 金左衛門 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（‐（ 武州豊嶋郡岩渕村 岩淵本宿 新一郎 名主 成田 下総国 参詣返り
（（ （（‐（ 武州豊嶋郡岩渕村 岩淵本宿 徳兵衛・四郎兵衛 成田 下総国 参詣返り
（（ （（‐（ 武州足立郡立野村 新一郎 名主 成田 下総国 参詣返り 外四人
（（ （（‐（ 武州足立郡立野村 甚八 成田 下総国 参詣返り
（（ （（‐（ 東京日本橋四日市 四日市河岸 禁蔵 家主 銚子□田屋権三郎 下総国，（埜田屋） 行
（（ （（‐（ 東京日本橋四日市 四日市河岸 大四郎 銚子□田屋権三郎 下総国，（埜田屋） 行
（（ （（ 常州龍ヶ崎 邨肘利兵衛 東京箱崎龍ヶ崎屋 行
（（ （（ 上総国埴生郡長南村 佐助 名主小八支配　百姓 東京小網町上総屋太助 行
（（ （（ 下総国佐原関戸町 徳次郎 名主茂左衛門支配 東京浅草橋芝町三河屋源次郎 橋場町 行
（（ （（ 武州多摩郡五日市村 清次郎・七兵衛 名主勘兵衛支配 成田 下総国 参詣戻り 外四人
（（ （（ 下総国海上郡銚子村 （銚子は村ではない） 文次郎・鉄五郎 名主清左衛門支配 東京小網町長嶋屋 戻り
（（ （9 常州鹿嶋 立原常定 神主
（（ （0 東京高田生松町 老松町 甚蔵 家主 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 武州新座郡下新座村 新助・利助 名主源太夫支配 中山 下総国 参詣行
（（ （（ 上総国武射郡草深村 草深五木田村 八助 名主六右衛門支配 東京江戸橋山形屋金兵衛 行
（（ （（ 武州足立郡戸田村 （上・下村あり） 定五郎 名主仁左衛門支配 中山 下総国 参詣行
（（ （（ 下総国千葉郡柏井村 次郎左衛門 名主 東京本飯田丁屋敷 行
（（ （（ （駿河国に藩庁） 木村銓蔵 静岡藩日根野権十郎内 印鑑持参
（（ （（ 上総国夷□郡大瀧村 （夷隅郡下大多喜村） 文蔵 名主良助支配 東京小網町上総屋代助 行 外四人
（（ （（ 武州足立郡同合村 道合村 権三郎 名主 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 越後国頚城郡金八村 金谷村 弥一郎 名主文左衛門支配 銚子喜八方 下総国 行

（0ａ （0‐（ 武州足立郡花又むら 忠右衛門・才助 成田 下総国 参詣戻り
（0ａ （（ 武州葛飾郡小松川村 三右衛門 成田 下総国 参詣戻り 女弐人
（0ａ （（‐（ 下総国千葉郡赤井之上村 庄三郎 名主 東京民部商役所 民部省 行 外弐人
（0ａ （（‐（ 下総国千葉郡赤井之上村 庄右衛門 東京民部商役所 民部省 行
（0ａ （（‐（ 下総香取郡橋向村 市郎左衛門 名主 武州三峰山 参詣行
（0ａ （（‐（ 下総香取郡橋向村 市郎右衛門 武州三峰山 参詣行
（0ａ （（‐（ 常州川内郡□□村 河内郡 忠兵衛 名主 東京南ぬんし丁會津屋 南塗師町 行
（0ａ （（‐（ 常州川内郡□□村 河内郡 茂兵衛 東京南ぬんし丁會津屋 南塗師町 行
（0ａ （（‐（ 常州川内郡□□村 河内郡 忠兵衛 名主 亀戸村中田屋金兵衛 武蔵国葛飾郡
（0ａ （（‐（ 常州川内郡□□村 河内郡 五郎兵衛 亀戸村中田屋金兵衛 武蔵国葛飾郡
（0ａ （（ 下総国印幡郡法免村 法目村 佛法院 東京浅草傳法院 行
（0ａ （（‐（ 下総国印旛郡小竹村 作左衛門 名主 西荒井大師 武蔵国足立郡　西新井大師 行 外弐人
（0ａ （（‐（ 下総国印旛郡小竹村 金三郎 西荒井大師 武蔵国足立郡　西新井大師 行
（0ａ （（ （下野国に藩庁） 戸田金吉 宇都宮藩
（0ａ （9 （東京） 松村吉兵衛 東京府貫属者 銚子 下総国 帰府 供壱人

●明治 （ 年 （ 月 （0 日
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（（ （9 石川一学 矢日隅宮内 印鑑持参
（（ （0 下総国印旛郡布鎌村 吉蔵 名主与右衛門支配 横濱若松町三之助 武蔵国 戻り
（（ （（ 上州瀬多郡前橋町 勢多郡 祐合郎・新次郎 名主横池七右衛門支配 上総国三本松川越屋猶五郎 上総国三本松？ 行
（（ （（ （下野国都賀郡吹上村に藩庁）寺村宇八 吹上藩 印鑑持参
（（ （（ 上総国市原郡要郎作山田村（養老）養老作？ 孫兵衛 名主新兵衛支配 東京本所梶屋清兵衛 （鍛冶屋） 行
（（ （（ 武州足立郡嶋根村 仙吉・忠次郎・瀧五郎 名主藤蔵支配 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 武州才玉郡浮塚村 埼玉郡 藤五郎・萬次郎 名主仁兵衛支配 成田 下総国 参詣江行 外弐人
（（ （（ 上総国大瀧村 下大多喜村 中村辰之丞
（（ （（ 東京赤坂溜池田町六丁目 仙蔵・鉄五郎 家主吉兵衛店 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 上総国武射郡姫嶋村 傳左衛門 名主清市支配 東京浅草新町三河屋利右衛門 行
（（ （9 上総国望陀郡久保田村 七郎左衛門 名主重右衛門支配 東京通四丁目上松利兵衛 行
（（ （0 東京油町 （通油町） 大助 伊勢屋与兵衛召仕 藤原新田安川 下総国 行
（（ （（ 下総国香取郡小見川村 勘七 名主太蔵支配 東京小網町三丁目大坂屋与惣左衛門 戻り 外弐人
（（ （（ 武州横見郡湯澤村 柚澤村 松五郎 名主藤助支配 成田 下総国 参詣江行 外弐人
（（ （（ 下総国千葉郡飯山満村 太兵衛 名主半兵衛支配 東京本町魚屋五兵衛 行
（（ （（ 東京元濱町 定吉 家主鉄五郎店 中山 下総国 参詣江行
（（ （（ 武州足立郡上置屋村 足立郡上置屋村？ 傳次郎 名主太兵衛支配 成田 下総国 参詣戻り 外三人
（（ （（ 東京浅草今戸村 利兵衛 家主忠右衛門支配 神々井要屋宇兵衛 下総国酒々井 行
（（ （（ 下総国千葉郡検見川村 仙蔵・三郎兵衛 名主市左衛門支配 葛西小岩佐兵衛 武蔵国 行
（（ （（ 下総国千葉郡寒川村 清兵衛 名主平左衛門支配 東京本所亀澤町笹屋幸吉 行
（（ （9 下総国香取郡山倉村 太助 名主忠兵衛支配 東京大傳馬町長何次郎吉 戻り
（（ （0 常州信太郡嶋田村 弁作 名主太右衛門支配 東京深川土屋相模守屋敷 （土浦藩知事邸） 行
（（ （（ 東京深川六間堀 次郎吉 家主廣吉店 中山 下総国 参詣行
（（ （（ 越後国頚城郡川谷村 喜与松・熊五郎・甚吉・喜一郎・仁作 名主作左衛門支配 上総国大瀧村深田屋伊兵衛 下大多喜村 戻り
（（ （（ 下総国千葉郡生実村 北生実村 勘蔵 名主弥兵衛支配 東京森川様屋敷 （支配生実藩知事邸） 行
（（ （（ 常州鹿嶋郡飯嶋村 七左衛門 名主吉之助支配 東京深川銚子場所水戸屋又三郎 行
（（ （（ 上総国埴生郡岩川村 傳造・重次郎 名主勘四郎支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 武州豊嶋郡西代村 西台村 庄右衛門 名主庄左衛門支配 成田 参詣戻り 外五人
（（ （（ 上総国長柄郡中里村 惣左衛門・岩蔵 名主兵右衛門支配 東京本舟町近江屋庄蔵 行
（（ （（ 上総国長柄郡牛込村 清兵衛 名主甚五郎支配 東京本舟町村田伊兵衛 行
（（ （9 下総国千葉郡萩臺村 長右衛門 名主五郎左衛門支配 東京馬喰町三丁目柏屋銀兵衛 行
（（ （0 下総国相馬郡布川村 杉野東作 東京小網町布川屋 行 外弐人
（（ （（ 東京亀嶋町 和田屋三右衛門 下サ布川村清吉 （（/（ №（（（に関連記録あり）行
（（ （（ 東京平松町 友次郎・六之助 家主半兵衛店 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 上総国市原郡八王た宿 八幡宿 伊助 名主嘉一郎支配 東京小塚原宿大黒屋幸助 武蔵国足立郡 行
（（ （（ 東京吾妻橋花川戸町 浅草 栄次郎 家主五郎右衛門店 成田 下総国 参詣行 外弐人
（（ （（ 東京杉戸町 東京杉戸町？ 吉兵衛 家主長兵衛店 深町建具屋金蔵 下総国 行 外弐人
（（ （（ 東京井川町 東京井川町？ 文吉 家主 上サ舟橋萬右衛門 行 外弐人
（（ （（ 上総国武射郡平野新田 繁三郎 名主与兵衛支配 東京四日市越中屋清兵衛 （霊岸島四日市町） 行
（（ （（ 常州河内郡源清田村 忠兵衛 名主清三郎支配 東京馬喰町近江屋善兵衛 行
（（ （9 武州埼玉郡三ツ又村 三俣村 惣平・平十郎 名主与兵衛支配 中山 下総国 参詣戻り
（（ （0 東京大傳馬町 五郎兵衛 家主忠兵衛店 金杉御瀧山 下総国 参詣戻り
（（ （（ 東京小石川富坂町 茂助 家主 金杉御瀧山 下総国 参詣戻り 外弐人
（（ （（ 上総国望陀郡木皿津村 木更津村 大上院 下サ柏木 参詣行
（（ （（ 東京久松町 清助 家主五兵衛店 西海神嘉平治 下総国 行
（（ （（ 下総国埴生郡安食村 徳兵衛 名主惣次郎支配 東京小網町片屋次兵衛 形屋仁兵衛 行
（（ （（ 常州河内郡阿波村 伊兵衛 名主喜右衛門支配 東京小網町荒物屋 行
（（ （（ 武州間入間郡鶴間村 久蔵 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 下総国印幡郡吉田村 作右衛門 名主次郎兵衛支配 下サ篠崎新右衛門 下総国篠崎？ 行
（（ （（ 東京神田銀町 熊蔵 家主喜八店 中山 下総国 参詣行
（（ （9 常州河内郡大徳村 金左衛門 名主忠平支配 東京箱崎龍ヶ崎屋勘兵衛 行
（（ （0 東京本所亀澤町 庄吉 家主庄之助店 常州 （居切村） 掘割江行
（（ （（ 武州玉郡郷内村 多摩郡郷内村？ 清八・文次郎・良助 名主徳五郎支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 武州入間郡三津子村 （水子村） 作次郎 名主又五郎支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 東京田丁壱丁目 忠兵衛 家主惣兵衛店 大久保 国名不明 行
（（ （（‐（ 下総国銚子今宮村 弥助 名主惣兵衛支配 東京本所越前屋 行
（（ （（‐（ 下総国銚子今宮村 萬吉 弥助伜 東京本所越前屋 行
（（ （（ 上総国市原郡宇留伊戸村 潤井戸村 惣助 名主清一郎支配 東京馬喰町三丁目五郎兵衛 行 外弐人
（（ （（ 東京堀留壱丁目 儀吉 家主半兵衛店五郎兵衛手代 相馬仲村吉原武右衛門 （下総国相馬郡仲村） 戻り
（（ （（ 東京神田鍛冶町 善助 家主太平手代 常州阿波村大杉 参詣江行
（（ （（ 東京築地小田原町 惣助 家主重兵衛店 柏原西屋長左衛門 上総国 戻り
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （ 東京小網町壱丁目 藤之助 家主安兵衛店 中山 下総国 参詣行
（（ （ 上州群馬郡 （上野国に県庁） 野老濱之助 岩鼻縣 印鑑持参
（（ （ 上総国長柄郡石込村 （牛込村） 名主長五郎支配 東京本所二ツ目上総屋仙蔵 行 外弐人
（（ （ 武州葛飾郡本一色村 清兵衛・甚右衛門 名主甚兵衛支配 成田 下総国 参詣行 外四人
（（ （‐（ 上総国市原郡瀬又村 七郎左衛門 名主 東京池田新之丞 （旧旗本瀬又村旧領主池田松之助の子孫カ）行
（（ （‐（ 上総国市原郡瀬又村 民蔵 東京池田新之丞 （旧旗本瀬又村旧領主池田松之助の子孫カ）行
（（ （ 越後国蒲原郡石九郎村 蒲原郡石九郎村？ 仁太郎・八十吉 名主重左衛門支配 上総国姉ヶ崎仲屋小三郎 戻り
（（ （ 上総国長柄郡茂原村 源十郎・半次郎・長蔵 名主久次郎支配 東京小網町越後屋善兵衛 行
（（ （ （羽前国に藩庁） 鴻野新八 大泉藩

（明治 （ 年以前は鶴岡・庄内藩）
成田 下総国 参詣江行

（（ 9 越後国頚城郡板山村 伊之吉 名主清八支配 下サ検見川酒屋兵右衛門 戻り
（（ （0 上総国長柄郡茂原村 清兵衛・権右衛門 名主半兵衛支配 東京小網町越後屋善兵衛 戻り
（（ （（ 常州河内郡根元村 久右衛門 名主彦兵衛支配 河井村作左衛門方 国名不明 行
（（ （（ 下総国香取郡大抜村 大貫村（支配津藩出張所在所）利助 名主久兵衛支配 東京津藩御屋敷 行
（（ （（ 東京葛西川村六十番地所 武蔵国（国名間違い） 市太郎・又蔵 成田 下総国 参詣江行
（（ （（ 東京麻布南日ケ窪 勇治 家主新兵衛店 下サ永見村嘉兵衛 下総国永見村？ 戻り
（（ （（ 大塚寛齋 桐山言弘家臣　松木病院内 印鑑持参
（（ （（ 下総国印幡郡布鎌村 秀吉 名主儀兵衛支配 當村（山野村か古作村）五郎兵衛 （下総国） 戻り
（（ （（ 下総国香取郡西大須加村 西大須賀村 清右衛門 名主 東京馬喰町三丁目近江屋清兵衛 行
（（ （（ 東京深川佐賀町四十番地所 五右衛門 桶見屋 上総国松村亀兵衛方 行
（（ （9 東京立花町十四番地所店 善吉 道野辺長右衛門 下総国 行
（（ （0 武州多摩郡谷保村 惣平・金吉 名主惣右衛門支配 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 武州足立郡五兵衛新田 伊左衛門・市郎右衛門 名主佐内支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 下総国香取郡宮谷縣 飛脚壱人 東京出張役所 行
（（ （（ 上総国夷隅郡荻原村 五右衛門 名主重兵衛支配 東京愛宕下柳澤屋敷 （大和郡山藩知事屋敷） 行
（（ （（ 東京徳右衛門町弐丁目 本所 三蔵 石田権少上小者 金杉御瀧山 下総国 参詣行
（（ （（ 武州足立郡五兵衛新田 源四郎・清右衛門 名主佐内支配 成田 下総国 参詣行 外三人
（（ （（ 東京湯嶋切通シ弐番地所 孫三郎 大工 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（

　
武州入間郡荒久村 新久村 元左衛門・市兵衛・

庄左衛門
名主長吉支配 成田 下総国 参詣戻り

（（ （（ 武州番座郡西田村 榛沢郡 竹次郎 名主平次郎支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （9 上総国夷隅郡新田野村 作平・三郎右衛門 名主権兵衛支配 東京小川町仲上 神田 行
（（ （0 武州豊嶋郡上大具村 上尾久村 市郎兵衛・源蔵・

元右衛門
名主清八支配 成田 下総国 参詣行

（（ （（ 下総国印幡郡臼井□町 藤次郎 名主庄右衛門支配 東京弾左衛門囲 浅草 行
（（ （（ 下総国印幡郡下荒谷村 藤左衛門・傳右衛門・

三右衛門
名主新右衛門支配 下サ行徳金右衛門 戻り

（（ （（ 武州才玉郡木下町 埼玉郡木下町？ 伊三郎 名主善兵衛支配 舟橋御宮 下総国 行
（（ （（ 東京富沢町 五兵衛 家主吉兵衛店 上総国木皿津村富田屋長吉 木更津村 戻り
（（ （（ 東京南本所 長蔵 家主清吉店 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 東京四ツ谷新町 喜三郎 家持 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 下総国千葉町 与七 名主吉兵衛支配 東京□厳橋千葉屋清七 行
（（ （（ 下総国埴生郡安食村 徳兵衛 名主惣右衛門支配 東京小網町三丁目本田屋仁兵衛 戻り
（（ （9 常州信太郡根津村 繁右衛門 名主吉兵衛支配 東京牛込大□町遠田長安 牛込大□町？ 戻り
（（ （0 下総国千葉郡正直村 千葉郡正直村？ 千歳 名主七右衛門支配 葛西小石村佐兵衛 （武蔵国小岩村） 戻り

（（ （9 下総国相馬郡毛有村 善右衛門 名主半平支配 舟橋喜右衛門 下総国 行
（（ 90 上総国夷隅郡長者町 安兵衛・平八 名主金七郎支配 東京堺町新通関九兵衛 行
（（ 9（ 上総国山邊郡四天木村 武右衛門 名主弥右衛門支配 東京日本橋越後屋 行
（（ 9（ 東京日本橋通四丁目 喜兵衛 家主太右衛門店 舟橋慶三郎 下総国 行 外壱人
（（ 9（ 東京両国道里町 両国道里町？ 国三郎 家主喜助店 上総国鶴間重兵衛 （鶴舞） 行
（（ 9（ 上総国山辺郡冨田村 （南・北村あり） 土屋縣治 名主平沢左衛門支配 東京新宿町勘兵衛 行
（（ 9（ 下総国印幡郡布鎌新田 儀右衛門 当村（鬼越村）五兵衛 下総国 行

●明治 （ 年 （ 月 （ 日
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（（ （（ 下総国印幡郡龍福寺村 竜腹寺村 嘉左衛門 名主善太郎支配 東京小網町湯屋藤助 行
（（ （（ 下総国香取郡羽波里村 （羽計村） 甚左衛門 名主辰左衛門支配 東京小網町越後屋 行
（（ （（ 越中新川郡水橋村 富次郎 名主五兵衛支配 諸国 賣用
（（ （（ 武州豊嶋郡上大具村 （上尾久村） 弥七・八五郎 名主清八支配 成田 下総国 参詣江行 外三人
（（ （（ 東京本所北新町 秀次郎 家主音次郎店 常州鹿嶋茂左衛門 行
（（ （（ 東京牛込塩町 （四ツ谷塩町） 伊勢屋金次郎 下サ四日市場江戸屋半次郎 行
（（ （（ 東京浅草馬道 喜兵衛 家主嘉七店 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 東京四ツ谷午町 四ツ谷午町？ 惣助 家主栄次郎店 上野国大網村徳右衛門 （上総国大網村，国名間違い） 戻り
（（ （9 東京下谷八垣町 八垣町？ 伊之助 成田 下総国 参詣戻り
（（ （0 東京下駒込 源三郎 家主 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 越後国頚城郡□□村 平吉・勝蔵 下サ今戸村松屋喜兵衛 下総国今戸村？ 戻り
（（ （（ 東京浅草瓦町 惣吉・仁左衛門 家主孫八店 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 武州葛飾郡小菅村 才十郎 名主次郎吉支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 下総国佐倉元町 瀧次郎・源次 名主長左衛門支配 葛西金町弥左衛門 武蔵国 行
（（ （（ 東京浅草今戸町四十番地所 利兵衛 家主忠右衛門店 下サ酒々井濱屋伊兵衛 戻り
（（ （（ 武州伊原郡八幡塚村 荏原郡 金次郎 名主佐内支配 中山 下総国 参詣戻り
（（ （（ 常州信太郡江戸崎村 惣助 名主栄助支配 東京小網町湯屋富五郎 行
（（ （（ 下総国相馬郡大森村 印旛郡 源左衛門 名主良平支配 東京小川町因幡御屋敷 神田，（支配淀藩知事稲葉氏屋敷） 行
（（ （9 東京深川東仲町 重蔵 家主勘兵衛店 上総国布多子村 上総国布多子村？ 参詣行 外七人
（（ （0 下総国千葉郡曾我野村 熊吉 松田屋亀吉召使 東京新宿伊勢屋忠左衛門 行
（（ （（ 上総国武射皿子村 武射郡皿子村？ 弥平治 東京浅草堀田原勝左衛門 浅草堀田原？ 行
（（ （（ 下総国香取郡西大須賀村 七兵衛 名主清右衛門支配 東京馬喰町近江屋義兵衛 行
（（ （（ 上総国市原郡茂原村 市兵衛 東京小網町鍋屋 行
（（ （（ 武州葛飾郡権現堂村 利三郎・儀三郎 名主政右衛門支配
（（ （（ 常州行方郡山田村 定七 名主長之助支配 東京京橋鱗屋為助方 罷返ル
（（ （（ 武州足立郡美女木村 松五郎 成田 参詣戻り 外弐人
（（ （（ 下総国葛飾郡佐野村 廣瀬新右衛門 名主 東京本町三丁目魚屋五兵衛 行 外弐人
（（ （（ 下総国香取郡滑川村 利兵衛 名主太右衛門支配 武州相□沼村大野屋平七 行
（（ （9 上総国夷隅郡大楠村 岩吉 東京桜田善右衛門町廣岡卯之助方 戻り

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （99 武州足立郡安養村 安行村 助治郎 成田 下総国 参詣戻り 外三人
（（ （00 武州足立郡川口宿 平五郎・彦市・栄次郎 成田 下総国 参詣戻り
（（ （0（ 下総匝瑳郡今泉村 文四郎 名主勘左衛門下 二合半領上口村樽屋武右衛門方 武蔵国
（（ （0（ 武州埼玉郡八条村 幸八 名主文左衛門下 上総貝法村邊偏院 （市原郡海保村） 戻り
（（ （0（ 東京両国横網町 本所 喜兵衛 利兵衛店 下サ八日市場谷中村五兵衛方 戻り
（（ （0（ 越中新川郡富山城下 平五郎・平三郎 賣薬商賣戻り
（（ （0（ 下総葛飾郡東深井町 多五右衛門・五郎兵衛 名主弥右衛門下 成田 下総国 戻り
（（ （0（ 上総国市原郡今冨村 五郎兵衛・丈吉 名主龍蔵下 東京木挽町三丁目龍野良貞方
（（ （0（ 上総長柄郡長壁村 長壁村？ 源右衛門 名主治郎左衛門下 神田鍛治町泉屋定吉方 東京
（（ （0（ 東京神田豊嶋町二丁目 常治郎 家主彦兵衛店 上サ大網町本宿九左衛門方 戻り
（（ （09 東京浅草元鳥越町 藤吉 家主吉兵衛店 銚子飯沼新地常陸屋儀七方 下総国 戻り
（（ （（0 （近江国浅井郡に藩庁） 青木政吉 旭山藩（朝日山藩） 東京 行
（（ （（（ 野州麻生郡佐野閑間村 阿蘇郡閑馬村 松村金三郎 上サ 商賣向戻り
（（ （（（ 上総茂原村 小平 名主久治郎下 東京小網町上サ屋太助方
（（ （（（ 下総海上郡銚子荒生村 新生村 徳治郎 名主弥四郎下　飛脚 行徳河岸長嶋屋兵右衛門方 東京小網町三丁目
（（ （（（ 房州平郡□□村 忠衛門 東京浅草團左衛門町 弾左衛門
（（ （（（ 牛込赤坂明神表町 東京 徳治郎 二輪 下総国二和（開墾地） 戻り
（（ （（（ 常州行方郡武田村 （高田村） 利兵衛 東京柳原四丁目中西屋幸三郎方 本所 戻り
（（ （（（ 野州栃木町 町田平吉・兼蔵 名主藤助組下 成田 下総国 参詣戻り 外壱人
（（ （（（ 中仙道浦和在下落合村 武蔵国，中山道，足立郡 常治郎・岩治郎・権治郎・

清右衛門・藤太郎
成田 下総国 参詣戻り

（（ （（9 上州館林在鳴嶋村 邑楽郡成島村 熊吉・新蔵・冨治郎 成田 下総国 参詣
（（ （（0 千住宿二丁目 武蔵国足立郡 清八・清吉・幸助 成田 下総国 参詣
（（ （（（ 東京本郷二丁目八番 吉五郎 佐倉新田開墾場 下総国 戻り

●明治 （ 年 （ 月 （ 日
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月 （（ （（（ 佐倉臼井宿 下総国 与右衛門 名主武右衛門下 市川村 下総国

（（ （（（‐（ 中仙道桶川宿柴山村 武蔵国，中山道，埼玉郡 徳一郎 名主
（（ （（（‐（ 中仙道桶川宿柴山村 武蔵国，中山道，埼玉郡 午之秀
（（ （（（ 下総銚子飯野村 （飯沼村） 長五郎 名主傳右衛門下 東京小網町三丁目木屋徳兵衛方
（（ （（（‐（ 武州足立郡本郷村 専右衛門 名主 成田 下総国 参詣戻り 女弐人
（（ （（（‐（ 武州足立郡本郷村 源兵衛 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ （下総国に藩庁） 林田小参事 曾我野藩
（（ （（（‐（ 下総海上郡飯沼村 小平次 名主 東京室町手品屋徳兵衛 戻り
（（ （（（‐（ 庄七 東京室町手品屋徳兵衛 戻り
（（ （（（ 武州埼玉郡懸村 掛村 市次郎・和惣吉 名主関治郎 成田 下総国 参詣戻り 外三人
（（ （（9‐（ 甲州鶴郡小太刀村 都留郡小立村 茂兵衛 名主 賣用向ニ而行
（（ （（9‐（ 甲州鶴郡小太刀村 都留郡小立村 喜兵衛 賣用向ニ而行
（（ （（0‐（ 佐倉領坂戸村 下総国印旛郡 善四郎 名主 東京神田大和町者以や新右衛門方
（（ （（0‐（ 佐倉領坂戸村 下総国印旛郡 七郎右衛門 東京神田大和町者以や新右衛門方
（（ （（（ 佐倉田町 下総国 三右衛門 東京新町 赤坂 戻り
（（ （（（ 東京本石町四丁目 清吉 成田 下総国 参詣行
（（ （（（ （和泉国日根郡に藩庁） 餌鳥香 吉水藩（吉見藩） 上総中嶋御陣屋 望陀郡中島村
（（ （（（ 佐原上中町 下総国 栄助 東京松嶋町大工利助 戻り
（（ （（（ 布川村 （下総国相馬郡） 彦右衛門・新蔵 名主清作下 東京小網町三丁目布川屋庄左衛門 戻り
（（ （（（ 下総佐原町 清見屋利右衛門 行徳河岸伊勢屋治右衛門 東京小網町三丁目 供壱人
（（ （（（ 東京草屋町 東京草屋町？ 長兵衛 上サ夷隅郡大楠村岩瀬権之丞方
（（ （（（ 武州足立郡深谷村 馬之助 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（9 東京小網町 木村又兵衛 中山 下総国 参詣
（（ （（0 下総国印幡郡布川村 相馬郡 幸右衛門 東京小網町布川屋 戻り
（（ （（（ 常州行方郡板古村 潮来村 佐助 東京□會所
（（ （（（ 印幡郡龍福寺村 下総国，竜腹寺村 平作 東京淀藩邸 （支配知事邸）
（（ （（（ 香取郡四ツ谷村 下総国 新左衛門 東京馬喰町下サ屋又左衛門方
（（ （（（ 東京御舩蔵町 深川御船蔵前町 新左衛門 上サ登戸村長八 下総国（国名間違い） 戻り
（（ （（（ 東京亀嶋町 和田屋三右衛門 布川村住吉屋平吉方 （（/（0 № （（より下総国）
（（ （（（ 相馬郡押戸村 下総国 清右衛門 東京住吉町上州屋幸治郎 深川 戻り
（（ （（（ 下野麻沼 安蘇郡浅沼村 才兵衛 佐原町新嶋屋定八方 下総国
（（ （（（ 東京小梅村 武蔵国葛飾郡 常七 上サ東金長蔵方 戻り 外壱人
（（ （（9 千葉郡行々林村 下総国 久右衛門 八幡町 （下総か上総か不明） 戻り
（（ （（0 下総佐原宿 玉沢清兵衛 東京箱崎佐原屋政兵衛方
（（ （（（ 越中新川郡水橋村 （東・西・水橋中村あり） 甚蔵 舟橋鯉屋 下総国 戻り
（（ （（（ 東京牛込佃戸町一番地所 津久戸町 作次郎 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
（（ （（（ 越後国柏崎織江村 利左衛門・津右衛門 名主市左衛門下 上サ九十九里中里村五左衛門 戻り
（（ （（（ 下総国匝瑳郡春海村 茂兵衛 名主甚一郎下 東京四日市伊豆屋藤四郎 （霊岸島四日市町） 戻り
（（ （（（ 下総国千葉郡加織村 加曾利村 仁右衛門 名主傳左衛門下 東京馬喰町弐丁目伊豆屋藤四郎 戻り
（（ （（（ 常州信太郡江戸崎村 吉兵衛 名主伊助下 東京小網町鍋屋富五郎 行
（（ （（（ 越後国仮羽郡女谷村 苅羽郡 清吉・米吉 名主庄兵衛下 上総国市松村次郎右衛門 （一ツ松村） 戻り
（（ （（（ 上州群馬郡高崎宿 孫八・宇一郎・林平 名主重兵衛下 常州阿波大杉 参詣ニ行
（（ （（9 下総国相馬郡泉村 四郎兵衛 名主平兵衛下 八幡町下総屋 （下総か上総か不明） 行
（（ （（0 常州新治郡石岡村 半兵衛・清十郎 名主彦太郎下 東京赤坂新町四本屋儀兵衛 行
（（ （（（ 東京深川久留米町 量蔵 家主金蔵店 佐原兵右衛門 下総国 行
（（ （（（ 下総国印幡郡布佐村 相馬郡 徳右衛門 東京本所二ツ目家主茂兵衛 戻り
（（ （（（ 東京浅草安部川 阿部川町 取兵衛 家主政吉店 常州大徳村八兵衛 戻り
（（ （（（ 下総国香取郡下小深村 小浮村 茂兵衛 名主 東京浅草御春見居 御春見居？ 戻り
（（ （（（ 東京芝門前 市兵衛 家主伴吉店 下サ寒川丸屋源左衛門 戻り
（（ （（（ 東京芝金杉 加源太 家主長兵衛店 下サ寒川丸屋源左衛門 戻り
（（ （（（ 下総国相馬郡布川村 惣助 名主栄次郎下 東京本町三丁目山田屋喜兵衛 行 外弐人
（（ （（（ 上総夷隅郡矢上村 （谷上村） 幸右衛門 東京愛宕下松平甲斐守様屋敷 （大和郡山藩知事邸） 女弐人
（（ （（9 東京田端村 武蔵国豊嶋郡 安治郎 上サ菊間田辺貞躰 戻り
（（ （（0 下総埴生郡北篇た 北辺田村 多左衛門 箱崎二丁目龍ヶ崎屋勘兵衛方 東京 戻り
（（ （（（ （安房国長狭郡に藩庁） 波多安蔵（（/（№9（にも記録あり）花房藩 東京屋敷
（（ （（（ 佐倉藩管轄所登戸村 下総国千葉郡 幸助 東京川口町鈴木屋幸助方 霊岸島
（（ （（（ 相馬郡手賀村 下総国 庄右衛門 東京本所□木橋植村専之助方 （旧旗本手賀村旧領主植村権六の子孫カ）
（（ （（（ 上州沢田 （吾妻郡沢渡村，上・下村あり）忠兵衛 鹿嶋様 常陸国 参詣戻り
（（ （（（ 東京小舩町弐丁目六番地所 小舟町 徳次郎・長五郎 家持 銚子餌屋卯月正蔵方 下総国 戻り
（（ （（（ 上州大間々 山田郡大間々町 四郎次・久七 成田 下総国 参詣行
（（ （（（ 常州居切村 鹿嶋郡 庄次郎 西性院 戻り
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（（ （（（ （上総国武射郡に藩庁） 中根直一 松尾藩 本藩 上総国武射郡松尾 戻り
（（ （（9 東京小網町弐丁目 木村又兵衛 中山 下総国 参詣戻り
（（ （（0 上総市原郡五井村 庄兵衛 東京堀留町松本次兵衛方
（（ （（（ 武州狛摩郡新堀村 高麗郡 与八・小太郎 成田 下総国 参詣行
（（ （（（ 東京荒井町 北本所荒井町 埼玉屋茂兵衛・駒吉 下サ布佐村甚五兵衛 戻り
（（ （（（ 東京大傳馬町壱丁目 善五郎 銚子鶴屋九右衛門 下総国 （銚子）より
（（ （（（ （下総国に藩庁）　 桜井義 佐倉御藩権少属 東京邸
（（ （（（ 武州足立郡新兵衛新田 政次郎・安之助 九十九里蓮沼村八左衛門方 上総国武射郡
（（ （（（ 相馬郡門倉村 下総国相馬郡門倉村？ 門倉宗右衛門 鈴木町木村市三郎方 東京 外弐人
（（ （（（ 上総埴生郡岩川村 久三郎 名主喜右衛門下 神田下 東京
（（ （（（ 下総香取郡小見川在下小川村 高岡長左衛門 東京高縄北町大工勇助方 芝高輪
（（ （（9 下総岡田郡古間木村 新右衛門 東京馬喰町壱丁目豊田屋長吉方 戻り
（（ （90‐（ 上総木更津在上馬田村 望陀郡上馬田村？ 金一郎 名主 東京佐久間町松野屋豊蔵方 神田
（（ （90‐（ 上総木更津在上馬田村 望陀郡上馬田村？ 惣助
（（ （9（ 下総国香取郡滑川村 三郎右衛門 名主専右衛門下 東京小川町淀藩邸 神田，（支配知事邸） 戻り
（（ （9（ 越後柏崎在爪村 苅羽郡（灰爪村） 勇蔵 上サ長田村万右衛門 戻り
（（ （9（ 常州河内郡大徳村 縣□屋忠平・大野金左衛門 東京箱崎龍ヶ崎屋勘兵衛 戻り
（（ （9（ 武州埼玉郡浮塚村 藤五郎・團次郎・彦兵衛・七蔵 名主仁平下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （9（ 上総夷隅郡福原村 甚兵衛 名主三郎左衛門下 東京日本橋寅屋源八方
（（ （9（ 治郎兵衛 岩槻藩 国元 武蔵国 病養帰り
（（ （9（ 中仙道蕨宿 武蔵国，中山道 半次郎・長三郎 成田山 下総国 参詣行
（（ （9（ 東京神田大工町 石川善三郎 佐倉平田留次郎方 下総国
（（ （99 下総埴生郡北篇た 北辺田村 彦兵衛 東京日本橋鳥屋方
（（ （00 千葉郡小池村 下総国 庄兵衛・久右衛門 名主松五郎下 東京日本橋魚屋渡世者
（（ （0（ 中仙道蕨宿 武蔵国，中山道 小宮増蔵 成田 下総国 参詣行
（（ （0（ 甲府廣澤寺町 甲斐国 吉兵衛 銚子本所柳屋作一郎方 下総国海上郡本城村 戻り
（（ （0（ 東京新材木町 栄助 繁治郎地借 舩橋宿森田屋善兵衛方 下総国
（（ （0（ 東京中橋南傳馬町 千葉堂幸助 上サ酒井 武射郡境村 賣薬商賣戻り

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （ 武州足立郡淡須村 武蔵国葛飾郡淡之須村 留二郎 百性 成田山 下総国 参詣行 外四人
（（ （‐（ 武州葛飾郡戸ヶ崎村 伊兵衛 名主 成田山 下総国 参詣行戻り 外二人
（（ （‐（ 武州葛飾郡戸ヶ崎村 文蔵 成田山 下総国 参詣行戻り
（（ （ 武州新座郡館村 庄蔵・金治郎・五郎兵衛 成田山 下総国 参詣戻り
（（ （ 下総国香取郡佐原村 八十七 名主平左衛門支配 東京小網町大坂屋 戻り
（（ （ 東京本所□井町 （荒井・松井？） 源八 儀八店 成田山 下総国 参詣行帰り
（（ （ 伊豆国嘉茂郡地蔵堂村 惣左衛門・幸兵衛 名主次左衛門支配 下サ中山 参詣行戻り
（（ （ 安房平郡□□村 久右衛門 小飛頭（鳶頭） 加嘉番人・□□弐人・葛山□
（（ （ 上総国望陸郡久留里藩支配所真里谷村 望陀郡 花咲栄郎路
（（ 9 下総国猿島郡沓掛村 木村五右衛門
（（ （0 下総国相馬郡布川村 九郎左衛門 百性 東京浅草 行
（（ （（ 下総国海上郡飯沼村 傳右衛門 名主 東京表茅場町常陸屋徳三郎 帰り
（（ （（‐（ 常州河内郡大徳村 傳左衛門 名主 三峯山 武蔵国 参詣戻り
（（ （（‐（ 常州河内郡大徳村 清兵衛・長左衛門 三峯山 武蔵国 参詣戻り
（（ （（‐（ 下総国千葉郡園尾村 園生村 平左衛門 名主 東京茅町弐丁目下り蓑屋専八 浅草 戻り
（（ （（‐（ 下総国千葉郡園尾村 園生村 兵三郎 東京茅町弐丁目下り蓑屋専八 浅草 戻り
（（ （（ 東京赤坂表傳馬町弐丁目三番地所 亥ノ口三重郎 成田 下総国 参詣行戻り
（（ （（ 下総国印旛郡木颪岸 木下河岸 勇二郎 名主半蔵支配 東京箱崎町龍ヶ崎屋勘兵衛 戻り
（（ （（ 武州足立郡千住嘉門宿 掃部宿 重左衛門 名主喜右衛門支配 成田山 下総国 参詣ニ行
（（ （（ 下総国印旛郡尾上村 半兵衛 名主仁左衛門支配 東京馬喰町二丁目庄内屋半兵衛 行
（（ （（ 東京橘町壱丁目四番地所 前屋伊兵衛 下総国舩橋五日市彦四郎方 行
（（ （9‐（ 武州足立郡古千谷村 伊左衛門 組頭 成田山 下総国 参詣ニ行
（（ （9‐（ 武州足立郡古千谷村 蓑二郎・八市 成田山 下総国 参詣ニ行
（（ （0 下総国埴生郡上町 下総国埴生郡上町？ 友五郎 名主紋太郎支配 松戸小山前旅屋太郎兵衛 下総国 行

●明治 （ 年 （ 月 （ 日
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月 （（ （（ 東京本所五ッ目五番地所 実吉 下サ柏井村伊左衛門方 行

（（ （（ 下総国葛飾郡番匠目村 番匠免村 与蔵 下総国佐倉榎町鎌倉屋 行
（（ （（ 下総国匝瑳郡冨谷村 清兵衛 名主紀兵衛支配 東京下谷申岡町瀧井亀三郎 龍岡町 行
（（ （（ 下総国海上郡幸谷村 荒野村 寅吉 名主清左衛門支配 東京小網町長嶋屋吉兵衛 行
（（ （（ （駿河国に藩庁） 小沼三五郎 静岡藩 印鑑持参
（（ （（ 上総国長柄郡一ッ松ノ中里村 平まつ 名主太兵衛支配 東京都軽屋敷 津軽，

（弘前藩知事邸）
行

（（ （（ 武州足立郡千住宿壱丁目 伊せ屋勘兵衛店弥吉使 佐倉中村権左衛門 下総国 行
（（ （（ 上総国市原郡八幡村 彦兵衛 名主清二郎支配 千住宿河原柏屋作二郎 武蔵国 行
（（ （9 武州葛飾郡二合半領半田村 定左衛門・徳二郎 成田山 下総国 参詣行帰り
（（ （0 奥州仙臺石牧村 陸前国牡鹿郡石巻村 佐蔵・倉吉・長二郎 名主八左衛門支配 銚子達志や新六 下総国 戻り 外四人
（（ （（‐（ 武州葛飾郡叶町村 武州葛飾郡叶町村？ 清三郎 名主金左衛門支配　組頭 成田山 下総国 参詣行戻り
（（ （（‐（ 武州葛飾郡叶町村 武州葛飾郡叶町村？ 甚太郎・幸吉 名主金左衛門支配　百性 成田山 下総国 参詣行戻り
（（ （（ 下総国相馬郡布川村 清吉 名主与惣左衛門支配　百性 東京横山町壱丁目池田屋庄蔵 戻り
（（ （（ 越後国刈場郡折井村 苅羽郡折居村 仁作・専太郎 名主市左衛門支配 上総国一之宮下ノ原佐左衛門方 行
（（ （（ 下総国香取郡佐賀村 （坂村） 喜三郎 名主菊兵衛支配 東京京橋新富町大工助三郎 行
（（ （（ 東京禮岸嶌川口町六番地所 霊岸島 繁松 下総国北邊多松屋金二郎 埴生郡北辺田村 行
（（ （（ 武州品川臺町 祭之助・岩吉 常陸幸田庭原本蔵 河内郡幸田村 行
（（ （（ 下総国相馬郡布川村 孫兵衛 名主六兵衛支配 東京小網町三丁目布川や庄左衛門 帰り
（（ （（ 東京日本橋本船町壱番地所 常吉・勘三郎 鹿嶋郡清水村勘三郎 常陸国 行
（（ （9 常州筑波郡柳原村 長吉 中山鬼子母神 下総国 参詣ニ行
（（ （0 下総国海上郡新尾井村 新生村 惣助 名主話四郎支配 東京日本橋 戻り
（（ （（ 下総国香取郡田邊村 清兵衛 名主金兵衛支配 東京小網町三丁目 戻り 老母壱人
（（ （（ 武州葛飾郡飯塚村 梅蔵・多右衛門 名主繁市郎支配 成田山 下総国 参詣ニ行戻り
（（ （（ 勢州満間嶽 井崎文左衛門 東京源町八幡社 行 （伊勢国と東京間の通行不明）
（（ （（ 東京神田小柳町 箸や伊助 下総布川邊 行
（（ （（ 上野国那波郡真水河村 馬見塚村 重二郎・傳二郎・多作 松尾藩屋敷 （上総国，知事邸） 行
（（ （（ 常州河内郡源水田村 源清田村 又左衛門 名主次郎三郎支配 加奈川邊 武蔵国神奈川 行戻り
（（ （（ 房州安房郡幸村 惣吉 名主芝蔵支配 銚子邊 下総国 行
（（ （（ 横浜姿見町 武蔵国 小坂源蔵・熊吉・金三郎 銚子邊 下総国 行
（（ （9 上総国市原郡八幡村 磯吉 名主嘉一郎支配 葛西邊 武蔵国 行
（（ （0 下総国葛飾郡清水村 亥兵衛 名主傳左衛門支配 正伯村仁兵衛方 下総国 行戻り
（（ （（ 東京浅草瓦町六番地所 玄次郎 千葉 下総国 戻り
（（ （（ 御石場 長谷川傳右衛門 下サ佐原邊 川魚御用
（（ （（ 東京立花町三丁目拾四番地所 橘町 与兵衛 道野邊長右衛門 下総国 戻り
（（ （（ 東京亀嶋町 善吉 家主秋山周蔵店 下サ市川炭屋野治郎 戻り
（（ （（ 武州才玉郡新川通野村 埼玉郡新川通村 名主要太郎支配 佐倉役所 下総国，

（支配佐倉藩知事役所）
行 外壱人

（（ （（ 越中伊水郡渡波村 射水郡砺波村 伊勢吉 名主藤右衛門下 東京馬喰町熊谷屋忠兵衛 行
（（ （（ 下総国香取郡幸崎村 神崎村 勘右衛門 名主四郎左衛門支配 横浜弁天通松二郎 武蔵国 行 外壱人
（（ （（ 上総国長柄郡曽利金村 剃金村 傳兵衛 名主杢左衛門下 東京本舟町半七 戻り
（（ （9 常州鹿嶋郡大舟津村 庄八 名主利右衛門支配 東京室町壱丁目近江屋半五郎 行
（（ （0‐（ 下総国千葉郡曽我野村 須田屋亀吉 名主重右衛門支配 東京本所太平町清五郎 戻り
（（ （0‐（ 下総国千葉郡曽我野村 熊吉 須田屋亀吉召仕 東京本所太平町清五郎 戻り
（（ （（ 上総国山辺郡小□土村 （小食土村） 栄次郎 名主政四郎下 東京小網町相模屋 行
（（ （（‐（ 武州豊嶋郡上尾村 清八郎 名主 成田 下総国 参詣戻り 外三人
（（ （（‐（ 武州豊嶋郡上尾村 八五郎・岩七 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 下総国千葉郡平山村 勘左衛門 名主丈之丞支配 東京 行
（（ （（ 東京冨木波町 常盤町 庄八郎 東京小川町川村甚左衛門方 神田 行
（（ （（ 下総国猿嶌郡境町 江州屋六郎左衛門 舩橋邊 下総国 行
（（ （（ 常州河内郡源水多村 源清田村 忠兵衛 名主次三郎下 東京馬食町近江や善兵衛 戻り
（（ （（ 東京深川大工町 平五郎 家主友二郎使　 下サ別庄村 印旛郡別所村 行
（（ （（‐（ 上総国山辺郡植草村 重右衛門 名主 東京 戻り
（（ （（‐（ 上総国山辺郡植草村 頼二郎 東京 戻り
（（ （9 （下総国） 實川正九郎 開墾局添 東京邊 行
（（ （0 武州多麻郡田畑村 文治郎・辰五郎・茂吉 名主折右衛門下 成田山 下総国 参詣行
（（ （（ 東京初仁町弐丁目 初仁町？ 三治郎 上総国作田村 行 外壱人
（（ （（ 下総国印幡郡小林村 源左衛門 名主多兵衛下　百性 東京汐町大工町邊 行
（（ （（ 上総国埴生郡上長吉村 孫左衛門 名主惣兵衛支配 東京下谷同方町吉太郎 同朋町 行戻り
（（ （（ 東京浅草田町 重吉 源蔵店 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 下総国相馬郡市部村 市部村？ 源蔵・清兵衛 名主喜右衛門下 葛西叶町 武蔵国，叶町？ 行
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（（ （（ 下総国相馬郡中居村 仁左衛門 名主市左衛門支配 行徳中川屋 下総国 行 外壱人
（（ （（ 紀州海士郡嘉多浦村 （海部郡加太浦村） 角兵衛 名主源助支配 下サ舩橋佐渡屋 行
（（ （（ 常州河内郡龍ヶ崎村 仁三郎・勘助 名主俣治郎支配 箱崎 東京 行
（（ （9 常州河内郡根本村 助四郎 名主彦兵衛下 東京小網町鍋屋冨五郎 行
（（ （0 武州葛飾郡原村 文左衛門 名主冨五郎下 成田山 下総国 参詣戻り 外弐人
（（ （（ 東京箱崎弐丁目 岡田屋卯兵衛・勇之助 成田山 下総国 参詣行
（（ （（ 上総国九十九里村 （九十九里村はない） 善吉 名主弥兵衛下 下サ松戸宿徳右衛門 行 供壱人
（（ （（ 東京神田大工町 善三郎 家主善兵衛店 下サ鎌ヶ谷 行
（（ （（ （上総国に藩庁） 村松銀蔵・森山太吉 松尾藩 御印鑑持参仕候
（（ （（ 下総国香取郡滑川宿 定兵衛 名主太右衛門支配 東京本□□衛門町常州屋幸右衛門 行
（（ （（ 下総国香取郡高倉村上保村 植房村 大助 名主幸左衛門下 東京大塚由兵衛 戻り
（（ （（ 下総国埴生郡北部多村 北辺田村 由之助 名主高太郎下 東京本町弐丁目飯田勇造 行
（（ （（ 常州信太郡松山村 長兵衛 名主佐右衛門下 東京本町三丁目小西利左衛門 行
（（ （9 房州平郡□□邨 小屋頭久右衛門抱番非人・

本縄付□人囚人弐人
東京浅草新町直樹役所 （弾役所） 差立

（烏山藩の囚人送り）
（№７と関連）

（（ 90 東京京橋金六町七番地所 栄吉・彦太郎・富五郎 建具屋 上総国八幡町建具屋 行
（（ 9（ 武州多麻郡砂川村 市郎右衛門・万之丞 名主源五左衛門下 上総国一ノ宮中原村 長柄郡 戻り
（（ 9（ 岩城国石川郡曽尾里村 磐城国双里村 勝蔵・忠五郎 名主傳之助下 舩橋小川屋伊兵衛 下総国 戻り
（（ 9（ 東京麻布笄橋町 笄町 民助・松五郎 家主清七店 下サ岩富長次郎 印旛郡岩富村 行
（（ 9（‐（ 上総国山辺郡宮谷縣内 宮谷県 加藤新平 名主
（（ 9（‐（ 上総国山辺郡宮谷縣内 宮谷県 喜三郎
（（ 9（ 下総国印幡郡酒戸村 坂戸村 名主善四郎下　才福寺隠居 奥戸新田専念寺 武州葛飾郡 行
（（ 9（ （下総国香取郡に藩庁）仲村代作 小見川藩
（（ 9（ 武州立花郡長尾村 橘郡 伊兵衛 名主新左衛門下 成田 下総国 参詣ニ行 供壱人
（（ 9（ 東京吹屋町 葺屋町 惣蔵 竹三郎地 下総国香取郡新河岸清左衛門方 戻り
（（ 99 武州足立郡青木村 （上・下村あり） 茂左衛門 名主新八郎支配　百性 下サ成田山 参詣行戻り
（（ （00 武州足立郡西堀村 惣吉・熊二郎 名主平治郎下 成田山 下総国 参詣戻り
（（ （0（ 武州足立郡六次村 六ツ木村 喜三郎 名主文治郎下 成田山 下総国 参詣戻り
（（ （0（ 下総国埴生郡堀内村 忠左衛門 名主孫右衛門下 東京浅草 戻り
（（ （0（ 武州埼玉郡嘉酒壁村 春日部村 三五郎・庄八 名主亀重郎支配 成田山 下総国 参詣行戻り 外四人

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （ 常州鹿嶋郡鹿嶋村 貞吉 名主高安清左衛門支配 東京小網町行徳川岸金子三左衛門 小網町三丁目 戻り
（（ （ 武州玉郡成木村 多摩郡 中原久助 名主平兵衛支配 上総邊 賣用之戻り
（（ （ 常州龍崎村 龍ヶ崎村 源兵衛 名主佐兵衛支配 三峯山 武蔵国 参詣之戻り
（（ （ 下総千葉郡和郎北村 和郎北村？ 八右衛門 名主善兵衛支配 下総曽谷村 返り
（（ （ 東京下谷上町弐拾四ばん 七兵衛 成田山 下総国 参詣より返り
（（ （ 武州葛飾郡川端村 勝五郎 名主金蔵支配 山蔵 （下総国香取郡山倉村山倉神社） 参詣ニ行
（（ （ 下総香取郡西大塚村 三郎右衛門 名主清右衛門支配 東京小網町行徳川岸伊勢屋治右衛門 小網町三丁目 戻り
（（ （ 武州埼玉郡大間村 富五郎 名主鎌之助支配 成田山 下総国 参詣より戻り 外三人
（（ 9 武州葛飾郡飯塚村 新左衛門・松吉 名主繁一郎支配 成田山 下総国 参詣より戻り 外三人
（（ （0 武州半三郡中脊村 半三郡中脊村？ 善左衛門 名主三郎兵衛支配 成田山 下総国 参詣より戻り
（（ （（ 武蔵国埼玉郡間奈板村 上真名板村 傳蔵・佐十郎・勇治郎 名主利三郎支配 成田山 下総国 参詣より戻り
（（ （（ 武州埼玉郡八丈領河原曽根村 瓦曾根村 孫左衛門・新六 名主彦右衛門支配 成田山 下総国 参詣より戻り 外弐人
（（ （（ 武州埼玉郡大澤町 山口屋与左衛門 名主喜兵衛支配 成田山 下総国 参詣より戻り
（（ （（ 東京田所町拾五ばん地所 菱屋幸八 小金三崎 下総国三咲（開墾地） 戻り
（（ （（ 常州阿場 阿波村 和泉屋宗兵衛 名主権右衛門支配 東京小網町鍋屋富五郎 行
（（ （（ 下総葛飾郡古河宿 茂吉 名主斉藤才二 成田山 下総国 行
（（ （（ 下総国海上郡銚子荒野村 平兵衛・政七 名主清左衛門支配 東京小網町長嶋屋平（兵）右衛門 戻り 外弐人
（（ （（ 東京日本橋通二丁目弐番地所 鍋屋武兵衛 上総佐原梅屋嘉兵衛 行
（（ （9 日本橋表町十四番借地 東京 鍋作 菊間領御陣屋 上総国，（菊間藩陣屋） 行
（（ （0 武州足立郡芝村 梅吉 名主伊兵衛支配
（（ （（ 上総国長柄郡茂原村 又七・利兵衛 名主角兵衛支配 古四ケ谷木屋銀兵衛 武蔵国越ヶ谷 行 外四人
（（ （（ 本所四ツ目茅場町五番組壱番一丁目 東京 豊吉 舩橋加藤 下総国 行

●明治 （ 年 （ 月 （ 日
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月 （（ （（ 上総国長柄郡国府村 新次郎 金一郎支配 上サ屋太兵衛 （（/（ №90より東京堀江町 （ 丁目） 行

（（ （（‐（ 下総長柄郡力丸村 孫一郎 名主 三峯山 武蔵国 行
（（ （（‐（ 下総長柄郡力丸村 源蔵・清二 三峯山 武蔵国 行
（（ （（ （東京） 新三郎 神田明神地守 佐原本宿大松屋大郎兵衛 下総国 行 外四人
（（ （（‐（ 武州足立郡小右衛門新田 小右衛門 名主 成田山 下総国 行
（（ （（‐（ 武州足立郡小右衛門新田 千蔵・四郎兵衛 成田山 下総国 行
（（ （（ 下総香取郡川尾村 宗兵衛 名主太右衛門支配 三峯山 武蔵国 行
（（ （（ 下総印幡郡龍福寺村 竜腹寺村 平作 善太郎支配 東京淀藩御屋敷 （支配知事邸） 戻り
（（ （9 上総居隅郡長者町 夷隅郡 市三郎 金七支配 東京四ヶ市伊勢屋文六方 （霊岸島四日市町） 行
（（ （0 上総居隅郡白木町 夷隅郡 幸七 名主仁兵衛支配 東京馬喰町二丁目大坂屋武左衛門 行
（（ （（ 越後国頚城郡川谷村 為吉・萬蔵 名主佐左衛門支配 上サ国大瀧村酒田屋岩蔵 大多喜村 戻り
（（ （（ 東京本石六丁目六番地所 本石町 廣助 木下し 下総国（木下河岸） 賣用行
（（ （（ 東京花川戸二十三番地所 浅草 川越屋宗助 成田山 下総国 参詣行
（（ （（ （下総国に分領） 武藤三蔵 淀藩 東京 戻り
（（ （（ 上総隅郡笈野村 夷隅郡笈野村？ 孫左衛門 十郎右衛門支配 小網町二丁目伊勢屋喜右衛門 東京 行
（（ （（ 上総国隅郡榎澤村 夷隅郡 長右衛門 名主八右衛門支配 東京佐熊町二丁目上総屋米蔵 神田佐久間町 行
（（ （（ 上総国隅郡下大多喜村 夷隅郡 治郎吉 名主小左衛門支配 駿河臺屋敷 東京神田，（支配大多喜藩知事邸） 行
（（ （（ 東京浅草橋場町百三十五ばん地所 七蔵 上総深堀村喜兵衛 戻り
（（ （9‐（ 下総相馬郡奥山村 清兵衛 名主 東京馬喰町大黒屋 行
（（ （9‐（ 下総相馬郡奥山村 藤右衛門 東京馬喰町大黒屋 行
（（ （0‐（ 下総印幡郡小倉村 政五郎 名主 東京両国鶴文 行
（（ （0‐（ 下総印幡郡小倉村 儀助 東京両国鶴文 行
（（ （（ 木下し宿 下総国，（木下河岸） 勘兵衛・平五郎 名主半九郎支配 東京小網町浦川屋庄左衛門 戻り
（（ （（ 上総国居隅郡小濱村 夷隅郡小浜村？ 治兵衛・久二郎 名主小三郎支配 東京深川 行
（（ （（‐（ 越後国苅和郡藤尾村 苅羽郡　 清次郎 名主 上総名殿村三郎兵衛 望陀郡 戻り
（（ （（‐（ 越後国苅和郡藤尾村 苅羽郡 喜助 上総名殿村三郎兵衛 望陀郡 戻り
（（ （（‐（ 越後国苅和郡打居村 苅羽郡 市左衛門 名主 上サ市之宮本郷村惣兵衛 一之宮 行
（（ （（‐（ 越後国苅和郡打居村 苅羽郡 国吉 上サ市之宮本郷村惣兵衛 一之宮 行
（（ （（ 東京馬喰町三丁目 嶋崎屋千太郎 成田山 下総国 行
（（ （（ 武州足立郡 和泉屋千蔵 成田山 下総国 行
（（ （（‐（ 下総国香取郡新里村 忠三郎 名主 東京小網町大坂屋惣兵衛 行 外壱人
（（ （（‐（ 下総国香取郡新里村 源助 東京小網町大坂屋惣兵衛 行
（（ （（ 東京道具町弐番 道具町？ 与七 上サ一之宮傳兵衛 行
（（ （9‐（ 本所林町四丁目十二番 東京 西裏 家主 成田山 下総国 参詣行
（（ （9‐（ 本所林町四丁目十二番 東京 藤吉 成田山 下総国 参詣行
（（ （0‐（ 武足立郡羽土谷宿 武蔵国，鳩ヶ谷宿 吉二郎 名主 芝山二王 上総国 参詣行
（（ （0‐（ 武足立郡羽土谷宿 武蔵国，鳩ヶ谷宿 粂吉 芝山二王 上総国 参詣行
（（ （（‐（ 武州足立郡横曽根村 六郎左衛門 名主 成田山 下総国 参詣
（（ （（‐（ 武州足立郡横曽根村 傳八・弥太郎 成田山 下総国 参詣
（（ （（‐（ 下総相馬郡早尾村 喜平 名主 東京司藤田 東京司藤田？ 行
（（ （（‐（ 下総相馬郡早尾村 新介 東京司藤田 東京司藤田？ 行
（（ （（ 東京浅草三軒町四十一番地所 三間町 太助 取見村新左衛門 取見村？ 行
（（ （（ 東京浅草山谷町十番地所 重蔵 舩橋海神 下総国
（（ （（‐（ 下総印幡郡瀧村 滝村 久左衛門 名主 東京高橋米屋利太郎 深川 行
（（ （（‐（ 下総印幡郡瀧村 滝村 新平 東京高橋米屋利太郎 深川 行
（（ （（‐（ 武州豊嶋郡志村 藤右衛門 名主 成田山 下総国 参詣行 外九人
（（ （（‐（ 武州豊嶋郡志村 武平・定左衛門 成田山 下総国 参詣行
（（ （（‐（ 中仙道 中山道 仙左衛門 名主 成田山 下総国 参詣
（（ （（‐（ 中仙道 中山道 政吉 成田山 下総国 参詣
（（ （（‐（ 武州豊嶋郡下板橋宿 宇兵衛 名主 成田 下総国 参詣行
（（ （（‐（ 武州豊嶋郡下板橋宿 清八 成田 下総国 参詣行
（（ （9‐（ 武州大里郡熊ヶ谷宿 竹沢萬平 名主 成田 下総国 参詣行
（（ （9‐（ 武州大里郡熊ヶ谷宿 梅屋傳兵衛・傳蔵 成田 下総国 参詣行
（（ （0‐（ 二合半 武蔵国 又四郎 名主 舩橋宿源蔵 下総国 行
（（ （0‐（ 二合半 武蔵国 金平 舩橋宿源蔵 下総国 行
（（ （（‐（ 武州葛飾郡駒形村 彦左衛門 名主 成田山 下総国 参詣行 外壱人
（（ （（‐（ 武州葛飾郡駒形村 長右衛門 成田山 下総国 参詣行
（（ （（‐（ 越中加賀領居水郡脇方村 射水郡 清兵衛 名主 賣用
（（ （（‐（ 越中加賀領居水郡脇方村 射水郡 清六 賣用
（（ （（‐（ 上総一之宮 庄助 名主 東京材木町市兵衛 神田 行
（（ （（‐（ 上総一之宮 平九郎 東京材木町市兵衛 神田 行
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （ 中千道王ら飛宿 武蔵国，中山道蕨宿 新兵衛・藤次郎 名主嘉兵衛支配 成田山 下総国 参詣返り 外壱人
（（ （ 東京深川高橋三番地所 金次郎 上総国一之宮福嶋屋勘四郎 返り
（（ （ 上総夷隅郡串濱村 安五郎 名主治右衛門支配 岩附酒井徳仁 武蔵国岩槻 行
（（ （ 下総国相嵯郡八日市場 匝瑳郡 銀兵衛 名主仁右衛門支配 東京堀井町釜屋利右衛門 （堀江町） 行
（（ （ 武州駒郡大河原村 高麗郡 甚平 名主重左衛門支配 成田 下総国 参詣返り 外三人
（（ （ 武州足立郡土橋村 長三郎・半二郎 名主嘉兵衛支配 成田山 下総国 参詣返り
（（ （ 常州信田郡安中村 信太郡安中村？ 膳兵衛 名主兵左衛門支配 東京浅草井上忠三郎 返り
（（ （ 東京本所新井村一番地所 直吉 房州 賣用ニ行
（（ 9 下総国埴生郡北邊田村 与四郎 名主高太郎支配 東京日本橋行徳河岸大坂屋惣右衛門 小網町三丁目 返り
（（ （0 下総国香取郡佐原村 銀兵衛・栄助 名主茂左衛門支配 東京箱崎佐原屋庄兵衛 返り
（（ （（ 野州安蘇郡佐野井ふし村 富士村 幸七 名主清三郎支配 舟橋宿大和屋佐兵衛 下総国 行
（（ （（ 下総印幡郡平岡村 八郎左衛門・源左衛門 名主伊左衛門支配 東海道大森村吉本屋幸蔵 東京 返り
（（ （（ 武州埼玉郡増森村 彦市郎 名主三右衛門支配 成田 下総国 参詣返り
（（ （（ （下総国に藩庁） 廣山請作 佐倉藩
（（ （（ 野州宇津野宮杉原町 太助 名主鶴吉支配 中山 下総国 参詣行 外三人
（（ （（ 下総印幡郡木下村 六兵衛 名主半右衛門支配 東京明神地内家主源蔵 （神田） 返り
（（ （（ 武州築気郡形平村 都筑郡片平村 喜重郎 名主助治郎支配 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （（ 東京内神田留松町三番地所 神田富松町 与三郎 下サ銚子本所幸助方 本城村 行
（（ （9 岩木石川郡相利村 磐城国双里村 忠五郎 名主傳兵衛支配 舟橋小川屋 下総国 戻り
（（ （0 羽州羽黒山 羽前国 芳賀正儀
（（ （（ 東京本飯田町五十五番地所 右太郎 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 常州新張郡太田村 新治郡 太左衛門 名主 東京柳橋松本屋幸助 浅草 行
（（ （（ 井戸崎 （常陸国江戸崎村） 大歳寺（大念寺）飛僧 芝 東京 行
（（ （（ 上総国長柄郡小井本村 小榎本村 藤進 名主庄作支配 東京大和町上総屋久二郎 神田 行
（（ （（ 下総国羽布郡江ノ岡村 （埴生郡飯岡村） 平七 名主三左衛門支配 東京両国本町上サ屋嘉右衛門 両国本町？ 戻り
（（ （（ 武州足立郡長右衛門新田 次郎右衛門 名主五左衛門支配　組頭 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （（ 武州足立郡本木村 傳右衛門 名主新八郎支配 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 東京安佐布山本町二十三番地所 麻布 庄五郎 成田 下総国 参詣戻り
（（ （9 下総国香取鏑木村 角兵衛 名主真兵衛支配 東京音羽壱丁目越後屋作蔵 行
（（ （0 越後国勘原郡贄形 （蒲原郡新潟村，東・西村あり） 岡右衛門 名主 石尊 （下総国銚子石尊神社）参詣戻り
（（ （（ （東京） 鈴木清二郎 兵賦所
（（ （（ 武州入間郡川越在堀金村 弥平治・代吉・長治 名主定七支配 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （（ 武州足立郡保木村 保木間村 傳右衛門・次郎右衛門・久左衛門 名主与左衛門支配 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （（ 下総国印幡郡大森之内六軒新田 名主庄蔵支配
（（ （（ 上総埴生郡中善寺村 庄吉 名主孫右衛門支配 東京松本町弐丁目定七 芝 行

●明治 （ 年 （ 月 （ 日

（（ （（‐（ 下総千葉郡泉村 小七 名主 葛西木根川治兵衛 武蔵国葛飾郡（木下川村） 行
（（ （（‐（ 下総千葉郡泉村 善右衛門 葛西木根川治兵衛 武蔵国葛飾郡（木下川村） 行
（（ （（ 信州飯山身之知郡冨倉村 水内郡 新吉 名主庄左衛門支配 下サ布佐大津屋 行
（（ （（‐（ 下総香取郡新川村 清右衛門 名主 東京箱崎二丁目流ヶ崎屋 龍ヶ崎屋 行
（（ （（‐（ 下総香取郡新川村 茂平 東京箱崎二丁目流ヶ崎屋 龍ヶ崎屋 行
（（ （（ 下総羽武郡安飯村 埴生郡安食村 茂兵衛 名主弥一郎支配 東京箱崎二丁目流ヶ崎屋 龍ヶ崎屋 行
（（ （（ 東京神田岩本町五番 吉五郎 舩橋桜屋 下総国 行
（（ （9‐（ 中仙道大宮在本郷村 武蔵国，中山道 新兵衛 名主 成田山 下総国 参詣行
（（ （9‐（ 中仙道大宮在本郷村 武蔵国，中山道 吉右衛門・新二郎 成田山 下総国 参詣行
（（ （0 武州品川本宿一丁目天王前 斧吉 名主岩田支配 上サ姉崎金蔵方 姉ヶ崎村 行 外壱人
（（ （（ 東京芝金杉五番 勇次郎 上サ五位太兵衛 五井村 行
（（ （（‐（ 上総国居隅郡大井谷村 夷隅郡大井谷村？ 所左衛門 名主 東京本石町三丁目大江屋源兵衛 行 外弐人
（（ （（‐（ 上総国居隅郡大井谷村 夷隅郡大井谷村？ 文左衛門 東京本石町三丁目大江屋源兵衛 行
（（ （（ 常州新針郡柿岡村 新治郡 佐兵衛 名主利兵衛支配 御廻米納ニ戻り
（（ （（ 常州新治郡土浦町 儀兵衛 名主惣左衛門組下 管野村弥平 行
（（ （（ 上総国山邊郡臺方村 八郎兵衛・松五郎・千蔵 名主平治郎組下 東京外神田信州屋長兵衛 行
（（ （（ 豆州八丈三ツ目村 八丈島三根村 中右衛門 名主市兵衛支配 小金観音前 （下総国） 戻り
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3
月 （（ （（ 下総国相馬郡布川村 幸右衛門 名主六兵衛支配 東京小網町三丁目布川屋藤右衛門 戻り

（（ （（ 下総国相馬郡奥山村 庄兵衛 名主清四郎支配 東京馬喰町弐丁目大黒屋 戻り
（（ （（ 上総国夷隅郡葛浦町 勝浦 傳兵衛 名主七郎右衛門支配 東京八町堀家主和助店和吉 八丁堀 行
（（ （9 野州宗馬郡佐野宿 塩谷郡 半兵衛・新兵衛 名主伊左衛門支配 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （0 東京深川御舟蔵前二十四番地所 傳四郎 中山地内ニ而屋根屋清右衛門 下総国 行
（（ （（ 東京神田蝋燭町 清兵衛 家主久兵衛店 下総国印幡郡松崎村治左衛門 戻り
（（ （（ 越後かり場郡柏崎在石黒村 苅羽郡 重右衛門 名主 上総長南在本宿長五郎 戻り
（（ （（ 東京吉野町五拾壱番地所 浅草 長右衛門・金五郎 成田 下総国 参詣ニ行 外弐人
（（ （（ 東京赤坂通新町十三番地所 新兵衛 下サ布川村板倉屋十二郎 行
（（ （（ 東京浅草本吉町 元吉町 藤吉 家主太助店 下サ銚子松岸藤兵衛 行
（（ （（ 下総国匝瑳郡八日市場村 忠兵衛・市郎右衛門・半治 名主三郎兵衛支配 東京小網町三丁目大坂屋与惣兵衛 戻り
（（ （（ 上総国夷隅郡大野村 由蔵・嘉吉 名主新次郎支配 下サ金ケ作村久七 行
（（ （（ 武州豊嶋郡西臺村 長四郎・久五郎 名主所左衛門支配 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （9 常州新治郡柿岡村 武助 東京油町喜三郎 （通油町） 行
（（ （0 （上総国に藩庁） 村曹兵衛 松尾藩 印鑑持参
（（ （（ 奥州岩城馬目 磐城国馬目村 宇佐美誠之助 神主
（（ （（ （常陸国に藩庁） 石神精一郎 麻生藩 印鑑持参
（（ （（ 上総国長柄郡一之宮町 太郎左衛門 名主太兵衛支配 東京小網町三丁目天屋直吉 行
（（ （（ 東京下谷金杉三十四番地所 繁左衛門 舟橋宿舟橋屋助二郎 下総国 行
（（ （（ 武州足立郡神迫向村 神迫向村？ 勘右衛門・藤蔵 名主彦左衛門支配 下サ成田 参詣ニ行
（（ （（ 下総国相馬郡布佐村 仙助 名主又左衛門支配 東京小網町行徳河岸長兵衛 小網町三丁目 行
（（ （（ 武州玉郡芋久保村 多摩郡 平次郎 名主勝五郎支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 武州申嶋郡名小屋村 武蔵国申嶋郡名小屋村？ 百蔵 名主勘右衛門支配 中山 下総国 参詣ニ行
（（ （9 （上総国に県庁） 宮作（谷）縣飛脚 東京馬喰町軍代役所 郡代役所 行
（（ （0 下総国相馬郡布川村 新兵衛 名主六兵衛支配 東京深川北森下町源澤伊助 行
（（ （（ 高岡藩支配所上総国山辺郡福俵邨 安川四郎左衛門 在役 東京浅草花川道 花川戸町 戻り
（（ （（ 下総国印幡郡深間村 布鎌村 市右衛門 名主 東京深川松井町大坂屋長兵衛 戻り
（（ （（ 下総国印幡郡布鎌邨 太兵衛 名主市郎左衛門支配 東京本所横川瓦屋右吉 行
（（ （（‐（ 須田利三郎・高野竹左衛門・

楷村忠兵衛・
水戸藩 水戸御屋鋪 （常陸国） 行

（（ （（‐（ 笹目彦八・関政一郎・安川久蔵・ 水戸藩 水戸御屋鋪 （常陸国） 行
（（ （（‐（ 高野子之助・矢野猪之介・

鈴木有太郎
水戸藩 水戸御屋鋪 （常陸国） 行

（（ （（ 武州埼玉郡一ノ割村 十四郎 名主定次郎支配 下サ横見川権右衛門 行
（（ （（ 下総国相馬郡布川村 安右衛門 年寄栄四郎支配 東京室町二丁目鉄屋八右衛門 返り
（（ （（ 武州豊嶋郡中村 仁左衛門・忠右衛門・熊二郎 名主権太右衛門支配 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （（ 武州足立郡沼田村 平重郎・武兵衛・藤蔵 名主庄右衛門支配 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （9 相州三浦郡横須賀村 半右衛門 名主宇平衛支配 下サ銚子高谷通り町大坂屋利助 荒野 行
（（ （0 常州河内郡羽原村 新兵衛 名主倉之助支配 東京小網町二丁目いせや吉二郎 行
（（ （（ 下総国相馬郡羽中村 清右衛門 名主清左衛門支配 東京下谷廣徳前種屋治兵衛 広徳寺 戻り
（（ （（ 上総国市原郡牛久村 岩吉 名主甚太郎支配 横濱 武蔵国 賣用ニ行
（（ （（ 常州河内郡大徳寺村 佐傳治 名主利右衛門支配 東京赤坂溜池山様 溜池山王 行
（（ （（ 東京霊岸嶋舟松町二十七番 （霊岸島は冠さない） 嶋屋惣八 下サ八木ケ谷村茂右衛門 行
（（ （（ 常州河内郡西城村 八十吉・政二郎 名主五郎右衛門支配 東京・成田 下総国 返り，参詣ニ行 外弐人
（（ （（ 下総海上郡銚子本所村 本城村 留五郎・三四郎 名主太郎左衛門支配 東京本所四ツ目泉彦蔵 戻り
（（ （（ 西端藩支配所下総国香取郡津冨浦村 三河国西端藩 丈右衛門
（（ （（ 下総国相馬郡大房村 重左衛門・吉郎兵衛 名主五郎右衛門支配 東京馬喰町三丁目鍵屋仁左衛門 行
（（ （9 常州河内郡龍ヶ崎上町 平左衛門 名主新平支配 東京箱崎龍ヶ崎屋勘兵衛 行
（（ （0 東京本郷西横町 小三郎 家主 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （（ 太田鉄太郎
（（ （（ 東京深川伊勢崎町四十八地所 萬吉 下サ銚子 戻り
（（ （（ 下総国海上郡荒野村 金五郎・藤八 名主清左衛門支配 東京深川運辺大工町銚子屋 海辺大工町 戻り
（（ （（ 東京今道瓦町八番地所 浅草今戸瓦町 彦七 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （（ 下総国香取郡滑川村 定平 名主太郎右衛門支配 東京松井町中屋彦兵衛 本所 戻り
（（ （（ 東京三十九番組上野南大門町 喜三郎 上サ藻原町澤蔵庄助 茂原町 行
（（ （（ 武州葛飾郡二つ松村 （二ツ沼村） 善兵衛 成田山 下総国 参詣戻り
（（ （（ 下総国□上場惣随ノ守首上里 岩瀬忠雄 神宮神宮司管谷従五位内
（（ （9 東京下谷車坂五番地所 亀次郎 上サ山邊郡藤村百性三左衛門 （藤下村） 行
（（ 90 東京本柳原町一番地所 神田本柳原町 荒山権次郎 小野田村玉ノ井八郎左衛門 （下総国千葉郡） 行
（（ 9（ （安房国に藩庁） 羽田安蔵 花輪藩（（/（№（（（より花房藩）
（（ 9（ 東京本町壱丁目三番地所 亀吉・代四郎 常州龍ヶ崎横町いせや甚右衛門 行
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（0ｂ （0 下総国印幡郡坂猶新田村 酒直新田村 儀左衛門 名主儀右衛門支配 鬼越村五郎兵衛方 下総国 行
（0ｂ （（ 武埼玉郡板木戸村 （武蔵国多摩郡榎戸新田） 丑太郎・五右衛門・留吉 名主源蔵支配 成田 下総国 参詣戻り
（0ｂ （（ 武州玉郡西久保村 多摩郡西窪村 藤吉・熊蔵 名主角之助支配 佐原 下総国 商用戻り
（0ｂ （（ 香取郡佐原村 下総国 徳二郎・鉄五郎 名主紋右衛門支配 浅草柳橋町米屋源二郎 東京 戻り
（0ｂ （（ 上総国山部郡大竹村 山辺郡 次郎右衛門 名主孫右衛門支配 千住 武蔵国 戻り
（0ｂ （（ 下総国印幡郡大森村 茂兵衛 名主惣十郎支配 大師河原 武蔵国 戻り
（0ｂ （（ 甲州鶴郡小立村 都留郡 文次郎・良助・彦左衛門 名主清右衛門支配 上総 商賣戻り
（0ｂ （（ 上総山部郡泉村 山辺郡今泉村 嘉右衛門 名主太郎右衛門支配 東京浅草たんすや半七方 行
（0ｂ （（ 越後国かり王郡石黒村 苅羽郡 勘太郎・三太郎 名主十五郎支配 上総横田村酒や倉之助方 戻り
（0ｂ （9 東京本丁壱丁目三番地所 伊勢屋与兵衛 鎌ケ谷宿 下総国 戻り
（0ｂ 90 上総国山部郡肩貝村 山辺郡片貝村 儀兵衛 組頭 東京堀江丁四町目上サ屋太兵衛 行
（0ｂ 9（ 上サ国埴生郡小沢村 初蔵 名主金平支配 東京横山町中村屋市平衛方 行
（0ｂ 9（ 上総国山部今泉村 山辺郡 小平治 名主弥右衛門支配 東京四日市いセや文吉方 （霊岸島四日市町） 行
（0ｂ 9（ 上総国埴生郡長南宿 文吉 名主小八支配 東京小網町上サや太吉方 行
（0ｂ 9（ 上サ埴生郡弥留村 （野牛村） 妙角寺 東京上野寺 行
（0ｂ 9（ 東京小石川竹早町 為蔵 家主辰蔵店 上サ□□□□帯屋甚蔵方 行
（0ｂ 9（ 常州志田郡目出村 信太郡 与右衛門 名主丈右衛門支配 東京小網丁三丁目なべ屋留五郎方 鍋屋富五郎 行
（0ｂ 9（ 武州足立郡嘉兵衛新田村 嘉兵衛 名主 佐倉元町王みや瀧二郎方 下総国 行
（0ｂ 9（ 東京向嶋寺嶋町地方四番組 寺島村 金右衛門・治郎左衛門・弥右衛門 成田 下総国 参詣
（0ｂ 99 上総国埴生郡久畑村 久原村 作平・重七 名主勘四郎支配 東京京橋二丁目総屋平左衛門方 京橋二丁目？ 行 外五人
（0ｂ （00 上総国山邊郡留田村 富田村 連治 名主平左衛門支配 東京青者横丁井上建八 青物横丁
（0ｂ （0（‐（ 下サ香取郡佐原村 茂左衛門 名主 東京糀丁三丁目いせや佐兵衛方 麹町 行
（0ｂ （0（‐（ 下サ香取郡佐原村 勘蔵 東京糀丁三丁目いせや佐兵衛方 麹町 行
（0ｂ （0（ 東京堀留町壱番組二番地所 五郎兵衛 中山鬼子母神 下総国
（0ｂ （0（ 東京本所表丁 吉兵衛 家主右蔵店 成田 下総国 参詣行
（0ｂ （0（ 東京深川十間町 熊吉 飛脚 押砂村百姓源之丞方 （下総か常陸か不明） 行
（0ｂ （0（ 東京本所長岡町十番地所 坂本や幸右衛門 成田 下総国 参詣
（0ｂ （0（ 下サ印幡郡吉田村 治郎兵衛 百姓
（0ｂ （0（‐（ 武州入間郡堀兼村 堀兼新田 定七 名主 成田山 下総国 行 外ニ三人
（0ｂ （0（‐（ 武州入間郡堀兼村 堀兼新田 仲右衛門・勝右衛門 成田山 下総国 行
（0ｂ （0（‐（ 下総国銚子海上郡足崎村 芦崎村 嘉左衛門 名主 東京小網丁三丁目市右衛門 戻り
（0ｂ （0（‐（ 下総国銚子海上郡足崎村 芦崎村 治郎右衛門・重兵衛 東京小網丁三丁目市右衛門 戻り
（0ｂ （09 上総国長柄郡一之宮 粂之助・勝五郎・吉五郎 東京永布多かほ町重蔵 東京永布多かほ町？ 戻り
（0ｂ （（0 上総国伊須郡日割村 夷隅郡日在村 八蔵 名主弥市郎支配 東京芝田町壱丁目美濃や勘兵衛方 行
（0ｂ （（（ 東京小舩町二丁目弐番地所 小舟町 抜前屋新兵衛 銚子仏屋庄蔵方 下総国 行
（0ｂ （（（ 東京松嶋町四番地所 清吉 銚子本所かどつや半兵衛方 下総国海上郡本城村 行
（0ｂ （（（‐（ 下総国香取郡神嶋村 神崎村 勘兵衛 組頭 東京小網丁二丁目形や仁兵衛方 戻り
（0ｂ （（（‐（ 下総国香取郡神嶋村 神崎村 儀平治 東京小網丁二丁目形や仁兵衛方 戻り
（0ｂ （（（‐（ 下サ相馬郡春敷村 相馬郡春敷村？ 倉右衛門 名主 東京馬黒丁弐丁目升や重郎右衛門 馬喰町 戻り 外弐人
（0ｂ （（（‐（ 下サ相馬郡春敷村 相馬郡春敷村？ 治郎左衛門・惣兵衛 東京馬黒丁弐丁目升や重郎右衛門 馬喰町 戻り
（0ｂ （（（ 越後国かん原郡大口村 蒲原郡 藤吉 鈴木丈助支配 成田山 下総国 行
（0ｂ （（（ 武州足立郡横そ根村 横曾根村 傳八 名主二郎左衛門支配 成田山 下総国 行
（0ｂ （（（ 上総国亡田郡長作村 望陀郡永井作村 平四郎・吉蔵 名主傳平支配 東京江戸橋かつさや吉蔵方 行 外ニ弐人
（0ｂ （（（ 下総国香取郡神崎村 藤右衛門・徳左衛門 名主茂兵衛支配 東京蔵前村田屋［　］（ムシ） 浅草
（0ｂ （（9 武州豊嶋郡豊嶋村 久右衛門・升五郎 名主太右衛門支配 成田 下総国 行 外ニ壱人
（0ｂ （（0 東京元町弐番地所 本町 元助 銚子松毛し柏屋勘四郎 下総国香取郡松本村 行

●明治 （ 年 （ 月 （ 日

（（ 9（ 常州河内郡塗戸村 仁兵衛 名主源左衛門支配 横濱横田新田長谷川熊蔵 武蔵国 行
（（ 9（ 武州葛飾郡本郷村 幸八 名主美左衛門支配 舟橋二丁目柏屋萬五郎 下総国 行
（（ 9（ 上総国尾野村 小野村 幸左衛門・茂兵衛 名主平太夫支配 東京麻附廣町堀内様屋敷 （麻布広尾町） 行
（（ 9（ 東夏見村 下総国 長福寺
（（ 9（ 武州埼玉郡神崎村 八十吉・傳二郎 名主源兵衛支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ 9（ 常州滑形郡高岡村 行方郡 忠八 名主利兵衛支配 東京神田尾張屋六助 行 外弐人
（（ 99 東京浅草花川道三十三番地所 花川戸 三国茂左衛門 鹿嶋 常陸国 参詣戻り
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3
月 （0ｂ （（（ 東京松嶋丁壱番地所 庄二郎 家主庄右衛門店 常州伊切村斉生院 鹿島郡居切村 行

（0ｂ （（（ 常州水戸磯ケ濱 庄右衛門・善吉 名主川上友治郎支配 東京小田原丁弐丁目行ひくち勘四郎 （（/（（№（0（・同（（№（（（の記
録より樋口）

行

（0ｂ （（（ 下総国八日市場 五郎兵衛 名主久右衛門支配 東京高橋米や儀三郎 深川 戻り
（0ｂ （（（ （上総国に藩庁） 土田泰玄 鶴舞藩
（0ｂ （（（ 武州足立郡保木間村 文四郎・助右衛門 与左衛門支配 成田山 下総国 行 外壱人
（0ｂ （（（ 東京新大坂丁七番地所 源兵衛 家主 中山 下総国 参詣行
（0ｂ （（（ 上総国布佐郡免□津き村 山川源蔵 名主 東京赤坂泉丁水野日向守 赤坂泉町（結城藩知事邸）？ 行
（0ｂ （（（‐（ 常州河内郡長澤村 （長棹村） 忠平 名主 東京霊巌嶋長崎町伊勢屋傳兵衛 霊岸島 戻り
（0ｂ （（（‐（ 常州河内郡長澤村 （長棹村） 忠一郎 東京霊巌嶋長崎町伊勢屋傳兵衛 霊岸島 戻り
（0ｂ （（9‐（ 武州足立郡小村田村 平兵衛 名主 成田 下総国 参詣行 外弐人
（0ｂ （（9‐（ 武州足立郡小村田村 新兵衛 成田 下総国 参詣行
（0ｂ （（0 横濱弁天通 武蔵国 源治郎 飛脚 下総柏木村五郎兵衛 印旛郡 行
（0ｂ （（（ 東京日本橋日岸丁三番地所 （西河岸） 清兵衛・政右衛門 上総国 商賣行
（0ｂ （（（‐（ 上総国長柄郡福嶋村 安三郎 名主 東京馬食丁三丁目伊勢屋惣五郎方 馬喰町 戻り
（0ｂ （（（‐（ 上総国長柄郡福嶋村 四郎右衛門 東京馬食丁三丁目伊勢屋惣五郎方 馬喰町 戻り
（0ｂ （（（‐（ 上総国伊住郡中嶋村 夷隅郡 太郎兵衛 名主 東京本所北番場かぐや蔵助 戻り
（0ｂ （（（‐（ 上総国伊住郡中嶋村 夷隅郡 九兵衛 東京本所北番場かぐや蔵助 戻り
（0ｂ （（（‐（ 東京中ばし 中橋 長吉 家主 木下孫兵衛方 下総国，（木下河岸） 行
（0ｂ （（（‐（ 東京中ばし 中橋 作兵衛 木下孫兵衛方 下総国，（木下河岸） 行
（0ｂ （（（‐（ 下総国香取郡金泉村 （金江津村） 伊右衛門 名主 東京横山丁三丁目吉野屋傳兵衛 戻り
（0ｂ （（（‐（ 下総国香取郡金泉村 （金江津村） 安右衛門 東京横山丁三丁目吉野屋傳兵衛 戻り
（0ｂ （（（ 東京安べ川丁拾弐番地所 浅草阿部川町 仲蔵 忠兵衛店 舩ばし佐倉屋 行
（0ｂ （（（‐（ 加州石川郡世浪村 瀬波村 岩右衛門 名主 上総九十九里 商用戻り
（0ｂ （（（‐（ 加州石川郡世浪村 瀬波村 宅左衛門・作蔵 上総九十九里 商用戻り
（0ｂ （（（‐（ 郷州加茂郡田中村 近江国蒲生郡 与右衛門 名主 上総伊者起赤川四郎右衛門 上総伊者起？ 行
（0ｂ （（（‐（ 郷州加茂郡田中村 近江国蒲生郡 源蔵・佐吉 上総伊者起赤川四郎右衛門 上総伊者起？ 行
（0ｂ （（9‐（ 越州刈和郡石黒村 越後国苅羽郡 金左衛門 名主 上総国元塚村源七郎 元須賀村 行
（0ｂ （（9‐（ 越州刈和郡石黒村 越後国苅羽郡 政吉・国五郎 上総国元塚村源七郎 元須賀村 行
（0ｂ （（0‐（ 下総国銚子今宮村 海上郡 与惣兵衛 名主 東京深川弥之丞方 行
（0ｂ （（0‐（ 下総国銚子今宮村 海上郡 吉左衛門 東京深川弥之丞方 行
（0ｂ （（（‐（ 下総国相馬郡布川村 清作 名主 東京小網丁三丁目深川屋庄右衛門 行
（0ｂ （（（‐（ 下総国相馬郡布川村 乙五郎 東京小網丁三丁目深川屋庄右衛門 行
（0ｂ （（（‐（ 常州行方郡安楚村 麻生村 兵右衛門 名主 東京浅草新鳥越四丁目伊豆屋吉兵衛 行
（0ｂ （（（‐（ 常州行方郡安楚村 麻生村 鶴吉 東京浅草新鳥越四丁目伊豆屋吉兵衛 行
（0ｂ （（（ （常陸国に藩庁） 高野隆助 水戸藩
（0ｂ （（（‐（ 東京本丁三丁目 嘉兵衛 家主 常州河内郡源清田村源兵衛 行
（0ｂ （（（‐（ 東京本丁三丁目 茂助 常州河内郡源清田村源兵衛 行
（0ｂ （（（ 東京本所相生丁二丁目六番地所 埼玉や清兵衛 常州東町御左村庄右衛門 常州東町御左村？ 戻り
（0ｂ （（（‐（ 下総国印旛郡小林村 弥左衛門 名主 東京本所番場小林屋嘉助 戻り
（0ｂ （（（‐（ 下総国印旛郡小林村 嘉助 東京本所番場小林屋嘉助 戻り
（0ｂ （（（ 下総国香取郡大戸村 利兵衛 東京 戻り
（0ｂ （（（‐（ 常州鹿嶋郡大舩津村 利右衛門 名主 東京室丁壱丁目上総や半五郎 戻り
（0ｂ （（（‐（ 常州鹿嶋郡大舩津村 庄八 東京室丁壱丁目上総や半五郎 戻り
（0ｂ （（9‐（ 下総相馬郡布川村 源一郎 名主 東京小網丁三丁目布川屋 行
（0ｂ （（9‐（ 下総相馬郡布川村 亀吉 東京小網丁三丁目布川屋 行
（0ｂ （（0 東京下谷金杉五丁目 栗原岩次郎 山谷傳二郎 浅草 行
（0ｂ （（（‐（ 下総相馬郡北方村 亀之助 名主 東京馬食丁三丁目伊勢屋方 馬喰町 行
（0ｂ （（（‐（ 下総相馬郡北方村 助蔵 東京馬食丁三丁目伊勢屋方 馬喰町 行
（0ｂ （（（‐（ 武州足立郡猿ケ谷東村 猿ケ谷戸村 徳右衛門 成田 下総国 参詣戻り
（0ｂ （（（‐（ 武州足立郡猿ケ谷東村 猿ケ谷戸村 喜平次・政右衛門 成田 下総国 参詣戻り
（0ｂ （（（ 浅草山川丁 東京 熊二郎 惣五郎店 成田 下総国 参詣行
（0ｂ （（（ 東京神田小柳丁三十三番地所 箸や政五郎 下総布川 行
（0ｂ （（（ 奥州石正郡方戸村 （岩代国岩瀬郡広戸村） 清吉 八幡町 下総国 行
（0ｂ （（（ 武州足立郡栗原村 清兵衛・三左衛門 成田 下総国 参詣戻り
（0ｂ （（（ 常州志多郡ねび村 信太郡根火村 吉兵衛 名主 東京谷中天王寺 戻り
（0ｂ （（（‐（ 武州玉郡小川村 多摩郡 弥弐郎 名主 成田山 下総国 戻り 外ニ四人
（0ｂ （（（‐（ 武州玉郡小川村 多摩郡 林平・源右衛門 成田山 下総国 戻り
（0ｂ （（9‐（ 下総国相馬郡羽中村 作左衛門 名主 東京光徳寺前種や清兵衛方 下谷広徳寺 行
（0ｂ （（9‐（ 下総国相馬郡羽中村 清右衛門 東京光徳寺前種や清兵衛方 下谷広徳寺 行
（0ｂ （（0 東京神田大和丁九四番地所 新二郎 中山 下総国 行
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（0ｂ （（（‐（ 武州豊嶋郡三川嶋村 三河島 勘左衛門 名主 成田 下総国 参詣 外弐人
（0ｂ （（（‐（ 武州豊嶋郡三川嶋村 三河島 認太郎・権四郎 成田 下総国 参詣
（0ｂ （（（ 越後かり王郡角手村 苅羽郡門出村 長吉・留吉・七蔵 名主三郎左衛門支配 下サ遠田村幸右衛門 下サ遠田村？ 戻り
（0ｂ （（（ 東京本銀丁十三番地 庄七 下サ龍ヶ崎近江や庄左衛門方 行
（0ｂ （（（ 上総国市原郡中高根村 友吉・兼太郎 名主源兵衛支配 東京本所王りき春い結や庄太郎 行
（0ｂ （（（ 上総国市原郡浅井小迎村 安房国朝夷郡小向村 仙太郎 名主八郎左衛門支配 東京深川松代丁壱丁目きり屋半太郎方 行
（0ｂ （（（ 下総国千葉郡貝塚村 藤助 名主倉之助支配 東京京はし小傳馬丁下サや由太郎 小傳馬町 戻り
（0ｂ （（（ 武州足立郡入谷村 平十郎 名主銀蔵支配 成田 下総国 参詣 外ニ弐人
（0ｂ （（（ 山根兼治郎 本城土木権少佑家来
（0ｂ （（9 東京緑町五丁目四拾弐番地所 本所 加賀屋新二郎 舟はし山本傳兵衛 下総国 行
（0ｂ （（0‐（ 下野国塩谷郡東泉村 弥一右衛門 名主 中山 下総国 参詣行
（0ｂ （（0‐（ 下野国塩谷郡東泉村 藤吉 召作 中山 下総国 参詣行
（0ｂ （（（ 常州鹿嶋郡志崎村 平蔵 名主 東京本所菊川丁小川や久八方 行
（0ｂ （（（‐（ 武州埼玉郡江原村 （埼玉郡伊原村） 七郎右衛門 名主 成田 下総国 参詣行
（0ｂ （（（‐（ 武州埼玉郡江原村 （埼玉郡伊原村） 寅蔵 成田 下総国 参詣行
（0ｂ （（（ 下総国海上郡高谷村 荒野村 万吉・松之助 名主清右衛門支配 東京小梅長崎や今蔵 行
（0ｂ （（（ 武州豊嶋郡志村 二四郎 名主藤左衛門支配 成田山 下総国 戻り
（0ｂ （（（ 下総国相馬深川村 布川村 太兵衛 名主伊二郎支配 浅草松山町柳や伊蔵 東京 戻り
（0ｂ （（（ 東京深川くへい丁 久平町 言蔵 金蔵地借 下サ宮府村言右衛門 下総国宮府村？ 戻り
（0ｂ （（（ 武州埼玉郡増毛村 埼玉郡増毛村？ 金二郎・清蔵 名主二左衛門支配 成田 下総国 参詣行
（0ｂ （（（ 下サ印幡郡下市場村 武之助 名主利兵衛支配 松戸宿弐丁目中兵衛方 下総国 行

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ 9（ 上総国市原郡板倉村 栄助 名主次助支配 三峯山 武蔵国 参詣行
（（ 9（ 武州豊嶋郡中村 仁兵衛・忠右衛門・熊次郎 名主権左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ 9（ 上総国埴生郡柴原村 芝原村 彦兵衛 名主善七郎支配 東京赤坂御屋敷 （（/（ №9（より「彈正」） 行
（（ 99 東京銀座三丁目八者ん地所 久兵衛 房州内浦村名主金三郎 戻り
（（ （00 東京小柳廿四者ん地所 神田 安兵衛 勝浦形屋嘉兵衛 上総国 戻り
（（ （0（ 下総国匝讃郡西小笹村 匝瑳郡西小篠村 源兵衛・宗蔵 名主権左衛門支配 東京三倉町下総屋又蔵 神田美蔵町 行
（（ （0（ 中仙道王らび在内谷村 武蔵国，中山道蕨宿 源太郎・幸吉 名主善左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （0（ 東京神田山本町一者ん地所 吉蔵 上総国夷隅郡江場土村小三郎 戻り
（（ （0（ 東京四ツ谷牛町七者ん地所 四ツ谷牛町？ 宗助 大網町若松屋徳太郎 上総国 戻り
（（ （0（ 上総国長柄郡茂原村 久吉 名主四郎左衛門支配　百姓 東京小網町上総屋太吉 行
（（ （0（ 八州都賀郡木村 野州 小左衛門 名主源内支配 上総国蓮沼村惣八方 武射郡 行
（（ （0（ 武州入間郡川越河岸 亀治郎・佐治郎 名主作十郎支配 成田 下総国 参詣ニ行 外三人
（（ （0（ 武州葛飾郡弐合半領吉谷村 吉屋村 清右衛門 名主治郎左衛門支配 松尾藩 （上総国武射郡松尾村に藩庁）戻り 供壱人
（（ （09 常州鹿嶋郡北木村 木瀧村 甚兵衛 名主 東京 御年貢納メ戻り
（（ （（0 常州鹿嶋郡平泉村 次右衛門 庄屋 東京 御年貢納戻り
（（ （（（ 武州足立郡女木村 美女木村 源治郎・寅吉 名主長之助支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 下総国相馬郡布川村 宗助 百姓 東京本町三丁目山崎屋喜兵衛方 行
（（ （（（ 武州足立郡千住宿 久蔵 名主喜右衛門支配 下総国千葉林萬右衛門方 千葉町 行
（（ （（（ 大坂目吉橋 河内国，日吉橋 ならや宗治郎 銚子荒野村吉左衛門方 下総国 行
（（ （（（ 水戸磯野濱明神町 常陸国 治三郎 東京阿ん志ん町手品屋徳兵衛 安針町 戻り
（（ （（（ 武州足立郡小右衛門新田 小右衛門・仙蔵 成田 下総国 講中参詣戻り 外六人
（（ （（（ 武州足立郡千住宿弐丁目 金太郎 名主忠蔵支配 宮谷縣御役所 （上総国に県庁） 行
（（ （（（ 東京浅草清天町五十六者ん地所 聖天町 庄兵衛 上総国夷隅郡大上村勇治郎 行
（（ （（9 安房国長狭郡廣羽村 広場村 源兵衛 名主 木挽町花輪御屋敷 東京，（支配館山藩知事邸） 行 供壱人
（（ （（0 武州堂嶋郡蓮沼村 豊嶋郡 八兵衛・八郎兵衛 名主小左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
（（ （（（‐（ 上総国山部郡形貝村 山辺郡片貝村 治兵衛 名主 東京四ケ市上総屋勇吉方 （霊岸島四日市町） 行
（（ （（（‐（ 上総国山部郡形貝村 山辺郡片貝村 重助 東京四ケ市上総屋勇吉方 （霊岸島四日市町） 行
（（ （（（ 東京かや者町三十者ん地所 茅場町 長助 馬加村忠八方 下総国 行
（（ （（（ （下総国に県庁） 大河平兵衛 葛飾縣勧農方 供弐人

●明治 （ 年 （ 月 （ 日
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （0‐（ 下総国香取郡木引村 木引村？ 三郎兵衛 名主 八幡町森下 梨子買戻り
（（ （0‐（ 下総国香取郡木引村 木引村？ 利左衛門 八幡町森下 梨子買戻り
（（ （（ 下総国香取郡西窪村 西窪村？ 五郎左衛門・源左衛門・源之丞 三峯 武蔵国 参詣戻り 外弐人
（（ （（‐（ 南部和賀郡黒岩村 陸中国 仁兵衛 兵部省馬苦労（馬喰），名主 東京 戻り 供壱人
（（ （（‐（ 南部和賀郡黒岩村 陸中国 善太郎 兵部省馬苦労（馬喰） 戻り
（（ （（ 武州足立郡新兵衛新田 政次郎・安之助 名主茂左衛門支配 上総国白里八左衛門 戻り
（（ （（ 武州豊嶋郡西大村 西臺村 長四郎・久五郎 名主新左衛門支配 成田 下総国 戻り
（（ （（ 下野国津賀郡鹿沼村 （都賀郡西鹿沼村） 喜兵衛 名主長兵衛支配 東京小網町三丁目乙女屋衆三郎 戻り
（（ （（ 越後国久引郡田麦村 頚城郡 瀧蔵・音吉 七郎左衛門支配 上総東金八兵衛 戻り
（（ （（ 武州新座郡吉山村 （片山村） 亀吉・八五郎・二郎兵衛 吉蔵支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 武州足立郡木崎村・両家村 領家村

（木崎村に訂正）
平蔵・杢次郎 儀介支配 上総国茂原村利八 戻り

（（ （9 常州河内郡古渡村 平左衛門 庄屋作右衛門組下 東京深川かし屋竹二郎 戻り
（（ （0 越中国新川郡徳行村 久蔵・勝蔵 名主久三郎支配 下総国佐原秀輪芳蔵 戻り
（（ （（ 東京池之端三拾番地所 亀吉・善吉 名主山田八郎右衛門支配 上総国白里 賣用戻り
（（ （（ 東京湯嶋天神切通町 常吉 名主山田彦右衛門支配 下総国葛飾郡舟橋 賣用戻り
（（ （（ 東京茅町弐丁目三拾番地所 浅草 角次郎 名主山田八郎右衛門支配 上総国名萩 上総国名萩？ 賣用戻り
（（ （（ 豆州三嶋神社 矢田部盛治 神主 国々 配札戻り
（（ （（ 下総国海上郡椎名内村 喜助・鉄蔵 名主源左衛門支配 東京小網町三町目勝田屋仁兵衛 小網町三丁目 戻り
（（ （（ 武州足立郡伊利村 （伊苅村） 儀三郎・鶴之助 名主要蔵支配 成田 下総国 行
（（ （（ 武州足立郡保喜間村 保木間村 傳右衛門・久左衛門・治郎兵衛 名主與左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り

（（ （（（ 東京馬喰町弐丁目三十六者ん地所 源五郎・茂兵衛 上総国八幡町東屋長右衛門 行
（（ （（（ 武州多麻郡木挽村 多摩郡小比企村 三兵衛 名主清右衛門支配 成田 下総国 参詣行
（（ （（（ 武州多摩麻郡ニ野宮村 多摩郡ニ之宮村 久蔵・傳蔵 名主真木太支配 下総国香取郡太田村善左衛門方 戻り
（（ （（（ 武州足立郡伊幸村 伊興村 藤蔵・甚左衛門 名主彦左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 武州足立郡入谷村 助治郎・甚之助・丑五郎・源治郎 名主源蔵支配 成田 参詣戻り
（（ （（9 下総国印旛郡山名シ村 山梨村 清兵衛 名主与左衛門支配 東京霊岸橋千葉屋方 行
（（ （（0 下総国印旛郡元佐倉村 兼吉 名主金兵衛支配 東京浅草新鳥越小松屋太兵衛方 行
（（ （（（ 八州簗田郡小生川村 下野国 常治郎 名主善兵衛支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 東京阿和町十三者ん地所 （神田淡路町） 和泉屋豊吉 下総国銚子長尾村廣屋久吉 戻り
（（ （（（ 下総国香取郡佐原村 伊兵衛・忠七 東京箱崎佐原屋政兵衛 行
（（ （（（ 東京吉野町六者ん地所 浅草 峰右衛門 成田 下総国 参詣戻り 外三人
（（ （（（ 東京浅草俵町六者ん地所 田原町 金之助・傳治郎 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 東京和泉橋外 七兵衛 山岡惣吉家来 香取郡大根村名主高橋五郎兵衛方 下総国，（旧旗本山岡氏の旧領）戻り
（（ （（（ 宮谷縣御支配所下総国海上郡成田村 定吉 組頭 東京宮谷縣役所 戻り 供壱人
（（ （（（ 東京京橋西紺屋町 亀吉 栄蔵店 上総国山部郡横濱村伊右衛門方 山辺郡　横濱村？ 行
（（ （（9‐（ 上総国山部郡白畑村 山辺郡白幡村 利兵衛 名主 横濱石川口清吉 武蔵国 戻り
（（ （（9‐（ 上総国山部郡白畑村 山辺郡白幡村 彦治郎 横濱石川口清吉 武蔵国 戻り
（（ （（0‐（ 土浦藩御支配所常州信太郡鳩呉村 （鳩崎村） 関口八兵衛 東京小網町弐丁目湯屋冨五郎方 戻り
（（ （（0‐（ 土浦藩御支配所常州信太郡鳩呉村 （鳩崎村） 徳兵衛・七兵衛 関口八兵衛召仕 東京小網町弐丁目湯屋冨五郎方 戻り
（（ （（（‐（ 上総国長柄郡一ツ松村 太兵衛 名主 東京小田原河岸直吉方 戻り
（（ （（（‐（ 上総国長柄郡一ツ松村 太郎左衛門 組頭 東京小田原河岸直吉方 戻り
（（ （（（ 上総国夷隅郡小濱村 小濱村？ 利兵衛 名主小十郎支配 東京深川堀町善助方 （堀川町） 戻り
（（ （（（ 武州葛飾郡幸手宿 松兵衛 名主市兵衛支配　百姓 此辺 下総国，鬼越村辺 切干買参り候由
（（ （（（ 下総国海上郡深本村 （塚本村） 傳右衛門 名主甚右衛門支配 東京表六者ん町与右衛門方 表六番町 行
（（ （（（ 上総国望陀郡川拂村 川原井村 安右衛門 名主新右衛門支配 越ヶ谷宿 武蔵国 ひな買出し参り候由
（（ （（（ 武蔵国葛飾郡弐合半領平沼村 清六・権兵衛 名主五郎左衛門支配　百姓 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 東京本所表町 善兵衛 家主忠蔵店 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 武州埼玉郡廻田村 （多摩郡廻田村） 茂吉・市五郎 名主九郎左衛門支配　百姓 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（9 武州埼玉郡西袋村 萬吉・金治郎・弥右衛門 名主権之丞支配　百姓 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（0 武州足立郡中嶋村 重右衛門 名主栄治郎支配　百姓 房州小湊八治郎方 戻り
（（ （（（ （下総国に藩庁） 大津喜之助 佐倉藩 御印鑑拝見仕候

●明治 （ 年 （ 月 （ 日
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（（ （（ 浦輪縣支配所五関村 浦和縣
（武蔵国に県庁）

七左衛門 名主 成田 下総国 参詣戻り 外弐人

（（ （9 常州河内郡秋本村 久右衛門 名主彦兵衛支配 下サ堀井佐右衛門 戻り
（（ 90 常州久慈郡大田村 彦右衛門 名主治左衛門支配 東京佃町大黒屋吉五郎 深川 行
（（ 9（ （常陸国に藩庁） 濱田高道 水戸藩 印鑑改メ
（（ 9（ 下総国匝瑳郡新町村 卯之平 名主佐倉周右衛門支配 東京小網町三丁目東屋庄左衛門 戻り
（（ 9（ （武蔵国に藩庁） 萩原軍次郎 岩槻藩 印鑑所持
（（ 9（ 上総国埴生郡芝原村 彦左衛門 名主善七支配 東京赤坂壇正様 彈正（（/（ №9（にも記録あり） 戻り
（（ 9（ （武蔵国に藩庁） 中幼越周 岩槻藩 印鑑所持
（（ 9（ 武州足立郡長右衛門新田 治右衛門 名主五左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ 9（ （岩代国に藩庁） 武田直蔵 二本松藩 下総国大森村新蔵 印鑑改メ，戻り
（（ 9（ 野州都賀郡栃木村 常蔵 名主六兵衛支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ 99 東京地方五番組押上村 茂兵衛・栄二郎 善二郎支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （00 上総国市原郡中高根村 友吉 名主孫平支配 東京長崎町鉄や （本所か霊岸島か不明） 戻り
（（ （0（ 東京押上村五番組地所 五郎兵衛・長蔵 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
（（ （0（ 東京上野大つ町四番地所 冨次郎 上総国倉並村喜兵衛 望陀郡蔵波村 戻り
（（ （0（ 東京浅草新堀六番地所 梅吉 大工 開コン 下総国 行
（（ （0（ （下総国に藩庁） 上條善介 佐倉藩 印鑑改メ
（（ （0（ 東京浅草橋場町三拾五番地所 丸沢舟蔵 成田 下総国 参詣参り 外壱人
（（ （0（ 東京本所三笠町拾三番地所 徳三郎 名主佐兵衛支配 常州大屋村吉兵衛 行
（（ （0（ 東京地方五番組押上村 嘉右衛門・常二郎 名主善二郎支配 下サ千葉巳之介 戻り
（（ （0（ 東京浅草寿町角倉村 惣右衛門 名主藤左衛門支配 東京府木村大属 東京 戻り
（（ （09 下総国元佐倉町 兼吉 東京新鳥越太兵衛 浅草 戻り
（（ （（0 常州鹿嶋郡磯野濱 喜右衛門 名主友次郎支配 東京小網町三丁目三右衛門 戻り
（（ （（（ 東京下谷金杉三拾番地所 田中屋兼吉 成田 下総国 参詣行
（（ （（（ 常州鹿嶋郡礒濱村 生助・佐兵衛 名主友次郎支配 東京小網町三丁目伊勢 （伊勢屋） 戻り 外壱人
（（ （（（ 下総国香取郡名木村 久右衛門 名主市郎兵衛支配 東京八町堀濱之助屋敷 八丁堀，（（/（9№（0の記録より関口

濱之助）
戻り

（（ （（（ （伊勢国に藩庁） 廣嶋金作 神戸藩 印鑑改メ
（（ （（（ 武州足立郡桶河宿 桶川宿 吉兵衛 名主由三郎支配 上総国勝浦銭屋 戻り
（（ （（（ 中仙道大宮在家山村 武蔵国，中山道 弥五右衛門 名主友三郎支配 成田 下総国 参詣戻り 外四人
（（ （（（ 下総国香取郡夏目村 助右衛門・傳左衛門 名主七郎右衛門支配 東京深川万年町与惣二 戻り
（（ （（（ 下総国印幡郡坂戸村 才福寺隠居 東京霊岸橋米屋 戻り
（（ （（9 武州葛飾郡本郷村 小八 名主吉左衛門支配 下サ舟橋柏屋 戻り
（（ （（0 東京浅草蔵前 市五郎 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （（（ 東京京橋近江屋 藤蔵 下サ本郷升や 行
（（ （（（ 上総国白里一ツ松村 初三郎 名主惣蔵支配 東京四ケ市鎌倉屋 （霊岸島四日市町） 戻り
（（ （（（ 下総国相馬郡布川村 七蔵 名主藤作支配 東京小網町三丁目八幡屋 戻り
（（ （（（ 下総国相馬郡布川村 七兵衛 勘一郎支配 東京横濱三丁目布川屋 （「布川屋」から小網町） 戻り
（（ （（（ 東京箱崎壱丁目 八十吉 名主文七支配 下サ大森勘右衛門 戻り
（（ （（（ 武州足立郡六左衛門新田 弥太郎・傳左衛門・熊次郎 次武右衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ （駿河国に藩庁） 来村鈴蔵 静岡藩 印鑑所持
（（ （（（ （伊勢国） 岡田勘蔵 伊勢内宮御師代 印鑑所持
（（ （（9 武蔵国八庄 八庄？ 須崎被秀 大麻歩豆乃天神社三嶽山 印鑑所持
（（ （（0 東京本郷松倉町百三拾弐番地所 吉兵衛 名主常吉支配 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （（（ 東京下谷車坂 権次郎 助三郎支配 下サ舟橋 賣用戻り
（（ （（（ 下総国印幡郡押付新田 勘右衛門 名主忠之助支配 東京馬喰町森屋 戻り
（（ （（（ （下総国に藩庁） 竹見金七 水戸藩 印鑑所持
（（ （（（ 武州葛飾郡幸手宿 松兵衛 名主市郎兵衛支配 下サ深町 （葛飾郡高石神村深町） 賣用戻り
（（ （（（ 民部省青木寺院領 宗助 権之助支配 中山 下総国 参詣ニ行
（（ （（（ 東京山ノ宿町 浅草 鉄五郎 名主庄兵衛支配 下サ濱野村槙積屋 戻り
（（ （（（ 武州埼玉郡上黒村 埼玉郡上黒村？ 宗次郎・茂吉・勘兵衛 弥平次支配 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （（（ 東京元八町堀五丁目三拾弐番地所 元八丁堀 幸吉 弥兵衛支配 上総国菊間屋敷 （菊間藩知事邸） 行
（（ （（9 武州足立郡九左衛門新田 孫七・勝次郎・熊次郎 惣蔵支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（0 東京新堀壱番地所 （複数あり） 留吉 武兵衛居 上総国市原郡米原村林蔵 行
（（ （（（ 武州鳩ケ谷宿 具免吉 喜三郎支配 芝山 上総国 参詣戻り
（（ （（（ 武州埼玉郡上君村 埼玉郡上君村？ 成吉・幸之助・源次郎 弥平治支配 下サ大宮司 参詣ニ行 外弐拾弐人
（（ （（（ 下総国印幡郡□□村 七蔵 源兵衛支配 東京駒込 賣用行
（（ （（（ 武州古摩郡並柳村 高麗郡並柳村？ 市太郎 武左衛門支配 佐倉佛参局 下総国，（佐倉藩物産局） 戻り
（（ （（（ 下総国印幡郡安養寺村 治郎右衛門 源左衛門支配 下サ関ケ嶋常二郎 葛飾郡関ヶ嶋村 行 供壱人
（（ （（（ （下総国） 庄司庄吉 開墾會社中沢彦（開墾会社頭取，九

美上・十余三一番の開墾請負人）代
東京油座 戻り
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （ 上総国夷隅郡山田村 佐次右衛門 七郎右衛門支配 小川土井御屋敷 戻り
（（ （ 下総千葉郡千葉町 定吉 名主吉兵衛支配 東京馬喰町四丁目松葉屋 戻り
（（ （ 上総国夷隅郡松尾村 勘左衛門 名主次郎右衛門支配 岩附善四郎方 武蔵国岩槻宿 行
（（ （ 常州 （下総国に藩庁） 佐藤善之助 古河藩 舩橋大神宮 下総国 行 供壱人
（（ （ 上総国埴生郡長南村 文七 名主小八支配 東京小網町壱丁目上総屋 行
（（ （ 上総国速差郡元須賀村 武射郡本須賀村 重三郎 名主善左衛門支配 東京深川佐賀町鳥野屋又兵衛 行
（（ （ 常州河内郡鍋小新田 鍋子新田 半十郎 名主権六支配 東京赤坂溜池松平大和守様屋敷内 （支配前橋藩知事邸） 行
（（ （ 上総国市原郡鶴満夷村 鶴舞村 金次郎・三郎兵衛 名主勝兵衛支配 東京大傳馬町壱丁目い春屋茂兵衛 行

（（ （（（ 武州埼玉郡上君村 上君村？ 三右衛門・万右衛門 弥平治支配 成田 下総国 参詣二行
（（ （（（ 武州北品川宿 九兵衛・権二郎・喜兵衛 正作支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（9 下総国千葉郡曽我野村 弥左衛門 久助支配 東京小網町三丁目八幡屋 戻り
（（ （（0 東京亀住町弐拾壱番地所 （深川か神田か不明）五郎兵衛 地主治郎兵衛支配 成田 下総国 参詣戻り 供壱人
（（ （（（ 下総国印旛郡臼井村 勘蔵 名主源五右衛門支配 二合半戸ヶ崎金左衛門 武蔵国 行
（（ （（（ 野州安蘇郡 豊助 名主善兵衛支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 遠州近江郡下美町 善吉 成田 下総国 参詣二行
（（ （（（ 野州那須郡 新介 鳥山磯兵衛支配 東京日本橋源兵衛 戻り
（（ （（（ 武州足立郡仲尾村 忠右衛門・清二郎・礒左衛門 権兵衛支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 下総国印旛郡岩戸村 久左衛門 又兵衛 東京浅草三筋丁幸当 行
（（ （（（ 常州信太郡筑子村 信太郡筑子村 ? 與左衛門 丈右衛門 東京小網町三丁目鍋屋 戻り
（（ （（（ 下総国相馬郡天保村 相馬郡天保村 ? 丈右衛門・吉郎兵衛 征内支配 東京馬喰町鍵屋 戻り
（（ （（9 下総国海上郡飯沼村 勘右衛門 傳治支配 東京大傳馬町大坂屋 戻り
（（ （（0 下総国香取郡大須賀村 半右衛門 組頭 東京小網町三丁目鍋屋 戻り
（（ （（（ 武州足立郡沼田村 平重郎・藤蔵・武兵衛 庄右衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 下総国香取郡飯高村 飯高寺 武州西平井村本覚寺 行
（（ （（（ 野州安蘇郡天内宿 （天明町） 新平・伴右衛門 伊左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 武州足立郡椎宿 足立郡椎宿？ 久蔵 喜右衛門支配 下サ千葉御刀蔵 戻り
（（ （（（ 常州河内郡根本村 多左衛門・與右衛門・国兵衛 名主七左衛門支配 三峯山 武蔵国 参詣戻り
（（ （（（ 下総国埴生郡安蘇村 （麻生村） 佐兵衛・新右衛門 宗八郎支配 東京小網町三町目形屋 戻り
（（ （（（ 下総国海上郡銚子宿 清七 清左衛門支配 東京小網町三町目長嶋屋 戻り
（（ （（（ 東京松嶋町七番地所 清助・弥助 勝左衛門支配 下サ小川 賣用ニ行
（（ （（9 東京本所禄町四町目 （緑町） 清右衛門 米太郎支配 下サ舟橋常吉 戻り
（（ （（0 東京麻布市郎兵衛町拾壱番地所 秀吉・伊助 龍ヶ崎次郎吉 常陸国 戻り
（（ （（（ 信州諏訪郡木沼村 木間村 與平・豊三郎 勝右衛門支配 龍ヶ崎 常陸国 賣用ニ行
（（ （（（ 東京神田大和町弐拾四番地所 新右衛門 下サ柏井清左衛門 行
（（ （（（ 東京師町壱町目 （深川諸町） 惣五郎 家主源之介支配 上総国長柄郡一之宮冨八 戻り
（（ （（（ 武州葛飾郡寺嶋村 新次郎 名主重兵衛支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 東京師町壱町目弐番地所 （深川諸町） 弥吉 助右衛門支配 下サ濱野村 賣用戻り
（（ （（（ 東京本所北新堀町 （本所は冠さない） 金兵衛 佐吉支配 上総東金濱田屋 戻り
（（ （（（ 上総国山邊郡荒尾村 荒生村 弥助 名主七兵衛支配 東京本舟杉町池田屋 本舟杉町？ 戻り
（（ （（（ 常州河内郡樋澤村 甚之丞 東京柳橋松本屋幸蔵 浅草 戻り
（（ （（9 常州河内郡古戸村 新称古渡村 佐右衛門 東京柳橋松本屋 浅草 戻り
（（ （（0 武州高麻郡鹿山村 高麗郡，

（上・中・下村あり）
吉兵衛・種吉 名主新兵衛支配 成田 下総国 参詣戻り

（（ （（（ 常州行方郡竹田村 新次 東京深川高橋橋本屋 戻り
（（ （（（ 大坂宇坪町 大坂宇坪町？ 徳次郎 名主源兵衛支配 下サ銚子本庄村吉蔵 海上郡本城村 行
（（ （（（ 下総国香取郡桜田村 久右衛門 治兵衛支配 東京本所三ツ目一の屋 戻り
（（ （（（ 東京日本橋左内町五番地所 佐内町

（日本橋は冠さない）
善兵衛 下サ布佐大保村五平治 行

（（ （（（ 武州足立郡保木間村 文四郎・助右衛門・久二郎 与左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 武蔵国か奈川宿 土方松五郎 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 上総国長柄郡毛原村 茂原村 善六・庄蔵 名主幸蔵支配 東京霊岸嶋上総や 行
（（ （（（ （上野国に藩庁） 小嶋左京 前橋藩 上総九十九里角屋 戻り

●明治 （ 年 （ 月 9 日
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（（ 9 武州足立郡竹塚村 忠左衛門 名主久蔵支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （0 東京向嶋須田村四番地所 武蔵国葛飾郡隅田村 半十郎 常州須田新田勘蔵方 鹿島郡 戻り
（（ （（ 武州足立郡中間留村 中丸村 石五郎 名主七郎右衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 韮山縣支配所豆州徳倉村 君沢郡 遠藤八太郎 上総八幡 戻り
（（ （（ 上総夷隅郡若山村 兵次郎 名主助左衛門支配 東京外神田四丁目尾張屋久兵衛 行
（（ （（ 常州河内郡塗戸村 惣左衛門・弥右衛門 名主権左衛門支配 三峯山 武蔵国 参詣戻り
（（ （（ 鶴舞藩支配下サ国長柄郡茂原村 上総（国名間違い） 傳四郎・伊兵衛 名主久次郎支配 東京霊岸嶋角屋平七方 行
（（ （（ 武州入間郡扇町屋 庄右衛門 名主市兵衛支配 三咲村留吉 下総国，（開墾場） 行
（（ （（ 下総海上郡岩井村 兵蔵 名主安左衛門支配 横浜野毛萬屋方 武蔵国 戻り
（（ （（ 武州多摩郡舩橋村 善八・権之助・

仲右衛門・留吉
名主庄左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り

（（ （9 常州河内郡鎌井村 釜井村 長兵衛 名主 三ツ峯山 武蔵国三峰山 参詣ニ行 外三人
（（ （0 上州緑野郡藤岡町 市平 名主喜兵衛支配 上総一之宮東金屋政吉方 行
（（ （（ 上総国埴生郡千田村 岩吉 名主権右衛門支配　使 東京小石川久保町家主武右衛門方 大塚窪町 行
（（ （（ 下総香取郡名古屋村 喜兵衛 名主惣右衛門支配 東京牛天神下土塚弥平次屋敷 小石川 行
（（ （（ 東京神田大和町三十四番 新左衛門 柏井清左衛門 （下総国葛飾郡） 戻り
（（ （（ 安州安房郡上喜来村 上喜来村？ 和平・三津蔵 名主品之助 東京橘町壱丁目津々い屋 行
（（ （（ 上総国山邊郡大沢村 安比類政右衛門・

小川利左衛門
名主勝太郎支配 東京萬町惣兼院 行

（（ （（ 上総国 （上総国夷隅郡に藩庁）遠藤財司 大多喜藩
（（ （（ 東京神田泉町 和泉町 長吉 壁屋職 舩橋畳屋方 下総国 行
（（ （（ 上州仁田郡木崎宿 新田郡 文五郎 名主清水屋庄太郎支配 所々江賣用
（（ （9 東京小網町弐丁目壱ばん地面之下へ 由兵衛・傳兵衛 砂糖賣用
（（ （0 東京深川萬年町二丁目弐番地 山本善吉 舩橋横宿源屋方 下総国 行
（（ （（ 越後国頚城郡牛ノ花村 牛ヶ鼻村 蔦五郎 名主半右衛門支配 舩橋大和屋方 下総国 つキ屋渡世
（（ （（ 武州埼玉郡上村 勘之丞 名主弥平次支配 舩橋 下総国 参詣戻り
（（ （（ 下サ印幡郡七つ沢村 七沢村 佐右衛門・七郎兵衛 名主半左衛門支配 東京六間堀上州屋喜三郎 深川 行
（（ （（ 上総国山邊郡大澤村 市次郎 名主善右衛門支配 東京角部若松町柴山御屋敷 東京角部若松町？，

（支配松尾藩知事邸カ）
戻り

（（ （（ 東京深川伊勢崎町四番地所 萬屋萬吉 銚子幸谷村常陸屋徳三郎 下総国荒野村
（（ （（ 信州佐久郡小室町 小諸町 和泉屋彦市・

十間柳屋助五郎
名主雁原運来 成田 下総国 参詣江行

（（ （（ 上州天摩郡冷水村 群馬郡 倉蔵 名主重太夫支配 上総三本松松五郎 望陀郡，（川越藩陣屋在所） 戻り
（（ （（ 武州多摩麻郡八王子在木吹子村 多摩麻郡木吹子村？ 三吉 名主仙沼常右衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （9 上サ夷隅郡長者町 梅八・與惣右衛門 名主金七支配 東京浅草内記役所
（（ （0 （常陸国行方郡に藩庁）清三郎 朝生藩（麻生藩） 印鑑改メ
（（ （（ 武州足立郡千住宿河原町 足立屋黒兵衛 名主善左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 武州足立郡千住宿河文宿 掃部宿 舩屋安五郎・大次郎 名主喜右衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 上総国むサ郡伴平村 武射郡伴平村？ 庄兵衛 名主清市支配 葛西沖ノ宮利吉 武蔵国葛飾郡

（奥之宮・興野宮・興ノ宮村）
行

（（ （（ 東京日本橋通二丁目弐番地所 鈴屋武兵衛 佐原柏屋喜兵衛 下総国 行
（（ （（ 東京馬形町七十七番 浅草駒形町 藤吉 下サ一ノ分村酒屋新七方 行
（（ （（ 東京神田明神前八番地所 友吉 下サ香取郡於之村名主太右衛門 小野村
（（ （（ 越後頚城郡板山村 虎吉・喜惣次・要蔵 名主清次右衛門支配 上サ国夷隅郡岩熊村酒屋新右衛門方 戻り
（（ （（ 下サ印幡郡泉住村 和泉村 由右衛門 名主吉左衛門支配 東京虎門金毘羅 虎ノ門 参詣
（（ （9 東京谷中三崎町 谷中上三崎町 栄蔵・米八 家主清助店 成田 下総国 参詣被入
（（ （0 下サ印幡郡松虫村 宇兵衛・惣八 名主七郎 東京虎門金毘羅 虎ノ門 参詣
（（ （（ 東京花町十番地所 本所 木暮源蔵 下サ北方村勘左衛門 行ク
（（ （（ 上サ長柄郡本郷村附属下太田村 幸左衛門 庄屋 東京御荷納笠倉屋 （浅草蔵前） 外友（供）壱人
（（ （（‐（ 下サ印幡郡下市場村 利兵衛 名主 下サ松戸宿弐丁目左兵衛 帰り
（（ （（‐（ 下サ印幡郡下市場村 茂助 下サ松戸宿弐丁目左兵衛 帰り
（（ （（ 相模国下々郡高津村 （足柄郡国府津村）
（（ （（ 下サ神崎 香取郡 栄蔵 名主茂兵衛支配 東京神田川いせ屋作左衛門 帰り
（（ （（‐（ 下サ相馬郡老□村 相馬郡老□村？ 作兵衛 名主 東京小網町三丁目大野屋徳兵衛 帰り
（（ （（‐（ 下サ相馬郡老□村 相馬郡老□村？ 為吉 作兵衛伜 東京小網町三丁目大野屋徳兵衛 帰り
（（ （（ 武州品川臺町 岩吉 名主状之助支配 常州小間木村宮崎本蔵方 行方郡小牧村 戻り
（（ （（ 上総山邊郡今泉村 八郎兵衛 吏主源左衛門支配 東京四日市明石屋佐助方 （霊岸島四日市町） 行
（（ （9 東京北新堀四番地所 新次郎 上州池鯉府小嶋伊之助 山田郡桐生新町 行
（（ （0 上総国市原郡うるいど村 潤井戸村 源六・傳平・徳次郎・

新五郎
名主清市郎支配 東京□越稲荷 参詣

（（ （（ 下総国印幡郡下幸谷村 下高野村 所左衛門・吉兵衛・
庄左衛門・長兵衛

名主新右衛門支配 東京金毘羅 参詣ニ行
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月 （（ （（ 下サ印幡郡佐倉藩東本村 印幡郡東本村？ 小左衛門 与頭 東京於ふじ稲荷 王子稲荷 参詣ニ行 外五人

（（ （（ 上総国埴生郡山崎村 庄吉 名主荒三郎支配 東京京橋白魚屋敷 （旧幕府の江戸前白魚を扱う役所）行
（（ （（ 上総国市原郡八幡村 源吾・長五郎 名主市郎支配 本所石原吉平 東京本所石原町 行
（（ （（ 下総国香取郡津ノ宮 津野宮村 倉之丞・久左衛門 名主太郎八支配 東京蔵前笠倉屋傳吉方 浅草 行
（（ （（ 宮谷縣支配所松本村 下総国海上郡 源兵衛・徳四郎 質勝屋善太郎　徘徊（ママ）東京小網町三丁目長嶋屋兵右衛門 戻ル
（（ （（ 下総印幡郡生谷村 生ヶ谷村 萬五郎・勘蔵 名主庄兵衛支配 東京金毘羅 参詣江行
（（ （（ 東京四ツ谷廿四番組六番 三河屋甚次郎 地借 開墾之場 （下総国） 行
（（ （9 下総相馬郡布佐村 甚右衛門 名主又左衛門支配 東京松嶋町米屋平八 行
（（ （0 下総印幡郡羽取村 羽鳥村 七郎兵衛 名主三右衛門支配 東京王寺稲荷 王子 参詣行
（（ （（ 下総国葛飾郡北方村 新太郎 名主三右衛門支配 東京馬喰町丸屋三四之助 行
（（ （（ 下総佐倉藩山梨子村 山梨村 多次右衛門 名主惣左衛門支配 馬喰町品野屋與市 東京 行 外五人
（（ （（ 下総千葉郡谷渡村 （谷当村） 庄左衛門・傳次郎 名主金次郎 東京金毘羅 参詣
（（ （（ 下総印幡郡畔田村 次郎左衛門・三右衛門 名主利左衛門支配 葛西中平井平四郎 武蔵国 行 外壱人
（（ （（ 東京馬喰町 仲屋三右衛門 八木村 （下総国） 行
（（ （（ 曽我野藩支配所下総国千葉郡作草部村 弥右衛門 名主 手形改メ
（（ （（‐（ 下総国千葉郡赤井村 庄右衛門 名主庄之助支配　組頭 東京民部省御屋敷 行
（（ （（‐（ 下総国千葉郡赤井村 浅次郎 東京民部省御屋敷 行
（（ （（ 東京本所西町拾四番 本所西町？ 古堀勘蔵 地借 上総国菊間村紙屋新右衛門 戻り
（（ （9 下総国海上郡銚子村 （銚子は村名ではない） 金五郎 名主清左衛門支配 小舟町二丁目三浦屋半之助 東京 戻り
（（ （0 上総国夷隅郡下松尾村 松尾村 所左衛門 名主萬右衛門支配 東京馬込長玄寺 行
（（ （（‐（ 武州足立郡千住村 千住村？ 重右衛門 百性 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（‐（ 武州足立郡千住村 千住村？ 喜右衛門 名主 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ （伊勢国に藩庁） 藤堂和泉守（津藩主）飛脚 東京屋敷 行
（（ （（ 下総印幡郡佐倉支配上サ村 上座村 林右衛門 名主仁平支配 西新井大師 武蔵国足立郡 参詣ニ行 外弐人
（（ （（ 上総市原郡五井村 兼吉 名主儀八支配 東京本郷元町家主竹次郎 行
（（ （（ 上総国山邊郡布田村 滝次 東京神田佐久間町松坂屋次兵衛 行
（（ （（ 下総国海上郡銚子村・井ノ間村 飯沼村 惣七・徳兵衛・作次郎 名主傳右衛門支配 東京あんじん町平田政吉 安針町 行返り
（（ （（ 東京両国米澤町二丁目 伊三郎・運蔵 家主清兵衛店 成田山 下総国 参詣返り
（（ （（ 常州河内郡龍ヶ崎町 八取遊之助 名主宝田新平支配 東京馬喰町二丁目伊勢屋喜兵衛 行
（（ （9 東京本銀町壱丁目 安藤庄七 平十郎店 龍ヶ崎 常陸国河内郡 行返り
（（ 90 上総国山邊郡小食土村 次郎八 名主惣左衛門支配 東京浅草茅町二丁目伊勢屋平次郎 行
（（ 9（ 上総国山邊郡上大和田村 太郎右衛門 名主善兵衛支配 東京横浜大田 （東京・武蔵国横浜大田新田） 行
（（ 9（ 上総国夷隅郡嶋村 源三郎 名主吉之助支配 東京愛宕下柳澤御屋敷 （大和郡山藩知事邸） 行
（（ 9（ 武州葛西中平井村 平右衛門 与頭 成田 下総国 参詣返り
（（ 9（ 下総国千葉郡大金澤村 市郎兵衛・新右衛門 名主五郎右衛門支配 東京金毘羅 参詣行
（（ 9（ 武州足立郡西新井村 五左衛門 名主冨三郎支配 成田山 下総国 参詣返り
（（ 9（ 東京中橋中通さや町三丁目十弐番地所 鞘町（南・北町あり） 仙之助 家主長吉 下サ木下し百性孫兵衛 （木下河岸） 返ル
（（ 9（ 東京中橋泉町壱番地所 神田中橋和泉町 ひのや弥助 家主善八 舩橋佐渡屋 下総国 賣用
（（ 9（ 上総国武射郡大臺村 豊吉 名主忠兵衛支配 東京下谷金杉二丁目丸屋茂吉 行
（（ 99 東京横網 本所 粂蔵 竹田屋佐兵衛使 小栗原村中嶋小兵衛 下総国 行
（（ （00 下総国埴生郡井野岡村 飯岡村 儀助 名主重郎左衛門支配 東京箱崎二丁目龍ヶ崎屋勘兵衛 返ル
（（ （0（ 常州河内郡長峯村 佐右衛門 名主甚兵衛支配 東京糀町壱丁目一力長五郎 麹町 返ル
（（ （0（ 武州足立郡嘉兵衛新田 嘉兵衛 名主 佐倉元町日本寺隆次郎 下総国 返ル
（（ （0（ 東京本所四ツ目 吉蔵 家主喜八店 下サ香取金いず村金兵衛 金江津村 行
（（ （0（ （尾張国に藩庁） 木村喜太郎 名古屋藩 東京 行，印鑑改メ
（（ （0（ 東京神田三河町壱丁目十三番地 （神田は冠さない） 小金屋茂兵衛 家主 舩橋三丁目山口屋 下総国 返ル
（（ （0（ 武州倉木郡本もく本郷むら 久良岐本牧 六平・虎蔵・常吉 名主久兵衛支配 成田山 下総国 参詣返ル
（（ （0（ 下総国千葉郡金澤村 （大・小村あり） 吉次郎 名主善兵衛支配 野州加の間弥兵衛 鹿沼 返ル，た王ら渡世
（（ （0（ 上総国市原郡八幡町 善助 名主平八支配 葛西領猿ヶ又名主由太郎方 武蔵国 行
（（ （09 下総国埴生郡安食村 政兵衛 名主惣左衛門支配 東京金毘羅 参詣ヘ行
（（ （（0 下総国河内郡龍ヶ崎町 金次郎 名主鈴木與十郎支配 東京金毘羅 参詣ニ行
（（ （（（ 武州多摩郡府中在四つ谷村 初五郎・玉次郎 名主伊左衛門支配 成田山 下総国 参詣に行
（（ （（（ 東京神田須田町二丁目三十三番地所 栄蔵 名主岡村庄之助支配 舩橋五日市宮内長十郎方 下総国 行
（（ （（（ 武州足立郡入矢村 入谷村 儀三郎・鶴之助 名主忠蔵支配 成田山 下総国 参詣ノ返り
（（ （（（ 武州足立郡千住村 千住村？ 善吉 名主忠蔵支配 宮谷縣役所 上総国山辺郡大網村 行
（（ （（（ 下総国葛飾郡流山 清吉 名主秋元三左衛門支配 舩橋宮下田五之助 下総国 行
（（ （（（ 下総国佐野村 結城郡 次郎八・甚右衛門 名主新右衛門支配 東京浅草美濃屋長兵衛 行
（（ （（（ 下総国海上郡□ケ稲村 才五郎・喜三郎 名主酒屋傳右衛門支配 東京松嶋町遠州屋嘉兵衛 行
（（ （（（ 東京本所徳右衛門町壱丁目四十三番地所 庄吉 家主佐助 中山村鬼子母神 下総国 参詣返り
（（ （（9 上総国ながら郡福嶋村 長柄郡 権左衛門 名主安三郎支配 三峯 武蔵国 参詣ニ行
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （0（ 東京下谷金杉下町三番地所 田中屋兼吉 成田山 下総国 参詣戻り
（（ （0（ 常州信太郡久野村 伊左衛門・利左衛門 名主源兵衛支配 三州金比羅 讃州金毘羅 参詣戻り
（（ （0（ 下総国佐武郡西由村 （埴生郡西吉倉村） 六右衛門 東京本所五ツ目下総屋重左衛門
（（ （0（ 上総国東金 与八郎 東京小網町相模屋宇兵衛
（（ （0（ 千葉郡公津村 下総国 辰右衛門 千住多多美屋太右衛門 武蔵国 参
（（ （09 上総国市原郡鶴ノ前 鶴舞 権四郎・石蔵 南本所 東京
（（ （（0 下総国葛飾郡清戸村 長五郎・仁左衛門 名主平左衛門支配　百姓 舩橋宿 下総国 戻り
（（ （（（ 下総国香取郡府馬村 太郎兵衛 東京 御年貢納 外弐人
（（ （（（ 下総国佐原橋本 傳馬屋喜兵衛 東京鎌倉がし登しま屋十兵衛 神田鎌倉河岸 参候
（（ （（（ 下総国佐原宿 藤七・喜兵衛 東京箱崎 戻り
（（ （（（ 武蔵和羅美 宿゙ 蕨宿 名主嘉兵衛支配 成田山 下総国 参詣戻り 外弐人
（（ （（（ 下総国印幡郡新橋村 名主利左衛門支配 東京神田佐久間町松野屋豊吉 参り
（（ （（（ 勢州朝熊岳 弥太郎 成田 下総国 通り
（（ （（（ 下総国香取郡苅毛村 実惣寺 東京麻布佐倉田町法運寺 参り
（（ （（（ 下総国香取郡舩越村 甚五兵衛 駒木諏訪大明神 下総国 参詣戻り
（（ （（9 東京南大門 寺富次郎 上総国倉並 望陀郡蔵波村 参り
（（ （（0 東京浅草 清市郎・長八 佐芝経蔵店 成田 下総国 参詣江行
（（ （（（ 東京本八丁堀弐丁目 庄三郎 上総八幡 参詣ニ行
（（ （（（ （加賀国に藩庁） 加藤鐡二 金澤藩 行森宿 行森宿？ 印鑑所持
（（ （（（ 上総国市原郡戸野邊田村 外部田村 又吉 名主常吉支配　百姓 東京糀町五丁目筆屋儀兵衛 麹町 行
（（ （（（ 東京芝金杉弐拾四番地所 安五郎 家主 舩橋宿馬苦労渡世彦蔵 下総国　馬喰渡世 戻り
（（ （（（ 東京本所河原町拾六番地所 留五郎 上総国毛原村緑屋仙蔵 茂原村 行
（（ （（（ 下総国香取郡高岡村 五左衛門・平蔵 名主五郎左衛門支配　百姓 東京馬苦労町三丁目信濃屋 馬喰町 行
（（ （（（ 甲州鶴郡船津村 都留郡 久三郎 名主周兵衛支配　百姓 上総国東金邊 行
（（ （（（ 東京本所緑町弐番地所 松屋市兵衛 中山鬼子母神 下総国 参詣戻り
（（ （（9 下総国印幡郡下志津 村゙ 下志津村 六郎右衛門 名主紋左衛門支配　百姓 東京應神稲荷 王子稲荷 行
（（ （（0 下総国千葉郡萱田村 三左衛門・庄三郎 名主佐兵衛支配　百姓 東京應神稲荷 王子稲荷 行
（（ （（（ 東京日本橋通壱丁目拾九番地所 甚兵衛 銚子家沼田中玄蕃 下総国　飯沼村 戻 友弐人
（（ （（（ 上総国奈賀良郡一之宮村 長柄郡 六左衛門 名主太兵衛支配　百姓 東京浅草妙市院地内上総屋喜助 行
（（ （（（‐（ 東京四ツ谷弐拾六番地所 豊次郎 家主 開根加ノ六番 下総国 戻り
（（ （（（‐（ 東京四ツ谷弐拾六番地所 徳太郎 開根加ノ六番 下総国 戻り
（（ （（（ 下総国香取郡金伊津 村゙ 金江津村 善三郎 名主清兵衛支配 東京佃町三丁目鍋屋富五郎 深川 行 外弐人
（（ （（（ 上総国山邊郡藤金村 東金町 兵助 名主清三郎支配　百姓 千住香門宿鍛治間屋新助 武蔵国　掃部宿 戻り
（（ （（（ 常州飛騨郡井戸崎村 信太郡江戸崎村 平七・万次郎 名主利助支配　百姓 東京外神田湯島後孫助 行
（（ （（（ 下総国香取郡久保村 四郎兵衛 名主勘左衛門支配 東京浅草大地笠倉屋傳吉 浅草代地 行
（（ （（（‐（ 東京本八丁堀壱番地所 伊七 家主 高石神村善五郎 下総国 行
（（ （（（‐（ 東京本八丁堀壱番地所 新次郎 高石神村善五郎 下総国 行
（（ （（9 下総国葛飾郡木間ヶ世村 木間ヶ瀬村 平次郎・小兵衛 名主次兵衛支配　百姓 舩橋宿大神宮 下総国 参詣行
（（ （（0‐（ 東京深川元町六番地所 紋次郎 家主 上総和泉郡中蔵村仁左衛門 夷隅郡中倉村 戻り
（（ （（0‐（ 東京深川元町六番地所 市兵衛 上総和泉郡中蔵村仁左衛門 夷隅郡中倉村 戻り
（（ （（（ 常州行方郡山田村 與右衛門・惣兵衛 名主七郎左衛門支配 東京本所長崎町甲州屋金兵衛 戻り
（（ （（（ 下総国印幡郡中尾村 平兵衛・新左衛門・清蔵 名主喜平治支配 東京金比羅 参詣行
（（ （（（ 小川東作 印鑑所持
（（ （（（ 房州長狭郡西村 熊吉 名主惣右衛門支配 上州中仙道本所甚右衛門 中山道本庄宿 行
（（ （（（ 武州阿立郡元木村 足立郡 勘右衛門・彦兵衛 名主新八郎支配 成田山 下総国 参詣行 外四人
（（ （（（ 下総国仲見郡伊沼村 海上郡飯沼村 長次郎 名主惣右衛門支配　百姓 東京小田原壱丁目米屋喜太郎 戻り
（（ （（（ 東京亀沢町許借地 本所 大福方 成田山 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 武州埼玉郡一之割村 十右衛門 名主定治郎支配 下総国検見川新田権右衛門方 行
（（ （（9 （肥後国に藩庁） 小山森家 熊本藩 中山鬼子母神 下総国 印鑑所持，参詣ニ行
（（ （（0 （常陸国に藩庁） 大谷十銘太 松川藩 印鑑所持
（（ （（（ 加賀国石川郡石川村 作蔵・宇左衛門・四郎左衛門 名主岩右衛門支配 上総国九十九里 賣用
（（ （（（ 下総国千葉郡萱田村 安兵衛 名主佐兵衛支配 真間手児奈明神 下総国市川村 参詣戻り
（（ （（（‐（ 下総国香取郡小見村 太右衛門 庄屋 馬食町三丁目升屋三右衛門 東京馬喰町 戻り
（（ （（（‐（ 下総国香取郡小見村 三右衛門 馬食町三丁目升屋三右衛門 東京馬喰町 戻り
（（ （（（ 武州玉郡西久保村 多摩郡 駒蔵・藤吉 名主角之助支配 下総国佐原五伊屋徳次郎 戻り
（（ （（（ 上総国山邊郡福田原村 福俵村 与惣右衛門 名主藤右衛門支配　百姓 東京小川町井上地事 （支配高岡藩井上知事邸） 戻り
（（ （（（ 東京浅草新堀端本山 手師 志言院 成田山 下総国 参詣戻り
（（ （（（‐（ 下総国葛飾郡舩方村 三右衛門 名主 下総国布川 行

●明治 （ 年 （ 月 （0 日
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3
月 （（ （（（‐（ 下総国葛飾郡舩方村 太吾右衛門・文次郎 下総国布川 行

（（ （（（‐（ 信州伊奈郡栄嶋宿 伊那郡栄島宿？ 八右衛門 名主 成田山 下総国 参詣戻り 外弐人
（（ （（（‐（ 信州伊奈郡栄嶋宿 伊那郡栄島宿？ 彦右衛門・文右衛門 成田山 下総国 参詣戻り
（（ （（9 四国三吉郡里美村 阿波国三好郡，里美村？ 久次郎・忠次郎 名主十兵衛支配　百姓 番取百番 外ニ女弐人
（（ （（0 上総国佐武郡立木村 埴生郡 丈助 名主直八支配　百姓 東京本郷行殿坂杉原新蔵 （御殿坂） 行
（（ （（（ 下総国佐嶋郡井浪新田 猿島郡，井浪新田？ 栄吉 名主宇平支配　百姓 舩橋宿大神宮 下総国 参詣戻り
（（ （（（‐（ 下総国千葉郡谷津村 栄次郎 名主 千住嘉門宿多々美屋某 武蔵国 買ニ行戻り
（（ （（（‐（ 下総国千葉郡谷津村 辰右衛門 百姓 千住嘉門宿多々美屋某 武蔵国 買ニ行戻り
（（ （（（‐（ 下総国印幡郡小林村 弥重 名主 東京本所石原小林七之助 （（/（（ №（（（にも記録あり）行
（（ （（（‐（ 下総国印幡郡小林村 庄之助 百姓 東京本所石原小林七之助 （（/（（ №（（（にも記録あり）行
（（ （（（‐（ 常州行方郡伊多古村 潮来村 熊之助 名主 東京日本橋大黒屋勘兵衛 戻り
（（ （（（‐（ 常州行方郡伊多古村 潮来村 勘之助 百姓 東京日本橋大黒屋勘兵衛 戻り
（（ （（（‐（ 武州埼玉郡安楚 間゙村 東村 久兵衛 名主 千葉村 下総国 行
（（ （（（‐（ 武州埼玉郡安楚 間゙村 東村 喜左衛門 百姓 千葉村 下総国 行
（（ （（（ 沖用事 弓山藩（？） 木下 下総国 印鑑所持，行
（（ （（（‐（ 下総国香取郡萬歳村 傳右衛門 名主 東京小網町三丁目安妻屋嘉兵衛 戻り
（（ （（（‐（ 下総国香取郡萬歳村 三四郎・佐右衛門・太平 百姓 東京小網町三丁目安妻屋嘉兵衛 戻り
（（ （（（‐（ 上総国山邊郡藤金町 東金町 嘉平次 名主 東京小網町三丁目相模屋宇兵衛 戻り
（（ （（（‐（ 上総国山邊郡藤金町 東金町 次兵衛 百姓 東京小網町三丁目相模屋宇兵衛 戻り
（（ （（9‐（ 東京芝濱松町四丁目 鶴岡 家主 銚子古し屋徳次郎 下総国 戻り
（（ （（9‐（ 東京芝濱松町四丁目 忠蔵・喜太郎・蔵次郎 銚子古し屋徳次郎 下総国 戻り
（（ （（0 新吉原仲野町 東京浅草 仲野屋治助・利兵衛 下総国源多河岸武蔵屋 （源太河岸） 行
（（ （（（‐（ 上総国山邊郡柿餅村 芝内熊次郎 御□ 戻り
（（ （（（‐（ 上総国山邊郡柿餅村 嘉平 庄屋 御□ 戻り
（（ （（（‐（ 下総国印幡郡土沖村 土浮村 甚五郎右衛門 名主 瀧野川 東京 種仕入戻り
（（ （（（‐（ 下総国印幡郡土沖村 土浮村 七蔵 百姓 瀧野川 東京 種仕入戻り
（（ （（（‐（ 上総国市原郡手長村 市原郡手長村？ 角次郎 名主 東京大川端水野出羽守様 大川端町（菊間藩知事邸）行戻り
（（ （（（‐（ 上総国市原郡手長村 市原郡手長村？ 熊蔵 百姓 東京大川端水野出羽守様 大川端町（菊間藩知事邸）行戻り
（（ （（（ 下総国宇美上郡銚子新追村 海上郡新生村 徳次郎・留五郎 名主弥四郎支配 東京小網町行徳河し長嶋屋兵右衛門 小網町三丁目行徳河岸 戻り
（（ （（（ 下総国波武郡畑谷村 埴生郡 善兵衛 名主三郎兵衛支配　百姓 行徳壱丁目常陸屋勘七 下総国 戻り
（（ （（（ 常州行方郡麻生村 参蔵・富蔵 名主清次郎支配 東京大坂町松屋半次郎 （新大坂町） 戻り
（（ （（（ 武州足立郡浦和宿 十次郎・金次郎 名主権平支配 成田山 下総国 参詣ニ行
（（ （（（ 石川徳蔵 □原小藩 上総国藤金 東金町 行，印鑑所持
（（ （（9 下総国海上郡高谷村 荒野村 惣平・文蔵 名主清左衛門支配　百姓 東京小網町三丁目廣屋吉右衛門 行
（（ （（0 上総国市原郡八幡宿 善助 名主平八支配 葛西猿ケ俣由太郎助 武蔵国 戻り
（（ （（（ 上総国波入郡久傳村 埴生郡給田村 作平 名主勘四郎支配　百姓 東京京橋三丁目車屋平吉 京橋三丁目？ 戻り
（（ （（（ 東京浅草橋芝町九拾九番地所 橋場町 鉄太郎 船橋宿帯屋方 下総国 行
（（ （（（‐（ 上総国九拾九里松ケ井村 糀屋 名主 横濱 武蔵国 戻り
（（ （（（‐（ 上総国九拾九里松ケ井村 青吉 百姓 横濱 武蔵国 戻り
（（ （（（‐（ 東京亀戸五番地所 喜右衛門 家主 成田山 下総国 参詣戻り
（（ （（（‐（ 東京亀戸五番地所 庄兵衛・勘五郎 成田山 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 東京松嶋町弐拾五番地所 庄次郎 常州伊喜 里゙村 鹿嶋郡居切村 戻り
（（ （（（‐（ 下野国芳賀郡小林村 弥兵衛 名主 銚子今弓村 下総国海上郡今宮村 行
（（ （（（‐（ 下野国芳賀郡小林村 幸作 銚子今弓村 下総国海上郡今宮村 行
（（ （（（ 下総国香取郡小見村 弥助 名主太蔵支配 東京小網町三丁目大坂屋 行
（（ （（（‐（ 東京本所北上町 喜三郎 家主 常州鹿嶋郡石神村野口茂左衛門 戻り
（（ （（（‐（ 東京本所北上町 秀治郎 常州鹿嶋郡石神村野口茂左衛門 戻り
（（ （（9 東京連若町 連雀町 浅吉 千葉綿屋清六 下総国 行
（（ （90‐（ 下総国埴生郡田川村 岩橋長平 名主 馬喰町三丁目松嶋屋萬吉方 東京 帰村 外壱人
（（ （90‐（ 下総国埴生郡田川村 佐久間三之助 組頭 馬喰町三丁目松嶋屋萬吉方 東京 帰村
（（ （9（ 武州横見郡山野下村 清七郎 名主粂八支配 成田山 下総国 参詣ニ行
（（ （9（ （東京） 松崎有隣 民部省地理大令史 印鑑所持
（（ （9（‐（ 東京和泉町三拾三番地所 神田 墨田仁右衛門 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （9（‐（ 東京和泉町三拾三番地所 神田 倉吉・十左衛門 召仕 成田 下総国 参詣ニ行
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （（‐（ 武州入間郡冨士久保村 藤久保村 繁右衛門 名主 成田 下総国 参詣帰り
（（ （（‐（ 武州入間郡冨士久保村 藤久保村 市五郎・庄吉・源治郎・房治郎・平右衛門 成田 下総国 参詣帰り
（（ （（ 東西葛奥戸新田 武蔵国葛飾郡 中田や豊吉 谷津村最光寺 谷津村最光寺？ （最光寺）迄
（（ （9‐（ 香取郡金江津村 下総国 須田玄願 医師 大師河原 武蔵国 （大師河原）迄
（（ （9‐（ 香取郡金江津村 下総国 儀兵衛 大師河原 武蔵国 （大師河原）迄
（（ （0 京都馬町 喜兵衛 中山 下総国 参詣 母壱人
（（ （（‐（ 上サ山部郡東金町 山辺郡 嘉平治 名主 東京小網町卯兵衛 帰り
（（ （（‐（ 上サ山部郡東金町 山辺郡 善兵衛 東京小網町卯兵衛 帰り
（（ （（ 武州玉郡上布田村 多摩郡 武八 名主惣兵衛支配 鹿嶋 常陸国 参詣行
（（ （（ 武州埼玉郡大沢村 和吉 名主喜兵衛支配 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 上サ山部郡細草村 山辺郡 五郎右衛門 名主源五右衛門支配 東京赤坂下佐や新兵衛 （下総屋） 行
（（ （（ 下サ香取郡小検川村 （小見川村） 角右衛門 名主弥治兵衛支配百性 東京小網町弐丁目丈兵衛 戻り
（（ （（ 上サ武佐郡小松村 武射郡 留吉 名主長兵衛支配 東京四日市手品屋六兵衛 （霊岸島四日市町） 行
（（ （（ 東京霊岸嶋第三拾七番 梅治郎 木おろし徳嶋や 下総国印旛郡木下 行
（（ （（ 下サ香取郡塚山村 右右衛門 名主吉郎兵衛支配 東京小網町三丁目阿津まや 帰り 外女壱人
（（ （9 武州入間郡川越在大久保村 岩吉・万吉・利左衛門 名主治郎兵衛支配 成田 下総国 講中帰り 外七人
（（ 90 上サ長柄郡桜谷村 （糀谷村） 清平 名主八右衛門支配 東京弁慶橋大和町上サや久治郎 行
（（ 9（ 上サ長柄郡茂原村 吉平 名主四郎左衛門支配 東京本舩町熊次郎 行
（（ 9（ 武州大里郡熊ヶ谷宿 弁治郎 名主嘉左衛門支配 成田 下総国 参詣帰り
（（ 9（ 上サ山邊郡拾谷村 （上谷村） 万蔵・安五郎 名主四郎右衛門支配 東京行徳岸八幡や 小網町三丁目行徳河岸 行
（（ 9（ 上サ長柄郡虎見村 東浪見村 喜惣兵衛・十郎兵衛 名主五郎右衛門支配 東京油堀多佐や又兵衛 深川 行
（（ 9（ 上サ海上郡三崎村 七右衛門 名主徳左衛門支配 東京橋場馬屋長吉 浅草 行
（（ 9（‐（ 武州葛飾地方四番組寺嶋村 葛飾郡 重兵衛 組頭 下サ高岡御陣屋 （高岡藩） 帰り
（（ 9（‐（ 武州葛飾地方四番組寺嶋村 葛飾郡 傳左衛門 下サ高岡御陣屋 （高岡藩） 帰り
（（ 9（ 東京小石川須和町 海布屋市左衛門 上サ武射郡松ケ谷村甚五右衛門 帰り
（（ 9（‐（ 東京霊岸嶋三拾八番地所 久七 地主 上サ茂原熊蔵方 帰り
（（ 9（‐（ 東京霊岸嶋三拾八番地所 吉兵衛 上サ茂原熊蔵方 帰り
（（ 99 上サ毛田郡瀧口村 望陀郡 与市 名主吉左衛門支配 東京江戸橋上サや岩吉方 行
（（ （00 下総香取郡西大塚村 茂兵衛 名主清右衛門支配 箱崎町弐丁目立崎や勘兵衛方 東京，（龍ヶ崎屋） 帰り
（（ （0（ 東京岩附町 近江屋廣助 所々参種賣帰り 外壱人
（（ （0（ 武州葛飾郡上千葉村 卯之助 名主幸助支配 成田 下総国 参詣ニ行 外弐人
（（ （0（ 常州河内郡長沢村 与三郎・平兵衛 名主与惣右衛門支配 横濱 武蔵国 帰り
（（ （0（ 下サ印藩郡畔田村 印旛郡 治郎左衛門 名主利左衛門支配 中平井村平四郎 武蔵国葛飾郡 帰り
（（ （0（ 下総国印藩郡松虫村 卯兵衛・惣八 名主七郎支配 東京虎御門金羅 金毘羅 参詣帰り
（（ （0（ 信州伊奈郡飯田宿 新兵衛 名主喜三郎支配 房州松田なたや直七 安房国朝夷郡 帰り
（（ （0（‐（ 東京鉄砲津十九番地所 鉄砲洲 清兵衛 家主 上サ井上様 （鶴舞藩知事） 帰り
（（ （0（‐（ 東京鉄砲津十九番地所 鉄砲洲 平吉 店 上サ井上様 （鶴舞藩知事） 帰り
（（ （0（ 上サ夷隅郡大野村 平四郎 名主治郎右衛門支配　百性 東京下谷立藩御屋敷 館藩（明治 （ 年以前は松前藩） 行
（（ （09 上州山田郡大間真町 大間々村 卯兵衛・甚之助 名主吉井支配 成田 下総国 帰り
（（ （（0‐（ 東京米沢町弐丁目 清兵衛 家主 木おろし羽取三蔵方 下総国印旛郡羽鳥村 行
（（ （（0‐（ 東京米沢町弐丁目 伊三郎・源蔵 店 木おろし羽取三蔵方 下総国印旛郡羽鳥村 行
（（ （（（ 常州鹿嶋郡仕崎村 志崎村 市右衛門・定吉 名主藤右衛門支配 三峯山 武蔵国 帰り
（（ （（（ 下総香取郡川尻村 惣兵衛 名主太左衣文支配　百性 三峯山 武蔵国 帰り
（（ （（（‐（ 東京浅草松山町 吉五郎 家主 上サ茂原村松本又兵衛 帰り
（（ （（（‐（ 東京浅草松山町 幸助・多三郎 店 上サ茂原村松本又兵衛 帰り
（（ （（（ 東京拾五番芝中州前壱丁目 惣治・徳蔵 名主嘉兵衛支配　店 成田 下総国 参詣帰り
（（ （（（ 下総印藩郡臼井村 印旛郡 太左衛門・治助 名主源五右衛門支配 東京金毘羅 帰り
（（ （（（ 下サ羽布郡安飯村 安食村 五兵衛 名主弥伊治支配 三峯山 武蔵国 帰り
（（ （（（ 上サ泉郡石上村 夷隅郡石神村 善兵衛 名主六兵衛支配 東京本所三ツ目廣助方 行
（（ （（（ 上サ無佐郡谷津村 武射郡 惣兵衛 名主久右衛門支配 東京馬喰町鍵屋 帰り
（（ （（9 武州安達郡治郎左衛門新田 足立郡 直治郎・吉治郎・竹治郎 名主治郎左衛門支配 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （（0 下サ印藩郡谷田村 印旛郡 新右衛門 名主七郎左衛門支配 金毘羅 東京 帰り
（（ （（（ 野州太田宿 治三郎・幾三郎 名主七右衛門支配 成田 下総国 参詣へ行
（（ （（（ 奥州仙臺豊間郡寺地村 陸前登米郡寺池村 兵治郎 名主重右衛門支配 成田 下総国 参詣へ行
（（ （（（ 下総千葉郡八当村 谷当村 庄三郎・傳十郎・又吉 名主平治郎支配 金毘羅 東京 帰り
（（ （（（ 下サ八日市場田町 喜右衛門 名主三郎兵衛支配 横濱 武蔵国 帰り
（（ （（（ 銚子飯沼村 下総国 常七 名主惣左衛門支配 小田原町平蔵方 東京 帰り
（（ （（（ 下サ香取郡仁羅村 仁良村 安兵衛・平兵衛・太治兵衛・太郎兵衛 名主六兵衛支配 大山 相模国 参詣帰り

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （00 武州足立郡三宝村 藤次郎・熊蔵・吉蔵 名主禮二郎支配　百姓 成田山 下総国 参詣帰ル 外三人
（（ （0（ 下総国海上郡塚本村 源右衛門 名主甚左衛門支配　百姓 東京表六番町老海与右衛門屋敷 揖斐与右衛門

（旧領主の旗本）
帰ル

（（ （0（‐（ 武州入間郡三河嶋村 甚右衛門 名主久右衛門支配　百姓 成田山 下総国 帰ル
（（ （0（‐（ 武州入間郡三河嶋村 金蔵 甚右衛門忰 成田山 下総国 帰ル
（（ （0（ 常州河内郡芝崎村 源五右衛門 名主市郎兵衛支配　百姓 小菅縣役所 下総国 （小菅県役所）江通行
（（ （0（ 常州河内郡堀之内村 与兵衛 名主 東京柳橋松本や幸助 浅草 帰ル
（（ （0（ 下総海上郡高田村 平七・貞蔵 名主清右衛門支配　百姓 東京馬喰町四丁目闌内屋 帰ル
（（ （0（ 武州足立郡大谷田村 傳右衛門 名主常七支配　百姓 成田山 下総国 帰ル
（（ （0（ 武州葛飾郡金町村 千代吉 名主金左衛門支配　百姓 成田山 下総国 行ク
（（ （0（ 相州鎌倉郡小菅村 徳兵衛 名主与次右衛門支配　百姓 銚子 下総国 行ク
（（ （09 上州臼井郡中谷村 碓氷郡 鉄五郎 名主長太郎支配　百姓 成田山 下総国 帰ル
（（ （（0 上総国山部郡末名高谷村 清名幸谷村 四郎右衛門 名主 千住小塚原町尾張や藤助方 武蔵国 行
（（ （（（ 東京南新川十五番地所 南新川？ 近江屋平兵衛 濱野村喜左衛門方 （下総国千葉郡） 行ク
（（ （（（ 東京四谷鮫ケ橋十三番地所 茂吉 上サ八幡町金切屋茂兵衛方 帰ル
（（ （（（ 武州埼玉郡八丈領東方村 八条領 勝五郎・所左衛門 名主七郎左衛門 成田山 下総国 帰ル
（（ （（（ 下総佐倉中町横町
（（ （（（ 常州□荒村府中宿 森惣右衛門 松戸宿三河屋次郎右衛門方 下総国 行ク
（（ （（（‐（ 上総武射郡矢部村 縫右衛門 名主 東京小網町上総屋太兵衛方 行ク
（（ （（（‐（ 上総武射郡矢部村 縫之助 縫右衛門忰 東京小網町上総屋太兵衛方 行ク
（（ （（（ 東京上野三橋町壱番地所 与四兵衛 家主紙や半次店 成田山 下総国 行ク
（（ （（（ 武州葛飾郡砂原村 喜右衛門・久兵衛 名主次郎左衛門支配　与頭 成田山 下総国 行ク 外四人
（（ （（9 上総市原郡佐手村 佐瀬村 平作・小兵衛 名主太九郎支配　百姓 浅草観音寺 東京 行ク
（（ （（0 下総香取郡小河村 小川村 久兵衛 名主 浅草大地笠倉屋傳吉方 東京浅草代地 行
（（ （（（ 房州阿波郡番田村 （安房郡坂田村） 治三郎 名主市郎左衛門支配　百姓 銚子田場藤四郎方 下総国 行ク
（（ （（（ 武州入間郡勝瀬村 久左衛門・乙三郎 名主半兵衛支配　百姓 成田山 下総国 行ク
（（ （（（ 千住掃部宿 武蔵国 鈴木屋幸三郎・吉野屋七五郎 成田山 下総国 通ル

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日

（（ （（（ 下サ相馬郡布佐村 仙蔵 名主又左衛門支配 東京行徳岸八幡屋長右衛門 小網町三丁目行徳河岸 帰り
（（ （（（‐（ 武州安達郡千住宿 足立郡 七太郎 組頭 成田 下総国 参詣ニ行 外壱人
（（ （（（‐（ 武州安達郡千住宿 徳兵衛・七兵衛・伊之助 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （（9 下サ香取郡今泉村 与惣兵衛 名主善兵衛支配 東京小網町三丁目鍋屋冨五郎 帰り
（（ （（0 常州信太郡江戸崎村 忠兵衛・喜兵衛・新兵衛・長兵衛・喜八 名主勘四郎支配 東京小網町三丁目鍋屋冨五郎 行
（（ （（（‐（ 下サ印藩郡長殿村 印旛郡 為三郎 名主 東京麹町三丁目沼田屋勘助 帰り
（（ （（（‐（ 下サ印藩郡長殿村 印旛郡 栄治郎 百性 東京麹町三丁目沼田屋勘助 帰り
（（ （（（ 下サ印藩郡亀成村 印旛郡 長吉 名主儀三郎支配 東京小田原町東国屋伊之助 行
（（ （（（ 下サ千葉郡菅田村 平左衛門・清右衛門・甚右衛門 名主佐兵衛支配 大子稲荷 （武蔵国王子稲荷） 帰り
（（ （（（ 常州河内郡半田村 喜兵衛 名主太右衛門支配 東京浅草堀田原新太郎様 （半田村旧領主旧旗本川勝新太郎）帰り
（（ （（（ 上サ市原郡古市場村 梅吉・仙助 名主久平支配 行徳欠真間村 下総国 行
（（ （（（ 武州安立郡河口在元子村 足立郡川口宿在

（本郷村）
紋次郎・久左衛門・伊助 名主三右衛門支配 成田 下総国 参詣ニ行

（（ （（（‐（ 東京浅草三谷町三拾番地 山谷町 喜助 家主 銚子 下総国 賣用之帰り
（（ （（（‐（ 東京浅草三谷町三拾番地 山谷町 貞蔵 銚子 下総国 賣用之帰り
（（ （（（ 下総印藩郡木下岸 印旛郡 七郎・六平 名主半蔵支配 東京箱崎町龍ヶ崎や勘兵衛 帰り
（（ （（9‐（ 東京橋場町 浅草 丹蔵 家主 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （（9‐（ 東京橋場町 浅草 徳一郎・長八 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （（0 下サ香取郡佐原村 仁兵衛 名主茂左衛門支配 東京箱崎三丁目佐原屋又兵衛 行
（（ （（（ 下サ羽武郡須嘉村 埴生郡須賀村 吉右衛門・勘四郎 名主幸三郎支配 東京金毘羅 帰り
（（ （（（ 武州安立郡下佐々免村 足立郡下笹目村 与左衛門・権兵衛・嘉兵衛 名主助右衛門支配 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （（（ 下総印藩郡布鎌村 印旛郡 秀吉 名主儀兵衛支配 横浜本町四丁目平吉方 武蔵国 帰り
（（ （（（ （駿河国に藩庁） 小野繁三郎 静岡藩 上サ山邊郡大木戸村 通行
（（ （（（‐（ 東京八丁堀中之橋 藤七 家主 濱野村角屋 （下総国千葉郡） 帰り
（（ （（（‐（ 東京八丁堀中之橋 源蔵 濱野村角屋 （下総国千葉郡） 帰り
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（（ （（（ 常州香取郡猿田村 塩屋久兵衛 両国松本や幸助方 東京（浅草柳橋） 帰ル
（（ （（（ 武州東葛西領奥戸新田 武助・傳二郎 名主弥四郎支配者　百姓 成田山 下総国 通ル
（（ （（（ 下総海上郡飯沼村 喜重郎 名主惣兵衛生支配　百姓 東京小網町三丁目長嶋や太右衛門方 帰ル
（（ （（（‐（ 常州鹿嶋郡松村 塩屋源左衛門 名主 東京菊ケ橋藤屋清兵衛方 菊川橋 帰ル
（（ （（（‐（ 常州鹿嶋郡松村 和三郎 与頭 東京菊ケ橋藤屋清兵衛方 菊川橋 帰ル
（（ （（（ 東京地方五番組中 忠兵衛 年寄金子平右衛門代 中木戸新田名主方 下総国 行ク
（（ （（9 上総国市原郡浅井小向村 専太郎 名主八郎右衛門支配　百姓 本所四ツ目桐屋安五郎方 東京 帰ル
（（ （（0 常州行方郡山田村 茂右衛門 名主七郎右衛門支配　百姓 小網町三丁目伊勢や次郎右衛門方 東京 帰ル
（（ （（（ 武州足立郡千住掃部宿 長右衛門 名主喜右衛門支配　百姓 成田山 下総国 通ル
（（ （（（ 上総望田郡下泉村 望陀郡 徳兵衛 名主米四郎支配　百姓 東京土手四番町龍之進 帰ル
（（ （（（ 越後刈輪郡下石黒村 苅羽郡 乙吉・由松 名主重兵衛支配　百姓 上総勝良村儀左衛門・平沢村長左衛門 勝浦村 帰ル
（（ （（（ 東京本郷本町壱丁目九番地所 徳次郎・藤次郎 家主仁三郎店 二子村清二郎方 下総国 通り
（（ （（（ 武州足立郡嶋根村 九右衛門・源六 名主藤蔵支配 成田山 下総国 通ル
（（ （（（ 下総香取郡橋向村 市郎右衛門 名主次左衛門支配　百姓 東京日本橋伊勢や吉蔵方 帰ル
（（ （（（ 下総印幡郡椎渡村 （鹿渡村） 源左衛門 名主清右衛門支配　百姓 東京金毘羅様 帰ル
（（ （（（ 上総山部郡戸計村 土気村 仁兵衛・清介 名主良次支配 堀之内 武蔵国（妙法寺） 参詣ニ通ル 外弐人
（（ （（9 武州埼玉郡柿野木村 吉左衛門・彦四郎 名主伊兵衛支配 成田山 下総国 通ル
（（ （（0 武州駒郡直竹村 高麗郡，（上・下村あり）儀兵衛 名主半左衛門支配　百姓 小見川在小見村太郎屋五兵衛方 下総国香取郡 帰ル
（（ （（（ 上州赤妻郡大笹村 又四郎 名主弥五八支配　与頭 成田山 下総国 帰ル
（（ （（（ 東京麹町貝坂 幸蔵 与七店 上総市原郡国吉村幸八方 行ク
（（ （（（ 下総国香取郡田子村 長兵衛 名主又右衛門支配　百姓 横濱本弁天上町蓮根屋吉五郎方 武蔵国 行
（（ （（（ 東京駒込千駄木町地方三番組 勘四郎 家主勘兵衛支配 交見臺権重郎方 帰ル
（（ （（（ 常州河内郡太田村 文蔵 名主平右衛門支配　百姓 本所壱ツ目御石場會所 東京 帰ル
（（ （（（ 越後首城郡田麦村 頚城郡 三吉・米八 名主七郎左衛門支配　百姓 上総登ふかね町酒屋大太郎方 東金町 帰ル
（（ （（（ 上総国長柄郡牛込村 庄九郎 名主長九郎支配　百姓 東京四日市伊勢や忠兵衛方 （霊岸島四日市町） 行ク
（（ （（（ 東京秋津宮長町十六番地所 小川屋平右衛門・金次郎 家主政吉支配 成田山 下総国 通ル
（（ （（9 上総国山部郡白幡村 山辺郡 治兵衛・安十郎 名主儀兵衛支配　百姓 本所弁天こふじ若森縣権大属様 東京 行
（（ （（0 武州葛飾郡彦沢村 吉兵衛 与頭惣四郎支配　百姓 大和田満すや （下総か上総か不明） 帰ル
（（ （（（ 武州埼玉郡間名板村 埼玉郡真名板村 幸次郎・政次郎 名主庄八郎支配　百姓 成田山 下総国 帰ル
（（ （（（ 常州行方郡石神村 竹次 名主金三郎支配　百姓 東京上野山下甚兵衛方 行ク
（（ （（（ 下総国千葉郡佐山村 久左衛門 名主半兵衛支配　百姓 東京寺嶋新田百姓佐四郎方 通ル
（（ （（（ 房州阿波郡廣瀬村 安房郡 木惣右衛門 名主 神田須田町萬屋杢右衛門方 東京 帰ル
（（ （（（ 上州新田郡徳川村 佐吉 名主次郎兵衛支配　百姓 上総山ニ赤門 帰ル
（（ （（（‐（ 東京谷中坂町廿三番地所 新之助 家主長吉支配 千葉小町経師屋清吉方 下総国 帰ル
（（ （（（‐（ 東京谷中坂町廿三番地所 すま 新之助代妻廿才 千葉小町経師屋清吉方 下総国 帰ル
（（ （（（ 下総国相馬郡加納新田 市郎右衛門 名主傳左衛門支配 浅草福井町仕立屋春次郎方 東京 行ク
（（ （（（ 武州葛飾郡平沼村 穀や半次郎 名主五郎左衛門支配 薗野善三郎方 行ク
（（ （（9 下総相佐郡冨谷村 匝瑳郡 次兵衛 名主仁兵衛支配　百姓 東京下谷中御徒町竹井亀三郎 仲御徒町 帰ル
（（ （（0 上総長柄郡茂原村 市平 名主貫八郎支配　百姓 東京桜田伏見町萬や粂吉方 行
（（ （（（ 武州足立郡鴻巣村 新三郎・半治 名主啓作支配　百姓 成田山 下総国 通ル
（（ （（（ 銚子今宮村 下総国 権兵衛 名主与惣左衛門支配　百姓 小網町三丁目長嶋や兵右衛門方 東京 行
（（ （（（ （駿河国に藩庁） 荒尾篤十郎 静岡藩 下総香取郡貝塚村 （旧旗本荒尾氏の旧領）行ク 供壱人
（（ （（（ 上総国望田郡木佐良津村 望陀郡木更津村 廣蔵 名主次郎右衛門支配　百姓 駒木 下総国（諏訪神社） 帰ル
（（ （（（ 常州行方郡牛堀村 丈助 名主重作支配　百姓 東京立花壱丁目奥州屋嘉兵衛方 橘町 帰ル
（（ （（（ 武州豊嶋郡岩渕宿 彦太郎 名主新一郎支配　百姓 成田山 下総国 行ク
（（ （（（ 東京本所対敗町壱丁目四番地所 対敗町？ 民五郎 家主栄吉支配　伜 下総国勝浦瓦や金次郎方 帰ル
（（ （（（ 東京箱崎壱丁目 米吉 文吉支配 大森村宮崎勘右衛門方 下総国 帰ル
（（ （（9 房州長柄郡濱打村 安房国長柄郡浜打村？ 七兵衛 名主八郎左衛門支配　百姓 小網町三丁目長嶋や市左衛門 東京 行ク 外壱人
（（ （（0 下総国印幡郡下高谷村 下高野村 所左衛門・庄左衛門 名主新右衛門支配　百姓 馬喰町三丁目松崎屋 東京 帰
（（ （（（ 西京 片野養民 藤浪殿（尾張藩医カ）身内□尾門人

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（0ｂ （（9‐（ 上総国山邊郡大網宿 勘次郎 名主 古しかい宿多祢屋銀之介 （武蔵国越谷宿） 行
（0ｂ （（9‐（ 上総国山邊郡大網宿 太右衛門 古しかい宿多祢屋銀之介 （武蔵国越谷宿） 行

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日
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3
月 （0ｂ （（0‐（ 下総国香取郡伊野村 伊能村 与右衛門 名主 柳原六丁目萬屋武七 東京本所 行

（0ｂ （（0‐（ 下総国香取郡伊野村 伊能村 治兵衛・平之丞・五郎左衛門 柳原六丁目萬屋武七 東京本所 行
（0ｂ （（（‐（ 上サ山邊郡植草村 源左衛門 名主 東京土井屋敷 （古河藩知事邸） 行
（0ｂ （（（‐（ 上サ山邊郡植草村 清助 東京土井屋敷 （古河藩知事邸） 行
（0ｂ （（（‐（ 常州河内郡大徳村 勇之助 名主 東京扇橋 深川扇橋町 戻り
（0ｂ （（（‐（ 常州河内郡大徳村 五郎左衛門 東京扇橋 深川扇橋町 戻り
（0ｂ （（（‐（ 上サ長柄郡下郷村 下之郷村 治五兵衛 名主 東京赤坂萬け楚賀鉄丸屋敷 （支配吉井藩知事松平邸）行
（0ｂ （（（‐（ 上サ長柄郡下郷村 下之郷村 徳左衛門 東京赤坂萬け楚賀鉄丸屋敷 （支配吉井藩知事松平邸）行
（0ｂ （（（‐（ 上サ山邊郡上谷村 蟻右衛門 名主 東京下谷藤屋清八方 行
（0ｂ （（（‐（ 上サ山邊郡上谷村 半左衛門 東京下谷藤屋清八方 行
（0ｂ （（（ 東京新嶋原 吉五郎 川口召仕 成田 下総国 参詣行
（0ｂ （（（ 武州埼玉郡岩津木在水田村 岩槻在水田村？ 吉五郎・佐吉 上サ九十九里丸屋佐吉 戻り
（0ｂ （（（ 東京すき里町壱丁目壱番地所 （下谷数奇屋町） 浅吉 柏屋弥八店 上サ安房常吉方 上総安房？ 戻り
（0ｂ （（（‐（ 東京神田松田町 喜兵衛 家主 佐倉在古けら方村辰右衛門 下総国，こけら方村？ 行
（0ｂ （（（‐（ 東京神田松田町 兼治郎 佐倉在古けら方村辰右衛門 下総国，こけら方村？ 行
（0ｂ （（9 上サ周淮郡定元村 貞元村 茂助・三之助・文治郎 名主紋治郎支配 東京呉服町伊勢屋惣左衛門 行
（0ｂ （90 上サ埴生郡長柄宿 （長南宿） 五郎八 名主庄三郎支配 千住宿四町目布屋三左衛門 武蔵国 行
（0ｂ （9（ 上サ市原郡谷津村 金七 名主與右衛門支配 浅草團左衛門 東京，弾左衛門 行
（0ｂ （9（ 下サ香取郡佐原村 利兵衛 名主茂右衛門支配 東京箱崎佐原屋庄之由 行 供壱人
（0ｂ （9（ 下サ印幡郡斗合村 印幡郡斗合村？ 平右衛門 名主太兵衛支配
（0ｂ （9（ 下サ香取郡四谷村 小右衛門 名主 武州三峯 参詣江行
（0ｂ （9（ 伊豆国加茂郡稲取村 徳治郎 名主弥右衛門支配 成田 下総国 参詣ニ行
（0ｂ （9（ 上サ長柄郡茂原村 吉平 名主四郎左衛門支配 東京箱崎佐原屋政兵衛 戻り
（0ｂ （9（ 下サ印幡郡畔田村 治郎左衛門・三右衛門 名主治左衛門支配 葛西井小岩平四郎 武蔵国葛西小岩 戻り
（0ｂ （9（ 常州水戸大賀郡田尻村 多賀郡 幾蔵・幸七・茂助 名主勝重支配 浅草 東京 観音参詣戻り
（0ｂ （99 上サ山邊郡武射村 武射田村（上・下村あり） 平兵衛・佐平次 名主幾三郎支配 下野大山宿佐土屋源太郎 戻り
（0ｂ （00 東京箱崎弐丁目 藤七 家主傳兵衛店 舩橋宿小見屋吉左衛門 下総国 戻り
（0ｂ （0（ 東京西久保糸會所 勇吉 吉田半兵衛使 下サ源田河岸畑谷村清兵衛 源太河岸 行
（0ｂ （0（ 安房平郡何無陀村 南無谷村 治左衛門 名主権兵衛支配 東京日本橋酒屋豊吉 戻り
（0ｂ （0（‐（ 東京下谷万年町拾九番地所 源吉 家主 下サ相馬郡布佐村茂兵衛 行
（0ｂ （0（‐（ 東京下谷万年町拾九番地所 新六 下サ相馬郡布佐村茂兵衛 行
（0ｂ （0（ 東京高橋玄庄屋鋪 深川 内田召仕 下サ佐原伊野民右衛門 行
（0ｂ （0（ 上サ武射郡和田村 治平 名主重右衛門支配 横濱在大田村新兵衛 武蔵国，太田村 戻り
（0ｂ （0（ 武州玉郡大目新町 多摩郡青梅新町村 亀五郎 名主文右衛門支配 上サ毛瀧三阿屋与平 （下大多喜村，三河屋） 行
（0ｂ （0（ 東京本所三ツ目四拾三番地所 由蔵 家主太吉店 新戸林岩例名主藤作
（0ｂ （0（ 武州利足郡千住在入谷村 足立郡 兼吉・清蔵 名主銀蔵支配 成田 下総国 参詣ニ行
（0ｂ （09 東京浅草梅堀 埋堀 善助 上サ佐ら津村伊勢屋太助 望陀郡木更津村 戻り
（0ｂ （（0 下サ印幡郡七曲村 塩子七曲村 茂左衛門 名主儀兵衛支配 東京金羅 金毘羅 参詣之戻り
（0ｂ （（（ 東京浅草東仲町拾九番地所 清左衛門 家主 成田 下総国 参詣戻り
（0ｂ （（（ 下総国印幡郡小林村 庄兵衛 名主弥重支配 東京浅草薬師横町大岩佐門 戻り
（0ｂ （（（ 東京深川佐賀町四拾九番地所 新兵衛 家主清兵衛支配 銚子紺屋新六 下総国 行 外壱人
（0ｂ （（（ 越後蒲原郡糸網村 蒲原郡糸網村？ 忠蔵 名主六蔵支配 上サ東金在四て木村四郎左衛門 戻り
（0ｂ （（（‐（ 下サ葛飾郡山崎村 弥惣兵衛 名主 上サ馬立村佐久兵衛龍見寺 市原郡
（0ｂ （（（‐（ 下サ葛飾郡山崎村 与右衛門 上サ馬立村佐久兵衛龍見寺 市原郡
（0ｂ （（（ 下サ海上郡銚子荒大井村 （新生村） 惣助 名主弥四郎支配 東京日本橋大俵町重助 日本橋大俵町？ 戻り
（0ｂ （（（ 東京日本橋四日市 四日市河岸 又右衛門 治兵衛地借 鹿嶋 常陸国 参詣者
（0ｂ （（（ 東京四ツ谷傳馬町五番地所 伊兵衛 家主市兵衛 成田 下総国 参詣ニ行
（0ｂ （（9 下サ印幡郡佐倉下志津村 三郎兵衛・藤七 名主紋左衛門支配 千住川原町八百屋文蔵 武蔵国 行
（0ｂ （（0 武州利足郡千住在鹿濱村 足立郡 三治郎・長四郎 名主五郎左衛門支配 成田 下総国 参詣ニ行
（0ｂ （（（ 下サ相馬郡布川村 半兵衛 名主孫八支配 東京小網町三丁目八幡屋 行
（0ｂ （（（ 上サ武射郡加婦之木村 蕪木村 萬吉 名主源右衛門支配 猫さね 下総国猫実村 行
（0ｂ （（（ 東京深川七堀町五番地所 （永堀町） 小国幸太郎 下サ布佐治郎右衛門 戻り
（0ｂ （（（ 常州河内郡龍ヶ崎村 善太郎 名主新兵衛支配 東京浅草山屋半兵衛 山谷 行
（0ｂ （（（ 下サ印幡郡佐倉田町 三左衛門 名主新七支配 東京浅草團左衛門屋敷 弾左衛門 行
（0ｂ （（（ 野州會賀郡板荷村 都賀郡 治郎次 名主伊才支配 上サ山邊郡方賀伊村豊之助 片貝村 行
（0ｂ （（（ 野州會賀郡山太村 都賀郡山田村 見造 名主 成田 下総国 参詣行
（0ｂ （（（ 越中国射水郡北社村 北八代村 金□衛門・原太郎・平吉 組頭長右衛門支配 上サ高根村熊蔵 戻り
（0ｂ （（9 武州埼玉郡小しかい宿 越ケ谷宿 松次郎 名主源六支配 舟はし孫萬 下総国 行
（0ｂ （（0 東京石原町大角町内 本所 小林七兵衛・平吉 水戸横川屋敷 常陸国，（水戸藩知事邸） 行 女壱人
（0ｂ （（（ 下サ市原郡今津村 上総国市原郡今津朝山村 治郎左衛門 名主佐平次支配 東京市番町榊原屋敷 一番町 行
（0ｂ （（（ 下サ匝瑳郡高谷村 高野村 兵右衛門・勘右衛門・五郎兵衛・七郎兵衛 名主善兵衛支配 東京茅町足利屋源左衛門 浅草 戻り
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月 （0ｂ （（0‐（ 下総国香取郡伊野村 伊能村 与右衛門 名主 柳原六丁目萬屋武七 東京本所 行

（0ｂ （（0‐（ 下総国香取郡伊野村 伊能村 治兵衛・平之丞・五郎左衛門 柳原六丁目萬屋武七 東京本所 行
（0ｂ （（（‐（ 上サ山邊郡植草村 源左衛門 名主 東京土井屋敷 （古河藩知事邸） 行
（0ｂ （（（‐（ 上サ山邊郡植草村 清助 東京土井屋敷 （古河藩知事邸） 行
（0ｂ （（（‐（ 常州河内郡大徳村 勇之助 名主 東京扇橋 深川扇橋町 戻り
（0ｂ （（（‐（ 常州河内郡大徳村 五郎左衛門 東京扇橋 深川扇橋町 戻り
（0ｂ （（（‐（ 上サ長柄郡下郷村 下之郷村 治五兵衛 名主 東京赤坂萬け楚賀鉄丸屋敷 （支配吉井藩知事松平邸）行
（0ｂ （（（‐（ 上サ長柄郡下郷村 下之郷村 徳左衛門 東京赤坂萬け楚賀鉄丸屋敷 （支配吉井藩知事松平邸）行
（0ｂ （（（‐（ 上サ山邊郡上谷村 蟻右衛門 名主 東京下谷藤屋清八方 行
（0ｂ （（（‐（ 上サ山邊郡上谷村 半左衛門 東京下谷藤屋清八方 行
（0ｂ （（（ 東京新嶋原 吉五郎 川口召仕 成田 下総国 参詣行
（0ｂ （（（ 武州埼玉郡岩津木在水田村 岩槻在水田村？ 吉五郎・佐吉 上サ九十九里丸屋佐吉 戻り
（0ｂ （（（ 東京すき里町壱丁目壱番地所 （下谷数奇屋町） 浅吉 柏屋弥八店 上サ安房常吉方 上総安房？ 戻り
（0ｂ （（（‐（ 東京神田松田町 喜兵衛 家主 佐倉在古けら方村辰右衛門 下総国，こけら方村？ 行
（0ｂ （（（‐（ 東京神田松田町 兼治郎 佐倉在古けら方村辰右衛門 下総国，こけら方村？ 行
（0ｂ （（9 上サ周淮郡定元村 貞元村 茂助・三之助・文治郎 名主紋治郎支配 東京呉服町伊勢屋惣左衛門 行
（0ｂ （90 上サ埴生郡長柄宿 （長南宿） 五郎八 名主庄三郎支配 千住宿四町目布屋三左衛門 武蔵国 行
（0ｂ （9（ 上サ市原郡谷津村 金七 名主與右衛門支配 浅草團左衛門 東京，弾左衛門 行
（0ｂ （9（ 下サ香取郡佐原村 利兵衛 名主茂右衛門支配 東京箱崎佐原屋庄之由 行 供壱人
（0ｂ （9（ 下サ印幡郡斗合村 印幡郡斗合村？ 平右衛門 名主太兵衛支配
（0ｂ （9（ 下サ香取郡四谷村 小右衛門 名主 武州三峯 参詣江行
（0ｂ （9（ 伊豆国加茂郡稲取村 徳治郎 名主弥右衛門支配 成田 下総国 参詣ニ行
（0ｂ （9（ 上サ長柄郡茂原村 吉平 名主四郎左衛門支配 東京箱崎佐原屋政兵衛 戻り
（0ｂ （9（ 下サ印幡郡畔田村 治郎左衛門・三右衛門 名主治左衛門支配 葛西井小岩平四郎 武蔵国葛西小岩 戻り
（0ｂ （9（ 常州水戸大賀郡田尻村 多賀郡 幾蔵・幸七・茂助 名主勝重支配 浅草 東京 観音参詣戻り
（0ｂ （99 上サ山邊郡武射村 武射田村（上・下村あり） 平兵衛・佐平次 名主幾三郎支配 下野大山宿佐土屋源太郎 戻り
（0ｂ （00 東京箱崎弐丁目 藤七 家主傳兵衛店 舩橋宿小見屋吉左衛門 下総国 戻り
（0ｂ （0（ 東京西久保糸會所 勇吉 吉田半兵衛使 下サ源田河岸畑谷村清兵衛 源太河岸 行
（0ｂ （0（ 安房平郡何無陀村 南無谷村 治左衛門 名主権兵衛支配 東京日本橋酒屋豊吉 戻り
（0ｂ （0（‐（ 東京下谷万年町拾九番地所 源吉 家主 下サ相馬郡布佐村茂兵衛 行
（0ｂ （0（‐（ 東京下谷万年町拾九番地所 新六 下サ相馬郡布佐村茂兵衛 行
（0ｂ （0（ 東京高橋玄庄屋鋪 深川 内田召仕 下サ佐原伊野民右衛門 行
（0ｂ （0（ 上サ武射郡和田村 治平 名主重右衛門支配 横濱在大田村新兵衛 武蔵国，太田村 戻り
（0ｂ （0（ 武州玉郡大目新町 多摩郡青梅新町村 亀五郎 名主文右衛門支配 上サ毛瀧三阿屋与平 （下大多喜村，三河屋） 行
（0ｂ （0（ 東京本所三ツ目四拾三番地所 由蔵 家主太吉店 新戸林岩例名主藤作
（0ｂ （0（ 武州利足郡千住在入谷村 足立郡 兼吉・清蔵 名主銀蔵支配 成田 下総国 参詣ニ行
（0ｂ （09 東京浅草梅堀 埋堀 善助 上サ佐ら津村伊勢屋太助 望陀郡木更津村 戻り
（0ｂ （（0 下サ印幡郡七曲村 塩子七曲村 茂左衛門 名主儀兵衛支配 東京金羅 金毘羅 参詣之戻り
（0ｂ （（（ 東京浅草東仲町拾九番地所 清左衛門 家主 成田 下総国 参詣戻り
（0ｂ （（（ 下総国印幡郡小林村 庄兵衛 名主弥重支配 東京浅草薬師横町大岩佐門 戻り
（0ｂ （（（ 東京深川佐賀町四拾九番地所 新兵衛 家主清兵衛支配 銚子紺屋新六 下総国 行 外壱人
（0ｂ （（（ 越後蒲原郡糸網村 蒲原郡糸網村？ 忠蔵 名主六蔵支配 上サ東金在四て木村四郎左衛門 戻り
（0ｂ （（（‐（ 下サ葛飾郡山崎村 弥惣兵衛 名主 上サ馬立村佐久兵衛龍見寺 市原郡
（0ｂ （（（‐（ 下サ葛飾郡山崎村 与右衛門 上サ馬立村佐久兵衛龍見寺 市原郡
（0ｂ （（（ 下サ海上郡銚子荒大井村 （新生村） 惣助 名主弥四郎支配 東京日本橋大俵町重助 日本橋大俵町？ 戻り
（0ｂ （（（ 東京日本橋四日市 四日市河岸 又右衛門 治兵衛地借 鹿嶋 常陸国 参詣者
（0ｂ （（（ 東京四ツ谷傳馬町五番地所 伊兵衛 家主市兵衛 成田 下総国 参詣ニ行
（0ｂ （（9 下サ印幡郡佐倉下志津村 三郎兵衛・藤七 名主紋左衛門支配 千住川原町八百屋文蔵 武蔵国 行
（0ｂ （（0 武州利足郡千住在鹿濱村 足立郡 三治郎・長四郎 名主五郎左衛門支配 成田 下総国 参詣ニ行
（0ｂ （（（ 下サ相馬郡布川村 半兵衛 名主孫八支配 東京小網町三丁目八幡屋 行
（0ｂ （（（ 上サ武射郡加婦之木村 蕪木村 萬吉 名主源右衛門支配 猫さね 下総国猫実村 行
（0ｂ （（（ 東京深川七堀町五番地所 （永堀町） 小国幸太郎 下サ布佐治郎右衛門 戻り
（0ｂ （（（ 常州河内郡龍ヶ崎村 善太郎 名主新兵衛支配 東京浅草山屋半兵衛 山谷 行
（0ｂ （（（ 下サ印幡郡佐倉田町 三左衛門 名主新七支配 東京浅草團左衛門屋敷 弾左衛門 行
（0ｂ （（（ 野州會賀郡板荷村 都賀郡 治郎次 名主伊才支配 上サ山邊郡方賀伊村豊之助 片貝村 行
（0ｂ （（（ 野州會賀郡山太村 都賀郡山田村 見造 名主 成田 下総国 参詣行
（0ｂ （（（ 越中国射水郡北社村 北八代村 金□衛門・原太郎・平吉 組頭長右衛門支配 上サ高根村熊蔵 戻り
（0ｂ （（9 武州埼玉郡小しかい宿 越ケ谷宿 松次郎 名主源六支配 舟はし孫萬 下総国 行
（0ｂ （（0 東京石原町大角町内 本所 小林七兵衛・平吉 水戸横川屋敷 常陸国，（水戸藩知事邸） 行 女壱人
（0ｂ （（（ 下サ市原郡今津村 上総国市原郡今津朝山村 治郎左衛門 名主佐平次支配 東京市番町榊原屋敷 一番町 行
（0ｂ （（（ 下サ匝瑳郡高谷村 高野村 兵右衛門・勘右衛門・五郎兵衛・七郎兵衛 名主善兵衛支配 東京茅町足利屋源左衛門 浅草 戻り



28
7

［
明
治
三
～
四
年
葛
飾
県
鬼
越
村
見
張
所
記
録
の
分
析
と
紹
介
］…
…
池
田
真
由
美

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （（（ 上サ恵隅郡上野宿 夷隅郡長者町 竹二郎・利左衛門 名主佐五兵衛支配 東京霊岸嶋本塩町上総屋忠三郎 行
（（ （（（ 東京松永町弐丁目 神田 喜太郎 家主善八店 常州かし満 鹿嶋 参詣
（（ （（（ 武州多摩麻郡青目村 （多摩郡青梅村） 弥五郎・忠蔵・庄助 名主弥左衛門支配 成田山 下総国 参詣
（（ （（（ 上サ埴生郡長南宿 吉五郎 名主三郎兵衛支配 横濱元弁天道清水屋利兵方 武蔵国 帰り
（（ （（（ 常州鹿嶋郡鹿嶋村 茂右衛門 名主利八支配 東京塩町壱丁目庄吉店吉兵衛 （複数あり） 帰り
（（ （（（ 下サ香取郡佐原町 行松 名主重兵衛支配 東京小柳町いせ屋新兵衛 神田 行
（（ （（（ 東京本材木町壱丁目廿八番地 喜三郎 家主伴兵衛店 下サ・房州 買用帰り 外壱人
（（ （（9 下谷金杉村三番組 東京 勝兵衛 家主傳助店 常州牛堀村坂本屋藤兵衛 行方郡 行
（（ （（0 常州水戸本湊町 本湊町？ 藤兵衛 名主美吉支配 東京四日市須原屋傳七 （霊岸島四日市町） 帰り
（（ （（（ 上サ市原郡鶴舞本町壱丁目 倉持屋乙松 東京小網町上総屋太助 行
（（ （（（ 武州都筑郡板村 （荏田村） 冨蔵・寅吉 名主助左衛門支配 成田 下総国 参詣帰り
（（ （（（ 武州橘花郡三ノ輪村 橘樹郡箕輪村 善兵衛 名主傳兵衛支配 下総中山 下総国 参詣之帰り
（（ （（（ 上サ市原郡馬立村 粂蔵 名主新兵衛支配 東京十軒店高崎屋与助 本石町十軒店 行
（（ （（（ 武州埼玉郡埴生村 上下羽生村 六郎兵衛・九兵衛 名主善兵衛支配 成田 下総国 参詣
（（ （（（ 武州横見郡下細谷村 常右衛門・徳二郎・

角右衛門
名主与助支配 成田 下総国 参詣帰り

（（ （（（ 武州入間郡谷津嶋村 （八ツ嶋村） 萬助・米蔵・兼吉 名主忠蔵支配 成田山 下総国 参詣帰り
（（ （（（ 武州多麻郡廻り田村 多摩郡廻田村 宇兵衛・栄右衛門・武兵衛・

次郎左衛門・太四郎
名主太郎兵衛支配 成田山 下総国 参詣帰り

（（ （（9 東京浅草神田川 浅草神田川？ 才二郎 家主松本屋幸助店 正中山 下総国 参詣
（（ （（0 東京深川六間堀 兼吉 家主斤五郎店 下サ四日市場久右衛門方 海上郡四日市場村 帰り
（（ （（（ 東京御蔵前 浅草 作太郎 家主九之丞店 下サ上山新田 行
（（ （（（ 下サ四日市場村在西小笹村 海上郡 幸左衛門 名主 東京在須田村本松屋文蔵方 （武蔵国葛飾郡隅田村の古称） 帰り
（（ （（（ （下総国香取郡高岡村に藩庁）少属井鼻重親 高岡藩 東京 本陣江帰り
（（ （（（ 常州信太郡浮嶋村 九兵衛 名主市郎右衛門支配 秩父三峯山 武蔵国 帰り
（（ （（（ 東京芝濱松町三町目 熊二郎 家主栄助店 常州龍ヶ崎上町金屋弥助 帰り
（（ （（（ 下総印幡郡小倉村 儀助 名主和三郎支配 東京両国あま酒屋文助方 行
（（ （（（ 上サ市原郡池ノ端村 （池和田村） 藤太郎 名主勘左衛門支配 東京聖天町萬屋久兵衛方 浅草 帰ル

（0ｂ （（（ 羽州羽黒山 羽前国 春才坊 宝前院 上サ神田中嶋 神田？ 行
（0ｂ （（（ 武州埼玉郡不如い村 埼玉郡不如い村？ 猶次郎 名主源六支配 舟はし孫萬 下総国 行
（0ｂ （（（ 常州河内郡根本村 （上・下村あり） 助次郎・忠次郎 名主新兵衛支配 東京小網町三丁目鍋屋冨五郎 戻り
（0ｂ （（（ 下サ香取郡下大塚村 （大菅村） 亀三郎 名主清右衛門支配 東京青家木権大師 戻り
（0ｂ （（（ 武州足立郡治郎左衛門新田 次郎左衛門新田 猶治郎・吉五郎・竹次郎 名主治郎左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（0ｂ （（（ 東京芝濱松町四丁目拾番地所 瀧治郎 忠蔵召使 銚子荒野村徳三郎 下総国 行
（0ｂ （（9 上サ山邊郡家野小村 家子村 八郎兵衛・五郎右衛門・重太郎 名主才一郎支配 東京金羅 金毘羅 戻り
（0ｂ （（0 下サ香取郡高岡村 五三右衛門・啓蔵 名主七右衛門支配 東京馬喰町三丁目与市 戻り
（0ｂ （（（ 下サ海上郡荒野村 治兵衛 名主清左衛門支配 東京小網町三丁目行徳河岸平左衛門 戻り
（0ｂ （（（ 下サ河内郡龍ヶ崎村 常陸国 忠五郎 名主善左衛門支配 東京相生町弐丁目伊勢屋喜兵衛 行
（0ｂ （（（‐（ 武州新座郡濱崎村 幸七 名主 成田 下総国 参詣戻り 供壱人
（0ｂ （（（‐（ 武州新座郡濱崎村 幸次郎 幸七伜 成田 下総国 参詣戻り
（0ｂ （（（ 東京山下町拾六番地所 傳蔵 上サ国毛瀧村杉浦見次郎 （下大多喜村） 戻り
（0ｂ （（（ 下サ国海上郡銚子荒野村 惣七 名主清左衛門支配 東京小舩町三丁目見むろや半三郎 小舟町 戻り
（0ｂ （（（ 上サ国江隅郡長志や上町 夷隅郡長者町 梅八 名主金七支配 東京浅草團左衛門家敷 弾左衛門 戻り
（0ｂ （（（ 下総国千葉郡小白新田 正伯新田 弥左衛門・万左衛門 名主七右衛門支配 東京柳橋河内や幸三 浅草 戻り
（0ｂ （（（ 東京日本橋下ノ町拾弐番地所 下ノ町？ 熊次郎 常州龍ヶ崎横丁次郎吉 戻り
（0ｂ （（9 常州河内郡伊才津村 伊佐津村 庄兵衛 名主忠兵衛支配 東京小網町三丁目鍋屋冨五郎 戻り
（0ｂ （（0 上サ国武射郡元す賀村 本須賀村 喜平 名主五右衛門支配 東京四日市伊勢屋半兵衛 （霊岸島四日市町） 戻り
（0ｂ （（（ 下サ印幡郡臼井宿 見治・毛野松 名主源五右衛門支配 東京下谷坂本大坂や甚助 戻り
（0ｂ （（（‐（ 下総国香取郡高倉村 仁三郎 名主 東京 御年貢納戻り 外弐人
（0ｂ （（（‐（ 下総国香取郡高倉村 庄左衛門 組頭 東京 御年貢納戻り
（0ｂ （（（ 相州鎌倉郡小菅村 小菅ケ谷村 徳兵衛 名主与治右衛門支配 下サきおろし （木下河岸） 戻り
（0ｂ （（（ 上総国望陀郡倉浪村 蔵波村 新兵衛 名主三六支配 流山御役所内半太・惣吉 下総国加村 行 寺壱人

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日
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月 （（ （（（ 東京 宮崎弥重 近藤中太助触下豊咲常二郎弟 下総木下し （木下河岸） 行

（（ （（9 東京北新堀町十三番地 嘉太助・由五郎 本屋嘉助店 成田 下総国 参詣之帰り
（（ （（0 下総小金 浄圓坊 泉倉寺役僧 東京浅草馬道延命地 （延命寺） 行
（（ （（（ 下サ香取郡宮木村 （宮本村） 次左衛門 名主三右衛門支配 東京神田横大工町銚子金や茂兵衛方 帰り
（（ （（（ 下サ相馬郡小馬村 小文間村 源二郎 東京小網町鍋屋冨五郎方 行
（（ （（（ 東京本所横川町六番地 三左衛門 地借 成田山 下総国 参詣帰り
（（ （（（ 上サ市原郡午立間村 （馬立村） 忠蔵 名主権三支配 東京馬喰町三丁目美濃屋五郎兵衛 行
（（ （（（ 前橋藩支配所常州河内郡

平三郎分町
半重郎 名主権六支配 東亰溜池木村治平 赤坂 ,（（（/（ №（（の記録に木村

治兵衛とあり）
帰り

（（ （（（ 下サ千葉郡泉村 和泉村 善左衛門 名主小七支配 木下川次郎兵衛 下総国葛飾郡木下川村 行
（（ （（（ 武州足立郡千住宿 藤助 名主次郎兵衛店 上サ東金町大野傳兵衛 行 外壱人
（（ （（（ 下サ海上郡飯沼村 太郎兵衛 名主傳右衛門支配 東京浅草三谷町利兵衛 山谷町 行
（（ （（9 下サ香取郡佐原町 啓助 名主茂左衛門支配 東京箱崎町儀助 帰り
（（ （90 下サ□□□ 安右衛門 名主 東京浅草新町 行 外三人
（（ （9（ 上サ山部郡道庭村 山辺郡 清右衛門 名主 浅草御蔵 東京 御上納帰り
（（ （9（ 下サ埴生郡北邊太村 北辺田村 太左衛門 名主龍太郎支配 東京箱崎弐丁目勘兵衛 （龍ヶ崎屋） 行
（（ （9（ 常州行方郡麻生村 冨蔵・啓蔵 名主清四郎 東京大坂町松屋半四郎 （新大坂町） 帰り
（（ （9（ 常州河内郡大徳村 五郎兵衛 名主忠平支配 東京深川本町三浦屋長右衛門 行
（（ （9（ 武州足立郡骨原宿 足立郡骨原宿？ 宇之助 名主六左衛門支配 成田山 下総国 参詣帰り 外三人
（（ （9（ 武州入間郡上郷村 上郷村？ 井兵衛 名主源六支配 成田山 下総国 参詣帰り
（（ （9（ 八州都賀郡今泉村 下野国 長吉・源吾 名主茂左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （9（ 上総国山部郡大形村 山辺郡台方村 三左衛門 名主半左衛門支配　百姓 東京神田山本町大地遠州屋長兵衛 代地 行
（（ （99 下総国市野村 （市野々村） 藤吉　三十弐才 浄泉寺召仕 武州花又村実相寺 足立郡 行
（（ （00 下総国谷田村 印旛郡 源次郎 名主見習 東京馬喰町泉屋勘四郎 行
（（ （0（ 下総国埴生郡茂原村 忠蔵 東京上野奥山新龍院曲 行
（（ （0（ 上総国望陀郡窪田村 久保田村 喜左衛門・八十治 名主半左衛門支配 東京浅草再福寺門前順兵衛 浅草再福寺？ 行
（（ （0（ 上総国埴生郡早野村 仙太郎・卯之助 名主角次支配 東京芝高那輪伊勢屋太兵衛 高輪 行
（（ （0（‐（ 上総国夷隅郡新戸村 藤作 名主 東京四ツ谷壱丁目上総屋喜兵衛 行
（（ （0（‐（ 上総国夷隅郡新戸村 佐右衛門 東京四ツ谷壱丁目上総屋喜兵衛 行
（（ （0（ 上総国山部郡北三谷村 山辺郡北三谷村？ 勘三郎 名主重兵衛支配 成田 下総国 参詣行
（（ （0（ 武州足立郡本郷村 伊助・弥次郎・久左衛門 名主三左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （0（ 上総国市原郡石川村 内田石川村 庄左衛門・庄兵衛 名主七郎兵衛支配 東京本所松倉町市原金兵衛 行
（（ （0（ 下総国千葉郡坂尾村 平左衛門 名主吉郎左衛門支配 東京馬喰町三丁目庄内屋半兵衛 戻り
（（ （09 武州足立郡栗原村 新左衛門・吉右衛門 名主新右衛門支配 成田 下総国 参詣行
（（ （（0 武州高麗郡根木シ村 （多摩郡根岸村） 佐太郎・儀右衛門 名主八左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 上総国山部郡形貝村 山辺郡片貝村 新兵衛 名主宗兵衛支配 東京四ツ谷傳馬町上州屋次郎兵衛 行
（（ （（（ 武州足立郡二ツ木村 足立郡二ツ木村？ 源兵衛 名主清之丞支配 成田 下総国 参詣行
（（ （（（ 東京小傳馬町弐丁目 常七 家主定吉店 常州牛堀村太左衛門 行方郡 行
（（ （（（ 武州高麗郡下畑村 和吉・三吉 名主文蔵支配 上総国木更津村与兵衛 戻り
（（ （（（ 常州河内郡龍ヶ崎町 名主勘兵衛支配 東京箱崎龍ヶ崎勘兵衛 （龍ヶ崎屋） 戻り
（（ （（（‐（ 武州比企郡石坂村 名主徳兵衛支配　光明院 成田 下総国 講中戻り 外四人
（（ （（（‐（ 武州比企郡石坂村 熊次郎・岩三郎 名主徳兵衛支配 成田 下総国 講中戻り
（（ （（（ 上総国夷隅郡布施村 上布施村 八左衛門 東京四ツ谷塩町壱丁目上総屋喜兵衛 戻り
（（ （（（ 常州鹿嶋郡小見村 新左衛門 名主七右衛門支配 東京柳原弐丁目中田屋初三郎 本所 行 供壱人
（（ （（9 上総国武射郡嶋戸村 成東村 半四郎 名主与五郎支配 東京浅草壇左衛門屋敷 （弾左衛門） 行
（（ （（0 下総国香取郡小見川村 久兵衛・喜右衛門 名主太蔵支配 東京小網町行徳河岸大坂屋与宗左衛門 小網町三丁目 行
（（ （（（ 東京下谷金杉安楽寺横町 西山東吾 下総国田川常右衛門方 行
（（ （（（ 東京本材木町五丁目 定吉 家主源助店 下総国銚子唐子高安善兵衛 唐子？ 行
（（ （（（ 下総国香取郡佐原本宿 新右衛門 名主茂左衛門支配 東京小傳馬町三丁目山和屋又兵衛 戻り
（（ （（（ 武州足立郡嶋根村 源六・久右衛門 名主藤蔵支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 東京通塩町五者ん地所 五番 茂兵衛 家主文次郎店

（「支配」を「店」に訂正）
下総国銚子今宮村利兵衛 行

（（ （（（ 下総国相馬郡布川村 六兵衛 名主 東京八町堀三丁目綿屋三右衛門 本八丁堀町 戻り
（（ （（（ 武州男衾郡赤濱村 忠次郎・弁助・福太郎 名主久兵衛支配 成田 下総国 参詣行
（（ （（（ 常州河内郡龍ヶ崎新町 文吉 名主新兵衛支配 八幡町冨田屋利兵衛 （下総か上総か不明） 行
（（ （（9 東京大傳馬塩町 藤吉 家主常七店 下総国佐原神崎屋茂左衛門 戻り
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （（9 八州都筑郡鹿沼村 下野国都賀郡鹿沼宿 平八・峯八 名主兵右衛門支配 上総国形貝村麻屋伊勢五郎 片貝村 行
（（ （90 上総国信太郡押切村 上野国新田郡 周次郎・初五郎 名主藤四郎支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （9（ 常州行方郡石神村 次郎右衛門・善次郎 名主金三郎支配 三峯山 武蔵国 参詣戻り
（（ （9（ 八州都賀郡大田村 下野国太田村 祐次郎 名主三郎右衛門支配 佐倉御役所 下総国，（支配佐倉藩役所）戻り
（（ （9（ 八州都賀郡栃木村 下野国太田村 鉄五郎 名主庄兵衛支配 中山 下総国 参詣行
（（ （9（ 東京浅草今川町四拾三者ん地所 庄三郎 家主宗五郎店 尊野村平右衛門 （下総国高野村） 戻り
（（ （9（ 常州伊原木郡作山村 茨城郡 武右衛門 名主宗一郎支配 東京本所志もく橋松田屋文蔵 本所志もく橋？ 行
（（ （9（ 武州葛飾郡花和田村 市之丞 名主両蔵支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （9（ 常州行方郡清水村 久右衛門 名主次郎兵衛支配 東京浅草 行
（（ （9（ 武州足立郡千住加門宿 掃部宿 紋右衛門 名主喜右衛門支配 成田 下総国 参詣行
（（ （99 東京林町三丁目 本所 武兵衛 家主安次郎店 下総国銚子岩宮村半兵衛方 （海上郡今宮村） 行
（（ （00 下総国香取郡佐原村 善三郎 名主仁兵衛支配 東京小網町三丁目鍋屋冨五郎 戻り
（（ （0（ 下総国海上郡銚子町 七右衛門 名主徳左衛門支配 東京橋場長吉 浅草 行
（（ （0（ 東京駿賀臺 神田駿河臺 源右衛門 斉藤次郎左衛門支配 下総国香取郡 使
（（ （0（ 下総国千葉郡横戸村 四郎右衛門 名主宗右衛門支配 鬼越村桃屋 下総国 行
（（ （0（ 東京新吉原拾九番地所 次兵衛・熊吉 成田 下総国 参詣行 外弐人
（（ （0（ 武州足立郡辰沼村 兼次郎・周太郎 名主紋右衛門支配 成田 下総国 参詣行
（（ （0（ 上総国長柄郡茂原村 又平 名主半兵衛支配 堀之内 武蔵国，（妙法寺） 参詣戻り
（（ （0（ 下総国市原郡牛久村 上総国（国名間違い） 善三郎 名主善太郎支配 武州越ヶ谷宿銀之助 行
（（ （0（ 武州荏原郡大森村 源左衛門 名主兵三郎支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （09 武州足立郡大宅村 （大田窪村） 権左衛門・政五郎・留五郎 名主四郎左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（0 武州足立郡新倉村 豊次郎・与右衛門 名主源兵衛支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 武州足立郡新兵衛新田 安之助 名主茂左衛門支配 曽我野村三左衛門 下総国千葉郡 行
（（ （（（ 上総国夷隅郡刈谷村 苅谷村 権三郎 名主傳兵衛支配 武州草加宿糀屋茂兵衛 行
（（ （（（ 東京深川伊勢崎町拾六者ん地所 直吉 倉吉地借 下総国布佐村榎本次郎右衛門 行
（（ （（（ 東京深川仲町 大三郎 家主宗助店 下総国羽鳥村浄蓮寺 戻り 供壱人
（（ （（（ 下総国印旛郡染江村 印旛郡染江村？ 傳左衛門 名主傳右衛門支配 行徳新宿辰五郎 （下総国葛飾郡下新宿村） 行
（（ （（（ 東京本舩町廿三者ん地所 忠兵衛 家主勘蔵店 下総国濱村升田喜左衛門 下総国浜野村 戻り 供壱人
（（ （（（ 東京九番組北牧木町七番地所 北槙町 山中嘉七 上総国山部郡加徳村次郎左衛門 山辺郡家徳村 行
（（ （（（ 武州埼玉郡浮塚村 藤次郎・勇蔵 名主仁兵衛支配 成田 下総国 参詣行 外三人
（（ （（9 常州行方郡牛堀村 佐兵衛 名主重作支配 東京小網三丁目伊勢屋佐兵衛 小網町 行
（（ （（0 東京北新堀拾九番地所 安兵衛 名主友吉店 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 下総国千葉郡西寺山村 平左衛門 名主彦左衛門支配 神田松枝町越後屋栄助 東京 行
（（ （（（ 常州河内郡粟村 阿波村 重兵衛 名主長兵衛支配 三ツ峯山 武蔵国 参詣戻り
（（ （（（ 東京呉服町五者ん地所 宗助 家主栄蔵店 舩橋八伏屋三五郎 下総国 行
（（ （（（ 東京浅草山谷町拾三者ん地所 宗助・周内 家主利兵衛店 下総国銚子荒野村幸兵衛 行 外壱人
（（ （（（ 東京堂嶋三丁目百八番地所 東京堂嶋？ 元助 家主傳八店 下総国舩橋成田屋善兵衛 戻り
（（ （（（ 下総国千葉郡上橋河岸 孫兵衛 名主権左衛門支配 佐倉表 下総国 馬賣用行
（（ （（（ 常州行方郡清水村 兵次・清兵衛 名主藤左衛門支配 東京扇橋山和屋安五郎 深川扇橋町 行
（（ （（（ 東京小網三丁目五者ん地所 小網町 木屋徳兵衛 下総国銚子今宮村尾崎屋六兵衛 行
（（ （（9 上総国市原郡宇明登村 （潤井戸村） 太兵衛・八五郎 名主清兵衛支配 下総国駒木す和 駒木村諏訪神社 行
（（ （（0 東京本郷春木町弐丁目 安五郎 家主善四郎店 下総国香取村名主甚左衛門 行
（（ （（（ 常州行方郡借宿村 善蔵 名主繁之丞支配 小網町三丁目伊勢屋次左衛門 東京 行 外弐人
（（ （（（ 下総国香取郡羽計村 う加右衛門 名主次左衛門支配 小網町三丁目越後屋喜兵衛 東京 戻り
（（ （（（ 東京深川拾六者ん地所 藤兵衛・宗三郎 成田 下総国 参詣行 外壱人
（（ （（（ 下総国香取郡形巻村 片巻村 五右衛門 名主嘉左衛門支配 東京青山三筋町家主次兵衛 戻り
（（ （（（ 上総国長柄郡福嶋村 権左衛門・喜左衛門 名主安三郎支配 三ツ峯山 武蔵国 参詣戻り
（（ （（（ 東京鎌倉町拾壱者ん地所 重兵衛・久兵衛 下総国佐原山和屋清兵衛 行
（（ （（（ 上総国仁田郡押切村 上野国新田郡（国名間違い） 萬蔵 名主藤四郎支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 下総国香取郡小見川村 庄八 名主太蔵支配 東京本芝弐丁目市五郎 行
（（ （（9‐（ 下総国印旛郡竹袋村 半右衛門 名主 東京横山町三丁目三河屋甚兵衛方 行
（（ （（9‐（ 下総国印旛郡竹袋村 芳蔵 東京横山町三丁目三河屋甚兵衛方 行
（（ （（0 武州足立郡高野須村 （鴻巣宿） 武右衛門・仙右衛門・五右衛門 名主三九郎支配 下総国葛飾郡中山 参詣行
（（ （（（ 武州葛飾郡小梅村 源左衛門・文蔵 名主甚蔵支配 上総国姉ヶ崎水野御陣屋 （鶴牧藩知事水野氏陣屋） 行 外三人
（（ （（（ 武州横濱本町五丁目 幸之助 家主清兵衛 下総国銚子新生村吉野平助 戻り 外弐人
（（ （（（ 下総国海上郡銚子荒野村 源蔵 名主清左衛門支配 東京霊岸嶋新堀弐丁目小川屋勇次郎 戻り
（（ （（（ 八州名須郡北金丸村 下野国那須郡 仙右衛門・金左衛門 名主宗八支配 成田 下総国 参詣行
（（ （（（ 常州筑波郡泉村 定吉・伊兵衛・幸右衛門 名主勘次郎支配 成田 下総国 参詣行 外弐人
（（ （（（ 下総国印旛郡上岩橋村 長兵衛・新三郎 名主勘左衛門 東京小網町三丁目形屋仁兵衛 戻り
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （（0‐（ 上総国埴生郡岩川村 勘四郎 名主 東京西久保四辻藤屋竹次郎方
（（ （（0‐（ 上総国埴生郡岩川村 早苗 東京西久保四辻藤屋竹次郎方
（（ （（（ 印幡郡八田村 下総国八田村？ 岩佐七郎左衛門 名主 東京久保町田中屋常七方
（（ （（（‐（ 下総香取郡嶋井村 香取郡嶋井村？ 三左衛門 名主 小網町壱丁目米屋栄蔵方 東京
（（ （（（‐（ 下総香取郡嶋井村 香取郡嶋井村？ 七左衛門 小網町壱丁目米屋栄蔵方 東京
（（ （（（‐（ 常州信田郡諸村 信太郡茂呂村 四郎右衛門 名主 東京御徒町木原弥常吉方
（（ （（（‐（ 常州信田郡諸村 信太郡茂呂村 与惣兵衛 東京御徒町木原弥常吉方
（（ （（（‐（ 下総葛飾郡山崎村 弥惣兵衛 名主 上総馬立村龍源寺方 市原郡 戻り
（（ （（（‐（ 下総葛飾郡山崎村 与右衛門 上総馬立村龍源寺方 市原郡 戻り
（（ （（（‐（ 上総夷隅郡松丸村 三郎左衛門 名主 東京巣鴨土井大炊守屋敷 大炊頭，（古河藩知事邸）
（（ （（（‐（ 上総夷隅郡松丸村 茂左衛門 東京巣鴨土井大炊守屋敷 大炊頭，（古河藩知事邸）
（（ （（（‐（ 下総飯高 池田茂三郎 名主 東京四ツ谷南寺町界行寺 戒行寺
（（ （（（‐（ 下総飯高 喜丈 導引 東京四ツ谷南寺町界行寺 戒行寺
（（ （（（ 下総国香取郡桜井村 平右衛門 庄屋甚左衛門下 小網町三丁目成田屋彦右衛門方 東京
（（ （（（‐（ 常州河内郡長竿村 長棹村 与之右衛門 庄屋 馬喰町三丁目松崎屋万吉方 東京
（（ （（（‐（ 常州河内郡長竿村 長棹村 孫左衛門 馬喰町三丁目松崎屋万吉方 東京
（（ （（9 武州埼玉郡いづく村 （飯塚村） 亀吉 名主勇蔵下 成田 下総国 参詣行
（（ （（0 上総長柄郡関村 権左衛門 名主新次郎下 東京本石町山次屋重兵衛方
（（ （（（‐（ 小菅縣支配所武州足立郡長左衛門新田 三重郎 名主 成田 下総国 参詣 外弐人
（（ （（（‐（ 小菅縣支配所武州足立郡長左衛門新田 茂重郎・源四郎 成田 下総国 参詣
（（ （（（ 三咲 下総国，（開墾地） 西村仙蔵 西村源次

（郡司，八街開墾請負人）手代
東京深川西村七右衛門方 （開墾会社頭取，二和・三咲・

八街三番開墾請負人）
（（ （（（‐（ 下総香取郡小見川村 多蔵 名主 東京浅草福井町三谷三九郎方
（（ （（（‐（ 下総香取郡小見川村 栄太郎 東京浅草福井町三谷三九郎方
（（ （（（ 下総国匝瑳郡糸野村 井戸野村 才治郎 名主勘重郎下 東京小網町三丁目大坂屋与三左衛門 戻り
（（ （（（ 常州龍ヶ崎 大坂屋利兵衛 東京村松町太田屋常左衛門方 戻り
（（ （（（‐（ 武州足立郡川口宿 傳十郎 名主 龍ヶ崎石井仁右衛門方 常陸国河内郡竜ヶ崎町
（（ （（（‐（ 武州足立郡川口宿 善次郎 龍ヶ崎石井仁右衛門方 常陸国河内郡竜ヶ崎町
（（ （（（‐（ 東京霊岸嶋川口町 安五郎 家主 常州古渡村冨田屋喜七郎 河内郡 戻り
（（ （（（‐（ 東京霊岸嶋川口町 嘉助 常州古渡村冨田屋喜七郎 河内郡 戻り
（（ （（（ 東京湯島大神町 中屋清兵衛 下総麻生村麻生平兵衛方
（（ （（9 千住在栗原村 武蔵国足立郡 長右衛門・久左衛門 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（0 武州橘郡有馬村 橘樹郡 平五郎・治左衛門・林蔵 名主與五郎下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 下総差間郡関宿在下小橋村 猿嶋郡 与市 名主四郎右衛門下 舟橋より先々 下総国 賣用
（（ （（（ 東京牛込横寺町 葛西吉右衛門 長左衛門支配所 上サ山邊郡上谷村上谷平治左衛門方
（（ （（（ 越中 清兵衛 富山藩大師堂五郎（中）間 上サ大網増田廣右衛門方 山辺郡
（（ （（（ 龍ヶ崎町 下総国 鈴岡新平 名主 東京馬喰町伊勢屋嘉兵衛 戻り
（（ （（（ 佐原宿 下総国 近江屋又兵衛 馬喰町壱町目豊田屋長吉 東京 戻り
（（ （（（ 千住在花俣村 武蔵国足立郡花又村 貞蔵・兵次郎 名主栄蔵下 成田 下総国 参詣
（（ （（（ 上総市原郡潤井戸村 八五郎・多兵衛 名主清左衛門下 駒木村諏訪 下総国，諏訪神社 参詣参り
（（ （（（ 岩鼻縣支配所武州勅使河原 賀美郡 傳次郎 名主鷲三郎下 佐倉大参事様方 下総国
（（ （（9 上総天羽郡金谷村 銀兵衛・久治郎 名主内蔵之助下 日本橋舩町相模屋新助方 東京，（小舟町） 戻り
（（ （（0 香取郡笹川村 下総国 善兵衛 名主 東京小網町東屋庄左衛門方 戻り
（（ （（（‐（ 大森村 （下総国印旛郡） 民平 名主 小網町八幡屋長右衛門 東京 戻り
（（ （（（‐（ 大森村 （下総国印旛郡） 茂吉 小網町八幡屋長右衛門 東京 戻り
（（ （（（ 武州足立郡北三谷村 勘三郎 名主久兵衛下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 東京小網町三丁目 常蔵 鍋屋富五郎召仕 常州江戸崎鍋屋忠兵衛方

（（ （（（ 武州埼玉郡越ヶ谷宿 庄吉・平兵衛 名主染之助支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 下総国市原郡八幡宿 勘十郎 名主嘉一郎支配 武州越ヶ谷宿足立屋舛右衛門 行
（（ （（9 上総国山部郡長作村 山辺郡長作村？ 仲右衛門 名主 東京本石町伏見屋重兵衛 行
（（ （（0 下総国印旛郡佐原思町 佐原思町？ 勘兵衛 名主 東京緑町三丁目家主松本屋方 本所 行
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（（ （（（ 下総国布川村 弥次兵衛 東京小網町三丁目鍋屋冨五郎方 戻り
（（ （（（‐（ 常州信太郡鳩崎村 関口八兵衛 東京相生町壱丁目油屋清蔵 戻り
（（ （（（‐（ 常州信太郡鳩崎村 徳之助 召仕 東京相生町壱丁目油屋清蔵 戻り
（（ （（（ 東京小網町 相模屋卯兵衛 上総山邊郡東金宿嘉左衛門
（（ （（（ 東京本所松井町弐丁目四十六番地所 政吉 銚子荒野町常陸屋徳三郎方 下総国
（（ （（（ 越中居水郡藪田村 射水郡 忠太郎・和兵衛 濱ノ村角屋五郎兵衛方 （下総国千葉郡）
（（ （（9 東京浅草橋場町十六番地所 吉五郎・平蔵 成田 下総国 参詣行
（（ （（0 常州新治郡石岡 福松 千葉村近江屋 下総国 蔵稼出ル
（（ （（（‐（ 本所四ツ目茅場町三町目壱番地所 山田屋庄次郎 舩橋壱丁目加藤善次郎 下総国 戻り
（（ （（（‐（ 本所四ツ目茅場町三町目壱番地所 留五郎 召仕 舩橋壱丁目加藤善次郎 下総国 戻り
（（ （（（ 上総長柄郡下ノ郷村 三右衛門・清四郎 名主甚兵衛下 東京浅草新鳥越壱丁目金十郎方
（（ （（（ 越後国蒲原郡柏崎在宮川新田 半兵衛 成田山裏寺専祥寺 下総国 （専祥寺）迠通り
（（ （（（ 東京原松町壱番地所 東京原松町？ 長四郎 深川村伊勢屋嘉七 戻り
（（ （（（ 下総千葉郡千葉町 大和屋倉吉 東京瀬戸町町大坂屋弁助方 戻り
（（ （（（ 武州新座郡内間木村 （上・下村あり） 増太郎 名主弥右衛門下 成田 下総国 参詣行
（（ （（（ 深川海邊新田 東京深川海邊新田？ 才治郎 百性 北方村善六方 （下総国）
（（ （（（ 武州足立郡中尾村 岩林清道 名主権兵衛下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（9‐（ 武州足立郡三室村 林之助 名主 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（9‐（ 武州足立郡三室村 佐五左衛門 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（0 東京四ツ谷鮫ケ橋 寅吉 家主久兵衛店 成田 下総国 参詣行
（（ （（（ 上総国市原郡長吉村 永吉村 茂左衛門 小金在蜂ケ崎鳴嶋松次郎 下総国葛飾郡八ツ崎村 戻り
（（ （（（ （上総国市原郡に藩庁）倉田仲蔵 菊間藩 東京松前様屋敷 戻り
（（ （（（‐（ 上総国長柄郡金谷村 弥惣次 名主 牛込懐胎町京屋庄次郎方 東京牛込改代町
（（ （（（‐（ 上総国長柄郡金谷村 惣八 牛込懐胎町京屋庄次郎方 東京牛込改代町
（（ （（（‐（ 阿州名道郡観音寺村 名東郡 武次郎 名主 東京小網町松坂屋弥兵衛 賣薬渡世
（（ （（（‐（ 阿州名道郡観音寺村 名東郡 常吉 東京小網町松坂屋弥兵衛 賣薬渡世
（（ （（（‐（ 印幡郡新橋村 下総国 平右衛門 名主 東京神田佐久間町三丁目松野屋豊蔵方
（（ （（（‐（ 印幡郡新橋村 下総国 勘五兵衛 東京神田佐久間町三丁目松野屋豊蔵方
（（ （（（‐（ 野田在三嘉尾村 下総国葛飾郡三ヶ尾村 七郎兵衛 名主 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（‐（ 野田在三嘉尾村 下総国葛飾郡三ヶ尾村 源七・庄左衛門 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 印幡郡吉田村 下総国 勘右衛門 名主作左衛門下 葛西領篠崎村 武蔵国
（（ （（（ 常州麻生 行方郡麻生村 才次郎 横濱太田町五丁目常陸屋慶次郎方 武蔵国
（（ （（9 東京深川六間堀十三番地所 地方喜三郎 中山 下総国 参詣ニ行
（（ （（0‐（ 武州葛飾郡粕壁在小渕村 春日部宿在小淵村 太郎兵衛 名主 舟橋大神宮 下総国 参詣行
（（ （（0‐（ 武州葛飾郡粕壁在小渕村 春日部宿在小淵村 安左衛門・八十吉・清五郎 舟橋大神宮 下総国 参詣行
（（ （（（‐（ 武州埼玉郡北河原村 吉岡源蔵 名主 成田 下総国 参詣
（（ （（（‐（ 武州埼玉郡北河原村 喜兵衛・房五郎・五重郎 成田 下総国 参詣
（（ （（（‐（ 常州河内郡龍ヶ崎下町 新平 名主 東京木根川 武蔵国葛飾郡木根川村

（国名間違い）
通 外三人

（（ （（（‐（ 常州河内郡龍ヶ崎下町 源次郎 東京木根川 武蔵国葛飾郡木根川村
（国名間違い）

通

（（ （（（ 東京深川末廣町三番地所 喜兵衛 柏屋与三郎代 源内□屋六右衛門方
（（ （（（‐（ 常州河内郡長棹村 三郎兵衛 名主 芝神明町文蔵方 東京
（（ （（（‐（ 常州河内郡長棹村 源重郎 芝神明町文蔵方 東京
（（ （（（‐（ 上総国山辺郡土気町 勘蔵 名主 堀之内 武蔵国多摩郡，（妙法寺） 参詣戻り
（（ （（（‐（ 上総国山辺郡土気町 喜右衛門・久兵衛・

重郎左衛門
百性 堀之内 武蔵国多摩郡，（妙法寺） 参詣戻り

（（ （（（ 東京本郷春木町三丁目 升屋平兵衛 上総市原郡相川村紺屋七蔵 戻り
（（ （（（‐（ 武州足立郡大戸村 忠蔵 名主 成田 下総国 参詣行
（（ （（（‐（ 武州足立郡大戸村 金蔵・善次郎・栄吉 成田 下総国 参詣行
（（ （（（‐（ 武州巨摩郡横手村 高麗郡 源左衛門 名主 成田 下総国 参詣行 外壱人
（（ （（（‐（ 武州巨摩郡横手村 高麗郡 直之助 成田 下総国 参詣行
（（ （（9‐（ 甲州海道札宿 甲州街道布田宿 市左衛門 名主 成田 下総国 参詣行
（（ （（9‐（ 甲州海道札宿 甲州街道布田宿 粂蔵 成田 下総国 参詣行
（（ （90 香取郡西大須賀村 下総国 清右衛門 庄屋 馬喰町三丁目近江屋善兵衛方 東京
（（ （9（ 銚子今宮 下総国 叶屋太兵衛 名主宮内与三左衛門下 小網町三丁目永嶋屋方 東京
（（ （9（ 武州埼玉郡下荒井村 下新井村 初五郎 名主幸八下 成田 下総国 戻り
（（ （9（ 上総国市原郡相川村 茂平次 名主善次下 東京於玉池下総守屋敷 神田 行
（（ （9（‐（ 上総国長柄郡五井村 大八 名主 東京神田金沢町杢左衛門方
（（ （9（‐（ 上総国長柄郡五井村 彦右衛門 東京神田金沢町杢左衛門方
（（ （9（ 上総国山辺郡長作村 金谷長谷村 仲右衛門 名主 東京本石町伏見屋重兵衛方
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （ 常州那珂郡前濱村 惣右衛門・勘蔵 百姓 身延山 甲斐国 参詣帰り
（（ （ 下総国海上郡今宮村 吉左衛門 百性 東京両国橋 行戻り 外三人
（（ （ 下総国香取郡溝原村 利左衛門・利右衛門 百姓 下総国香取郡関宿 行帰り
（（ （ 上総国山邊郡佐賀村 与八 東京 行戻り
（（ （ 下総国埴生郡北邊田村 唯右衛門 東京麻布 行帰り
（（ （ 下総国香取郡南免川村 滑川村 久七・惣吉 東京行徳河岸 小網町三丁目 行帰り
（（ （ 越中国射水郡河内村 久右衛門・藤七 上総 鏡研渡世，行帰り
（（ （ 下総国埴生郡磯邊村 与右衛門・伊右衛門 東京小網町 行
（（ 9 東京浅草冨坂町九番地所 隅田屋願太郎 上山新田治郎右衛門 下総国 帰り
（（ （0 東京和泉町 神田 八十吉 榎本六兵衛

（開墾会社頭取）使
開墾福田半兵衛

（開墾地十倉の窮民世話役，榎本の代理）
（下総国）

（（ （（‐（ 甲州山梨郡山田町 喜兵衛 名主 上総国荒生村政右衛門方 戻り
（（ （（‐（ 甲州山梨郡山田町 喜兵衛・音助 百姓 上総国荒生村政右衛門方 戻り
（（ （（ 上州瀬田郡小夜戸村 勢多郡 友治郎・儀右衛門 名主又兵衛支配　百性 成田山 下総国 参詣ニ行
（（ （（ 上州山田郡生柳村 （桐生新町） 伊之助 名主隣治支配　百姓 成田山 下総国 参詣行
（（ （（ 武州足立郡金松村 惣兵衛 名主権左衛門支配 成田山 下総国 参詣帰り
（（ （（ 上総国武射郡八田村 （明治（年～松尾藩知事邸地）嘉七 名主豊吉支配　百性 東京駒込大田屋敷 （松尾藩知事太田氏邸） 行
（（ （（ 武州多摩郡上高井戸村 久五郎 名主三左衛門支配　百性 成田山 下総国 参詣帰り
（（ （（ 上総国山邊郡佐久田村 平右衛門 名主 東京小傳馬町三丁目岩木屋兵二郎 行

（（ （（ 上総国望陀郡久谷津村 望陀郡久谷津村？ 石太郎 名主惣左衛門支配 東京江戸橋石和田政吉 （（（/（ №（（9，（/（（or（（ №（（ 記録
より石渡カ） 行

（（ （9 上総国武射郡高田村 半左衛門 名主利左衛門支配 三峯山 武蔵国 参詣ニ行
（（ （0 武州埼玉郡袋山村 庄吉・三左衛門 名主吉左衛門支配 成田山 下総国 参詣帰り 外壱人
（（ （（ 下総国香取郡神崎村 藤左衛門 名主茂兵衛支配 東京小網町片屋亀兵衛 行
（（ （（ 武州匝瑳郡方山村 新座郡 弥左衛門・八蔵 名主甚兵衛支配 成田山 下総国 参詣帰り
（（ （（ 下総国千葉郡川崎村 秀太郎 名主久左衛門倅 東京小網町三丁目巴屋清吉方 行
（（ （（ 東京本郷壱丁目拾六番地所 惣治郎 下サ佐倉上町若竹屋伊蔵方 行
（（ （（ 東京深川元町十七番地所 伊三郎 浦辺久左衛門方 行
（（ （（ 武州足立郡芝村 繁之助・茂左衛門 名主伊之助支配 成田山 下総国 参詣戻り
（（ （（ 下総国印幡郡佐倉田町 寅吉 名主助左衛門支配 東京須田町 神田 不応散薬買ニ行
（（ （（ 相模国三浦郡小坪村 喜八郎・市五郎・

三五郎
名主又左衛門支配 下サ海上郡植松町治郎吉方 行 外廿壱人

（（ （9 常州河内郡高田村 五郎兵衛・市郎兵衛 名主嘉左衛門支配 三峯山 武蔵国 参詣行戻り
（（ （0‐（ 上総国夷隅郡上布施村 惣治郎 名主市右衛門支配 東京深川末廣町柏屋与三郎 行帰り
（（ （0‐（ 上総国夷隅郡上布施村 慶蔵 惣治郎伜 東京深川末廣町柏屋与三郎 行帰り
（（ （（ 上総国山邊郡上谷村 玄哲 名主有右衛門支配　医者 東京兵部省 帰り
（（ （（ 武州紙郡帯刀村 賀美郡 庄蔵 名主藤右衛門支配 鶴間 （上総市原郡鶴舞） 行
（（ （（ 越中国射水郡藪田村 彦左衛門・彦三郎 名主善次郎支配 上総国望陀郡横田村冨士屋三郎左衛門 帰り
（（ （（ 東京地方三番組下谷坂本町弐丁目 鈴木源兵衛 上総国大田喜宿嶌屋弥七方 大多喜宿 帰り
（（ （（ 下総国香取郡佐原村 仁兵衛 名主茂左衛門支配 東京箱崎弐丁目佐原屋政兵衛 行
（（ （（ 甲州八代郡下岩崎村 丈左衛門・半三郎 名主清左衛門支配 成田山・柴山 下総国・上総国 参詣帰り
（（ （（ 下総国印旛郡畔田村 治郎左衛門 名主利左衛門支配　百姓 武州中平井源四郎 行
（（ （（ 野州都賀郡吹上村 周次 名主貞蔵支配　組下 中山 下総国 参詣ニ通行
（（ （9 下総印旛郡鶴舞村 市原郡 長五郎 名主新五左衛門支配　百姓 市川 下総国 通行
（（ （0 上総国山邊郡道庭村 清八 名主清右衛門支配　百姓 東京山下 行帰り
（（ （（ 下総国千葉郡泉水村 仁左衛門・半七 名主源七支配 東京神田今川町小倉屋文吉方 （小川町） 行
（（ （（ （東京） 長谷川清三郎 東京府貫属 上総国八幡宿大榑屋喜壱郎方 行

（（ （9（ 常州筑波郡北条中町 北条村 平五兵衛 名主万右衛門下 東京下谷車坂坂屋重兵衛方
（（ （9（ 上総国山辺郡玉村 田間村 寅吉・弥兵衛 名主庄作下 東京横山町近江屋源七方
（（ （9（ 武州巨摩郡直竹村 高麗郡下直竹村 忠蔵 名主半右衛門下 上サ夷隅郡伊東原村太左衛門方 夷隅郡伊東原村？
（（ （99‐（ 下総国埴生郡安食村 惣市郎 名主 東京小網町加田屋仁兵衛 戻り
（（ （99‐（ 下総国埴生郡安食村 勘六 東京小網町加田屋仁兵衛 戻り
（（ （00 下総香取郡 四郎兵衛 名主森作下 東京南新堀万屋忠蔵 戻り 供壱人
（（ （0（ 東京西久保 勇吉 吉田安兵衛家来 成田 下総国 参詣戻り

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （ 常州那珂郡前濱村 惣右衛門・勘蔵 百姓 身延山 甲斐国 参詣帰り
（（ （ 下総国海上郡今宮村 吉左衛門 百性 東京両国橋 行戻り 外三人
（（ （ 下総国香取郡溝原村 利左衛門・利右衛門 百姓 下総国香取郡関宿 行帰り
（（ （ 上総国山邊郡佐賀村 与八 東京 行戻り
（（ （ 下総国埴生郡北邊田村 唯右衛門 東京麻布 行帰り
（（ （ 下総国香取郡南免川村 滑川村 久七・惣吉 東京行徳河岸 小網町三丁目 行帰り
（（ （ 越中国射水郡河内村 久右衛門・藤七 上総 鏡研渡世，行帰り
（（ （ 下総国埴生郡磯邊村 与右衛門・伊右衛門 東京小網町 行
（（ 9 東京浅草冨坂町九番地所 隅田屋願太郎 上山新田治郎右衛門 下総国 帰り
（（ （0 東京和泉町 神田 八十吉 榎本六兵衛

（開墾会社頭取）使
開墾福田半兵衛

（開墾地十倉の窮民世話役，榎本の代理）
（下総国）

（（ （（‐（ 甲州山梨郡山田町 喜兵衛 名主 上総国荒生村政右衛門方 戻り
（（ （（‐（ 甲州山梨郡山田町 喜兵衛・音助 百姓 上総国荒生村政右衛門方 戻り
（（ （（ 上州瀬田郡小夜戸村 勢多郡 友治郎・儀右衛門 名主又兵衛支配　百性 成田山 下総国 参詣ニ行
（（ （（ 上州山田郡生柳村 （桐生新町） 伊之助 名主隣治支配　百姓 成田山 下総国 参詣行
（（ （（ 武州足立郡金松村 惣兵衛 名主権左衛門支配 成田山 下総国 参詣帰り
（（ （（ 上総国武射郡八田村 （明治（年～松尾藩知事邸地）嘉七 名主豊吉支配　百性 東京駒込大田屋敷 （松尾藩知事太田氏邸） 行
（（ （（ 武州多摩郡上高井戸村 久五郎 名主三左衛門支配　百性 成田山 下総国 参詣帰り
（（ （（ 上総国山邊郡佐久田村 平右衛門 名主 東京小傳馬町三丁目岩木屋兵二郎 行

（（ （（ 上総国望陀郡久谷津村 望陀郡久谷津村？ 石太郎 名主惣左衛門支配 東京江戸橋石和田政吉 （（（/（ №（（9，（/（（or（（ №（（ 記録
より石渡カ） 行

（（ （9 上総国武射郡高田村 半左衛門 名主利左衛門支配 三峯山 武蔵国 参詣ニ行
（（ （0 武州埼玉郡袋山村 庄吉・三左衛門 名主吉左衛門支配 成田山 下総国 参詣帰り 外壱人
（（ （（ 下総国香取郡神崎村 藤左衛門 名主茂兵衛支配 東京小網町片屋亀兵衛 行
（（ （（ 武州匝瑳郡方山村 新座郡 弥左衛門・八蔵 名主甚兵衛支配 成田山 下総国 参詣帰り
（（ （（ 下総国千葉郡川崎村 秀太郎 名主久左衛門倅 東京小網町三丁目巴屋清吉方 行
（（ （（ 東京本郷壱丁目拾六番地所 惣治郎 下サ佐倉上町若竹屋伊蔵方 行
（（ （（ 東京深川元町十七番地所 伊三郎 浦辺久左衛門方 行
（（ （（ 武州足立郡芝村 繁之助・茂左衛門 名主伊之助支配 成田山 下総国 参詣戻り
（（ （（ 下総国印幡郡佐倉田町 寅吉 名主助左衛門支配 東京須田町 神田 不応散薬買ニ行
（（ （（ 相模国三浦郡小坪村 喜八郎・市五郎・

三五郎
名主又左衛門支配 下サ海上郡植松町治郎吉方 行 外廿壱人

（（ （9 常州河内郡高田村 五郎兵衛・市郎兵衛 名主嘉左衛門支配 三峯山 武蔵国 参詣行戻り
（（ （0‐（ 上総国夷隅郡上布施村 惣治郎 名主市右衛門支配 東京深川末廣町柏屋与三郎 行帰り
（（ （0‐（ 上総国夷隅郡上布施村 慶蔵 惣治郎伜 東京深川末廣町柏屋与三郎 行帰り
（（ （（ 上総国山邊郡上谷村 玄哲 名主有右衛門支配　医者 東京兵部省 帰り
（（ （（ 武州紙郡帯刀村 賀美郡 庄蔵 名主藤右衛門支配 鶴間 （上総市原郡鶴舞） 行
（（ （（ 越中国射水郡藪田村 彦左衛門・彦三郎 名主善次郎支配 上総国望陀郡横田村冨士屋三郎左衛門 帰り
（（ （（ 東京地方三番組下谷坂本町弐丁目 鈴木源兵衛 上総国大田喜宿嶌屋弥七方 大多喜宿 帰り
（（ （（ 下総国香取郡佐原村 仁兵衛 名主茂左衛門支配 東京箱崎弐丁目佐原屋政兵衛 行
（（ （（ 甲州八代郡下岩崎村 丈左衛門・半三郎 名主清左衛門支配 成田山・柴山 下総国・上総国 参詣帰り
（（ （（ 下総国印旛郡畔田村 治郎左衛門 名主利左衛門支配　百姓 武州中平井源四郎 行
（（ （（ 野州都賀郡吹上村 周次 名主貞蔵支配　組下 中山 下総国 参詣ニ通行
（（ （9 下総印旛郡鶴舞村 市原郡 長五郎 名主新五左衛門支配　百姓 市川 下総国 通行
（（ （0 上総国山邊郡道庭村 清八 名主清右衛門支配　百姓 東京山下 行帰り
（（ （（ 下総国千葉郡泉水村 仁左衛門・半七 名主源七支配 東京神田今川町小倉屋文吉方 （小川町） 行
（（ （（ （東京） 長谷川清三郎 東京府貫属 上総国八幡宿大榑屋喜壱郎方 行

（（ （9（ 常州筑波郡北条中町 北条村 平五兵衛 名主万右衛門下 東京下谷車坂坂屋重兵衛方
（（ （9（ 上総国山辺郡玉村 田間村 寅吉・弥兵衛 名主庄作下 東京横山町近江屋源七方
（（ （9（ 武州巨摩郡直竹村 高麗郡下直竹村 忠蔵 名主半右衛門下 上サ夷隅郡伊東原村太左衛門方 夷隅郡伊東原村？
（（ （99‐（ 下総国埴生郡安食村 惣市郎 名主 東京小網町加田屋仁兵衛 戻り
（（ （99‐（ 下総国埴生郡安食村 勘六 東京小網町加田屋仁兵衛 戻り
（（ （00 下総香取郡 四郎兵衛 名主森作下 東京南新堀万屋忠蔵 戻り 供壱人
（（ （0（ 東京西久保 勇吉 吉田安兵衛家来 成田 下総国 参詣戻り
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （ 銚子海上郡高田村 下総国 権佐衛門 名主清左衛門配下 舩より帰村
（（ （‐（ 武州玉郡八王子宿 多摩郡 清三郎 名主 成田 下総国 参詣
（（ （‐（ 武州玉郡八王子宿 多摩郡 松吉 成田 下総国 参詣
（（ （ 東京浅草平右衛門町 （上・下・新町あり） 己之吉 伊せ屋三郎右衛門使 下総国おし砂高柳三郎右衛門 押砂村 行
（（ （ 下総国印幡郡吉田村 甚右衛門 名主作左衛門配下 東京本所法恩寺橋坂本幸左衛門 戻り
（（ （ 常州河内郡加ま以村 釜井村 孫左衛門 名主長兵衛配下 三峯 武蔵国 参詣戻り 外弐人
（（ （ 東京下谷金杉六十五番 佐助 家主半兵衛店 下総国木下村河内屋兵左衛門方 行
（（ （ 上総国武射郡蓮沼村 七左衛門 名主勘左衛門配下 東京本舟町高根屋仁左衛門 行
（（ （ 常州河内郡あば崎村 阿波崎村 半兵衛・清吉 名主喜兵衛配下 三峯山 武蔵国 参詣戻り
（（ 9 武州玉郡雑敷村 多摩郡雑色村 長兵衛・萬二郎 名主利左衛門配下 成田 下総国 参詣戻り 外壱人
（（ （0 武州玉郡鳴木村 多摩郡成木村（上・下村あり）梅吉 名主半兵衛配下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 東京神田佐久間町壱丁目壱番地所 利兵衛 家主栄吉店 上総国志天起村斉藤四郎左衛門 山辺郡四天木村 戻り
（（ （（ 上総国山部郡幸谷村 山辺郡北幸谷村 長左衛門 名主五郎左衛門配下 東京新川萬屋多助方 行
（（ （（ 下総国香取郡香取村 留七 名主儀左衛門配下 東京芝切通し近江屋栄二郎方 行
（（ （（ 常州鹿嶋郡ゑ起春村 息栖村 権之助 名主茂兵衛配下 横濱本町五丁目下総国清兵衛方 武蔵国，（下総屋） 戻り
（（ （（ 上総国春ゑ郡河名村 周淮郡川名村 信二郎・弥助・善助 名主傳左衛門配下 成田 下総国 参詣
（（ （（ 武州千住小塚原中村町 五兵衛 尾張屋敷助使 上総国清名古屋村倉田菊松方 清名幸谷村 参詣帰り
（（ （（ 東京木挽町拾弐番 定兵衛 家主嘉兵衛店 銚子□子村油屋忠兵衛方 下総国 行
（（ （（ 中仙道武州足立郡平畑村 中山道 仙二郎 名主黒兵衛配下 中山 下総国 参詣
（（ （9 上州新田郡前嶌河岸 勘蔵 名主 中山 下総国 参詣
（（ （0 （東京，秋元は旧旗本で遠江

に旧領）
岡野専衛門 秋元一學觸下士族

斉藤次郎左衛門家来
下サ佐原 行

（（ （（ 上総国山邊郡植草村 清助 名主銀左衛門支配　百姓 東京 通行戻り 妻壱人
（（ （（ 下総国葛飾郡平賀村 本堂寺（本土寺） 宮村多聞寺 戻り
（（ （（ 武州足立村中井村 足立郡 吉蔵・政左衛門・

七左衛門・与左衛門
名主安左衛門支配 下サ成田山 参詣ニ行

（（ （（ 横濱駒形弐丁目 武蔵国 石田屋宝七 下サ神崎 行
（（ （（ （下総国に藩庁） 石山岩治郎 佐倉藩 東京 行戻り
（（ （（ 東京新吉原弐丁目 升屋治兵衛 成田山 下総国 参詣ニ行帰り 外四人
（（ （9 上総国長柄郡一つ松村 理左衛門 名主 下サ駒木 （諏訪神社） 参詣帰り 供壱人
（（ （0 武州足立郡美田村 （箕田村） 米吉 名主宇平治下 成田山 下総国 参詣行 外壱人
（（ （（ 奥州岩城石川郡双里村 磐城国 銀蔵 名主傳之助支配 舩橋 下総国 行帰り
（（ （（ 東京長崎町 （霊岸島長崎町） 万吉 家主吉右衛門店 佐倉新町家根屋辰右衛門 下総国 帰り
（（ （（ 相州高佐郡国分村 高座郡 繁三郎 名主善六支配 佐倉屋敷 下総国，（支配佐倉藩知事邸） 行帰り
（（ （（ 上総国山邊郡東金町 太兵衛 名主嘉平治支配 東京本所豊前寺横 行
（（ （（ 上総国山邊郡池田村 周助 名主三郎兵衛支配 東京糀町五丁目卯之丸吉兵衛 麹町 行
（（ （（ 武州足立郡大宮宿 辰五郎 名主団次郎支配 検見川清右衛門方 下総国 行
（（ （（ 相州大隈郡矢名村 大住郡 六右衛門 名主喜三郎支配 中山 下総国 参詣ニ行
（（ （（ 東京南茅場町十三番地 柏屋金兵衛 下総銚子荒野村醤油屋重次郎方 帰り 供壱人
（（ （9 武州埼玉郡浮塚村 溜次郎・勇蔵 名主仁兵衛支配 成田山 下総国 参詣帰り 外三人
（（ （0 下総国香取郡津之宮村 権六郎 東京馬喰町三鷹屋 行
（（ （（ 上総国山邊郡東金町 与四郎 名主半右衛門支配 東京南新堀伊勢屋甚兵衛 行
（（ （（ 武州足立郡辰沼村 兼次郎・亀二郎 名主治右衛門支配 成田山 下総国 参詣帰り
（（ （（ 下総国印旛郡夷比須村 夷比須村？ 庄兵衛・徳右衛門 名主治兵衛支配 堀之内 武蔵国，（妙法寺） 参詣ニ行
（（ （（ 武州足立郡辰沼新田 周太郎・新次郎 名主治右衛門支配 成田山 下総国 参詣帰り
（（ （（ 武州玉郡熊川村 多摩郡 源七・浪吉 名主清右衛門支配 成田山 下総国 参詣ニ行
（（ （（ 越後国蒲原郡新堀村 甚四郎 名主国松支配 下総銚子権三郎方 行 供壱人
（（ （（‐（ 上総国夷隅郡上ノ中嶌村 佐平次 名主太郎兵衛支配 東京浅草俵町三丁目高岡屋庄兵衛 田原町 行
（（ （（‐（ 上総国夷隅郡上ノ中嶌村 銀蔵 佐平次弟 東京浅草俵町三丁目高岡屋庄兵衛 田原町 行
（（ （（ 武州玉郡熊川村 多摩郡 林蔵・作兵衛・清助 名主清右衛門支配 成田山 下総国 参詣ニ行 外弐人
（（ （9 常州河内郡壱本松村 庄左衛門 名主助左衛門支配 東京浅草古着屋清左衛門方 行
（（ （0 上総国市原郡松崎村 歳蔵・七平 名主喜惣次支配 東京小網町壱丁目 行
（（ （（ 武州足立郡長左衛門新田 茂重郎・源四郎 名主三十市下 成田山 下総国 参詣帰り 外弐人
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月 （（ （（ 常州龍ヶ崎町 善太郎 名主室岡新平配下 東京浅草並木町山屋半三郎方 帰り

（（ （（ 武州立花郡関村 橘樹郡 権治郎・八十八・菊二郎 名主金左衛門配下 成田 下総国 参詣 外拾四人・外四人
（（ （（ 常州間壁郡石戸村 真壁郡 己之助・菊蔵 名主徳治配下 上総国一ノ宮在観のん寺 観音寺 戻り
（（ （（ 下サ香取郡大和田村 作兵衛・厳左衛門 東京きじ橋外高岡屋敷 雉子橋

（支配高岡藩知事井上宮内邸）
行

（（ （（ 東京吉原角町 長兵衛 上総国東金在小沼田村源舞 行
（（ （（ 下サ海上郡飯沼村 庄七・安五郎 名主傳左衛門配下 東京日本橋魚がし平田政吉 魚河岸 戻り
（（ （（ 武州足立郡佐野新田 勘左衛門・辰五郎 名主勘蔵配下 成田 下総国 参詣
（（ （（ 武州足立郡根岸村 権蔵・門二郎 名主常五郎配下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （9 岩花県支配所武州上郡勅使河原村 賀美郡 竹二郎 名主四郎三郎組下
（（ （0 房州平野郡名古村 （平郡佐久間仲村） 宮地久兵衛 東京北新堀山崎忠兵衛 行
（（ （（ 下サ印幡郡土置村 （土浮村） 七蔵 名主源兵衛配下 千住宿河原町長嶌屋 武蔵国 戻り
（（ （（ 東京小梅村 長八 名主中田平十郎組下 安房大杉 参詣行
（（ （（ 東亰東松下町拾番地所 和助 家主 下サ布佐傳左衛門方 行
（（ （（ 東亰地方三番組上□左村 定吉・喜平治 成田 下総国 参詣 外弐人
（（ （（ 常州行方郡麻生村 与助 名主兵一郎組下 東京濱町蔵敷 戻り
（（ （（ 東亰下谷壱丁目 善兵衛 弥惣治店 常州河内郡阿波村飯田屋八左衛門 行
（（ （（ 下サ香取郡行浮村 （小浮村） 薬師院 横濱車橋竹屋 武蔵国 戻り
（（ （（ （上総国） 多賀田主税 小嶋殿

（上総国桜井藩の前身小島藩カ）家
（（ （9 下サ印幡郡二ツ橋村 印旛郡二ツ橋村？ 勘五兵衛 名主平左衛門組下 東亰佐久間町三町目松のや豊蔵 神田 戻り
（（ （0‐（ 上総市原郡海士有木村 （海士村・有木村が合併し明

治７年立村）
新八郎 名主 東亰鮫ケ橋永井金之助 （旧旗本旧領主永井兼之助） 行

（（ （0‐（ 上総市原郡海士有木村 （海士村・有木村が合併し明
治７年立村）

五郎八・松左衛門 東亰鮫ケ橋永井金之助 （旧旗本旧領主永井兼之助） 行

（（ （（ 武州足立郡大戸村 金蔵・栄吉・林二郎 名主忠蔵組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 下サ印幡郡下志づ村 下志津村 三郎兵衛 名主政左衛門組下 千住河原町いそ屋文吉方 武蔵国 帰り
（（ （（ 下サ葛飾郡馬橋村 武兵衛 名主與五左衛門組下 上総国市原郡馬立村龍玄寺 行
（（ （（ 武州足立郡花又村 真蔵・兵二郎 名主栄蔵組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 下サ印幡郡佐倉おしふじや村 おしふじや村？ 政二郎 名主清左衛門組下 東亰本所伊豆屋八左衛門 戻り
（（ （（ 下サ印旛郡佐倉新町 勘助 名主儀兵衛配下 相州高佐郡国分村名主 高座郡 行
（（ （（ 上総国山部郡東金町 与三郎 名主嘉平次配下 東京小網町弐丁目相模屋宇兵衛 戻り
（（ （（ 上総国市原郡牛久村 中山勇 三嶋大神神主 東京 戻り
（（ （9 下サ相馬郡中里村 治左衛門 名主與惣右衛門配下 金比羅 （東京） 参詣帰り
（（ （0 東亰白金町 金五郎 家主吉兵衛店 銚子源助 下総国 帰り
（（ （（ 下サ印幡郡清与戸村 與右衛門 名主與左衛門配下 八幡 行
（（ （（ 葛飾県支配所下総国埴生郡飯岡村 辰五郎 大河平兵衛召仕 帰村
（（ （（ 甲府県支配所甲府緑町壱丁目 栄五郎 与祢屋半七召仕
（（ （（ 下サ印幡郡佐倉新町 倉田兵右衛門 東京馬喰町庄内屋半兵衛 戻り
（（ （（ 東亰駒方町 浅草駒形町 藤吉 家主定治店 下サ香取郡一ノ記村酒屋新七方 一ノ記村？ 帰り
（（ （（ 上総国市原郡八幡村 仲右衛門 名主市兵衛配下 東京浅草正天町中のや半七方 聖天町 行
（（ （（ 上総国市原郡姉崎村 三次郎 名主兵右衛門配下 東京築地若宮平十郎 帰り
（（ （（ 下サ海上郡松岸村 市右衛門・佐左衛門 名主長左衛門配下組頭 東京海運橋 行
（（ （9 常州鹿嶋郡萩原村 清左衛門 名主佐慶兵衛組下 東亰馬喰町壱丁目井筒屋 戻り
（（ （0 武州足立郡竹の塚村 常三郎 名主河内久村配下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 下サ香取郡佐原村 新兵衛 名主利兵衛配下 東亰箱崎佐原屋庄兵衛 戻り
（（ （（ 下サ匝瑳郡太田村 与八 山城屋多七使 東亰牛込いせ屋多兵衛 行
（（ （（ 房州長佐郡天津村 長狭郡 忠蔵 名主清治配下 横濱本町壱丁目□屋治兵衛 武蔵国 戻り
（（ （（ 武州足立郡上青木村 与兵衛・茂吉・清右衛門 名主久左衛門配下 成田 下総国 参詣
（（ （（ 東亰深川常盤町三町目 新吉 新庄や源八召仕 下サ佐原下仲町仏師 行
（（ （（ 下サ香取郡夏目村 傳左衛門 名主七郎兵衛配下 東亰傳法院前柏屋勘七方 行
（（ （（ 陸前国お春か郡石の巻 牡鹿郡石巻村 定右衛門・金七 名主重兵衛配下 東亰御蔵 浅草 行帰り
（（ （（ 東亰浅布拾番地所 麻布 信州や仁左衛門・清水音吉 成田 下総国 参詣 外弐人
（（ （9 東亰深川冬木町壱番地所 木屋善右衛門 下総布川鍋屋六兵衛 行
（（ （0 武州大里郡石原村 安五郎 名主四郎兵衛配下 白井在木与戸村権右衛門方 下総国清戸村 行
（（ （（ 武州八構田領篠場村 足立郡谷古田領篠葉村 常右衛門 上総国長南源十郎 戻り
（（ （（ 下サ印幡郡瀬戸村 重右衛門 名主源右衛門配下 東亰深川升田屋 行
（（ （（ 下サ印幡郡佐倉町 庄兵衛 東亰神田鍋町道具屋文七 帰り
（（ （（ 下サ海上郡銚子飯沼村 清助 名主惣右衛門配下 東亰金六町銚子屋幸二郎 行
（（ （（ 下サ海上郡今宮村 城岡 東亰本所壱丁目 行
（（ （（ 下サ香取郡佐原村 三右衛門 名主森市配下 東亰箱崎佐原屋 行



29
4

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告

第
15

5
集
　

20
10
年

3
月 （（ （（ 常州龍ヶ崎町 善太郎 名主室岡新平配下 東京浅草並木町山屋半三郎方 帰り

（（ （（ 武州立花郡関村 橘樹郡 権治郎・八十八・菊二郎 名主金左衛門配下 成田 下総国 参詣 外拾四人・外四人
（（ （（ 常州間壁郡石戸村 真壁郡 己之助・菊蔵 名主徳治配下 上総国一ノ宮在観のん寺 観音寺 戻り
（（ （（ 下サ香取郡大和田村 作兵衛・厳左衛門 東京きじ橋外高岡屋敷 雉子橋

（支配高岡藩知事井上宮内邸）
行

（（ （（ 東京吉原角町 長兵衛 上総国東金在小沼田村源舞 行
（（ （（ 下サ海上郡飯沼村 庄七・安五郎 名主傳左衛門配下 東京日本橋魚がし平田政吉 魚河岸 戻り
（（ （（ 武州足立郡佐野新田 勘左衛門・辰五郎 名主勘蔵配下 成田 下総国 参詣
（（ （（ 武州足立郡根岸村 権蔵・門二郎 名主常五郎配下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （9 岩花県支配所武州上郡勅使河原村 賀美郡 竹二郎 名主四郎三郎組下
（（ （0 房州平野郡名古村 （平郡佐久間仲村） 宮地久兵衛 東京北新堀山崎忠兵衛 行
（（ （（ 下サ印幡郡土置村 （土浮村） 七蔵 名主源兵衛配下 千住宿河原町長嶌屋 武蔵国 戻り
（（ （（ 東京小梅村 長八 名主中田平十郎組下 安房大杉 参詣行
（（ （（ 東亰東松下町拾番地所 和助 家主 下サ布佐傳左衛門方 行
（（ （（ 東亰地方三番組上□左村 定吉・喜平治 成田 下総国 参詣 外弐人
（（ （（ 常州行方郡麻生村 与助 名主兵一郎組下 東京濱町蔵敷 戻り
（（ （（ 東亰下谷壱丁目 善兵衛 弥惣治店 常州河内郡阿波村飯田屋八左衛門 行
（（ （（ 下サ香取郡行浮村 （小浮村） 薬師院 横濱車橋竹屋 武蔵国 戻り
（（ （（ （上総国） 多賀田主税 小嶋殿

（上総国桜井藩の前身小島藩カ）家
（（ （9 下サ印幡郡二ツ橋村 印旛郡二ツ橋村？ 勘五兵衛 名主平左衛門組下 東亰佐久間町三町目松のや豊蔵 神田 戻り
（（ （0‐（ 上総市原郡海士有木村 （海士村・有木村が合併し明

治７年立村）
新八郎 名主 東亰鮫ケ橋永井金之助 （旧旗本旧領主永井兼之助） 行

（（ （0‐（ 上総市原郡海士有木村 （海士村・有木村が合併し明
治７年立村）

五郎八・松左衛門 東亰鮫ケ橋永井金之助 （旧旗本旧領主永井兼之助） 行

（（ （（ 武州足立郡大戸村 金蔵・栄吉・林二郎 名主忠蔵組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 下サ印幡郡下志づ村 下志津村 三郎兵衛 名主政左衛門組下 千住河原町いそ屋文吉方 武蔵国 帰り
（（ （（ 下サ葛飾郡馬橋村 武兵衛 名主與五左衛門組下 上総国市原郡馬立村龍玄寺 行
（（ （（ 武州足立郡花又村 真蔵・兵二郎 名主栄蔵組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 下サ印幡郡佐倉おしふじや村 おしふじや村？ 政二郎 名主清左衛門組下 東亰本所伊豆屋八左衛門 戻り
（（ （（ 下サ印旛郡佐倉新町 勘助 名主儀兵衛配下 相州高佐郡国分村名主 高座郡 行
（（ （（ 上総国山部郡東金町 与三郎 名主嘉平次配下 東京小網町弐丁目相模屋宇兵衛 戻り
（（ （（ 上総国市原郡牛久村 中山勇 三嶋大神神主 東京 戻り
（（ （9 下サ相馬郡中里村 治左衛門 名主與惣右衛門配下 金比羅 （東京） 参詣帰り
（（ （0 東亰白金町 金五郎 家主吉兵衛店 銚子源助 下総国 帰り
（（ （（ 下サ印幡郡清与戸村 與右衛門 名主與左衛門配下 八幡 行
（（ （（ 葛飾県支配所下総国埴生郡飯岡村 辰五郎 大河平兵衛召仕 帰村
（（ （（ 甲府県支配所甲府緑町壱丁目 栄五郎 与祢屋半七召仕
（（ （（ 下サ印幡郡佐倉新町 倉田兵右衛門 東京馬喰町庄内屋半兵衛 戻り
（（ （（ 東亰駒方町 浅草駒形町 藤吉 家主定治店 下サ香取郡一ノ記村酒屋新七方 一ノ記村？ 帰り
（（ （（ 上総国市原郡八幡村 仲右衛門 名主市兵衛配下 東京浅草正天町中のや半七方 聖天町 行
（（ （（ 上総国市原郡姉崎村 三次郎 名主兵右衛門配下 東京築地若宮平十郎 帰り
（（ （（ 下サ海上郡松岸村 市右衛門・佐左衛門 名主長左衛門配下組頭 東京海運橋 行
（（ （9 常州鹿嶋郡萩原村 清左衛門 名主佐慶兵衛組下 東亰馬喰町壱丁目井筒屋 戻り
（（ （0 武州足立郡竹の塚村 常三郎 名主河内久村配下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 下サ香取郡佐原村 新兵衛 名主利兵衛配下 東亰箱崎佐原屋庄兵衛 戻り
（（ （（ 下サ匝瑳郡太田村 与八 山城屋多七使 東亰牛込いせ屋多兵衛 行
（（ （（ 房州長佐郡天津村 長狭郡 忠蔵 名主清治配下 横濱本町壱丁目□屋治兵衛 武蔵国 戻り
（（ （（ 武州足立郡上青木村 与兵衛・茂吉・清右衛門 名主久左衛門配下 成田 下総国 参詣
（（ （（ 東亰深川常盤町三町目 新吉 新庄や源八召仕 下サ佐原下仲町仏師 行
（（ （（ 下サ香取郡夏目村 傳左衛門 名主七郎兵衛配下 東亰傳法院前柏屋勘七方 行
（（ （（ 陸前国お春か郡石の巻 牡鹿郡石巻村 定右衛門・金七 名主重兵衛配下 東亰御蔵 浅草 行帰り
（（ （（ 東亰浅布拾番地所 麻布 信州や仁左衛門・清水音吉 成田 下総国 参詣 外弐人
（（ （9 東亰深川冬木町壱番地所 木屋善右衛門 下総布川鍋屋六兵衛 行
（（ （0 武州大里郡石原村 安五郎 名主四郎兵衛配下 白井在木与戸村権右衛門方 下総国清戸村 行
（（ （（ 武州八構田領篠場村 足立郡谷古田領篠葉村 常右衛門 上総国長南源十郎 戻り
（（ （（ 下サ印幡郡瀬戸村 重右衛門 名主源右衛門配下 東亰深川升田屋 行
（（ （（ 下サ印幡郡佐倉町 庄兵衛 東亰神田鍋町道具屋文七 帰り
（（ （（ 下サ海上郡銚子飯沼村 清助 名主惣右衛門配下 東亰金六町銚子屋幸二郎 行
（（ （（ 下サ海上郡今宮村 城岡 東亰本所壱丁目 行
（（ （（ 下サ香取郡佐原村 三右衛門 名主森市配下 東亰箱崎佐原屋 行
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ａ （ 上総国埴生郡早野村 角蔵 名主彦惣支配　百姓 東京小柳町壱丁目大和屋長次郎万屋 神田 行ク
（（ａ （ 武州葛飾郡上高野村 冨蔵・喜三郎 名主善之助支配　百姓 成田山 下総国 帰ル
（（ａ （ 下総埴生郡安食村 勘六・弥兵衛 名主惣一郎支配　百姓 東京小網町三丁目形屋仁兵衛方 行ク
（（ａ （ 東京三田功運寺町 三田功運町 平右衛門 木谷兼次郎代 上総五井すしや紋次郎方 帰ル
（（ａ （‐（ 常州信田郡鳩崎村 信太郡 関口八兵衛 本所相生町壱丁目油屋清蔵方 東京 行ク
（（ａ （‐（ 常州信田郡鳩崎村 信太郡 徳兵衛 関口八兵衛父 本所相生町壱丁目油屋清蔵方 東京 行ク
（（ａ （ 東京深川万年町 明石屋宇三郎 下サ太田村板倉藩陣屋 匝瑳郡，（安中藩板倉氏陣屋在所） 帰ル
（（ａ （ 東京日本橋通三丁目 遠藤金助 下サ銚子新生井伊勢や嘉金治方 新生村 行ク 供壱人
（（ａ （ 東京中橋南傳馬町壱丁目 伊勢や源助 芝崎半左衛門方 通ル 供壱人
（（ａ 9 岩城国石川郡惣里村 磐城国双里村 忠五郎 名主傳之助支配　百姓 舩橋小川屋伊兵衛方 下総国 行ク
（（ａ （0 常州シンジュ郡土浦町 新治郡 冨田屋三左衛門 名主大塚清五支配 本所石原外手町佐野屋安兵衛方 東京南本所石原・外手町 行ク
（（ａ （（ 千葉町 下総国 栄太郎 名主吉兵衛支配　百姓 上野田町栄吉方 東京 帰ル
（（ａ （（ （武蔵国に藩庁） 坂井治行 岩槻藩史生 印鑑持参
（（ａ （（ （東京） 鼻井傳次郎 民部省 印鑑持参

（（ （（ 武州足立郡久右衛門新田 初右衛門 名主久右衛門配下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 下サ結城郡久保田村 初三郎・金二郎 名主権兵衛配下 舩橋大神宮 下総国 参詣
（（ （9 上総国長柄郡藤原村 伊兵衛 名主久二郎配下 東亰濱町佐野屋長四郎 行
（（ （0 東亰芝西ノ久保飯倉壱町目 中田屋栄蔵 佐倉仲町銚子屋幸之助 下総国 帰り
（（ （（ 東亰浅草新寺町拾六番地所 新吉 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 下サ国千葉郡千葉町 助三郎 名主長左衛門配下 武州千住宿幸手屋治郎兵衛 戻り
（（ （（ 武州足立郡元木村 本木村 元右衛門・寅右衛門・又右衛門 名主長右衛門配下 成田 下総国 参詣
（（ （（ 下サ印幡郡佐倉町 清左衛門 名主茂兵衛配下 流山宿 下総国 帰り
（（ （（ 佐藤久 後藤孫平門
（（ （（ 下サ相馬郡中田切村 喜兵衛 名主清左衛門配下 東海道三嶌在柏村 伊豆国 行
（（ （（ 品川県支配所内藤新宿 東京 小林半兵衛 成田林左衛門 下総国 行
（（ （（ 東亰駒込浅賀町 大和屋治兵衛 下サ小見川大坂屋佐助 行
（（ （9 武州足立郡沼田村 恵明寺 成田 下総国 行 供壱人
（（ 90 東亰深川佐賀町二十四番地所 よし蔵 伏見五左衛門召仕 上総国遍厚村升屋伊兵衛方 上総国遍厚村？ 行
（（ 9（ 武州葛飾郡猿ケ又村 治郎左衛門・願二郎 名主茂右衛門配下 成田 下総国 参詣戻り
（（ 9（ 上総国夷隅郡山田村 惣吉 名主新兵衛配下 東京麹町五丁目下野屋惣兵衛 戻り
（（ 9（ 常州河内郡龍ヶ崎町 吉左衛門 名主新二郎配下 中仙道浦和縣 （武蔵国），中山道 行
（（ 9（ 東亰米沢町 喜兵衛 家主惣兵衛店 中山 下総国 参詣
（（ 9（ 常州新張郡土浦町 新治郡 三左衛門 名主大塚清左衛門 東京石原佐のや 南本所石原町 戻り

●明治 （ 年 （ 月 （9 日以前

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ｂ （（‐（ 武州足達郡中千道桶川宿 中山道，足立郡 勇次郎 名主 成田 下総国 参詣
（（ｂ （（‐（ 武州足達郡中千道桶川宿 中山道，足立郡 冨五郎 成田 下総国 参詣
（（ｂ （（ 武州新サ郡 新座郡 太兵衛
（（ｂ （（ 東京白壁町五番 神田 伊助・幸治郎 下総国高岡藩 戻り
（（ｂ （（‐（ 常州鹿嶋郡小志崎村 長右衛門 名主 東京深川寺町水戸屋治郎右衛門 行
（（ｂ （（‐（ 常州鹿嶋郡小志崎村 喜三郎 東京深川寺町水戸屋治郎右衛門 行
（（ｂ （（ 東京神田千代田町壱番地所 （神田は冠さない） 伊勢屋忠七 舩橋野地屋弥介 下総国 戻り
（（ｂ （9‐（ 下サ香取郡押綱村 押砂村 新右衛門 名主 東京南傳馬町桔梗屋新七 行
（（ｂ （9‐（ 下サ香取郡押綱村 押砂村 太兵衛 東京南傳馬町桔梗屋新七 行
（（ｂ （0‐（ 武州足立郡芝村 伊之助 名主 成田 下総国 参詣戻 外六人

●明治 （ 年 （ 月 （9 日
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月 （（ｂ （0‐（ 武州足立郡芝村 勘六 成田 下総国 参詣戻

（（ｂ （（‐（ 武州埼玉郡小林村 宇右衛門 名主 成田 下総国 参詣戻 外四人
（（ｂ （（‐（ 武州埼玉郡小林村 源右衛門 成田 下総国 参詣戻
（（ｂ （（‐（ 下総国相馬郡布施村 善兵衛 名主 上総勧之山 （鹿野山） 参詣戻
（（ｂ （（‐（ 下総国相馬郡布施村 半兵衛・文次郎・松兵衛 上総勧之山 （鹿野山） 参詣戻
（（ｂ （（ 下総香取郡大戸村 新兵衛 名主惣右衛門支配 三峯山 武蔵国 戻り
（（ｂ （（ 武州葛飾郡戸ヶ崎村 栄兵衛 名主支配 佐倉町酒屋三縁戸井 下総国 行
（（ｂ （（‐（ 武州伊原郡瀬太川村 （荏原郡世田谷村） 与右衛門 名主 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
（（ｂ （（‐（ 武州伊原郡瀬太川村 （荏原郡世田谷村） 金次郎・源次郎 成田 下総国 参詣戻り
（（ｂ （（ 下総千葉黒砂村 半兵衛 名主治郎左衛門支配　久左衛門使 柴又村玄栄 武蔵国 行
（（ｂ （（ 武州入間郡張加や村 針ヶ谷村 太郎兵衛 名主太兵衛支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ｂ （（ 武州大里郡熊ヶ井宿 熊谷宿 政吉 名主幸二郎組下 成田 下総国 参詣帰り
（（ｂ （9 常州水戸磯濱 下総国千葉郡 彦三郎・与三郎 名主藤蔵支配 東京大田町樋口屋勘四郎 大田町？ 行
（（ｂ （0 東京霊岸嶋濱町 永王長兵衛 成田 下総国 参詣行
（（ｂ （（ 千住五町目 武蔵国 橋屋初五郎 舟橋 下総国 賣行
（（ｂ （（ 東京本郷四町目 安五郎 家主傳四郎店 下サ大戸川勘太郎方 下総国香取郡大戸川村 戻
（（ｂ （（ 上総□□郡東郷村 東郷村？ 善四郎 名主嘉兵衛支配 東京松山四郎兵衛方 行
（（ｂ （（ 東京立花町四丁目九番地所 橘町 大黒屋菊蔵・兼吉 下サ銚子 賣用戻
（（ｂ （（‐（ 武州葛飾郡寺嶋町 東京寺嶋村（国名間違い） 武右衛門 名主中年寄 成田 下総国 参詣行
（（ｂ （（‐（ 武州葛飾郡寺嶋町 東京寺嶋村（国名間違い） 安五郎 成田 下総国 参詣行
（（ｂ （（ 武州足立郡前田村 料助 名主清蔵支配 成田 下総国 参詣戻 外三人
（（ｂ （（ 東京神田平長町 平永町 喜三郎 舟橋重蔵方 下総国 戻
（（ｂ （（ 下総相馬郡今泉村 傳兵衛 名主 東京小網丁大坂屋 行
（（ｂ （9 常州河内郡須数村 須賀津村 貞介 名主門兵衛支配 松戸根本 下総国 行
（（ｂ （0 上総長柄郡藻村 （茂原村） 源二郎 名主市兵衛支配 東京京橋伊勢や宇兵衛方 行
（（ｂ （（ 上総伊隅郡佐倉臺 夷隅郡桜臺町，（大多喜城下）徳兵衛 名主庄兵衛支配 東京小網丁上総屋太助 行
（（ｂ （（ 下総鎌ケ谷村 太兵衛 名主弥左衛門支配 東京小網丁長嶋屋 戻
（（ｂ （（ 武州足立郡中伊村 中居村 吉左衛門 名主安左衛門支配 成田 下総国 参詣戻 外三人
（（ｂ （（‐（ 東京銀座四丁目 与右衛門 組頭 総都村 総都村？
（（ｂ （（‐（ 東京銀座四丁目 猶右衛門 総都村 総都村？
（（ｂ （（ 下総千葉総山村 下総国千葉郡佐山村 久左衛門 名主半兵衛支配　百姓 東京寺嶋家主佐右衛門方 戻
（（ｂ （（ 東京四ツ谷廿四番組支配六番地所 三川屋豊次郎 三崎村 （下総三咲，開墾地） 当る者（？）
（（ｂ （（ 東京牛込赤木町 赤城町 西むら通治 筑波山 常陸国 参詣戻
（（ｂ （（ 武州足立中伊村 中居村 七左衛門 名主安左衛門支配 成田 下総国 参詣戻 外三人
（（ｂ （9 上総伊隅郡栗又村 夷隅郡粟又村 平四郎 名主 東京馬喰町弐丁目大塚屋武左衛門方 行
（（ｂ （0 武州足立郡上青木村 忠蔵・熊太郎 名主久左衛門支配 成田 下総国 参詣行
（（ｂ （（ 銚子高谷村 下総国香取郡荒野村 次郎兵衛 名主清左衛門支配 東京小網町三丁目長嶋や兵右衛門方 戻
（（ｂ （（ 上総須間郡大関村 上総国須間郡大関村？ 与兵衛 名主平佐支配 東京高縄中町 芝高輪 足立賣永行（？）
（（ｂ （（ 常州行方郡若海村 祭蔵 名主利右衛門支配 東京林町五丁目近江屋平助 本所 行
（（ｂ （（ 東京米沢丁弐町目 戸貸源右衛門 上総菊間村源兵衛 戻
（（ｂ （（ 野州仁田郡 新田郡 六左衛門 名主 上総恩宿勘左衛門 御宿村 戻
（（ｂ （（‐（ 野州奈須郡黒葉根宿 那須郡黒葉根宿？ 三兵衛 名主 成田 下総国 参詣戻
（（ｂ （（‐（ 野州奈須郡黒葉根宿 那須郡黒葉根宿？ 仁兵衛 成田 下総国 参詣戻
（（ｂ （（ 東京駒込追分町 庄吉 上総八幡平兵衛 戻
（（ｂ （（ 東京芝金杉壱丁目 太兵衛 家主太右衛門店 下総千葉町勘七 戻
（（ｂ （9 武州引木郡宮花村 比企郡宮鼻村 房太郎 名主惣三郎支配 中山 下総国 参詣行
（（ｂ （0 東京本材木町七丁目 権兵衛・丑五郎 家主松兵衛店 下総香取郡谷中村のりや嘉七方 行
（（ｂ （（ 東京本材木町三丁目 栄助 家主久兵衛店 常州鹿嶋 参詣戻
（（ｂ （（ 常州鹿嶋郡 国介・市右衛門・勘十良 中付名主権左衛門支配 東京柳橋松本屋幸助 浅草 戻
（（ｂ （（ 下総印幡郡上砂村 六左衛門 名主十左衛門支配 東京本町三丁目鰯や藤左衛門 戻
（（ｂ （（ 東京馬喰町四丁目 喜三郎 重兵衛店 舟橋中宿方萬吉 下総国 戻
（（ｂ （（ 下総千葉郡生実村 権之輔 名主桂義支配 越ヶ谷形雛や銀之介 武蔵国 行
（（ｂ （（ 上総長柄郡糀村 幸知村 四郎左衛門 名主徳兵衛支配 日本橋四日市竹屋・七郎兵衛 東京日本橋四日市河岸 戻
（（ｂ （（ 武州引郡宮花村 比企郡宮鼻村 房太郎 名主惣三郎支配 中山 下総国 参詣戻
（（ｂ （（ 信州作郡込山村 佐久郡小宮山村 元五郎 名主粂三郎支配 常州大田村惣源寺 行
（（ｂ （9 常州行方郡悪宿村 行方郡悪宿村？ 兼蔵・新吉・源蔵 名主茂兵衛支配 東京本所柳原中西幸三郎 行
（（ｂ （0 武州比企郡大川村 （小川村） 勘介 名主惣右衛門支配 成田 下総国 参詣行
（（ｂ （（ 上総埴生郡長南宿 源右衛門 浅草段左衛門 東京，（弾左衛門） 戻 外壱人
（（ｂ （（‐（ 武州埼玉郡越ヶ谷宿 利兵衛 名主 松嶋八左衛門 行
（（ｂ （（‐（ 武州埼玉郡越ヶ谷宿 寅蔵 松嶋八左衛門 行
（（ｂ （（ 東京中橋泉町 神田和泉町 吉蔵 家主孫兵衛店 下サ布川村伊勢や友七方 行
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（9 （ 常州伊原木村 茨城村 清蔵 名主徳市支配 東京 戻り
（9 （ 東京飯倉片町三拾五番地 麻布 柏屋松五郎 成田 下総国 参詣 外壱人
（9 （ 武州足立郡大矢田村 大谷田村 杢次郎・瀧蔵 名主清蔵支配 成田 下総国 参詣
（9 （ 武州足立郡河原木村 （瓦葺村，本・上・下村あり） 次郎兵衛 名主平五郎支配 成田 下総国 参詣 外四人
（9 （ 武州足立郡中居村 太左衛門 名主安左衛門支配 成田 下総国 参詣
（9 （ 下総国海上郡銚子村 （銚子村はない） 重兵衛 名主惣右衛門支配 東京 戻り
（9 （ 武州玉郡川崎村 多摩 伊三郎・玉之助 名主半左衛門支配 成田 下総国 参詣 外四人
（9 （ 東京本所気川町五番地 （菊川町） 市兵衛 常州棚木村 行
（9 9 常州河内郡伊佐津村 庄左衛門 名主忠兵衛支配 東京 戻り
（9 （0 武州青梅村 米吉 名主弥左衛門支配　清法院 成田 下総国 参詣
（9 （（ 武州豊嶋郡金杉村 常吉・銀蔵・熊次郎 名主太兵衛支配 成田 下総国 参詣
（9 （（ 下総香取郡万歳村 佐右衛門 名主傳右衛門支配 東京小網町 戻り
（9 （（ 下総相馬郡片山村 金左衛門 名主平右衛門支配 本所 東京 行
（9 （（‐（ 上総山邊郡東金町 林左衛門 名主 千住宿三河や与八 武蔵国 行
（9 （（‐（ 上総山邊郡東金町 庄蔵 千住宿三河や与八 武蔵国 行
（9 （（‐（ 上総国山邊郡土気町 直之助 名主 日本橋初之助方 東京 行
（9 （（‐（ 上総国山邊郡土気町 甚五郎 日本橋初之助方 東京 行
（9 （（ 下総埴生郡成田村 市太郎 名主善次郎支配 浅草田町次右衛門 東京 戻り
（9 （（ 下総千葉町 四郎兵衛 名主吉兵衛支配 東京深川吉五郎方 行
（9 （（ 武州足立郡上野村 利八・次兵衛 名主嘉兵衛支配 成田 下総国 参詣
（9 （9 武州伊原郡上門村 伊原郡上門村？ 弥七 名主七郎右衛門支配 成田 下総国 参詣
（9 （0 下総国相馬郡賀納新田 加納新田 市右衛門 名主傳右衛門支配 東京浅草 行
（9 （（ 武州大里郡大麻生村 兼次郎 名主吉郎兵衛支配 成田 下総国 参詣
（9 （（ 東京柳橋拾壱町 浅草拾壱町？ 新七 成田 下総国 参詣
（9 （（ 駿州伊奈郡松原村 （信濃国伊那郡小松原村，国名間違い）弥平 名主旨七支配 成田 下総国 参詣
（9 （（ 武州足立郡千住宿 五郎兵衛 名主次兵衛支配 成田 下総国 参詣
（9 （（ 下総銚子荒野村 飛脚 東京 行 壱人
（9 （（ 上総山邊郡賀納上 山辺郡賀納上？ 藤兵衛 名主新兵衛支配 東京杉森長兵衛 戻り
（9 （（ 武州埼玉郡古新田村 弥三郎・伊之助 名主兵右衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（9 （（ 東京銀座弐丁目 清二郎 大工 成田 下総国 参詣
（9 （9 上総山邊郡田中村 初五郎 名主清左衛門支配 越ヶ谷宿秋山貞次郎 武蔵国 行
（9 （0 下総千葉郡八萩村 八作村 吉左衛門 名主権左衛門支配 本所松井町 東京 行
（9 （（ 下総国香取郡小見川村 弥助 名主太蔵支配 小網町三丁目大坂や 東京 戻り
（9 （（ 上州勢田郡前橋町 勢多郡（群馬郡前橋町，郡名間違い） 次郎吉 名主喜兵衛支配 上総宇宿 市原郡牛久村 戻り
（9 （（ 上州玉郡立河村 武州多摩郡立川村（国名間違い） 亀次郎・富蔵 名主弥五左衛門支配 成田 下総国 参詣
（9 （（ 東京神田達若町十三番地 達若町？ 佐吉 上総八幡 行
（9 （（ 下総国花輪村 清助 名主新右衛門支配 東京 戻り 外壱人
（9 （（ 下サ香取郡四ツ谷村 小右衛門 名主 三峯山 武蔵国 参詣戻り
（9 （（ （筑前国に藩庁） 石川男也 福岡藩

●明治 （ 年 （ 月 （0 日

（（ｂ （（ 武州玉郡宇な根村 多摩郡宇奈根村 政吉 名主勇次郎支配 成田 下総国 参詣戻
（（ｂ （（ 本所番葉町 東京番場町 福田冨三郎 下総千葉郡下泉村名主源左衛門 戻
（（ｂ （（ 岡田清次郎・大崎平次良 及幼會社取締安藤庄治郎家従 東京 印鑑改，行
（（ｂ （（ （下総国に藩庁） 相繁蔵 生実藩 東京 印鑑改，行
（（ｂ （（ 下総相馬郡布川村 四左衛門 名主甚一郎支配 東京深川伊勢町猶吉 伊勢崎町 戻
（（ｂ （9 東京京橋十七番地廿ばん 六介・七五郎 常州龍賀崎上町漁屋金兵衛 龍ヶ崎 戻
（（ｂ （0 東京小石川鳶坂廿六番地 （富坂） 真木屋義重郎 上サ国大網町板倉や林之介 戻
（（ｂ （（ 東京地方四番組寺嶋村 金右衛門・次郎左衛門 成田 下総国 参詣戻
（（ｂ （（ 常州行方郡伊多古村 潮来村 質蔵 名主半繁之輔支配 東京雲平大工丁常州権四郎 深川海辺大工町常州屋 行 外三人
（（ｂ （（‐（ 下総猿嶋郡岩井村 青右衛門 組頭 上総娘か崎花屋武蔵 （姉ヶ崎） 行
（（ｂ （（‐（ 下総猿嶋郡岩井村 藤兵衛 上総娘か崎花屋武蔵 （姉ヶ崎） 行
（（ｂ （（ 東京地方四番組向嶋寺嶋村 安兵衛・孫四郎 成田 下総国 参詣戻
（（ｂ （（ 上総山河郡家子村 山辺郡家之子村 利右衛門 名主佐五右衛門支配 東京本八丁堀三丁目大坂屋利兵衛 戻
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月 （9 （（ 下総千葉郡野呂村 源兵衛 名主五郎右衛門支配 木下川次郎兵衛方 武蔵国葛飾郡木下川村（上・下村あり）行

（9 （9 下総香取郡□□村 新右衛門 名主勘左衛門支配 浅草新町 東京 戻り
（9 （0 武州足立郡千住宿 権次郎・長次郎 名主市左衛門支配 成田 下総国 参詣
（9 （（ 東京深川蛤町壱丁目 吉五郎 大工 成田 下総国 参詣
（9 （（ 東京霊岸嶋長崎町 岩次郎 舩橋 下総国 行
（9 （（ 下総千葉郡東十山村 （東寺山村） 平次郎 名主長右衛門支配 東京馬喰町杉戸や方 行
（9 （（ 下総印幡郡龍福寺村 竜腹寺村 由左衛門 名主善兵衛支配 東京八丁堀源五郎方 行
（9 （（ 常州行方郡小心村 小心村？ 定七 名主七郎左衛門支配 京橋松や方 東京 行
（9 （（ 常州飛田郡宝村 信太郡 惣兵衛・与兵衛 名主四郎右衛門支配 上野廣小路萬や方 東京 行
（9 （（ 武州足立郡元木村 元右衛門・又右衛門 名主長右衛門支配 成田 下総国 参詣
（9 （（ 東京浅草寺町 萬や新七 成田 下総国 参詣
（9 （9 上総望陀郡貝ふち村 貝淵村 彦兵衛 名主金兵衛支配 東京 行 外壱人
（9 （0 上総長柄郡大谷木村 傳兵衛 名主四郎右衛門支配 草加在中嶋平七方 武蔵国 行
（9 （（ 東京橋場町四拾三番組二十三番地 浅草 大木屋平蔵 成田 下総国 参詣戻り
（9 （（ 下総香取郡西大塚村 宗二郎・七兵衛 名主清左衛門支配 東京馬喰町大坂や岩之助 行
（9 （（ 下総国香取郡仁浦村 仁浦村？ 安右衛門 名主六兵衛支配 本所原庭町七番地所豊吉方 東京，（茅場町） 行
（9 （（ 武州足立郡本田村 庄五郎・佐吉 名主仁左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り 外五人
（9 （（ 上総市原郡大庭村 専基地・文蔵 名主茂左衛門支配 東京浅草門跡前萬右衛門 行
（9 （（ 房州長柄郡大畑村 仁兵衛 名主清作支配 西平井大師 （武蔵国西新井大師） 参詣行 外壱人
（9 （（ 武州玉郡本宿村 多摩郡 門右衛門・金蔵 名主権兵衛支配 成田 下総国 参詣行
（9 （（ 東京地方壱番組青山泉町 馬吉 銚子店子桔梗や清吉 下総国 行
（9 （9 武州足立郡中井村 四郎次・源右衛門 名主源兵衛支配 成田 下総国 参詣戻り
（9 （0 上総市原郡賀茂村 加茂村 源兵衛 名主五郎兵衛支配 石原片町横山佐内 東京本所（旧旗本横山左内，（/（（ №（（（

にも記述あり）
行

（9 （（ 武州足立郡大田久保村 兵四郎 名主四郎左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り 外壱人
（9 （（ 東京麹町四丁目壱番地 萬之助 上総大野 上総国夷隅郡大野村 行
（9 （（ 上総市原郡北村 喜多村 新蔵 名主庄八支配 東京瀬戸物町大坂や傳助方 行
（9 （（ 下総香取郡笹川村 藤左衛門 名主助右衛門支配 東京糀町清助方 麹町 戻り
（9 （（ 東京下谷坂本一丁目 由助 龍ヶ崎 常陸国 行
（9 （（ 越州薗郡炭野村 越州薗郡炭野村？ 長吉・平吉 佐倉大井 下総国印旛郡大井村新田 稼之者
（9 （（ 東京深川東町 徳蔵・庄吉 家主久右衛門店 上総宇宿 上総国市原郡牛久村 戻り
（9 （（ 上総市原郡国由村 国吉村 庄平 名主栄蔵支配 本所緑町三丁目山本古傳方 東京，（旧旗本山本小膳カ） 行
（9 （9 東京小網町弐丁目七番地所 徳次郎 銚子 下総国 戻り 外壱人
（9 （0 東京扇橋四番地所 深川扇橋町 鉄五郎・富蔵 舩橋 下総国 戻り
（9 （（ 上総埴生郡早野村 久蔵 名主七平支配 上野奥山新良院 東京 戻り
（9 （（ 佐倉藩管轄所下総国印幡郡江戸川村 庄兵衛
（9 （（ 下総印幡郡日八村 日八村？ 次兵衛 名主平右衛門支配 東京馬喰町福嶋や 戻り
（9 （（ 武州葛飾郡伊坂村 茂左衛門・新蔵・七蔵 名主長左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（9 （（ 武州羽黒山 武州羽黒山？ 慶源 上総望陀郡木皿津名主 木更津村 行
（9 （（ 武州葛飾郡大嶋村地方四番組 東京，大嶋村（国名間違い） 武右衛門・安五郎 成田 下総国 参詣 外弐人
（9 （（‐（ 武州埼玉郡萱曽村 萱曽村？ 清田 名主 成田 下総国 参詣
（9 （（‐（ 武州埼玉郡萱曽村 萱曽村？ 孫右衛門 成田 下総国 参詣
（9 （（ 東京本所相生町五丁目 宇之助 舩橋 下総国 戻り
（9 （9 武州足立郡徳田本村 源兵衛・安五郎 名主八右衛門支配 成田 下総国 参詣 外三人
（9 （0 下総香取郡佐原町 久七 名主茂左衛門支配 東京小舩町二丁目木国や方 小舟町 行
（9 （（ 下総印幡郡布鎌村 三五郎 名主徳左衛門支配 東京浅草三社町常二郎方 行
（9 （（ 武州玉郡小舩宿 多摩郡小舩宿？ 三右衛門・定吉・

鉄五郎・栄蔵
名主市之助支配 成田 下総国 参詣行

（9 （（ 武州足立郡清右衛門新田 竹右衛門・利右衛門 名主新右衛門支配 成田 下総国 参詣戻り 外弐人

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （‐（ 武州葛飾郡道庭村 忠右衛門 名主 成田 下総国 参詣戻り
（（ （‐（ 武州葛飾郡道庭村 留五郎 百性 成田 下総国 参詣戻り
（（ （ 下総国相馬郡奥山村 源四郎 百性 東京番町 戻り
（（ （ 中仙道浦和在大矢口村 武蔵国，中山道 松蔵・彦次郎 百性 成田 下総国 参詣戻り

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日か （（ 日



29
9

［
明
治
三
～
四
年
葛
飾
県
鬼
越
村
見
張
所
記
録
の
分
析
と
紹
介
］…
…
池
田
真
由
美

（（ （ 上総国東金町 常次郎・七右衛門 百性 東京小網町 賣用通
（（ （ 下総国八日市場 七右衛門・六右衛門・幸次郎 賣用通
（（ （ 上総国武射郡上小倉村 （上大蔵村） 勘右衛門 東京松平志能守御屋敷 （信濃守） 行
（（ （ 東京鋤屋町弐町目 数奇屋町 昨次郎 上総国 賣用通
（（ （‐（ 武州葛飾郡金町村 金左衛門 名主 成田 下総国 参詣行
（（ （‐（ 武州葛飾郡金町村 仁左衛門・音次郎・倉蔵 百性 成田 下総国 参詣行
（（ 9 東京浅草吉野町三番地所 金次郎・留吉 成田 下総国 参詣行
（（ （0 東京橋場町三拾七番地所 浅草 茂助・栄蔵 上総国濱之村鈴木安兵衛方 （下総国千葉郡，国名間違い） 行
（（ （（ （武蔵国に藩庁） 林田喜次松 岩附藩（岩槻藩） 勝浦 下総国 戻り
（（ （（‐（ 下総国香取郡山河村 山川村 清右衛門 名主 東京浦師番町堀井与次郎方 （裏四番町） 行
（（ （（‐（ 下総国香取郡山河村 山川村 源右衛門 百性 東京浦師番町堀井与次郎方 （裏四番町） 行
（（ （（‐（ 常州河内郡龍ヶ崎町 廣治 名主 東京新吉原弐丁目龍ヶ崎屋寅吉方 行
（（ （（‐（ 常州河内郡龍ヶ崎町 重次郎 百性 東京新吉原弐丁目龍ヶ崎屋寅吉方 行
（（ （（‐（ 野州川内郡下岡本村 河内郡 久左衛門 名主 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（‐（ 野州川内郡下岡本村 河内郡 房吉 百性 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 東京本所柳原四丁目 幸三郎 伊兵衛地借 常州行方郡両宿村内田文左衛門方 行
（（ （（ 東京府支配 山形幸吉
（（ （（ 東京天保町拾四番組八番地 天保町？ 比方六兵衛・岩次郎 上総国市原郡仁堀村名主五郎右衛門方 行
（（ （（‐（ 上総国伊住郡布施村 夷隅郡 平右衛門 名主 東京柴中門前山口屋文次郎 芝中門前町 行
（（ （（‐（ 上総国伊住郡布施村 夷隅郡 平左衛門 百性 東京柴中門前山口屋文次郎 芝中門前町 行 友壱人
（（ （9‐（ 上総国市原郡八幡村 市兵衛 名主 東京浅草中の屋半七 戻り
（（ （9‐（ 上総国市原郡八幡村 中右衛門 百性 東京浅草中の屋半七 戻り
（（ （0 上総国伊住郡挽田村 夷隅郡引田村 玄勝 東京牛込門内平山七蔵方 行 友壱人
（（ （（ 東京本所四ツ目壱番地所 喜兵衛 地借 舩橋五日市大和屋方 下総国船橋五日市新田 行
（（ （（ 東京横山町壱丁目三拾七番組弐番 文吉 地借 古作村喜兵衛方 下総国 行
（（ （（‐（ 下総国香取郡名幸矢村 名古屋村 賢三郎 名主 東京青山西久保安兵衛 行
（（ （（‐（ 下総国香取郡名幸矢村 名古屋村 常作 東京青山西久保安兵衛 行
（（ （（‐（ 下総国埴生郡南羽鳥村 与五兵衛 名主 東京浅草舩町松屋伊兵衛方 行
（（ （（‐（ 下総国埴生郡南羽鳥村 作左衛門 東京浅草福井町松屋伊兵衛方 行
（（ （（ 下総国宗間村清水町 宗間村清水町？ 六兵衛 名主松井傳左衛門組下　百姓 東京新銀町炭屋源助方 神田 行
（（ （（ 上総国長柄郡志松村 （壱ツ松村） 太次右衛門 名主藤蔵組下 東京四日市伊賀屋半兵衛 （霊岸島四日市町） 行 外三人
（（ （（ 上総国市原郡池和田村 仕津賀 東京今川橋俵屋直吉方 行 友壱人
（（ （（ 下総国銚子宿 治郎左衛門 東京本所弐ツ目木之国屋半七 行
（（ （9 比上州利根郡下久家村 北上州 勘兵衛 成田 下総国 参詣戻り
（（ （0 下総国印幡郡村上村 金三郎 名主 八幡町四五右衛門方 （下総か上総か不明） 行 友壱人
（（ （（ 武州入馬郡福岡村 入間郡 平五郎・岩五郎・忠助 名主岩松組下　百性 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 武州足立郡中八塚村 中谷塚村 藤右衛門・佐吉 名主喜右衛門組下 成田 下総国 参詣戻り 外壱人
（（ （（ 下総国印幡郡佐倉町 民次郎 名主武右衛門組下 東京本所弐ツ目林町弐丁目筆屋弥五郎方 行
（（ （（ 東京今戸町拾五番地所 浅草 兼次郎 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 相州大住郡矢名村 弥五郎 下サ香取郡十六嶋長蔵 戻り
（（ （（ 東京弐拾弐番組之内四番地所赤坂

田間地六町目
田町 笠寺藤兵衛 成田 下総国 参詣行

（（ （（ 東京本所四拾六番組菊川町十弐番
地所

直次郎 名主與惣右衛門組下 印内三郎右衛門方 下総国 行

（（ （（ 下サ印幡郡宇名谷村 弥右衛門・三郎兵衛 名主庄右衛門組下 榛名山 上野国 代参
（（ （9 東京深川元町 伊之助 浦邊村久左衛門方 下総国印旛郡浦辺村 戻り
（（ （0 常州川内郡龍ヶ崎上町 河内郡 近江屋庄次郎 東京箱崎弐町目龍ヶ崎屋勘兵衛 行
（（ （（ 下サ海上郡銚丁柿根村 銚子垣根村 弥右衛門 三峯山 武蔵国 参詣行
（（ （（ 武州埼玉郡浮塚村 庄蔵・新之助 名主仁兵衛支配 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 越後国頚城郡田麦村 幾蔵・安太郎 名主七郎左衛門下 上総国大網町本宿酒屋新兵衛 戻り 外弐人
（（ （（ 東京馬喰町三町目七番地所 清吉 下サ国木下し （木下河岸） 行
（（ （（ 上総国武射郡蓮沼村 萬兵衛・新兵衛 名主与宗右衛門組下 下サ国分村半右衛門 行
（（ （（ 上総国武射郡鳴戸村 成東村 市蔵 名主庄蔵支配 下総国結城御屋敷 （支配結城藩知事邸） 戻り
（（ （（ 上総国望陀郡横田村 次兵衛 名主弥五右衛門組下 東京錦町石渡政吉 神田（（（/（ №（（9，（/（（ №（（

に関連記録あり）
行

（（ （（ 上総国山部郡清高谷村 清名幸谷村 五郎右衛門 東京祢津高田屋刀之助 根津 行
（（ （9 武州埼玉郡賀茂村 与之助 成田 下総国 参詣戻り 外六人女
（（ （0 東京蔵前森田町 浅草 幸次郎 家主庄助店 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 武州足立郡赤山村 兼吉 名主利七支配 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 下総国相馬郡野毛崎村 七左衛門 名主半次郎支配 舩橋 下総国 賣用行
（（ （（ 上総国山部郡今泉村 山辺郡 清八 名主源右衛門組下 東京本所緑町魚屋金蔵 戻り
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（0 （ （東京か下総国） 大隆安吉 開墾會社頭取
（0 （ 東京立川柳原拾八番地所 本所 惣兵衛 安五郎店 下総大森陣屋田中様 （淀藩陣屋） 戻り
（0 （ 武州伊原郡大田村 （幡羅郡太田村） 清次郎・竹次郎 名主平太郎支配 成田 下総国 参詣戻り 外五人
（0 （ 甲州鶴郡大石村 都留郡 文次郎 名主祐左衛門支配 上総国東金町 賣用戻り
（0 （ 常州河内郡龍ヶ崎 半兵衛・平蔵 名主新平支配 武州荏原郡大師河原 行
（0 （ 東京柳原 本所 鈴木新平 家主林兵衛店 佐倉新町和田屋 下総国 行
（0 （ 上総国香取郡佐原村 寅吉 名主利兵衛支配 東京 土方ニ行
（0 （ 下総国河内郡大徳村 小三郎 名主治左衛門支配 東京両国越後屋浅吉 行
（0 9 武州足立郡六月村 常右衛門・吉五郎・彦右衛門 名主助右衛門支配 成田 下総国 参詣ニ行
（0 （0 東京仲通下巻町拾壱番地所 下槙町 半兵衛 名主利兵衛支配 下総国銚子高谷村久兵衛 荒野村 行
（0 （（ 下総国海上郡銚子高谷村 荒野村 文蔵・治兵衛・元吉 名主治左衛門支配 東京小網町三丁目長嶋屋 行
（0 （（ 武州葛飾郡猿ヶ俣村 清右衛門・福治郎 名主四郎右衛門支配 成田 下総国 参詣戻り 外四人
（0 （（ 下総国香取郡植房村 金左衛門 名主平右衛門支配 本所 東京 行
（0 （（ 上総山邊郡東金町 世尊寺 東京愛宕新福寺 行 外僧四人
（0 （（ 武州足立郡秋喜師村 秋喜師村？ 清兵衛・金吉・善之丞 名主佐兵衛支配 成田 下総国 参詣戻り
（0 （（ 常州河内郡伊佐津村 常七 名主忠兵衛支配 下総国松戸宿 賣用ニ行
（0 （（ 上総国武佐郡糸嶋村 武射郡糸嶋村？ 孫右衛門・善右衛門・伊右衛門 名主嘉左衛門組下 東京下谷新町森川屋敷 （生実藩知事邸） 行
（0 （（ 中仙道熊ヶ谷宿 武蔵国，中山道 熊蔵 名主勘右衛門組下 成田 下総国 参詣戻り
（0 （9 東京本八丁堀三丁目 伊之助 庄次郎店 下総国伊与宿津軽や 伊与宿？
（0 （0 下総国相馬郡菅生村 伊左衛門・杢兵衛 名主清平組下 舟橋大宮司 下総国 参詣戻り
（0 （（ 東京日本橋通弐丁目 鈴屋武兵衛 銚子柏屋 下総国 行
（0 （（ 下総国香取郡結佐村 庄左衛門 名主清右衛門組下 東京御蔵前松本屋 浅草
（0 （（ 上総国菅隅郡深谷村 （夷隅郡深谷村） 幸右衛門・忠右衛門 名主金重郎組下 東京本所横網牧野屋敷 （旧旗本牧野横網邸） 行
（0 （（ 上州分間郡清水村 群馬郡 金五郎 名主七郎兵衛組下 葛西細田七右衛門 武蔵国 行
（0 （（ 武州足立郡千住宿五町目 長五郎 名主黒右衛門組下 成田 下総国 参詣ニ行 外弐人
（0 （（ 下総国千葉郡大和田村 源蔵 名主小三郎組下 東京馬喰町壱丁目美野屋 行
（0 （（ 上総国武射郡求名村 重郎右衛門 東京駿河岱鈴木町内藤屋敷 神田駿河臺 行
（0 （（ 上総国埴生郡須田村 市平 名主安作組下 東京深川阿波屋敷 （徳島藩蜂須賀松平氏下屋敷カ） 行
（0 （9 下総国相馬郡市川村 幸右衛門 百姓 東京芝三田山形や 行
（0 （0 上総国山辺郡多麻村 （南玉村） 喜左衛門 名主正作組下 東京浅草社中 直来（会）より戻り
（0 （（ 常州阿波郡 （阿波村） 松永慈真 印鑑改メ
（0 （（ （東京） 山本謙之介 兵武省糾問司小桑尊三郎門弟 印鑑改メ

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日

（（ （（ 前橋藩支配所常州河内郡八代村 忠平 名主長三郎支配 東京小網町八幡屋方 行
（（ （（ （上総国に藩庁） 大網藩宮井小属 東京 通
（（ （（ 東京浅草清宗寺門前 金蔵 西川遣 舩橋天満屋 下総国 戻り
（（ （（ 下サ海上郡銚子横根村 源兵衛 三峯山 武蔵国 参詣行
（（ （（‐（ 東京聖天町五拾三番地所 浅草 平蔵 家主 下サ布佐村半十郎方 行
（（ （（‐（ 東京聖天町五拾三番地所 浅草 新之助 下サ布佐村半十郎方 行
（（ （9 東京下谷金杉壱丁目十五番地所 善兵衛 安波脇田屋八右衛門 （安房） 戻り
（（ （0 下サ相馬郡布川村 六兵衛 名主栄次郎組下 東京小網町三町目鍋屋冨五郎 行
（（ （（ 下総国海上郡荒野村 藤八・幸次郎・甚四郎 名主喜三次支配 東京四日市須原屋角兵衛 （霊岸島四日市町） 行
（（ （（ 常州河内郡大田村 常助 名主平右衛門支配 東京赤坂傳馬町伊勢屋甚五郎 行
（（ （（ 東京小馬町弐丁目 小伝馬町 美濃屋半七 小栗原幸次郎方 下総国 行
（（ （（ 武州豊嶋郡白子村 平左衛門 名主茂兵衛組下 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 野州足賀々郡横町 足利郡 美濃吉 蔀田薬師 蔀田薬師？ 行
（（ （（ 東京南紺屋町弐拾三番地所 伊勢屋太助 中山 下総国 参詣行
（（ （（ 出羽秋田湊賀田町 （羽後国秋田郡土崎湊町）庄九郎 中山 下総国 参詣行 友壱人
（（ （（ 上総国埴生郡水沼村 七郎兵衛 名主八右衛門支配 東京日本橋木屋勘兵衛 行
（（ （9 両国米沢町三丁目 東京 佐山 惣兵衛店 中山 下総国 戻り
（（ （0 武州足立郡上青木村 忠蔵・熊太郎 名主久左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 上総国武射郡山中村 勇助 名主安兵衛支配 東京浅草俵町弐丁目吉岡屋勇助 田原町 行
（（ （（ 武州橘郡坂戸村 橘樹郡 藤蔵・安次郎 名主清右衛門組下 成田 下総国 参詣行
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（0 （（ 上総国伊隅郡中嶋村 夷隅郡 佐平治 名主太郎兵衛組下 東京浅草田原町三町目高岡や 戻り
（0 （（ 野州麻生郡 安蘇郡 金四郎・太郎兵衛 名主治平組下 下総国佐原兜屋春助 行
（0 （（ 上総国長柄郡牛込村 庄九郎 名主長五郎組下 東京四日市伊勢屋 （霊岸島四日市町） 行
（0 （（ 東京水戸町弐拾二番地所 （水道町） 鶴吉・九市 成田 下総国 参詣ニ行
（0 （（ 常州河内郡長竿村 長棹村 平四郎・新蔵 名主與惣右衛門組下 東京鳳音寺橋常陸屋 戻り
（0 （（ 下総国千葉郡千葉町 市松 名主金兵衛組下 東京大門通銅屋 行
（0 （9 東京小石川 謙蔵 瀧脇様中間 上総国桜井陣屋 （桜井藩陣屋） 行
（0 （0 上総国印幡郡萩原村 下総国（国名間違い）熊治郎 名主平兵衛組下 東京芝口三町目大坂屋 戻り
（0 （（ 東京湯嶋切通拾九番地所 文蔵 下総国葛飾郡印内村八坂大神 参詣ニ行
（0 （（ 武州足立郡根喜師村 （根岸村） 喜代松・政右衛門 名主藤作組下 成田 下総国 参詣ニ行 外三人
（0 （（ 下総国埴生郡龍代村 竜臺村 儀兵衛 名主惣平組下 東京丸之内徳代寺屋敷 徳大寺 行
（0 （（ 上総国長柄郡夫今村 夫今村？ 傳兵衛 名主杢右衛門組下 東京本舟町田嶋屋 行
（0 （（ 東京深川山本町七番地所 岡本文三郎 下総龍ヶ崎伊勢屋 常陸国（国名間違い） 戻り
（0 （（ 東京田町弐丁目四拾六番地所 （複数あり） 二郎四郎 下総国埴生郡笹川七屋 行
（0 （（ 武州足立郡別所村 喜兵衛 名主稲二郎 成田 下総国 参詣ニ行 外三人
（0 （（ 中仙道蕨村 武蔵国，中山道 喜兵衛 名主嘉兵衛組下 上総国五井村半介 行
（0 （9 東京湯嶋三組町四拾五番地所 越中屋倉吉 下総国葛飾郡小栗原下駄 下駄？ 戻り
（0 （0 武州埼玉郡弐丁目村 甚兵衛 名主四郎左衛門組下 下総国葛飾郡西海神村善左衛門 行
（0 （（ 下総国印幡郡小林新田 半兵衛 名主重右衛門組下 東京芝神明町長五郎 行
（0 （（ 東京山本町 深川 熊吉 下総国葛飾郡柏井村仙二郎 行
（0 （（ 下総国相馬郡布川村 半四郎 名主勘蔵組下 東京小網町三町目布川屋 行
（0 （（ 下総国印幡郡平塚村 治郎兵衛・佐次兵衛 名主長左衛門組下 武州裏亀高村忠五郎 裏亀高？ 行 外壱人
（0 （（ 下総国香取郡佐原村 久兵衛・三郎兵衛 名主茂左衛門組下 東京箱崎町佐原や 行
（0 （（ 東京深川蛤町六番地所 庄兵衛・與三郎 家主政平組下 下総国葛飾郡舟橋良蔵方 行
（0 （（ 下総国印幡郡佐倉新町 由兵衛 名主儀兵衛組下 東京立川柳原壱丁目亀屋 本所 行
（0 （（ 下総国相馬郡中峠村 孫兵衛・治右衛門 名主市左衛門組下 下総国葛飾郡行徳村松五郎 行
（0 （9 下総国印幡郡山梨子村 山梨村 新人・久兵衛 名主惣左衛門組下 東京神田鍛冶町和泉や 行
（0 （0 東京神田佐柄町 高田屋仙七 下サ舟橋音吉 戻り
（0 （（ 東京大田原町弐町目三拾三番地所 大田原町？ 初五郎・常吉 栄次郎店 下総国曽我野村岩吉 戻り
（0 （（ 東京南槙町 志村平介 上総国相馬郡市川村 行
（0 （（ 上総国市原郡上古市場村 多壱郎 名主文右衛門組下 東京本所瓦町大和屋 行
（0 （（ 上州新田郡飯塚村 岡田品富 名主 東京馬喰町壱丁目埴生や 行
（0 （（ 越中国伊滅郡高岡町 射水郡 勘兵衛 名主勘七組下 上総国 賣用戻り
（0 （（ 武州埼玉郡大泊村 松次郎 名主彦左衛門組下 下総国千葉郡谷津村弁蔵 行
（0 （（ 東京銀座壱丁目拾七番地所 鏡朝 下サ舟橋 賣用ニ行
（0 （（ 東京浅草花川戸弐番地所 勇吉 清八店 下サ舟橋葛伊勢 行
（0 （9 長谷川新吉 城作藩（？）木村内 印鑑改メ
（0 （0 下総国香取郡名戸村 奈土村 四郎兵衛 名主 当御役所 （上総国山辺郡大網宿の宮谷県庁）戻り
（0 （（ 武州立花郡南河原村 新右衛門・忠右衛門・新左衛門・

助右衛門・徳左衛門
名主半兵衛組下 成田 下総国 参詣ニ行 外三人

（0 （（ （東京） 中山怪次郎 東京府貫属 印鑑改メ
（0 （（ 武州多摩郡上学師村 （上図師村） 浅治・庄三郎 名主清吉組下 成田 下総国 参詣ニ行
（0 （（ 常州河内郡龍ヶ崎砂村 吉左衛門 名主新次郎組下 中仙道浦縣役所 武蔵国中山道浦和県役所 戻り
（0 （（ 常州河内郡源清田村 佐五右衛門 名主治郎組下 横濱新田屋 武蔵国 行
（0 （（ 東京築地□牛會所 （政府の牛馬会所） 角屋清吉
（0 （（ 武州多摩郡真糀村 真光寺村 萬吉 名主勘重郎組下 成田 下総国 参詣ニ行 外弐人
（0 （（ 東京緑町壱丁目四拾六番地所 本所 政吉 下サ中山三右衛門 行
（0 （9 武州大里郡大安荻村 大麻生村 兼次郎・文八 名主吉郎兵衛組下 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
（0 （0 上総国山辺郡廣瀬村 貞右衛門・喜兵衛 名主傳三郎組下 下サ駒木諏訪 諏訪神社 参詣ニ行
（0 （（ 上総国山辺郡多摩村 （南玉村） 音治 名主子安正作組下 下サ駒木諏訪 諏訪神社 参詣ニ行 供弐人
（0 （（‐（ 上総国伊隅郡大柳村 夷隅郡 左金吾 名主 東京桜田善右衛門町卯之介 行
（0 （（‐（ 上総国伊隅郡大柳村 夷隅郡 常吉 東京桜田善右衛門町卯之介 行
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （ 東京駒込水戸中屋敷 （水戸藩知事中屋敷） 傳次郎 百姓 成田 下総国 参詣戻り
（（ （ 東京吉野町三番地所 浅草 重次郎・留吉 成田 下総国 参詣戻り
（（ （ 上総国山野邊郡大地村 山辺郡 幸助 名主幸七組下 東京浅草瓦町石屋文次郎 戻り
（（ （ 武蔵国多摩郡三輪村 常吉・久一郎 名主甚兵衛組下 成田 下総国 参詣行
（（ （ 上総国望陀郡坂戸村 坂戸市場村 八郎兵衛 名主金左衛門組下 東京大恩寺前戸田屋敷 （曾我野藩知事邸） 行
（（ （ 常陸国河内郡芝崎村 柴崎村 甚左衛門 名主半右衛門支配 東京南傳馬町壱丁目伊勢屋源助方 戻り
（（ （ 上総国天羽郡矢田沼村 吉五郎 名主仙右衛門組下 讃岐国金比羅 参詣行
（（ （ （上総国に藩庁） 矢部健次郎 松尾藩 東京屋敷 戻り
（（ 9 （陸奥国に藩庁） 長谷川新吉 津軽屋敷木村内 東京屋敷 戻り
（（ （0 葛飾縣管轄所下総国千葉郡大久保新田 源右衛門 名主源左衛門組下 五分一久さえもん （五分一村は複数国にあり） 行
（（ （（ 常陸国河内郡阿波村 阿場村 市郎右衛門 名主長兵衛組下 東京 商賣行
（（ （（‐（ 武蔵国葛飾郡西葛西西大戸村 新四郎 名主 成田 下総国 参詣行
（（ （（‐（ 武蔵国葛飾郡西葛西西大戸村 久右衛門・忠五郎 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 武蔵国足立郡保喜摩村 保木間村 長左衛門・半五郎・

伊右衛門・惣右衛門
名主才一郎組下 成田 下総国 参詣行

（（ （（ 甲斐国甲府城下地 喜八・金蔵 名主若右衛門組下 国許 帰り
（（ （（ 武蔵国足立郡千住宿 清右衛門 名主高尾喜右衛門組下　百姓 成田 下総国 参詣
（（ （（ 上総国山邊郡家子村 貞次郎・権三郎・

惣五郎
名主才重郎組下 下総結城屋敷 （支配結城藩知事邸） 帰り

（（ （（ 東京本所相生町壱丁目 清助 家主勘右衛門店 鷺沼慈源寺 下総国千葉郡慈眼寺 行
（（ （（ 東京神田千代田町壱番地所 （神田は冠さない） 伊勢屋忠七 舩橋野地屋弥介 下総国 戻り
（（ （9 三咲 下総国，（開墾地） 西村仙蔵 西村郡次郎

（郡司，八街開墾請負人）手代
東京深川西村七右衛門 （開墾会社頭取，二和・三咲・

八街三番開墾請負人）
通ル

（（ （0 武蔵国葛飾郡上今井村 次郎吉 名主市郎右衛門組下 東京お玉ケ池屋根屋宇之助 神田 行
（（ （（ 下総国印幡郡佐倉仲町 喜兵衛 地借 舩橋五日市大和屋方 下総国 行
（（ （（ 下総国葛飾郡松戸宿 栄助 下総深町 （高石神村・中山村境の俗称）行
（（ （（ 下総国海上郡椎名内村 権兵衛 名主廣吉組下 東京上平右衛門町團子屋由兵衛 浅草 戻り
（（ （（ 東京浅草東仲町弐拾五番地所 安五郎・源蔵 上総国茂原長次郎 戻り
（（ （（ 安房国阿波郡大神宮村 安房郡 長兵衛 名主幸右衛門組下 横濱野毛佐吉 武蔵国 戻り
（（ （（ （越後国に藩庁） 赤石晋 與板藩小橋多助家来 下総国千葉郡千葉宿 印鑑持参
（（ （（ 武蔵国足立郡千住在鹿濱村 三右衛門 名主庄次組下 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 武蔵国足立郡前川村 幸次郎・権兵衛 名主幸二郎組下 成田 下総国 参詣帰り
（（ （9 武蔵国足立郡竹塚村 常次郎・宗次郎・次介 名主久蔵組下 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （0 （下総国に藩庁） 茂木 結城（藩）少属 上総国鳴戸村 成東村（結城藩支配地） 印鑑持参
（（ （（ 武蔵国足立郡弥兵衛新田 作兵衛 名主與茂吉組下 成田 下総国 参詣行
（（ （（ 上総国山邊郡白幡村 権四郎 組頭義兵衛組下 成田 下総国 帰り
（（ （（ 武蔵国埼玉郡岩附町 岩槻町 吉之助 名主菊地清左衛門組下 成田 下総国 参詣ニ行
（（ （（ 武蔵国足立郡在家村 萬蔵・兼次郎・

岩五郎・辰蔵
名主林蔵組下 成田 下総国 参詣帰り

（（ （（ 甲府八日町 惣兵衛・清吉・太兵衛 名主惣右衛門組下 下総国埴生郡成田山 戻り
（（ （（ 下総国印幡郡小林 茂助 名主弥左衛門組下 東京（より）国許（へ） （東京） 帰り
（（ （（ （豊前国に藩庁） 簗又七 中津藩 成田 下総国 印鑑持参
（（ （（ 武蔵国足立郡意光村 伊興村 礒右衛門・平次郎 名主幸蔵組下 成田 下総国 参詣 外弐人
（（ （9 下総国千葉郡大和田村 市五郎 名主小重郎組下 市川 下総国 行
（（ （0 上総国山邊郡松之郷村 長四郎・傳左衛門 名主彦兵衛組下 東京小傳馬町壱丁目高橋圓助方 戻り
（（ （（ 下総国埴生郡伊之岡村 飯岡村 次兵衛 名主三郎左衛門組下 東京横山町壱丁目中村屋庄兵衛 帰り
（（ （（ 上総国伊春見郡慶ケ谷村 （夷隅郡嘉谷村） 伊右衛門・冨蔵 名主仲右衛門組下 東京駿河臺大小縣堂□外□屋敷 神田，大小県？
（（ （（ （伊勢国） 安田多衆・安田意 伊勢祠官 上総国小田喜 大多喜 印鑑持参行
（（ （（ 東京瀧之川三番地所 滝野川 宇兵衛 成田 下総国 参詣
（（ （（ 武蔵国波陀郡別府村 幡羅郡 喜太郎 名主又次組下 成田 下総国 参詣
（（ （（ 上総国埴生郡綱島村 権四郎 名主徳次郎組下 東京深川黒井町家主金六方 黒江町 戻り
（（ （（ （上野国群馬郡前橋に藩庁）田中壱位 上州前橋（藩）使 鹿嶋 常陸国 印鑑持参，

参詣
（（ （（ 東京地方三番組龍泉寺村 茂吉 名主休役ニ付年寄吉兵衛組下
（（ （9 武蔵国上郡中仙道帯刀村 賀美郡，中山道 五郎右衛門・清之丞 名主藤右衛門組下 上総井上様屋敷 （鶴舞藩知事邸） 帰り 外壱人
（（ （0 下総国印幡郡佐倉石川村 銀六 名主藤吉組下 武州二合半茂田伊村百姓忠兵衛方 茂田井村 戻り
（（ （（ 東京初音町六番地所 小石川 利兵衛 成田 下総国 参詣戻り
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（（ （（ 揖取儀雄 尾形少博士家来 成田 下総国 参詣行，
印鑑持参

（（ （（ 下総国相馬郡花香村 羽中村 次兵衛 名主作左衛門組下 東京下谷廣徳前種屋得兵衛 行
（（ （（ 上総国伊墨郡勝浦 夷隅郡勝浦村 金八 名主岩瀬貞作組下 東京深川油堀和泉屋三郎兵衛方 行
（（ （（ 東京中橋桶町壱丁目 橘町 勘右衛門 家主弥吉店 上総薪屋 帰り
（（ （（ 武蔵国葛飾郡小岩石新田 小岩石新田？ 留五郎 名主仙蔵組下 国許 帰り 外壱人
（（ （（ 東京龍閑町 （明治 （ 年から千代田町） 柳屋弥兵衛 家主傳兵衛店 佐倉二番町 下総国 戻り
（（ （（ 下総国千葉郡横戸村 四郎左衛門 名主惣右衛門組下 鬼越 下総国 遊萬丸買戻り
（（ （9 武蔵国埼玉郡浮塚村 兼次郎・新之介・庄蔵 名主仁兵衛組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （0 武蔵国入間郡下赤坂村 半二郎 名主豊吉組下 酒々井新開場 下総国 行
（（ （（ 武蔵国埼玉郡粕壁宿 春日部宿 権蔵 名主亀重郎組下 上総五井 行
（（ （（ 東京南新橋弐丁目 四郎三郎 家主 上総国芝山松本屋亀之丞 行
（（ （（ 武蔵国足立郡大宮宿 利兵衛・兼吉・八五郎 名主木平門八組下 成田 下総国 参詣帰り
（（ （（ 東京深川大嶋村 権右衛門・治郎兵衛・

嘉右衛門
名主三右衛門組下 成田 下総国 参詣帰り

（（ （（ 二番開墾 下総国 山本常七郎 八街 下総国，（開墾地）
（（ （（ 武蔵国葛飾郡下今井村 六右衛門・

市郎右衛門・甚九郎
名主半兵衛組下 馬込沢 下総国 帰り

（（ （（ 出羽秋田湊賀田町 （羽後国秋田郡土崎湊町） 庄九郎 中山 下総国 参詣行
（（ （（ 上総国埴生郡水沼村 七郎兵衛 名主八右衛門支配 東京日本橋木屋勘兵衛 行
（（ （9 両国米沢町三丁目 東京 佐山 惣兵衛店 中山 下総国 戻り
（（ （0 武州足立郡上青木村 忠蔵・熊太郎 名主久左衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 上総国武射郡山中村 勇助 名主安兵衛支配 東京浅草俵町弐丁目吉岡屋勇助 田原町 行
（（ （（ 武州橘郡坂戸村 藤蔵・安次郎 名主清右衛門組下 成田 下総国 参詣行
（（ （（‐（ 東京芝二本榎 大和屋三郎兵衛 地主 銚子荒野妙福寺 下総国 帰り
（（ （（‐（ 東京芝二本榎 重蔵 銚子荒野妙福寺 下総国 帰り
（（ （（ 東京今戸町 浅草 東屋菊次郎 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 下総国印幡郡佐倉在直谷村 繁右衛門・国右衛門 名主新七組下 武州秩父郡三峯山 参詣ニ行
（（ （（ 武蔵国豊嶋郡板橋宿 善四郎 名主宇兵衛組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（ 上総国長柄郡亀少村 亀少村？ 仙蔵 名主 外弐人
（（ （（ 下総国印幡郡矢田村 壱人
（（ （9 武蔵国足立郡原火宿 蕨宿 安五郎 名主嘉兵衛組下 成田 下総国 参詣帰り
（（ （0 武蔵国足立郡千住河原町 浪蔵 名主休役ニ付組頭彦左衛門組下 中山村名主助兵衛方 下総国 行
（（ （（ 土浦藩支配所常陸国信太郡若栗村 吉郎兵衛 名主三郎右衛門組下 東京菊川町 本所 通り
（（ （（ 安房国阿波郡稲村 安房郡 作兵衛 名主八郎組下 東京三拾軒堀吉田屋 三十間堀 戻り
（（ （（ 駿河国宇土郡廣野村 有渡郡 久蔵・幸蔵 名主彦三郎組下 成田 下総国 参詣ニ行 外弐人
（（ （（ 下総国埴生郡龍角寺村 徳左衛門 名主浅市郎組下 東京湯嶋天神前米屋六兵衛 行
（（ （（ 上総国山邊郡東金町 多重郎 名主嘉平次組下 東京小網町弐丁目相模屋宇兵衛 戻り
（（ （（ 上総国山邊郡上房村 神房村 長右衛門 名主有右衛門組下 上州岩鼻野呂啓次郎方 戻り
（（ （（‐（ 日光縣支配所下野国安蘇郡古江村 省院 名主 東京堀留大坂屋傳兵衛 印鑑持参
（（ （（‐（ 日光縣支配所下野国安蘇郡古江村 階次郎 東京堀留大坂屋傳兵衛 印鑑持参
（（ （（ 武蔵国津筑郡 都筑郡 喜左衛門・利左衛門 名主與兵衛組下 上総国長南宿小出屋方 （長南宿は明治初年からの呼

称）

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （（ 武州橘樹郡下作野分村 三右衛門・勘四郎 名主藤四郎組下 成田 下総国 参詣講中戻り 外九人
（（ （（ 東京本所横網拾九番地所 祐次郎 上総国鶴舞高砂町三丁目忠兵衛方 戻り
（（ （（ 上総国武射郡板附村 小川忠蔵 名主彦右衛門組下 東京四ツ谷御門外萬屋源蔵 行
（（ （（ 房州長狭郡北小町村 新左衛門 名主重左衛門組下 東京浅草観音 参詣行
（（ （（ 常州鹿嶋郡上幡木村 傳十郎 名主傳左衛門組下 東京浅草松本屋幸助 戻り
（（ （（ 上総国夷隅郡萬木村 嘉兵衛 名主勘兵衛組下 東京牛込御門内横瀬御屋敷 戻り
（（ （（ 武州足立郡柳崎村 清次郎 名主宗五郎組下 成田 下総国 戻り
（（ （9 武州葛飾郡道庭村 留五郎 名主忠右衛門組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （0 下総国相馬郡奥山村 源次郎 東京番町 戻り
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月 （（ （（ 上総国山邊郡廣瀬村 定右衛門 名主傳兵衛組下 駒木諏訪 下総国，（諏訪神社） 参詣行

（（ （（ 下総国印幡郡松崎村 喜助 名主平右衛門組下 東京扇木町升屋平右衛門 深川扇町 行
（（ （（ 下総国埴生郡磯邊村 与右衛門・利右衛門 名主新八郎組下 東京小網町三丁目伊勢屋宗兵衛 戻り
（（ （（ 相州鎌倉郡越声村 腰越村 与吉 名主平左衛門組下 下総国伊岡村新蔵 飯岡村 行
（（ （（ 下総国相馬郡福木村 喜右衛門 名主新八組下 東京馬喰町三丁目下総屋万蔵 行
（（ （（ 東京日本橋通三丁目壱番地所 遠藤平助 下総国銚子飯沼村観音崎吉野屋平助 戻り
（（ （（ 武州足立郡新兵衛新田 安之助 名主茂左衛門組下 曽我野會坂三左衛門 下総国 戻り
（（ （（ 上総国武射郡山中村 勇助 名主安兵衛組下 東京俵町吉岡勇蔵 浅草田原町 戻り
（（ （9 東京下谷通新町七十五番地所 辰五郎・熊次郎 成田 下総国 参詣行
（（ 90 東京深川大嶋町 宗兵衛 上総国石宮鎌屋太七 （一ノ宮） 戻り
（（ 9（ 上総国山邊郡幸田村 弥平次 名主甚右衛門組下 東京太田町壱丁目うなき屋平蔵方 太田町？ 行
（（ 9（ 上総国夷隅郡横山村 政吉 名主金五右衛門組下 駿河臺御屋敷 東京神田，（支配大多喜藩知事邸） 行
（（ 9（ 中仙道大宮宿 武蔵国，中山道 吉五郎 名主禮次郎組下 銚子伊賀根常陸屋長五郎 下総国，伊賀根？ 戻り
（（ 9（ 武州足立郡千住在戸根利村 舎人新田 甚蔵・三之助 名主藤八組下 成田 下総国 参詣行
（（ 9（ 下総国香取郡高利村 （郡村） 兼吉 名主次郎左衛門組下 東京菊川町三丁目渡邊御屋敷 本所，（郡村旧領主旗本の渡邊外記関係）戻り
（（ 9（ 下総国相馬郡布川村 良助 東京深川富岡門前岡本五十郎 戻り
（（ 9（ 上総国武射郡岩山村 文右衛門 名主庄右衛門組下 下総国駒木諏訪 （諏訪神社） 参詣戻り
（（ 9（ 東京浅草田町五番地所 源兵衛・茂吉 成田 下総国 参詣行
（（ 99 武州足立郡千住五丁目 孫八・吉左衛門 名主九郎左衛門組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （00 東京人形町三番地所 政吉 小村元次郎召仕 下総国船橋大神宮 参詣戻り
（（ （0（ 東京小石川御門外 鈴木重次郎 青木寅之助

（旧旗本青木義比の子孫カ）内
上総国高主村 上総国高主村？ 行

（（ （0（ 東京深川清住町四拾八番組三番地所 嶋野松兵衛 川井甚蔵召仕 常州信太郡江戸崎村平兵衛方 行
（（ （0（ （下総国加村に役所）中谷布一郎 葛飾縣勧農方 戻り
（（ （0（ 東京神田新木町拾番地所 （四ツ谷荒木町） 辰五郎・甚兵衛 成田 下総国 参詣戻り
（（ （0（ 越後国謁城郡河谷村 頚城郡 作次郎 名主勘兵衛組下 上総国大瀧村寿吉屋与蔵 大多喜村 戻り
（（ （0（ 武州埼玉郡八條村 甚兵衛 名主四郎左衛門組下 下総国船橋海神村善左衛門 戻り
（（ （0（ 下総国望陀郡八日市場村 信右衛門・幸次郎 名主三郎兵衛組下 葛西領篠崎村新右衛門 武蔵国 行
（（ （0（ 相州大隈郡上加須谷村 上糟屋村 作助 名主 成田 下総国 参詣行
（（ （09‐（ 常州鹿嶋郡阿玉村 伊右衛門 名主 東京本所菊川町小河屋久八 行
（（ （09‐（ 常州鹿嶋郡阿玉村 周助 百姓 東京本所菊川町小河屋久八 行
（（ （（0 （上野国に藩庁） 八木大五郎 高崎藩 印鑑持参
（（ （（（ 下総国千葉郡仁名村 平右衛門 名主次郎右衛門組下 東京新乗物町三郎兵衛 行
（（ （（（ 武蔵国葛飾郡蓮沼村 彦太郎 名主與蔵組下 下総国佐倉土屋次郎兵衛 戻り
（（ （（（ 下総国香取郡須賀山村 嘉兵衛 名主吉兵衛組下 東京四ツ谷大番屋杉浦與之助 戻り
（（ （（（ 武州荏原郡峯村 勇蔵 名主周蔵組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 下総国相馬郡奥山村 源市郎 名主清兵衛組下 東京日本橋須原屋 行
（（ （（（ 武州埼玉郡加倉村 吉兵衛 名主芳兵衛組下 上総国九十九里 勤参り（?）
（（ （（（ 下総国印旛郡中澤村 常蔵 名主孫左衛門組下 東京四ツ谷御門外政左衛門方 行
（（ （（（ 上総国長狭郡徳升村 徳増村 三九郎 名主信太郎組下 東京伊之上河内守屋敷 （鶴舞藩知事井上氏邸） 行
（（ （（9 横濱太田町壱丁目 武蔵国 伊藤寅吉 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（0 下総国千葉郡八作村 吉左衛門 名主権左衛門組下 東京霊岸嶋塩町金子屋喜平治 戻り
（（ （（（ 武州豊嶋郡練間村 安左衛門 年寄三郎兵衛組下 上総国望陀郡くる里種屋伊助 久留里 戻り
（（ （（（ 常州多河郡大津村 貞次郎・幸兵衛 名主勇太郎組下 東京新橋藤屋清次郎 行
（（ （（（ 甲州都賀郡茂呂村 勝蔵・宗八 名主中右衛門組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 武州足立郡大巻村 辰五郎 名主五郎右衛門組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 上州佐伊郡多部井村 佐位郡 伊平次 名主市八組下 東京小傳馬町二丁目茶屋和助 行
（（ （（（ 常州信田郡江戸崎村 信太郡 文助 名主勘四郎組下 東京元濱町佐野屋長兵衛 行
（（ （（（ 東京浅草聖天横町四番地所 清兵衛 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 武州埼玉郡岩附宿 岩槻宿 与右衛門 名主太右衛門組下 東京浅草北馬道丹波屋斉次郎 行
（（ （（9 上総国市原郡荒真木村 荒巻村 藤左衛門 名主文吉（組下） 東京西久保 行
（（ （（0 房州平郡本郷村 弥左衛門 名主久左衛門組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 下総国香取郡佐原村 茂七 名主茂左衛門組下 東京霊岸嶋昨七 戻り
（（ （（（ 下総国葛飾郡根木内村 藤四郎 上総国長芳村 行
（（ （（（ 下総国埴生郡安食村 元右衛門・茂兵衛 名主宗右衛門組下 東京小網町三丁目形屋仁兵衛 行
（（ （（（ 下総国印旛郡布鎌村 鈴木三右衛門 東京 戻り
（（ （（（ （武蔵国に藩庁） 水野軍八郎 岩槻藩 印鑑持参
（（ （（（ 武州足立郡原村 磯吉・萬吉 名主七兵衛組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 武州足立郡原村 藤右衛門・七右衛門 名主七兵衛組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 東京浅草茅町弐丁目拾四はん地 青野与七 下総国八つ村小倉宗三郎 谷津村 行 外女四人
（（ （（9 上総国市原郡姉ヶ崎村 民蔵 名主三右衛門組下 関宿御城家二丁目大黒屋源蔵 下総国，（御城下） 行
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）

（（ 9（ 下総印幡郡臼井村 栄吉 名主源五右衛門 東京米澤町壱丁目伊勢屋藤兵衛 行
（（ 9（ 横濱旅次石町 武蔵国横濱旅次石町？ 松権太郎 成田山 下総国 参詣
（（ 9（ 東京青山和泉丁百五拾番地所 武蔵屋長治郎・林蔵 成田山 下総国 戻り
（（ 99 浦賀縣支配所武州足立郡上河原葺村 武蔵国埼玉県上瓦葺村 所左衛門・伊左衛門 名主周蔵組下 成田山 下総国 参詣戻り 外三人
（（ （00 武州葛飾郡番匠免村 忠蔵 名主茂兵衛組下 成田山 下総国 参詣戻り
（（ （0（ 東京浅草吉野町拾番地所 萬吉 仁左衛門店 成田山 下総国 参詣戻り
（（ （0（ 武州幡羅庄郡岩花村 紋一郎・新蔵・安吉 名主道太郎組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （0（ 武州荏原郡目黒村 太兵衛 名主六右衛門組下 成田 下総国 戻り
（（ （0（ 上総国山辺郡家徳村 良民 名主源三郎組下 東京亀井戸天神 参詣行
（（ （0（ 東京牛込馬場下町五十番地所 五郎兵衛 成田 下総国 参詣戻り 外壱人
（（ （0（ 常州那珂郡羽ノ湊 常州那珂郡羽ノ湊？ 善十郎・藤二郎 名主留二郎組下 東京大田町樋口勘四郎 小田原町（（/（ №（（（・同 （（ №（（（の記録より）戻
（（ （0（ 上総国埴生郡室田村 慶蔵 名主與兵衛組下 八幡八幡 （下総国） 戻り
（（ （0（ 武州荏原郡北□府村 荏原郡北□府村？ 喜太郎 名主又二郎組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （09 東京本材木町五番地所 又兵衛 下総千葉村寿屋清吉 戻り
（（ （（0 武州入間郡川越在本郷村 政五郎・辰五郎 名主孫市組下 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
（（ （（（ 下総国印幡郡大田村 金右衛門・治郎兵衛 名主新兵衛組下 駒木諏訪 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 下総香取郡神崎本宿 栄蔵 茂兵衛組下 東京茅町二丁目三川加兵衛 浅草，（三河屋） 行
（（ （（（ 下総香取郡佐原村 利兵衛 名主茂左衛門組下 東京日本橋南三丁目小城屋佐兵衛 行 外壱人
（（ （（（ 上総桃田郡徳仁村 望陀郡 喜左衛門 名主松二郎組下 東京糀町三丁目飯屋市太郎 麹町 行
（（ （（（ 上総長柄郡粟生村 粟生野村 吉蔵 名主吉三郎組下 日光 下野国 参詣戻り
（（ （（（ 下総印幡郡野口村 菊蔵 名主惣兵衛組下 東京浅草大工大治郎 行
（（ （（（ （和泉国に藩庁） 福田数馬 吉見藩 東京 行
（（ （（（ 上総国埴生郡早野村 弥吉 名主角右衛門組下 東京平川町代地□六郎店仙二郎 神田平河町 行
（（ （（9 下総取手宿 伊助 名主藤左衛門組下 松戸宿利根川屋 下総国 行
（（ （（0 下総相左郡八日市場 匝瑳郡 岩吉 名主杉□左衛門組下 舟橋川嶋や 下総国 戻り
（（ （（（ 東京三川町二丁目三十四地之内四番の地所 三河町 岩本庄蔵 下総村田村□□治郎左衛門 行
（（ （（（ 下総香取郡多子村 多古村 新兵衛 名主佐五郎組下 堀之内 武蔵国 参詣戻り
（（ （（（ 下総国相馬郡何原代村 川原代村 惣右衛門 名主藤左衛門組下 東京駿河臺木村権大属 神田 戻り
（（ （（（ 越後国神原郡折湯宿 （苅羽郡折居村） 新蔵・太治郎 名主岡右衛門組下 銚子寿町森権左衛門 下総国 戻り 外弐人
（（ （（（ 上総国九十九里今泉村 新兵衛 名主源左衛門組下 東京小網町壱丁目越後屋喜兵衛 行
（（ （（（ 武州八王子在壱分方村 太右衛門 名主九郎兵衛組下 佐原鹿嶋屋 下総国 行
（（ （（（ （下総国に藩庁） 廣瀬青井 高岡藩 東京 帰ル 外供壱人
（（ （（（ 東京三十間堀三丁目十二番地所 地守源治郎 中山 下総国 参詣
（（ （（9 東京地方三番組 茂兵衛 峯藤喜兵衛支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（0 東京小舟町三丁目 佐兵衛 名主茂左衛門組下 千葉明正 下総国（妙見社：千葉神社） 参詣
（（ （（（ 下総佐原宿 茂七 名主茂左衛門組下 東京箱崎二丁目佐原屋政兵衛 戻り
（（ （（（ 武州葛飾郡浮田村 田中源兵衛 供壱人
（（ （（（ 下総千葉郡畑村 彦右衛門 加村御役所 下総国，（葛飾県庁在所） 行
（（ （（（ 下総国相馬郡布佐村 市蔵 名主佐兵衛配下 小網町三丁目布川屋庄左衛門 東京 行
（（ （（（ 下総国印幡郡布鎌坂直新田 酒直新田 秀吉 名主儀兵衛配下 千住掃宿灰や伊右衛門 武蔵国千住掃部宿 行
（（ （（（ 下総相馬郡奥山村 源一郎 名主清兵衛配下 東京日本橋須原 （須原屋） 戻り
（（ （（（ 下総国相馬郡布川村 藤作萬左衛門 東京小網町八幡屋 行
（（ （（（ 上総国羽布郡長南町 長南宿 宗吉 名主三十蔵組下 東京八丁堀八木屋喜太郎 戻り 供壱人
（（ （（9 武州多麻郡下石原宿 多摩郡 清右衛門・源兵衛 名主茂兵衛 成田山 下総国 参詣
（（ （（0 下総国香取郡木挽村 香取郡木挽村？ 与惣右衛門 名主三郎兵衛配下 東京松平和泉守屋敷 （三河西尾藩主邸） 戻り
（（ （（（ 東京深川六軒堀 六間堀 善吉 柴山大黒屋 上総国武射郡 行
（（ （（（ 常州実と礒ノ濱 水戸 徳兵衛 名主藤左衛門配下 東京神田松下丁伊勢や和助方 下総国 行

（（ （（0 上州立林紺屋町壱丁目 辰次郎・政吉 名主源十郎組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 東京霊岸嶋塩町二丁目 武兵衛 下総国千葉村油屋富五郎 行
（（ （（（ 上総国市原郡小草畑村 弥五郎 名主八十次組下 東京両国家倉安田 両国家蔵？ 行
（（ （（（ 上総国望陀郡大市場村 （坂戸市場村） 八郎兵衛 名主金左衛門組下 東京大恩寺戸田屋敷 （曾我野藩知事邸） 戻り
（（ （（（ 上総国埴生郡坂本村 源右衛門 名主利兵衛組下 東京浅草茅町高倉清兵衛 行
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月 （（ （（（ 参州堀郡平井村 三河国宝飯郡 藤三郎 名主金兵衛配下 成田 下総国 参詣行

（（ （（（‐（ 武州足立郡笹目村 助右衛門 名主 成田 下総国 参詣行 外弐人
（（ （（（‐（ 武州足立郡笹目村 萬治郎 成田 下総国 参詣行
（（ （（（ 武州足立郡淵井領竹ノ塚村 淵江領 常治郎・治助 名主久蔵配下 成田 下総国 参詣行 外壱人
（（ （（（‐（ 武州足立郡回向村 （伊興村） 幸蔵 名主 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
（（ （（（‐（ 武州足立郡回向村 （伊興村） 儀右衛門・平治郎 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（‐（ 常州河内郡龍ヶ崎 新平 名主 行徳桶屋松五郎 下総国 行
（（ （（（‐（ 常州河内郡龍ヶ崎 佐左衛門 行徳桶屋松五郎 下総国 行
（（ （（（ 東京駒込妙義坂 岡野や銀八・清蔵 成田山 下総国 参詣戻り 外壱人
（（ （（9 上総市原郡松崎村 善十郎 名主喜惣治配下 本所三つ目丸屋助七方 東京 行
（（ （（0 千住在小代村 武蔵国 勘蔵 名主喜平治配下 成田山 下総国 詣行
（（ （（（ 野州佐野 小倉や長兵衛 名主四郎左衛門配下 □□□吉岡屋源兵衛 行
（（ （（（ 常州河内郡龍ヶ崎上町 茂右衛門 名主徳助配下 箱崎二丁目龍ヶ崎や勘兵衛 東京 行
（（ （（（ 東京日本橋三丁目 栄治郎 山田源助忰 下総国布佐村与兵衛宅 行
（（ （（（ 下総国香取郡谷中村 弥兵衛 名主勘左衛門組下 東京日本橋醤油屋久兵衛 行
（（ （（（ 武州足立郡弥兵衛新田 佐瀬 名主四方吉組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 新吉原町 東京 大崎善兵衛 成田 下総国 参詣行 外弐人
（（ （（（ 上総国山辺郡東金町 長二郎 名主庄左衛門組下 越ヶ谷塩屋勘蔵 武蔵国 行
（（ （（（ 東京四拾八番組ノ内十三番地 半兵衛 成田 下総国 参詣行
（（ （（9 東京芝飯倉町三町目五番地所 粂治郎 龍ヶ崎栗田長兵衛 常陸国 行
（（ （（0 下総国香取郡丁子村 治郎左衛門 名主平三郎配下 東京本所二つ目紀国や半七方 戻
（（ （（（ 宮谷縣支配所常州鹿嶋郡東下村 善右衛門 組頭 浅草御蔵前 東京
（（ （（（ 東京本芝三丁目四番地所 利兵衛 下総国鎌谷新田酒屋金蔵 行
（（ （（（ 上野国那波郡長沼村 立五郎 名主新右衛門組下 筑波・. 成田 常陸国・下総国 参詣戻り
（（ （（（ 上州さ以郡境村 佐位郡 善十郎・伊勢吉・藤吉 名主源右衛門組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 武州入間郡鶴間村 弥七・惣五郎・伊之助 名主幸右衛門組下 成田 下総国 参詣行
（（ （（（ 銚子飯沼村 下総国 清右衛門 名主宗右衛門配下 神田新橋吉川長兵衛 東京 行
（（ （（（ 奥州仙臺押鹿郡石ノ巻角ノ脇村 陸前国牡鹿郡門脇村 在孝 最光寺良従弟子 東京芝口清雲院 行
（（ （（（ 東京浅草蔵前御籠旅町 旅籠町 平蔵・藤蔵 舟橋飛屋 下総国 行

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ｂ （（ 上総国長柄郡徳升村 徳増村 治助・助次郎 名主信太郎組下 東京泉町上総屋茂兵衛 神田和泉町 行
（（ｂ （（ 武州橘郡程ヶ谷宿 保土谷宿 喜兵衛 名主清蔵組下 成田 下総国 参詣返り 外壱人
（（ｂ （（ 武州入間郡下松原村 又右衛門・忠次郎・勇次郎 名主辰右衛門組下 成田 下総国 参詣行
（（ｂ （9 常州河内郡龍ヶ崎横町 半兵衛・平蔵 名主新兵衛組下 大師河原 武蔵国大師河原村 参詣返り
（（ｂ 90 下総国海上郡銚子足崎村 芦崎村 茂左衛門 名主嘉左衛門組下 東京浅草臺地笠倉屋傳吉 浅草代地 戻り
（（ｂ 9（ 上総国山邊郡飯那子村 家子村 金八 名主斉一郎組下 東京堀江町四丁目上総国太兵衛 （上総屋） 行
（（ｂ 9（ 野州都賀郡ニレキ宿 楡木宿 内三郎・彦助 名主清一郎組下 成山 （下総国　成田山） 参詣戻り
（（ｂ 9（ 東京本所松倉町五十四番地所 勝五郎 上総茂田郡飯留村銀兵衛 望陀郡飯富村 戻り
（（ｂ 9（ 武州足立郡鹿濱村 三郎兵衛 名主庄四郎組下 成田 下総国 参詣戻り
（（ｂ 9（ 下総国香取郡行木村 （並木村） 西尾宗角 名主四郎兵衛支配 東京家中山崎 谷中 行
（（ｂ 9（ 東京小石川ヲソジ町 掃除町 庄吉 家主彦兵衛店 下サ千葉町 行
（（ｂ 9（ 下総国猿嶋郡神田山村 清左衛門・忠助 名主儀兵衛支配 東京馬喰町梅屋治兵衛 行
（（ｂ 9（ 上総国長柄郡力丸村 六左衛門 名主孫右衛門支配 東京八丁堀高井玄行 行
（（ｂ 99 常州鹿嶌郡竹井村 武井村 小平次 名主次兵衛支配 東京菊川町小川屋久八 本所 行
（（ｂ （00 武州豊嶋郡板橋在中臺村 太郎左衛門・善兵衛 名主平右衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ｂ （0（ 横濱海岸三番地所 武蔵国 喜三郎・佐助 イギリス屋鋪 成田 下総国 参詣戻り
（（ｂ （0（ 下総国羽生郡河 村 埴生郡川栗村 儀兵衛 名主九左衛門支配 横濱イギリス屋鋪 武蔵国 馬賣買ニ行
（（ｂ （0（ 東京下谷通新町七拾五番地所 辰五郎・熊次郎 成田 下総国 参詣戻り
（（ｂ （0（ 上州佐井郡伊勢崎村 佐位郡伊勢崎町 嘉左衛門 名主傳左衛門支配 同国太田様屋敷 上総国，（松尾藩知事邸） 戻り
（（ｂ （0（ 越後国柏崎石黒村 甚蔵・寅蔵・熊蔵 名主重左衛門支配 上サ芝山在引越村酒や治左衛門 戻り
（（ｂ （0（ 武州足立郡風渡村 （風渡野村） 弥三郎・吉五郎 名主儀右衛門支配 成田 下総国 参詣戻り
（（ｂ （0（ 野州津賀郡惣社村 都賀郡 吉郎次 名主七郎右衛門支配 上サ蓮沼堀井弥七 武射郡蓮沼村 戻り
（（ｂ （0（ 上総国長柄郡一ツ松 （白里） 新右衛門・四郎右衛門・嘉兵衛 名主粂之助支配 東京小田原町西之宮仁兵衛 行
（（ｂ （09 常州シダ郡井戸崎村 信太郡江戸崎村 新兵衛 名主栄助支配 東京小網町三丁目鍋屋留五郎 行

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（9 （（ 東京四ツ谷傳馬町壱丁目二番地所 留吉 かいこん八ツ又 下総国印旛郡八街（開墾地） 行
（9 （（ 若森縣支配所 （常陸国に県庁） 静岡藩直属（？） 常州行方郡根本村 行方郡根本村？ 行
（9 （（ 東京四番組 徳兵衛・次郎吉 名主重右衛門組下 成田山 下総国 行
（9 （（ 武州埴生町 傳左衛門 名主善兵衛組下 成田 下総国 参詣行
（9 （（‐（ 東京下谷廣徳寺前通稲荷町三番地 松本彦兵衛 地守 成田 下総国 参詣戻り
（9 （（‐（ 東京下谷廣徳寺前通稲荷町三番地 金子竹次郎 成田 下総国 参詣戻り
（9 （9 武州畑良郡前ケ嶋村 幡羅郡 亀三郎 名主又市組下 成田 下総国 参詣戻り
（9 90 東京八丁堀岡崎町八番組内十三番地所 文治郎 舟ばし佐倉屋丈助 下総国 戻り
（9 9（ 武州足立郡平方村 久七 名主太十郎組下 成田 下総国 参詣行
（9 9（ 上総国市原郡大作村 弥市 名主国三郎組下 東京外神田金沢町中山喜間多 行
（9 9（ 常州信太郡江戸崎村 太兵衛 名主栄助組下 東京小網町三丁目鍋屋留五郎 行
（9 9（ 常州河内郡龍ヶ崎新町 四郎兵衛 名主新平組下 東京 仕入戻り
（9 9（ 武州埼玉郡門間村 （恩間村） 初之進・改右衛門・嘉兵衛 名主武左衛門組下 成田 下総国 参詣行
（9 9（ 下総国海上郡銚子戸川村 喜八 治郎右衛門組下 小網町三丁目長嶋屋庄兵衛 東京 戻り
（9 9（ 武州足立郡佐野新田 礒五郎・隈蔵 名主勘蔵組下 成田 下総国 参詣行
（9 9（ 上総山邊郡東金町 長五郎 名主庄右衛門組下 東京塩屋銀次郎方 行
（9 99 奥州石川郡石川村 陸前国石川郡石川村？ 久右衛門・吉松 名主傳之助組下 野田今上仁左衛門 （下総国葛飾郡野田村） 行
（9 （00 下総国千葉郡小源新田 忠兵衛 名主藤兵衛組下 東京柳橋平右衛門町元吉方 浅草 行
（9 （0（ 上総国市原郡磯貝村 磯ヶ谷村 源平 名主七郎平組下 東京仙石次兵衛屋敷 （旧領主旗本邸，（/（（②№ （9（の鉄次郎カ）戻り
（9 （0（ 下総相馬郡北方村 利兵衛 名主治郎右衛門組下 東京深川黒江町中村屋由三郎 戻り
（9 （0（ 上総国山邊郡大方村 治助 名主伴右衛門組下 東京小網町二丁目倉田屋半七 行
（9 （0（ （東京） 三縄藤吉 兵部省内 麻生 （常陸国行方郡麻生村） 行
（9 （0（ 甲州山名志郡和田平町 山梨郡和田平町？ 藤屋豊助 名主森惣五郎組下 成田 下総国 参詣行
（9 （0（ 東京浅草田町壱丁目 彦七・仙蔵・庄七 成田 下総国 参詣戻り
（9 （0（ 東京天神町八番地所 牛込 庄蔵 成田 下総国 参詣行
（9 （0（ 武州足立郡掃部宿 千住宿 久治郎 名主六左衛門組下 成田 下総国 参詣行
（9 （09 下総国相馬郡大方村 長左衛門 名主五平治組下 東京江戸橋下総屋儀兵衛 戻り
（9 （（0 東京内神田龍官町 龍閑町（明治 （ 年から千代田町）菱板屋勘蔵 八木ケ谷村七郎左衛門 下総国葛飾郡 戻り
（9 （（（ 横濱新濱町 武蔵国 政吉 伊勢や喜兵衛内 下総国葛飾郡西大塚村 行
（9 （（（ 武州足立郡辰浪新田 金左衛門・善右衛門 名主治右衛門組下 成田 下総国 参詣行
（9 （（（ 下総香取郡滑河村 滑川村 與太郎 名主 浅草元取越木村儀兵衛 東京元鳥越町 戻り
（9 （（（ 東京橋場町六十弐番地所 浅草 亦四郎 成田 下総国 参詣行
（9 （（（ 下総国印幡郡小林村 庄兵衛 名主弥十組下 東京本所石原小林七之助 （（/（0 №（（（にも記録あり） 参詣戻り
（9 （（（ 横濱弁天通り三丁目 武蔵国 与七・清吉 名主惣兵衛組下 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
（9 （（（ 武州葛飾郡高房村 鉄蔵・新蔵 名主千源治組下 成田 下総国 参詣戻り
（9 （（（ 常州行方郡竹多村 茂右衛門 名主長右衛門組下 東京蔵前常陸屋茂七 浅草 戻り
（9 （（9 東京小網町三丁目二十七番地所 清蔵 高崎屋長右衛門内 上総国八幡宿 行 外壱人
（9 （（0 上総国市原郡八幡宿 松五郎 名主嘉一郎組下 小岩村治郎右衛門 武蔵国 行
（9 （（（ 東京本所石原中通 斉藤新吉 成田山 下総国 行
（9 （（（ 上総国山邊郡間亀村 七左衛門 名主兵左衛門組下 東京四ケ市住吉や喜兵衛 （霊岸島四日市町） 行
（9 （（（ 武州葛飾郡吉川村 伊之平 名主五郎左衛門組下 成田 下総国 参詣戻り
（9 （（（ 上総国市原郡清又村 正村寺（正蓮寺） 東京本所表町他宗 戻り

●明治 （ 年 （ 月 （（ 日

（（ｂ （（0 常州贄張郡坂村 新治郡 直助 名主右左衛門支配 東京本所小梅臺地松本屋市兵衛 （小梅代地町：（ 町ある） 行
（（ｂ （（（ 武州葛飾郡八方村 （八子村） 長八 名主七左衛門支配 成田 下総国 参詣ニ行
（（ｂ （（（ 下総国海上郡銚子町 清左衛門 名主与惣右衛門支配 東京小網町長嶋屋 戻り
（（ｂ （（（ 千住在西新井 武蔵国 惣持寺門僧 成田山 下総国 戻り
（（ｂ （（（ （下総国に藩庁） 治助 佐倉藩 東京芦久保上屋敷 印鑑持参，戻り
（（ｂ （（（ 常州河内郡龍ヶ崎町 大坂屋善右衛門 東京三ツ目 本所 行
（（ｂ （（（ 上総国市原郡新第村 神代村 喜惣次 名主 東京御舟役所 行
（（ｂ （（（ 上総国長柄郡茂原町 庄兵衛 名主勘三郎支配 東京橘町壱丁目市田屋儀兵衛 戻り 外壱人
（（ｂ （（（ 下総国千葉郡中野村 善左衛門 名主傳兵衛支配 加村御役所 下総国，（葛飾県庁在所） 行
（（ｂ （（9 東京馬喰町壱丁目第弐番地所 由蔵 下総鎌勝村 （匝瑳郡鎌数村） 返り
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月 （9 （（（ 東京三河町四番地所 山本庄蔵 下総国村田名主治郎左衛門 戻り

（9 （（（ 下総国印幡郡甲津村 公津村 東正寺 千住宿壱丁目下野屋忠蔵 武蔵国 戻り
（9 （（（ 武州足立郡輿村 輿村？ 長右衛門 名主平蔵組下 成田 下総国 参詣行
（9 （（（ 武州足立郡鳩ヶ谷宿 金兵衛・佐兵衛 名主吉三郎組下 成田 下総国 参詣戻り
（9 （（9 東京四ツ谷傳馬町二丁目 松蔵・忠右衛門・三吉 名主長左衛門組下 成田 下総国 参詣行
（9 （（0 上総国望陀郡木更津村 小三郎 名主喜兵衛組下 市川釜屋喜兵衛 下総国 行
（9 （（（ 東京深川佃町 治助 半兵衛店 上総甲津大のや勘助 上総甲津？ 戻り
（9 （（（ 武州埼玉郡藤間村 辰右衛門・辰蔵・兼蔵 名主源右衛門組下 成田山 下総国 戻り
（9 （（（ 下総国香取郡多古 治兵衛 名主佐五郎組下 東京小網町中町上総や太助 仲町（明治 （ 年からの称） 行
（9 （（（ 野州羽加郡茂加町 芳賀郡真岡町 喜兵衛・馬之助 名主利兵衛組下 成田 下総国 参詣戻り
（9 （（（ 常州河内郡俎板村 生板村 嘉兵衛 名主惣兵衛組下 東京万年橋 戻り
（9 （（（ 甲州鶴郡小立村 都留郡 源右衛門・源三郎・

弥五兵衛・八右衛門
名主又八組下 上総 賣用戻り

（9 （（（ 水戸磯濱 常陸国 太助・庄兵衛 東京小田原町樋口勘四郎 （（/（ №（（（・同（（ №（0（にも記録あり） 戻り 外弐人
（9 （（（ 下総国千葉郡千葉町 定吉 名主吉兵衛組下 東京馬喰四丁目松葉屋喜兵衛 戻り
（9 （（9 下総国海上郡銚子上松町 新吉 名主藤兵衛組下 横濱若松町家主金次郎 武蔵国 戻り
（9 （（0 甲州鶴郡小立村 都留郡 作右衛門・佐兵衛・庄八 名主清右衛門組下 上総国 賣用戻り
（9 （（（ 下総国印幡郡仁名村 仁名村？ 平右衛門 名主次郎右衛門組下 東京土足町宗兵衛 土足町？ 戻り
（9 （（（ 上総国周准郡市宿村 平助 名主大右衛門組下 東京浅草團左衛門 弾左衛門 戻り
（9 （（（ 加賀領飯取郡宿村 （加賀国羽咋郡） 平太郎 名主治郎三郎組下 常州鹿嶋 賣用戻り
（9 （（（ 若森縣支配所常州新治郡中津川村 磯八 名主五郎右衛門組下 東京神田新銀丁 戻り
（9 （（（ （常陸国に藩庁） 関政一郎 水戸藩
（9 （（（ 淀藩支配所 （下総国に分領） 小川東秀
（9 （（（ （下総国に藩庁） 廣山清治 佐倉藩
（9 （（（ （上野国に藩庁） 海上儀一郎 安中藩
（9 （（9 （上総国に藩庁） 立名文司 大網藩
（9 （（0 善十郎 名主喜惣治配下 本所三つ目丸屋助七方 東京 行
（9 （（（ 中山儀佐 林立□門人
（9 （（（ （備前国に藩庁） 中田靖吾 岡山藩
（9 （（（ 東京亀嶋町三十二番 和田屋三右衛門 地借 成田 下総国 参詣戻り
（9 （（（ 東京深川永堀町五番 前川孝太郎 地借 成田 下総国 参詣行
（9 （（（ 下総国岡田郡中根村 小三郎 名主與左衛門組下 東京をんべ大工町佐のや積之助 深川海辺大工町 行
（9 （（（ 東京本所菊川町五番地所 市兵衛・長吉・重吉 成田 下総国 参詣戻り
（9 （（（ 武州斉玉郡百間村 埼玉郡 清左衛門 名主 佐倉役所 下総国，（支配佐倉藩役所） 行
（9 （（（ 相州大隈郡上柏屋村 大住郡 作助 名主 成田 下総国 参詣戻り 外壱人

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（0 （（‐（ 常州縄郡下野宮 久慈郡 三平 外四人
（0 （（‐（ 常州縄郡下野宮 久慈郡 半次郎 名主
（0 （（‐（ 下総添山 下総添山？ 武兵衛
（0 （（‐（ 下総添山 下総添山？ 庄右衛門 名主
（0 （（‐（ 下野なす郡 那須郡 大俵弥兵衛 東京 行 外三人
（0 （（‐（ 下野なす郡 那須郡 松三郎 名主 東京 行
（0 （（ 東京神田三拾六番 増田屋利兵衛 成田 下総国 参詣
（0 （（‐（ 武州八王子 大之屋冨五郎
（0 （（‐（ 武州八王子 吉左衛門 名主
（0 （（ 東京入舟町四町目 伊勢屋傳吉・浅い繁次郎・浅い八五郎
（0 （9 武州埼玉郡大沢町 常州屋松之助・島根喜兵衛 外九人
（0 90 武州玉郡 多摩郡 浅かや佐平次・新左衛門・相沢喜兵衛 成田 下総国 参詣
（0 9（‐（ 武州埼玉郡青柳村 嘉左衛門 成田 下総国 参詣 女四人
（0 9（‐（ 武州埼玉郡青柳村 儀左衛門 名主 成田 下総国 参詣
（0 9（ 上総国毛田郡木さ□す （望陀郡木更津村） 通音蔵・次左衛門
（0 9（‐（ 常州河郡大田村 河内郡太田村 常助 赤坂天間町二丁目勘五右衛門 東京赤坂傳馬町 行
（0 9（‐（ 常州河郡大田村 河内郡太田村 平左衛門 名主 赤坂天間町二丁目勘五右衛門 東京赤坂傳馬町 行

●明治 （ 年 （ 月 （9 日
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（0 9（ 東京府大小六府 小川勘八 舟ばし 下総国
（0 9（‐（ 常州多鹿郡下平ガ 常州多鹿郡下平ガ？ 権五郎・傳左衛門 上総国一宮□□道
（0 9（‐（ 常州多鹿郡下平ガ 常州多鹿郡下平ガ？ 三郎兵衛 名主 上総国一宮□□道
（0 9（ 東京通油町 大之屋善兵衛 成田 下総国
（0 9（ 本所中道 東京本所中道？ 嶋林金十郎
（0 9（ 上総葉ふ郡棚茂村次郎左衛門 埴生郡棚毛村 次郎左衛門 東敷夜花川戸金物屋 東京浅草花川戸町 行
（0 99 上総国伊炭郡小木原村 夷隅郡荻原村 新五郎・勝五郎・六郎左衛門 東京□河代 （神田駿河台） 行
（0 （00 武州豊嶋郡 安五郎
（0 （0（‐（ 鹿鳥郡内山村 下総国香取郡 五郎兵衛・伊左衛門 信州・上州
（0 （0（‐（ 鹿鳥郡内山村 下総国香取郡 幸作 信州・上州
（0 （0（ 東京亀井町 三国屋平蔵・平右衛門
（0 （0（ 常州欠馬村 次郎左衛門・六左衛門
（0 （0（ 武州具らい郡金沢村寸崎 久良岐郡洲崎村 平次郎
（0 （0（‐（ 下総千葉郡同村 （千葉村） 与兵衛
（0 （0（‐（ 下総千葉郡同村 （千葉村） 金四郎 名主
（0 （0（ 下総鹿鳥郡郡村 香取郡 宮崎藤七・宮や次郎左衛門
（0 （0（ 東京水戸町 （水道町） 山田屋重兵衛・政吉 成田 下総国
（0 （0（ 武州安達郡川口宿 足立郡 長瀬次郎左衛門 上総国高□村
（0 （09 常州納女方郡野部方村 行方郡延方村 八郎兵衛・柴沢四郎右衛門
（0 （（0 東京水戸町 （水道町） 関口・長沢亀次郎
（0 （（（ 房州長口沢郡大日町 長狭郡 油屋惣七
（0 （（（ 東京深川森下町 兵吉 徳左衛門店 成田 下総国
（0 （（（ 武州四組郡侍当方村 横見郡地頭方村 千左衛門 成田 下総国 弐人
（0 （（（ 下総臼井代町 （台町） 庄左衛門・藤左衛門 成田 下総国
（0 （（（ 武州安達郡千住掃部宿 足立郡 海老原緑之助・石見 成田 下総国
（0 （（（ 東京浅草駒方町 駒形町 久兵衛 成田 下総国 弐人
（0 （（（ 上総一身郡大森 夷隅郡 茂左衛門・次郎右衛門
（0 （（（ 武州安達郡辰沼新田 足立郡 金左衛門 成田 下総国 外二人
（0 （（9 下総鹿嶋郡汰□林 下総鹿嶋郡汰□林？ 平七 東京本□町三目
（0 （（0 東京小傳馬町二丁目 美濃屋半七
（0 （（（‐（ 上総山部郡木さ木村 木崎村 沖右衛門
（0 （（（‐（ 上総山部郡木さ木村 木崎村 作兵衛 名主
（0 （（（ 下総丁子むなかミ郡井沼村 銚子海上郡飯沼村 兼吉
（0 （（（‐（ 下総丁子東正□寺村 （正明寺村） 大込治左衛門・宮沢七左衛門
（0 （（（‐（ 下総丁子東正□寺村 （正明寺村） 治郎兵衛 名主
（0 （（（ 下総大森 新助・勘左衛門
（0 （（（ 武州安達郡千住鹿濱 足立郡鹿浜村 角蔵・金左衛門 成田 下総国
（0 （（（ 武州安達郡千住五丁目 足立郡 幸次郎・泰太郎 東正寺
（0 （（（ 常州志田郡江戸前 信太郡江戸崎 糧口屋文助
（0 （（（ 東京吉原町 大黒屋庄助 成田 下総国
（0 （（9 武州安達郡佐野新田 足立郡 源左衛門・浅五郎 成田 下総国
（0 （（0 上総一原郡菊間村 市原郡 慶次郎
（0 （（（ 武州安達郡忍葉村 （足立郡篠葉村） 佐之丞 成田 下総国 外五人
（0 （（（ 上総山部郡大方村 山辺郡台方村 治助 東京
（0 （（（ 上総山部郡東金町 山辺郡 丸屋兵助・吉蔵

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （9‐（ 武州埴生領下野村 葛飾郡 惣重郎 名主 舩橋宿寺町新平方 下総国
（（ （9‐（ 武州埴生領下野村 葛飾郡 米吉 舩橋宿寺町新平方 下総国
（（ 90 中仙道蕨宿 武蔵国，中山道 又蔵・竹治郎・七蔵 成田 下総国 参詣戻り
（（ 9（ 東京牛込赤木町 赤城町 冬木安之助 下サ市原郡川財村巳之助方 上総国，川在村（国名間違い） 戻り
（（ 9（ 武州足立郡浦和在久蔵村 佐兵衛 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
（（ 9（ 下総銚子高野 荒野村 庄三郎 東京 戻り

●明治 （ 年 （ 月 （0 日
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月 （（ 9（ 水戸礒濱 常陸国 平吉 東京 戻り 外四人

（（ 9（ 常州鹿嶋郡東下村 九兵衛 名主彦兵衛下 馬喰町松坂屋方 東京 下総国
（（ 9（‐（ 下総香取郡四ツ谷村 平左衛門 名主 深川柳川町道具屋清左衛門方 東京八名川町
（（ 9（‐（ 下総香取郡四ツ谷村 新左衛門 深川柳川町道具屋清左衛門方 東京八名川町
（（ 9（ 下総八日市場 勇助 松戸宿糀屋小四郎方 下総国
（（ 9（ 常州河内郡龍ヶ崎 藤兵衛 東京 戻り
（（ 99‐（ 龍ヶ崎 常陸国 新平 名主 東京相生町伊勢屋喜兵衛方 戻り
（（ 99‐（ 龍ヶ崎 常陸国 治左衛門 東京相生町伊勢屋喜兵衛方 戻り
（（ （00 東京府南茅場町六番地所 小川忠八 荒物渡世
（（ （0（ 東京新材木町 栄介 繁治郎地借 舩橋宿海老屋方 下総国 戻り
（（ （0（ 上総長南 慶蔵 名主平蔵手代 東京小網町上総屋太助方
（（ （0（‐（ 二合半領花和田村 武蔵国葛飾郡 勘太郎 名主 成田 下総国 参詣行
（（ （0（‐（ 二合半領花和田村 武蔵国葛飾郡 佐兵衛 成田 下総国 参詣行
（（ （0（ 東京日本橋佐内町四番地所 （日本橋は冠さない） 卯兵衛・惣兵衛 差配人
（（ （0（ 武州足立郡新兵衛新田 安之助 曾我野金高三左衛門方 下総国千葉郡
（（ （0（ 千葉郡園生村 下総国 平右衛門 東京新石町伊勢屋浅次郎方
（（ （0（ 小嶋芳太郎 佐倉藩 国元 （下総国に藩庁） 行
（（ （0（ 幸手在堤根村 武蔵国葛飾郡 惣兵衛 成田 下総国 参詣戻り
（（ （09 流山在思井村 下総国葛飾郡 庄八 舩橋宿大和屋方 下総国
（（ （（0 千葉郡西寺山村 下総国 作左衛門 加村御役所 下総国，（葛飾県庁在所）
（（ （（（ 布佐村 （下総国） 圓左衛門 東京日本橋長者ま町庄兵衛方 長浜町（日本橋は冠さない）
（（ （（（ 上総国山邊郡永田村 粂次郎 東京小傳馬町油屋甚八 行
（（ （（（ 東京平野町 深川 伊勢屋利八 舩橋宿長兵衛方 下総国
（（ （（（ 武州小合溜メ 源左衛門・留五郎 舩橋宿魚屋金方 下総国
（（ （（（ （陸奥国津軽郡黒石村に藩庁） 市原文吉 黒石藩 成田 下総国 参詣行
（（ （（（ 相模国 水嶋登浪 大山阿不利神社奉仕祢宜 上総国本納村
（（ （（（ （駿河国に藩庁） 大久保平重郎 静岡御藩 常州鹿嶋郡花輪村柳川金吾方 塙村（旧旗本大久保氏の旧領）
（（ （（（ 神田弁慶橋 東京 玉屋勘七 成田 下総国 参詣戻り 外弐人
（（ （（9 東京深川常盤町拾三番地所 伊勢屋清助 佐原飯野茂左衛門方 下総国
（（ （（0‐（ 武州巨摩郡並柳村 高麗郡 利八 名主 佐倉物産役所 下総国 戻り
（（ （（0‐（ 武州巨摩郡並柳村 高麗郡 善吉 佐倉物産役所 下総国 戻り
（（ （（（ 東京西海邊大工町 深川 梶川伊作 麻生諏訪治郎左衛門方
（（ （（（‐（ 武州豊嶋郡田中村 安左衛門 名主 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（‐（ 武州豊嶋郡田中村 長八・辰五郎・清五郎 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 下総国小見川 治兵衛 東京小網町大坂屋与三左衛門 戻り
（（ （（（ 香取郡長嶋村 下総国 平右衛門 舩橋町三町目庄内屋 下総国 戻り
（（ （（（ 上総長柄郡牛込村 庄九郎 名主長五郎下 東京四日市伊勢屋重兵衛方 （霊岸島四日市町）
（（ （（（ 東京浅草元鳥越町三十八番 立野半兵衛 布佐村菊屋甚五兵衛方 （下総国） 戻り
（（ （（（‐（ 下総匝瑳郡堀川村 惣右衛門 名主 東京日本橋寅屋吉右衛門方
（（ （（（‐（ 下総匝瑳郡堀川村 又右衛門 東京日本橋寅屋吉右衛門方
（（ （（（ 東京下谷金杉 美濃屋金三郎 舩橋市 下総国 商
（（ （（9‐（ 千葉郡畑村 下総国 八郎右衛門 名主 加村御役所 下総国，（葛飾県庁在所） 戻り
（（ （（9‐（ 千葉郡畑村 下総国 彦右衛門 加村御役所 下総国，（葛飾県庁在所） 戻り
（（ （（0 下総国 萬吉 佐倉物産役所 武州巨摩郡並柳村 高麗郡 戻り
（（ （（（ 東京入舩町 深川 伊三郎 鹿嶋村七兵衛方 常陸国
（（ （（（ 東京日本橋通三丁目 山田屋弥助 布佐村与兵衛方 （下総国） 戻り
（（ （（（ 上総国東金 内蔵之助 東京大倉安田竹彦 （浅草御蔵） 戻り
（（ （（（ 龍ヶ崎 常陸国 市兵衛・作兵衛 箱崎龍ヶ崎屋勘兵衛方 東京
（（ （（（ 鹿嶋郡二重作村 常陸国 小室主計・三左衛門 三峯山 武蔵国 参詣戻り
（（ （（（‐（ 東京麻布宮村新道 伊勢屋平六 家主 西上総久保村平野武左衛門方 西上総久保村？
（（ （（（‐（ 東京麻布宮村新道 政吉 西上総久保村平野武左衛門方 西上総久保村？
（（ （（（‐（ 上総国山邊郡東金町 茂右衛門 名主 東京本郷水屋弥助方
（（ （（（‐（ 上総国山邊郡東金町 栄太郎 東京本郷水屋弥助方
（（ （（（ 東京湯嶋同朋町壱番地 惣七郎 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（9 上総市原郡八田村 藤太郎 浅草新町 東京 行
（（ （（0 佐倉藩官飯野村 （佐倉藩管轄所）下総国印旛郡 善兵衛 東京八丁堀地蔵橋小嶋泰蔵方 戻り
（（ （（（‐（ 香取郡幸崎村 下総国，神崎村 利兵衛 名主 両国秋田屋方 東京
（（ （（（‐（ 香取郡幸崎村 下総国，神崎村 才助 両国秋田屋方 東京
（（ （（（‐（ 布川村 （下総国） 栄治郎 名主 東京深川岡本又重郎方
（（ （（（‐（ 布川村 （下総国） 良助 栄治郎忰 東京深川岡本又重郎方
（（ （（（ 東京赤坂新町壱丁目 吉五郎 文治郎地借 菰座村 菰座村？
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（（ （（（‐（ 中仙道蕨宿 武蔵国，中山道 五郎兵衛 名主 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（‐（ 中仙道蕨宿 武蔵国，中山道 三左衛門 百性 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（‐（ 金沢渕崎村 （武蔵国久良岐郡洲崎村） 伊三郎 名主 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（‐（ 金沢渕崎村 （武蔵国久良岐郡洲崎村） 平次郎 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 東京入舩町 深川 伊三郎
（（ （（（ 神田白壁町 東京 利助 家主辰五郎店 布佐千年屋栄太郎方 （下総国）
（（ （（（‐（ 上総市原郡野毛村 周蔵 名主 馬喰町三丁目美濃屋五郎兵衛方 東京
（（ （（（‐（ 上総市原郡野毛村 清次郎 馬喰町三丁目美濃屋五郎兵衛方 東京
（（ （（9 東京本所小梅町三十六番地 （本所は冠さない） 伊勢屋市兵衛 木颪壁無屋勘七方 下総国，（木下河岸）
（（ （（0 常州河内郡太田村 幸吉 名主九右衛門下 両国同朋町舩酒屋佐兵衛方 東京
（（ （（（ 東京堀江町弐丁目壱番地所 黒川善蔵 南初富半治郎 下総国，（開墾地） 戻り
（（ （（（ 東京吉原町仲之町 傳馬屋仁兵衛 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 武州巨摩郡中山村 高麗郡 山崎善右衛門 名主 上総久留里城内 （支配久留里藩知事邸） 供壱人
（（ （（（ 東京安部川 浅草阿部川町 林兵衛 差配人政吉店吉兵衛使 常州大徳村足袋屋音治郎 戻り
（（ （（（ 野州那須郡馬頭村 金兵衛 名主飯塚善左衛門下 成田 下総国 参詣戻り
（（ （（（ 下総国埴生郡宝田村 嘉右衛門 名主文右衛門下 東京馬喰町松崎屋万吉方
（（ （（（ 上総国市原郡姉ヶ崎 富蔵 名主三右衛門下 下サ関宿岩井村源兵衛方 戻り 外壱人
（（ （（（‐（ 銚子本所村 下総国，本城村 太郎左衛門 名主 東京深川大嶋町金八方
（（ （（（‐（ 銚子本所村 下総国，本城村 勇吉 東京深川大嶋町金八方
（（ （（9 常州河内郡柏木村 利右衛門・弥左衛門 名主利兵衛下 四国 参り
（（ （（0 相馬郡叶新田 下総国，加納新田村 三右衛門 名主傳右衛門下 東京浅草春王町権蔵長屋清吉方 諏訪町
（（ （（（ 常州河内郡源清田村 佐五右衛門 名主治三郎下 横濱新田屋謙治郎 武蔵国 戻り
（（ （（（ 下総埴生郡宝田村 慶蔵 名主文右衛門下 八幡町竹之内 （下総か上総か不明） 戻り
（（ （（（ 東京大傳馬町壱丁目 久助 中山 下総国 参詣
（（ （（（ 武州入間郡川越 兵左衛門 名主傳左衛門下 成田 下総国 参詣戻り 外六人

史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行者数など）
（（ （（（ 東京日本橋 関口八兵衛 大松屋勘三伜先左衛門 供壱人（丸印有）
（（ （（（ 東京四ツ谷伊賀町壱番ノ地所 弥吉 金兵衛店 上総国茂原村妙院方 行
（（ （（（ 上州山田郡酒井野村 境野村 嘉七 政兵衛召使 上総国八幡市兵衛 行
（（ （（（ 武州足立郡千住宿四丁目 松五郎・駒田屋七兵衛 松屋佐助店 成田 下総国 参詣行
（（ （（9 常州河内郡安波村 阿波村 惣右衛門・仁右衛門 名主武兵衛下 東京安藤様屋敷 行
（（ （（0 武州埼玉郡下真操村 下間久里村 忠二郎 名主久左衛門下
（（ （（（‐（ 東京深川一番地所 元右衛門 家主 下サ銚子荒野村惣八 行 外ニ姉人（ママ）
（（ （（（‐（ 東京深川一番地所 新太郎 下サ銚子荒野村惣八 行
（（ （（（ 下総国千葉郡三山村 万之助 名主治郎兵衛下 加村 下総国葛飾郡，

（葛飾県庁在所）
行

（（ （（（ 武州葛飾郡小谷野村 政二郎 組頭六右衛門下 下サ舩橋大野屋七郎左衛門 戻り
（（ （（（ 上総国無射郡鳴戸村 成東村 善左衛門 名主 東京小網町二丁目相模屋右衛門 行
（（ （（（ 上総国夷隅郡大山村 三郎兵衛 甚右衛門下 東京小網町上総屋嘉兵衛 行
（（ （（（ 上総国夷隅郡刈谷村 七左衛門 名主傳壱郎下 東京小網町太助 （上総屋） 行
（（ （（（ 上総国長柄郡一つ松村 （白里） 惣左衛門 名主五郎吉下 東京海邊大工町笄屋源太郎 行
（（ （（（ 上総国夷隅郡田代村 太郎左衛門 名主清五郎下 品川縣御役所 東京 行
（（ （（9 下総国匝瑳郡木戸村 重右衛門 名主重左衛門下 東京小網町二丁目大坂屋 行
（（ （（0 上総国夷隅郡岩熊村 源兵衛 名主九郎兵衛下 東京愛宕下新田屋敷 （旧領主旧旗本遠山氏邸：

金四郎子孫）
行

（（ （（（ 東京白山駒込 角二郎 萬屋久兵衛店 成田山 下総国 参詣行
（（ （（（ 上総国長柄郡虎見村 東浪見村 庄兵衛 名主市郎右衛門下 東京室町壱丁目望月屋伊兵衛 帰り
（（ （（（ 下総国海上郡松本村 吉五郎 名主兵左衛門下 東京横山町伊セ屋八兵衛 戻り
（（ （（（ 東京地方三番内 斧沢角太郎 成田山 下総国 参詣行
（（ （（（ 東京本石町四丁目 永米屋喜三郎・駿河屋弥左衛門 上総国一ノ宮近江屋三右衛門方 行
（（ （（（ 東京 井ノ岡久四郎 府附 下総国新堀村五郎兵衛方 行
（（ （（（ 東京三番組小傳馬町三丁目廿壱番地所 山口政兵衛 下総国銚子高谷村淀屋忠兵衛 荒野村 戻り 外壱人
（（ （（（ 上総国沙寿郡大江村 （周淮郡大井村） 清兵衛 名主次郎蔵下 千住宿弐丁目新大塚屋嘉兵衛 武蔵国 戻り

●明治 （ 年 （ 月 （ 日
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史料番号 番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人役職 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（（ （（9 東京本郷菊坂町二拾六番地所 佐藤喜兵衛 上サ山部郡南今和泉村塩や太郎右衛門方 山辺郡 帰り
（（ （（0 下サ国香取郡鏑木村 光明寺所記 東亰 行 弐人
（（ （（（ 下サ銚子海上郡飯沼村 半助・忠七・藤七・甚三郎 惣左衛門組下 小網町三丁目廣や吉右衛門 東京 行
（（ （（（ 上サ国長柄郡楚り金村 剃金村 傳兵衛 名主杢左衛門組下 東京本舟町田嶋や半七 行
（（ （（（ 東京元柳町二十三番地所 鈴木岩吉 上サ九十九里小倉八郎左衛門 帰り
（（ （（（ 葛西領飯塚村 武蔵国 平蔵・栄蔵 名主繁一郎組下 成田 下総国 参詣江行
（（ （（（ 常州奈免方郡堀之内村 行方郡 傳蔵・源兵衛 名主重作組下 本所四ツ目中田や初之助 東京 帰り
（（ （（（ 上サ井住郡大野村 夷隅郡 留蔵 名主新治郎組下 東京駿河臺備前守様 神田，（大多喜藩知事松平豊前守邸）行

（（ （（9 東京湯嶋三丁目七番地所 半蔵 舩橋宿佐渡屋 下総国 行
（（ （（0 上総国長良郡一ツ松村 （白里） 権八 名主勘左衛門下 東京四日市鎌倉屋甚兵衛 （霊岸島四日市町） 行
（（ （（（ 下総国千葉郡三河村 三十郎 名主傳左衛門下 東京長濱町三丁目伊勢屋徳次郎 行
（（ （（（ 東京相生町五丁目拾壱番地所 （複数有） 中村屋久兵衛 下総国房問屋源九郎 布佐 戻り
（（ （（（ 下総国香取郡並木村 仁右衛門 名主四郎兵衛組下 東京水戸町長右衛門店仁右衛門方（水道町） 戻り
（（ （（（ 下総国印幡郡三録丁 （弥勒村） 儀右衛門 名主武左衛門組下 東京小網町相模屋宇兵衛 行
（（ （（（ 東京北馬道山田町 浅草 吉之助 家主佐七店 下総国木下シ宿 （木下河岸） 賣用ニ行
（（ （（（ 武州埼玉郡伊勢野村 孫七 名主仙右衛門組下 下総国前原村 薬買ニ行
（（ （（（ 武州駒郡直井村 高麗郡 儀兵衛 名主半左衛門組下 常州鹿嶋郡寿崎村五左衛門 （志崎村） 行
（（ （（（ 下総国印幡郡大森村 弥平次 名主元兵衛組下 東京浅草三筋中町豊崎嘉兵衛 行戻り
（（ （（9 下総国葛飾郡加村 （葛飾県庁在所） 利兵衛 名主七右衛門組下 下総国舩橋 行 外壱人女
（（ （（0‐（ 東京赤坂新町三丁目 萬屋政吉 下サ中山 参詣行
（（ （（0‐（ 東京赤坂新町三丁目 金太郎 政吉伜 下サ中山 参詣行
（（ （（（ 武州比企郡熊井村 梅二郎・藤吉 名主徳治郎下 成田山 下総国 参詣ニ行
（（ （（（ 常州行方郡板古村 潮来村 新二郎 名主繁之丞下 小菅縣御役所 武蔵国，

（葛飾郡小菅村に県庁）
行

（（ （（（ 東京大門通大坂丁 （新大坂町） 定吉 紀伊国屋重兵衛召使 上総国八幡 戻り
（（ （（（ 越中国夷水郡宇並村 射水郡 忠七・喜太郎 名主岩左衛門下 臼井佐倉屋勘三郎 下総国 戻り
（（ （（（ 武州多麻郡藤沢新田 喜兵衛 名主定左衛門下 成田山 下総国 参詣ニ行 同行弐人
（（ （（（ 東京新吉原中町 浅草 伊勢屋喜太郎 房州天津村喜兵衛宅 戻り 供壱人
（（ （（（ 東京芝弐本榎 大和屋三郎左衛門 中山村鬼子母神 下総国 参詣ニ行
（（ （（（ 武州入間郡水野村 弥重郎・常二郎 名主忠七下 成田山 下総国 参詣ニ行
（（ （（9 武州児玉郡本庄宿 佐重郎・七兵衛・佐七 名主五左衛門組下 上総国市原郡鶴牧御役所 （鶴牧藩庁） 行
（（ （90 常州行方郡橋引村 清右衛門 庄屋 東京橘町二丁目玉屋平左衛門 行
（（ （9（ 武州足立郡保木間村 磯左衛門・弥市 名主与左衛門組下 成田山 下総国 参詣ニ行
（（ （9（‐（ 武州埼玉郡真シ森村 増森村 三右衛門 名主 成田山 下総国 参詣行戻り
（（ （9（‐（ 武州埼玉郡真シ森村 増森村 平左衛門・与左衛門 成田山 下総国 参詣行戻り
（（ （9（ 武州葛飾郡銚子口村 藤左衛門 名主金左衛門支配 成田山 下総国 参詣行戻り
（（ （9（ 東京佐久間町壱丁目 神田 嘉助 家主源兵衛店 上総国姉ヶ崎 商用ニ行
（（ （9（ 上総国長柄郡大八木村 百蔵 名主喜三郎組下 横濱野毛町松川屋茶之助方 武蔵国 行
（（ （9（ 上総国山邊郡木崎村 沖左衛門 名主作兵衛下 葛西沖宮 武蔵国葛飾郡

（奥之宮・興野宮・興ノ宮村）
行

（（ （9（ 常州行方郡牛堀村 定左衛門 名主重作組下 東京本所二ツ目戸倉周助方 戻り
（（ （9（ 下総国埴生郡久田村 七郎次・平内 名主 東京弥左衛門丁湯屋源六 行
（（ （99 下総国香取郡鳴井村 成井村 与右衛門 名主三左衛門組下 東京小網町 行
（（ （00 上総国武射郡山中村 名主安兵衛組下 東京霊岸嶋向隆庵 行
（（ （0（ 東京仁田四丁目十六番地 （三田） 勇蔵 亀屋八郎左衛門使 上総国清水村定左衛門 戻り
（（ （0（ 東京音和六丁目十四番地所 音羽 亀治郎 吉治郎店 芝山仁王 上総国 参詣戻り
（（ （0（ 武州足立郡中仙道 中山道 源太郎・彦二郎 名主六左衛門組下 成田山 下総国 参詣戻り 外三人
（（ （0（ 上総国夷隅郡大田木村 大多喜村 文蔵・喜助 名主七右衛門組下 東京駿河臺大田木備前守御屋敷 神田，（支配大多喜藩知事

松平豊前守邸）
行

（（ （0（ 加賀国射水郡脇笠村 （越中国射水郡脇方村，加賀藩領）八十左衛門 小間物屋 東京 買出しニ行 外壱人
（（ （0（ 上総国埴生郡久典村 傳八・治兵衛 名主勘四郎組下 東京深川森下町大工定吉方 行
（（ （0（ 常州信太郡幡崎村 関口八兵衛 名主多左衛門下 東京日本橋大黒屋勘兵衛方 行

●明治 （ 年 （ 月 （ 日
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（（ （（（ 東亰神田紺屋町弐拾壱番地所 吉之助 家主大田屋長右衛門店 下サ布川野田や長吉方 行
（（ （（（ 東亰本郷壱丁目三十六番地所 治助 家主藤吉店 千葉大坂や藤兵衛方 下総国 行
（（ （（9 武州入間郡三河嶋村 彦左衛門・三左衛門 名主治郎左衛門組下 成田 下総国 参詣帰り
（（ （（0 東亰八丁堀松屋橋 佐兵衛 上サ勝浦米本与右衛門 行
（（ （（（ 東京本所壱ツ目 樽や長重郎 舟橋 下総国 買出し候所
（（ （（（ 下総香取郡西大須賀村 要助 名主清右衛門組下 東京 帰り
（（ （（（ 常州鹿嶋郡立原村 八郎右衛門・市右衛門 名主市郎組下 本所亀屋太吉 東京 行
（（ （（（ 桜井藩支配所上総国望陀郡木更津村 （桜井藩陣屋在所） 大乗院
（（ （（（‐（ 東亰浅草元吉町 与兵衛 家主 曾ケ野種屋金二郎 下総国千葉郡 帰り
（（ （（（‐（ 東亰浅草元吉町 政吉 曾ケ野種屋金二郎 下総国千葉郡 帰り
（（ （（（ 東亰菊井町廿九番地所 牛込喜久井町 吉蔵 舩橋梅屋 下総国 行
（（ （（（‐（ 下サ木下村 （木下河岸） 帯屋新兵衛 東亰 行 外壱人
（（ （（（‐（ 下サ木下村 （木下河岸） 良庵・七兵衛・勘左衛門 東亰 行 供弐人
（（ （（（‐（ 下サ木下村 （木下河岸） 藤三郎 東亰 行
（（ （（（‐（ 下サ国相馬郡布佐村 佐兵衛 名主 東亰 行
（（ （（（‐（ 下サ国相馬郡布佐村 左右平 東亰 行
（（ （（9 （下総国に分領） 堀越非淳 澱藩（淀藩） 東亰 行
（（ （90 下サ印幡小林新田 又兵衛 名主源左衛門配下 本所吉岡町利兵衛方 東京 行
（（ （9（ 上サ山辺郡大網村 三右衛門 東亰堀江丁上総屋太兵衛 帰る
（（ （9（ 武州多磨郡成棟村 成宗村 吉蔵 名主重右衛門配下 上サ九十九里傳兵衛 行
（（ （9（ 上サ市原郡御師沼村 押沼村 庄三郎 名主権三配下 東亰本所御竹蔵前青山代五郎 行
（（ （9（ 上サ長柄郡関村 権左衛門 東亰石町炭屋重兵衛 石町？ 帰り
（（ （9（ 常州河内郡龍ヶ崎村 平七郎 名主新二郎配下 東亰 行
（（ （9（ （上野国に藩庁） 中村昇平 前橋藩付属
（（ （9（ 東亰深川 儀兵衛 釜屋七右衛門手代 諸方 懸廻り

番号 起点の史料表記 起点の正しい表記 通行人 通行人肩書・所属など 目的地の史料表記 目的地の正しい表記 通行内容 備考（同行人数など）
（‐（ 東京浅草並木町四拾四番 伊勢屋芳治郎
（‐（ 東京浅草並木町四拾四番 鎌松・弥左衛門 芳治郎召仕
（‐（ 上総国夷隅郡安房又村 粟又村 半右衛門 名主 東京 当九日国元出立，今十三日帰国之由
（‐（ 上総国夷隅郡安房又村 七左衛門 組頭 東京 当九日国元出立，今十三日帰国之由
（‐（ 上総国夷隅郡安房又村 久三郎 百姓 東京 当九日国元出立，今十三日帰国之由
（ 下サ前原村 千葉郡前原新田 萬右衛門 百姓
（‐（ 上総国市原郡八幡村 賀一郎 名主
（‐（ 上総国市原郡八幡村 次三郎 組頭
（‐（ 上総国市原郡八幡村 竹蔵・岩之助
（ 舩橋九日市 下総国舟橋九日市新田 彦兵衛
（‐（ 東京日本橋小田原町一丁目 三郎兵衛 家主
（‐（ 東京日本橋小田原町一丁目 半三郎 納豆や
（‐（ 上総国長柄郡本納村 弁之助 名主
（‐（ 上総国長柄郡本納村 勘右衛門・弥吉
（‐（ 上総国山邊郡東金宿 庄作 名主
（‐（ 上総国山邊郡東金宿 太左衛門　弐十才
9 上総国山邊郡東金村 大戸四郎兵衛・清岡重右衛門 外壱人
（0‐（ 上総国市原郡矢久村 善太郎 名主 東京
（0‐（ 上総国市原郡矢久村 善三郎・平吉 東京
（（ 上総国長柄郡本納村 安右衛門・源次郎

●明治 （ 年 （（ 月（9～（（ 日に作成されたと推定）

注）（，本表は全て岩田家文書の M４「明治三年庚午極月日旅人取調帖」裏「小菅縣見張所下妙典村」（『市川市資料目録第一集』市川歴史博物館，（9（（ 年）より作成した
　  （，「番号」欄の枝番は同行・同一人物を示す
　  （，（　）は推定を示す
　  （，村名などが確認できない場合は「正しい表記｣欄に「？」を付した 　  

【下妙典村見張所見張帳記載内容一覧表】
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（（‐（ 下総国後貝塚村 八右衛門 名主
（（‐（ 下総国後貝塚村 吉左衛門 百姓
（（ 木下村 下総国 利右衛門・三蔵
（（ 下総国千葉郡鷺沼村 権兵衛・弥次郎兵衛 東京 戻り
（（‐（ 東京小網町弐丁目 相模屋由兵衛 上総国長柄郡 此十二日東京出立，今十三日帰宅之由
（（‐（ 東京小網町弐丁目 寅吉 飛脚 上総国長柄郡 此十二日東京出立，今十三日帰宅之由
（（‐（ 上総国奈可ら郡茂原村 長柄郡 角三郎 名主 東京連以かん島すみ屋平七 霊岸島 戻り
（（‐（ 上総国奈可ら郡茂原村 長柄郡 傳四郎 東京連以かん島すみ屋平七 戻り
（（‐（ 上総国者婦郡長なん町 埴生郡長南町 庄三郎 名主 東京小網町上総屋太助 売用ニ而参り候
（（‐（ 上総国者婦郡長なん町 重吉・権之助 東京小網町上総屋太助 売用ニ而参り候
（9‐（ 上総国市原郡父宇村 土宇村 七郎兵衛 名主 京橋 東京 行
（9‐（ 上総国市原郡父宇村 土宇村 染吉・きく 京橋 東京 行
（0 舟橋五日市 下総国船橋五日市新田 市郎左衛門・亀兵・吉五郎
（（‐（ 上総国山邊郡東金宿 清三郎 名主 東京 十五日国元江立戻
（（‐（ 上総国山邊郡東金宿 治郎兵衛 東京 十五日国元江立戻
（（ 舟橋九日市両師町 下総国舟橋九日市新田猟師町 油屋石五郎
（（‐（ 下総国谷津村 栄次郎 名主
（（‐（ 下総国谷津村 勘十郎 百姓
（（ 舟橋九日市 下総国舟橋九日市新田 清助
（（ 上総国長柄郡本納村 久左衛門 百姓
（（ 上総国市原郡八幡宿 勘十郎 百姓
（（ 東京新原 新原？
（（‐（ 上総国長柄郡本納村 甚右衛門 名主
（（‐（ 上総国長柄郡本納村 栄吉
（9 常州四賀郡高崎村 （常陸国三郡に有） 染谷大和 神主
（0 東京霊岸嶌西新堀十八番地 大野谷忠兵衛 地守清兵衛
（（ 東京神田佐久町二丁目 辻金五郎
（（ 横濱五拾三番屋敷 武蔵国 銀蔵
（（ 肥後 西道庵 人吉藩
（（ 佐倉藩管かつ所印旛郡内田村 下総国 市郎右衛門 馬喰町三丁目家主半兵衛方 東京 参り候
（（‐（ 下総国香取郡羽波里村上ノ嶌村 上嶋村 大助 名主
（（‐（ 下総国香取郡羽波里村上ノ嶌村 上嶋村 利右衛門 百姓
（（ 武州玉郡堀ノ内村 多摩郡堀之内村 京実 明法寺
（（ 東京霊岸嶌堀町 善四郎 舟橋両師町納屋長兵衛方 下総国船橋宿猟師町 通行 外廿壱人
（（‐（ 上総能実村 上総能実村？ 嘉右衛門 名主 芝形門前弐丁目金納屋清太郎方 芝形門前？ 通行
（（‐（ 上総能実村 上総能実村？ 清右衛門 百姓 芝形門前弐丁目金納屋清太郎方 芝形門前？ 通行
（9‐（ 下サ国前貝塚村 久左衛門 名主
（9‐（ 下サ国前貝塚村 八右衛門・八左衛門 百姓
（0‐（ 上サ国市原郡八幡宿 嘉市郎 名主
（0‐（ 上サ国市原郡八幡宿 半兵衛 百姓
（0‐（ 上サ国市原郡八幡宿 半助 半兵衛忰
（（‐（ 船橋五日市 下総国船橋五日市新田 由兵衛 百姓
（（‐（ 船橋五日市 下総国船橋五日市新田 吉兵衛 由兵衛忰
（（ 下総国船橋宿 八百屋三五郎
（（ 加藤鏆二 金澤藩（加賀国）
（（ 横濱弁天通五丁目 武蔵国 下総屋清兵衛
（（ 吉田本村 国不明
（（ 伊里藤村 国不明 土下市郎治
（（ 佐倉在伊師村字高崎 （下総国伊篠村） 甚右衛門・清兵衛
（（ 東塚平左衛門 柴山藩（上総国）
（9‐（ 下総国香取郡石成村 庄兵衛 名主
（9‐（ 下総国香取郡石成村 徳右衛門・両廣
（0‐（ 東京浅茅花川戸丁 浅草花川戸町 和黒屋藤七
（0‐（ 東京浅茅花川戸丁 浅草花川戸町 常三 藤七召仕
（（ 菊間藩新分領 上総国 多吉・金蔵
（（ 高木周吉 菊間藩（上総国）
（（ 関内祭太郎 菊間藩（上総国）
（（ 麻生手舩 （下総国埴生郡麻生村）手船？ 最治郎
（（ 今上 （下総国葛飾郡今上村） 八十吉・廣次郎・常五郎
（（ 相州高座郡国分村 善六・繁蔵




